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《第7回カクヨムWeb小説コンテスト特別賞、ComicWalker漫画賞受賞作》第一巻、第二巻がMFブックス様より発売中。頑張って加筆しておりますので、書籍版も是非。コミカライズ企画も進行中です。全力で戦うことのできる相手が何処を探しても見当たらず、武者修行中の男は退屈していた。『どうか見たことも聞いたこともない難敵と巡り合わせて下さい』と、大して信じてもいない神仏に祈りを捧げるほどに───これは、チートもスキルも持っていないお侍さんがその身一つで剣と魔法の世界に転移する物語。自分の武士道を１ミリも曲げる気のない男は、果たして異世界でも変わらずに生きられるのでしょうか。「もし、そこの者たち。食事中にすまない。少し道を尋ねたいのだが」魔物なんて知らないお侍さんは、ゴブリンを原住民だと思って話し掛けます。「冒険者としての在り方に口を出すのは構わんが、俺の生き様にまで余計な世話を焼くつもりなら容赦はせんぞ。互いに道を譲れぬのなら、後は剣を抜くしかあるまい」相手がギルドマスターだろうが貴族だろうが、気に入らない相手にはブチ切れます。「おい、小便なら付き添うぞ。一人では危ないだろう」「俺はお前より年上だっつってんだろうが！！何回言わせんだテメー！！」他種族の存在を知ってもなかなか信じようとしません。魔法、ダンジョン、魔物、冒険者、騎士、貴族。ファンタジーな世界を現代人とは違った目線で満喫するお侍さんの冒険譚をお楽しみください。











第1話 お侍さん、異世界に降り立つ




「何処だここは」

　見渡す限りの大森林の中、一人の男が誰にともなくポツリと呟く。

　ふと気がつけば見覚えのない景色。峠道とうげみちの道中、多くはないが周囲に人も歩いていた。数瞬前まで町娘たちの姦かしましい声も聞こえていたが、今はただ木々のざわめきと鳥の囀さえずりしか聞こえない。

　先ほどまで遠くに宿場町が見えていたはずだが…………

　ぐるりと辺りに視線を巡らしてみると、樹齢百年はくだらないだろう大木が鬱蒼と生い茂っているのみで、ここまで半日歩いてきたはずの街道は跡形もなく消えていた。

「……………………」

　束つかの間の棒立ちのあと、男は当てもなく歩み始める。

　まぁ、いい。

　ここが何処かなど知らん。

　この先が何処に通じているのかも分からん。

　だが別に、そんなものはいつものことだ。

　見知らぬ森を躊躇ちゅうちょなく進むその男の腰には、大小二振りの日本刀が差されていた。




　﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏




　黒須元親くろす もとちか、齢よわい二十七歳。

　武家の三男として生まれ、物心ついた頃には木刀を振り回していた。

　ただ只管ひたすらに強くなれ。我こそが武士さむらいの中の武士さむらいであると胸を張れる漢おとこになれと、武士道のなんたるかを叩き込まれて育てられる。

『朝が来るたびに死を覚悟せよ。静寂のひとときに雷に打たれ、火に炙られ、刀や槍で切り裂かれる様を想像せよ』

『武士とは、何の準備もなく暴風雨に曝さらされたとしても、ただ一人立ちすくせる者でなければ価値はない。どのような修羅場であっても慌てることは許されん。無様に怯え、逃げ隠れすることこそが恥と知れ。死すべきときは、ただの一歩も引いてはならん』

『命か誇りかを選ぶのであれば、命を捨てることに微塵みじんの躊躇ためらいも持ってはならん。そのことさえ忘れなければ、武士はただ情熱を傾けて生きるのみ。何も恐れることはない。周囲に心乱されず、それを受入れ我が道を往ゆけ』

　父から課せれた鍛錬は剣術だけに留まらず、槍、弓、杖、鎌、縄などのありとあらゆる武器術から、隠形術、組討術、水泳術、馬術まで多岐に及ぶ。音を上げることなど決して許されぬ修行は過酷を極め、幼い兄弟が何度も死の淵を彷徨うほどに凄まじいものだった。

　毎夜血濡れで帰宅する兄弟を母は嘆き、何度もやめるよう父に嘆願したが、その願いは聞き入れられることはなく、そしてまた、子供たちもその生活を日常として受け入れていた。

　そんな日々を過ごすうち、末弟に武の才が開花する。

　手足が伸びきる頃には兄たちを打ち負かし、すでに近隣に並ぶ者はいなくなっていた。齢十五にして己の剣に停滞を自覚した三男は、他領へ繋がる山道に陣取り、自作した二本の木刀を持って通りがかりの武士に手当り次第に勝負を挑み始める。黒須三兄弟で最も武に貪欲な元親に、お家の領地は狭すぎたのだ。

『あの山には恐ろしい天狗が棲みついている。刀を持つ者は例外なく襲われるそうだ』

　そんな噂が他領の村々にまで広まった頃、喧嘩に明け暮れる暴れん坊はとうとう父から呼び出しを受けた。女中が案内したのは普段家族が過ごしている屋敷の居間ではなく、謁見の間。

　これは父親からの小言ではなく当主としての苦言だと理解した元親は、部屋の中央に置かれた座布団まで進むと居住まいを正して頭を垂れる。慇懃に口上を述べる息子を上段から眺めていた父は、面を上げることを許すと早速とばかりに口火を切った。

「元親よ、何故そうまで荒ぶるのだ。世の時流は泰平たいへいへ向かっておる。兄たちが剣より筆を握る時間が増えておることに気づかぬ貴様ではあるまい」

「……恐れながら、父上。泰平など泡沫うたかたの夢。たった一人の武将の心変わりで容易に崩れる砂上の楼閣ろうかくにございます。お家を護まもるのが武士の務めでありますれば、時流がどうあれ、己の研鑽を止める由よしにはなり得ぬものと心得ます」

　聞きようによれば傲慢とも取れるその発言に、父は不愉快そうに眉をひそめた。

「兄たちが間違っておると抜かすか」

「そうは存じません。武士とは己が信じる武士道に生きる者。歩む道は違えど、行き着く先は皆同じかと」

「儂わしは貴様らに同じ道を歩ませたかった」

「お言葉ですが、父上。元親は父上の御指南の通りに生きております。己が武士道を妨げる者を許すなと、信念を曲げるくらいならば死を選べと。どうしてもと仰せであれば…………命懸けで、親子喧嘩に臨む所存にございます」

　────────瞬間。

　親子の視線が交錯し、火花を散らす。急速に膨れ上がった殺気は両者の間の空間が歪んで見えるほどの濃度となり、広間の襖ふすまが一斉にビリビリと震え始めた。

「「…………………………」」

　しばしの睨み合いのあと、先に折れたのは父親だった。

「はぁ……。貴様のその石頭は、一体誰に似たのやら」

　天を仰いで大きなため息を吐く父に、それまで気配を消していた男たちが声を掛ける。

「ククク、間違いなく父上でしょうなァ」

「然しかり。我ら三兄弟で最も色濃く血を継いだのは元親に違いありますまい。棘のような苛烈な性格が玉に瑕きずではありますが」

　総髪を垂らして着流しを緩く着た男が笑い、髷をきっちりと結った生真面目そうな男が首肯して同意を示す。

　背後にひっそりと控えていた兄たちの手はその穏やかな口調とは裏腹に刀の鯉口を切っており、もし元親が抜刀すれば即座に弟を斬り捨てる体勢だった。

「お前たちは構わんのか。末弟まっていに流派の真髄を継がせることに」

「長男としちゃ情けねェ限りですが、俺にゃあ剣の天稟てんぴんはない。だからこそ、涙を飲んで筆を取る道を選んだのですから。家督を受け継ぐ者として、領地領民を護る手段は剣だけではないと理解しておりますよ」

「拙者も異存ありません。剣の道を捨ててはおりませんが、己おのが分は弁わきまえております。有為転変ういてんぺんは世の習いなどと申せども、黒須の剣は受け継がねばならない。一子相伝たる流派の後継を選ぶのなら、元親をおいて他にないかと」

　黒須家の剣術は次期当主となる者ではなく、当代随一の遣い手に受け継がれる習いとなっている。普段から屋敷を空けることの多い三男坊は知る由もなかったが、今回兄弟が呼びつけられたのは、実はこの後継を決めるためだったのだ。

　長兄は謙遜して見せたが、三人の腕前はいずれも父に劣っていない。お家に仕える猛者たちと比較しても圧倒的な力の差があったが、その中でも元親の才能は誰が見ても頭一つ抜け出ていた。周囲から麒麟児きりんじと持て囃はやされる長兄と次兄が認めざるを得ないほどに。

　父は真意を見極めるように二人の眼を見詰めると、神妙な面持ちで元親に向き直った。

「元親よ、お前に修羅の道を往く覚悟はあるか」

「是非もなく。もとより我が道は修羅道に通じております」

「よかろう、お前に秘伝を授ける。その後、免許皆伝を以て武者修行の旅へ出よ」

「御意」

「よいか、黒須の剣はお前の肩に託される。これより先は無為に死ぬことは許さん！　ひとかどの武士になるまでは家の敷居を跨ぐな！　黒須の勇名を天下に轟かせよ！！」

「ははっ！」

　父や兄弟たちには見えていなかったが、当主の命に恭しく頭を下げて答える元親の顔には笑みが浮かんでいた。

　黒須家の剣術の後継者には武者修行の業ぎょうが義務付けられている。これは周囲にお家の脅威を知らしめる示威行為であると同時に、家中の者を納得させるための習慣でもあったが、元親は後継に選ばれたことよりも、外の世界に出られることがただただ嬉しかったのだ。

　このご時世に剣術一辺倒の自分が、家中の者から変わり者と揶揄やゆされていることは知っている。他家の武士を叩きのめすたびに寄せられる苦情に、父上や兄上が頭を下げてくれていることも。

「ただなァ、元親。兄ちゃんはお前が心配なんだ。お前は融通が利かねェし、頑固だし、凶暴だし、かと思やァどっか抜けてるし。市井しせいってのァお前が思う以上に不合理に溢れてる。まっすぐなお前がどこまで自分を曲げずに進めるか、俺ァ心配で堪らねェ」

「何でも剣で解決しようとするのはお前の悪癖だ、元親。まさか父上にまで牙を剥くとは……。人に阿おもねろとは言わんが、せめて慮おもんばかれ。情け容赦を覚えねば、通った道がすべて血で染ることになるぞ。努々ゆめゆめ忘れるなよ」

　腕は立つが型破りな所がある弟を兄たちは案じたが、当の本人は飄々ひょうひょうとして答えた。

「ご心配には及びません、兄上方。俺も近頃は随分と我慢強くなったと自負しております」

「…………お前、こないだ何日か留守にしてたよな。ありゃあどこへ行ってたんだ？」

「当家の百姓を殴ったという武士が、山向こうの村に向かったと耳にしまして。首を獲りに参りました。命乞いする様子があまりに無様でしたので、首の代わりにこの刀を貰い受けた次第にございます。これがつまり、武士の情けと言うものでありましょう？」

「「……………………」」

　やたら立派な刀を持っているとは思っていたが────……

　武士の魂とも言える刀を平然と奪ってきたと宣う弟に、兄たちの不安は増したのだった。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




　父から最後の手解きを受けた元親は、家族に見送られて旅に出た。

　目的地もなく、町から町へとより強い者を求めて流浪する日々。己と同じ武者修行の道を歩む者を見つけては勝負を挑み、天下一を謳うたう流派を聞きつけては道場破りを仕掛けた。道中、近くで戦があると聞きつければ潜り込み、誰と誰の何のための戦かも知らぬまま、向かってくる敵を斬りまくり、地獄のような戦場を走り回った。

　立ち合った者の大半は口だけが達者な期待外れだったが、中には目を瞠みはるような戦法を使う者や天賦の才を持つ者も少なからずいた。

　砂を蹴り上げて目潰しを狙ってきた者や、鍔迫り合いの最中に含み針を飛ばしてきた者には肝を冷やされた。斬るのではなく突くことに特化し、風のような速度で突進してくる流派の高弟には片耳を奪とられた。どこの誰からの遣いかは知らないが、忍と思われる者どもに寝所を強襲され、短筒たんづつで腹を撃たれて血を吐きながら戦ったこともあった。

　だが、その全てを斬り、その全てに勝利してきた。

　幾度も死ぬような目に遭いながらも、死線を潜る血が沸き立つ感覚に、やはり旅に出たことは正しかったのだと確信した。立ち合いのたびに新たな技、武具、戦法を学び、着実に腕の上昇を実感できる日々は充実していて楽しかった──────




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




　家を出て、もう十年近くが過ぎただろうか。

　楽しかったはずの旅も、最近は心躍ることが少なくなっていた。己よりも強そうな相手を見つけること自体が徐々に困難になり、いざ立ち会ってみても、相手が仕掛けてくる技や戦法は既知の物ばかり。驚きや喜びなど感じるべくもない。

　最早、この旅に意味はあるのだろうか。

　そろそろ家に帰ることを考えるべき時なのだろうか。

　今の自分は武者修行をやり遂げたと胸を張って誇れるのだろうか。

　自問自答を繰り返す。

　天下無双に到達したなどと驕おごるつもりはないが、すでに凡百ぼんびゃくの剣士では遊び相手にもならない。身につけた技を、鍛えた身体を、学んだ知識を、磨き抜いた剣を、活かす間もなく勝負が終わる。近頃では"黒鬼くろおに"などという物騒な渾名が広まってしまい、名を名乗るだけで逃げ出す者さえいる始末だ。

　────────つまらない。

　命を賭して全力で戦うことのできない日々に、苦痛を感じ始めていた。闘争に酔っている間の昂奮と達成感が大きかっただけに、酔い覚めの退屈は耐え難いほどに味気ないものだ。

　卑怯な手を使ってくれても構わない。不意討ちでも、騙し討ちでも、闇討ちでも、大勢で取り囲んでくれてもいい。旅の初めに感じたあの天高く引き上げられるような興奮を、全身の血潮が煮えくり返るような狂熱を。どうしても、どうしてももう一度味わいたい。

　久方ぶりに見つけた"自称・天下無双"に逢いに行くため、峠道を歩く。その道中、心の中にあるのは神仏への強い祈りだ。

　嗚あ呼あ、どうか今回こそは強い敵でありますように──────

　どうか命脅かされるような達人でありますように──────

　願わくば、見たことも聞いたこともないような難敵と巡り逢えますように────────





第2話 お侍さん、変化に気がつく




「…………なんとも不思議な森だな」

　道なき道を進みながら、黒須は少し違和感を覚え始めていた。子供の頃から野山を駆け回り、旅に出てからも嫌になるほど森や山を歩いてきたが……この森には知らないものが多すぎる。

　眼がチカチカしそうな極彩色の草花、人の頭部ほどもある大蜘蛛、尾羽が異常に長い鳥の群れ。

　山国から海国へ越境した途端に植生が激変することはままあることだが、ここまで見たことも聞いたこともない生き物だらけの森は初めてだ。

　いつの間に迷い込んだのかは分からんが、知らぬうちに国境を越えたか？

　音もなく飛びかかってくる奇天烈な虫を適当に躱しながら思案していると───唐突に、樹上からドサリと大きな物体が目の前に落下した。

「…………………！？」

　一瞬、木の枝が折れて落ちてきたのかと思ったが、よく見ればそれは巨大な大蛇うわばみ。その大きさは尋常ではなく、胴回りは人の太腿ほどもあり、長さたるや成年男子五人分にも及ぶだろう。よく見る蛇の何百倍の大きさなのか、考えるのも馬鹿らしい。

　唖然として立ち止まった黒須を他所に、大蛇はズルズルと緩慢な動きでとぐろを巻くと、何の感情も窺えない双眸をこちらへ向けた。

「「……………………」」

　正体は分からないまでも、こんなにも巨大な蛇が常世とこよの動物とは到底思えず、黒須はとりあえず丁重に対応すべきだと判断した。

「拙者は黒須元親と申す者。通りすがりの武士だ。御身おんみはこの森の主殿とお見受けするが、いかがか？」

　蛇とは知恵や福徳を齎もたらす弁財天の化身と言われる動物だ。一部の地域では畏おそれをもって信仰されている聖獣だとも聞いたことがある。大人しい様子からして妖怪変化の類たぐいには思えず、もしも名のある土地神であれば話が通じるかもしれない。

　相手からの反応をじっと待っていると、大蛇はゆっくりと鎌首をもたげ、突然、弾かれたように黒須の顔面に向かって牙を剥いた。

「なんだ……。ただの蛇か」

　神聖な存在モノかと思いきや、その行動には知性など欠片も感じられない。黒須は少々落胆しながら素早く逆手で脇差しを抜くと、躊躇うことなく大蛇の頭を斬り落とした。

「………………？」

　頭部を失った蛇は恨みがましくグネグネとのたうち回っていたが、黒須はそんなことには気も留めずに自身の右手を凝視していた。

　何だ……？

　今、思いのほか速く剣を振れたような…………

　先程の一刀、特段焦っていた訳でもないのに普段よりも剣速が増していると感じた。意識に反して身体が動いたと言うべきだろうか。長年剣を振ってきたが、こんな感覚は初めてだ。

　気のせいか？

　黒須は首を傾げながら弛緩した巨体のそばにしゃがみこみ、懐から短刀を取り出しておもむろに肉を切り分け始める。

　大して腹は減っていないが、いつこの森を抜けられるか分からないのだ。食料を確保しておくに越したことはない。それに、森の中で手に入る食い物として蛇は上等な部類である。これだけ大きければ、さぞ食いでがあるだろう。

　せっせと肉を回収して顔に撥ねた血を袖で拭った時、ふと、あることに気が付く。

「────何故、耳がある？」

　そう、ある町で最強を名乗っていた流派に挑んだ際に斬り飛ばされたはずの右耳。それがすっかり元通りになっていた。

　ぐにぐにと触ってみても特に痛みもなく、まるで欠落していたこと自体が夢であったかのような自然さだ。そして改めて意識してみれば、どことなく、身体のあちこちに違和感があるような気がする。

　これは、一度しっかり確認せねばなるまいな…………

　武士たる者、常日頃から己の体調を完璧に把握しておく必要がある。斬り合いの最中に不調に気付いたとしても、敵は手加減などしてくれるはずもない。むしろ相手の弱みに気がついたのであれば、積極的に攻めるのが武芸者として正しい姿だ。不利な状態で戦いに臨む武士が怠慢との謗りを受けるは当然のこと。

　実際、立ち合いで"待った"をかけた武士が見物の聴衆から笑いものにされる姿を何度も見てきた。あのような無様を晒すくらいなら死んだ方がマシだ。

　足早に休める場所を探し、ちょうどいい小川を見つけたので少し休憩することにした。

　すぐ手の届く位置に刀を置きつつ、背負っていた打うち飼かいを下ろして手ぬぐいを取り出す。着物を脱いで手ぬぐいを濡らし、身を清めるついでに己の体を隅々まで確認してみた。

「これは、喜ぶべきなのだろうか」

　案の定、変化があったのは右耳だけではなかった。

　幼少の頃に長兄との手合わせでへし折られてから醜く曲がっていた指の骨。槍使いの僧兵と戦った時に石突いしづきで砕かれた奥歯。雪道を何日も歩き通した際に腐り落ちたはずの足の指も戻っている。斬り殺したと油断し、背後から死に際の一撃を受けて大きく抉えぐられていた腰の大傷も跡形もなく消えていた。鉄砲で撃たれて以来、動くたびに引き攣るような痛みを覚えていた脇腹も今は何の痛痒つうようも感じない。

　全身に刻まれた刀傷などの古傷はそのまま残っているようだが、兎に角、身体を動かすのに不自由していた箇所が尽ことごとく治癒している。不気味に思いつつ軽く体を動かしてみると、まるで旅に出たばかりの若さを取り戻したように思えるほどだった。

「…………………」

　青竹で自作した不格好な竹筒ささえに水を汲みながら、己の置かれた状況に頭を巡らせる。

　狐きつねや狸たぬきに化かされているのだろうか。

　峠道を歩いていると美しい女が立っており、その美貌に惹かれてふらふらとついて行くと知らぬ間に女は消え、いつの間にかたった一人で森の奥深くに佇んでいた。などという怪談噺かいだんばなしは掃いて捨てるほどある。

　それとも、気付かぬうちに死んで黄泉の国へ渡ってしまったか。

　否いな、確かにこの所まともな食事をしていなかったが、飢え死にするほどではなかったはず。戦に紛れ込んだ時には三日三晩、不眠不休で戦い、その後一週間落人狩りに追われ続けたこともあるのだ。本当に飢え死にする間際の感覚はよく知っている。武士たる自分が身体や五臓六腑ごぞうろっぷの不調を見逃すはずもなく、病で死んだとも考え難い。

　まさか、気付かぬうちに不意討ちを受けたか？

　否、咄嗟の攻撃に反応ができないようなやわな鍛え方はしていない。旅に出た当初ならまだしも、最近では用便中や就寝中でさえ一瞬も気を抜いたことはないと断言できる。伊達に十年も一人旅をしていないのだ。遠距離から鉄砲たねがしまの斉射を受けでもしない限り、不意討ちで死ぬことなどまず有り得ない。

　それならば────……

「……答えの出ないことを考えていても時間の無駄だな」

　黒須は一言呟くと、堂々巡りの逡巡を止めた。考えても分からないなら、ただ前を向いて進む。武士としての基本則だ。

　いくら頭を捻ったとしても、自分で答えを見付けられるとは到底思えない。身体が元の調子を取り戻したことは、決して悪いことではないはずだ。もし妖怪変化ようかいへんげが躍り出て来るのなら、それもまた一興いっきょう。万が一ここが黄泉の国でも、地獄の獄卒ごくそつと矛ほなを交える機会に恵まれるなら、それこそ願ってもないことだろう。

　気を取り直して、次に持ち物を確認することにした。この森がこの世かあの世かも分からない以上、念には念を入れておく必要がある。

　元は濃紺だった着物・脚絆きゃはん・手甲てっこうは、長い付き合いで今では真っ黒になってしまった。篭手こて、脛当すねあてにも錆さびが浮いている。大小に小柄こづか、短刀が一振り、寸鉄すんてつ・袖鎖そでぐさり・含針ふくみばりが数本。数食分の玄米が入った兵糧袋、銀貨と銭貨が少量の小銭入れ、火打鉄ひうちがね・石・艾もぐさの入った火打袋、刀の手入れをするための丁子油、髪を結うための組紐が数本に、襷たすき・手ぬぐい・縄・竹筒。最後に、先ほど手に入れた蛇の肉。

　全て丁寧に確認したが、持ち物に変化はなさそうだ。身体の件があったので、使い古した具足ぐそくが新品同然に変わっているかもと少しだけ期待したのだが…………。

　この森に迷い込んでからかなりの距離を進んだはずだが、人気ひとけどころか街道や獣道すら見当たらない。森には慣れているので水や食料はどうとでもなるが、野宿を考えていなかったため笠かさや寝筵ねむしろを持っていないのが少し痛いか。

「"不足を常とすれば不足なし"、か」

　父の言葉を思い出す。

『常日頃から厳しい環境に身を置いておけば、いざ修羅場に放り込まれても平然とできるものよ！』と、よく通る濁声だみごえで笑いながら話しておられた。

　"択言択行たくげんたくこう"

　やはり、いつだって父上は正しい。





第3話 お侍さん、ゴブリンに遭遇する




「グギャッ！　グギャギャッ！」

　この森に迷い込んで初めて人と出逢ったのだが、どうにも様子がおかしい。黒須は木陰から進行方向にいる生き物をじっと見つめ、その正体を考えていた。

　子供のように小柄な人物が五人、車座くるまざになって鹿しからしき獣を食べているのだが、どう見ても生のまま素手で臓物を喰らっている。両手と口元を真っ赤にしながら楽しげに血肉を啜すする様相は、さながら地獄絵図に描かれる餓鬼のようだ。尖とがった耳に鷲鼻わしばなと乱杭歯らんくいば、肌は土左衛門どざえもんのような色をしており、粗末な腰蓑こしみのだけを身につけて意味の分からない言葉で会話しているように見える。

　森に暮らす貧民────転場テンバや箕直ミナオシと呼ばれる山窩サンカ民族という奴か？

　これまでに一度も出逢ったことはないが、連中は農耕せず、定住せず、山地を漂泊して独特の隠語を話す山の民だと噂に聞いたことがある。下界には滅多に降りず俗世との関わりを持たないため、我々とは全く異なった文化を持つと言われているが…………。

　飢饉ききんにでも襲われているのか、あの体の大きさを見るに日頃まともに食えてはいないようだ。久々に狩りが上手くいき、火を焚たく時間も惜しいと空腹に任せて獲物に喰らいついたという所だろう。

　黒須も雨の降る山中で飢えた時、火打袋ひうちぶくろが湿気しけてしまって上手く火が起こせず、捕まえた蛇をそのまま生で喰らったことがある。普段なら決して食べようとは思わないが、あの時の自分にとっては懐石料理ごちそうに勝るとも劣らない美味に思えたものだ。

　などと少々的外れな親近感を抱きつつ、木陰から出て声を掛けてみることにした。

「もし、そこの者ら。食事中にすまない。少し道を尋ねたいのだが」

「「「「「グギャッ！？」」」」」

　食事に夢中だったのだろう。男たちは声を掛けられて初めてこちらの存在に気が付いたようだった。

　…………拙まずい、脅おどかしてしまっただろうか。

　百姓ひゃくしょうどもにとって、二本差しとは尊敬の対象であると同時に恐怖の対象でもある。気性の荒い武士が町中で人とぶつかり、その場で無礼討ちにしたなどという噂は市井しせいではよく語られている話だ。故に、武家を見慣れていない田舎ほど帯刀した相手に対して過剰に怯える者が多く、黒須も何度か目の前で腰を抜かされた経験がある。実際にはいかに武士であろうと、余程の事情でもない限りそのような傍若無人な振る舞いは許されないのだが。

　どうしたものかと頭を悩ませていると、五人は立ち上がり、駆け足でこちらに向かって来た。その手には武器のつもりだろうか、木製の棍棒が握られている。

「待たれよ、俺は怪しい者ではない。武者修行の旅の最中でな、薄汚い風体ふうていだがお前たちの食料を奪うつもりはない。ただ、道を訊きたいだけだ」

　怯えられぬよう精一杯穏やかに語り掛けたつもりだったが、ついに男たちは棍棒を振り上げて襲い掛かってきた。その動きには連携も何もあったものではなく、こちらに殺到するあまり互いに体をぶつけ合っているような有様だ。

「グギャッ！！」

　力任せに振り回すだけの棒振りに術理じゅつりなどは微塵も感じられず、足捌きだけで攻撃を躱す。相手方の背格好も相まって、傍から見れば子供がじゃれついているようにしか見えないだろう。

「よさんか。俺は金目の物など何も持っておらんぞ」

　黒須は努めて冷静に諌めようとするが、男たちの攻撃の手は緩まる気配がない。こちらの言葉を理解しているのかどうか分からないが、とにかく、聞く耳を持っていないのは確かだ。

「やめよと言うに」

「ブギャッ！」

「グギャ！？　グギャギャ────ッ！！」

　口で言って分からないのであればと、近くにいた者を軽く蹴り倒してみたが、仲間をやられて逆上したのか、更に攻撃が激しくなってしまった。飢えた狂犬のような眼付きでぎゃあぎゃあと耳障りな気炎を吐き散らしている。

　このまま適当にあしらうことは造作もない…………が、ここまで無遠慮に殺意をぶつけられると、さすがに少々腹が立つ。

「貴様ら、いい加減にせよ。この二本差しが見えんのか。俺もそこまで気が長い方ではないのだ。これ以上続けるのであれば、斬るぞ」

　低い声を出して脅してみたが、男たちの行動に変化は見られない。一体何がそんなに嬉しいのか、楽しげな奇声を上げながら何度も何度も棍棒を振るってくる。

　五人がかりの攻撃を余裕で躱されているのに、彼我ひがの戦力差が理解できんのか？　兵法者へいほうしゃでもない者を斬るのは気が進まないが……。こちらの警告に耳を貸さない以上、これはもう、致し方あるまい。

　黒須は頭を切り替えると、抜刀と同時に先頭にいた男の首を刎はねた。続けて、返す刀で隣にいた者を袈裟けさ斬りにする。

「「「ギャッッ！？」」」

　突然仲間を斬られて驚いたのだろう。驚愕の表情で硬直する残りの三人も、それぞれ一刀のもとに斬り捨てた。

　血振りした刀を手ぬぐいで念入りに拭いつつ、彼らの遺体を前に今後のことを考える。

　やむを得なかったとは言え、五人も斬ってしまった。こういった閉鎖された場所に住む村人は取り分け仲間意識が強いことが多い。それに、相手は恐らく山窩というよく分からない民族だ。このまま立ち去って、周辺の住民に勘違いで報復でもされてしまうと後味が悪い。斬り殺した当事者である以上は厄介事になるのは目に見えているが、せめて事情を説明して遺体の場所を伝えてやるくらいはした方がいいだろう。

　黒須はそう決意すると、腹を裂かれた鹿の死骸に歩み寄った。

　きっと彼らの村にとって、これは久々に得た貴重な食料に違いない。遺体は数が多いから運べないが、村に着いたら人手を借りて迎えに行ってやろう。

　腰に巻き付けていた襷たすきを使い、鹿を背にきつく縛り付けていく。担いでしまった方が楽だが、武士たる者はいつでも刀が抜けるよう常に両手は空けておかねばならない。

　体を揺すって鹿がずり落ちないかを確認してから立ち上がると、臓物が抜かれているためか見た目ほどには重くはなかった。この程度なら動くのにも問題はなさそうだ。

「さてと、村はどっちだ？」

　黒須は捕手術とりてじゅつの一環で追跡の手法も一通り身に付けており、幼い頃には実践訓練として山で獣を追った経験も数え切れないほどある。

　男たちは大人数で移動していたため、足跡や散らされた落ち葉など、そこら中に痕跡が残っていた。町中では難しいが、森の中であれば足取りを追うことなど容易たやすい。

　早速不自然に折られた枝を発見し、その方向へと足を向けた。





第4話 お侍さん、集落を見つける




　男たちの痕跡を辿たどる道中、小腹が空いたので食事を摂とることにした。

　荷を降ろして薪を集め、腰にぶら下げていた火打袋から道具を取り出す。灸きゅうを据すえるのによく用もちいられる艾もぐさだが、これは火口ほくちとしても優秀な植物だ。

　火打鉄でカンカンと石を叩いて火花を浴びせると、あっという間に種火ができた。適当に組んだ枯れ木の中に放り込み、強く息を吹きかけて火を熾おこす。

「さてはて、どんな味がするのやら」

　黒須の手には枝に突き刺された大蛇の肉。

　あれを神の使いなどとは最早もはや思っていないが、普通の蛇とも考え難い。仮に物怪もののけの肉だったとして、これを食って神通力じんつうりきでも得られれば面白いのだが。

　下らないことを考えながら焚火で肉を炙あぶっていく。塩など持ち歩いていないため、もちろん味付けなどは一切していない。毒があるかもしれないので大量には食えないが、味見は少し楽しみだ。

　ほどよく焼けた所で火から離して匂いを嗅いでみたが特に刺激臭はなく、どちらかと言えば香ばしい良い匂い。河豚ふぐや曼陀羅華まんだらげ、附子ぶす、毒空木どくうつぎなど、自然由来の猛毒であれば刺すような痛みが鼻の奥に来るため大抵は匂いで判別できるが、これなら問題はなさそうだ。

　試しに端の方をちまりと齧かじってみる。

　む、これは────

「旨い……！」

　クセのない白身魚のような歯切れのいい食感、塩気が強いが噛み締めるたびに脂の甘さもしっかりと感じる。これまでに食ってきた蛇は淡白でパサついた筋肉質のものばかりだったが、これはまるで別物だ。

　良く肥こえた猪肉から獣の臭さを消したような極上の美味びみ。醤油で軽く香りをつけるか、味噌焼きにでもすれば絶品だろう。

　夢中で食べ進め、瞬またたく間に完食してしまった。

「…………………」

　まだまだ肉は残っているし……もう一つ焼こうか。

　いや、駄目だ。時間を空けて後から効くような毒なら、こんな訳の分からん森で卒倒する羽目になりかねん。

　口に残る肉の味に心を引かれつつ、焚火を踏み消して荷物を背負い直す。またあの蛇が出てきてたら必ず狩ろうと、チラチラと木の上を見ながら追跡を再開するのだった。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




　休憩してからしばらく、集落を見つけるまでにさほど時間は掛からなかった。

　ガサガサと背の高い草むらを掻き分けた先にあったのは、周囲と比べて木々の少ない平地。人の手で伐採したのではなく、恐らく天然の空き地に村を築いたのだろう。

　黒須がそう思ったのは、その集落がこれまでに見たどこよりも貧しい寒村だったからだ。

　まともな建物は一つとして見当たらず、木の枝と獣の皮を雑に組み合わせてその上から枯れ葉を被せたような、小屋と呼ぶのも憚はばかられるものがいくつも並んでいる。入口らしき穴がなければただの枯葉の山にしか見えない。失礼ながら、あれでは家と言うよりも獣の巣と言われた方がよほどしっくりする。

　集落の中をまばらに行き交う人々は先ほど逢った者たちとよく似て────と言うより、見分けがつかないくらいそっくりだが、やはり皆一様にして着物すら着ておらず、野蛮人と見まごうほど不潔な風体をしている。しかし逆に考えれば、これだけ姿が似ているのなら、この集落が彼らの出身であることは間違いないと言えるだろう。

「…………よし、と。また怯えられても敵かなわんからな」

　黒須は先ほどの反省を活かして少し離れた場所に鹿の死骸や荷物を置くと、旅立ちの日に父が持たせてくれた大切な刀も隠すことにした。浪人の身の上で月代さかやきは剃っていないため、これなら一見して武家の者には見えないはずだ。

　万が一を考えて小柄こづかと寸鉄すんてつを袖の中に隠しているが、傍はたから見れば完全な丸腰。長い流浪生活によって着物は多少薄汚れているものの、野伏のぶせりや野盗に間違われるほどではないだろう。むしろ、遠目で覗いた集落の住人の格好と比べれば小綺麗なほうだ。

　集落の周りは木の柵のような物で囲まれており、正々堂々と入ろうにも入口が分からない。どうしたものかと考え、黒須は柵の外から大声で呼び掛けてみることにした。

「頼もう！　俺は通りすがりの旅の者だ！　この集落の長おさに急ぎ伝えたい要件がある！　村長殿がおられたら、お取次ぎ願いたい！」

　武門の家の者として、身分を隠すことは恥とも言える。この場合は仕方がないのかもしれないが、嘘偽りを述べるのも心苦しく、苦肉の策として"旅の者"と名乗ることにした。

　これならば多少怪しまれても、初手から怖がられることはあるまい。

　そう思って集落からの反応を待っていると────住処すみかのあちこちから一斉に奇声が上がる。

　……おい、今回は丸腰だぞ。

　何故どいつもこいつも武器を振り回しながら走ってくる？

　住処からワラワラと這い出てきた住人たちは、手に手に武器を持っていた。その雰囲気はとてもこちらを歓迎しているようには見えない。

　一際大きな益荒男ますらおが先頭を駆けているが、明らかに尋常じんじょうな様子ではなく、目は血走り、口から涎を垂らしながら何事なにごとか意味の分からないことを大声で吠ほえている。他の者が粗末な槍や棍棒を持っている中で、その男だけが妙に立派な剣を掲かかげていた。

　奴あれがここの長おさだろうか。

　というかこいつら、そもそも俺の言葉が理解できていないのではないか？

　山奥の村では文字が読めない者などは珍しくもないが、言葉を話せない者たちの集落など聞いたこともない。いかに山窩サンカと言えど、これだけの人数が居て一人も言葉が通じないとは思ってもみなかった。

　しかし、せっかく見つけた人里ひとざとだ。どうにか穏便に話し合い、せめて最寄りの町までの道くらいは聞き出したい。

「この中に俺の言葉が分かる者は居ないのか！　俺はお前たちの仲間について大事なことを──────」

　説得しようと再度大声を出した矢先、黒須は集落の中央に"ある物"を見つけて閉口する。

　それは、一言で表現するなら祭壇さいだんに見えた。

　周囲よりも一段盛り上がった地面に長い杭が突き立てられており、先端に大きな牙が特徴的な獣の頭骨が飾られている。杭の根元には場違いに美しい色とりどりの花がばら撒かれていて────そこには、人間の頭部がいくつも転がっていた。

　すでに白骨化して髑髏しゃれこうべになっているものから、つい先ほそ切り落とされたように見えるものまで、ざっと二十以上の数がある。

　墓標ぼひょう…………？

　いや、違うな。

　一瞬だけこの集落独自の弔とむらい方法なのではとの考えが頭を過よぎるも、転がされている首の表情を見てその愚考を打ち消す。

　老若男女入り交じっているが、共通してその表情は苦悶くもんに歪んでいた。ただ病や怪我で苦しんだだけでは、絶対にああはならない。間違いなく、あれは責苦せめくを受けて悶もだえ死んだ者たちの顔だ。

　やけに好戦的だと思ったが……なるほど、ここは追い剥ぎどもの集落か。

　黒須は一人心中で納得し、素早く腕を振った。

「ギィッ、アァァァアアア────ッ！！！！」

　ビュッ！　という風切り音の後に、大きな悲鳴が森に響き渡る。

　声の元を見れば、先頭を走っていた大男の左目から小柄が生えていた。

「他人から奪うことでしか生きられぬ者どもよ、貴様らは害悪だ。死ね。この集落の者は鏖みなごろしだ」

　怒りに歪んだ顔で宣言する黒須の声は殺意に満ちており、腹の奥からは憎悪とも厭悪ともつかぬ感情が噴き出していた。

　領地を束ねる武家の者にとって、湧き出る追い剥ぎは獅子身中の虫である。連中は丹精込めて育てた田畑を荒らし、護るべき領民に害をなす。蛆うじのように、最も耐え難い種類の害虫。

　この森が誰の守護地かは知らないが、到底見過ごせるものではない。

「アァァアッッ─────……ギッ！」

　黒須は顔を押さえて蹲うずくまる大男に歩み寄ると、脳天に寸鉄を叩き込む。特注の寸鉄は先端を尖らせてあり、その一撃で男の脳は破壊された。土下座するように倒れ込んだ男を仰向けに蹴り倒し、事切こときれた遺体の手から剣を拾い上げてしげしげと観察。

　初めて見る拵こしらえだな。幅広の両刃剣、愛刀に比べるとやや短く、若干重いか。

「グギャッ！？」

　丁度よく目の前で固まっていた者で試し斬りを試みると、肩口から侵入した刃は鎖骨を絶って胸で止まっていた。

「鈍なまくらだが……重さが良いな。これで十分だ」

　初めて使う武器に少しばかり高揚しながら、向かってくる相手を撫斬りにする。

　最初に出逢った者たちもそうだったが、この集落の連中は敵を取り囲んで攻撃するという当たり前の戦法すら知らないのか、馬鹿の一つ覚えのように突っ込んで来るだけだ。　弓などの遠距離攻撃もなく、せっかく長槍を持っている者も集団に押されて機能していない。連携して戦うという頭がないのか、早い者勝ちとでも言わんばかりに押し寄せてくる。

　しかし、長を殺やられて逃げ出すかと思いきや、根性だけはあるのか、はたまた数の有利で勝機があるとでも思っているのか、誰一人として臆おくする様子がない。これだけの胆力があるのなら、追い剥ぎなどせずとも戦地に出れば出世の目もあるだろうに。全くもって理解し難い連中だ。

　十人も倒した頃には血脂で剣が斬れなくなったが、この程度の相手なら何の問題もない。斬れずとも、鈍器として頭をカチ割ることはできるのだ。

　黒須は集落の中から悲鳴が一つも聞こえなくなるまで縦横無尽に走り回り、そこにある命を次々と奪っていった。





第5話 お侍さん、冒険者に出逢う




　集落を殲滅した黒須は隠していた刀を取りに行き、そのまま最初に斬った五人の元に戻っていた。

　追い剥ぎとはいえ死ねば仏。仲間たちと共に弔ってやろうと考え、何度か往復して遺体を集落へ運び込む。住処の建材に使われていた鹿の角のような物を利用して墓穴を掘り、憐あわれにも転がされていた犠牲者の首を竹筒ささえの水で綺麗に洗い整えて荼毘だびに付した。

　追い剥ぎどもの遺体も集めて燃やし、それぞれに簡単ではあるが慰霊塚を作る。近くにあった大きめの岩を置いただけのものだが、これが今できる精一杯だ。

　名も知らぬ相手ではあるものの、せめて安らかに眠ってくれと、並んだ岩に眼を瞑り手を合わせた。

「ふぅ…………」

　疲れを吐き出すように大きく息をして、土塗まみれになった着物をパンパンと手で払う。乱れた髪がべったりと海藻のように汗の滲んだ額にへばりつき、不快感で微かすかに眉間に皺が寄った。

　どこかで一度水浴びでもしたい気分だが、この近くには水場もなく、竹筒の水も使い切ってしまったので今更どうしようもない。森を抜けたらまずは湯屋ゆやに行こうと心に決め、腰に手を当てて茜色あかねいろの空を見上げる。

「そろそろ日が暮れるな」

　遺体を運ぶのにかなり時間を取られたため、気がつけば日は傾き夜の帳とばりが下りようとしている。さっさと寝床を探して疲れを癒したいところだが、この集落の中で休むことはできない。手加減なしで暴れ回った結果、辺りは一面血の海だ。この臭いで獣が集まるかもしれないし、集落を離れていた者がひょっこり戻ってくることも有り得る。

　黒須はキョロキョロと周囲を見渡すと、神社にあれば御神木として祭り上げられそうなほど立派な大樹に目をつけた。

　数年前、山中で野宿した際に山犬の群れに囲まれて酷い目にあった経験もあり、こういった場所ではなるべく高所で眠ることにしている。決して寛くつろげるような寝床ではないが、襲撃で叩き起されるよりは遥はるかにマシだ。集落の中も俯瞰で見渡せるため、闇討ちを警戒するにもあの木が丁度いいだろう。

　するすると慣れた様子で木に登り、幹を背にして太く安定した枝を跨またぐ。持っていた縄で幹と己を固定すれば、十分に身体を休めることができた。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




　チュンチュンとやけに五月蝿うるさい鳥の声で意識が覚醒し、無言のまま視線を下に落とす。

　昨晩登った時には気が付かなかったが、黒須のすぐ下の枝には小鳥が巣を作っており、母鳥が我が子を守ろうと一生懸命こちらを威嚇していた。

「……………………」

　他人の力で起こされた寝起き特有の苛立ちを覚え、親子丼あさめしにしてくれようかとも思ったが……起き抜けに鳥を怒鳴りつける自分を想像して阿呆らしくなった。

　後頭部にはまだ眠気がこびりついているものの、地上で身体を伸ばしたい欲が眠気に勝り、頬を暖かく照らす朝日に目を細めながらゆっくりと木を降りる。堅い木の上で一晩を明かしたため、背中と尻が酷く痛い。

　昨夜は結局夜襲もなく静かなものだった。よく眠れたとは言い難いが、森の中でこれだけ休めれば御の字だろう。

　固まった筋肉を解ほぐすように両手を天に向けて大きな伸びをしたあと、毎朝の日課になっている素振りで寝惚けた身体を暖めていく。剣を振りながら時間を掛けて身体の調子を確認し、どこにも異常がないことを納得したところで満足げに刀を鞘に納めた。

　昨日の戦闘でかすり傷一つ負っていないのは分かっているが、子供の頃から染み付いた習慣というものは歳を重ねても抜けず、これをやらないと一日が始まった気がしない。

　周囲も随分と明るくなったので、黒須は集落にある住処を調べて廻ることにした。蝿の集たかる残飯や好き放題に散らばっている糞尿に鼻が曲がりそうになるが、運がよければ犠牲者たちの遺品が残されているかもしれないと考えたのだ。

　身元を示す物でもあれば親元に返してやろうと住処を漁ることしばらく。いくつかの品物を発見した。一晩明けて無害なことが判明した大蛇の串焼きにかぶり付きながら、見つけた品を一つ一つ念入りに検分していく。

　まずは硬貨のような物が詰まった小さな皮袋。ジャラジャラと多くの銭ぜにらしき物が入っており、中身を取り出して眺めていると絵柄が三種類に分かれていることに気がついた。どれも同一人物と思われる美しい女が彫り込まれているのだが、それぞれ顔の向きが違う。

　一つは正面、一つは横顔、一つは後ろ姿で顔は見えない。

　こんな意匠の貨幣は見たことがないが、追い剥ぎどもが戯たわむれに作ったにしてはやけに精巧せいこうな品だ。黒須はあまり金に頓着とんちゃくしない性格のため、そもそも現在流通している通貨の種類すら正確に把握しておらず、自分が生まれる以前に出回っていた古銭か、もしくは知らぬ間に公儀こうぎが作った新銭か何かだろうと安直な結論に至った。

　次に、小さな鉄板に革紐を通しただけの簡素な首飾りが五つ。どれも同じ安っぽい拵こしらえだが、鉄板に刻印されている模様がそれぞれ違っている。

　意味不明な記号の羅列られつにしか見えないが、わざわざ身に付けるために装飾品にしたとなると、家紋や花押かおうのように出自を表す物の可能性がある。元より家紋には他人から見れば意味の分からない物も多く、花押にいたっては初見で読み解くのはまず不可能だ。

　黒須も父祖から複雑な花押を受け継いでいるが、今だに自分自身でも書き間違えてしまうことがあるため、文ふみなどを認したためる際には必ず実名を併記するようにしている。

　いずれにせよ、もしかするとこれが彼らの身元に繋がるかも知れない。

　黒須は串焼きを食べ終えると遺品を打ち飼いにしまい込み、大男から奪った剣を腰に差して次に進む方向を思案した。

「さて、どうするか」

　この集落には馬がいなかった。追い剥ぎどもがこの場所に拠点を作ったということは、少なくとも歩いて行ける距離に奴らの狩場となる街道か人里があるはずだ。

　足跡を調べ、最も人の出入りが多くあった方向へ足を進めることにした。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




「──オオォ────ォオオッ！！」

「──野郎！」

「──うな！　撤退────げるぞ！」

　集落を後にしてしばらく、森の中をのんびり歩いていると遠くから人の争うような物音が聞こえてきた。この場所からではよく聞こえないが……どうやらまともな言葉を話しているようだ。

　黒須はようやく普通の人間に逢えるかもしれないと期待に胸を膨らませ、気配を消しつつ足を急がせた。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




「くそっ、皮が厚すぎて矢が刺さらねえ！」

「マウリは撹乱に徹しろ！　俺とバルトで攻撃を抑える！　パメラは準備ができ次第火砲を撃て！」

「お前さんの魔術だけが頼みの綱じゃ！　任せたぞ！」

「は、はいっ！　了解ですっ！」

　茂しげみに身を隠して覗き込むと、四人組の集団が必死な面持ちで戦っていた。しかし、一見するとよく分からない状況だ。なんと、女や老人、子供まで混ざっている。全員武装しているが、彼らがどのような集団なのかは皆目見当もつかない。

　いや、それよりも────……

「何だ、あれは」

　黒須の視線は集団が攻撃している相手に釘付けになっていた。

　巨大でかい。

　明らかに常人の範疇を逸脱している。

　相対している剣士の男も十分に大柄だが、相手は更にその倍は背丈があるだろう。力士のように肥こえた体には所々瘤こぶのような吹き出物があり、獣の皮を巻き付けて着ているが、ここまで臭気が漂ってきそうなほどに汚らわしい様相だ。人間離れした醜怪な顔にニタニタとした笑みを浮かべ、人の身の丈ほどもある丸太まるたを軽々と振り回している。

　巨人……？

　大太法師だいだらぼっち、物怪もののけの類たぐいか？

　食い入るようにその戦いを観戦していると、仲間に指示を出していた剣士の男が吹き飛ばされた。左腕につけた丸盾で直撃は防いだようだが、受身が取れていない。

　意識はあるようだが、あれはもう駄目だな。

　残りは女に子供、老人だけだ。黒須は思わず前のめりになり、不覚にも物音を立ててしまった。

　弓を持った子供がこちらに気付く。

「おい！　そこのアンタ、冒険者か！？」

「……冒険者が何かは知らんが、俺は通りすがりの武者修行だ」

「じゃあ戦えるんだな！？　頼む、手を貸してくれ！」

　…………どうしたものだろうか。

　本音を言えば是非とも戦いたい。むしろ、代わってくれと頼みたいほどだ。しかし、武士として他人の勝負に割って入るような卑怯な真似は許されない。

　いや、待て。あの巨人が想像通りの物怪で、子供たちが襲われていると言うのであれば────……

「一つ訊く。そいつは一体何だ？」

「巨人トロルだ！　この森じゃ上位の化け物で、俺たちだけだと前衛が足りねえ！　頼むッ！！」

　"化け物"、"化け物"と言ったか。

　そうか、やはり物怪か。

「助太刀すけだちする。盾持ち、俺と交代で下がれ」

「すまん、助かる！」

　黒須は大盾を持った老人と入れ替わり、巨人の前に立つ。

　近くで見ると見上げるほどの大きさだ。これまでに立ち会ってきた相手を思い返しても、比肩する者は誰一人としていない。

　────嗚あ呼あ、戦う前からこんなにも昂たかぶる相手は久方ぶりだ…………

　ついつい口元が緩みそうになるのを我慢しながら、愛刀ではなく、集落で手に入れた剣を腰から引き抜く。

　生まれて初めての妖怪退治。さらに久々の強者の風格を持つ相手とあって血が滾たぎるのを感じるが、せっかく出逢えた難敵だ。すぐに終わらせてしまっては勿体もったいない。

　相手を嬲なぶる趣味はないが、そう思うほどに黒須は敵に飢えていた。

　巨人は丸太を振り回しているだけで武術という点では見るべき所はない。しかし、この膂力りょりょくは驚異的だ。まずは力を試してみようと、巨人が丸太を大上段だいじょうだんに振り上げるのに合わせて懐ふところに飛び込み、左手を刀身へ添えて頭上に剣を構えた。

「な……っ！　おい、避けろ！　潰されるぞ！！」

　弓士の子供が騒いでいるが、もはや彼らのことなど頭から消えている。

　今はただ、少しでも永くこの興奮を味わっていたい。

　次の瞬間───岩が砕けたような轟音と共に、掲げた両腕に凄まじい衝撃が走った。

「ははは、見事だ！　こんな剛力は初めてだ！！」

　受けた両腕が痺しびれ、背骨が軋きしむほどの一撃。"二の太刀要らず"と称される剛剣の使い手とも戦ったことがあるが、ここまでの衝撃ではなかった。

　流石は物怪、まさに金剛力だ。素晴らしい……！！

　身体中の毛穴から血が噴き出すのではないかと思うほどの高揚を覚え、思わず笑みが溢れる。

「巨人の一撃を受け止めただと……！？」

　拾い物の剣が曲がってしまったため、巨人の顔に向けて投げつける。

「ッッ！！　グォオオ……ッ！」

　やはり、こいつの力を試すのにこっちを使って正解だった。先ほどの攻撃を受ければ十年連れ添った愛刀とて容易くへし折られていただろう。

　では、次に耐久力だな。

　黒須は物陰から観戦していた時、巨人の肌が鎧の如く剣も矢も跳ね除けたのを目撃していた。

　俺の刀にも耐え切るか？

　否……どうか耐えて見せてくれ。

　巨人は持っていた丸太を地面に取り落とし、剣をぶつけられた顔を両手で覆って呻うめいている。つまり、胴がガラ空きだ。

　駆け抜けざま、黒須は全力の抜き打ちを巨人の脇腹にぶち込んだ。





第6話 冒険者さん、お侍に助けられる




　────キャインッ！

　木々の合間から陽光が差し込む静かな森の中、狼の甲高い悲鳴が木霊する。眉間に矢を突き立てられた狼は水の上を漂うようにフラフラ歩くと、横倒しに転がってピクリとも動かなくなった。

　敵が完全に沈黙したのを確信したのか、周囲の茂みから四人の男女が姿を現す。

「えーっと、これで何匹目でしたっけ？」

「五匹目だね。これで依頼の分は達成だけど…………」

　狼の生死を確かめるように杖でつつくパメラの問いかけに、フランツは浮かない顔で口ごもった。

「笑えるくらい"黒"ばっかだな。俺ら呪われてんじゃねぇか？」

「マウリよ、先週の幽霊レイス退治の依頼で聖水をケチっておったじゃろう。呪われとるなら儂わしらではなく、お前さん一人よ」

　冒険者パーティー"荒野の守人もりびと"の一行は、森狼フォレストウルフの討伐依頼を受けて魔の森を訪れていた。

　そろそろ冬に向けた備えが始まるこの季節、低位の冒険者たちにとって森狼は格好の獲物となる。防寒具の需要が増えるため、普段は大した値のつかない毛皮の買取額が今の時期だけ高騰するのだ。

　黒、白、茶などの単色から、斑まだら模様や縞しま模様。個体によって多種多様な毛色を持っている森狼だが、ルクストラ教を国教とするファラス王国では女神が纏う純白の衣にあやかって白に近い毛並みが特に人気があり、高値で売れる。貴族たちの間では誰よりも白いコートを着ることが一種のステータスになっているらしく、庶民にはとても理解できない感覚だが、毛皮一枚に平然と金貨百枚の値をつける者さえいるそうだ。

　そういった事情もあり、毎年必ず数人は真っ白な毛皮を手に入れて一攫千金を成し遂げる冒険者が現れる。魔の森では比較的浅い場所にも生息している上に、低位の者でも手軽に狩れる魔物という好条件も相まって、今年こそは自分がと夢見た者たちが鼻息を荒くして森に踏み込むのだ。

「まだ日も高いし、もう少し狩ろうか？」

「そうですねぇ。せめて灰色を何匹か狩らないと今月のお家賃が払えないです」

「バルト、黒五匹だと金貨一枚くらいだったか？」

「金貨にゃあ届かんの。依頼の達成報酬と合わせても……せいぜい、二日分の食費になるかどうかじゃな」

　乱獲によって倒すよりも見つけることの方が難しい森狼だが、今日は森に入ってすぐ群れに遭遇できたので、すでに依頼は達成済みだ。しかし、倒した五匹はどれも値段の安い黒の毛色ばかり。運が良いのか悪いのか、女神様に弄ばれている気分になってくる。

　荒野の守人は、はっきり言えば金に困っていた。低位の冒険者パーティーにはありがちな話だが、装備の破損で金欠になり、稼ぐために無理をしてまた装備を壊すという悪循環に陥っているのだ。

　これが止められないのは、いつかは高位冒険者になって単価の高い依頼が受けられると信じて疑わないから。食うに困るほどではないものの、そろそろ破産が視野に入っている状況だ。

　フランツたちは毛皮が少しでも高く売れるようにと、普段よりも幾分か慎重に倒した狼を解体する。作業をしながら顔を突き合わせて相談し、もう少し森の奥まで探索の範囲を広げることに決めた。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




「おい、見ろよ」

　森狼を探して森深くを進む道中、マウリが複数の小鬼ゴブリンの足跡を見つけた。

「……フランツ、どれが足跡か分かります？」

「いや、正直全然分からない」

　旅行小人ハーフリングはフランツやパメラのような人間ヒューマンよりも目端が利くため、マウリには弓士と兼任して斥候も務めてもらっている。この地面をどう見れば魔物の種類や数が分かるのかさっぱり理解できないが……。彼が言うのであればきっと間違いないのだろう。

　小鬼は単体では弱く、武器さえあれば子供でも倒せる程度の魔物だ。ただし、奴らは繁殖力が極めて高く、数が増えると集落を作り人や家畜を攫さらうという厄介な性質を持っている。そのため、冒険者たちの間では"小鬼を見つけた場合は積極的に狩るべし"という不文律ふぶんりつが存在していた。

「追うか？」

「そうだね。時間には余裕があるし、森狼を探しながら追おうか」

　リーダーであるフランツの判断に、異議を唱える仲間は一人もいなかった。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




　足跡を辿り始めてからしばらく、先行していたマウリが突然立ち止まり、右の拳をサッと顔の横に上げた。"全員静止せよ"という意味の手信号ハンドサインだ。

　フランツたちがその場で停止すると、マウリは引き攣った表情でゆっくりと右斜め前方を指差しながら、ジリジリとこちらに後ずさりを始める。

「………………？」

　距離が遠いため、最初は何か複数の物体が木々の隙間を同じ方向に移動しているようにしか見えなかった。体色からして小鬼か豚鬼オークの群れかと思ったが────よく見れば、動いているのは複数でなくたった一体の巨大な魔物。その正体を理解したフランツは、思わず目を見開いて息を飲んだ。

　そんな、まさか…………

　アレはもっと奥深くにいる魔物のはずだ。

「ひっ」

　少し遅れて魔物の正体に気がついたパメラが、掠れるような声で小さく悲鳴を上げる。その途端、耳を劈つんざくほどの咆哮が響き渡った。

「ルオオオォォォォオオ────ッッ！！！！」

「くそっ！　パメラ、てめぇ馬鹿野郎！」

「ご、ごめんなさいっ！！」

「馬鹿な……！　こんな場所に巨人トロルじゃと！？」

「チッ！　どうするフランツ！？」

　フランツは胸に湧き上がる動揺を爪が手の平に食い込むほど強く拳を握り締めることで抑え、どう動くべきか頭を高速で回転させた。

　巨人は強敵だ。途轍とてつもない怪力に加えて無尽蔵の体力、更に極めて高い物理耐性を持っている。魔術が弱点とされているが、パーティーでまともな魔術が使えるのはパメラだけ。冒険者ギルドが定めた脅威度はＣランク。とてもではないがＥランクの自分たちが敵う相手ではない。

　瞬く間にそう結論付けたものの、災難にも巨人との距離は二十ｍもなく、相手は既に臨戦態勢に入ってしまっている。全力で逃走したとしても、逃げ切れないのは目に見えていた。

「やるぞっ！！　マウリは牽制、バルトと俺は壁役、パメラは魔術を準備しろ！　倒し切ろうと思うな！　撤退戦だ、隙を見て逃げるぞ！」

　フランツの指示に反応してマウリの矢が放たれるが、巨人はそれを全く意に介すこともなく巨体に似合わない俊敏さで突っ込んでくる。

「────ッ！　マウリ、足を狙え！」

　巨人の突進をすれ違うように避け、片手剣で足を斬りつける。が、まるで岩を斬ったような感触。まったく歯が立っていない。

「ちくしょう、なんて硬さだ……！」

　手応えのなさに悪態を吐いていると、巨人は近くに落ちていた丸太を拾い上げ、その剛腕に任せてブンブンと振り回し始めた。動作は鈍のろいが、一撃でもまともに食らったら終わりだ。

　しかし、パメラの魔術だけが唯一有効な攻撃手段である以上、絶対に後衛に意識ヘイトを向けさせる訳にはいかない。

「バルト、下がってパメラを守れ！　俺が攻撃を引き付ける！　マウリは弓を撃ち続けろ！」

　フランツは効果がないと知りながらも、巨人の体に片手剣を叩き込んだ。耳のすぐ横を風きり音を立てて通り過ぎる丸太に足が竦すくみそうになるが、魔術が放てるようになるまでの時間を稼ぐにはこうするしかない。

　何とか直撃を避けつつ、歯を食いしばって数合すうごうの攻撃を凌しのいでいたが────不意に、地面から飛び出していた木の根に足を取られた。

「しま────ッ！！　……ごはっ！」

「おい、大丈夫か！？」

「あぁっ！　フランツが！！」

「パメラ、集中を乱すな！」

　咄嗟に盾を構えて直撃だけは防いでいたが、殴り飛ばされて大木に叩きつけられた。後頭部と背中を強打し、肺から空気が押し出される。骨は無事なようだが、足に力が入らず声も出せない。

　まずい、バルトだけじゃ前衛が持たない……！！

　鍛冶人ドワーフは人間ヒューマンに比べると遥かに頑丈な種族だが、それでも一人で巨人の猛攻を受け止めるのは不可能だ。こうしている間にも何度も丸太を受け、今にも倒れそうなほどフラついている。

　動けッ！　動けよッ！！

　フランツは言うことを聞かない自らの足を殴りつけ、何とか立ち上がろうと必死に藻掻もがく。が、気持ちが焦るばかりで一向に足は動いてくれない。

　巨人の大振りがまともに盾にぶつかり、ついにバルトが片膝をつく。

　クソッ、ここまでか…………

　せめて俺を喰っている間に仲間だけでも逃げてくれれば………………

「おい！　そこのアンタ、冒険者か！？」

　フランツは絶望感で押し潰されて顔を伏せていたが、不意に聞こえたマウリの大声に目線を上げる。マウリの視線の先に目を向けると、いつからそこに居たのか、茂みの奥に奇妙な男が立っていた。

　この辺りでは見掛けない顔立ちだ。剣は三本も身につけているが鎧は着ておらず、簡素な篭手ガントレットと脛当グリーブだけを装備している。魔の森に入るには些いささか軽装過ぎるように思えるが、駆け出し冒険者のような浮うわついた雰囲気ではない。

　珍しい黒髪を頭の後ろで結い上げており、これまた珍しい黒目は巨人をじっと見据えているが、何故かその瞳には好奇の色が宿っているように見える。二十代に差し掛かったくらいだろうか、随分と若そうだが、巨人を目前にして全く怯えた様子がない。それどころか、整った顔に薄らと笑みさえ浮かべていた。

　数度の問答のあと、男は巨人の前に躍り出る。どうやら助力してくれるようだ。

　ありがたい……！

　前衛さえ耐えられればまだ希望はある。パメラの魔術が決まれば絶対に巨人は怯ひるむはずだ。その隙に逃げ出して、どこかに身を隠せばいい。

　これも調和神の思おぼし召めしかと神に感謝を捧げたくなったが、フランツは男が次にとった行動を目にして、凍りついた。何を考えているのか、その男は巨人が振り上げている丸太の下にわざわざ自分から飛び込んだのだ。

　馬鹿な。一体何を────

「な……っ！　おい、避けろ！　潰されるぞ！！」

　マウリが大声で呼び掛けているが、男は動こうとしない。あろうことか、剣を頭上に持ち上げて防御の姿勢を取っている。

　なんだよ、素人だったのか！？

　頼む、どうか避けてくれ！

　そんなフランツの祈りも虚しく、無常にも丸太は振り下ろされ、辺りに轟音が響く。

　あぁ……。死んでしまった…………

　そう思って再度絶望したのも束の間、嬉しそうにはしゃぐ声が聞こえてきた。

「ははは、見事だ！　こんな剛力は初めてだ！！」

　巨人の一撃を受けて……笑ってる？

　まさか、わざと攻撃を受けたとでも言うのか？

　イカれてる────……

　男の行動にフランツが戦慄していると、彼は持っていた剣を巨人に向かって投げつけ、腰に差していた細い剣の柄に手をかけて姿勢を低くした。

　ダメだ！　刺突剣レイピアみたいな細剣じゃ、あいつの攻撃は防げない！

　次の瞬間、おかしなことが起きた。男が疾風のような速度で巨人の横を駆け抜けたと思ったら、突然、巨人がピタリと動きを止めたのだ。

　遅れること数秒、巨人の脇腹から大量の血が吹き出す。

「「「はぁ！？」」」

　巨人の脇腹はいつの間にか大きく切り裂かれ、どう見ても背骨まで断ち斬られている。致命傷だ。

　何だ、今のは……。風の魔術？

　いや、身体強化の奇跡を使ったのか？

　傷跡を見るにあの細剣で仕留めたのだろうが、剣を抜く動作さえ目で追えなかった。

　ズズン、と巨人トロルが崩れ落ちる重い音が辺りに響く。

　フランツは目の前で起きたことを理解しようと必死だった。仲間たちも皆、完全に固まってしまっている。

　この男、一体何者なんだ──────？





第7話 冒険者さん、お侍の事情を聞く




「立てるか？」

　戦闘中とは打って変わって、男は穏やかな雰囲気で声を掛けてくれた。フランツは返事を返そうとしたが、頭をぶつけた影響か上手く舌が回らない。しばらく何も言えずにモゴモゴと口を動かして、ようやく口を利くに至る。

「今はちょっと無理そうだけど、少し休めばなんとか……。それより助かったよ。君は命の恩人だ」

「………………。いや、構わん。こちらとしても面白い相手と戦えて満足だ」

　何だろう、今の間は。訝いぶかしげな表情をされてしまったが、特に気に触るようなことを言ったつもりはない。

　不思議に思っていると、硬直から解けた仲間たちが急ぎ足で集まってきた。バルトも相当くたびれており、背丈の近いマウリが肩を貸してやっている。

「助かったぞ、お若いの。もう駄目かと思ったわい」

「本当にありがとうございましたっ！　何とお礼を言えばいいか……」

「すげぇなアンタ！　巨人を一発だぜ！」

　バルトとパメラが丁寧に頭を下げているのに対して、人懐っこいマウリは男の背中をバシバシと叩きながら話し掛けている。あの戦闘を見た後でよくそんな気安い態度を取れるなと、フランツは内心戦々恐々とした気分だった。

　パーティー全員が揃ったので改めて感謝の気持ちを伝え、動けないフランツを囲んで簡単に自己紹介をする。

　男はクロスと名乗った。クロスという名はこの国でもありふれた名前だが、彼の場合はこれが名字ファミリーネームに当たるそうだ。

　ファラス王国において名字を持つことは王家と貴族だけに許された特権のため、一般人にはあまり馴染みがない。周辺国の中には身分に関わらず名字を名乗る地域も存在するので驚きはしなかったが、この近辺では見かけない珍しい顔立ちということもあり、彼は国外からの旅人なのだろうとフランツは当たりをつけた。

　下の名前も教えてくれたのだが、こちらは名字とは逆に難解極まる複雑な名で誰も正確に発音することが出来ず、何度も口に出して合っているかと尋ねる仲間たちに、彼は胡乱気な目で『クロスと呼んでくれて構わない』と言ってくれた。

「クロスさんが出てきてくれて助かりましたけど、急に現れたからビックリしました。いつから見てたんですか？」

「ふらんつが殴られる少し前からだな」

「俺は割と耳が利く方だけどよ、クロスの気配には全然気づかなかったぜ」

「儂は攻撃を防ぐのに必死でそれどころじゃなかったわい……」

　そんなやり取りをしているうちに、ようやく足の感覚が戻ってきた。フランツはヨロヨロと立ち上がって調子を確かめるように何度か足踏みをすると、仲間たちの談笑を横目に巨人の死骸に歩み寄る。

　当初の目的だった森狼は見つかっていないが、激しい戦闘で満身創痍な上、盾と鎧もボロボロだ。前衛二人が負傷している状況を考えると、魔の森の中で野営するのは危険すぎる。今から引き返しても乗り合い馬車の最終便に間に合うかは微妙だが、せめて日が暮れるまでには森を抜けた先の草原へ辿り着きたい。

　急いで撤収するため、早速ナイフを取り出して巨人の指の切断に取り掛かる。馬鹿に硬い皮に四苦八苦していると、いつの間にかクロスが背後に立っていた。

「ふらんつ。貴様、何をしている？」

　僅わずかだが声に怒気が篭こもっていることを感じ取り、フランツは自分の失態に気がつく。

　しまった……。気を利かせて雑務をこなしたつもりだったが、獲物を横取りしたと思われたか。

「す、すまない。戦闘ではほとんど役に立てなかったから、回収だけでも手伝おうと思ったんだ。もちろん、討伐報酬はクロスの全部取ぜんぶどりで構わないよ」

　悪意は無かったと伝えたつもりだが、クロスは依然として腑に落ちないという顔のままだ。剣の柄にかけられた右手が地味に怖い。

「何の話をしている？　俺は何故お前が遺体ほとけの指をちぎろうとしているのかと訊いているのだ。"討伐報酬"とはどういう意味だ」

「…………？　あぁ、そうか！　クロスは冒険者じゃないのか！」

　巨人との戦いで度肝を抜かれて忘れていたが、確かに彼は冒険者を知らないと言っていた。討伐報酬という冒険者用語が伝わらないのも当然だ。

　乗り合い馬車を完全に諦めたフランツは、仲間たちと一緒に腰を据えて彼と話すことにした。

　クロスはやはり他国の人間なのだそうだ。ニホンという国を旅していたところ、気がついたらこの森の中に佇たたずんでいたらしい。

　広大な魔の森は確かにいくつかの国に跨っているが、そんな国名は聞いたことがない。つまり、よほど遠くからこの森に迷い込んだことになる。当のクロスもファラス王国の名に聞き覚えはないらしく、ここが王国最西端の辺境だと教えると酷く驚いた様子だった。

　なんというか……豪快な迷子だ。

「街道の一つも見当たらなくてな。人里を探し歩いていたところだ。悪いが、近場の町まで道案内を頼めるか？」

「もちろんだよ。俺たちも街に戻るから、一緒に行こう」

「フランツとバルトがこんな状態ですし、こっちがお願いしたいくらいです！」

「助けてもらった礼としては足りんかも知れんがの」

　クロスがいたニホンという国について話を聞いていると、さらに衝撃的な事実が発覚した。なんと、その国には魔物が存在しなかったと言うのだ。

　これには全員が思わず腰を浮かせるほど驚愕した。魔物は人類にとって不倶戴天ふぐたいてんの天敵だ。世界中のどんな場所であっても、その脅威は変わらないと思っていたから。

「そんな国があるなんて……」

「魔物のいない国か。想像したこともなかったが……。まるで楽園じゃの」

「そんな国に暮らしてたなら、冒険者を知らないのも当然ですね」

「待てよ。じゃあアンタ、巨人の正体も知らずに戦ってたのか？」

「あれも魔物なのか。お前が"化け物"と言うから、物怪もののけの一種だとばかり思っていた」

　クロスの国では敵対した相手であってもその遺体を弄もてあそぶことは禁忌とされているらしく、巨人が人間ではないと理解はしていたが、フランツが面白半分で遺体を傷付けていると思い不快に感じたそうだ。

　冒険者ギルドから報酬を受け取るために魔物の討伐証明を提出する必要があることを説明すると『首級しゅきゅうや耳削みみそぎと同じか』と、よく分からないがすんなり納得してくれた。

「討伐証明は魔物によって部位が違うんだ。巨人は右手の親指、小鬼や森狼は右耳って風にね」

「では、報酬とはその魔物を倒したことに対する褒美か」

「褒美とは違うな。俺たちゃ別に冒険者ギルドに仕えてるワケじゃねえし。……どう説明すりゃいいんだ？」

「例えば村で畑が魔物に荒らされて困った時に、自分たちでは退治できない村人が依頼金を払って冒険者ギルドに討伐依頼を出すんですよ。私たち冒険者はその依頼を受けて魔物を狩ることで報酬を貰うんです。だから、ご褒美というよりは対価に近いですね。……まぁ、元の依頼金から仲介手数料としてギルドが何割か持っていくんですけど」

「なるほど、確かに奉公人ほうこうにんとは少し違うな。依頼を受けて戦い、その対価として知行ちぎょうを受け取るのか。忍や傭兵の仕事に近い」

「"忍"は知らんが、仕組みとしては傭兵と同じじゃの。違うのは、基本的に傭兵は人間と、冒険者は魔物と戦うっちゅうところじゃ。それに儂らは戦闘以外の依頼も受けるぞ。薬草や鉱物の採取依頼から人探し、手紙の配達、下水道の掃除や老婦人の荷物持ちなんかもある。傭兵どもは冒険者を"便利屋"などと呼びおるが、戦争屋と違って退屈せんわい」

　三つ編みにされた立派な白髭を揺らしてバルトが豪快に笑う。

「つまるところは万事屋よろずやか……。なかなか大変そうな職だ。ではお前たちは今回、巨人の討伐依頼で森にいたのか？」

「俺たちは森狼の討伐依頼を受けてきたんだ。巨人と会ったのはただの不運だよ」

「依頼ではないのか。それでは巨人との戦いは骨折り損だな」

「いや、実はそうでもねえんだ。依頼を受けてなくても、危険な魔物を討伐するとギルドから特別報酬が出ることがある。今回の巨人は間違いなく"危険な魔物"だ。そこそこの金になると思うぜ。それに、巨人の皮と魔石は高値で売れるって聞いたことがあるんだが…………」

　マウリは複雑そうな顔で息絶えた巨人に目を向ける。その視線は先程までフランツが切断しようと必死になっていた右親指に向けられているが、解体用のナイフを鋸のこぎりのように使ってもなお半ばまでしか切れていない。

「剣もナイフも通らない怪物の皮をどうやって剥ぐんだって話ですよね……。もったいないですけど、素材の回収は諦めるしかありませんね」

　魔銀ミスリルのナイフでもあれば剥ぎ取れるのだろうが、貧乏パーティーのフランツたちはそんな高価なものは当然持っていない。クロスの剣は巨人を切り裂いたが、あれは恐らく相当な高級品だ。もし総魔銀製であれば、金貨どころか白金貨が必要になるかもしれない。皮を剥ぐのに貸してくれとは口が裂けても言えなかった。

　フランツたちが残念そうにしていると、クロスはおもむろに立ち上がり懐から美しい装いのナイフを取り出した。つかつかと巨人の死骸に歩み寄り、腕に向けて軽く一振り。

「────えっ？」

「マジかよ！」

「こりゃあ凄い……」

　近づいてみれば、巨人の腕の皮はすっぱりと綺麗に切れていた。

「この短刀であれば皮も剥げそうだが……俺は上手くやる自信がない。どうだろう、もし代わりに剥いでくれるのなら、町までの案内料として売った金は折半せっぱんで構わんのだが」

「「「「お願いします！！」」」」

　フランツたちは満面の笑みでその提案を承諾した。





第8話 お侍さん、冒険者の話に驚く




　────此奴等こいつら、ここで斬り捨てておくべきか？

　助太刀した者たちと会話しながら、黒須は頭を悩ませていた。

　命を救われたなどと大袈裟おおげさなことを口にしているが、どいつもこいつも武器を手放して隙だらけだ。唯一まともに戦えそうな大男は霍乱かくらんでも起こしたのか呑気のんきに座り込んでいる。

　先ほどの戦いの様子や使い込まれた武器の具合から察するに完全な素人ではないが、初対面の兵法者の前でこれだけ不用心を晒すとなると、殺し合いを常とする種類の人間ではないことは容易に想像がつく。

　女子供を斬るのは心苦しいが、今なら一息で四人とも殺やれる────。




　﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏




　何年か前、気まぐれで立ち寄った港町で新鮮な海の幸に舌鼓を打ち、舶来品はくらいひんを並べている露店を冷やかしていた時だ。

　港の辺りが急に騒がしくなり、何事かと野次馬根性に駆られて見物に向かうと、停泊した船から珍妙な面貌めんぼうの男たちが降りて来るところだった。

　奇天烈きてれつな装束に身を包み、大きく突き出した鼻に深く窪んだ両眼。ボサボサの髪の毛や髭ひげは赤狗あかいぬのような色をしている。物珍しさから無遠慮に向けられている好奇の目を気にすることもなく積荷を運び、訳の分からない言葉を口にしていた。

「お武家さん、異人が珍しいのかい？」

　不思議に思っていたのが顔に出ていたのか、煙管きせるを銜くわえた漁師衆の一人が声を掛けてきた。

「ああ。話には聞いたことがあるが、実際見るのは初めてだ。あれが唐人とうじんとかいう連中か？」

「そいつぁ古い呼び方だ。お侍なら蒙古もうこや大陸たいりくは知ってんだろ？　唐人ってのは俺らと見た目は変わんねぇ、海を挟んですぐ向かいに住んでる奴らのことさ」

「鎌倉の時代に攻めてきたという異人か。なら奴らは？」

「ありゃあ阿蘭陀おらんだって国から何ヶ月も掛けて船に乗ってきた連中よ。アイツらみてぇな妙ちくりんを、今どきは南蛮人なんばんじんとか紅毛人こうもうじんって呼ぶんだぜ」

　どこか得意気に語る男は気を良くしたのか、こちらに煙管を勧めてきた。紫煙は肺を弱くするため丁重に断り、さらに問う。

「異人に種類があるのか？　皆同じ所から来ているとばかり思っていたが」

「俺の友達ダチに通詞つうじをやってるお役人がいてよ、そいつが言うには遥か遠くの海の向こうにゃ数え切れねえほど沢山の国があんだとさ。それぞれの国にゃ俺らとは文化も風習も丸きし違う連中が暮らしてて、日本ひのもととはまるで別世界ってぇ話しだ」

「遥か遠くの国か……。通どおりで随分と草臥くたびれて見える。にしても御仁ごじん、やけに詳しいな」

「いやぁ、実はその友達に誘われてな。船の中に南蛮の宣教師ぼうずがいてよ、そいつの語る伴天連ばてれんが面白ぇんだ。よかったらお武家さんも一緒にどうだい？」

「伴天連の神が切った張ったに寛大かんだいならな。切支丹キリシタンの門徒は不殺が信条で、破れば地獄行きと聞く。戦場いくさばに出ない大名連中には流行りらしいが、武者修行中の武士に似合うと思うか？」

「ははっ！　そいつぁ違ちげぇねえ！　今朝方も大捕物おおとりものがあってよ、槍で名高い恩生院おんしょういんの僧兵を斬った"黒鬼"って侍が番士を殴って関所破せきしょやぶりだとよ。二本差しを見りゃ手当り次第に襲う気狂きぐるいらしいから、お武家さんも気をつけなよ」

「……ああ、礼を言う」




　﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏




　久方ぶりの難敵の登場に舞い上がり、思わず助けてしまったが……森で出逢った連中は、異人によく似た特徴を持っていた。

「立てるか？」

「今はちょっと無理そうだけど、少し休めばなんとか……。それより助かったよ。君は命の恩人だ」

「………………。いや、構わん。こちらとしても面白い相手と戦えて満足だ」

　巨人に殴られた男に声を掛けると、流暢な日本語で返事が返ってきた。その口調は淀みなく、とても一朝一夕で身につけたような練度ではない。

　そもそも、木陰で観察していた時から妙だと思っていたのだ。顔立ち、体格、装束、武具。連中はどこをどう見ても日本人には見えないが、こちらの存在に気が付く前から当然のように日本語やまとことばを話していた。

　……流暢な日本語を話す武装した異人の一派か。どう考えても怪しいな。

　まず最初に頭に浮かんだのは"異国の間者かんじゃ"。この森に迷い込む前に歩いていた峠道は海から遠く離れた山国だ。海辺の近くならまだしも、こんな所に南蛮船の関係者が彷徨うろついているはずがない。

　数百年前のように、また戦でも仕掛けるつもりか？

　黒須は不審感を悟られぬよう、大雑把な自己紹介をしながら彼らの容姿を観察した。事と次第によっては公儀こうぎに進言すべき案件かも知れず、人相をできるだけ覚えておこうと考えたのだ。

　フランツは甲冑を着た大柄な偉丈夫いじょうぶだ。兜はしておらず、短く刈った金髪に碧眼へきがん、人の良さそうな面構え。片手剣を腰に吊り、左の前腕には巨人に殴られてひしゃげた小盾をつけている。

　バルトは大鎧に牛角の脇立わきだてが付いた兜を被った背の低い老人。歳の割に恰幅が良く、やたらと手足が太い。臍まで伸ばした立派な白髭を三つ編みにして揺らし、自分の背丈と変わらないほどの大盾を背負っている。濃紺の眼には年齢を重ねた者が持つ独特の思慮深さがあり、四人の中では唯一こちらを警戒するような仕草を見せた。

　パメラは深草色ふかくさいろの丈が長いゆったりとした羽織りを着て、杖頭じょうとうに紅玉こうぎょくらしき宝石が嵌はめ込まれた立派な杖を持っている。武器として使うには些いささか装飾過多な気がするので、戦闘要員ではないのかもしれない。肩まで伸ばした紅髪に緑眼りょくがん、意思の弱そうな顔をしている娘だ。

　マウリは弓を持った小さな子供。まだ幼く、恐らく元服も済んでいないだろう。使い古したボロボロの革鎧を着て、腰の帯革おびかわに小刀や物入れなどをいくつも取り付けている。癖のある明るい茶髪に茶色の眼、子供にしては少々目つきが悪い。

　しかし……ようやくまともな人間に出逢えたかと思えば、寄りによって異人とは。

　黒須は己の天運の無さを内心で呪い、いつでも刀を抜けるよう柄に手をかけながら彼らとの会話に意識を戻した。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




　彼らの口から飛び出したのは信じ難い話の数々だった。

　ここは"魔の森"と呼ばれる大森林の中であり、"ファラス王国"という国の最西端に位置していること。先ほどの巨人は物怪もののけではなく"魔物"と呼ばれる存在であり、獣と違って人を恐れず、人に仇あだなす生き物の総称であること。魔物は別段珍しい存在ではなく、多種多様な種類がそこら中を闊歩かっぽしていること。そして、彼らはそんな魔物を狩ることを生業としている"冒険者"という職についていること。

　まさに荒唐無稽こうとうむけい。とても素直に受け入れられるような話ではない。

　しかし、そんな夢物語を話す彼らからは人を欺こうとするような悪意は見て取れず、むしろ命を助けられたことを恩義に思い、できるだけ丁寧に説明しようという誠意すら感じるほどだった。

　世間知らずの武士を騙そうとする詐欺師は存外に多く、黒須はその手の害意に敏感な方だ。これまで勘を信じて外したことは一度もない。

　嘘を言っているようには思えない。思えないが…………

　教わった情報をじっくりと咀嚼そしゃくし、ありとあらゆる可能性を考え……突拍子もない可能性に思い至る。

　思い出したのは港町で逢った漁師の言葉だ。『海を渡った遥か遠くには、日本とは全く異なる文化風習を持った人々が暮らす別世界のような国がある』あの漁師は確か、そんなことを言っていた。

　百歩譲ってこいつらの言葉を信じるならば、俺は……異国に来てしまったのではないか？

　当然、海を渡った覚えなどない。しかし、彼らの語る内容はあまりにも自分の常識とはかけ離れている。離れ過ぎている。

　頭のおかしな考えだと自分でも思うが、すぐそこを見れば、実際に化け物としか言いようのない巨人の遺体が転がっているのだ。あんな巨人モノがそこら中にいるだと？　少し風習の違う町に迷い込んでしまったなどという生易しい差ではない。

　いや、しかし、まさか……

　………………………

　…………………

　……………

　……ッ！

　ぐるぐると思考の海に沈んでいたが、ふと、己が無様にも狼狽ろうばいしていることに気がついた。

　────よし、考えるのは止めだ。

　思考を切り替える。考えても分からない時はまず前進する、武士の鉄則。理解し難い状況であっても、慌てふためくなど許されるはずもない。

　彼らの言葉が嘘か誠まことか。ここが異国なのか否いなか。

　どちらも実際に人里に行ってみれば分かることだ。

　決意を新たに町への道案内を頼むと、フランツたちはあっさりと承諾してくれた。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




　町へ向かう道中、黒須は会話をしながら冒険者の観察を続けていた。ここまでの会話で彼らはとても友好的だと感じていたが、完全に信用するつもりはない。

　これまでも数え切れないほど不意討ち騙し討ちを受けてきた。油断した瞬間を狙っていることも十分に考えられる。

　とはいえ、体格の良いフランツ以外はとても戦うことを生業とする者には見えない。どんな因果で女子供や老人が冒険者などという職についているのかは知らないが……。

　特に、マウリという口の悪い子供は、どう見てもまだ十歳を少し超えたくらいだ。そんな幼子が重い荷物を背負ったりしているので、黒須は思わず手助けしてしまった。

　とりあえず、警戒すべきはフランツだな…………

　巨人との戦いである程度その実力は見えていたが、黒須は異人と戦った経験がないのだ。異国の冒険者、どんな兵法を身につけているか分かったものではない。

　少し試してやろうと考え、声を掛けながらフランツの左側に並んでみる。

「これから向かう町はどんな所だ？」

「辺境都市アンギラって街だよ。魔の森が近くて、領内に迷宮ダンジョンもあるからね。"冒険者の楽園"って呼ばれてる大きな街さ」

　…………無反応。武芸者なら本能的に警戒してしまう位置に踏み込んだのだが。

　刀の届く間合いで左側に立たれると、相手の左腰にある刀が死角になる。つまり、不意を突かれて居合の抜き打ちを食らう恐れのある危険な位置だ。実際にその気があれば、今この瞬間にもフランツの首を落とすことができる。瞬まばたき一つの時間もかからない。

　武士同士であれば、並んで歩く時に相手の右側には絶対に立たない。そもそも相手の間合いに入ること自体が無作法とされているのだ。今のように無遠慮に間合いに踏み込めば、その瞬間に敵意ありと見なされ抜刀されても文句は言えない。

　この位置に立たれて無反応ということは、こちらの攻撃をまったく警戒していないか、もしくは先に抜かれても迎撃する自信があるかのどちらかだろう。

　フランツを見ると、黒須が返事を返さなかったことを疑問に思ったのか、困ったような顔で口を開けたり閉じたりしている。

　……この様子では、前者だろうな。

　その後も色々と仕掛けてみるが、逆にこちらが心配になるほど隙だらけだった。

　いくら命を救われたといえ、帯刀した相手に対して無防備過ぎる……。冒険者とは魔物との戦いが日常だと言っていたが、これでよくここまで生きていられたものだ。

　念の為に他の者にも試してみるが、結果はフランツと大差なかった。こちらを怪しんでいたバルトでさえ、真横で鯉口を切られたにも関わず『その剣を見せてくれ！　金なら払うぞ！』と大騒ぎだ。

　途中からやっていて馬鹿らしくなってしまい、黒須は彼らへの警戒を大幅に緩めたのだった。





第9話 冒険者さん、お侍と野営する




　クロスの貸してくれたナイフは素晴らしい逸品だった。岩のように硬い巨人トロルの皮が、まるで豚鬼オーク肉のようにスルスル切れる。

「パメラ、いい加減代われって！」

「うるさいです！　今は私の番ですよ！」

　普段は解体を嫌がるパメラまでもが率先して皮を剥ごうとするので、終しまいには仲間たちと取り合いになるほどだった。

「クロスよ！　このナイフは何処で手に入れた代物じゃ！？　どんな金属で出来とるのかまるで分からん！」

　鍛冶人ドワーフはその名が表す通り、鍛治や細工、彫金などの物作りを好む者が多い種族だ。普段からパーティーの武器や防具を管理してくれているバルトもご多分に漏れず、全身の怪我を忘れたかのように興奮している。

「それは旅に出る時に母が持たせてくれた物だ。俺は鍛治には疎うとくてな、何で作られているのかまでは知らん」

「売ってくれい！！」

「駄目だ」

　取り付く島もなく断られているが、フランツにもその気持ちがよく分かった。バルトが言い出さなければ自分が頼んでいたかもしれない。

「……っと。おら、全部剥げたぜー。傷も少ねえし、こりゃ期待できそうだ」

　マウリが剥いだ皮を広げて見せる。確かに、クロスが斬った腹と腕の傷以外には目立った損傷はない。初めての巨人の解体にしては上々の出来栄えだと言えるだろう。でも────……

　俺も頑張って攻撃したんだけどなぁ………

　フランツは自分が攻撃していた足の部分とクロスが斬った脇腹の皮を見比べて、少しだけ悲しくなった。

　最後に胸を切り開き、魔石を取り出して解体終了だ。

「よし、それじゃあ出発しようか。今から出れば日が暮れるまでに森を抜けられるだろうし、草原で一泊して明日には街だ」

　荷物をまとめ、帰路に着く。今回は大変な冒険だったし、街に戻ったらしばらく休息期間にしようとフランツは考えていた。どのみち、装備を修理に出さないと依頼は受けられない。

「これから向かう町はどんな所だ？」

　クロスがすっと隣に並んで話し掛けてきた。戦闘中は頭がおかしい人物なのかと思ったが、話してみれば意外と気さくな青年だ。

「辺境都市アンギラって街だよ。魔の森が近くて、領内に迷宮ダンジョンもあるからね。"冒険者の楽園"って呼ばれてる大きな街さ」

「……………………」

　そう言ってクロスを見ると、何故か彼は驚いたような、呆れたような、不思議な表情をしていた。冒険者の楽園などと言ったのが大袈裟に思われたのかもしれない。

「そういえばクロスさん、魔の森に迷い込んだって言ってましたけど、身分証はお持ちなんですか？　アンギラの門には兵士さんの審査がありますよ」

「関所があるのか。身分証……通行手形のような物か。生憎あいにくと随分前に雨でやられてしまってな。今は持っていないが、拙まずいか？」

「いえ、保証金を払えば街には入れますよ。ただ、街に出入りするたびにお金を取られちゃうので、持っておいた方がいいですね」

　ファラス王国は封建制度の国だ。アンギラを含め、王国各地の都市は貴族たちが支配しており、平民は都市に入るたびにその地を治める領主が定めた通行税を支払う必要がある。

「路銀は多少持っているが、その身分証は俺のような他所者でも手に入るのか？」

「ワリと簡単に手に入りますよ。住人用とか商人用とか、色々と種類もありますけど……やっぱりおすすめは冒険者用ですね！　冒険者登録するだけで身分証がもらえます。冒険者になればほとんどの街が無料で通行できますし、毎年の税金も取られません！　冒険者向けの宿で身分証を提示すれば割引を受けられたりもしますよ！　旅人のクロスさんにピッタリです！」

　パメラはクロスを冒険者にしたいようだ。普段はとても人見知りする性格なのだが、どうやら命を助けられたことで彼に懐なついたらしい。

　ただ、"冒険者に登録する"ということの意味について、肝心な部分の説明を省いている。

「それなら街にいる全員が冒険者になりたがるのではないか？　税を免除されるなど、百姓ひゃくしょうどもにとっては夢のような話だろう」

「うっ……！　い、意外と鋭いですね。実はいいことばかりでもなくて……まぁ、大したことではないんですが、多少の不利益もあるような、ないような────」

　わざと隠していたであろう部分を指摘され、パメラは分かりやすく狼狽えた。クロスから目を逸らし、明らかに誤魔化そうとしている。

「詐欺師みてえな説明してんじゃねぇよ！　いいか、クロス。冒険者は税を免除される代わりに、流民るみんとして扱われる。住民として認められてねぇから、結婚はできねぇし家も買えねぇ根無ねなしし草ぐさだ。それに、強制依頼ってのがあってな。他の住人と違って魔物が街に攻めてきたら最前線で戦う"義務"があるんだ」

　魔の森や迷宮など、魔物が多く棲み着いている場所では稀に大量発生スタンピードが起こる。原因はよく分かっていないが、理性を失くした魔物の群れは何故か一直線に人の多い場所に向かうのだ。

　そういった緊急事態の場合、冒険者は領軍の指揮下に入り戦う義務を負っているのだが、往々にして最前線に送られることが多い。税を納めず各地を放浪する冒険者の命は、領主様から見れば街の住民よりも安いのだろう。

「マウリは難しいことを知っていて偉いな。よく学んでいる。立派なことだ」

「お、おう。なんか……いや、まぁいいか」

　クロスはマウリがお気に入りなのか、彼にだけ特に優しい気がする。

「しかし、聞いた限りでは不利益と呼べるようなものではないな。俺も街に着いたら冒険者用の身分証とやらを手に入れるとしよう」

　マウリの忠告が届かなかったのか、クロスは随分と簡単に結論を出してしまった。パメラは目を輝かせているが、その判断は少々軽率に思える。

「クロスよ、よくよく考えて決めた方がええぞ。お前さんはまだ若い。さらっと即決するような軽い決断じゃないわい。特にアンギラじゃあ強制依頼の頻度は多い。アレのたびに死体の山が出来上がる」

　バルトがそう諭しても、彼の表情はまったく変わらなかった。

「定住や所帯を望むなら、そもそも十年も武者修行の旅などしておらん。それに義務と言われずとも、己の暮らす場所を命懸けで護るのは当たり前の話だろう。戦える者が戦えぬ者を護るのは武芸者としての根本、物の道理だ。それを忘れてしまっては、何のために戦っているのか分からなくなる」

　クロスが平然と言った言葉に、フランツたちは目を見合わせた。

　その思考は冒険者というよりも、街を守る兵士や騎士に近いものだ。それに、強いとは思っていが、まさかそんなに長く戦いの旅を続けていたとは…………。

　彼は一体、どんな人生を歩んで来たのだろう。そんなことを考えさせられる言葉に、しばらく無言で歩む時間が続いた。
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　当初の予定通り、夕方には森を抜けることができた。

　フランツたちの目の前には辺境都市アンギラへと続く広大な草原が広がっている。夕焼けに照らされて風に靡なびく草原は何度見ても美しい。

「日が落ちる前に野営の準備をしてしまおう。悪いけど、クロスも手伝ってくれるかな」

「勿論だ。指示をくれ、リーダー」

　冒険者パーティーとは何かを説明して以降、クロスは面白がっているのかリーダーリーダーとからかってくるようになった。自分よりも遥かに強い男にそう呼ばれるのは、嬉しいような恥ずかしいような、むず痒い気分だ。でもなにより、堅物だと思っていた彼にそういった一面があると知れたことが嬉しかった。

「私はテントを張りますね、リーダー」

「儂は竈かまどを作るぞ、リーダー」

「んじゃ、俺は晩飯でも調達してくるぜ、リーダー」

　…………まぁ、仲間たちまで悪ノリしているのはムカつくが。

「じゃあ、クロスはマウリと一緒に食料の調達を頼んでいいかな？」

「承知した」

「よっしゃ！　俺の予備の弓貸すからよ、どっちが多く獲物を狩れるか勝負しようぜ！」

「いいだろう。だが勝負ということなら手加減はできんぞ。負けても泣くなよ」

「言ってろ！　剣じゃ勝てねぇが、俺は弓士だ！　絶対負けねえ！」

　ワイワイと騒ぎながら走って行く二人を見送りながら、フランツは薪を集め始める。

　ここまでの道程でクロスは随分とパーティーに馴染んだが、やはりマウリを一番気にかけているようだ。荷物を代わりに持とうとしたり、マウリが何かをするたびに『凄いな』『偉いぞ』『流石だ』などと褒めたりする。きっと、彼の生まれた国では他種族への差別や偏見が少なかったのだろう。

　多種多様な冒険者が集まるアンギラでは、王国の他の地域に比べると種族間の差別などは少ない方だ。しかし、やはり小人族ホビットへの偏見だけは根強く残っている。

　小人族には盗手小人ケンダーという種族がいるのだが、彼らはとにかく手癖が悪い。欲しい物や気に入った物が目の前にあれば、相手や場所を考えずに手を伸ばすのだ。それでいて、捕まったとしても悪びれることもなく『このパンがボクに食べて欲しいって言ったんだー！』などと平気で言うような不良種族である。斥候としては極めて高い能力を持っているが、その悪癖のためにパーティーに誘われることは少ない。

　そして残念なことに、その悪評は小人族全体に波及してしまっている。小人族というのは種族間で見た目に差異がなく、本人たち以外には見分けがつかないのだ。よって、善良な種族である旅行小人ハーフリングや妖精小人グラスランナーなども盗手小人ケンダーと同一視されて敬遠される傾向が強い。人によっては小人族ホビットは諍いさかいの種だと言って憚はばからない者さえいるのが実情だ。

　現在は陽気なお調子者ムードメーカーであるマウリにも、荒野の守人に入るまでには色々な苦難があったと聞いている。

　少なくとも、俺の目の届く範囲ではもう嫌な思いはさせたくないな…………。

「おおい、竈ができたぞい」

「テントも張れましたよー」

　取り留めもないことを考えていると、二人から声が掛かる。

「ありがとう。薪も十分集まったし、パメラ、火を頼むよ」

「はいはーい」

　パメラは竈の前にしゃがみこみ、火口フリントの奇跡で火をつけた。

　やはり、火の魔術は便利だ。フランツは光の適性を持っているが、光属性は攻撃に向いていない上、使い所も限られる。熟練者になれば他の属性よりも強力な治癒の奇跡が使えるそうだが、これまできちんと魔術を学ぶ機会のなかったフランツは、暗闇で小さな明かりを灯す程度のことしかできない。洞窟探索などの依頼の時は便利だが、戦闘には何の役にも立っていなかった。

　俺がパーティーの回復役になれれば、もっと依頼の幅も広がるんだけど…………。

「よし、じゃあ後は食料班の帰りを待とうか」




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




　しばらく待っていると、獲物を持った二人が戻ってきた。角兎ホーンラビットや赤頭鳥クルル・フェザントを両手に何羽も抱えている。

「おかえり。大猟だね」

　フランツは労いの言葉を掛けるが、マウリにはいつもの元気がない。どうやら、狩り勝負はクロスに軍配が上がったようだ。

「弓で負けた……。こいつ、やっぱバケモンだ」

「クロス、お前さん剣士じゃろう？　弓も使えたのか」

「武芸十八般ぶげいじゅうはっぱんと言ってな。俺の国では剣術以外にも、弓術、槍術、馬術など、戦いに役立つ十八種の武技を修めることが推奨されていた。俺も強弱はあるが全てそれなりに使える。中でも弓は得意な武器だ」

「「………………………」」

「マウリ、クロスさんの腕前はそんなに凄かったんですか？」

「……一流だよ。俺と同じ弓なのに、飛距離も威力も桁違いだった。森人エルフの弓みてえだったぜ」

「ま、まぁ、とりあえず食事にしようか」

　晩ご飯は兎と鳥に塩を振って焼いただけの簡単なものだったが、獲物はたくさんあったので十分に満足できた。……塩加減を間違ったのか、少し塩辛かったが。

　日も落ちたので、フランツたちは交代で不寝番ふしんばんを立てて眠ることにした。順番は適当に決めたが、最初はクロスが見張り役に名乗りを上げてくれたので、他の面々はテントに潜り込む。

　ところで、ここで少し問題が起きた。

　冒険者は少しでも道中の負担を減らすため、依頼に出るときは最低限の荷物しか持ち歩かない。当然テントも一つしか持ってきておらず、いつものように皆で寝る準備をしていたのだが、これにクロスが強い拒否感を示したのだ。

　彼いわく、『婦女子と同衾どうきんなどできるか！』だそうだ。それを聞いたパメラは久しぶりに女性扱いされたのが嬉しかったのか大喜びしていたが……。

　結局、何を言ってもクロスは頑がんとして頷かず、彼は一人外で寝ることになってしまった。

　テントに入ってしばらく、フランツは外のクロスに聞こえないよう小声で皆に声を掛けた。本来野営中は次の日に備えてさっさと寝ることが冒険者の鉄則だが、明日の昼にはアンギラに着く予定だ。多少の夜更かしは許容範囲だろう。

「……なぁみんな、クロスって何者なんだと思う？」





第10話 冒険者さん、お侍と街へ行く




「……なぁみんな、クロスって何者なんだと思う？」

　フランツは彼について、少しだけ怪しんでいることがあった。

　巨人から助けてもらったことにはもちろん感謝しているが、彼の立ち振る舞いを見ていると、自分たちとは何かが違うと感じさせられたのだ。浮世離れした雰囲気というか、洗練されているという表現が適切だろうか。とにかく一挙手一投足いっきょしゅいっとうそくに隙がなく、食事一つ取ってもどこか気品を感じさせる所作をしていた。

「俺さ、もしかするとクロスはニホンって国……いや、もしその国からきたって話が出鱈目デタラメだったとしても、どこかの貴族なんじゃないかと思うんだ」

　仲間たちも似たような感想を抱いていたのか、フランツの問いかけに特に驚く素振りは見せなかった。

「儂もその国からきたって話は鵜呑みにゃしとらんが……。貴族の息子にしちゃあ、アレはちと強すぎる。どこの国の貴族もそれなりに剣を嗜たしなむらしいが、あくまで手習い程度のおままごとじゃろう？」

　バルトの言う通り、貴族には剣よりも魔術を重視する風潮がある。大量発生スタンピードの際も前線には出ず、後方から支援攻撃をしている印象が強い。

「でもよ、アイツ『己の暮らす場所を守るために命を懸けるのは当然だ』って言い切ってたぜ。ありゃ貴族の言葉だろ？」

「うーん……。もしかして、騎士様なんじゃないですか？　冒険者や傭兵でも、戦争で活躍すれば騎士になれるって聞いたことがあります」

　ファラス王国では、大きな活躍をしたと国王が認めた者に騎士爵という貴族位が与えられることがある。建前上は平民や流民にもその可能性チャンスがあるとされているが、実際にはよほどの偉業でもない限り取り立ててはもらえない。事実上、家督を継げない貴族子弟たちを救済するためにあるような制度だ。相続できない一代限りの爵位のため"準"貴族などと呼ばれるが、庶民からすれば貴族は貴族である。

「あの若さで騎士っていうのも無理があるような……。他国だとそうでもないのかな？」

「そもそも、ニホンってホントに実在すんのか？　俺はアンギラにくる前は大陸中をあちこち旅してたが、魔物のいねぇ国どころか、そんな地域すら聞いたことねえぞ」

「ふむ……。有り得るとすりゃあ、北の小国群じゃな。あの辺一帯はまだ戦争も多い。今だに毎年国が増えたり減ったりしておるらしいからの」

　この大陸は列強と呼ばれる王国・帝国・聖国・共和国の４つの大国と、その周辺に点在する無数の小国で構成されている。その大国の一つ、大陸北西部に位置するオルクス帝国は、大陸統一を国是に掲げる覇権国家だ。常に周辺国を相手に侵略戦争を企てており、その煽りを受けた北の小国群は帝国に恭順する国と抗う国が小国同士でも争い合い、混迷を極めているらしい。

「いっそ明日、本人に聞いてみます？　クロスさんなら意外とあっさり答えてくれそうな気もしますし」

「どうだろう……。十年も旅してるって言ってたし、貴族だとしたら何か訳ありっぽい気もするんだよね」

　冒険者にもごく稀に貴族関係者がいるが、それは若い貴族子弟のお遊びか、もしくは不祥事などでお取り潰しにされた貴族家の縁者が止むを得ず、という場合が多い。

「やめとけやめとけ。冒険者同士でもあれやこれやと詮索するのは無粋者だけよ。何者にせよ、とにかく儂らは命を救われたんじゃ。小事に拘こだわって大事を失う必要はあるまい」

「だな。よく分からねぇところもあるが、根は善人だと思うぜ、アイツ。でなきゃそもそも俺らを助けたりはしねえだろうさ」

「それもそうですねぇ。まぁ、巨人と戦ってる時はちょっとヤバい人なのかなと思いましたけど……。それに、みんな気が付きました？　クロスさん、食事の準備で角兎も赤頭鳥も慣れた手つきで捌いてましたよ。巨人の皮を上手く剥げないって言ってましたけど、アレって私たちが無駄骨にならないように気を遣ってくれたんだと思います」

　それは……気が付かなかったな。

　もしパメラの言葉が事実なら、彼はお人好しとさえ言える人物だ。そんな相手を疑うような真似をしてしまったことに、フランツは少し後悔を覚えた。

「そうだね、出自なんて関係ないか」

「そんなことより、儂はあの強さと剣の方に興味があるけどの。まさか巨人を一撃で仕留めるとは。一体どれほど鍛錬すればあんなマネができるのか想像もつかんわい。結局、剣は見せてくれんかったが…………」

　そう言ってバルトはしょんぼりする。ここまでの道中、バルトは何度もクロスに『一目でいいから剣を見せてくれ！』『剣を触らせてくれ！　金なら払うぞ！』と頼み込んでいたのだ。

　相当しつこく食い下がっていたが、クロスは決して首を縦には振らなかった。よほど大切な剣なのだろう。

「Ｃランク相手に楽勝だったからね。間違いなく高位冒険者クラスの実力だと思うよ」

「弓も片手間にやってるようなレベルじゃなかったぜ。十八種の技術を身に付けてるって話もあながち大げさじゃねぇかもな。それと、あの変わった歩き方だ」

「ああ、アレか」

「確かに、独特な体の使い方だよね」

「歩き方……？　どこかおかしかったですか？」

　目敏いマウリと前衛の二人はそのことにすぐに気が付いていたが、後衛のパメラには分からなかったようだ。

「普通は右手右足、左手左足を交互に前に出して歩くだろ？　クロスは左右を同時に出すヘンテコな歩き方なんだよ。妙だと思って狩りの時に聞いてみたら、アイツの国じゃ当たり前らしいぜ。逆に、俺たちの歩き方が変だと思って見てたんだと。『その歩法で疲れんのか？』って、不思議そうな顔で言ってたよ」

「…………本当に、どこから来たんでしょうね」

「飯の時も不自然なほど右手を使わんようにしておった。ありゃあ、いつでも剣を抜けるように備えとるな。並の剣士ではあそこまで徹底できんもんじゃ」

「同じ剣士としては耳が痛いなぁ。それでさ、実は相談したかったのはこれが本題なんだけど……今回の遭遇戦で俺は改めて力不足を実感した。今生きていられるのは本当に運がよかっただけだ。だから、もしクロスが──────」

　結局、フランツたちの話し合いはクロスが次の見張り番を呼びにくるまで続いた。
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「見えたよ、あれが辺境都市アンギラだ」

　草原で朝を迎えて出立し、いくつかの丘を越えたところで、ようやくフランツたちの視界に見慣れた街の風景が入った。

　王国最西端の要所であるアンギラは高い城壁に囲まれた城郭都市だ。丘の上から見えるのは赤茶色のレンガ造りで統一された街並みと中央に建てられた領主城。周囲を見張るため一際高く造られた城の尖塔は"西方の守護塔"の愛称で呼ばれ、街の象徴シンボルとして親しまれている。

「────……驚いた。こんなに大きな街は初めてだ。堀でなく、城壁で総構そうがまえを築きずくとは……。音に聞こえた大坂城も斯かくや有あらん。まるで街そのものが一つの城のようだ。完成するまで一体どれだけの年月が掛かったのか想像もできん。あの長い行列は全て街に入ろうとする者たちか……。ここを治める人物は相当な傑士なのだろうな」

　クロスは遠くに見える都市を目を皿のようにして見つめ、興奮しているのかいつになく饒舌だ。自分たちの住む街を褒められ、フランツたちの顔には笑みが浮かぶ。

「さあ、今日は結構混んでいるみたいだ。俺たちも早いとこ列に並ぼう」

　景色に釘付けになっているクロスに声を掛け、一行は審査待ちの列に並んだ。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




「身分証の提示を」

　門兵に要求され、フランツたちは首に下げている冒険者証を取り出して見せる。

「よし、お前たちは問題ない。……そこの者は？　身分証はないのか？」

「ああ、他国からの旅の途中でな。身分証は持っていない。保証金を払えば中に入れると聞いたのだが」

「外国の者だったか。なら、そこの窓口で保証金を払えば問題ないぞ。ようこそアンギラへ！　この街は旅人を歓迎する！」

　門兵に告げられた通り、門の横に建てられた小さな建物へと向かう。

　保証金を払ったことがないため、フランツもこの窓口は初めてだった。武装した門兵と違い、普通の女性が受付に座っている。

「保証金の支払いはここで合っているか？」

「はい、こちらでお受け付けできますよ。銀貨三枚を保証金としていただいております。それと、こちらの台帳に記入をお願いできますか？」

「承知した。では、これで頼む」

「……あの、この硬貨はあなたの国のものでしょうか。申し訳ありませんが、これは使えません。ルクス貨幣はお持ちではないですか？」

　窓口の担当者の困惑した声を聞いて手元を覗き込むと、クロスが渡したのは見たことのない四角い硬貨だった。確かに銀でできているようだが、これでは受け付けてもらえないだろう。

「クロスさん、もしかしてこの国のお金持っていないんですか？　四角じゃなくて丸いやつですよ！」

　パメラがそう教えると、クロスは何かを思い出したように別の袋を取り出し、その中身をジャラジャラと窓口のカウンターに広げた。

「この中に使える物はあるか？」

「なんだ、ちゃんと持ってるじゃないですか。あっ、これが銀貨ですよ」

　広げられた硬貨は保証金を払うには十分な額があった。というか、金貨も数枚混ざっており、ちょっとした大金だ。

　ファラス王国を知らないと言っていたクロスがなぜそんな大金を持っているのか疑問に思ったが、それを口にする前に声を掛けられる。

「フランツ。すまんが、台帳の文字が読めん。代筆を頼めるか？」

「ん？　ああ、いいよ」

　台帳を見れば、名前と出身国を記入するだけの簡単なものだった。羽根ペンでサラサラと書いていく。

　ファラス王国では他の四大国と同じ共通語が使用されているが、文字を学べる機会というのは案外少ない。貴族たちは庶民に過度な知恵を与えると反乱を招くと考えているらしく、教育機関を全て王都に集約してしまっているのだ。そのため、地方に生まれた者には読み書きのできない者が多く、識字率は六割に満たないと言われている。

　フランツは小さな頃から通っていたルクストラ教の教会で、子供たちが互いに教え合う勉強会のようなものに参加して文字を学んだ。親から言われて嫌々していた勉強だったが、今となっては依頼書を読むにも大きな助けになっている。

「はい、書けたよ」

　受付に内容を確認してもらい、ようやく門を抜けることができた。露店の並ぶ見慣れた広場が目に入り、帰ってきたという実感が湧く。

　たった数日の外出のはずが、今回は色々と濃度の濃い冒険だったため、随分と街が懐かしく感じた。





第11話 お侍さん、街を見て確信する




　アンギラの門前で受けた審査は、関所というには拍子抜けするほど簡素な検閲だった。全身の黒子ほくろの数まで確認される日本の関所と比べれば、有って無いようなものだ。

　こちらの顔をちらりと見るだけで、武器を携帯する者を大した吟味ぎんみもせず歓迎するとは、驚きの弛ゆるみっぷり。もはや素通りである。もしこれが日本で行われた怠慢なら、番士は横目付に張り倒されているだろう。

　黒須は数年前に手形を雨にやられてから、たびたび関所破りを繰り返している。武士の場合は素通りさせてくれる場合もあるため一度顔を出し、断られれば迂回路からの強行突破だ。

　捕まれば打首獄門うちくびごくもんより更に重い磔刑たっけいという大罪になるとは知りつつも、『失くすこと罷まかり成らぬ』という父の厳命に反して再発行を頼むことの方がよほど恐ろしく、常習犯となってしまっていた。

　しかし、まさか手持ちの金が使えないとは思わなかったが、あのとき集落で拾った硬貨がこの国の金で助かった。盗品と思われる物を勝手に使うのには若干引け目を感じたが、皮袋には名前など書かれていないのだ。どのみち、誰に返すこともできなかっただろう。

　窓口で台帳に記入を求められたが、そこには異国の文字。フランツたちだけではなく門番や受付も流暢な日本語を話しているので、てっきり文字も同じと思い込んでいた。

　話し言葉と書き言葉が違うとは、これ如何いかに。おかしなこともあるものだ。

　何にせよ、ようやく念願の人里だ────────

　両開きの立派な門を潜くぐると、そこには生まれてこのかた目にしたことのない、圧倒的なほど美しい街並みが広がっていた。

　門から真っ直ぐに続く目抜き通りは広く、余す所なく石畳が敷かれている。両脇には小豆あずき色の建物がずらりと並んでいるが、どれも石造りで二階建、三階建と背が高い。どの建物も通りに面した窓を花で飾り付けており、街の景色を一層華やげている。一階部分は商店になっているようで、商あきないをする商人たちが元気な声を張り上げていた。

　眼前の広場には露店が賑わい、そこかしこから食欲を唆られる匂いが漂ってくる。行き交う人々は活気に溢れ、皆がニコニコと幸福そうな様子だ。

　これまで立ち寄った町との違いの大きさに、黒須は自分の予想が正しかったことを確信する。見知ったものなど何一つとしてなく、住民も日本人とは似ても似つかぬ者ばかり。

　…………決まりだ。矢張やはり、ここは異国。フランツたちの言葉に嘘はなかった。

　街までの道行みちゆきで、彼らのことは信用に値すると思っていた。素朴そぼくにして単純、気立てのいい連中だ。異人とは人より獣に近い蛮族と聞いたこともあったが、あの噂は何だったのか。全くの的外れ、勘違いも甚はなはだしい。

　黒須はこれまで誰かと旅を共にしたことはなかったが、彼らのとの同行を存外に楽しんでいた。もし自分に友と呼べる者がいればこんな感じなのかもなと、似合わないことを考えるほどに。

「クロスのそんな顔は初めて見たな」

　フランツの可笑しそうな声に我に返る。どうやら、不覚にも間抜け面を晒したらしい。

「すまん、見蕩みとれてしまっていた。美しい街だな」

「気に入ってくれたみたいで嬉しいよ。じゃあ、早速だけど冒険者ギルドに向かおうか」

　フランツに先導されて街の中を進む。店の前を通るたびに皆が挙こぞって何を売る所なのか解説してくれるが、どれもこれも興味を引かれるものばかりだ。

　八百屋に並ぶ野菜や果物は一見して毒々しい色や形をしている。大きな声で客寄せをしている屋台が売っているのは魔物肉の串焼きらしい。店の外にまで商品を並べている武器屋は、永く武の道を歩む黒須でさえ使ったことのない武具だらけだ。

　これまで街を訪れた時には剣術道場や武家屋敷以外に意識を向けたことはなかったが、時間が空けば散策してみようと心に決める。

「この辺りに湯屋はあるか？」

「ユヤ？　ユヤってなんだ？」

「銭湯風呂せんとうぶろ、功徳風呂くどくぶろ、施浴場せよくば、沐浴場もくよくじょう、入込湯いりこみゆ。呼び方は何でもいいが、森で汚れたので身を清めたい」

　黒須は風呂が好きだ。武に関わること以外では、唯一の趣味と言っても過言ではない。

　入浴中は無防備になるため武士には風呂嫌いが多く、家族でも父と次兄は『垢あかと共に張り詰めた備えまで湯に溶ける気がする』と決して湯船に浸かろうとしなかったが、黒須は旅の途中にもよく湯屋に立ち寄った。

　武士は刀を預けてから浴場に入るのが風呂の作法なのだが、一度、阿呆あほな武士が刀を持ったまま入って来たのを見たことがある。丸腰を嫌う気持ちは分かるが、刀を握った片手を濡らさぬよう必死に上に伸ばしたまま湯に浸かる姿に、笑いを堪えるのが大変だった。

　裸の付き合いをした者に身分は関係ないなどと言われており、湯屋の二階には武士も町人も関係なく寛くつろいでいたものだ────

「ふむ、どれも聞き覚えがないの。体を洗いたいのなら、そこらの井戸を勝手に使っても叱られはせんぞ？」

「値段の高い宿屋だと部屋に香油入りのお湯を運んでくれたりするらしいけど、この辺の安宿じゃ外で水浴びが普通だよ」

　バルトとフランツの無慈悲な言葉に黒須は愕然とした。異国の街並みを見たとき以上の衝撃だ。

「湯屋が…………ないのか。こんな大きな街に」

　"武士は食わねど高楊枝たかようじ"

　飯が食えずとも楊枝を使って見せるという、侍の清貧と忍耐を表した言葉だ。黒須も飯など十日食わずとも平然と過ごす自信はあるが、風呂だけは別。唯一の楽しみが叶わないと知り、外聞もなくがっくりと肩を落とした。

「ここがアンギラの冒険者ギルドですよ！」

　パメラが指差したのは、周囲と比べて一段と大きな建物だった。盾の前で斧と剣が交差するような意匠の看板が風に揺れている。

　慣れた様子で建物に入っていく皆に続いて入口を潜ると、中も広々とした造りになっていた。正面にはいくつかの窓口があり、その奥では多くの者が忙しげに働いているのが見える。

　右手は食堂のようで、並べられた机で何組かが楽しげに食事中だ。左手の壁には大きな掲示板があり、天井近くまで依頼書らしき大量の紙が張り付けられている。その前では内容を吟味中と思われる冒険者たちが難しげな顔で話しているが、魔物と戦う仕事と言うだけあって、全員が何かしらの武器を携えていた。

　都会に出てきた田舎者のように建物内を観察していると、フランツは窓口に近づき、座っている女性に話しかけた。

「お疲れ様です、ディアナさん。達成報告に来ました」

「おかえりなさい、フランツさん！　依頼書を確認するので少々お待ちください」

　どうやら受付とは顔見知りらしい。軽く挨拶をして森狼の耳が入った皮袋を差し出している。

「……はい、森狼五頭の討伐依頼ですね。それでは、こちらが今回の報酬です。お確かめください」

　ディアナと呼ばれた受付は何やら紙を取り出して目を通したあと、討伐証明の数を数えて何枚かの硬貨をフランツに手渡した。冒険者とギルドの関係は説明を聞いていたが、想像していたよりもずっと簡潔なやり取りだ。もしあれが只ただの狗いぬの耳だったとして、あの受付にその見分けがつくのかは疑問が残る。何処にでも悪知恵を働かせる者は居るものだが、ああ見えて熟練の目利きなのだろうか。

「それと……。実は、魔の森を探索中に巨人と遭遇したんです。討伐したので、そちらの手続きもお願いできますか？」

「えぇ！？　よ、よくご無事でしたね。巨人はＣランクの魔物ですよ！」

　えらく驚いているが、あれはそんなに珍しい魔物だったのか？

　"Ｃランク"とはどういう意味だ。

　フランツたちは流暢な日本語を話す割に、時たま妙な単語を口にすることがある。この辺りの御国言葉ほうげんのようなものかもしれない。

「いや、俺たちは手も足も出なかったですよ。正直言って殺される寸前でした。ほら、彼に助けられたんです」

　そう言ってこちらに目を向けるので、黒須も窓口に歩み寄った。

　近くで見ると、窓口の者は皆揃いの装束を身に付けている。白の上に黒を重ね着する手の凝ったもので、街の者たちと比べても上等そうな着物だ。首元に紐で作ったような飾りを付け、髪にも──────……！？

「彼、国外から来た旅人なんですけど、巨人を一撃で倒すような凄腕ですよ。今回は彼の冒険者登録もお願いしたいんです」

「それは………凄いですね。ようこそ冒険者ギルドへ！　私は受付担当のディアナです。よろしくお願いします」

「……………………………」

「あ、あの……？」

　ディアナは丁寧な挨拶をしてくれたが、黒須は全く別のことに気を取られており、挨拶を返すどころではなかった。





第12話 お侍さん、冒険者になる




　──────この女、何者だ？

「…………………」

「あ、あの……？」

「クロスさん、どうしたんですか？ディアナさんの美しさに見とれちゃいました？」

　いや、どうしたもこうしたもない。俺だけか、違和感を持っているのは。

　ディアナという受付を凝視する。

　窓口に近づいて初めて気付いたが、ディアナの頭には獣のような大きな耳が生えていたのだ。髪飾りかとも思ったが、その耳はピコピコと動いており、とても作り物には見えない。

　耳以外は普通の人間に見えるが…………

　この女はあの巨人と同じ、魔物ではないのか？

　刀の柄にそっと手を掛け無言のまま横を見る。が、フランツたちは何の疑問も抱いていない様子だ。ディアナと目を見合わせて不思議そうな顔でこちらを見ている。

　異国に来たのだと確信した時点で、黒須は多少の文化風習の違いは受け入れようと覚悟していたつもりだった。しかしまさか、人の頭から耳が生えているなどと誰が予想できようか。こんなものは断じて文化の違いで済まされるような話ではない。

　────……いや、俺の覚悟が足りなかったのか？

　魔物という妖怪変化が跳梁跋扈ちょうりょうばっこする国に来てしまった以上、故国の常識は通用しないと考えるべきかもしれない。この地において、彼らから見れば自分の方こそが異人。"郷に入っては郷に従え"という言葉もあるように、ディアナの正体が何だとしても、この国でこれが常識なのならば受け入れる度量が必要だということなのだろう。

　……今後、異国とは人外魔境だと思うことにしよう。

「────いや、何でもない。冒険者への登録を頼めるか？」

　髪に隠れて見えない普通の耳が一体どうなっているのか、無性に気になって仕方がなかったが、どうにか平静を装って会話することに成功する。

「は、はい、分かりました。では、こちらの用紙に必要事項の記入をお願いできますか？　書けないところは空欄で結構ですので。それと登録料として銀貨五枚をいただきます」

「あっ、彼は文字が読めないので代筆をお願いできますか？」

「そうなんですね。かしこまりました」

　フランツが気を利かせてくれ、ディアナは出しかけた紙と筆を引っ込めた。黒須は持ち主不明の皮袋から登録料を取り出して手渡す。審査の窓口で銀貨がどの硬貨かは把握していたので、今回は特に迷うことはなかった。

「それではまずお名前から教えてください」

「黒須元親くろすもとちか。姓が黒須、名が元親だ」

　フランツたちによれば、この国でも名字は限られた身分にのみ与えられる習慣なのだとか。そして名乗る際は名を先に、姓を後にする風習だという。武士において重要な名乗りを変える気はないため、それに関しては知ったことではないが。

「お名前はモトゥーティ……ん？　モトティカ……さん？　失礼しました、モトゥーティカ・クロスさんでよろしいでしょうか？」

「違いますよ、ディアナさん。彼の名はムゥートテッカ・クロスです。それで登録してくださ────」

「いや、クロスだ。ただのクロスでいい」

　どうも元親という名は発音し難いらしく、フランツ達と出逢った時にも似たようなやり取りがあった。

「クロスさんですね。では次に……ご年齢は？」

「確か、今年で二十七になるはずだ」

「へぇ……。お前、意外と歳いってんだな」

「私と同じくらいかと思ってました！」

　外野が喧しいが、確かに黒須はどちらかというと母に似た童顔で若く見られることが多い。死合う相手にもそれで油断する愚か者がおり、斬り伏せながら人を見掛けで判断することの危うさを学んだ。

「ご出身は？」

「日本国にほんこくだ」

　ディアナは聞き慣れない国名に少しばかり首を傾げていたが、特に聞き返すこともなく筆を進めた。

「種族は人間族ヒューマンでよろしいですね」

「…………"種族"とは何だ？」

「「「「えっ？」」」」

　黒須の問いかけに、ディアナだけでなくフランツたちまでも目を丸くする。この反応から察するに種族とは知っていて当たり前の常識なのだろうが、『お前は人間か』などと尋ねられる意味が分からない。

「クロス、お前……。なぁ、もしかしてニホンって人間しかいなかったのか？」

「人間しか？　どういう意味だ」

「のぉ、クロスよ。儂を人間だと思うか？」

「……急に何を言い出すのかと思えば。当然だろう」

　バルトからの突拍子もない質問に、黒須は怪訝に思いながらも素直に回答する。しかし、次に彼の口から飛び出したのはさらに突拍子もない話だった。

「やはりか……。クロス、儂は人間ではない。鍛治人ドワーフという種族じゃ。それに、マウリは旅行小人ハーフリング、ディアナは犬獣人クーシー。それぞれ人間族とは異なる種族じゃ」

「……すまんが、何を言っているのかまるで分からん。俺にはお前たちが人間にしか見えない。何が違うと言うのだ」

「儂ら鍛治人は人間に比べると総じて背が低く、力が強い。それと少しだが寿命も長くての。百五十年ほど生きる者が多い。儂はまだ四十歳に差し掛かったばかりの若輩者じゃがの」

「四十しじゅう、だと……？」

　黒須の眼からはバルトは古希七十を遠とおに超えた老人に見える。確かに、街までの道中では年の割によく弱音も吐かずに自分たちの歩調に着いて来られるものだと感心していたが、それは冒険者という特殊な職業が故ゆえの体力だと思っていた。

　しかし、バルトが言うには鍛治人は若い頃からずっとこんな見た目なのだそうだ。その証拠に──────

「ほれ、あそこで呑のんどる鍛治人。アレなんぞまだ二十歳はたちにもなっとらんわい」

　指差したのは食堂で豪快に酒盃を傾けている男。正直、バルトと瓜二つの老人だ。ほとんど見分けがつかない。違いと言えば髭ひげが茶色く、編んでいないという部分だけだ。

「あー……なんか分かった気がするぜ。クロス、お前さ。俺のこと何歳いくつだと思ってる？」

「十かそこらだと思っていたが……。違うのか？」

「やっぱりかよ！！　妙にガキ扱いしてくると思ったぜ！　お前まだ二十七だよな？　

　俺は三十五だ！　お前より年上だっ！！」

　──────バルト以上の衝撃だ。

　彼らが嘘偽りを述べているとは思わないが、こんな小さな子供が年長者という事実はどうにも受け入れ難い。半信半疑に陥おちいっている黒須を余所よそに、マウリ以外の面々は大笑いしている。

「プッ……お、落ち着きなよマウリ。ふふ……。クロスに、説明してあげないと。……ブフッ！」

「ちっ！　小人族は鍛治人と寿命は変わらねぇが、見た目の件が真逆の種族なんだよ！　俺らは百歳を超えた辺りから急激に老けるが、それまでは若い見た目のままだ」

　それは何とも羨ましい限りだが…………

　まさか、フランツやパメラもこう見えて高齢なのか？

　そう思い、黒須はバッと彼らを振り向く。

「えっと……。何を考えてるのか大体分かるけど、俺とパメラはクロスと同じ人間族ヒューマンだからね。見た目通りの年齢だよ。ちなみに俺は二十二歳」

「私は十八歳ですよ！」

　よかった。今度は『俺、実は百歳なんだ』とか『私はまだ三歳です！』などという言葉が飛び出して来るかと思ったが、彼らは普通の人間なのか。

「あとは……。これだな」

　マウリは履物を脱いで素足になる。その足には足裏から踝くるぶしの辺りまで、髪と同じ色の巻き毛が生えていた。

「俺はケガが怖えからいつもブーツを履いてるが、物音を立てたくねぇ奴は素足のまま歩いたりする。人間よりも身軽で素早く動けるのも旅行小人ハーフリングの特徴だ」

　マウリの説明が終わったため、黒須はディアナに眼を向ける。

「あ、やっぱり私も説明する流れですよね……。えっと、私は犬獣人クーシーという種族です。五感、特に嗅覚が人間族よりも優れていて身体能力が高いのが特徴ですね。私のように体の一部に獣の性質を持つ者を総称して獣人族セリアン・スロープと呼びます。最も多様な種族と言われていて、狼獣人ウルガルド、猫獣人ケットシー、獅子獣人レオパルドスなど、色々な種族がいますよ」

　………やはり、異国は摩訶不思議だ。

　彼らが言うには、他にも沢山たくさんの種族が存在しているそうだ。鍛治人や旅行小人より遥かに長命な種族もいるらしく、この国では人を外見で判断しない方がいいと助言を受けた。

　兵法者としては当たり前の教訓だと思っていたことだが、『そんなことは分かっている』とはとても口にできる心境ではない。教えられた内容がまだ完全には腹に落ちず、一人で悶々と考え込んでいるうちにディアナは登録作業を終えたようだ。

「では、こちらがクロスさんの冒険者証です。これは身分証としても利用できますが、紛失された場合は再発行に銀貨五枚が必要となりますのでご注意ください」

　ともかく、これで身分証の件は解決だ。

　少々気疲れしつつディアナから冒険者証を受け取り、そこでとあることに気が付く。彼女が渡してくれた冒険者証は小さな石板に異国の文字が細々こまごまと彫り込まれているのだが、黒須はこれと似た物を持っていた。

「森の中の集落で拾ったのだが、これも冒険者証か？」

　打ち飼いから拾った首飾りを取り出して見せる。

「それは……。クロス、集落ってどんな場所だった？」

「お前たちと出会った所から少し離れた場所にある小さな集落だった。小柄な者たちが大勢住んでいたが……。その、襲い掛かってきたので、止むを得ず殲滅した」

　拙まずい。あの者たちを斬ったのは、ここが異国だと知る前だ。この国では罪に問われるかもしれない。

「それって、緑色の肌で耳の長い生き物だったんじゃねえか？」

「そうだ。集落の中に人の首が転がされていたので、追い剥ぎの里だと思ったのだが…………」

「それ、小鬼ゴブリンって魔物だよ。あんな所に集落があったなんて……。何匹くらいいた？」

　……あれも魔物だったのか。

　黒須は一気に魔物とそれ以外の基準が分からなくなった。巨人のように一目で異形いぎょうと分かるものならまだしも、小鬼は奇怪な風貌ではあったが一応は人型。身なりを整えて着物を着せれば体格はマウリと相違ない。頭から耳の生えているディアナの方がよほど異様な人外に見える。

　あれを魔物と呼ぶのなら、他種族と小鬼との違いは何なのか。理性の有無か、知性の有無か。それとも、巨人の心臓から出てきた"魔石"という宝石の有無か。

　人の腑分ふわけに立ち会ったことはないが、常人の腹の中にあのような石が埋まっているとは寡聞かぶんにして聞いたことがない。敵意を持って向かって来るのなら人でも魔物でも斬り捨てるだけだが、いずれにせよ、どうやら想像以上に曖昧な線引きだ。

「小柄なのが三十ほどと、大柄なのが一人いたな」

「大柄、小鬼頭ホブゴブリンがいたのか。……ディアナさん」

「……ええ、確認しました。これはＦランクパーティー"フルムントの剣"の皆さんの物です。最近見ないと思っていたのでその可能性は考えていましたが……。クロスさん、ありがとうございます。これはギルドから遺品として彼らの縁者えんじゃに届けさせていただきます」

　何にせよ、身元が分かってよかった。これで彼らも少しは浮かばれるだろう。





第13話 お侍さん、宿を見つける




　黒須は拾った首飾り、もとい冒険者証をディアナに渡し、覚えている範囲で集落の場所や特徴を伝えた。深い森の中なので曖昧な位置しか教えられなかったが、アンギラの冒険者たちは魔の森に精通しているため、大凡おおよその特徴さえ分かれば辿り着けるのだそうだ。あれだけ広大な森を目印もなく進むとは、仕立飛脚も真青まっさおである。

「ギルドから調査依頼を出して詳しく確認します。集落の規模に応じてクロスさんには特別報酬が出ると思いますので、また追ってご連絡させていただきますね」

　あの集落を潰したのは冒険者になる前だったが、直近の出来事だったので報酬の対象にしてくれるらしい。

「それと、これも拾ったのだが…………」

　おずおずと差し出したのは、少しばかり目減りしてしまった皮袋。つい先ほど我が物顔で登録料を取り出したばかりなので居心地が悪いが、持ち主が判明した以上は黙って懐に入れる訳にもいくまい。

「いえ、それは魔物の巣に落ちていた物ですので、拾ったクロスさんに所有権があります。そのままお持ちください」

「…………そうか」

　遺品をもらい受けるのは猫糞ねこばばのようであまり気分のいいことではないが、返金しようにもこの国で使える金は持っていないため、正直助かる。

「では、脱線してしまいましたが、次に冒険者ギルドの規則について説明しますね」

　規則はさほど難しい内容ではなかったのだが、"Ａ"や"Ｂ"、"ランク"など、件くだんの御国言葉が何度も登場したため、理解する方クロスとさせる方ディアナ、互いに努力が必要だった。

　ディアナの説明を要約すると、

　・冒険者ギルドとは国を跨いだ大組織である

　・冒険者はＧ～Ｓの八つの等級ランクに格付けされる

　・依頼にも難易度に応じてＧ〜Ｓの格付けがあり、冒険者等級と同じか、その上下のものしか受けられない

　・依頼に失敗すると、依頼ごとに定められた違約金を支払わなくてはならない

　・魔物にも危険度に応じてＧ～Ｓという格付けがあり、冒険者等級とは同級の魔物を単独で倒せるかどうかという目安である

　・冒険者等級の査定には依頼の達成率、ギルドへの貢献度、本人の素行などが加味されるため、単に戦闘能力が高いだけでは昇格しない

　・冒険者ギルドが発出した強制依頼を拒否することはできない

　・法を犯した場合、長期間依頼を受けなかった場合、強制依頼に応じなかった場合には、冒険者等級の降格や冒険者資格を剥奪される処罰も有り得る

　とのことだ。

　長々と説明させておいて何だが、黒須は元来人の決めた法度はっとに従うことをよしとしない性分のため、この規則にはあまり関心を持っていなかった。身分証欲しさに登録しただけであって、冒険者として立身出世したい訳ではないのだ。街が魔物に襲われるようなことがあれば戦うのも吝やぶさかでないが、それは飽あくまで自らの意志。ギルドの命令に従うつもりは更々さらさらない。

「これで登録手続きは完了です。クロスさんは登録したばかりなので最下位のＧランクですが、巨人トロルの討伐が実績として換算されますので、小鬼の集落討伐が確認されればすぐにＦランクには昇格されると思いますよ」

「そうか。……フランツ、お前たちの等級は？」

「俺たちは全員Ｅランクだよ。ほら」

　フランツが胸元から取り出した冒険者証は、厚みのある立派な銅板でできていた。簡単な装飾も施されており、それなりの値打ち物に見える。

「俺のとは違うな」

「冒険者証は昇格するたびに石、鉄、銅、銀、金という具合に高価な素材に変わっていく。これなら一目でその者のランクが分かるじゃろ」

「なるほど、刀の格のようなものか」

　都の公家くげ連中が佩はく煌きらびやかな糸巻太刀いとまきたち、父上のような大侍おおざむらいが差す金蒔絵きんまきえの家紋を施ほどこした名刀初代めいとうしょだい、浪人が持つお国刀くにがたな、御家人ごけにんどもが持つ数打かずうち、町人が護身用に持つ小刀しょうとう、博徒ばくとや侠客きょうかくが持っている長ドスなど。

　日本においても、身に付けている刀剣を見れば身分は一目瞭然となっている。たまに見栄を張って身の丈に合わない刀を差す不届き者もいるが、露見すれば罪に問われるため、基本的には信用出来る尺ものさしだ。

「アンギラはどの冒険者証でも出入りに金は取られねえが、ＧランクとＦランクは駆け出しルーキー扱いだからな。提示しても通行税を取られる街もあるから気をつけろよ」

「"駆け出し"か。心得ておこう」

　この歳になって新米扱いとは。体内に流れる負けず嫌いの血が疼うずきそうになる。

　ディアナに礼を言って別れ、次に端の窓口で巨人と森狼の素材を売却した。先ほどの冒険者が手続きをする場所以外に、素材の買取、依頼の発注、雑貨の販売と、役割ごとに四つの窓口に分かれているようだ。

　買取窓口の受付には中年男性が座っていた。やや強面こわもての金柑頭きんかんあたまだが、普通の人間に見える。

「登録したての駆け出しルーキーが巨人討伐とは恐れ入ったぜ。特別報酬が金貨三枚、皮と魔石の買取額が合わせて金貨四枚だ。お疲れさん」

　大判小判おおばんこばんとは価値が違うと理解しているものの、これだけの金貨を手にするのは初めてだ。マウリがそこそこの金になると言っていたが、まさにその通りだった。

「フランツ、お前らの毛皮は銀貨六枚だな。今年はまだ"白"は出てきてねぇからよ。次も頼むぜ？」

「うー……。やっぱり金貨には届かなかったかぁ」

　皆して項垂れていることから、彼らの方はあまりいい成果ではなかったらしい。

「では、約束通り折半だ」

　受け取った金貨七枚のうち、素材の代金の半額、金貨二枚をフランツに手渡す。

「えっ？　約束は皮のお金だけだよ。これじゃ俺たちがもらいすぎだ」

「道案内だけの約束が、色々と教わってしまったからな。その礼だ。それに、お前たちがいなければどのみち捨て置いていた筈はずのものだ」

「そういうことなら……。遠慮なく受け取らせてもらうよ。ありがとう！」

「これで今月のお家賃は何とかなりますね！」

「パメラ、お前装備の修理代のこと忘れてんだろ。これでも結構ギリギリだぜ？」

「じゃがまぁ、一時凌ぎにはなるわい」

　拾った皮袋の残金と合わせると、これで黒須の所持金は金貨十一枚、銀貨六枚、銅貨八枚だ。宿の素泊まりが銀貨三枚で足りると言っていたので、これだけあればしばらく生活するには困らないだろう。

　金の価値を聞くと、銅貨十枚で銀貨に、銀貨十枚で金貨に、金貨十枚で白金貨になるそうだ。白金貨は額が大きすぎて街で暮らす者には敬遠されるため、基本的には金貨以下で持っておいた方がいいと助言された。

「クロスさん、この国に来たばかりなのにお金持ちですねぇ」

「そうなのか？　この辺りの物の値がよく分からんから、あまり実感はないが」

「それなりの小金持ちじゃな。もし使う予定がないのなら、買取の窓口で金を預けておくこともできるぞ」

　冒険者証で預けた額を管理しており、窓口で頼めばいつでも預けた金を引き出せるらしい。黒須は大金など持ったことがないのであまりその恩恵は理解できなかったが、大金をジャラジャラと持ち歩くのは確かに不便なのかもしれない。

　ギルドを出る前に掲示板に貼られた依頼書をいくつか読んでもらったが、Ｇランクが受けられるのはどれも銅貨数枚という報酬の安い物ばかり。こんな金でどうやって生活するのかと不思議に思えば、低ランクの内はこれらの依頼を複数掛け持ちして達成するのがコツなのだとか。森狼フォレストウルフと小鬼ゴブリン討伐を両方受けておけば、一度の遠征で同時に達成できるという訳だ。

　……冒険者としての格付けにはあまり興味が湧かなかったが、生活するための金を稼ぐには等級を上げた方がよさそうだな。

　冒険者証に髪を結うための組紐を通し、首から下げる。こうやってすぐに取り出せるようにしておくのが冒険者としての流儀りゅうぎらしい。

「これで俺も今日から"冒険者"か」

　冒険者証を見つめながら、今日聞いた内容を思い返す。

　ディアナが言うには、あの巨人ですらＣランクの魔物なのだという。つまり、危険度は上から四番目。まだまだ上がいるということだ。それに、魔物だけではない。聞くところによると、冒険者の最高位、Ｓランクとは一人一人が一軍に匹敵するほどの強者なのだとか。

　聞けば聞くほど、知れば知るほど、この国は、この巷ちまたは、面白い。

　魔物、冒険者、他種族。他にもまだ見ぬ猛者がいるのだろう。一切衆生いっさいしゅじょう、挑む相手には事欠かない国だ。戦う相手に飢えていた身の上で、こんなに嬉しいことはない。

　この街は冒険者の楽園と呼ばれているそうだが、自分にとっても楽園になりそうだ。一度は家に戻ることも考えたが、この国でならきっと。きっともう少し旅を続けられる──────

　冒険者ギルドの前で、黒須はフランツたちに向き直る。

「フランツ、パメラ、バルト、マウリ。街までの道案内、助かった。俺は宿でも探しに行こうと思う。しばらくはこの街に留まるつもりでいるから、またいずれギルドで逢うだろう。色々と教えてくれて、有難ありがとう」

　彼らとの旅路は短かくも楽しかった。名残惜しいが、出会いと別れは旅の常だ。別れを告げて宿を探しに歩き出そうとした矢先、背後から声を掛けられる。

「クロス、それなんだけどさ……。よかったら、俺たちの所に来ないか？　俺たち、安い家をパーティーで借りて住んでるんだ。部屋も余ってるから、クロスがまた旅に出るまで好きなだけいてくれて構わない。どうかな？」

「願ってもない話だが……。その、いいのか？」

　黒須はチラッとパメラに眼を向ける。誘いは有難く思うが、彼らのパーティーには婦女子がいるのだ。どこの馬の骨とも分からない男を泊めて、本当に大丈夫なのだろうか。

「実は昨日みんなで相談して、誘ってみようって決めてたんですよ！　クロスさんってこの国のこと全然知らないでしょう？　このまま放っておけませんよ！」

「それに、ただの善意ってワケでもねえぞ。もちろん家賃は払ってもらうし、俺らにも打算があるんだ」

「打算か。俺に何を求める？」

「儂らはお前さんにこの国の常識や冒険者としての知識を教えよう。その代わり、お前さんには儂らに稽古をつけて欲しいんじゃ」

「俺たち、冒険者としてもっと上を目指したいんだ。今回、巨人との一戦で力不足を実感したからね……。クロスさえよければ、臨時のパーティーメンバーって待遇で迎えたいんだけど、受けてくれるかな？」

「……そういうことなら、厄介やっかいになろうと思う。引き続き、よろしく頼む」

　そう言って、黒須は彼らに向かって頭を下げる。

　彼らにはきっと、この動作の意味は伝わらないだろう。黒須が家族以外に対して頭を下げたのは、これが初めてのことだった。

　俺が人に頭を下げたなどと知ったら、父上は何と言うだろうな──────





第14話 お侍さん、拠点に案内される




　フランツたちの住居すまいは冒険者ギルドのある目抜き通りから遠いらしく、"乗合馬車"で向かうことになった。

「ちょうどギルドの前に乗合所があるから便利なんだ。家から正門までの直通便もあるんだよ」

「あっ、来ましたよ！」

　黒須は三宝荒神さんぽうこうじんのような複数名が乗れる大鞍おおぐらを想像していたが、ガタゴトと音を立てながらやって来たのは大八車だいはちぐるまに馬を繋いだような乗り物だった。荷台にはすでに何人かが思い思いに腰を下ろしている。

「これが"馬車"か」

　牛でなく、希少な馬を荷運びに使うとは。日本において馬は大事な軍備物資。武家が優先して飼育するため、村や町では駄載馬ださいばは相当な贅沢品である。

「ニホンにゃ馬車はなかったのか？」

「牛車なら見たことがあるが、もっと小さい車だった」

　狭い荷台に身を寄せ合うようにして乗り込むと、御者が馬にひと声掛けて発車した。

　早歩き程度の速度だが、長距離を移動するなら確かにこれは楽らくだ。敷き詰められた石畳のおかげで大して揺れず、寝ようと思えば寝られるほど快適な乗り心地だった。

　周囲に人家も疎まばらになり始めた頃、黒須たちはようやく馬車を降りる。

「ようこそ、クロス。ここが俺たち荒野の守人の拠点だよ」

　借家と聞いていたので、てっきり長屋ながやのような集合住宅に住んでいるかと思いきや、その家はまさかの一軒家。屋敷と言っても差し支えないような大きな物件だった。

　中心街の建物と比べれば年季ねんきは入っているものの、立派な石造りの二階建て。蔦つたに覆われた外壁や、所々に草の生えた屋根が築年数を物語っている。家の周囲を黒い鉄柵が囲っているが、畑でも作れそうなほど広い敷地だ。

「こんな大きな屋敷に住んでいるとは思わなかった。Ｅランク冒険者とはそんなに儲かるのか」

　黒須の問いかけに、フランツたちは苦笑して答える。

「いや、それが実は訳あり物件でね」

「今はそれなりの見た目になったけど、俺らが借りた時はほぼ廃墟だったんだぜ。元は貴族のご隠居が暮らしてた家で、幽霊レイスが出るなんて噂もあってよ」

「屋根も壁も穴だらけで、外で寝てるのと変わらないくらいでしたからねぇ……。それをみんなで頑張って補修したんですよ。特にバルトの力が大きかったですね」

「儂とて鍛治人の端くれじゃ。一から建てろと言われれば難しいが、補修程度ならお安い御用じゃわい。……最初は雨漏りやら隙間風で往生おうじょうしたがの」

　言われてみれば、屋根や壁には所々つぎはぎのような補修跡がある。しかし、大工でもない素人仕事にしては大したものだ。

「ギルドや正門からは遠いけど、この場所も気に入ってるんだ。周りには人家がほとんど無いから外で好きなだけ訓練できるしね。それじゃ、とりあえず部屋に案内するよ」

　ギーギーと軋きしむような異音のする門を開け、建物の中に入る。玄関で草鞋わらじを脱ごうとしたところ、なんと、家の中でも履物は脱がないそうだ。

　土足で家に上がるのは抵抗があるが…………

　家主がそう言うなら従おうと、意を決して敷居を跨ぐ。屋内を土足で歩き回るのは、後ろめたいような、罪悪感を感じるような。何とも気持ちの悪い感覚だった。

「さぁ、今日からここがクロスの部屋だ。物は少ないけど、掃除はしてたから寝起きするには問題ないはずだよ。この部屋は好きに使って構わないからね」

　案内されたのは六畳ほどの部屋。寝台しんだいと文机ふづくえだけが置かれているが、一人部屋にしては広過ぎるほどだ。部屋の奥には大きな窓もあり、西日が差し込んでとても明るい。

　部屋に荷物を下ろした後は、屋敷の中を案内してもらった。

　二階は皆それぞれの個室があり、黒須が入った部屋を除いてもまだ二部屋の空きがある。空き部屋は普段使わない物などを仕舞う物置として使っているそうだ。

　一階は共用部。台所と厠かわやがあり、食事をする机や寛くつろぐための"ソファー"という大きな椅子が置かれている。どうやらこの国では土足で歩き回る故ゆえに、床に座る文化がないらしい。

「あの穴は何だ？　土間どまにしてはやけに小さいが」

「暖炉だよ。冬場はあそこで火を焚たいて暖を取るんだ。薪まき置き場も家の裏にあるから後で案内するよ」

「そんなことよりクロスさん！　ちょっとこっち来てくださいっ！」

　どこか興奮した様子のパメラに腕を引かれ、屋敷の奥に連れられる。勝手口を出た先にあったのは──────……

「風呂か！」

　家の裏手には小川が流れており、その畔ほとりに衝立ついたてで囲むようにして風呂桶が鎮座ちんざしていた。露天風呂だ。

「はいっ！　普段はお湯を沸かすのも面倒めんどうなのでそこの川で水浴びですけど、クロスさんお風呂好きなんですよね？」

「ああ……。すまんが、早速使ってもいいか？　身体が痒かゆくて仕様しようがない」

「構わんが、使い方は分かるか？　そこの湯鍋で川の水を沸かすんじゃ」

　使い方を簡単に教えてもらい、部屋から手ぬぐいを持って来て湯の準備をする。生家せいかでは女中が、湯屋では三助さんすけが用意をしてくれていたため、自分で湯を沸かすのは初体験だが、やってできないことはない。

　川で着物を洗いながら待ち、ほどよいところで風呂桶に湯を注ぐ。水を追加して温度を調整すれば準備万端だ。

「冷え物御免ごめん」

　一人きりの風呂桶に冗談めかして一言呟き、足を差し込む。

「はあぁ〜……」

　ゆっくりと身体を沈めると、思わず声が出る。汗みどろになった後の風呂は、正まさに格別。全身に溜まった疲れが滲にじみ出てくるようだ。

　黒須は顎あごまで湯に浸かり、久々の風呂を堪能たんのうした。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




　風呂から上がって中に戻ると、皆が夕飯の準備をしているところだった。

「今日はクロスさんの歓迎会ですからね！　豪華な晩ご飯を作りますよ！」

「作りますよ！　じゃねえよ馬鹿。大人しく座ってろ！」

「パメラよ。ほれ、こっちへ来んかい。皿を並べるのを手伝っとくれ」

　……………ちらり。

「パメラの料理は……。その、なんて言うか…………」

「クソ不味いんだよ。だからな、クロス。料理は当番制なんだが、アイツ以外の四人で回すことになる。頼むぜ」

「ひどいっ！！　最近は上達したじゃないですか！　昨日の晩ご飯だって手伝いましたよ！」

「角兎と赤頭鳥に塩振っただけだろうが！　偉そうにすんじゃねえ！　それにアレ、めちゃくちゃ塩辛かったぞ！」

　確かに、昨晩の肉はやけに塩が効いていると思った。異人と自分では味覚や味付けの好みが違うのかと思い黙って完食したが────なるほど。

　結局、その日の料理はマウリとフランツが作ってくれた。

「「「「「かんぱーい！」」」」」

　夕飯は昨日狩った獣の残りを使った料理だ。肉と野菜を煮込んだ"シチュー"、生の野菜に塩と油をかけた"サラダ"、牛の乳を固めた"チーズ"、麦を捏こねて焼いた"パン"。この国では米は食されておらず、このパンなるものが主食らしい。マウリがシチューに浸して食べているのを真似てみたが、存外悪くない。

　酒も振舞ってくれた。葡萄ぶどうという果物から作った葡萄酒ワインという酒らしい。海牛ウミウシの出す紫色の汁のような色合いをしているが、これも呑んでみると案外旨かった。この酒は大樽で銀貨一枚と安いらしく、水代わりに昼でも飲むものなのだとか。

　荒野の守人の仲・間・になって初めての食事は、わいわいと楽しい時間だった。

　食後、ソファーで寛いでいると、フランツがいつになく真面目な顔で話し始めた。

「……実は、聞いておきたいことがあるんだ。今日から俺たちは命を預け合う仲間になった。だから、モヤモヤした部分をできれば解消しておきたい。ただ、クロスがどうしても話したくないことなら無理には聞かない」

「俺には人に話して恥ずべきことなど何一つない。何でも好きに訊けばいい」

「じゃあ、まずは一番気になってたことから。クロスは……どこから来たんだ？　クロスの国、ニホンってどこにあるんだ？」

「それは前にも言った通り、俺自身もよく分かっていないのだが……。峠道を歩いていて、気が付くと突然あの森の中にいた。ファラス王国など聞いたこともないし、俺の国に魔物はいなかった。マウリやバルトのような人間以外の種族にも逢ったことがない」

「北にある小国群の一つではないのか？」

「いや、小国群が何かは知らんが、そもそもにおいて日本国は島国だ。同じ島の中にこのような大きな国が存在していれば、一度も耳にしたことがないなど考えられん」

「島国だと？　東の果てに獣人族の作った島国があるらしいが……。お前、獣人も知らなかったもんな。どういうことだ？」

「分からん。だが……笑われるかもしれんが、俺は神隠しのようなものに遭あって、海を渡ったのではないかと考えている。以前、お前たちに似た顔立ちの者に逢ったことがあるのだ。その者は、海を隔てた別の大陸から来たと言っていた」

　ここで、先ほどから難しい顔で話を聞いていたパメラが何か思いついたように顔を上げた。

「それって……。もしかして"転移罠"じゃないですか？　迷宮ダンジョンには部屋に入った途端、別の場所に飛ばされる罠があるって聞いたことがあります。クロスさんはニホンでその罠を踏んだんじゃ？」

「人を別の場所に飛ばす罠、だと？」

　刹那────黒須は強烈な恥と自責の念に襲われた。

　無様にも罠を踏み抜いたというのか、この俺が。

　なんたる未熟、なんたる油断。あの時、確かに足下へ注意を払っていなかった。人通りのある往来だ。そんなものが仕掛けられているとは夢にも思わなかったが……。そんなことは言い訳に過ぎない。

　"虎を画えがきて狗いぬに類るいす"

　黒鬼などと恐れられ、調子に乗っていたのだ。付け上がり、増長し、図に乗り、思い上がっていたのだ。

　黒須の家名に泥を塗る恥晒し者が…………ッ！

　無性に暴れ出したい衝動に駆られ、奥歯をギリギリと噛み締める。奥歯を噛み砕いてしまいたかった。

　突如として豹変ひょうへんした黒須にフランツたちは驚きはしたものの、落ち着くまで黙って見守っていてくれた。

　黒須の顔色が戻ったのを見計らい、会話が再開される。

「その辺の道端で転移の罠に掛かるなんぞ、聞いたこたぁねえが……。どうも、状況的にはその可能性が高そうじゃの。となれば、お前さんは想像もつかんような遥か遠くからこの国に移動して来たことになる」

「なんつうか、思ってたよりも重い事情みてえだな。じゃあ、クロスはどうにかしてニホンに戻んなきゃなんねえワケか」

「……いや？　確かにいつかは戻らねばならんが、特に急ぐつもりはないな。最近は旅にも倦うんでいたが、この国には見るべき所が多そうだ」

　まだ見ぬ強者つわものどもを前にして、それを放置して帰宅したなどと父上が知れば、きっと『元親、貴様！　臆病風に吹かれたか！！』と激怒することだろう。

　父上の性格だ。よくて勘当かんどう、下手をすると自刃じじんを命じられることも有り得る。

「クロスは、その……貴族様じゃないのか？　家に戻らないといけないんじゃ？」

「俺は貴族ではなく、武家の三男だ。俺がいなくとも黒須家には父や兄たちがいる。何の問題もない」

「武家というのはお貴族様とは違うんですか？」

「俺はこの国の貴族を知らんし、そもそも政治まつりごとには疎うといので説明は難しいが……。黒須家も領地を預かる御家の一つだ。アンギラほど立派な土地ではなかったが」

「なるほどの、色々と納得したわい。じゃがお前さん、そんな良家の息子にしちゃあ、ちと強すぎる。十年も旅を続けていたことといい、何ぞ特別な事情でもあったんじゃないのか？」

「黒須家に限らず、武家に生まれた者に弱卒じゃくそつなど一人もいないぞ。俺の国では武家の一門に連なる者は武士と呼ばれ、その全員が強さを求める。『戦えぬ者は武士として無価値』と言われていてな。物心ついた時から剣を振り、厳しい環境に敢あえて身を置き、修羅場を探しては飛び込み、極限まで己を鍛え上げる。俺のように武者修行の旅に出る者も多い。そんな者同士が出逢うたびに勝負をして、生き残った方が旅を続けるのだ。あの巨人を倒せる程度の武芸者など、掃いて捨てるほどいたぞ」

「……………………」

「いや、どんな国だよ……？」

「せ、戦闘民族ですねぇ……」

「俺、魔物がいないって聞いて、平和で牧歌的ぼっかてきな国なんだと思ってたよ……」

「他に訊きたいことはないのか？」

「え？　えっと、じゃあどんな人生を送って来たのかを……」

「俺の人生など大して面白くもないぞ。幼少の頃から戦うことしか能のうがなくてな、十五の時に本来立てるべき兄上を皆の前で打ち負かしてしまった。それ以来、家中かちゅうの者から変わり者扱いされて、十七で旅に出た。強そうな相手を探しては斬り、戦場を探しては飛び込んで──────」

　その晩の語り合いは夜遅くまで続いた。





第15話 お侍さん、お買い物に行く




　翌日、荒野の守人の一行は街へ繰り出していた。

　フランツとバルトが装備を修繕に出しに行くと言い出し、そこに生活に必要な物を買いたいと黒須が同行を志願。どうせならついでに街を案内してやろうという話になり、結局は全員で馬車に乗り込んだのだ。

「"荒野の守人"……。"荒野の守人"か……」

「まだ言ってんのかよお前」

「気に入ってくれたみたいですねぇ」

　馬車の荷台で一人ブツブツと呟く男を仲間たちは呆れた様子で見ていた。

　昨夜、パーティーの馴れ初めを聞き、黒須は甚いたく感銘かんめいを受けたのだ。フランツが立ち上げ、バルト、パメラ、マウリの順で加わり今の面子めんつとなったそうだが、彼らは皆が地方出身者。魔物が蔓延はびこるこの国において、都市部と田舎では冒険者の数に大きな格差があり、フランツたちは幼い頃から魔物の脅威に怯えて過ごす日々だったらしい。

『たとえ誰も住まないような荒野であっても、助けを求められれば守りに往ゆく』

　そんな想おもいを込めて付けた名なのだとか。

　"武士は相身互あいみたがい"

　自分のような一本独鈷いっぽんどっこの浪人が言える立場ではないが、その精神は武士道に通じる所がある。この国の守護者は一体何をしているのかと腹の立つ一方で、彼らのように高潔な考えを持つ者も居るのだ。

　歪いびつだが、平たいらか。

　やはりこの国は面白い。

「おーい。行くよー」

「ほれ、シャッキリせんかい。降りるぞ」

　まずやって来たのは昨日ギルドに向かう際に見かけた武器屋。店の外に置かれた樽たるには、大量の剣や槍が乱雑に差し込まれている。

「こんにちはー！　親方、いますかー？」

「ちょっと待っとれ！！」

　しばらくして店の奥からドスドスと出てきたのは、前掛けをしたバルトだった。

　いや、バルトは俺の横にいる。別人か。

　本当に鍛治人ドワーフというのは見分けがつかん。

「おう、守人の連中か！　今日はどうした？」

「魔の森で酷い目に遭いまして。装備の修理を頼みたいんです」

　そう言うと、フランツとバルトはそれぞれの武器や鎧を台の上に並べた。

「こりゃまた……手酷くやられたな。何と戦った？」

「巨人トロルですよ。森狼の依頼中に運悪くカチ合いました。そっちの彼、クロスが助けてくれなかったら死んでたと思います」

「見ねぇ顔だな。他所者よそもんか？」

「ああ、異国から来たクロスという。今は縁あって荒野の守人に世話になっている」

「それで、親方。修理にはどれくらい日数が掛かりそうですか？　俺たち予備の装備は持ってなくて、直るまでは依頼に出られないんですよ」

「ふむ、三日ってとこだな。だが、お前の丸盾はこりゃもうダメだ。新しいのを買え」

「うー、やっぱりかぁ……。気に入ってたんだけど……。分りました」

　フランツは肩を落としながら新しい盾を探しに行った。相当に落ち込んでいるようで、パメラが『お庭にお墓を作ってあげましょうよ』と、意味不明な言葉で慰めながらあとを着いていく。

「それとマウリ！　おめぇもいい加減その皮鎧は新調しろ！　もう擦り切れてんじゃねぇか！　いいか、鎧ってのはなぁ──────！」

　何故か説教が始まったため、黒須とバルトもマウリを残してその場を離れた。

　二人で店の中を見て回る。剣、盾、槍、弓。それぞれ数え切れないほどの数と種類だ。刀剣商には何度か立ち寄ったことがあるが、ここまでの品揃えは初めて。見たことのない武具も多く、黒須は年甲斐もなく興奮してきた。

「バルト、これは何だ？」

「連接棍フレイルじゃな。扱いは難しいが、遠心力を使った強い打撃が繰り出せる武器じゃ。力の弱い者が使うことが多い」

「あれは？」

「波刃剣フランベルジュ。その波立った刃で刺されると、傷口がズタズタになって出血が止まらんようになる。大型の魔物相手に使う武器じゃな」

「こっちは？」

「佛塵フォチンじゃ。あまり使い手は見たことねぇが、その大きな毛の部分で攻撃を払う防具の一種じゃな」

　その後も次々に珍品を解説してもらう。魔物の素材を利用して作られた品も数多くあり、見ていて全く飽きが来ない。バルトもやはり武具が好きなようで、嫌な顔一つせず付き合ってくれた。

「これは連弩れんどと言ってな、普通の弩いしゆみと違って────」

「いつまでやってんだお前ら！」

　このまま一日中でもいられそうなくらい夢中になって話し込んでいたが、吟味することもなくさっさと鎧を新調したマウリにせっつかれて仕方なく買い物を済ませる。

　黒須は当初、手持ちになかった砥石だけを買い足すつもりでいたが、バルトから魔物と戦うならあれも必要だこれも必要だと、勧められるままに他の物も購入してしまった。

　集落で拾った剣より少し刃渡りが長い幅広剣ブロードソードという両刃剣に、解体用のナイフと投擲用のナイフを数本、胴を守るための皮鎧。戦でもない平素に胴鎧を着るのは妙な感じだが、言われてみれば確かに道ゆく冒険者には鎧を着た者が多い。

「近頃の若モンにしちゃ珍しいな。自分で剣を研ぐのか」

「当然だが……。剣の手入れをする者が珍しいのか？」

「剣の研ぎは親方みたいな専門家に任せる人が多いね。俺はバルトに習ったから自分でやってるけど」

「そうなのか。俺も昔から刃こぼれのような大きな傷でない限り、自分で研いでいる」

「ほぉ、いい心がけだ。どれ、ちょいと剣を見せてみい。状態を見てやろう」

「……………………」

　大小を腰から引き抜き、鞘のまま台に置く。普段なら刀を他人に触れさせることなど決してないが、この人物なら大丈夫だろう。店の武具はどれも素晴らしい逸品だった。腕利きの刀匠とうしょうに違いあるまい。

「儂が頼んでも見せてくれんかったのに……」

　バルトがボソリと何か言っているが、あの時はまだ彼らを信用していなかったのだ。今ならばまださておき、敵か味方かも分からん相手に武器を渡す阿呆などいない。

　黒須が頑かたくなに見せなかった刀を差し出したのを見て、暇そうにしていたパメラとマウリも寄ってくる。

　親方は丁寧に刀を持ち上げ、鞘を払った。

「なんじゃ────……こりゃあっ！？」

「へ〜、綺麗な剣ですねぇ」

「巨人を斬ったにしては細い剣だよな」

「うわぁ……。高そうだなぁ。俺にはまだ早そうだ」

「オーラフ！　儂にも見せんかいッ！！」

　鍛治人どもが騒いでいるが、刀を褒められて悪い気はしない。

　大刀、縊鬼いき。小刀、阿久良王あくらおう。地金じがねは樹木の年輪のような杢目肌もくめはだ。刃文はもんには個性的な箱乱刃はこみだればが浮かび、中央よりも柄側に重心がくる腰反こしぞりの拵こしらえ。身幅は手元側が広く、鋒きっさきに行くほど細くなっており、斬るにも突くにも適した自慢の愛刀だ。

「クロスとか言ったな！？　この剣売ってくれっ！！」

「駄目だ」

「金貨百……いや、百五十枚出すぞ！！」

「金貨百萬まん枚でも断る。それは父から譲り受けた大切な刀だ。俺の命よりも遥かに価値が高い」

「オーラフよ、こりゃあ何で出来とるんじゃ？」

「分からん……。見た目と重さからして鋼はがねの一種だとは思うが、ただの鋼ではこんな色味には絶対にならん。こりゃあ相当に純度が高い証拠だ。ワシの知っとる製鉄技術では不可能なレベルだな。それに、刃の部分と峰みねの部分で使われとる金属が違うように見える。この造りは……たまたま混ざったんじゃねぇな。強度を上げるために敢あえてそうしとるのか。合金鋼でもないのに完全に一体化とる。どうやればこんなモンが打てるのか、見当もつかんわ」

　その後もぎゃあぎゃあと騒ぐ鍛治人二人をフランツが何とか宥なだめ、武器屋をあとにする。オーラフは『いい物を見せてもらった礼だ！』と、本来は金貨四枚の代金を三枚に負けてくれた。今後もこの店を贔屓ひいきにすることにしよう。

　さて、次は呉服屋だ。これは黒須の希望で彼らの行きつけの店に案内してもらった。旅の身の上だったため、着流しなどの普段着は一枚も持っていない。それに、フランツたちの履いている"ブーツ"という履物は、草鞋わらじに比べて随分と履き心地がよさそうに見える。

「おや、アンタたちかい」

「こんにちは、ヤナさん。今日は彼の服を見に来たんだ」

　店の奥から出てきたのは、縦にも横にも大きい中年女性だった。

「クロスだ。よろしく頼む」

　挨拶をしつつ目線を少し上に向ける。頭に耳、獣人か。

『ヤナさんは熊獣人オルサスです。とっても力持ちの種族なので、怒らせると怖いですよ』と、パメラがこっそり耳打ちしてくれた。

「そうかい。採寸さいすんしてやるからちょっとこっちに来な」

　ヤナは黒須の身体をクルクルと回しながら紐のような物であちこち測り、次々に着物を選り分けていく。

　────如何いかに獣人とはいえ、片手で容易たやすく武士おれの重心を動かすとは。

「御刀自ごとじ、武の心得こころえがあるのか？」

「……よく分かったね。あたしゃ、元Ｂランク冒険者だよ」

「人の身体の崩し方をよく知っている。見事な腕前だ。願わくば一手……御教授賜りたいところだが」

「変わった子だね。冗談言うんじゃないよ。旦那と結婚して引退したのがもう十年も前の話さ」

　視線に殺気を混ぜて挑発してみたが、蝿でも払うような仕草で軽くいなされてしまった。残念だ。

「さて、こっちがアンタの寸法に合った服だよ。中古品だけど、どれもまだまだ着られる丈夫な服ばかりさ」

　着物など中古が当たり前なので、特に忌避感はない。今着ているのも長兄の着古しを母が手ずから直してくれたものだ。

　ヤナの並べた品は見慣れない様式の服ばかりだが、逆に、この街では黒須の着物の方が目立つ。人目など気にするものではないが、せっかく異国で生活するのだ。この国の文化を満喫するのも悪くないだろう。

　普段着にする物を上下何枚かずつと、皮製の頑丈そうな物も選ぶ。

「履物は置いているか？」

「そっちの棚にあるよ。アンタの足なら下から三段目がちょうどいいはずさ」

　ヤナが指差した棚にはずらりとブーツが並んでいる。丈の長い物から短い物まで様々だ。

「随分と種類が多いな」

「ブーツも立派な防具だからな。俺は重いのは困るから短い丈で軽いのを履いてるが、パメラは脛当グリーブ代わりに長い丈のを選んで履いてる。フランツとバルトのは鉄板入りの防御力重視のヤツだぜ」

「なるほどな。俺もできるだけ軽い物がいい。あとは、なるべく底が柔らかい物があれば…………」

「何でだ？　靴底なんて硬い方がいいじゃねぇか。尖ったモン踏んだときにケガするぜ？」

「硬すぎると起伏のある場所で戦う時に足元が不安定になる。柔らかい方が地面をしっかり踏み締められる分、力を入れやすいからな。それに、気を張っていれば尖った物など踏み抜かん」

　以前、板裏草履いたうらぞうりを履いて岩場で戦ったことがある。あの時は足元がふらついて思うように刀が振れず、最終的に草履を脱ぎ捨て素足で戦う羽目になった。勝負には勝ったものの、足裏は血塗ちまみれ。しばらくは歩くのにも難儀なんぎしたものだ。

「それなら少し値は張るけどこのブーツがおすすめだよ。砂芋虫サンドワームの皮に靴底は苔蛙フロギーモスの甲殻だ。どっちも軽くて柔らかい素材で作ってあるからね」

　ヤナが薦すすめてくれた丈の短いブーツを手に取ってみると、なるほど、軽い。頑丈そうな見た目に反して草鞋と変わらないほどの重さだ。まだ少し固い気もするが、このくらいなら許容範囲だろう。

「これを貰おう」

　黒須はブーツを決めると、靴下と呼ばれる下履も助言に従い数枚購入した。

「毎度あり。他には何かあるかい？」

「そうだな……」

「クロスさん、鞄カバンもあった方がいいんじゃないですか？　その背負袋、いつも物を取り出すとき大変そうですし」

　確かに…………。フランツたちは腰の帯革に大小の物入れをぶら下げているが、あれは便利そうだ。打ち飼いのように毎回降ろさなくても物が取り出せるし、何より両手が塞がらないのがいい。

「そうだな。それも必要だ」

　先ほど購入した皮鎧の帯革に合う物を選ぶ。物入れ用の大きい物と、寸鉄や袖鎖などを咄嗟とっさに取り出すための小さな物をそれぞれ購入して店を出た。

　服屋では金貨五枚と銀貨六枚を支払った。必要な物はおおよそ購入できたが、これで残りは金貨三枚と銅貨八枚。有り金の大半を一日で使ったことになる。黒須にとっては間違いなく、人生最大の散財だ。

　しかし、新しい物を身に着けるというのは、やはりとても気分がいい。

　俺も冒険者という職についたのだ。

　金など、また稼げばいい。

　あとは細かい雑貨と食料品の買い出しだけだ。仲間たちと購入した品の感想を話しつつ上機嫌で目的の商店へ向かっていると、前から大勢の男たちが歩いて来た。

「おい見ろよ。小人族ホビットだぜ」

「やっべぇ！　財布隠せ、盗まれんぞ！！　ぎゃははっ！」

　──────……何だ？　此奴等こいつら。





第16話 冒険者さん、チンピラに絡まれる




「おい見ろよ。小人族ホビットだぜ」

「やっべぇ！　財布隠せ、盗まれんぞ！！　ぎゃははっ！」

　前方から騒々しくやって来たのは荒っぽい雰囲気の男たちだった。人数は八人。全員が揃そろいの鎧を着て剣を携えている。昼間から酒でも飲んでいたのか、皆薄らと顔が赤い。

　冒険者って感じじゃないな……。

　傭兵ギルドの連中か。

　傭兵ギルドは人同士の争いを専門とする組織だ。依頼を受けて報酬を得るという仕組みは冒険者ギルドと同じだが、盗賊団の討伐、要人の護衛、賞金首の捕縛、商会の警備、有力者や権力者に用心棒として雇われるなど。その業務内容は全て対人に特化した内容になっている。他にも、冒険者が五名程度の"パーティー"を組むのに対して、傭兵は十名を超える"傭兵団"を組織するというのも大きな違いになるだろう。

　そして、彼らが最も活躍するのは戦争の場だ。それは村同士の小規模なものから、国同士の大規模なものまで様々。ファラス王国は国内が平定されて久しいが、未だに国境線では他国との小さな争いが頻発している。ここ辺境都市アンギラも、北西の覇権国家であるオルクス帝国と一部国境を接しているため、傭兵ギルドの需要は高いのだが……。人と戦うことを日常とする彼らは、総じて血の気が多い。禁止されているはずの戦地での略奪行為も後を絶たず、『傭兵やつらが通ったあとには草も生えない』とまで言われるくらいだ。

　面倒なのに出会ったな……。

　仲間マウリを馬鹿にされて当然腹は立っているものの、この人数差。しかもフランツとバルトは装備を預けたばかりでほぼ丸腰だ。相手も往来で剣を抜くほど馬鹿ではないと思うが、喧嘩になるのは避けた方がいい。

「……みんな、行こう」

「おいおい、ツレねーな。ちょっと待てよ」

「オメーら便利屋ぼうけんしゃだろ？　和気あいあいと楽しそうなこって。俺らも混ぜてくれや」

　さっさとやり過ごそうとしたが、相手はこちらの進路を阻はばみ立ち塞がってきた。

「おいチビ、お前えらく立派な鎧着てるじゃねえか。どっから盗とって来たんだよ？」

「スリと盗みしか能のうのねえ連中だ。おおかた、誰かが買った新品を横から掻かっ攫さらったんだろ。衛兵でも呼ぶか？」

　相手側の連中はこちらに絡む二人を止める気はないらしく、ニヤニヤとしながら傍観ぼうかんの構えだ。時折パメラに下卑げびた目線を向けており、虫唾むしずが走る。

「絡むんじゃねえよ、酔っ払いが。とっとと失せろ！」

「なんだと？　盗人ぬすっと種族が調子に乗るんじゃねえよ！」

　マウリが言い返すと、男は腹を立てたのか、いきなり彼を突き飛ばした。マウリが尻もちをついたのを見て、フランツは一気に我慢の限界に達する。

　ふざけやがって……！！

「おいっ！！　お前らいい加減に────！」

「────ぐあァッ！」

　大声を出した瞬間、マウリを突き飛ばした男が弾かれたように吹っ飛んだ。

　フランツが驚いて振り返ると……そこには、鬼の形相ぎょうそうのクロスが立っていた。額に青筋を浮かべ、目は血走り、いつもの彼とは別人に思えるほどの雰囲気を醸し出している。

　その様相は明らかに、箍タガの外れた人間のものだった。

「貴様ら、そこに直なおれ」

「な、なんだぁ？　てめぇ」

「やりやがったな糞ガキが！」

「イキがってんじゃねーぞ小僧！！」

　クロスの声には明確な殺意が宿っているが、連中は酔っているためか、そのことに気が付いていない。仲間を殴られた男たちは口々に汚い言葉を浴びせ掛ける。しかし、当の本人はマウリに絡んだ二人に視線を固定させたままだ。

「貴様らだ。我が友を侮辱した貴様ら二人に言っている。前に出ろ」

「ははは、我が友だってよ！」

「なんだよ坊主。おじさん達と勝負してぇのか？」

「貴様らのような下衆げすと尋常な勝負などするつもりはない。その二人は手討ちだ。さっさと前に出ろ」

「……下衆だと？　言ったなガキ！　お前ら、やるぞっ！！」

　ついに男たちは剣を抜いた。殴り飛ばされた男はまだ呆然と座り込んでいるが、それでも相手は七人。

　くそっ、何か武器になりそうな物は……！

　必死に辺りを探し、通りの端に積まれた木材に目を付けた。素早く駆け寄って拾い上げる。頼りないが、無いよりはマシだ。

「俺とクロスが前衛に立つ！　マウリは投げナイフで後衛！　バルトとパメラは衛兵を────」

　指示を出しながら前を向くと……そこにはすでに何人もの男たちが転がっていた。

　クロスが何かをするたびに、男たちが宙に舞う。彼は相手の腕や襟えりを掴むと、背負うようにしてブン投げているようだ。

　投げられた者は地面に頭や背中を強打して、失神するか悶絶している。見たことのない技だが、あれが彼の言っていた"柔術"という格闘術か。

　そして最後に、マウリに絡んだ男だけが残された。

「なっ、なんだよお前！？　何なんだよっ！！」

　男は怯えながらも剣を振り上げたが、振り下ろす前に金的を蹴り上げられる。

「ぎゃあぁぁあっ！！！！」

　男は悲鳴を上げてのたうち回る。クロスはスタスタと歩み寄ると、後頭部を思い切り蹴り飛ばした。その一撃で相手は気を失ったようだが、続けて何度も顔面を踏み付ける。

　ガッ！ガッ！ガッ！ガッ！

　頭と石畳がぶつかる鈍い音が繰り返し辺りに響く。あまりの出来事に暫しばし唖然としてしまったが、やばい、このままだと────！

「クロスっ！　そこまでだ！！」

「おいっ、もういいって！　やめろ！」

「クロスさん、その人死んじゃいますよ！！」

「やり過ぎじゃ！　正気に戻らんかッ！！」

　四人掛がかりで何とか倒れた男から引き離したが、彼の怒りは烈火の如く、全く収まる気配がない。

「何故止める？　先ほどの言葉、聞くに耐えん無礼だ。度どし難がたい。こいつら二人はこの場で殺す」

　そう吐き捨てると、唯一意識のある最初に殴った男を睨みつけ、剣を抜いた。

「ヒッ──。わ、悪かった……！　許してくれっ！」

「許さん。死ね」

　クロスはしがみついているフランツたちを意に介すこともなく、引きずったまま、なお男に近づいて行く。

　なんて力だ────！

「跪ひざまずき、眼を瞑って首の力を抜け。一瞬で首を刎はねてやる」

「ごっ、ごめんなさい！　ごべんなざい！　勘弁じでぐだざい……っ！！」

　男はついに泣き出してしまった。地面に頭を擦り付けて許しを乞こうている。

「剣を抜いておきながら────勘弁しろ、だと？　殺される覚悟もなく武芸者を愚弄ぐろうしたのか。貴様らは剣を持つに能あたわん。下郎げろうめ、ここで惨めに散れ」

「クロス、もういいっ！　俺なら大丈夫だ！　こんなクソ野郎の言うことなんか、気にしてねえって！！」

　マウリが両手を広げてクロスの前に立ちはだかると、ようやく彼は前進するのを止めた。

「…………何故庇かばう、マウリ。こんな屑クズを」

「こんなヤツ、何とも思ってねぇよ！　ほら、見ろよ」

　男は涙と鼻水で顔をぐちゃぐちゃにし、震えながら失禁していた。

「このザマだぜ？　傭兵みてえだが、こんな大勢の前で恥を晒したんだ。コイツらはもう終わりだよ。俺の気も晴れた。だから、お前が手を汚す必要なんかねえんだ。もう、帰ろう」

　クロスはしばらくマウリを見つめたあと、虫でも見るような目つきで男に向き直る。

「この街から即刻立ち去れ。次に見掛けたら斬る」

　そう言って、ようやく体から力を抜いた。

「さて、では食料を買いに行くか」

「い、いや……っ！　いやいやいやいや！！」

「そろそろ騒ぎを聞きつけた衛兵が来よるっ！　ずらかるぞい！！」

「何故逃げる。俺たちは別に何も悪く────」

「いいからっ！！　行きますよ！」

　パメラがクロスの背中を押して無理やり走らせる。

　馬車の乗合所に走りながら、フランツは心に誓った。

　今後、絶対にクロスを怒らせないようにしよう──────





第17話 冒険者さん、お侍に挑む




　気持ちのいい朝、フランツは家の外の空き地で体を解ほぐしていた。

　朝日が眩しくて眉間みけんの辺りがこそばゆく感じる。目を細めながら両手を伸ばすと、関節がポキポキと鳴った。

「………ふぅ」

　澄んだ空気を胸いっぱいに吸い込み、暴れる心臓の調子を整えるように長い息を吐く。

　装備の修理が終わるまでの数日はすることも無いので、今日はクロスに稽古をつけてもらうことになったのだが──────

「フランツー！　頑張ってくださーい！」

「クロスー殺すなよー」

「お互い大怪我だけはせんようにの〜」

　素振りや身体の使い方などの基礎から教えてくれると思いきや、『まずお前たちの力が見たい』というクロスの一言で、急遽模擬戦をすることになってしまったのだ。

　声援はありがたいが、見られていると思うと余計に緊張するのでやめて欲しい。

「準備はいいか？」

「うん、待たせたね。クロスは体を動かしておかなくて大丈夫？」

　入念に準備運動をするフランツに対して、彼はただその様子を漫然と眺めているだけだ。

「常在戦場じょうざいせんじょう。立ち合いに準備など不要だ」

「…………なるほど」

　侮あなどられているとは思わない。事実、彼と出会ってから一度も剣を手放す姿を見ていないのだ。家の中でも肌身離さず剣を身に付け、風呂やトイレにすら持っていく徹底ぶり。同じ剣士としては尊敬の念を禁じ得ない。

　お互い訓練用の木剣を持って向かい合い、フランツはさらに木盾を左腕に装備した。

「……………………」

　こうして正面に立つと、やはりクロスの力量が普通ではないことが分かる。まだ剣を構えてもいないのに、その立ち姿には一分の隙もない。

「お前の全力がどの程度なのかが知りたい。殺すつもりで来い」

　先日の喧嘩を目にしてしまったため勝てる気は全くしないが、戦う前から諦めるつもりはない。胸を借りるつもりで挑戦しようと、剣を握る手に力を込める。

　一発くらいは当ててやる……！

「行くぞっ！」

　左腕の盾を前に構え、一直線に突進する。

　動き出しを警戒していたが……クロスは様子見のつもりなのか、両手をだらりと下げたまま棒立ちの姿勢だ。その表情からは何の感情も読み取れず、一向に動く気配がない。どうやら、先に打ち込んで来いと言っているようだ。

　それなら、遠慮なく行かせてもらおう。彼は盾を使ったことがないと言っていた。なら、この技は知らないだろう！

　クロスの目の前まで走ると、剣を振ると見せかけて盾強打シールドバッシュを放つ。

　顔面を狙った大振り。

　ひらりと横に躱された。

　彼はまだ剣を構えてすらおらず、至近距離からこちらの様子をただジッと見ている。

　反応が早い……！

　一旦距離を取ろうとバックステップで後退するが、クロスは同じスピードで前進して距離を取った分だけ着いてくる。

　逃げられない。なら、こっちから攻めて距離を取らせてやる！

　後退を止め、逆にクロスに向かって大きく踏み込む。

　上段からの斬り下し。

　クロスは避けない。

　木剣が激突する。

「────くッ！」

　鍔迫り合いの状態から即座に押し返され、バランスを崩して転倒しそうになった。明らかに大きな隙を晒したが、彼は追撃することなくこちらを観察したままだ。

「早く立て。次だ」

　実力差を感じて尻込みするフランツの心情を見透かしたように、そんな言葉が投げ掛けられる。

　…………単発じゃ絶対に当たらないな。連撃で隙を作る！

　いかに訓練とはいえ、仲間を相手に全力で攻撃することには抵抗があった。しかし、力の差は歴然。フランツは甘い考えを捨て、意識を切り替える。

　斬り上げ────を囮にした前蹴り。

　避けられた瞬間に重心を移動させて横薙ぎ。

　足元を狙ったがこれも不発。

　背後を取るようにぐるりと旋回しての袈裟斬り。

　軽く受け流される。

「…………くそっ！」

　半身をズラすようにして紙一重で躱されているため、一向に距離が離せない。こういった足捌きや体捌きだけを取ってみても、実力差を痛感する。

　と、ここで突然クロスの動きが変わった。こちらに張り付くの止め、円を描くようにして左回りに移動し始める。

　…………ッ！　盾側に回り込まれると剣が振り難い！

　ここは一旦防御を────

　ガン！

　左腕のガードを捨てるべきか逡巡していると、ついにクロスも攻撃を仕掛けてきた。

　盾で受け、剣で弾く。こちらの急所に狙いを絞った正確無比な斬撃。剣の重さに手加減は感じるが、剣速が速すぎる。これでは盾を下げられない。

　容赦なく降り注ぐ斬撃の雨を必死に防ぐが、彼の連撃は止まる気配がない。

　キリがない！　このままじゃジリ貧だ……！

　剣を大きく振ることは諦め、突きでの反撃の機会を窺う。クロスの剣を強く弾いて首を殴りつけようと盾を振った瞬間、彼は僅かに仰け反った。

　──────ここだっ！！

　胸に向けて全力の突きを放つ。

　しかし、その攻撃は空を切り、伸ばした右腕を打たれて剣を取り落とした。急いで飛びついたが……剣に手が届く前に、フランツの首元に剣が添えられる。

「…………負けたよ」

　悔しいが、完膚なきまでの敗北だ。手も足も出なかった。息も絶え絶えのフランツに対して、クロスは汗ひとつかいていない。

「良い所と悪い所、どちらから聞きたい？」

「い、良い所からお願いします……」

「では。お前の剣の重さと速さは現時点で十分な威力がある。人が相手なら、当たれば容易に命を奪えるだろう。お前は体格がある分まだ伸び代は感じるが、上半身がよく鍛えられているな。それに、攻撃の狙い所がよかった。指、眼、首、心臓。確実に相手の戦力を削げる箇所を狙っていたな。当てずっぽうに剣を振っていない証拠だ。実戦経験が浅い者ではこうはいかん。あとは、最初の盾での攻撃もよかったぞ。まさか初手が防具での殴打とは思わなかった。奇襲という意味では実戦でも使える技だろう」

　お、おお……。酷評されるかと思ったが、意外と褒めてくれるんだな。

　クロスはお世辞を言うようなタイプではない。つまり、この賞賛は素直に受け取っていいはずだ。

「次に悪い所だ。上半身に対して、下半身の鍛え方が甘い。斬り合いというのは、極端に言えば間合いの取り合いだ。いかに自分に都合の良い場所に立ち、いかに相手を都合の悪い場所に立たせるか。お前は足運びへの理解が薄く、反応が遅い。だから剣を振り難い場所に追い込まれて、そこから逃げられんのだ。全ての打突の根本は足腰にある。攻めるにしても躱すにしても、足腰が弱ければ威力も速度も半減する。最後の場面、俺が仰け反ったのを隙と見て決めに掛かろうとしたな？　あんな見え透いた撒き餌に食いつくな。……見ていろ」

　クロスはそう言うと胸の前で腕を組み、徐々にその場で仰け反り始めた。

　…………じょ、冗談だろ？

　彼は足に対してほぼ直角、完全に上体を後ろに倒して見せた。頭に糸がついて、空から吊るされているのではと錯覚するような不自然な姿勢だ。

「足腰を鍛えていればこんなこともできる。お前は自分ができないから、相手にもできないと思ったのだろう？　俺はこの体勢からでも剣を振れるぞ」

　そう言ってクロスは実際に剣を振り回して見せた。その動きはもはや人間技ではないように思える。いや、身体能力の高い獣人族でもこんな真似ができるだろうか。

「それと、武器の使い方が間違っている。お前の片手剣は斬るための武器であって、刺突には向いていない。魔物に考える頭があるのかは知らんが、俺が敵ならわざと突かせてその隙に殺す。もし突きが当たったとしても、こちらは致命傷にはならないからな」

　言われてみれば、フランツは突きで魔物を仕留めたことがなかった。牽制として使っているだけだ。

　今回はクロスの猛攻で思うように剣が振れず、苦し紛れに突きを放ったが……そうするように誘導されていたのか。

　それに彼の言う通り、小鬼ゴブリンですら死に際を悟ると捨て身の攻撃を仕掛けてくることがある。そんな相手なら体を突き刺されながらでも、喉元に食らいついて来るだろう。フランツは実戦でその場面に遭遇することを想像し、少しゾッとした。

「いいか。斬るための武器を使うなら、斬ることだけに全ての意識を向けろ。受けよう、粘ろう、躱そう、突こうなどと、余計なことを考えているから斬れんのだ。それらは全て斬るための切っ掛けに過ぎない。まずは受け、次に斬るなどと、攻防を個別に考えているから次の動作が遅いのだ。斬るためにどう受けるか、斬るためにどう躱すか。その一連の流れを"型"と呼ぶ。型のない剣、つまり我流剣法にありがちな弱みだ」

　確かに、クロスの連撃は攻撃と攻撃の間隔に隙がなく、反撃するタイミングが見つからなかった。

　このレベルの剣士はそこまで考えて戦っているのか…………

「フランツ、この辺りに岩山はないか？」

　指摘された内容に思いを巡らしていると、彼は突然妙な質問をしてきた。

「ん？　ここも僻地へきちだけど、一応城壁の中だからね。岩山はないかな。ああ、山と言うか、丘ならあるよ。ほら、あそこに見える大きな丘は頂上に泉があってね、家の裏の川もあの丘から流れて来てるんだ」

　指差したのは数キロ先に見える丘だ。夏場、頂上の泉に皆で遊びに行ったことがある。丘を周回するように階段が作られているのだが、頂上に着くまでにクタクタになってしまい、それきり行かなくなった。

「少し小さいが……まあいいだろう。フランツ、お前は今日から毎朝あの丘の頂上まで走れ」

「毎朝！？　しかも今日から！？」

「そうだ。足腰の鍛錬には山道を走るのが一番だ。ああ、鎧が戻って来たらそれを着て走るようにな。俺も付き合う」

「あの、クロス……。せめて、明日からじゃダメ？」

　フランツは先ほどの模擬戦でかなりの体力を使ってしまい、今から走るのは正直辛いものがあった。

「今日からだ。今日を戦えぬ者に明日を語る資格はない。強くなりたいのだろう？」

「……そうだね。よし、分かった！　頑張るよ！」

　その通りだ。そもそも冒険者として上を目指したくてクロスに稽古を頼んだんだ。この程度で泣き言など吐けない。巨人との戦闘ではリーダーなのに真っ先に脱落してしまって悔しい思いをした。あんな思いは二度としたくない。やるしかないんだ。

「それと、走り込みが終わったら運足法の鍛錬だ。立ち回りを強化するぞ。それが終わったら素振りだな。剣術の型を少しずつ覚えてもらうが、最終的には意識せずとも身体が動くことが目標だ。あと、剣士なら小技も少しは使えた方がいい。寸鉄と袖鎖もやるか」

　────────やっぱりダメかもしれない。





第18話 お侍さん、感心する




「行くぞっ！」

　怯えながらもこちらに駆けてくるフランツを見て、黒須の脳裏に去来きょらいしたのは幼き日の自分の姿。神妙にすべき立ち合いの最中だが、その初々ういういしくも果敢かかんな姿には、懐かしき修行の日々が想起されて仕方がなかった。

　﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏




　鼻の根を砕かれてボタボタと血を垂らしながら、七歳の元親は父に向かい合っていた。兄たちはすでに失神し、道場の端に転がされている。

「元親よ、何故打ち込まん」

　視線を落として震える息子を威圧するように父が問う。百戦錬磨の覇気に怯え、元親は父の眼をまともに見ることさえできなかった。

「……申し訳ございません。腕の及ばぬ未熟者故ゆえ、足が前に出てくれ────」

「否いなッッ！！」

　突然の砲声に気圧けおされ、思わず一歩後ろに下がる。手に持つ木刀を取り落としそうになった。

「目的を履き違えるな」

　父はそう言って壁に飾られた掛け軸を指し示した。眼に飛び込んで来るのは"心・技・体"の三文字。

「申した筈はずだ。この鍛錬は腕でなく、心を鍛えるためのものだと。幼い貴様らに腕がないのは必然。技や体など成長と共に身に付ければよい。何より先に鍛えるべきは、その下地となる心胆だ。負けると分かっていても立ち向かう心構えこそ、武士たる者の第一歩だと心得よ」

　言われていることは理解しているつもりだった。先に叩きのめされた兄たちも、それを覚悟の上で飛びかかって行ったのだ。

「……………………」

　しかし、どうしても足が竦すくむ。鼻の奥に感じる痛みが、畳に落ちる鮮血の赤が。水に濡れた着物のように身体を重くして離してくれない。

「教えた筈だ。我らの背には護るべき者たちがいると。御家人どもは我らの背を見て肚はらを決めると。我らが臆おくせば兵は逃げる。兵が逃げれば民は死ぬ。なればこそ、武士たる者は一歩も後に引いてはならん。そうあれかしと願う者の前で、腰の引けた姿など死んでも見せてはならんのだ」

　自分を恥ずかしく思う気持ちと父の期待に応えたいという気持ちがごちゃ混ぜになり、元親の眼から涙が零れた。

「強くなれ、元親。我こそが武士の中の武士であると、胸を張れる漢になれ」

　声を出さずにはらはらと泣く元親に、父は厳しくも優しい声でそう言ってくれた。

　﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏




　あの時の黒須にとって、父との立ち合いは心底怖いものだった。どう打ち込んでも返り討ちに合う自分の姿が鮮明に瞼まぶたに浮かび、前に立つだけで膝が震えて止まらない。それほどまでに、熟練者に打ち込むというのは勇気が必要になる行為なのだが…………

　"天稟てんぴんがある"

　それがフランツとの立ち合いを終えての率直な感想だった。幼い日の自分と比較するのは無礼かもしれないが、彼の心胆は賞賛に値する。

　英雄豪傑の闊歩かっぽする日本にあっても、剣を持った黒須の眼光を真っ直ぐに受け止められる者は稀まれだった。木こっ端ぱ剣士では武士の威圧に耐えられず、怖気おじけて逃げ出すのが関の山。仮に圧に耐えたとしても、隙のない相手に斬り掛かることは並の神経でできるものではない。

　ところがフランツは、怯えながらも大胆な奇襲に打って出た。その顔には確かな恐怖が浮かんで見えたが、それを飲み込み向かって来たのだ。

　黒須の眼識では、彼我の間には筆舌に尽くし難い実戦経験の差があった。フランツは大振りを多用し、間合いを広く取りたがる癖のあることから、恐らく対人戦闘の経験はないに等しい。魔物とはそれなりに戦って来たと感じさせる動きを見せたが、それでも、自分に立ち向かうには相当の覚悟が必要だっただろう。

　我流剣法であるが故ゆえの粗は目立つものの、彼の胆力は一端の剣士足り得る。剣豪を詐称する三下剣客などよりもよほど見所があると、贔屓目ひいきめなしでそう感じた。

「────天晴あっぱれだ」

　フランツには聞こえぬよう、黒須はボソリと呟いた。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




「さて、では次だな」

　先ほどまで観戦していた三人に歩み寄る。次は誰が出るかと盛り上がっているが、今の戦いを見て臆していない彼らもまた有望だ。

「バルトはコイン投げが強いですねぇ。私、一回も勝ったことないです」

「でもよ、後衛なしでどうするつもりだ？　お前、盾しか使えねぇじゃねえか」

「うむ……。鎧もない状態でまともに戦える気はせんが……。フランツが男を見せたんじゃ。儂が逃げ出すわけにゃあ、いかんわい」

　悲壮な顔で決意しているところ申し訳ないが、残念ながらマウリの言う通りだ。フランツとの立ち合いで盾も立派な武器として使えることは分かったものの、流石に、盾それだけでは勝負にならない。

「バルトは"壁役"なのだろう？　ではマウリ、パメラ。お前たちも一緒で構わん」

「三対一、ですか？」

　パメラは目を丸くしているが、彼女に至ってはそもそも武器らしい武器を持っていないのに、どう戦うつもりだったのか。

「バルトは防御専門、お前たち二人は敵と単独で対峙するには向いていない。となれば、まとめてやるのが手っ取り早い」

「まぁ……。俺らじゃタイマンはキツいか」

「確かに、瞬殺されても訓練になりませんもんね」

「指示役のフランツが不在となれば、各々おのおのの連携が肝じゃの」

　双方納得のいった所で、開始位置まで距離を取る。マウリの弓の腕も見たいため、フランツの時よりもさらに離れることにした。

　しかし、木刀での試合じゃれあいなど久方ぶりだったが、なかなかどうして趣おもむきがある。生家の山道で通りがかりの兵法者を襲っていた時はまだ腰物こしものを許されておらず、渋々と自作の木刀を使っていた。木刀での立ち合いに慣れると、いざ刀を振る際に刃物を刃物として扱えなくなりそうな気がして嫌で堪たまらなかったものだが……。"琴心剣胆きんしんけんたん"、これはこれで面白い。

「準備はいいか？」

「おうッ！　いつでも来んかい！！」

「フランツの仇討ちだ！」

「やりますよー！」

　立ち合いの直前にも拘わらず、その威勢のいい声に思わず笑みを浮かべそうになる。かつて黒須の前に立った者たちは、誰もが虚勢を張り、怯え、慄おののき、化け物でも見るような眼でこちらを見ていた。

　彼らの眼に今の自分がどう写っているのかは分からないが…………。黒鬼ではなく、友として写っていればいいなと、黒須はらしくないことを思いながら開始の合図を送った。





第19話 冒険者さん、魔術を披露する




　クロスとの模擬戦が終わったフランツは、地面に腰を下ろして仲間たちの戦いを観戦することにした。丘の上まで走れと言われたが、流石に少し休まないと足が動いてくれない。

「みんなー！　頑張れー！」

　これまでも仲間内で模擬戦をすることはあった。でも、自分を除く三人が連携して戦うのを見るのはこれが初めて。巨人の時は状況が状況だったので悠長に観戦なんてできなかったが、さて、どうなることやら。

「準備はいいか？」

「おうッ！　いつでも来んかい！！」

「フランツの仇討ちだ！」

「やりますよー！」

　盾をどっしり構えるバルトの後ろにマウリとパメラが立ち、それぞれの武器を構えている。前衛が敵を抑え、その隙を突いて後衛が攻撃を当てる荒野の守人の基本陣形だ。

「パメラとマウリは俺を仕留めるつもりで動け。バルト、俺から二人を護り切って見せろ。では、行くぞ」

　クロスは離れた位置から開始の合図を送ると、いきなり突風のような速度で走り出した。

「マウリッ！」

「おう！」

　マウリが牽制の矢を放つ────が、難なく剣で叩き落とされた。

　クロスの速度は全く落ちない。

「くっそ……！　あの野郎、矢が効かねえ！　来るぞ！」

　近すぎる、もう弓は無理だ。

「諦めるな！　ナイフで牽制し続けるんじゃ！」

　バルトの声に反応するようにマウリが投げナイフを取り出したが……同時に、クロスが妙な動きを始めた。前進を止めて体勢を低くし、左右に素早い移動を繰り返している。

「…………何だ？　撹乱のつもり────あっ」

　最初は意味が分からなかったが、目線を戻すと理解できた。マウリはナイフを構えたまま投げられず、明らかに困った様子だ。

　そうか。動かないバルトを射線上に入れて、自分の壁として使っているんだ。

　そうこうしているうちに、パメラから声が上がる。

「いけますっ！」

　前衛が時間を稼いでいる間に、最大火力メインアタッカーのパメラが魔術を準備して撃ち込む、いつもの定石セオリー。果たしてクロスに通用するだろうか。

「この距離なら問題ない！　やれぃ！」

「撃ちますよー！　火砲フレイムバレットっ！」

　火砲の奇跡。威力は低いが着弾速度が速く、小規模を炎の渦で焼く範囲攻撃だ。

「──────あれ？」

　そういえば。クロスって、魔術のことは知ってたっけ？

　そう思い彼を見ると、案の定、驚愕に目を見開いて大袈裟なほど距離を取って回避した。火砲はクロスのかなり手前に着弾し、地面を燃え上がらせる。

「……何だこれは。面妖めんような」

　しまった。やっぱり魔術を知らなかったか。

　この国の人間なら杖を持っている時点で相手が魔術師だと気が付くものだが、彼は魔物すらいない国からやって来たのだ。魔術を知らなくても不思議じゃない。事前に教えておくべきだったな。

　クロスは燃えている地面をしばらく観察したあと、ゆらりと振り返り、前進を再開した。彼と目が合ったバルトが一瞬ビクッと肩を跳ね上げ、盾を構え直すような仕草を取る。

「どうしたんだ？」

　何か攻撃を受けたのかと思ったが、クロスには特に変わった様子はない。むしろパメラの魔術を警戒したのか、最初と違って慎重に歩み寄っている。

「おらっ！」

　速度を緩めたクロスをマウリのナイフが襲う。が、やはり当たらない。それどころか、飛んできたナイフの一本を空中で掴んで投げ返した。

「バルトっ！」

「お、おう！」

　バルトが盾で弾いたが、その間に距離を詰められる。これでもうパメラの魔術は使えない。

　クロスはバルトの前まで到着すると、剣ではなく蹴りで攻撃を始めた。強烈な前蹴りが盾に突き刺さる。

「ぐうぅッ！」

　バルトは足を踏ん張り耐えているが、蹴られるたびにジリジリと後退させられている。

　これが荒野の守人の弱点だ。近距離戦闘ができる者がフランツしかいないため、中距離、遠距離型のマウリとパメラではここまで近づかれると攻撃手段がない。

　その後は一方的な展開だった。クロスはバルトを押し切ると、素早く迂回して直接後衛を狙う。マウリはナイフで、パメラは杖で応戦するが、彼らは後衛だ。フランツの時と比べるとクロスはゆっくりとした動きだったが、二人は彼の動きには付いていけず、あえなく敗北した。

　さて、講評の時間だ。

「まずバルト、壁役と言うだけあっていい防御だった。何度か本気で蹴ったが、盾を手離さなかったな。あれを突破するには相当の打撃力が必要だろう。それに、胆力もある。パメラの攻撃のあと一瞬殺気を向けてしまったが、よく耐えたものだ」

「ち、チビるかと思ったわい……。巨人と目が合った時より圧を感じたぞ」

　あの時のバルトの動揺はそういうことだったのか。確かにクロスの殺意を真正面から受けるのは、想像したくないな。

「次に悪い所だな。お前は敵にばかり集中しすぎだ。もっと仲間の立ち位置に気を配れ。攻撃を防ぐのも重要だが、仲間の攻撃を阻害しては全体の手数が減る。それと、小回りが利かないのが最大の弱点だ。単体の敵に迂回など許すな。それでは速力のある敵には通用せんぞ」

　バルトの高い防御力は鍛治人特有の低い重心に由来している。さらにそれを強化するために大盾タワーシールドと大鎧ラージアーマーという重装備を身に着けているのだが、それ故に動きは鈍い。

「バルト、お前はフランツと同じ下半身の鍛錬と運足法の習得だ。瞬発力を鍛えるぞ。それと、素早い敵に慣れるために俺と徹底的に模擬戦だな」

「今のをまたやるのか……？　儂ひとりで……？」

　彼の宣告に、バルトは絶望したような顔をしている。

　クロスとの連戦か……。死ぬなよ、バルト。

「次にマウリ。お前の強みは弓での遠距離攻撃と投げナイフによる中距離攻撃だ。速く動く敵に対して、なかなかの精度だった。俺の前進を止めるために防ぎづらい足元を狙ったのも賢い選択だ」

　クロスには劣るかもしれないが、マウリの弓もそれなりの腕前だ。飛んでいる鳥を撃ち落としたことさえある。

「お前の悪い所は、指示がないと途端に動きが鈍ることだ。フランツの不在に最も影響を受けていたぞ。自分からもっと細かく仲間に声を掛けろ。相手がいつも自分に合わせてくれるなどとは考えるな。戦いの最中は特に目の前の敵にばかり意識が向きがちになる。今の立ち回りでは、いずれ同士討ちになりかねんぞ」

「そうか、ナイフを投げる時に俺からバルトに言って射線を空けりゃよかったのか……」

　普段の連携はフランツが細かく指示を出しているため、これはその弊害だろう。巨人との戦いでも自分が離脱した途端に連携が崩壊していた。

「それとこれはパメラにも言えることだが、二人とも連射が遅く、近接戦に弱すぎる。冒険者パーティーとは役割分担も重要なのだろうが、最低限、自分を護る術すべを身に着けるべきだ」

「だ、だけどよ……。今回の接近戦はキツすぎるって！　クロスが速すぎんだよ！」

　マウリが慌てたように弁明し、パメラもそれに同意しているらしくコクコクと何度も頷いている。

「……フランツ、俺の動きはそんなに速く見えたか？」

「いや、むしろ俺の時よりゆっくりしていたような……」

「えぇっ！？　違いますよ！　フランツの時より断然速かったです！」

　────どういうことだ？

　訳が分からない。クロスのスピードの認識に、戦っている者と見ている者で違いがある。

「俺はどちらとも同じ速度で戦ったぞ。お前たちがそれを速く感じたのは、俺が動きを先読みして攻撃していたからだ」

「動きを先読みした……？」

「然り。生き物には何にでも呼吸という物がある。攻撃する直前、生き物は必ず息を吸う。息を吐いてから攻撃するものなどいない。それと同様に、筋肉や視線の動きでも相手の攻撃の拍子は量ることができるのだ。お前たちはそういった挙動を隠せておらず、『今から攻撃するぞ』と敵に告げているに等しい。その状態を"動きを見切られる"と言う。動きを見切られると、相手の攻撃がやたらと速く感じるものだ」

　つまり……こちらの初動は筒抜けで、クロスに先回りして動かれていたということか。正直、種明かしをされても信じられない。

「兵法者の立ち合いは拍子の読み合いを前提としている。理想形は無拍子だが、定拍子、連拍子、囮拍子、乱拍子、影之拍子、合わせ拍子など、拍子を誤認させたり逆に利用する技も……。いや、それはまだ早いか」

　何やら難しい言葉が連発されたが…………

　要は、攻撃のタイミングが重要と言いたいのだろう。

「これはフランツにも言えることだが、お前たちは敵の手元や武器にばかり集中しすぎだ。攻撃の拍子とは、眼、肩、膝の動きに顕著に表れる。相手の一部だけではなく、身体全体を見るようにしろ。武士の世界には"一眼 二足 三胆 四力"という言葉がある。第一に相手を観察する眼、第二に足捌き、第三に胆力、第四に力。剣術を修行する過程において、大事な要素をその重要度に応じて示した言葉だ。お前たちも心に留めておけ」

　クロスと戦った時にやけに観察されていると感じたが……。相手を観察する目、つまり洞察力ということか。これはきっと対人戦闘だけの話ではなく、魔物との戦闘にも共通するはずだ。

「話を戻すが、マウリには弓術と手裏剣術を教えて今持っている強みを伸ばす。加えて、近接用に小具足術も覚えてもらうぞ。仮にフランツが倒れたとしても、復帰まで時間稼ぎができることが目標だ」

「おお、あの弓を教えてくれんのかよ！？　やったぜ！」

　マウリは飛び跳ねて喜んでいるが、彼は自分やバルトよりも多くの技術を修得するよう言い渡されたことに気が付いているのだろうか。

「最後にパメラ。あの炎は何だ？　凄い術だったな。『撃ちますよー！』と叫んでいたから遠距離攻撃が来るのは分かったが、それにしても驚いたぞ。……ああ、わざわざ敵に分かるように叫ぶのは駄目だがな」

「あ……っ！　そ、そうですね。いつもの魔物と戦う時のクセが出てしまいました……。それより、クロスさんは魔術のことも知らなかったんですね。ニホンには魔術師がいなかったんですか？」

　……パメラ、誤魔化したな。

「魔術師、か。俺の国にも陰陽師おんみょうじやト占師うらないし、呪術師じゅじゅつしなどと呼ばれる連中がいたが、俺は会ったことがない。何でも怪しげな呪いで人を害したり、妖怪変化を従えるなどと聞いたことはあるが……。眉唾物だと思っていた」

「魔術はこの国じゃあ一般的に知られとる"技術"じゃな。誰にでも使えるってモンじゃねぇが、使い手はそれなりに多いぞ。儂も土の魔術に適性を持っとる」

「適性とは？」

「魔術学校の卒業生たる私がお教えしましょう！　魔術には基本的に火・水・風・土・光・闇の六つの属性があり、どの属性に適性があるかや、どれだけ強い力が使えるかは人それぞれなのです！」

「では、パメラは火の属性ということか」

「そうだね。さらに言うと、攻撃に使えるような強い力を持っている者だけを魔術師と呼ぶんだ。俺にも一応光の適性があるけど……。俺やバルトは大した力はないからね。うちで魔術師はパメラだけだよ」

「滅多にいませんが、二つ以上の属性に適性を持つ人を大魔術師って呼んだりしますよ！　魔術師の憧れです！」

「マウリはどうなんだ？」

「俺は使えねえな。魔術ってのは持ってるヤツは教えられなくてもある程度扱えるモンなんだと。逆に、持ってねえヤツは何のことだかさっぱり分からねぇもんさ」

「そういうものか……。俺にもさっぱり分からん」

「であれば、残念ながらお前さんには魔力がないんじゃろうな。パメラのような大技はキチンと習わんと使えんが、適性さえありゃあ自然と魔力の使い方は分かるもんじゃ。ほれ」

　バルトが地面に手をつくと、その部分が泥に変わる。沼地ダートスポットの奇跡だ。

「面白いな……。一対一なら隙が大きくて使い物にならんが、集団戦や乱戦なら脅威になり得る。俺も使えれば楽しかったのだろうが、残念だ。ところで、パメラの鍛錬だが」

　クロスはくるりと向き直り、パメラは気まずそうに目を逸らした。

「わ、忘れてなかったんですね」

「当たり前だ。お前の弱点はマウリと同じ、連射の遅さと近接戦の弱さだ。悪いが、俺には魔術を教えられんからな。連射については助言ができん。近接戦闘の強化には杖術と柔術を教える。弱い力で相手を崩す方法を中心に鍛えるぞ」

　こうして、荒野の守人の地獄のような訓練の日々が始まった。





第20話 お侍さん、依頼を受ける




「あっ！　クロスさん、丁度いいところに！」

　フランツたちの装備が返却される日。装備を受け取った一行は、仕事をするべく冒険者ギルドにやって来ていた。

　ギルドに入った途端、受付にいたディアナから声を掛けられる。

「どうした？」

「前に教えていただいた集落の調査が昨日終わったんですよ。クロスさんが仰っていた通り、墓標から小鬼ゴブリン三十五体、小鬼頭ホブゴブリン一体の討伐が確認されました。つきましては、特別報酬として金貨一枚をお支払いします」

　手渡された金貨を小銭入れに仕舞いつつ、一番気掛かりだったことを尋ねる。

「犠牲者の身元は？」

「……まだ半分も判明していませんが、引き続き調査は進めるつもりです」

「そうか……。よろしく頼む」

　フランツたちから聞いた。小鬼どもが何故人を攫さらうのか。攫われた者にどんな仕打ちをするのかを。

　牢屋敷の穿鑿所せんさくじょや拷問蔵ごうもんぐらが極楽に思えるほどの苦行だったはずだ。市中引廻しを遥かに超える恥辱だったはずだ。

　想像を絶する無念。仇は討てども、せめて親元に帰してやらねば御霊みたまも成仏できぬだろう。

「それと、この集落討伐が正式に実績として認められましたので、クロスさんは今日付でＦランクに昇格となりました。おめでとうございます！」

　まだ依頼を一回も受けていないのに昇格か。ＧランクとＦランクは駆け出しと聞いていたし、そんなものなのかもしれない。

　交換された鉄板の冒険者証を一瞥いちべつして首に掛け直す。冒険者としての活動は飽くまでも生活費を稼ぐための手段でしかなく、昇格に対しては特に何の感慨も湧かなかった。

「よかったねクロス。これで俺たちと同じＥランクの依頼を受けられるよ」

「ああ、そうか。そういう規則だったな」

　ギルドの規則では、冒険者は自分と同ランクか上下一つ違いの依頼を受けることができる。確かに登録の時、ディアナがそう説明していた。

「じゃあ、早速掲示板を見てみようか。朝一番だから、いい依頼も残ってるはずだよ」

　掲示板の前に集まり依頼を吟味する。と言っても、黒須はまだこの国の文字を読めないため、眺めているだけなのだが。

「ん〜……。どの依頼を受けるか悩ましいですねぇ」

「まだたったの数日じゃが、教わった運足法を実戦で試したい。討伐依頼がええんじゃないかの？」

「クロスはこれが初依頼だぜ？　採取系から覚えた方がよかねえか？」

「それじゃあ……これにしようか。『豚鬼オーク三体の討伐：報酬金貨一枚』。これならいつも通りの魔の森だし、常設依頼の薬草採取も狙えるからね」

　荒野の守人と暮らし始めてから、黒須は毎晩冒険者としての知識を教わっていた。常設依頼とは、常に需要のある依頼をギルドが無期限で掲載している特殊な依頼のことだ。

　通常は依頼書を掲示板から剥がして受付で受注処理をしてもらうのだが、この常設依頼の場合はそれが不要となる。そのため、冒険者にとっては何かのついでに達成する、行き掛けの駄賃のような依頼なのだとか。

「豚鬼三体か……。普段ならちとキツいところじゃが、今回はクロスもおるからの」

「いいんじゃねえか？」

　フランツの提案に皆が賛成し、受付でディアナに受注処理をしてもらい魔の森へ向かった。

「今回も草原で一泊してから森に入るのか？」

「いや、あの時は時間と場所が合わなかったから使えなかったけど、乗り合い馬車で森の入口までは行けるんだ。ご領主様の方針で、冒険者なら無料で送ってもらえるんだよ」

「無料タダか。太っ腹なことだ」

　普段街の中で乗っている乗合馬車は、距離に関係なく、一人銅貨一枚を毎回支払っている。為政者からすれば厄介な魔物を間引いてくれる冒険者を優遇するのは当然なのかもしれないが、この街の領主はかなり理解のある人物のようだ。冒険者の楽園と呼ばれているのも頷ける。

　雑談しつつ馬車に揺られていると、午前中に森の入口に到着した。同乗していた冒険者たちも馬車を降り、ぞろぞろと森の中へ入って行く。

　黒須も馬車から降り、一度ぐーっと背伸びして身体を伸ばした。馬車というのは便利なものだが、永く乗っていると、どうにも肩が凝る。乗馬では感じることのない感覚だ。フランツたちは平然としているし、慣れの問題なのだろうか。

「さて。依頼書によれば、豚鬼が目撃されたのはここから少し西の地点だ。道中は常設依頼の薬草を探しながら向かおう」

　フランツの指示に従い森を西に進む。斥候のマウリが先行し、前列にフランツとバルト、後列にクロスとパメラという隊列だ。

「それにしてもクロスさん、やっぱり剣三本とも持って来ちゃったんですね」

「ああ。今回は新しい剣の慣らしをするつもりだが、大小は手放せんからな」

　黒須は今回買ったばかりの幅広剣ブロードソードを持って来ていた。すでに素振りで手には慣らしたが、やはり実戦で使ってこその武器だ。

「武士ブシって大変なんですねぇ……。あっ、それが薬草ですよ」

　パメラが指さしたのは蓬艾よもぎに似た植物だった。群生していたので根ごと採取し、用意していた布に包む。布を湿しめらしておけば数日は鮮度を保ったまま持ち歩けるらしい。雑に扱うと買い取ってもらえなくなるそうなので、気を付けて丁寧に処理をする。

「薬草は十本一束で銅貨五枚になります。常設依頼なので安いですけど、見つけたら積極的に採取しましょうね」

「承知し────……何かいるな」

　左前方から微かに生き物の気配がする。距離があるため正確には分からないが、足音から察するに単体ではない。

　黒須の声を聞いたマウリが確認に向かい、すぐに戻って来た。

「五十ｍ先に犬鬼コボルドが四匹だ。こっちには気付いてねえ。どうする？」

　………"五十めーとる"か。

　彼らから長さ、重さ、時間などの単位も教わっているが、まだ実際の距離がすぐ頭に浮かばない。半町はんちょうほどの距離だったか。

「この時期は毛皮が高く売れるからね。やろうか。俺とクロスが迂回して近づくから、合図したらマウリが弓で攻撃。パメラは念のために魔術の準備、バルトは二人の護衛を頼むよ」

「了解じゃ」

　フランツの指示でそれぞれが配置につく。茂みから覗いてみると、直立した狗いぬが四匹、仲良く並んで歩いていた。フンフンと鼻を鳴らしながら涎を垂らして歩く姿は、患わずらった狼のようで、お世辞にも愛嬌があるとは言えない生き物だが──────

　……やはり、これを魔物とする尺ものさしがよく分からんな。

　ディアナやヤナの同胞はらから、親類縁者と言われれば納得してしまいそうなものだが。

　バシュッ！

　──キャンッ！

　フランツが手を振って合図を送ると同時に矢が飛び、一匹の頭を貫いた。

　残りは三匹。

　隠れていた薮から飛び出す。

　犬鬼どもは突然仲間が倒され驚いたようだが、すぐに牙を剥いてこちらに襲い掛かって来た。

　毛皮が売れると言っていたから、胴は斬らない方がいいだろうな。

　そう思いつつ、新品の剣を喉に向かって一閃する。血が吹き出したのを確認し、バルトたちの方へ向かっていた二匹目を追いかけて後頭部を突き刺した。即死だ。

「………………」

　近くにあった大きめの木の葉を手折り、血振りした剣を拭ぬぐう。斬れ味は愛刀と比べるべくもないが、叩き斬るための剣と考えれば悪くない。斧と似たような使い方の剣だ。物は使いよう、これはこれで趣がある。

　黒須が二匹を倒している間にフランツも仕留め終わったようだ。マウリたちも集まってきた。

「クロス、俺の弓どうだったよ？」

「狙いは悪くなかったが、矢を放つ音はもっと抑えられたな。この距離ならそこまで力を入れなくとも仕留められる。初撃で位置を気取られなければ、二匹目も殺とれていたぞ」

「ちっ、やっぱそうか……。今まで全力でしか射ったことねぇから、イマイチ相手を仕留められるだけの力加減ってのが分からねえ」

「弓の加減には慣れがいる。実戦を熟こなしていればそのうち身に付くものだ」

「厳しいですねー。ささ、解体しちゃいましょう」

　購入したナイフを使って犬鬼の皮を剥いでいく。

　解体用ナイフという触れ込みで買った品だけあって、とても使い勝手がいい。短刀と違って大きな反りがあるため肉に沿って綺麗に皮が剥げる上、峰が鋸のこぎりのようになっており、骨や健を簡単に断ち切れる。購入しておいてよかった。

「よし、それじゃ行こうか」

　剥ぎ取った毛皮と魔石をそれぞれが手分けして荷物入れに収納し、さらに西へと歩を進めた。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




「………………！」

　しばらく進んだ頃、先頭の手が上がった。全員が無言で静止し、警戒を強める。　マウリは足音に気を付けながらこちらへ近づくと、顔を寄せて小声で報告した。

「いたぜ、豚鬼オークだ。三十ｍ先の木の根元。二匹は寝てるが、一匹見張ってやがる」

「……パメラ、火炎嵐ファイアストームの奇跡を寝てる二匹に撃ってくれ。マウリは見張りに弓だ。タイミングを合わせて同時に攻撃する」

「豚鬼相手だと一撃で仕留められるか微妙だぜ？」

「牽制になればいいよ。たぶん、寝てる二匹も即死はしないと思う。二人の攻撃のあとに、俺、クロス、バルトで一匹ずつ受け持とう。クロスはマウリが攻撃する奴を頼む。一番元気だと思うからさ」

「承知した」

「バルト、俺とクロスが向かうまで耐えてくれ。倒し終わったらすぐに行く」

「了解じゃ」

　作戦も決まり、配置につこうと一歩踏み出したところで、パメラが意外な提案をした。

「それなら、バルトの方に私とマウリも参加しますよ。せっかく覚えた杖術じょうじゅつも使ってみたいですし」

　鍛錬ではよく泣き言を吐く娘だが……。泰然自若、肝が据わっている。

「そうだな。俺らも今ならそれなりに戦えるぜ」

「…………クロス、どう思う？」

　フランツが不安げな表情でこちらを見る。

「問題ないだろう。万が一があれば俺が助ける。マウリ、牽制の矢は目玉を狙ってみろ。バルト、二人の立ち位置に気を配れ。パメラ、相手の膝か爪先つまさきを攻撃しろ」

「……よし、訓練を思い出して最善を尽くそう！」

　フランツの掛け声のあと、気配を消しつつ敵に見つからないギリギリの距離まで移動した。

　豚鬼が視界に入ったが────何とも醜悪な姿だ。太った大男の身体に牙の長い猪ししの頭が乗っかっている。大鼾おおいびきをかいて寝ている二匹は丸腰、見張りの一匹は大きな斧を持っていた。

　パメラが魔術の準備に入り、マウリがそっと矢を番つがえる。

「……撃てます。三、二、一、火炎嵐ファイアストーム！！」

　杖先から球状の炎が飛び、寝転がっている豚鬼どもに炸裂した。二匹が豪火に包まれ悲鳴を上げる。

　同時に放たれたマウリの矢は狙いを外して見張りの頬に突き刺さった。一斉に飛び出し、それぞれの相手の元へ向かう。

「ブヒィィィイ────ッッ！！」

「お前、その姿なりで猪ししのように鳴くのか」

　豚鬼は斧を振り上げてドタドタと走って来るが────……

　鈍重おそい。これなら小鬼頭ホブゴブリンの方がまだマシだった。額に汗して力いっぱい斧を振り回しているが、動作が大きく、蝿はえが止まりそうなほど鈍のろい。

　事前にＥランクとは聞いていたが……こいつはつまらんな。

　斧を振り上げた隙に腹を切り裂き、膝をついたところで首を叩き斬った。

　さて、皆の様子を見に行くか。





第21話 冒険者さん、成長を実感する




「プギィィィイ────ッ！！」

　フランツはパメラの魔術で大火傷を負った豚鬼オークに向かい合う。

　全身から煙が上がるほどの重傷だが、やはり仕留め切れなかったか。これまでに四人掛りで一匹の豚鬼を倒したことはあるが、単身で相手をするのはこれが初めてだ。

　……大丈夫だ。訓練を思い出せ。相手の動きをよく観察して、自分に有利な立ち位置を考えろ。

　手負いの豚鬼は雄叫びを上げながらこちらに向かって来る。その体格に圧力は感じるものの、連日の模擬戦のおかげか、冷静に動きを見ることができた。

　右の拳を握り、肩が僅かに動く。

　────右の振り下ろし！

　大振りの拳を左に躱し、すれ違いざまに脇腹を斬り付ける。

　硬い。が、手応えありだ！

　振り向くと、豚鬼は脇腹から大量の血を吹き出していた。恐らく傷は内臓に達しているが、まだ油断できない。魔物の生命力は凄まじく、この程度の傷なら動けるはずだ。

　案の定、豚鬼は目をギラつかせながら両手を広げて向かって来た。

　体当タックルりか！　掴まれるのはマズい……！

　バックステップで一旦大きく後退する。幸いなことに相手は手負い。難なく距離を離すことができた。

「ブヒィィィッ！！」

　悔しげな声を上げる豚鬼と睨み合う。相手は瀕死だが、それ故ゆえに捨て身の攻撃に警戒を強めなければならない。

「「……………………」」

　数秒の沈黙のあと、豚鬼はまたしても両手を前に突き出して突進して来た。

　なるほど……。組み付きさえすれば勝てると思っているのか。

　クロスの言葉を思い出す。

『敵の拍子を読め。敵には拍子を読ませるな。お前の攻撃は見え見えだ。何をしたいのか、どこを狙っているのか。肚はらの中うちがそのまま挙動に顕あらわれている』

　模擬戦のたび、何度となくそう言われた。

　彼もきっと、今の自分のような心境だったのだろう。

　教わったばかりの"八相はっそう"の構えを取り、相手の動きに集中する。素振りではまだ一度も合格をもらえていないが、ぶっ倒れるまで繰り返した型。

　"斬るためにどう躱すか"だ！

　突進してくる豚鬼の腕を潜るようにして避け、半回転して背後を取る。相手はドタドタとたたらを踏み、咄嗟には振り向けない。

「ふっ！！」

　前のめりになったガラ空きの背中へ、フランツは渾身の一撃を叩き込んだ。

「プギィ……」

　背を大きく切り裂かれ、豚鬼はゆっくりとうつ伏せに倒れた。

　荒れた息を整えながら、自分の手のひらを見つめる。

「────俺、強くなってるのかな」




　﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏




　子供の頃、ルクストラ教会に置いてあった英雄譚えいゆうたんを読んだことがきっかけだった。たった一人で魔物の群れに立ち向かい、ボロボロに傷付きながらも街を救った冒険者の物語だ。

　生来大人しい性格だったフランツは、その勇敢な英雄の姿に酷く憧れた。両親は心優しい息子には無理だと考え反対したが、それを押し切って酪農家の実家を飛び出し、アンギラで冒険者になった。

　最初は自信に満ち溢れていた。

　下積み時代は理想としていた冒険者像との隔たりに畜生と唇を噛む日もあったが、雑用依頼で資金を貯めて、立派な装備も手に入れた。自己流ではあるけれど、剣の訓練だって人一倍努力してきたつもりだ。ギルドの資料室に引き籠もって勉強し、あらゆる魔物の特性や弱点にも詳しくなった。文字を読めない冒険者に学んだ知識を披露して、俺はお前たちとは違うんだと、優越感に浸ったりもした。

　しかし初めて魔物に向かい合った時、その自信は粉々に打ち砕かれた。

　相手はたった一匹の小鬼ゴブリンだったが、自分に向けられる情け容赦のない殺意に耐えられず、フランツはまともに剣を振ることもなく尻尾を巻いて逃げ出した。

　誰にも言えない、自分だけの暗くて苦い思い出だ。

　そこからは諦めの多い人生を歩んできた。ソロであることを諦めて仲間を探し、一人で魔物を倒すことを諦めて連携ばかり訓練した。仲間の前で口に出したことはないが、高位の冒険者になることも諦め、ただ漫然と無難な依頼をこなして生活する日々に、いつしか強くなろうとする熱意さえ失っていた。




　﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏




　今、確かな成長の実感がこの手にある。

　数日特訓しただけで急に技術が向上したりはしない。これは、考え方の差だ。回避を起点にするのではなく、攻撃を起点にして戦っただけ。たった、それだけの違い。

　体の内側の明かりの消えていた部屋に、光が灯ったような感覚があった。その部屋に久しく仕舞い込んでいた何かが、むずむずと動き出した気がする。

　このまま前に進めば、憧れたあの英雄の姿に、一歩でも近づけるかもしれない。

「…………俺、まだ強くなれるんだ」

　胸の奥が太陽を飲み込んだように熱くなり、フランツはぎゅっと拳を握り締めた。

「──っと、そんな場合じゃない。バルトの所に行かないと……ん？」

　我に返って辺りの様子を確認すると、激しく戦っているバルトたちの近くでクロスが腕を組んで立っていた。

「フランツ、終わったか」

「ああ、何とか勝てたよ。クロスはどうして参加してないんだ？」

「見てみろ」

　促されるままバルトたちの戦闘に目を向ける。

「よっしゃ！　左足もらったぜ！」

「右足もあと少しです！　バルト、もうちょっと頑張ってくださいっ！」

「クロスのしごきに比べたら余裕じゃ！　あと千発は耐えられるわい！」

　マウリはナイフ片手に豚鬼の周りを走り回っており、どうやら左足のアキレス腱を斬ったらしい。パメラも杖の遠心力を利用して右膝を攻撃している。そして、バルトがピッタリと相手に張り付き、繰り出される大振りの拳を全て防いでいた。

「すごい……」

「ああ、特にバルトの奮闘が目覚しい。マウリとパメラの技は付け焼き刃だが、全ての攻撃をバルトが防いでくれると確信しているからこそ大胆に動けている。そら、もう豚鬼が膝をつくぞ」

　パメラの杖が右膝を打ち据え、豚鬼がついに倒れ込んだ。そこへバルトが大盾を挟んでのしかかり、押さえつける。

「マウリッ！　トドメを刺せ！！」

「任せろ！」

　藻掻く豚鬼の首にマウリがナイフを差し込み、決着がついた。

「みんな、驚いたよ！　まさか三人で豚鬼を倒し切るなんて！」

　フランツは心からの賛辞を送った。近接戦闘が苦手な彼らが豚鬼に勝ったのは、間違いなく快挙だ。

「いや、バルトがすげえよ！　俺らに一発も掠らせなかったぜ！」

「私たちは躱すことも考えずにただボコボコにしただけです！」

「訓練の成果が出てよかったわい。クロス、どうじゃったかの？」

「御膳上等ごぜんじょうとう、天晴れだ。敵の攻撃を抑えながら、動き回る仲間の位置を常に眼で追えていたな。マウリとパメラも訓練通り、見事な連携だった。フランツの戦いも見ていたが、相手との位置取りや間合いを考えて戦えていたな。全員見違えたぞ」

　み、見られてたのか……。でも、やっぱりあれで間違っていなかったんだ。この戦いで少しだけ、何かを掴めた気がする。

「さっさと解体しようぜ！　こっから川まで遠いから、急がねえとな」

「そうだね。手分けして運ぼうか。クロス、ロープを出してくれる？」

　豚鬼の死骸に手をかけると、クロスは不思議そうな顔でこっちを見た。

「解体？　豚鬼こいつにも素材になる部分があるのか？」

「豚鬼は肉が売れるぞ。アンギラじゃあ人気の食材じゃ」

「………………食うのか、これを？」

　クロスはとても驚いた様子だ。

　あれ？　でも────……

「何言ってるんですか。クロスさんがこの前屋台で食べてた串焼きが豚鬼のお肉ですよ？　美味しいって言って、おかわりまでしてたじゃないですか」

「────あれか。旨かったが……。食う前に、知りたかったな」

　いや、むしろ知らずに食べていたのか。

　クロスはたまに抜けた所があるというか、分からないことがあっても相談せず、一人で自己完結して行動する節ふしがある。

　先日も買ってきた服の着方が分からなかったらしく、ベルトを紐のように腰に結び、緩ゆるいズボンを両手で押さえた状態で朝食の場に登場した。『この帯おびは固くて巻き難いな』などと大真面目な顔で言うものだから、大いに笑わせてもらったものだ。

「いけませんよ、クロスさん！　好き嫌いはダメです！　今日の晩ご飯だってこの豚鬼を食べるんですからね！」

「好き嫌い……？　いや、そうだな。お前の言う通りだ。ここは異国。そう、ここは異国だ。郷に入っては郷に従えだ」

　自分に言い聞かせるようにブツブツ言っているが、そこまで嫌なら食べなくてもいいと思うんだけど…………

　クロスいわく、ニホンでは牛馬の肉を食べること、つまり"肉食"自体に忌避感を持つ者が多いらしい。ファラス王国でも獣人族の一部に草食の者はいるが、国民全体が菜食主義とは驚きだ。

　彼自身は子供の頃から狩りをしていたので平気なのだそうだが、単純に、人型という点が気持ち悪いのだとか。自分たちにとっては子供の頃から親しみのある食材だけに、あまりピンとこない感覚だった。

　その後、何とか川辺まで死骸を運んで解体した。巨体の豚鬼でも肉になってしまえば持ち運びも楽なものだ。

「じゃあ、そろそろ乗り合い所に戻ろうか」




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




　馬車に揺られ、日も落ち始めた頃。ようやくアンギラの城壁が視界に入る。

「今回はそこそこの稼ぎになったんじゃねえか？」

「そうだね。討伐報酬に豚鬼の肉、薬草、犬鬼の毛皮。何より装備の損耗がないからね。金貨二、三枚にはなるんじゃないかな」

　フランツは頭の中で各種支払いなどの細かい計算を始めていた。パーティーの資金管理もリーダーの大切な仕事だ。家賃や食費のほか、もしもの時のために貯蓄も考える必要がある。冒険者は体が資本。誰かが怪我や病気になったとしても、治療費が出せないような事態は絶対に避けなければならない。

　そんなことを考えているうちにギルドに到着した。

「お疲れ様です、ディアナさん。依頼の達成処理をお願いします」

「おかえりなさい！　あの、その前にちょっとお話が…………」

　ディアナはどうにも顔色が優れない様子だ。何か悪い話なのだろうか。

「どうしたんですか？」

「実は、ギルドマスターから皆さんが戻ったら部屋にお連れするように仰せつかっているんです。……何かしたんですか？」

　────心当たり、あるなぁ…………





第22話 冒険者さん、呼び出される




「ギルドマスターが……」

　心当たりは、ある。まず間違いなく、先日の喧嘩の件だろう。人通りのある往来であれだけ派手に暴れたのだ。自分たちの顔を知っている者に見られていたとしても、何もおかしくはない。

　ただ、どこか腑に落ちない部分がある。傭兵ほどではないにしても、短気な者が多い冒険者にとって喧嘩など日常茶飯事だ。ギルド内の酒場ですら毎日誰かしらが殴り合っている。会員同士の揉め事にギルドは一切関知せず、自己解決するのが暗黙の規則ルール。仮に相手が傭兵だったとしても、その不文律は変わらないはずだ。

　一般住民に怪我を負わせたならまだしも、傭兵相手の喧嘩程度で罰則なんて……。ましてや、ギルドマスター直々に呼び出される理由が分からない。

「とにかく、ギルドマスターの執務室までご同行願えますか？」

「……分かりました」

　仲間たちと目を見合わせて頷いたあと、ディアナの先導でぞろぞろと四階に上がる。冒険者が立ち入りを許されているのは資料室や貸し会議室のある二階までで、それより上のフロアは職員専用。もちろんフランツも初めて踏み入る場所だった。

　依頼者と折衝せっしょうをすることもあるため絵画や花瓶で飾られている一、二階と違い、部屋番号の書かれた無愛想な名札だけが淡々と並ぶ殺風景な廊下に、じんわりと手のひらに汗が滲む。

「こちらです」

　ディアナは四階の最奥。これといって特徴のないドアの前で立ち止まると、ノックをして中に呼び掛けた。

「ディアナです。荒野の守人の皆様をお連れいたしました」

「入りたまえ」

　フランツたちを中に入れると、ディアナは心配そうな顔でこちらをチラリと一度見て、そのまま受付へ戻って行った。

　同席してくれないのかと少し心細く思いつつ、広い室内を観察する。

　部屋の中央にテーブルを挟むようにしてソファーが置かれ、入り口の正面に大きな窓、その前には執務机。ギルドマスターの執務室と聞いて豪華絢爛な部屋を想像していたが、予想に反して、余計な物が何もない事務的な部屋だった。本人を反映した物品が何一つない。

　こちらを見る部屋の主の服も、飾るというよりは肌を隠すのが目的のように見えた。世界に対して自分を開かず、まるで飾るのを恥じるように。そもそも、飾る概念そのものがないかのように。

「知っているかもしれんが、改めて。ギルドマスターのヘルマンだ。とりあえず座りたまえ」

　当然知っている。

　ヘルマン・デイン。元Ａランク冒険者で、その豊富な経験と指揮能力の高さを買われてこの冒険者の楽園を任されている、生え抜きの猛者だ。細身で、一見して学者風の男だが、鉄火場を生き抜いた者たちが持つ独特のオーラを放っている。顔には無表情でもいつ牙を剥いてくるか分からない凄みがあり、向き合っているだけで胃が締めつけられる気がした。

「……失礼します。みんな、座ろう」

　促されるままにソファーに腰を下ろし、礼儀としてこちらも簡単に名を名乗る。ヘルマンは執務机から黙ってこちらを見ているが、その目線は厳しく、これから始まる会話が好ましい内容ではないことを予感させるには十分だった。

「さて、もう分かっていると思うが、傭兵ギルドの会員との喧嘩の一件だ。相手方はそこそこ名の売れた傭兵団だったそうでね。今日、先方のギルドマスターから正式に抗議を受けたよ。内容は粗方あらかた把握しているが、君たちからも事情を聞きたい」

「……分かりました。あの日、俺たち五人が通りを歩いていると────」

　代表してフランツが経緯を説明した。酔った相手に絡まれたこと、突き飛ばされて反撃したこと、相手が先に剣を抜いたことなど。喧嘩をしたことは認めつつ、こちらの正当性を主張する。

「───ということです」

「なるほど、私が把握している内容と概ね一致する話だ。喧嘩自体に問題はないだろう。その内容だとあちらに非があるのも明らかだ。ただし…………」

　ヘルマンはここで一度言葉を区切り、威圧するようにこちらを睥睨した。

「問題は、あちらの会員を殺そうとしたことだ。フランツくん、君の説明にその話は出てこなかったようだが、目撃者の証言では明確な殺害の意思があったと聞いている。実際、相手側の一人は重傷だそうだ」

　フランツは言葉に詰まる。ヘルマンに言われたように、どこか後ろめたさがあって、クロスが相手を殺そうとしたことはあえて説明を省いたのだ。

「言いたくもない話だがね、一般の住民から見た冒険者は荒くれ者の集団だ。流民であるゆえ地域に根ざす者は少なく、街中まちなかを武器を持って歩き回り、市場や酒場で喧嘩する。そんな我々が存在を認められているのは、魔物を狩ることで領地に貢献し、定められた法や規則によって厳しく行動を制限されているからに過ぎない」

　ヘルマンは一人一人の目を見ながら毅然として語る。

「分かるかね？　冒険者とは厄介者との間にあるギリギリの分水嶺ぶんすいれい、瀬戸際に立っているのだよ。我々は魔物の脅威から命懸けで住民を守ることを義務として、地域に価値を示し続けることで何とかその地位を保っている。この街が冒険者の楽園などと呼ばれているのは、ひとえに、強制依頼によって死んで行った先人の築き上げた信頼によるものだ。だからこそ、冒険者ギルドは会員に対して、最低限の規則ルールを守ることを求めている」

　その言葉には元Ａランク冒険者としての経験に裏打ちされた迫力があり、反論の余地もなかった。子供が叱られている時のような気まずい沈黙が流れる。

「……クロスくん。君は相手を殺すつもりだったのかね？」

「仲間に止めらなければ殺していたな」

　ヘルマンの射竦めるような視線を受けながら、クロスは平然と即答した。そこは、そんな気はなかったと嘘をついてくれてもいいのだが……。

「登録の際に説明を受けたはずだ。殺人を犯した場合、冒険者資格の剥奪もあり得ると。そして、この規則は未遂であっても同様に適用される」

「な──っ！　相手にケガをさせたのは事実ですが、先に剣を抜いたのは奴らなんですよ！？」

「ふざけんな！　黙って殺されてりゃよかったってのか！？」

「そうですよ！　あれは立派な正当防衛ですっ！」

「資格剥奪は重すぎる！　納得がいかんわッ！！」

　フランツたちは口々に異議を唱えたが、ヘルマンはそれを一蹴した。

「黙りたまえ。私は今、彼と話している。で、どうだね？　資格剥奪も覚悟の上の行動だったと理解していいのかね？」

「覚悟などと大袈裟に言うまでもない。仲間を侮辱する者を俺は許さん。そして俺は己の信念を他の何よりも優先する。その前では街の法もギルドの規則もどうでもいいことだ。資格剥奪ということなら、特に文句もない」

「クロス、それはダメだっ！　ギルドマスター、それならリーダーとして彼を止められなかった俺の責任です！」

　クロスは平気なのかもしれないが、あれは明らかに俺たちのパーティーに売られた喧嘩だ。彼一人に責任を押し付けるような真似は看過かんかできない。

　ヘルマンはフランツの言葉がまるで聞こえていないかのように黙殺し、あくまでクロスに向かって辛辣しんらつに話し続ける。

「つまり、身勝手な行動を反省もしていなければ、その傲慢な考えを改めるつもりもないということかね？　君は、私が言うところの厄介者ということか」

「…………ヘルマン殿、だったな？　冒険者ギルドの長おさとしての考えや、冒険者の責任は今の話で理解したつもりだ。先ほども言った通り、処罰は甘んじて受け入れよう。その上で言うが……。俺にどうしても考えを改めさせたいのならば、そちらこそ覚悟をしてもらおう。冒険者としての在り方に口を出すのは構わんが、俺の生き様にまで余計な世話を焼くつもりなら容赦はせんぞ。互いに道を譲れぬのなら、あとは剣を抜くしかあるまい」

　クロスの声は苛立ちから怒りを含んだ語勢に変わり、フランツは今のヘルマンの言葉が彼の逆鱗げきりんに触れたことを悟さとった。止めに入るべきかと身を乗り出したが、クロスの表情を見て尻込みしてしまう。

　彼は睨み殺しでもしそうな目つきでヘルマンを見据えていた。その目には、思わず息を呑むほどの獰猛さがあった。

　二人はしばし睨み合いを続けていたが、唐突に、ヘルマンがわざとらしいため息をついて肩を竦すくめる。

「はぁ……。いや、すまない。少し君を試しただけだよ。報告を受けて、一度この目で人となりを確認しておこうと思ってね。今回、君たちには何のお咎とがめもない。そもそも、相手方は重傷を負いながらもさっさと街を逃げ出したそうだからね」

「…………俺を試しただと？　貴様、人を舐めるのも大概たいがいに────」

「クロスさんっ！　ストップ、ストッープ！！」

「落ち着かんか！　せっかく無罪放免なんじゃ、ここで暴れるのは得策ではないぞ！」

「お前もうしゃべんな！」

　いきり立つクロスにパメラが飛びつき、バルトが肩を掴んで引き止めた。さらに文句を言おうとする口をマウリが両手で塞ぎ、強制的に黙らせる。

「ギルドマスター。どういうお考えだったのか俺には分かりませんが、今日のところはお暇しても構いませんか？　この状態でこれ以上の話し合いは無理です」

「ふむ、そうだね。君たちはもうお帰りいただいて結構だ。フランツくん、君は少し残りたまえ」

　…………話はもう終わったはずだが。

　自分だけが残されることにフランツは若干警戒を強める。他のメンバーはそれを気にしつつも、大人しく部屋から退室した。

　────カチャ

　鍔鳴つばなりの音に振り返ると、クロスがちょうどドアを閉めて出て行くところだった。

「……フランツくん。今の、分かったかね？」

「今のとは？」

「クロスくんは柄つかに手をかけて私に殺気を向けた。あれは『リーダーに下手な真似をしてみろ。お前を殺すぞ』という意味だよ。つまりは脅しだ」

「……………すみません」

　マウリの一件を考えると────やりかねないだろう。

　彼は人に嘘を吐ついたり虚勢きょせいを張るような人物ではない。

『仲間を侮辱する者を許さない』

『己の信念を何よりも優先する』

　恐らく、この言葉も本気で言っている。この場で僅わずかでも自分が傷付けられれば、彼は資格剥奪など気にすることもなくヘルマンの首を落とそうとするはずだ。

「私は君たちの関係性をよく知らないが……。はっきり言って、クロスくんが君のことをリーダーと認めている状況は非常に不自然だ。君がリーダーとして分不相応ということではなく、彼がそれに納得しているのが不思議だという意味だよ」

「それは……俺もそう思います。クロスがパーティーに入ったのは、成り行きという部分もありました。正直、彼は俺たちには見合わないくらい強い男です」

　クロスの腕は明らかにＥランクパーティーには不釣り合いだ。本人はランクを上げる意欲はないと言っているが、その気になれば高位ランクも夢ではないだろう。

「そうではない。戦闘能力ではなく、人格の話だよ。通常、あのような気質の者は人の下につくことを良しとはしない」

　ヘルマンはそう言いながら、フランツの対面のソファーに腰を下ろした。その様子は先ほどまでとは違い、随分と穏やかな雰囲気に感じる。

「いいかね、フランツくん。ああいう人格の者は、稀にいる。高位のソロ冒険者に多いタイプだ。度を越して我がが強く、唯我独尊エゴイスティックを体現したような者たち。あの手の者は、基本的に周囲の声には一切耳を貸さない。普通の者なら聞き流すような嫌味一つで、躊躇ちゅうちょなく暴走する危険性を秘めている」

「確かに頑固な所はありますが……。暴走とまでは────」

「これは私の経験談だがね。仲間の一人が怒りのままに貴族を殴り、私のパーティーは解散にまで追い込まれた。きっかけは些細なことだったよ。その貴族が私のことを『口だけでランクに見合う腕はない』と馬鹿にしたそうだ。仲間のことを恨んではいないが…………。あの時、彼を止めなかった自分には胸を掻き毟りたくなるほどの後悔がある」

　常に仏頂面で話していたヘルマンの顔に、言いようのない悔恨かいこんの色が浮かんだ。

「今回君たちを呼び出したのは、喧嘩の経緯を聞いて、その時のことを思い出したからだ。君にはよく覚えていて欲しい。クロスくんの事を深く理解して、リーダーの君が手網を握り、歯止めになるんだ。でなければ、パーティーを巻き込んで破滅することもあり得る。お節介かもしれないが、そのことを君には伝えておきたかった」

「…………肝に、銘じておきます」

　ヘルマンの助言を心からの忠告と受け止めて、フランツは真剣な眼差しで返事を返した。





第23話 お侍さん、新人講習に参加する




「相談がある」

　就寝前。皆がソファーでダラダラと過ごしている時間を狙って、黒須は話を持ちかけた。

「どうしたんですか？　急に改まって」

「冒険者業が思いのほか楽しくて失念していたが、そもそも俺は武者修行の身だ。この国の強者と立ち合いたい。何か、いい方法はないか？」

　この国に来てから魔物という手頃な敵とばかり戦ってきたが、奴らは所詮狗畜生いぬちくしょう。真剣勝負の相手としては歯応えがない。

「それは魔物って意味じゃねえよな？」

「ああ、しっかりとした武技を身に付けた武芸者がいい。できればヤナのような腕利きの獣人と戦ってみたいが……。どこかに剣術道場でもないのか？」

　旅の途中にはよく道場破りもした。大抵の道場は紹介状が無ければけんもほろろに断られるが、門下生を一人、面前で叩きのめせば相手をしてくれる場合が多い。

　何処でも通じる天下御免の紹介状だ。この国でも、道場さえ見つければあとはどうとでもなると黒須は考えていた。

「道場って訓練所みたいなものなんだよね？　うーん……。王都の騎士学校は部外者は入れないだろうしなぁ」

「"騎士学校"とは？」

「庶民でも大きな活躍をしたら、王様から爵位が与えられることがあるって話はしたよね？　騎士に叙爵じょしゃくされると毎年たくさん年金がもらえるから、この国では王国軍に入隊を希望する人が多いんだ。ギルドマスターみたいに冒険者から騎士になった例外もいるけど、やっぱり、王様の目に触れやすいのは軍だからね」

「じゃが、誰も彼もを受け入れると軍が弱くなってしまうからの。騎士学校ってのは希望者を篩ふるいにかけて、精鋭を育てるための王立機関じゃな。身分や種族を問わず門戸もんこは広いらしいが、入学や卒業の基準は極めて高いと聞く。この国で強者と言われりゃあ、一番に思い付く場所よ」

　年金、つまりは家禄かろくのことだろう。かつて、半農の下級武士の家に生まれながら、十日で十八もの城を攻め落す偉業を成し遂げ、天下人にまで登り詰めた英傑もいる。戦働きで立身出世を夢見るのは日本でも同じだ。

　しかし、只者ではないと思ったが、あのヘルマンも"騎士"であったとは。話を聞くに、騎士とは主君に仕え剣を振る者。どことなく武士に通ずる所がある。いつか見極めてみたいものだ。

「でもよ、王都は流石に遠すぎんだろ？　それに『ちょっと勝負されてくれ』って言っても、叩き出されるのがオチだぜ」

「だったら、ギルドの訓練所があるじゃないですか。私たちだって最初はあそこで鍛えてもらったんですし」

「ありゃあ新人向けの訓練所じゃろう。クロスとまともに戦えるとなると、最低でもＢランク以上の実力が必要になるわい」

「いや、バルト忘れてんだろ。コイツだって立派なＦランクの駆け出しなんだぜ？　それに、言われてみりゃ新人講習の教官は高ランクがやることが多い。案外、いい手なんじゃねえか？」

「講習の内容にもよるけど、たしか教官との模擬戦もあったよね。あの時はボコボコにされたなぁ…。どんな冒険者に当たるかは分からないけど、申し込んでみたらいいんじゃないか？　明日は休業日の予定だしね」

「高位冒険者と立ち合えるのか……。それはいいな。では早速、明日申し込んでみるとしよう」




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




「ダメです。クロスさんの参加は認められません」

　翌日、黒須は一人で意気揚々と講習の申し込みにギルドを訪れたのだが、ディアナによってそれは即刻却下されてしまった。

「……何故だ。俺だって新人なのだから、講習を受ける権利はあるはずだろう」

「今回の講習は戦闘訓練なんですよ？　巨人を倒したり、傭兵団を潰せる人に受講が必要だとは思えませんっ！」

　ディアナはそう言ってそっぽを向いてしまった。どうやら傭兵との揉め事を耳に挟み、こちらを警戒しているようだ。

「そんなことはない。より強い敵と出逢った時のために訓練は必要だ」

「これは新人講習です！　巨人より強い魔物と戦うような方法は教えていませんっ！　それに、実習では受講者同士の模擬戦もあるんですよ？　他の受講者とあまりに力が離れ過ぎていると、講習の妨げになってしまうでしょう」

「…………手加減すれば参加してもいいか？」

「どうしてそこまでして参加したいんですかっ！　……それでしたら、夕方から魔物や植物についての座学講習がありますので、そちらをご案内します。クロスさんはこの国に来てまだ日が浅いですから、知識を学ぶ機会は大切でしょう？」

　武士道とは知識を重んじるものではない。重んずるのは行動である。

「いや、だがな────」

「何を揉めているのかね？」

　黒須がしつこく食い下がっていると、たまたま階段から降りてきたヘルマンが騒ぎを聞きつけて近寄って来た。

「ギルドマスター！　それが、クロスさんが新人講習に参加したいと仰っておられまして…………」

「クロスくんが？　……君、一体何を企んでいるんだね？」

　ヘルマンはじっとりとした眼をこちらに向ける。

「何も企んでなどいない。高ランク冒険者の指導とやらを受けたいだけだ」

「……なるほど、それが目当てか。ディアナ、今回の教官は？」

「午前の戦闘訓練はブランドンさん、午後の模擬戦闘はＢランクのネネットさんです」

「"神速"のネネットか……。いいだろう、クロスくんの参加を許可しよう」

「感謝する。ヘルマン殿」

　先日は無礼千万の不届き者かと思ったが、意外と話の分かる男だ。評価を改めねばなるまい。

「ギルドマスター、本当によろしいんですか？」

「ブランドンは私が最も信頼している優秀な男だ。彼なら受講者に無茶はさせないだろう。ネネットは……多少思慮に欠けるが、腕だけは確かだ。それに、私も一度この目で彼の実力を見ておきたい。ディアナ、午後の講習が始まったら私にも声を掛けてくれたまえ」

「かしこまりました…………」

　ディアナはしぶしぶという風に返事すると、黒須をギルドの裏手にある大きな建物へ案内した。目抜き通りにある他の美しい様式の建造物とは違い、ただ大きな四角形を地面に置いただけのような、味気のない建物だ。

「それでは、教官が来るまで中でお待ちください」

　そう言い残し、ディアナは戻って行った。

　建物の中は外観から想像した通りのだだっ広い空間。鍛錬に使うと思われる人型の案山子かかしらしき物がいくつも並び、四方の壁を覆い尽くすほどの大量の武器が壁に掛けられている。床は全面が土間になっており、土に染み付いた血と汗の臭いが戦場を思い出させた。

「ようやく来たみたいですね」

「待たせすぎよ。こっちだってヒマじゃないのに」

「アンタが教官かよ？」

　懐かしさに浸っているところに声を掛けられ、現実に引き戻される。

　話し掛けて来たのは三人組の若衆だった。大人でもなく、子供でもない。そんな雰囲気の男女だ。

「いや、俺も講習の参加者だ」

「はぁ！？　ンだよ！　じゃあ教官はいつ来んだ？」

「俺に訊くな」

　小僧ジャリの無礼にいちいち目くじらを立てたりはしないが、この苛つきから察するに、相当待惚まちぼうけを食わされているのだろう。

「ちっ！　おい、そこのお前！　ちょっと受付行って聞いてこいよ！」

「えっ……」

　声を聞いて初めて存在に気が付いたが、隅すみにもう一人いた。妙におどおどとした小柄な獣人の青年だ。兎のような長い耳をくたりと垂らし、大きな丸い瞳を不安げに動かしている。

　この距離で気配に気付かせなかったとは……。大した隠形術おんぎょうじゅつだ。

「えっ、じゃねーよ！　聞こえてんだろ！　そんな馬鹿デケェ耳してん────」

「おーっす。待たせたなー」

　小僧の大声を遮るようにドアが開き、一人の男が入って来る。

「元Ａランクのブランドンだ。今回は参加者が少ねぇな」

　そう言って頬を掻きながら登場したのは、買取窓口にいた金柑頭はげあたまだった。





第24話 お侍さん、新人と交流する




「マジかよ……！？　"赤龍レッドドラゴン"のサブリーダーだ……！」

「"強撃"のブランドンに教えを乞こえるとは……。僕たちは運がいいようですね」

　他の参加者の囁ささやきを聞くに、この金柑頭はげあたま、どうやら大物であるらしい。

　立ち姿は初めて見たが、筋骨隆々。まるで仁王におうを思わせる立派な身体付きだ。硬緊かたじまりに肥えて、骨太で、上背丈うわぜいもある、が────

　黒須はブランドンの右脚に眼を向ける。そこには有るべき物が無く、代わりに木の棒が生えていた。

　跛足はそく……。隻脚せっきゃくの武芸者だ。野太刀のだちと見まごうほどの大剣を担いでいるところを見るに、剣士か。

　隻脚せっきゃく、隻腕せきわん、隻手せきしゅ、隻眼せきがん。

　唖おし、座頭ざとう、躄いざり。

　廃疾はいしつ、偏枯へんこ、傴僂うろう。

　いずれの特徴を持つ武芸者とも斬り合ったことがあるが、彼らの武威ぶいは決して侮れるものではない。その状態でなお剣を握る者の覚悟は凄絶せいぜつ極まる。欠落、欠損、不具ゆえの独特の兵法を身に付けている場合が多く、ともすれば、常人よりも厄介な相手だ。

　力量は戦ってみないと分からないが…………

　"元Ａランク"という肩書きには心惹かれるものがある。午後からの模擬戦では師範が変わると言っていたが、ブランドンは相手をしてくれないのだろうか。

「おら、ブツクサ言ってねーでお前らも名乗れや」

　面倒そうに促され、三人で固まっていた若者たちから口火を切った。

「Ｆランクパーティー"栄光の剣"、リーダーのロイだ！　半年前に登録して、先週Ｆランクに昇格した。自分で言うのもなんだが、スピード昇格ってヤツだな。戦闘経験は豊富だから、他の新人のペースを乱さないように努力するぜ」

「同じく、ヨハンです。僕たちはＦランクですが、豚鬼オークの幼体とも互角に戦ったことがあります。流石に仕留め切れはしなかったので、今回さらに力を付けるために参加しました」

「アリシアよ。私は途中でパーティーに参加したからまだＧランクだけど、ロイたちと同じ敵と戦ってきたから、駆け出しとは思わないでほしいわね」

　……………。

　何処にでもいるな、こういう跳ねっ返りは。

「Ｆランクのクロスだ。Ｅランクパーティー"荒野の守人"に所属している」

「じ、Ｇランクのソロ冒険者、ユリウスです。二年前に登録してからなかなか昇格できなくて、何かきっかけを掴めればと思って参加しました。よ、よろしくお願いします」

　最後に獣人の青年が緊張した面持ちで名乗る。話すたびにふにゃふにゃと揺れる耳に、母が愛めでていた月兎耳つきとじという舶来の植物が思い起こされた。

「……はぁ？　二年もＧランクやってんのかよ。向いてないんじゃねーの」

「ふふ、そんなこと言っちゃ可哀想ですよロイ」

「ま、ソロでやってる時点でお察しよね」

　口々に嫌味を言われ、ユリウスはただでさえ小さい身体を更に縮こまらせてしまう。

「………………？」

　その様子を見て、何故言い返すなり殴り返すなりしないのか、黒須は違和感を抱いていた。ユリウスの下半身。特に太腿の筋肉は服の上からでも分かるほど異常な発達をしており、骨皮筋右衛門ほねかわすじえもんの小僧っ子など一撃で蹴り殺せそうに見えたのだ。

　戦えば、どちらが勝つのかは明白だが…………

「ムダ話はそこまでにしとけー。んじゃ、さっさと始めんぞ。とりあえず、お前ら全員走り込みからだ」

「走り込み？　戦闘講習じゃなかったのかよ」

「そんなことなら自分たちだけでもできます。高位冒険者の技術を教えてくださいよ」

　跳ねっ返りたちの文句に、ブランドンは心底呆れたような表情を浮かべる。

「お前ら、いつでも万全の状態で戦えるとでも思ってんのか？　依頼が終わって帰る途中に強力な魔物と遭遇するなんざ、冒険者やってりゃザラにある状況だ。だからこそ、疲れ果ててから訓練することに意味があんのさ。ゴチャゴチャ言ってねーで準備しろや」

　ブランドンの言うことは理に適っている。黒須が仲間たちを走らせてから稽古を付けるのも同じ理由からだ。

　戦場において、初陣首ういじんくびの死因で最も多いのが体力不足による倒死とうし。序盤戦から全力で戦い、中盤戦でふらふらになり、終盤戦で何もできずに死ぬ。熟練者ほど知っているのだ。疲れ果てた時にこそ強敵が現れることを。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




「はぁっ……はぁっ……くそっ……！」

「……ちょっと……まだっ……走るん……ですかっ？」

「あん？　何言ってんだ。まだ走り始めて一時間しか経ってねーよ」

「"しか"……ですって……！？　どれだけ……走らせる……つもりなのよっ！」

「俺がいいって言うまでさ。若えのに情けねーなぁ。他の二人を見てみろよ」

　息も絶え絶えの三人と違い、ユリウスは余裕そうな表情のままだ。黒須に至っては暇そうに欠伸までしている。

「クロス、ユリウス、退屈か？」

「うん？　……あぁ、悪い。今日は軽装で来てしまった上に、こんなのんびりとした速度だと、どうしてもな。走ると分かっていれば鉄鎧でも着込んで来たのだが」

「あはは、そうですね。でも、彼らのペースは乱さないよう努力するので、安心してください。ブランドン教官」

「「「──────ッ！」」」

　その挑発に奮発されたのか、若衆たちの速度が増した。顔を真っ赤にして走る連中をぼんやりと眺めながら、黒須は隣に声を掛ける。

「ユリウス。なかなか昇格できないと言っていたが、何か理由があるのか？　俺にはあの連中よりお前の方が強そうに見えるが」

　ユリウスは気まずげに視線を落とし、消え入りそうなほど小さな声で答えた。

「恥ずかしながら、魔物と戦うのが怖いんです。それで討伐依頼を一度も受けていなくって……。ボクたち兎獣人ラピヌは弱虫だって、クロスさんも聞いたことあるでしょ？」

「いや、俺は最近この国に来たばかりでな。獣人のことはよく知らん。しかし、それなら何故冒険者などやっている？　他にも道はあっただろうに」

「両親を早くに亡くしまして、まだ小さな弟や妹の面倒を見なくちゃならないんです。冒険者なら、働く時間は自由に決められるから…………」

「そういうことか。その歳で一家の大黒柱とは、立派なことだ」

「クロスさんはどうして冒険者に？」

「成り行き、だな。俺はもともと武者修行の旅の途中でな、街に出入りするのに身分証が欲しかっただけだ」

「武者修行……。あのっ、クロスさんは戦いが怖くないんですか！？　どうやって恐怖を克服したんですか！？」

　ユリウスは並走している黒須にぶつかりそうなほど詰め寄って来た。その焦りを抑え切れないような声色に、ほとほと困り果て、本気で思い悩んでいることを察する。

　ただの暇つぶしのつもりで始めた会話だったが……。艱難辛苦かんなんしんくに追い詰められた若人わこうどからの問い掛けだ。真面目に答えてやるべきと判断し、ユリウスの方へ向き直る。

「恐怖とは克服すべきものに非あらず。受け入れ、耐えるべきものだ。そもそも、人は怖いもの知らずには作られていない。恐怖を感じることは正常な感覚、耐えるのはいいが、慣れてはいかん。恐怖を感じぬ者は狂人だけだ」

　"過ぎたるはなお及ばざるが如し"

　犬侍いぬざむらいと揶揄やゆされるほどに臆病である必要はないが、恐怖の麻痺は必ず油断や慢心へと繋がる。臆病さと慎重さは表裏一体なのだ。

「俺とて戦いへの恐怖心はあるが、お前と同じで護るべき者がいてな。その者たちのために逃げるわけにはいかんのだ。自分が死ぬことよりも、自分が逃げ出すことで大切な者が傷付く方がよほどに怖い。俺は幼い頃、それに気付かされた」

　"武士は己を知る者のために死すべし"

　父の教えだ。片時も忘れたことはない。

「恐怖とは、これから起こるかもしれない何か対してに抱くもの。前を向いている者だけが抱く感情だ。そういう時は一度後ろを振り返って思い出せ。自分の背には誰がいるのかを。足が竦んだ時には想像しろ。強大な敵と戦う恐怖、幼い弟妹ていまいが飢え死ぬ恐怖。その二つを秤はかりに掛けた時、本当に怖いのは何方どちらなのかを」

「……………………」

「よーし！　そこまでだ！」

　ユリウスは神妙な面持ちで考え込んでいたが、ここでブランドンから終了の声が掛かった。疲労困憊で倒れ込む跳ねっ返りたちを他所に、休む間もなく受講者同士の模擬戦が始まる。

「お前らの戦い方を見ながら、適宜助言アドバイスしていく。全力じゃねえと意味ねーからな。どっちかが戦闘不能になるか降参するまで続けろ！」

　各自、壁に掛けられた武具から好きな得物を選び、ブランドンの指示で二人一組に別れる。紅一点のアリシアは心が折れてしまったのか、立ち上がる気配がないため、人数も丁度よくなった。

　黒須の相手はヨハンと名乗った痩身の優男だ。両者木剣を持っているが、ヨハンの得物はやけに細い。以前オーラフの店でバルトが教えてくれた刺突剣レイピアという剣だろう。

　初見の武器の遣い手に興味を唆そそられていると、ブランドンが厳つい顔を寄せ、コソコソと話し掛けてきた。

「おい、クロス。頼むから手加減はしてやってくれよ？」

「何故だ？」

「俺の目は節穴じゃねーよ。お前が狩った巨人の皮、俺に足があったとしてもあんな斬り方は無理だ。こんな講習で新人潰されちゃ堪らねえ。午後からの模擬戦闘では思う存分暴れて構わねぇから、ここは抑えてくれ」

「…………承知した」

　ディアナからも講習を妨げるなと言われていた。最初から手加減するつもりでいたが……適当にあしらっておくことにしよう。

「行きますよっ！」

　ヨハンは剣を持つ右手を大きく引いた状態でこちらに駆けて来た。剣先をフラフラさせているのは、こちらに狙いを絞らせないためか。あるいは単に持ち手が緩いだけか。

「はぁっ！！」

　気合一閃、鳩尾の辺りを突いてきたが────

「……………………」

「ヨハン、踏込みが浅ぇぞ！　そんなとこから届くわきゃねーだろ！」

「くっ！」

　間合いを見誤ったのか、随分手前で剣が止まった。

「次は外しませんよ！」

　そう言って、何故か大きく距離を取る。いちいち離れないと攻撃できないのか。

「ふっ！！」

　今度は頭を狙ってきたので、少し首を傾けて避ける。

「馬鹿野郎っ！　走り出しから頭に切先きっさき向けてりゃ、避けられるに決まってんだろ！　それと毎回単発で終わんな！　連撃を入れろ！！」

　ブランドンの指摘を受け、ヨハンはその場で剣を振り回す。

「はっ！　やぁっ！！」

「……………………」

　俺は一体どうすればいいのか。

　防いでしまってもいいのだろうか。

「刺突剣レイピアを振るんじゃねーよ、ボケッ！！　相手が受けたら折られるだろうが！　連撃っつったら突きだ、突き！！」

　怒鳴りつけるブランドンに眼を向けると『もう少し我慢してやってくれ』という仕草をするので、そのまましばらくヨハンの練習台になってやった。

「はぁっ……はぁっ……！　くそっ、何で攻撃して来ないんです！？　僕をバカにしているんですか！？」

「……………………」

「クロス、もういいぞ。終わらせてくれ」

　許可が出たので木剣を横に薙ぐ。

「────なぁっ！？」

　ヨハンの刺突剣はその一撃で呆気なく折れた。手刀でも容易く折れそうな武器をわざわざ正眼に構えるとは…………。呆れ果てるほどの阿呆である。

「ヨハン、お前こっち来い。個別指導してやる。クロスは待機しててくれや」

　首根っこを捕まれズルズルと連行される様子を黙って見送り、先ほどまで横目で見ていたロイとユリウスの戦いを観戦に向かう。

「おらおらッ！　さっきはよくも馬鹿にしてくれたな！　Ｇランクの分際でよっ！」

　長剣のロイに対して、ユリウスは徒手空拳で立ち向かっているが……かなり一方的な展開になっていた。攻め立てるロイにユリウスは防戦一方。何度も木剣を受けたのだろう。身体はすでにあちこちが痣あざだらけだ。

「お前、冒険者に向いてねーよ！　辞めちまえっ！」

「──────ッ！」

　ロイは模擬戦であることを忘れているのか、はたまた嗜虐心しぎゃくしんにでも駆られているのか、顔面に強烈な一撃を叩き込んだ。ユリウスが痛々しい悲鳴を上げて倒れ込む。

　その声を聞きつけ、ブランドンが黒須の横に並んだ。

「…………ここらで止めるべきかね」

「"戦闘不能になるか降参するまで"と言っただろう。水を差すな」

　ユリウスの眼は、血を吐きながらも死んではいなかった。身体を引きずるようにして立ち上がり、無言でロイに向かい合う。

「なっ、なんだよお前……！？　もう降参しろよっ！」

　幽鬼のような相手の姿に、優勢のはずのロイの声に怯えが滲む。

「……ボクが戦わないと、あの子たちは死ぬ……」

　ユリウスは誰にともなくそう呟くと、グッと体勢を低くした。

　──────拙まずい。

　殺気を感じ取り、黒須とブランドンが同時に動く。

「へっ？」

　ユリウスは矢のような速さで飛び出すと、間抜けな声を上げるロイの眼前で急停止、顔面を狙った上段回し蹴りを放った。

「────っと！　痛ッッてぇなあ！！」

「大した威力だ」

　ブランドンが膝を止め、黒須が爪先を受け止めたが、大の男二人が吹き飛ばされてしまった。巨人の一撃を思い出すほどの凄まじい蹴撃。もし止めなければ、間違いなくロイの首は胴と泣き別れていただろう。

「あっ……。ボ、ボク、何を……。　ごめんなさいっ！！」

　ユリウスはハッと我に返り、泣き出しそうな顔で謝った。

「模擬戦はここまでだ！　ったく、今回は面倒な奴ばっかだな……」

　ブランドンは呆然とへたり込むロイを助け起こすと、金柑頭を撫でながら大きなため息を吐いた。





第25話 冒険者さん、観戦に行く




「フランツ、いい加減にせんか」

「目の前でウロウロしないでください！　うっとうしいですっ！」

　皆がまったりと余暇よかを楽しむ中、フランツは一人、ソファーの周りをグルグルと歩き回っていた。

「だって……」

　朝食後、珍しくウキウキとした様子で出掛けるクロスを見送ったが、時間が経つにつれてだんだんと不安になってきたのだ。

　この街に来てから、彼が単独で行動するのは今日が初めて。何度も通ったギルドへの道で迷子になるとは思わないが、ギルドマスターから受けた忠告がまとわりつくように頭の中で木霊こだまする。

「面倒くせえな。そんなに気になるなら見に行きゃいいじゃねえか」

　弓の手入れをしていたマウリがぶっきらぼうにそう言うが…………

　自分一人で行って、お節介な奴と思われるのも嫌なのだ。

「マウリ、一緒に行ってくれない……？」

「夜中便所に行けねえガキかテメーは。休みの日までギルドに顔出したくねぇよ」

　この薄情者め………

「しかし、実際のとこ大丈夫かの？　駆け出しにゃあ生意気なのも多い。挑発されて暴れとらんとええんじゃが」

「暴れたとしても教官が何とかして……くれますよね？」

「高位冒険者なら、たぶん……」

「どうだかな。聞いただろ？　アイツの潰した傭兵団、Ｃランクだったって。対人戦闘に特化した連中が八人掛りで……あのザマだぜ？」

「「「…………………」」」

　マウリ自身も言っていて不安になってきたらしく、結局、フランツたちは全員で足早に家を出た。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




「こんにちは、ディアナさん。クロスは訓練場です────」

「知りませんっ！」

　ディアナはこちらの問いを聞き終わらないうちからそれを否定し、プイッ！と音がしそうなほど大きく顔を背けてしまった。

　クロス────何かしたのか？

「おや、守人の諸君」

「……ギルドマスター」

　ディアナの後ろの席に腰掛け、書類を眺めていたヘルマンがこちらに気が付き声を掛けてきた。高い視点から冒険者のことを真剣に想う人物だと分かっているつもりだが、相変わらずの仏頂面に心の表面が粟立つ感じがする。

「君たちも見学かね？」

　その声色には、どこかわざとらしさがあるような気がした。さも自分たちが来ることが分かっていたかのような、例の処罰の件と同じ、作為の匂いがする。

「はい、やっぱり少し心配で……。ん？　君たちも・、ですか？」

　ヘルマンは頬の隅に皮肉げな笑いを漂わせ、何もかも把握しているかのように頷いた。

「私もちょうど様子を見に行く所だ。ついて来たまえ」

　────やはり、どこまでも食えない男だ。

　ギルドマスター自らの案内でギルドの裏手にある訓練所に向かう。

「あの、今回の教官は誰が担当ですか？」

「"強撃"と"神速"だよ」

　名のある冒険者は、その戦闘形態スタイルや逸話から敬意を持って二つ名で呼ばれる。それこそが一流である証あかしであり、全冒険者の憧れなのだ。かくいうフランツも、寝る前に自分の二つ名を妄想してニヤニヤするのが日課になっている。

「ブランドンさんと……"神速"は聞き覚えがないなぁ。バルト、知ってる？」

「Ｂランクのネネットじゃな。昔っからよく酒場で大騒ぎする娘で、この辺りの鍛治人ドワーフで知らぬ者はおらん」

　なるほどと相槌を打ちつつ訓練所の中に入ると、もう模擬戦が始まってしまっていた。

「つぎぃー！　かかってこーい！」

　広い訓練場の中央で怒鳴っている女性を見て、神速とはそういうことかと納得する。ネネットという名に聞き覚えはなかったが、彼女は豹獣人パンテーラ、獣人族の中でも特に速度に優れた種族だ。

「きょ、教官……。もう、無理です……」

「なんでだ！　まだ生きてるじゃないかー！」

「死ぬ……。もう死にそう、です……」

「死にそうってことはまだ生きてるってことだー！　諦めるなー！」

　すでに彼女の周囲には打ち倒された新人冒険者が死屍累々と転がっているが、そこにクロスの姿はない。辺りを見渡してみると、何故か彼は一人だけ参加せず、離れた所でブランドンと模擬戦を観戦していた。何かやらかしたのかと一瞬ヒヤッとしたが、ブランドンにも特に変わった様子はない。

「……お前たち。何故ここにいる？」

「い、いやぁ、家にいてもヒマだったからさ。皆で応援に来たんだ」

「何でお前だけ見物してんだよ？」

「知らん。この金ハ……ブランドンに待っていろと言われた」

　本人が真横にいるのに大変失礼なことを言おうとした気がするが、それはさておき、クロスはとても不満顔だ。

「ギルマス。指示通りコイツだけ待機させてますぜ」

「手間を掛けた。今回の受講者はどうだね？」

「規格外が二人ですね。コイツら、どっちもランクと腕がまったく見合ってねえ」

　その言葉にヘルマンは目を丸くする。

「……二人？　クロスくんの他にもそんな逸材がいるのかね？」

「今ネネットに捕まってる、ユリウスって名のＧランクです。兎獣人ラピヌはキレると怖えってよく言いますが……。ありゃそん中でも特級ですわ。火力だけなら間違いなくＡランク相当はある。まともに受けたら俺でもタダじゃ済まねえと思います」

　ブランドンが顎をしゃくって示したのは、胸ぐらを掴んで揺さぶられている小柄な青年だった。完全に失神しているようで、ピクリとも動かない。自分たちの時もああだったなぁと、苦い思い出が蘇る。

「……後ほど、彼の評価書を確認しておく」

　ヘルマンは神妙な様子でそう言うと、クロスを伴ともなって中央へ歩み寄る。

「ネネット、彼が例のＦランクだ。今から相手をしてもらっても構わんかね？」

「いいぞ！　みんな寝ちゃってヒマだったんだー！」

「クロスだ。よろしく頼む」

「アタシはネネット！　よろしくなー！」

　ネネットは人懐っこい笑顔でクロスの手を握り、ブンブンと大きく振った。マウリと変わらないくらい小柄な女性なので、随分と平和的な図に見える。

「────なるほど。確かにこれは"戦う者の手"だ」

　ネネットの手を掴んだまま、クロスはニヤリと口許を歪めた。

　その獰猛な笑みは、フランツの胸に一滴の不安となって落ちる。クロスは滅多に笑わない。たまにマウリやパメラを微笑ましそうな眼差しで眺めていることはあるが、こんな風に笑ったのは初めて会った時以来だ。巨人と戦っていた時、彼は狂ったように笑っていた。

「クロス。念のために言っておくけど、これは訓練だからね？　殺し合いじゃない。分かってるよね？」

「……………おっと」

「おい。"おっと"って何だよ？」

「クロスよ、お前さん……」

「ち、違う。言葉の綾だ。訓練ということくらい弁わきまえている」

　いや、絶対に忘れてたな……。

　彼の生い立ちやこれまでの旅の話を聞いた時、正直に言えば異常だと思った。"武士道"という独特な思想に基づいて行動し、好き好んで戦場を渡り歩き、強者を探しては殺し合って生きてきたのだという。

　フランツの常識からすれば、そんな人間を表す言葉は一つしかない。

　狂戦士だ。

「クロスさん、私たちの目を見て約束してください。ネネットさんを絶対に殺さないって」

「莫迦なことを、パメラ。俺は────」

「クロス。頼むよ」

　フランツやパメラの真剣な表情に、クロスは小さくため息を吐いた。

「武士道に懸けて、殺さないと誓約する。……これでいいか？」

「本当に分かっとるんじゃろうな」

「武士にとって違約は恥だ。もし違たがえることがあれば、腹を斬って詫びてやる」

　そこまではしなくてもいいが、ひとまずこれで大丈夫だろう。彼の性格を考えるに、交わした約束を破るような真似はしないと信用できる。

「クロスはアタシを殺したいのかー？」

「ネネット。彼は少しばかり変わった冒険者だから、あの発言は気にしなくていい。それよりも、彼は新人だが恐らくかなりの戦闘経験を積んでいる。同じＢランクを相手にするつもりで戦ってくれたまえ」

「？？」

「……手加減不要ということだ。分かるかね？」

「よく分かんないけど、分かったー！」

　フランツたちも協力して転がっている新人を片付け、立ち会いの場を整えた。ネネットとクロスは距離を取り、互いに訓練用ではない本身の武器を携えている。

「手加減するなって言われたから、真剣でいいぞ！　かかってこーい！」

「そうか。では、いざ」

　睨み合うことも、語り合うこともなく、実に簡単に始まってしまった。

　先に動いたのはクロスだ。無手のままネネットに向かって走り、彼女から十ｍほど離れた位置から急加速。右手は剣の柄に添えられている。

「ちょ────っ！」

　あれは巨人を仕留めた技じゃ！？

　焦りのあまり声を上げそうになったが、ネネットはクロスの剣を空中に跳び上がって易々やすやすと回避した。さらに大きく後方へ跳び、一回転して着地する。

　クロスはそのまま彼女を追い、着地のタイミングを狙って剣を振ったが、ネネットはグニャリと体を逸らして後方転回することで躱した。

　まるで曲芸のような体捌きだ。それに、一つ一つの動きにキレがあって速い。

「お前強いな！　よぉーし、アタシも本気で行くぞー！」

　ネネットは腰に吊り下げていた二本の短剣を引き抜き、両手に持った。双剣使いだ。

「フッ！」

　一つ息を吐いたと思ったら、彼女の姿が視界から消える。

「なっ！？　どこに……」

　一瞬見失ったが、剣戟けんげきの音に目を向ければ、そこには目にも止まらぬ速度で斬り合う二人がいた。

　クロスは足を止めて剣を振っているが、ネネットは現れたと思ったら消え、そしてまた別の場所に現れては消える。

「なんだよ、アレ。豹獣人ってこんなに速かったのか？」

「馬鹿な。普通の豹獣人にあそこまでのスピードはないわい。身体強化ブーストの奇跡を使っとるんじゃろう」

「いえ、魔力の動きは感じませんでした。素の身体能力ですよ、あれ。クロスさんも速いですけど、ネネットさんはもはや瞬間移動ですね……」

「ギルドマスター、俺には二人の剣が目で追えません。今はどっちが優勢なんですか？」

「……驚くべきことに、互角だね。体捌きはネネットに分があるが、剣速はクロスくんの方が上だ」

「動体視力も並じゃねーな。ネネットはスピードと手数で相手を圧倒する短期決戦型だが……。完封してやがる」

　元Ａランク二人の顔にも驚愕の色が浮かんでいる。

「お前すごいなー！　アタシの速さについてこられるヤツは初めてだ！」

「こちらこそ恐れ入った。これほどの速力は久しぶりだ。初見なら遠の昔に殺られていただろう」

「アタシと同じくらい速いヤツがいたのかー！？」

「ああ。あの時は初撃で片耳を飛ばされたものだ」

　────今、"片耳を飛ばされた"と言った気がしたが、聞き間違いだろうか。

　固唾を飲んで見守っていると、クロスの動きに緩急がつき始めた。止まったり、走ったり、ふらついたりと、一見ふざけているように見える。

「何してんだあれ？」

「ネネットの動きが読まれたな。アイツは速いが直線的だ。相手に複雑に動かれると対応できねえ」

　ブランドンの言う通り、ネネットの動きが急に悪くなった。クロスが常に動き回っているため攻撃できず、後手に回り始める。

「くそー！　もう怒ったぞぉー！！」

　ネネットは双剣を持ったまま地面に手をつき、四足獣のような体勢になると、なんと訓練所の壁や天井を足場にして縦横無尽に跳ね回り始めた。もはや姿は目で追えず、剣がぶつかる音と足場を蹴る音しか聞こえない。

　クロスの体がまるで風に斬られているかのように独りでに傷つき始める。

「なんだよ……。これ……」

　初めて見る高位冒険者の実力に戦慄していると、嬉しそうな声が訓練場に響いた。

「いいぞッ！　見事だ！！　愉しませてくれる！」

　クロスは左手で短剣……脇差を抜くと、訓練場の角に向かって走り、壁を背にして立ち止まった。右手を前に、左手を上に伸ばして剣を構えている。

　そうか、あれなら攻撃の方向を絞れる！

　あの場所であれば、ネネットが来るのは前か上の二択だ。

　次の瞬間。巨大な岩が衝突したような轟音が響き渡り、クロスの掲げた脇差に両手の短剣で斬りつけた状態のネネットが姿を現した。

　クロスは右手の剣を手放すと彼女の首を鷲掴み、そのまま地面に叩きつける。

「────カハッ！」 

　トドメとばかりに顔の真横に脇差を突き立てた。

「うぅ〜……！　アタシの負けだー！！」

　涙目のネネットが降参を宣言し、勝負は終わった。

「クロス……。女性相手にやりすぎじゃないか？」

「無礼なことを言うな、フランツ。素人相手ならその通りだが、剣を握る者に性別など関係ない。手を抜く方が失礼というものだ」

　そう言ってネネットに手を差し伸べて助け起こす。

「楽しかった。礼を言う、ネネット」

「またやろうな！　アタシももっと強くなるぞー！」

　二人は固い握手を交わし、互いの健闘を讃え合う。

「よぉーし！　みんなで飯食いに行こー！」

　ネネットはクロスの手を引っ張り、フランツたちの同意を待つことなく訓練場を出て行ってしまった。慌てて追いかけようとすると、ヘルマンがそれを引き止める。

「フランツくん、君たちのパーティーはＥランクだったね？」

「はい、そうです」

「なら、私の権限でクロスくんを今日付けで昇格させよう」

　フランツたちはその言葉に目を見開いた。ギルドマスターが特例昇格の権限を持っていることは知っていたが、それを実際に行使するのは初めて見たのだ。

「…………いいんですか？」

「Ｅランクならもう新人講習は受けられないからね。ディアナは正しかった。彼はとても新人と共に学ぶようなレベルではない。もっと上のランクにしてもいいのだが、パーティー内でのランクは揃っていた方が何かと便利だ」

　ヘルマンに礼を言い、この特報を早く伝えようとフランツたちは駆け出した。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




　新人たちも皆帰り、がらんとした訓練場には二人の男が残っていた。

「ブランドン、どう見た？」

「なんつーか、危うい感じっすね。いつ爆発するか分からねぇ野郎だと思います。昔の自分を見てるみたいで、イライラする感じですわ」

「同族嫌悪というやつかね？」

「かもしれねぇですね。ま、俺みてーにはなってもらいたくねえもんです」

「……その足のこと、許してくれとは言わんよ。だが、守ってやれなくて本当に申し訳なかった」

「馬鹿野郎。何度も言うが、こりゃ自業自得だ。俺が考えなしに飛び出したせいでこうなった。それを言うなら、パーティーは俺のせいで解散したようなもんじゃねーか。詫びんのは俺の方だ」

「…………君は本当に気高い男だ。心から尊敬する」

「んなことより、喧嘩の抗議の件で久しぶりにババアに会ってきたんだろ。相変わらずか？」

「ああ。彼女は今も強く、美しいままだ。赤龍レッドドラゴンというパーティーに残された、唯一変わらない存在だよ」

　ヘルマンは遠くの音楽に聞き入っているかのような恍惚とした表情になった。それを見たブランドンは対照的に、腐った食べ物を口に放り込まれたような苦りきった顔になる。

「ヘルム、お前さ……。マジでアイツの歳分かってんのかよ？　お前のその顔、貴族ぶった喋り方より気持ち悪いわ」

「……うるせぇな、ブラン。愛に歳は関係ねーんだよ。サリーはいつか必ず俺んとこに戻って来る。俺たちは結ばれる運命なんだ」

　二人きりの訓練所に、いかにも粗野な冒険者たちの楽しげな声が響いて消えた。





第26話 お侍さん、傭兵になる




「クロス、やっぱり考え直さない？」

　今日の朝食は黒須のお手製だ。兵糧袋に残っていたなけなしの玄米を使った茸粥きのこがゆ。　"スプーン"で掬って口に運べば、紫湿地ムラサキシメジに似た謎の茸の出汁がよく効いていて旨い。

「ねえ」

　この国には箸がないため、この"スプーン"や"フォーク"という食器を使うのが一般的だ。田舎者と思われるのも癪なので最初は無理をして使っていたが、慣れれば便利なものである。

「ねえってば！」

　米のない国では珍しい料理ということもあってか、マウリとパメラには思い切り顔を顰しかめられてしまったが、実際食べてみるとうまいと言ってくれてホッとした。五味調和など知ったことかいう漢飯おとこめしで生きてきた粗暴者故ゆえ、人に飯を振舞うのは初体験だったが、見慣れぬ食材や調味料を駆使してそれなりのものができたと自負して───────

「おーーーい！！」

　フランツの言葉を無視して黙々と食事を続けていたが、耳元で大声を出されてしまい、手が止まる。

「……もう決めたことだ。お前も昨夜は承諾してくれただろう」

　ネネットとの対戦を終えた夜、黒須は仲間たちにある決断を伝えていた。酒場で大いに酔っ払っていたフランツたちはその場では了解してくれたのだが、一晩明けて冷静になったのか、思い直すように説得を始めたのだ。

「傭兵ギルドに登録する。今後も人と戦うためにはこれが一番手っ取り早い」

「……冒険者は、辞めちゃうってことですか？」

　パメラが泣きそうな顔でこちらを見るが、そうではない。昨晩も説明したのだが……いや、彼女は途中から寝ていたか。

「違う。冒険者との両立を考えている。武者修行の身としては、やはり人との立ち合いも疎かにはできん。傭兵は人と戦う専門職だと教えてくれただろう」

　ネネットとの模擬戦では久々に血が滾たぎるのを感じた。最初は女の武芸者、それも幼女と言っても過言でない外見の相手に失望していたが、とんでもない思い違い。

　模擬戦という前提もあり互いに本気ではなかったとは言え、あれほどの絶技は滅多にお目に掛かれるものではない。磨き抜いた武技のぶつけ合い、やはり技比べこそ立ち合いの妙味である。

　そして、同時に危機感を覚えたのだ。ユリウスの蹴りで吹き飛ばされ、ネネットには全身に傷を刻まれた。両者とも見事な技量を持つ武芸者だったが、不覚は不覚。相手が獣人だったから仕方がなかったという話では終われない。

　武士たる者、壁があるなら乗り越える。さらなる経験を積み、次は無傷で勝てるよう研鑽しなければならない。

「ていうか、そもそも掛け持ちってアリなのかよ？」

「うむ、そういう者がおらん訳じゃあないがの。ランクを上げんとまともにゃ食えんから、結局はどっちかに専念するモンじゃ」

「パーティーとしては問題ないけど、喧嘩の一件もあるからね。変に因縁つけられないか心配だなぁ……」

「いや、俺はむしろコイツが暴れねえかの方が心配だけどな。俺たちゃただでさえギルマスに目ぇつけられてんだからよ」

「クロスさん、絡まれても絶対に殺しちゃダメですからね！　半殺しまでなら私が許可します！」

　────最近、妙に仲間たちが心配性になった気がする。

　兄たちからもたびたび指摘されていたように、気が短いという自覚はあるが……。そこまで傍若無人に振る舞っているように思われているのだろうか。

「善処しよう」




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




「では、これで登録は完了しました。他に何かご質問は？」

　冒険者証に似た小さな板を受け取り、首に提げていた組紐に通す。

　冒険者ギルドと違って随分と愛想の無い受付だ。登録に関することだけを事務的に説明するのみで、規則やランクについても教えて貰っていない。その辺は冒険者と同じだとフランツたちから聞いているので別に構わないのだが…………。

「では、一つ訊いてもいいか」

「どうぞ」

「その殺気、わざとか？」

「……おや、お気付きでしたか」

　この受付の男はギルドに入った瞬間からこちらに殺気を向けていた。何のつもりかと黙って観察していたが、周囲の傭兵たちからも同様の視線を感じている。どうやら歓迎されてはいないらしい。

「我々が貴方のことを知らないとでも思いましたか？　荒野の守人のクロスさん」

　登録に必要な情報しか伝えていなかったはずだが、やはり、初めから面は割れていたようだ。潮時を見計らっていたかように、たむろしていた連中が詰め寄ってくる。

「傭兵ギルドは便利屋ギルドと違ってメンツが大切なのですよ。あの事件以降、我々が一体どれだけの依頼を失ったかお分かりですか？　何のケジメもつけないままではギルドの汚名は雪そそがれない。ギルドマスター同士で和解が交わされたとは聞いていますが、それに納得がいかない者も多いのですよ」

　したり顔の受付は興奮したように口許を歪める。

「それで？　納得がいかなければどうする」

「傭兵ギルドには一般人への暴行は除籍処分という規則がありますが、会員同士の"訓練"なら何の問題もない。お付き合いいただけますね？」

　逃がさないとばかりに背後の連中が武器を構えるのを感じる。

「逆恨みとは言うまい。いいぞ、何処へでも付き合おう」

　悦に入っているところ申し訳ないが……こういった状況は望む所だ。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




「俺がやる。お前ら手ぇ出すなよ」

　ギルドの訓練場に案内され、周囲を傭兵に囲まれた。その中から槍を持った男が前に出る。

「Ｂランク傭兵団、"明けの明星"団長のグランだ。武器は真剣で文句ねぇな？」

「Ｅランク冒険者のクロスだ。こちらとしては問題ないが、"訓練"とは言え、多少の事故には眼を瞑ってもらうぞ」

「はっ！　言うじゃねぇか。あの連中は油断したせいで負けたんだろうが……。俺は最初から全力で行かせてもらうぜ！」

　グランは槍を突き出し猛然とこちらに駆け出した。

　"右前半身構え"

　本来、柄物つかものとは利き手の威力を発揮するため左前で構えるべきだが、熟練の槍士ほど急所である心臓を晒すことを嫌う。

　どうやら剣士との戦いには慣れているようだが…………

　柄に沿わすようにして刀を滑らし、前に出ていた右手の親指を斬り落とした。

「ぐあァッ！」

　未熟な相手には通用するかもしれないが、利き足を使わない半端な踏み込みでは当然こうなる。槍士は剣士以上に間合いに気を付けねばならんものだ。

「次は俺だ！　行くぞっ！」

　一人終えるたび、次々と挑み掛かって来る者たちを流れ作業のように片付けていく。総じてそれなり。突出した強者はいない。

　もし一斉に掛かって来たら遠慮なく斬り殺すつもりだったが、一騎討ちという最低限の誇りは持っているらしく、大人しく順番待ちする姿は見ていてどこか滑稽ですらある。

「お、おい。これって────」

「ああ……。あの野郎、狙って全員の右親指だけ斬り落としてやがる。クソッタレ、討伐証明のつもりかよ」

　力の差を見せ付ける残忍な攻撃は、恐怖という名の毒となり見る者の心をじわじわと蝕むしばむ。十人も斬った頃には連中の顔に怯えが滲み始めた。

　多勢を相手にする際の基本的な兵法だ。士気を失えば武者むしゃの集団とて烏合うごうの衆に変わる。そうなればもう、物の数ではない。

「くそっ……！　おいっ、次お前行けよ！」

「い、いや俺は────」

「おい、早くしろ。次はどいつだ？」

　案の定、傭兵たちは尻込みしてしまい誰も前に出られなくなる。しかし、狙ってやったことではあるが、ここまで早く怖気付くとは思わなかった。

「誰もいないのか？　では、次はお前だ」

　黒須が指名したのは受付の男。最初は最前列にいたくせに、だんだんと後ろの方に隠れようとしていることには気が付いていた。

「な……っ！？　わ、私は────」

「あれだけ立派な啖呵たんかを切っておいて、まさか自分は戦えないとは言うまい？　それに……。貴様は俺に殺気を向けた。拒否したとしても見逃すつもりはない」

　高みの見物を決め込んでいたらしく、その狼狽っぷりは見るに堪えない。見下げ果てた腰抜けである。一向に前に出ようとしないため、こちらから歩み寄り、剣を抜こうとした右手を手首の先から斬り落とした。

「ぎゃあぁぁあ────っっ！！」

　この手の小賢しい馬鹿は、厳重に誡いましめておかないと次もまた同じことをする。パメラとの約束があるため殺しはしないが、心を折っておくことも重要だ。

「次は？　……いや、もう面倒だ。全員で来い」

　残っているのは見るからに三下。猛者連中が為す術もなく敗北するのを見て戦意を失っているようだが、そんなことはもう関係ない。

「雁首並べて何を惚ほうけている？　来ないならこちらから行くぞ」

　こいつらから望んだ戦いだ。一度敵対したのなら、途中で逃げ出すことなど許しはしない。徹頭徹尾、完膚なきまでに叩き潰す。

「あの時の連中もそうだったが、やはり貴様らは根本的に間違っている。剣を携える者、つまり武芸者とは、極論を言えば他人の命を奪うことに心血を注ぐ者だ。そういう類の者を挑発するということは、当然、命懸けで行うべき行為のはず。旗色が悪くなってから死を覚悟するなど遅すぎる。己の言動に命を懸けられない者は剣など持つべきではない。鍬くわや鋤すきを持って、畑でも耕していれば平和に生きられただろうに」

　黒須はこの場にいる全員の指を落とすつもりだった。親指がなければ、もう二度と剣は握れない。

　──────バンッ！

　黒須が集団に向かって歩き始めた矢先、突然訓練場の入口が蹴破るように開かれる。

「騒がしいと思って来てみれば……。何なのこの有様は？」

　そこに立っていたのは、美しい白髪を腰まで伸ばした背の高い女だった。





第27話 お侍さん、邪魔立てされる




　その女は妙に人間離れした風情に見えた。

　陶器の冷たさを連想させるような白皙はくせきの肌、びいどろガラスのような紫の瞳。血管の浮く細い手足はすらりと長く、背丈は高いが全身がきゅっと小さい。眉目秀麗とは斯かくあるべしとでも言わんばかりの美貌には、作り物じみた薄気味悪さを感じる。

　"立てば芍薬しゃくやく座れば牡丹ぼたん、歩く姿は百合ゆりの花"

　都々逸どどいつの流行り唄うたにそんな表現があった気がするが、まさにそのような人物だ。

　女は辺りを一瞥すると、カツカツと威圧するような足音を立てながら集団に近づき、いまだ血が垂れる右手を庇い蹲うずくまっている受付に目を向けた。

「リット、説明なさい」

「ギ、ギルドマスター……。その、実は────」

　受付の男が状況を説明するにつれ、女の顔はこれでもかと言うほど不快げに歪んでゆく。元が美しい面貌であるだけに、その落差は一種の迫力を帯びて威光を放っていた。

「つまり、私の裁定を知った上でこの暴挙を仕出かしたと……。リット、貴方はクビよ。荷物をまとめて出て行きなさい」

「そんな……っ！」

「指揮官の決定に従えない者に背中を預けることはできない。貴方には失望したわ」

　受付の顔が白紙のように蒼褪めるが、女は関心をなくしたように周囲で押し黙っている連中に視線を移した。

「この場にいる者も同罪よ。傭兵なら上意下達じょういかたつの重要性は百も承知のはず。全員、二ランクの降格処分とする！」

　その宣告に、指を失った者たちから不満の声が上がる。

「ちょ、ちょっと待ってくれよ！」

「姉御、そりゃねぇぜ！」

「そうだ！　俺たちゃギルドのためを思って───」

　男たちの不平不満は、しゃらりと鳴る鞘走りの音によって掻き消された。

「文句のある者は剣を抜きなさい。ここは傭兵ギルド。弱者に発言権はない」

　しんと静まりかえる訓練場。だがそこに、張り詰めた空気を破るように一人の男の声が響いた。

「文句はないが、抜刀すれば相手をしてもらえるのか？」

　怒気を孕んだ棘のある声に、全員の視線が黒須に集まる。

「これは俺とこいつらとの勝負だ。そしてまだ決着はついていない。そこに割って入った上に滔々とうとうとくだらない御饒舌ごじょうぜつとは、一体どういう了見だ？」

　黒須は闖入者ちんにゅうしゃに向かって大股で歩きながら刀を抜いた。

「貴方が噂の男ね。なるほど、話に聞いていた以上の狂犬────」

「傭兵とは。人と戦うことを生業とする職と聞いていたが」

　女の言葉を遮り、怒りのままに言葉を紡つむぐ。

「期待外れも甚はなはだしい。多数をもって威勢とし、敗色を見れば怖気おじけ付く。勝負に懸ける覚悟もなく、決闘の矜恃きょうじすら知らんと見える。上から下まで、つくづく碌ろくでもない連中だな」

　"眥裂髪指しれつはっし"

　舌端ぜったん火を吐くたびに内臓が熱を帯び始める。

　真剣勝負への横槍は、武芸者の尊厳を踏み躙にじる大罪。たとえここが異国だとしても、剣を持つ者なら誰もが知るべき不文不言ふぶんぶげんの禁忌である。

　武士として、耐え難い侮辱だ。

　腸はらわたが煮えくり返るほどの嚇怒かくどに駆られ、視界が赤く染まってゆく。

　侏儒しゅじゅ、亡状ぼうじょう、冥々めいめい、管見かんけん、大愚たいぐ、僮昏どうこん、固陋ころう、瘋癲ふうてん、魯鈍ろどん、…………

　万の言葉で罵倒しても飽き足らぬ痴しれ者め。生かしておけるものか。

「私は傭兵ギルドのギルドマスター、サリアよ。今回の件、責任者として謝罪させていただくわ。勝負の邪魔をしたことについても、本来は許されないと理解しているつもりよ。だからどうか────」

「黙れ女郎めろう。もう喋るな」

　サリアは手に持った剣を投げ捨て、黒須の前に跪いて頭こうべを垂れた。しかし、今更命乞いなどしても火に油を注ぐだけだ。

　せめて苦痛なく終わらせてやろうと黒須は刀を振り上げたが、次にサリアの口から出た予想外の言葉に手を止めた。

「だからどうか、私の命一つで剣を納めて欲しい。後生よ、部下たちだけは見逃して」

「……………………」

　その自己犠牲の言葉に、ここに来て初めて武芸者の片鱗を見た気がした。

　こちらをまっすぐ見つめる紫眼しがんの奥を覗き込み、そこに映る感情を読み解いていく。星の如く澄んだ濁りのない少女のようにも、大海の如く広く深い老女のようにも見える、不思議な瞳だ。

　偽りや反抗の意志が僅かでもあれば即殺そくさつしてくれようと吟味するが…………

　決意、覚悟、失望、落胆、屈辱、そして孤独。その眼は、微塵の悪意もなく懸命に哀訴しているように見えた。膨れ上がった怒りが急速に萎んでいくのを感じ、振り上げた刀をゆっくりと下ろす。

「……もういい、興醒きょうざめだ。本来なら腹を切れとでも言いたい所だが、俺は絡まれても相手を殺すなと仲間から念を押されている。だから、今日は謝罪を受け入れよう。次はないと思え」

　刀をパチリと鞘へ納め、周囲の傭兵どもを睨みつける。

「貴様らにも警告しておく。今回は指だけで済ませたが、次は遠慮なく首を落とす。覚悟があるならまた挑んで来い。決闘でも不意打ちでも構わん」

　今し方まで身を沈めていた鉄火の余奮から、突然、つき飛ばされたように醒めていく。早朝の坐禅ざぜん中に糞尿の気が流れてきたような、愚にもつかない長芝居を見せられたような、そんな感覚。いずれにせよ大変に気分が悪い。

　……今夜は一風呂ひとっぷろ浴びてさっぱりしたあと、仲間たちに愚痴を零しながら葡萄酒でも呑やるとしよう。

　言うべきことも言ったので、さっさと帰ろうと踵を返した途端。サリアに腕を掴まれた。

「何だ」

「もう少しだけ、時間をもらえないかしら」

「何故だ」

「……そう邪険じゃけんにしないでよ。リットはどうせ、まともに説明なんてしなかったんでしょう？　私から改めて傭兵ギルドについて話させて欲しいの」

「要らん。もう傭兵ギルドには興味が失せた」

「そう言わないで。貴方がここに来た理由もちゃんと聞いておきたいわ。ねっ？　この通りっ！」

「……………………」

　サリアはおどけた様子でまた頭を下げて見せた。その変わり身の早さに毒気を抜かれ、黒須は渋々と同行を承諾する。

　案内されたのは最上階にあるサリアの執務室だ。ヘルマンの質素な部屋と違って王朝絵巻さながらに絢爛豪華。派手な調度品も多く、香まで焚たかれている。

　伽羅きゃらに似た沈香じんこうの香りだが、念の為、息吹を内観法ないかんほうに切り替える。心拍を落ち着かせ最低限の空気だけで過ごすための丹田たんでん呼吸法の一種だ。

　以前、木賃宿きちんやどで忍しのびどもに襲われた際も毒香によって不覚を取った。気付かぬうちに大麻草たいまそうを嗅がされていたらしく、無様にも枕元に立たれるまで目を覚ますことができなかったのだ。その反省を踏まえ香道こうどうもそれなりに嗜たしなんだが、結局、あの時の無色無臭の香の正体には辿り着けず、それを防ぐ術を身に付けるに至った。

「さて、第一印象は悪かったと思うけど、できれば仲直りさせて欲しいの。私は貴方に興味があるわ」

　そう言いながら手ずから淹いれた茶をこちらに勧める。

「………………」

　信用のない相手から出された物を口にするはずもなく、さっさと続きを話せと眼で促す。

「まぁいいわ。まず最初に言いたいのは、クロス、貴方は冒険者より傭兵の方が向いてるってことね」

　よく分からんという顔の黒須に、サリアは丁寧に説明を続けた。

「傭兵ギルドのランクは単純な戦闘力で決まるのよ。冒険者ギルドと違って、依頼の達成率や本人の素行はあまり考慮していないの。私たちは戦争への参加が主な仕事だから、部隊を編成するのにこのやり方が適しているのよね。貴方の腕なら、すぐに高位ランクになれるわよ」

「そんな肩書きに一体何の意味がある？　人品じんぴんを伴わぬ身分など匹夫ひっぷと同断。仮に高位ランクになったとして、それを恥じることはあっても誇ることはない。現に、これまでに逢った傭兵はどいつもこいつも剣を持っただけの破落戸ごろつきだった」

「……そんな者ばかりじゃないわと言いたい所だけど、貴方にしてしまった仕打ちを考えると返す言葉もないわね。じゃあ、話題を変えましょう。今回は何のために傭兵ギルドに来たの？」

　その後、サリアの質問に黒須がつっけんどんに返答する居心地の悪い時間がしばらく続いた。

「なるほどね、大体事情は分かったわ。他に何か聞いておきたいことはあるかしら？」

　傭兵についてはどうでもいいが、とりあえず最初から気になっていたことだけ質問しておこうと、黒須はこの部屋に入って初めてサリアの顔に眼を向けた。

「こういったことを質問するのは失礼に当たるのかもしれんが……。お前は人間ではないのか？　すまんが、この国に来て初めて他種族の存在を知ったのだ」

　近くで見て気が付いたが、サリアの頭の両側には尖った耳が二つ、にょきりと突き出していたのだ。獣人のような頭頂部にある獣耳ではなく、位置は普通だが巨大な耳。耳の大きな女は総じて幸運に恵まれると言うが、福耳と呼ぶにしても大きすぎる。

　これで何らかの病やまいであったら、大変破廉恥はれんちな問い掛けになってしまうが…………

「私は森人族エルフよ。人間族に比べると身体能力は若干劣るけど、魔術に優れた者が多い種族ね。それと、人間よりも十倍ほど長生きするわ」

「────数百年を、生きると言うのか？　信じられん話だ」

「貴方、本当に何も知らないのね。正確な年齢は黙秘させてもらうけど……。私も貴方の曾々々々々お祖父さんより歳上だと思うわよ」

「……八百比丘尼やおびくにという名に聞き覚えはあるか？」

　人魚の肉を喰らって不老不死となり、八百年を生きたとされる伝説の尼僧だ。別名白比丘尼しろびくにとも呼ばれ、サリアのように髪も肌も真白まっしろな漂泊巫女だったとされている。

　御伽噺おとぎばなしの類と思っていたが……。もしかするとあれは森人の話だったのかもしれない。となれば、自分が知らないだけで日本にも他種族が暮らしていた可能性がある。

「誰よそれ？」

　期待を込めて返答を待っていたが、サリアはキョトンとした顔でこちらを見つめ返したのだった。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




　その晩、荒野の守人の拠点は何とも言えない空気に包まれていた。湯上りの湿った長髪を結ぶこともせず葡萄酒片手に不機嫌そうに話す黒須を、仲間たちはそれぞれ微妙な面持ちで見ている。

「それで……いきなりＣランクになったの？」

「ああ」

　サリアはその権限で黒須をＣランク傭兵に認定した。これはギルドマスターが持っている裁量の上限らしい。もう二度と傭兵ギルドに行くつもりはないため、黒須にとっては何の意味もない肩書きだが。

「何かトラブルがあるかとは思っとったが……。まさか登録初日に中位ランクになって帰って来るとはの」

「ま、まぁ、誰も殺してねぇんだし、大丈夫なんじゃねえの……？」

「すごいですっ！　すごいですっ！　お祝いしましょう！！」

　自分のことのように喜びはしゃぐパメラを、黒須は微笑ましい気持ちで眺める。

　この国に来て、随分と見識が広がった。もはや彼らを"異人"と十把一絡じっぱひとからげに見ることはない。

　善人もいれば、悪人もいる。最初は文化の違いに戸惑ったりもしたが、そういう意味ではこの国の者も、日本と何ら変わらないのだ。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




　その日以降、ある変化があった。

「おいっ、道空けろ！　荒野の守人の皆さんがお通りだ！」

「お、お疲れ様っす！！」

「クロスの兄貴！　冒険者業頑張ってくだせえ！」

　道々で傭兵から声を掛けられ、仲間たちの顔にはうんざりとした辟易の色が浮かんでいる。

「ねぇ……。クロス……」

「知らん。俺に言うな」

「お前さ、俺らに『少し揉めただけだ』って言ってたよな？」

「クロスの"少し"は信用ならん。絶対大揉めしたじゃろ、これ」

「……………………」

　強面の男たちに注目され、パメラはバルトの背中に張り付いて動けなくなってしまっていた。

「あのフランツさんってお方がパーティーのリーダーらしいぜ。クロスの兄貴が下についてるってことは、あの人も相当な化物に違いねぇ」

「だな。絶対に怒らせないようにしようぜ」

　フランツが泣きそうな顔でこちらを見ているが……。そんな顔をされてもどうしようもないのだ。

　あのあとサリアがギルド内をどう収めたのかは知らないが、機会があればこの落とし前は必ずつけさせようと、黒須は決意を新たにした。





第28話 冒険者さん、調査依頼を受ける




「なぁ、たまには魔の森以外の依頼も受けようぜ。最近同じ魔物ばっかであんまり訓練にもならねえしよ」

　依頼を終えてギルドの食堂で早めの夕飯を食べていると、掲示板を眺めていたマウリが一枚の依頼書を持って来た。確かに近頃は森狼フォレストウルフの最盛期ということもあって、他の場所での依頼は受けていない。

「えーっと『マイカの東鉱山に魔物が出現。坑道内で鉱山夫三名が襲われたが、魔物の正体や数は不明。採掘作業が中断しているため、早急な対応が求められる。原因となった魔物を調査し、可能であれば排除せよ。なお、現地にて責任者に話を聞くこと』、だってさ」

　マウリが突き出した依頼書の内容をクロスにも分かるよう読み上げていると、パメラが隣から覗き込んできた。

「Ｄランクの調査依頼ですか。魔物の正体を報告するだけで金貨五枚、もし討伐できたら追加報酬ですって」

「マイカという街は遠いのか？」

「アンギラから馬車で丸一日、そっから東鉱山までは徒歩で半日は掛かるじゃろうな」

「往復三日か……。坑道の広さにもよるけど、調査にも数日掛かると思った方がいいね。仮に一週間で金貨五枚って考えるなら────ちょっと安いかなぁ」

　いつも受けているＥランクの依頼単価は銀貨五〜八枚だ。毎日依頼に出たとして、七日で銀貨三十五〜五十六枚。そこから装備の修理や買い足しなどの諸経費を除けば、手元に残るのは銀貨三十〜五十一枚というところだろう。坑道内の探索ということは明かりや保存食の準備も余計に必要になるため、そう考えると七日で金貨五枚という報酬は躊躇してしまう金額だ。

「へへっ、そう言うと思ったぜ。ほら、こっちの依頼も一緒に受ければそれなりの額だろ？」

　マウリは調査の依頼書と重ねるようにして、もう一枚依頼書を持っていた。

「アンギラからマイカまでの護衛依頼……。片道で金貨一枚か。うん、これなら何とか採算は取れるかな」

「護衛依頼とは何だ。有力者でも護るのか？」

「そりゃあ傭兵ギルドの要人護衛じゃな。冒険者ギルドに出される護衛依頼は、人ではなく商隊キャラバンの物資を守る案件じゃ。今回は……トト商会からの依頼か。恐らくは食料品の運搬じゃろう」

「トト商会って、私たちがいつもご飯を買いに行くお店ですよね？　マイカにも出店してたんですか。知らなかったです」

「んじゃ、受注手続きしてくるぜ〜」

　マウリが上機嫌で受付に向かうのを眺めながら、フランツは長期依頼に必要な経費を頭の中で計算し始めていた。先日、拠点の屋根が雨漏れして補修費用が掛かってしまったので、パーティーの運営資金がそろそろ危険水域に達しそうなのだ。

「角灯ランタンが人数分に油、干し肉と干し果物……。水薬ポーションもあった方がいいかな」

　少しでも多くの利益を得るためには、なるべく節約して準備しなければならない。クロスの訓練を受け始めてから装備の破損は少なくなったが、それでも依然、吹けば飛ぶような生活だ。

　一応、腹案ふくあんがあるにはあるのだが…………
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　二日後の早朝、荒野の守人は東門の前で依頼者を待っていた。

「あっ、あの荷馬車じゃないですか？」

　幌ほろを被せた荷馬車が三台、ガタゴトと音を立てながらこちらに向かってやって来る。パメラの言う通り、先頭の御者の姿には見覚えがあった。

「皆さん、おはようございます！　今回はよろしくお願いします」

　御者席から降りてきたのは旅行小人ハーフリングのトトだ。親しいと言えるほどではないが、買い物で何度も顔を合わせたことがある。

「おはようトト。会頭自ら御者とは、精が出るね」

「いやぁ、ウチは商会って言っても行商人くずれのチンケな一人親方ですからね。他の二台も息子らなんで、先に紹介させてもらいます。おーい、お前たち！　冒険者の皆さんにご挨拶しなさい！」

　トトに呼び掛けられ、それぞれの荷馬車から小さな御者が降りてきた。

「ロロっす！」

「ルルです〜」

　やんちゃそうな子と眠たそうな目をした子。どちらも父親に似て賢そうな男の子だ。フランツも挨拶を返してパーティーメンバーを紹介していると、後ろでコソコソと話しているのが聞こえてきた。

「マウリ……マウリ……」

「あん？　何だよ」

「あの者らの歳はどれくらいだ？　俺には皆同じような童子こどもに見える」

「お前、前から思ってたけどやたらと相手の歳を気にするよな……。まぁいいや、トトは俺と同じ三十そこそこじゃねぇか？　子供らはどっちも十五かそこらだ」

「いや、武士にとって長幼ちょうようの序じょも大切なもので────」

　様々な種族が暮らすファラス王国では相手の年齢を気にする者はあまりいない。というよりも、外見では年齢を判断できないため、気にしても仕方がないのだ。

「フランツさんたちが依頼を受けてくれてよかったですよ。守人の皆さんならお得意様だから、こちらも安心できますからね」

　短い期間とはいえ寝食を共にすることになる護衛依頼では、依頼人にとってどんな冒険者が来るかは一種の賭けだ。目に余るような乱暴者はさすがにギルドが受注を許さないが、それでも態度の悪い者は大勢いる。

「そう言ってくれて嬉しいよ。それじゃ、早速だけど護衛計画を決めようか」

　トトと相談し、先頭の馬車にマウリ、中央にフランツとクロス、後方にパメラとバルトが分乗することになった。なるべく車間を空けずに進み、何かあればフランツが前後に指示を出す。今回はクロスにも弓を持って来てもらっているため、彼が中央にいれば遊撃として臨機応変に即応できる布陣だ。

　魔物が出た場合にはどう対応するかを一通り皆で確認し、東門を出発した。
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「ロロは若いのになかなかの馬捌きだな。こういう仕事は長いのか？」

　御者席の後ろからひょっこり顔を出し、クロスがロロに声を掛ける。

「仕事を手伝い始めたのは最近っす！　でも、小さい頃から遊び相手っていやぁ馬しかいなかったもんで、気付いた時には御者も慣れっ子になっちまいました」

「元行商人だってお父さんから聞いたけど、ロロも色々な街を旅したの？」

「地方で仕入れた特産品を都会で売って儲けるのが行商人っすからね。王国の主要都市にはだいたい行ったことあるっすよ」

　世間話をしながらのんびりと街道を進む。そんな時間が数時間続き、一度、街道沿いの空き地で休憩を挟むことにした。

「今んとこは平和なもんだな」

「ああ、魔物の気配は全く感じない」

「まだ人通りも多いからね。もう少し進むと森が近くなるらしいから、そこからが本番だよ」

「野営はせずに今日中にマイカに到着する予定でしたよね？　進み具合はどうですか？」

「途中で渋滞に捕まったから若干遅れとるな。日が落ちる前に着くにゃあ、少々急がんとならんの。トトと話して来るわい」

　マイカに行ったことのあるバルトの判断でペースを上げて進むことになった。休憩前と違って馬車が大きく揺れるため、尻に伝わる振動に思わず顔を顰しかめてしまう。少しでもマシにならないかと荷物の中から寝袋を取り出して座席に敷いていると、先頭車両から大声が聞こえてきた。

「フランツ！！　百ｍ先で馬車が立ち往生してる！　車輪が外れたみてえだ！」

「分かった！　全車停止しろ！！」

　フランツの号令で車列が停止する。

　馬車から降りて道の先を見てみれば、マウリの報告通り幌馬車が街道を塞いでいた。右の後輪が外れてしまったらしく車体は大きく傾き、行商人と思われる男が一人、頭を抱えて右往左往している。

「フランツさん。ウチは念のために予備の車輪も積んでますんで、手を貸してやろうと思うんですが」

　男一人で馬車を持ち上げて車輪を修理するのは難しい。それに、もう数時間もすれば日が暮れてしまうだろう。

「そうだね。じゃあ────」

「待て」

　トトの提案を了承して手助けに入ろうと考えていたが、それを口に出す前にクロスに遮られてしまった。

「どうしたんじゃ？」

「思い過ごしならいいが……。どうにも、地形が気に食わん。見通しの利かない両脇の薮やぶ、弓を射るにはちょうどいい岩山。伏兵を置くには絶好の環境に見える」

　その言葉にフランツたちは目を見開いた。

「まさか───盗賊？」

「私には普通に困ってるようにしか見えませんけど…………」

「いや、ああやって囮に馬車を停めさせてから、一斉に襲い掛かる連中がいるって話は聞いたことあるぜ。……待ってろ。先行して様子を見てくる」

　走り出そうとしたマウリの肩をバルトが掴んで引き止める。

「待たんか。弓士がおるなら鎧を着た儂かフランツの方がええじゃろ」

「……トト。子供たちと荷馬車の中に入って、声を掛けるまで絶対に顔を出さないように。皆はここで馬車を守ってくれ。俺が行く」

　バルトも日々の特訓でかなり素早く動けるようになったが、これだけ距離が離れているのであれば自分の方が適任だろう。

「フランツ、俺も付き合おう」

　周囲を警戒しながら幌馬車に向かって歩いていると、クロスが横に並んできた。

「ありがとう。でも、クロスは革鎧だから危ないよ」

「素人の矢など俺には当たらん。それに……。お前は人を斬ったことがないだろう」

　その問い掛けに、思わず胸がドキリと跳ねる。

「…………何で、分かった？」

　図星だった。フランツは冒険者として活動している中で対人戦闘も何度か経験しているが、人を殺したことはない。それはルクストラ教の教義に反するという理由だけではなく、自分自身が人を殺あやめることに対して強い嫌悪感があるからだった。

　冒険者にとって恥ずべき軟弱さだ。いくら魔物狩りの専門職とは言っても、依頼中にならず者と戦う場面などザラにある。他の冒険者に知られれば笑いものにされるに違いない。

「お前は優しいからな。相手が悪人であっても手心を加えてしまうのだろう？」

「……そうだね。俺はできれば、人を殺したくない」

「不殺ふさつの武芸者か。俺のような戦うことしか能がない者には理解し難い考え方だが……。それがお前の道ならば、否定はすまい」

「クロス」

「何だ？」

「俺は────甘ったれた考えかもしれないけど、自分の見える範囲ではなるべく人に死んで欲しくないんだ。だから、殺さずに済むなら生かして敵を捕らえたい」

「…………善処する、という答えでもいいか？　リーダー」

　苦虫を噛み潰したような顔で答えるクロスに、フランツは何故だか笑いが込み上げてきた。

「うん、ありがとう。それで十分だよ」

　きっと、その頼みはクロスにとって本来受け入れ難い願いなのだろう。彼は敵対する者に一切容赦しない。それでも、自分を仲間と認めてくれているからこそ、譲歩してくれたのだ。

　そんなクロスの気持ちを嬉しく思いつつ、気を引き締めて幌馬車に近づく。

「こんにちは。お困りですか？」

「おお、冒険者さんかい？　見ての通り車輪がイカれちまってね。すまねえが手を貸してもらえんかね？」

「構いませんよ。外れた車輪はどこに？」

「こん中だよ」

　男は幌馬車をトントンと叩いて見せた。

「そうですか。なら────ッ！」

　次の瞬間、男が叩いた場所から幌を突き破って槍が飛び出した。警戒していたので咄嗟に身を引いて躱したが、勢い余って尻もちをついてしまう。

「野郎ども！　今だっ！！」

　幌馬車から薄汚い格好をした男たちが三人飛び出し、周囲の薮の中からも雄叫びが上がる。

「死ねっ！」

　フランツの心臓めがけて槍が伸びる。が、その槍先はクロスの剣によって斬り落とされた。

「フランツ、そっちの御者を任せる」

　言うが早いか、クロスは三人相手に斬り掛かった。フランツも急いで立ち上がり、剣を抜いて行商人のフリをしていた男に向かい合う。

「……チッ！　さっきので死んどけよタマなし野郎が！」

　どこから取り出したのか男は両手に手斧を握っており、片方を投擲してきた。勢いはあるが狙いはいい加減。盾を使うまでもない。

　軽く避けながら踏み込み、顎を狙って殴りつける。

「ぐはッ！」

　相手が失神したのを確認し、素早く周囲の状況に目を走らせる。

　クロスはすでに最初の三人を倒し、薮から飛び出してきた集団相手に大立ち回りを演じている。トトの荷馬車には矢が飛んでいるが、バルトが前に立って防ぎながらマウリとパメラがそれぞれ撃ち返していた。

　狙ってやったのだろうか。パメラの炎が薮に引火し、弓士がいる岩山からちょうどいい目隠しになっている。

「くっそ！　おい、魔術師を先に殺せ！」

「させんわいッ！」

　集団から数人が飛び出して被弾覚悟で特攻する。が、バルトの盾突撃シールドチャージで吹き飛ばされる。

「近づいちまえばこっちのもんだ！　オラァ！」

　辛うじて回避した一人がパメラに襲い掛かったが、彼女は易々と相手を投げ飛ばし、後頭部に杖を叩き込んだ。

「魔術師に接近戦ができないと思ったら大間違いですよっ！」

　荷馬車は大丈夫そうだと判断し、フランツはクロスの援護に向かう。

「一人増えたぞ────ぐぇっ！？」

「ダ、ダメだ……っ！　こいつら強え！」

「高位冒険者かよ！　ちくしょう、逃げっぞ！！」

　数人を伸のしたところで、盗賊たちが次々に逃走を始めた。

「逃さん」

「クロスっ！　逃げるなら追わなくてもいい！　俺たちの仕事は荷馬車の護衛だ！」

　フランツは追おうとしたクロスを引き止め、仲間たちの所へ引き返した。





第29話 冒険者さん、立ち尽くす




「ほら、クロス。もう戻ろう」

　盗賊が逃げて行った方向を、未練たっぷりに睨みつけているクロスの肩をぽんぽんと軽く叩く。

「ああ」

「………………」

　フランツは前を向いて歩き出した彼の様子をこっそりと見て、すぐに視線を戻した。

　────やっぱり、そうだ。

　前から何となく感じていた違和感。彼の戦闘を見るたびに、漠然と思っていたこと。

　傭兵との喧嘩の時もそうだったが、クロスはまるで心の中にスイッチでもあるかのように、有事と平時で纏まとっている雰囲気が激変する。彼にとっては取るに足らない相手だったとしても、命のやり取りという"非日常"を体験した直後にも拘わらず、もうすでにそのことを忘れてしまったかのような澄まし顔だ。

　恐らく、クロスと自分とでは死生観に大きな隔たりがある。

　死を恐れていない、と言うべきか。

　勇敢さ、とは違う気がする。

　血気盛ん、ではない。

　悟っている、も的外れ。

　命を軽んじている……には少し近い。

　うまく言えないが、宗教の違いというような簡単な差ではないように感じるのだ。

　彼のことをよく知らなかった頃はその勇猛さを頼もしく思っていたが、今となっては冒険者として彼の強さを羨うらやむ気持ちよりも、友として彼の強さを哀あわれむ気持ちの方が大きくなり始めていた。

　きっと、生死が身近にあり過ぎたのだと思う。殺し合いが"日常"になってしまうほどに。

　彼が望んでそういった人生を歩んでいるとは理解しながらも、フランツはその無惨なほど痛ましい生き様に胸が締め付けられるような同情を覚えた。

　一方で、自分は────……

　戦闘を終えたあとの興奮で熱病にかかったみたいに体が熱く、疲労で脱力しているはずなのに、顬こめかみの辺りがドクドク脈打っているのを感じる。落ち着け、落ち着けと念じてみても、顔の筋肉は石のように強張り、口の中はカラカラだ。

「ふう……」

　こんなみっともない顔をトトや子供たちには見せたくなくて、水筒の水を飲むついでに頭からもぶっかけた。濡れた顔を革手袋をした両手でゴシゴシと擦り、騒ぎ立った心を落ち着かせる。

「………………」

　クロスは何も言わずに、こちらの心を何もかも見透して優しく理解するような目でその様子を眺めていた。
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　荷馬車に戻ると、こちらも戦闘は一段落したようで皆が外に出てきていた。

「みんな、ケガは？」

「トトたちも含めて全員無傷じゃ。奴ら、一斉に逃げ出しおったわい」

「けど、荷物に何本か矢が刺さっちまった。すまねぇな、トト」

　マウリの言う通り、荷馬車はまるで針鼠の様相を呈していた。荷に突き刺さったのは数本のようだが、これでは幌ほろは買い替えだろう。

「とんでもないっ！　命あっての物種ですからね。皆さんのおかげで助かりましたよ！」

「オレ、絶対死んだと思ったっす……」

「冒険者さんって強いんですね〜」

　こちらを見るルルのキラキラした瞳に、先ほどまでの気の昂たかぶりが潮の引くように消えていくのを感じる。

「子供たちも無事でよかった。それにしても、結構な規模の盗賊団だったね」

「この辺に盗賊が出るなんて噂ありましたっけ？」

「聞いたことねえな。大勢逃げられちまったし、ギルドには報告しとこうぜ」

「私も長年この街道を使ってますが、まさかここで盗賊に襲われるとは思いませんでした。ウチからも商人ギルドに伝えておきます」

　あの人数の多さや馬車の故障を偽る巧妙な手口からして、新興の盗賊団とは思えない。恐らく、どこか他所の土地から移動してきた連中だ。ギルドに報告しておけば傭兵ギルドや領軍と連携して討伐隊を組織してくれるだろう。

「倒した盗賊はどうします？」

「マイカの門兵に引き渡すよ。とりあえず全員ロープで拘束しよう」

「こっちは全員生かしてるが……。クロスがやった方は皆殺しか？」

「いや、手加減はしていないが峰打ちで済ませた。死んではいないだろう」

　その答えにマウリとバルトは目を丸くする。

「なんと、殺しておらんのか。どういう風の吹き回しじゃ？」

「……ただの気紛きまぐれだ」

　そっぽを向いて答えたクロスに、フランツはこっそり微笑んだ。

　気を失っている男たちを手分けしてを集め、片っ端から縛っていく。捕らえたのは襲ってきた盗賊団のおよそ半数、十四人にもなった。

　自分たちでやったこととはいえ、たった五人でよく凌ぎ切ったなと改めて思う。着実に日頃の訓練の成果が出ているようで、皆の顔には隠し切れない達成感が浮かんでいた。

「クロス、これでいいか？」

「ああ。最後に先端を輪へ通して首に一周する。こうしておけば動くと首が締まって逃げられん」

　最初は普通に後ろ手に縛ろうとしたのだが、クロスがそれでは不十分だと特殊な縛り方ロープワークを披露した。体の前後に腕を固定して、首に縄を掛ける複雑なものだ。

「ぬぅ、難しいのう」

「縄術じょうじゅつの一種だ。覚えておくと便利だぞ。今度、縄抜けの術と一緒に他の縛り方も教えてやろう」

「クロスさーん！　こっちも確認してくださーい！」

　途中で手持ちのロープが足りなくなってしまったが、トトが商品の中にあった衣料品用の革紐を気前よく提供してくれた。

「……っと。よし、これで全員かな？」

「だな。どうやって連れてく？　誰か一人歩いて引率するか？」

「そうだね、じゃあ────」

「ちくしょうっ！　ほどけコラ！！」

　全員を縛り上げた頃、何人かが目を覚まして暴れ始めた。武器や鎧は取り上げているが、ぎゃあぎゃあと口煩く騒ぎ立てている。

「オレらの仲間がすぐ助けに来るぞ！　そうなりゃお前ら皆殺しだ！！」

「大人しくしてくださいっ！」

「離しやがれ売女が！　テメー、俺らが自由になったらボロボロに犯して────ぎィッッ！！」

「一度だけ警告する」

　汚い言葉を口にする男の鼻をクロスが指先で捻りあげた。凄まじい握力によって真横を向いた鼻からは大量の血が流れ、ミチミチと嫌な音が鳴っている。

「俺は野盗という連中が心底嫌いだ。吐き気を催すほどに憎悪している。仲間は貴様らに情けを掛けているが、俺は今すぐにでも殺したくて仕方がない」

　クロスは必死に手をどかそうとする男を無視して盗賊たちを睨みつけ、ついに男の鼻をむしり取った。

「ぎゃあぁぁああ────ッッ！！！！」

「いいか、次に罵詈雑言ばりぞうごんを吐いてみろ。耳と鼻を引きちぎり、目玉を潰して四し肢しを斬り落とす。そのあとは首に縄をかけて、マイカまで馬車で引きずり回してやるぞ」

　クロスは底冷えするような冷酷な声で脅しかけ、手に持った肉塊をビチャ！っと地面へ投げつける。盗賊たちは震え上がり、無言のまま何度も頷くことで無抵抗を示した。

「クロス…………」

　この怒りようを見るに、やはり、相当我慢をさせてしまったらしい。

「「「…………………」」」

　彼の豹変に、トト親子も身を寄せ合って完全に怯えてしまっている。

「む？　どうした」

「いっ、いえ……！　あの────」

　クロスに目を向けられ、トトは咄嗟に子供たちを背に庇った。自分たちはもう慣れたものだが、初見でこんな修羅場を見せられればこうなって当たり前だ。

「トト、大丈夫だよ。クロスはこんな感じだけど、敵対しなければ優しいから」

「敵には容赦ねえけどな……。どうすんだよコイツ。このままじゃ失血死するぞ」

「捨て置け。死んだら死んだで構わん」

「そういう訳にもいかんじゃろ。パメラ、包帯を貸しとくれ。儂が処置する」

　バルトの治療を待ってから盗賊たちを何人かずつに分けて縄で繋ぎ、それぞれの馬車でゆっくりと牽引することにした。観念したのか、全員悲壮な顔でトボトボと歩いている。

「みんな大人しくしてるっすね」

「そうだね。このペースなら何とか夜までにマイカに着けそうだ」

「間に合いそうになければ奴らを走らせればいい」

　その後は特に襲撃にも遭わず、ようやくマイカの門が視界に入った。門兵に事情を説明し、盗賊たちの身柄を引き渡す。これまでこの辺りに盗賊の目撃情報はなかったとのことで、とても感謝されてしまった。

「大した金にゃなんなかったな」

「賞金首はいなかったみたいだからね」

　ファラス王国では盗賊の犯罪奴隷化が奨励されており、冒険者や傭兵に限らず、誰が捕縛しても報奨金がもらえるようになっている。悪名高い賞金首であれば高額の懸賞金が出ることもあるが、今回は一人頭銀貨一枚、合計金貨一枚と銀貨四枚を受け取った。名のない盗賊なんてこんなものだ。

「今回は本当にありがとうございました！　皆さんは命の恩人です。今度店にいらっしゃった時は精一杯サービスさせていただきますね！」

　親子揃って深々と頭を下げるトトに笑顔で応じ、依頼書に完了の署名をもらって別れた。まさか魔物ではなく人と戦うハメになるとは思わなかったが、何にせよ、これで護衛依頼は達成だ。

「えらく鍛治人ドワーフの多い街だな」

「そりゃあ鉱物の集まる街じゃからの。鍛冶屋が増えりゃあ自然と鍛治人も集まるわい」

「バルトは来たことあるんですよね？　おすすめの宿屋とか知ってたりします？」

「美味い酒を出す店は分かるが……。前に来た時は金がなくての、馬小屋の隅すみを借りて寝泊まりしたもんじゃ」

「宿代より酒代かよ。いかにも鍛治人らしい言葉だな。なら腹も減ったし、飯屋でよさそうな宿がないか聞いてみようぜ」

　特に混み合うような時期でもないため、宿の予約の前に遅い夕飯を摂ることにした。バルトの案内で大通りに面した"がさつな黒山羊亭"という一軒の食堂に入る。

「うえぇ……。不味いですぅ…………」

「苦い酒だな……。俺の口にも合わん」

「そう？　俺はわりと好きだけど」

「飯と合わせると結構イケるな。何て酒だ？」

「麦酒エールじゃ。この独特の苦味がええんじゃがな」

　パメラとクロスには不評だが、喉越しがよくて癖になる味だ。マイカでは葡萄酒よりも麦酒が主流らしいので、荷物に余裕があればお土産に一樽買って帰ろう。

「おう、ベルガン」

「……ん？　おぉ、バルトじゃねえか！　久しぶりだな！！」

　バルトが店主と顔見知りらしいので、宿の情報を聞きに行ってくれた。鍛治人だらけのマイカだが、ここの主人は人間のようだ。

「今日は仕事で来とっての。五人なんじゃが、ここらでいい宿を知らんか？」

「……何度も飲みに来といてふざけてんのか？　うちは食堂兼、宿屋だ！　おめぇも何回か酔っ払って泊まってっただろうが！」

「そうじゃったかの……？　まったく覚えとらんが……」

「記憶が飛ぶほど飲むんじゃねえっていつも言ってんだろ！　だいたい前に来た時も────！」

　思わぬ形で宿屋が見つかったので、そのままこの店で一夜を明かした。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




　翌朝、一行はギルドで護衛依頼の完了報告を済ませたあと、今回の目的である調査依頼の依頼人に話を聞くべく採掘事務所を訪れていた。

　依頼書には現地で話を聞けと指示があったため、受付の男性に依頼書を見せる。

「どうも。依頼を受けた冒険者ですが、責任者はいらっしゃいますか？」

「へ……っ？　あんたらもかい？」

「あんたらも・？」

　その言葉に嫌な予感がしたが、責任者の部屋まで案内してもらう。

「すまねえっ！！　やっちまった……！　アンギラに依頼を出してもなかなか受注されねえもんだから、マイカのギルドにも依頼したんだ。取消しの手紙は送ったんだが、入れ違いになっちまったみてえだ……」

　責任者は依頼書を見せた途端、名も名乗らずに真っ青になって謝罪した。

「────二重依頼ダブりか。褒められた話じゃあないの」

　いつも温厚なバルトの瞳に剣呑けんのんな光が宿る。

　冒険者ギルドは同じ内容の依頼を複数の支部に出すことを禁止している。依頼を出し直す際は最初に依頼した支部に変更の申し立てを行い、ギルド間で手続きをしてもらわなければならないのだが……。今回はどうやらギルドへの申し立てをせずに、自分で勝手に変更の手続きをしようとしたらしい。

「えっと……。それじゃあ…………」

「本当に申し訳ねぇ……。先週、マイカのＣランクパーティーが受注してくれて、もう魔物も退治されたんだ。だから────」

　フランツは途中から頭が真っ白になってしまい、もう男の言葉は耳に入っていなかった。マウリが怒鳴り散らす声も酷く遠くに聞こえる。

　今回の遠征のために、パーティーの運営資金のほとんどを費ついやしている。護衛依頼の報酬と盗賊の捕縛で得た報奨金を合わせても、金貨二枚と銀貨四枚。仮に皆で分配すべき報酬分を全額運営費に回したとしても、こんな端金はしたがねでは来月まで到底持たない。

　血の気が引き、手足がやけに重く感じる。どうすればいいのか分からず、フランツは足に根が生えたようにその場に立ち尽くした。





第30話 お侍さん、金策する




「…………お金が、足りない」

　蚊かの鳴くような弱々しい声。

　マイカでの目的だった調査依頼が御破算ごはさんとなり、一行は重い足取りで"がさつな黒山羊亭"に戻って来ていた。テーブルの上には昼食が並んでいるが、誰も手を付けようとしない。

「あの馬鹿依頼者め……」

「許せませんね……」

「アンギラに戻ったら二度と依頼受けんなってディアナに告げ口してやる……」

　他の面々は依頼主に対して怒り狂っていたが、黒須はその辺りの規則をよく知らず、あまり状況が飲み込めていない。どうやらマイカまでの遠征が無駄足になったらしいとは察しているものの、宿までの道すがら仲間たちは死人のように蒼白い顔で一言も発さず、説明を求められるような空気ではなかったのだ。

「……そんなに拙まずい状況なのか？」

　黒須は彼らと生活する中で、彼我の間には貧富に対する価値観の差があるように感じていた。以前訊いた話によると、風呂付きの大きな屋敷で毎日酒を呑めるような暮らし振りであっても、この国では貧しい部類に入るのだそうだ。

　"武士は九百九十九石まで鼻紙を使わぬ"

　清貧せいひんを信条とする武家に生まれた黒須にとって、現在の生活は罪悪感を覚える程に裕福ゆうふくな暮らしと言える。生家での食事は朝夕二回、玄米飯に梅干しか漬物、狩りで得た肉が一品加われば豪勢な方だった。父上は酒気を嫌ったため食卓に酒が出たことなど一度もなく、長兄が煮売茶屋にうりちゃやから仕入れてきた玉割たまわりの安酒どぶろくを次兄と御相伴ごしょうばんに与かるのが精々せいぜいの贅沢。旅に出てからも三食どころか数日食えない日々も多くあったため、今の暮し向きには何の不自由も感じていない。

「パーティーの活動資金が空っぽなんだ。正直、来月までの食費も持たないと思う」

「すまねえ……。俺がこんな依頼受けようって言わなきゃ…………」

「そりゃあ違うわい。二重依頼なんぞ誰にも予想できんことじゃ」

「そうですよ！　マウリのせいじゃないです！」

　マウリは責任を感じているのか机に突っ伏して落ち込んでしまっており、黒須も事ことの深刻さを徐々に感じ始めた。

「……俺が、お前たちとは別行動で毎日豚鬼オークを狩って来よう。そうすれば食費も浮いて報酬も稼げる」

「クロスさん……」

「お前さん一人に頼るわけにゃあいかんわい。それなら二人組と三人組に別れて────」

「いや、それなんだけどさ……。実は、少し前から考えてたことがあるんだ。俺たちもクロスに鍛えてもらって、それなりに強くなったと思う。今回盗賊と戦ってみて、皆もその実感はあるんじゃないか？」

　フランツは一度言葉を区切り、同意を確認するように一人一人の眼を見る。

　黒須もあの戦いで彼らの成長には面食らっていた。以前のようなドタバタした焦燥感は鳴りを潜め、全員が自分の役割をきっちりと全まっとうする。何より、普段慎重なフランツが荷馬車ではなく、こちらの加勢に入るという選択をしたことには驚いた。いくら素人の野盗ムシケラ相手とは言え、多勢による急な遭遇戦であのような動きはなかなかできるものではない。冷静に戦況を見極める判断力が備わっている証拠だ。

　仲間たちの首肯を見たフランツは満足気に頷き、戦いくさが始まる前のような思い切った顔で言った。

「俺たち、そろそろ迷宮ダンジョンに挑戦してみないか？」

「そりゃあ……面白そうじゃな。儂は賛成じゃ」

「俺もだ。なんつーか、いよいよって感じだよな！」

「いいですね！　私も賛成です！」

「………………？」

　何やら急に息を吹き返したように盛り上がっているが、金策と迷宮に一体何の関係があるのか。

「"迷宮に挑戦する"とはどういう意味だ？」

「迷宮っていうのはね────」

　単語の意味を尋ねたつもりではなかったが、この国では巨大な魔物の巣窟のことを"迷宮"と呼んでいるらしい。

「では、何故これまで行かなかった？」

「危険だからだよ。迷宮の中は魔の森とは全く違う環境なんだ」

「"冒険者の墓場"とも呼ばれておっての。常に魔物が彷徨うろついておる上に、出入口は一箇所しかない。ケガを負ったとしても簡単にゃ外に出られんから、踏み込んだまま戻らぬ者も多いんじゃ」

「その代わり、外にはねえ希少なお宝が手に入る場所なんだよ。当たり外れはあるらしいが、当たった時の一発がデカい。迷宮探索を専門にしてる冒険者もいるんだぜ」

「なるほど…………？」

　彼らの口ぶりからしてどうやら危険な場所らしいが、どうにも、自分の頭に浮かんでいる迷宮ものとは趣おもむきが異なるような気がする。

　黒須の知っている迷宮とは、空き地に作られた竹藪たけやぶによる興行場あそびばのことだ。神隠し伝説で有名な"八幡やわたの藪知やぶしらず"という禁足地きんそくちを真似て、囲いで覆った土地に複雑な迷路を作り、入場料を取って無事に出て来られた者に賞品を出すという遊戯の一種。自分で入ったことはないが、確か八幡不知やわたしらずや八陣はちじん、かくれ杉などと呼ばれて巷ちまたの若衆どもに流行っていたと記憶している。

「それで、どこの迷宮に行くかは決めておるのか？」

「ちょうど遠征の準備もしてるからね。アンギラには戻らずに、このまま直接ガーランドの"混沌"の迷宮に挑もうと思うんだけど、どうかな？」

「いいんじゃないですか？　"不死者"の迷宮は聖水とかお金の掛かる装備が必要になりますし」

「"天空"でもいいんじゃねぇか？　俺、クロス、パメラ。遠距離攻撃持ちが三人もいるんだしよ」

「うんにゃ、迷宮に潜るとなれば長期滞在になるからの。最初に挑むなら混沌の環境が一番難易度は低いじゃろ。天空は空気が薄く、常に暴風に晒される上に気温も低いと聞く。魔物にやられる以前に野営すらままならんわい」

「…………………」

　何やらよく分からない会話が展開されているが、門外漢もんがいかんは黙って着いて行くべきだろう。

　大きめの竹藪たけやぶごときに大層たいそうな名前を付けたものだと思いつつ、酒盃に手を伸ばし、苦い酒の味に顔を顰しかめながら黒須は一人黙々と食事を続けた。





第31話 冒険者さん、迷宮に挑む




「迷宮と言うからもっと辺鄙へんぴな場所を想像していたが……。存外、賑わっているな」

「逆だろ？　何で迷宮があんのに田舎だと思うんだよ」

「王国各地から冒険者が集まるからね。俺はガーランドしか知らないけど、迷宮のある街はどこもこんな感じみたいだよ」

　迷宮都市ガーランド。マイカと同じく広大なアンギラ領を構成する衛星都市の一つで、混沌の迷宮を管理するために創られた街だ。周囲を囲む堅牢な城壁は外敵から街を守るためのものでなく、迷宮から溢れ出た魔物を街の中に押し止とどめることを目的としている。面積としてはそこまで大きな都市ではないが、街中まちなかの活気は領都アンギラにも引けを取っておらず、よく注意して見れば行き交う人々はそのほとんどが冒険者だ。大通りに建ち並ぶ商店は酒場に宿屋、武器屋に魔道具屋と、冒険者ご愛顧あいこの店だらけ。路肩に陣取って好き勝手に商売をする露天商も大半が迷宮関連の商品を陳列している。

「ニホンの迷宮はあまり人気がなかったんですか？」

「一時いっときはそれなりに流行っていたが、行楽地と呼べるほどではないな。わざわざ遠くの町から来遊らいゆうするのはよほどの好事家か酔狂人くらいだ」

「それにしても、魔物のおらん迷宮なんぞに何のために挑むんじゃ？」

「俺は実際に入ったことはないが……。この国の迷宮と同じ理由だろう。踏破すれば賞品おたからが手に入ると聞いたことがある」

　ガーランドに向かう馬車の中でクロスの国にも迷宮があったと聞いた。冒険者でもない一般人、それも子供や若者を対象とした遊び場として存在していたらしい。

　自分たちにとって"迷宮で遊ぶ"という感覚は理解し難いものがあるが、クロスのような狂戦士、もとい武士がそこら中にいる国だ。きっと住民にも屈強な者が多いに違いない。

「あっ、迷宮初心者セットとか売ってますよ！　調理道具、寝具、地図もありますね」

「迷宮に、地図……？」

「あちゃー、どうせ迷宮に挑むならこっちで準備を済ませた方が楽だったかな」

　もともとは坑道探索用の備えだったが、ガーランドの露店の方が明らかに装備の品揃えがいい。調査依頼のために一日中あちこちの店舗を渡り歩いた手間が悔やまれる。

「うんにゃ、よう見てみい。どれも価格がアンギラの倍近くになっとる。こりゃあ初心者をカモにしとるようじゃな」

「うげ、マジだ。俺らも知らなきゃ騙されてたかもな。まぁ、あとは地図を手に入れるだけだろ？　さっさと行こうぜ」

　迷宮の地図には様々な種類、入手方法がある。

　今回はギルドで売っている正規品を買う予定だが、これには現在探索が完了している各階層の経路図、出現する魔物の情報、野営ポイントなどが大まかに記載されている。対して、露店商や迷宮の入口にたむろしている"地図屋"と呼ばれる個人商から買う手段もあるのだが、これには隠し通路や罠の位置、過去に特殊な魔物が出現した場所など、正規品にはない詳細な情報が載っているそうだ。ただし、情報の信頼性が低い物も多い上に、地図の値段もピンキリであることから、信用できる業者を知らない初心者は避けるべきだと言われている。

　迷宮内で地図は生命線。魔物の大群に追われて地図に従って逃げ込んだ挙句、行き止まりでしたなどということになれば後悔してもしきれないのだ。

「あの建物がギルドですかね？　すっごい人だかりですよ」

「今のご領主に変わってから迷宮の入場が無料になったからの。昔はもうちと閑散としとったもんじゃが」

　ガーランドのギルド支部は迷宮の入口を塞ぐような形で建てられており、建物内を経由しなければ迷宮に入ることができない仕組みになっている。逆に言うと、迷宮に挑む者全員がこのギルドに集まるのだ。混み合うのも仕方がないだろう。

「マウリ、逸はぐれないようパメラと手を繋いでおけ」

「俺はお前より年上だっつってんだろうが！　まだ信じてねえのかテメー！！」

「マウリ、どうぞ」

「何だその手！　いらねぇよ馬鹿！」

　人混みを掻き分け何とか雑貨窓口で地図を購入し、アンギラのギルドには存在していない迷宮専用の窓口に並ぶ。

　入場手続きを待つ屈強な冒険者たちの行列に加わると、うきうきというか、わくわくというか。初めて英雄譚を読んだあの時の気持ちに似た何かが、腹の底からせり上がってくるのを感じた。

　────ようやくだ。実家を飛び出して冒険者になって苦節七年。ようやく、ここまで辿り着いた。

　万感ばんかんの想いに駆られ、思わず目頭が熱くなる。フランツは仲間たちに感涙を見られるのを恥じ、掌てのひらで顔を撫で下ろすことでどうにかそれを誤魔化した。

「Ｅランクパーティーですね。それでしたら五階層付近が適正階層となりますので、正門からの入場をお願いいたします。初挑戦でご無理はなさらないように」

「はい、ありがとうございます」

　混沌に限らず、全ての迷宮には"正門"と"直通門"が存在する。正門は地上から一階層に入るための一般的な入口だが、直通門は深層へ直接繋がる近道になっているそうだ。原理は判明していないが、誰かが十階層踏破するたび地上に新たな直通門が出現するらしい。

　混沌の迷宮の場合は現在四つの直通門が存在しており、入場手続きの際には冒険者ランクに応じた門の許可証が発行される。Ｇ〜Ｅ：正門、Ｄ：十階層直通門、Ｃ：二十階層直通門、Ｂ：三十階層直通門、Ａ〜Ｓ：四十階層直通門、という具合だ。

　また、低ランクであっても深層を踏破した場合には例外的に直通門の利用を許可される。迷宮では階層ごとに出現する魔物の種類が決まっているため、深層の魔物の討伐証明を提出することで踏破者として冒険者証に記録されるのだ。

　受付で正門用の許可証を受け取り、有名な深層踏破者の肖像画が飾られている長い廊下を抜けて迷宮の入口へ向かう。

　建物の裏手に出ると、そこには厳重な門が組まれており、武器を持った大勢の職員が許可証の審査をしていた。たった今受付を済ませたばかりなのに、またしても順番待ちだ。

「えらく厳重な警備だな」

「昔は一攫千金を夢見た一般人がこっそり忍び込む事件も多かったそうじゃからの」

「それに、もし魔物が溢れたらここが防衛線になるからね」

　迷宮内では常に魔物が生まれ続けるため、内部に居場所を失った魔物が地上に押し出される大量発生スタンピードが稀に起きる。冒険者が頻繁に潜るようになった現在では滅多にないが、過去には年に数回の頻度で溢れたこともあるそうだ。

　他愛もない話をしているうちに審査が終わり、五人揃って正門の前に立つ。開け放たれた十ｍはあろうかという巨大な鋼鉄の門。横にも似たような門が並んでいるが、そのサイズは端に行くにつれて少しずつ小さくなっていた。恐らく、あれが直通門なのだろう。

「よし、行こう」

　大勢の冒険者に続いて門に足を踏み入れると、そこは緩やかに下る階段になっていた。壁そのものが淡く発光しているらしく、薄暗いが、ランタンが必要なほどではない。

「……………………」

　まだ魔物が出現するような場所ではないと頭では分かっているつもりだが、その異様な雰囲気に飲まれてしまいそうだ。周囲を歩く冒険者たちの顔にも薄く緊張の色が浮かび、皆一様に口数が少なくなっている。

　いよいよだと気迫を込めて頬を叩いていると、緊迫した空気を破るようにクロスが尋ねた。

「おい、これは何処へ向かおうとしている？　何故地下に潜もぐる」

「今さら何言ってんだよ。だから迷宮だって」

「………………地下に、竹藪たけやぶがあるのか？」

「「「「「はあ？」」」」」

　その素すっ頓狂とんきょうな質問に、フランツたちだけなく、周囲で聞いていた他の冒険者たちからも当惑の声が上がった。





第32話 冒険者さん、迷宮を進む




「だからよ、兄ちゃん。迷宮ダンジョンにはまだ分かってねぇことの方が多いんだって」

「入口の門やこの階段も独ひとりでにできたと言うのか？　これはどう見ても人の手による普請ふしんだ。断じて自然物しぜんぶつなどではない」

「本当に頭の固い人ですね……。いいですか？　迷宮とは、それ自体が一匹の魔物だと提唱する学者もいるのですよ。つまり我々は今、巨大な魔物の体内にいるようなものなのです。地上の原理原則は通用しないと考えてください」

「迷宮の壁や床は壊しても勝手に直るし、この中で死ぬといつの間にか死体も消えちゃうんだよ。ねっ？　魔物っぽいでしょ？」

「俺は自分の眼で見た物しか信じん。……試しに壁を斬ってみるか。お前たちの言葉が誠まことなら、すぐに直るのだろう」

「いや、そんなすぐには直んねーよ！」

「それでも生き物であれば血が噴き出るはずだ。どれ…………」

「やめとけって！　剣が折れちまうぞ！！」

「おい、コイツの仲間どこ行ったんだよ！？　誰か止めろ────っ！！」







「「「……………………」」」

　フランツたちは少し離れた場所から大勢の冒険者に囲まれるクロスの様子を窺うかがっていた。

「……いいんですか？　止めなくて」

「パメラ、あんま見んなって。仲間だってバレるだろ」

「放っておけ。あれは飛び切りの頑固者がんこもんじゃ。儂らが止めても聞くまいよ」

「俺さ、初めての迷宮でちょっと胸が熱くなってた所だったんだけど……」

　緊張が和らいだのはよかったが、それと同時に感動や意気込みさえも影のように薄れていった気がする。大事な話の途中で腰を折られたような気分になり、フランツは前を向いたまま他人のフリを続けることに決めた。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




「だんだん人が少なくなって来ましたね」

　迷宮に入ってから二、三時間が過ぎただろうか。最初は大勢の冒険者がガヤガヤと同じ方向に進んでいたが、分岐のたびにその数は少なくなってゆき、今では片手の指で数えられるくらいになっていた。

「持っている地図によっておすすめの道順ルートが違うみたいだからね。最短距離を進む人や素材を求めて脇道を行く人。目的も皆バラバラなんだと思うよ」

「しっかし、マジで似たような通路ばっかだよな。こりゃ確かに地図がねえと迷っちまうわ」

　階段を降りた先は横幅の広い洞窟のような場所になっていた。壁や天井が剥き出しの岩肌なのに対して、何故か床だけは整然とした石畳。その奇妙な歪いびつさを通して、迷宮自身が"この場で常識が通用すると思うな"と、挑戦者に知らしめているような気さえする。しんと沈んだ湿気の強い空間には自分たちの声や足音が重く反響し、不気味さをより一層際立たせていた。

「ここからは魔物との接敵頻度も上がるじゃろう。ぼちぼち気を引き締めんといかんぞ」

「やっとか。そろそろ飽きていた所だ」

　ここまで何度も魔物には遭遇していたが、どれも先行している冒険者が先に倒してしまっていた。多勢に無勢ということもあって目視する前に瞬殺されるため、フランツたちはまだ一度も剣すら抜いていない。

「おっ、言ったそばから魔物だぜ」

　マウリが指差した先を見ると、通路の端に小山のようなゲル状の塊が蠢うごめいていた。最下級の魔物と言われている粘魔スライムだ。体内にある核を壊すだけで死ぬ、棒切れを持った子供でも簡単に倒せる魔物である。

「数が多いな。パメラ、頼むよ」

「了解です〜」

　パメラは一撃で群れを焼き尽くし、後には小さな魔石だけが残った。売っても大した額にはならないが、一応回収しておく。

「粘魔か……」

「そう残念がんなって。まだ一階層だぜ？　雑魚しかいねえよ」

　以前、魔の森で初めて粘魔に遭遇した際、クロスがそれを食べてみたいと言い出して酷く驚いたことがある。何でも彼の国にある"トゥコロテン"とかいう食べ物に似ているらしく、仲間たちが必死に止めるのも構わず拠点に持ち帰り、砂糖を振りかけ口に放り込んだ。あの時の彼の引き攣った顔は忘れたくても忘れられない。

「地図によるとしばらくはここと同じ洞窟型らしいけど、次の階層からは徐々に魔物の出現率が上がるみたいだ。もうすぐ"門番の間"だから……。今日中に四階層の中間までは進んでおきたいね」

　迷宮には下層に降りる階段の前に門番の間と呼ばれる広間があり、そこいる魔物を倒さない限り先には進めない仕組みになっている。門番を倒すと何かしらのアイテムが入った宝箱が出現するため、冒険者の大半はそれを目的に迷宮へ挑戦するのだ。

「最初の門番はどんな魔物なんじゃ？」

「小鬼ゴブリンの群れだってさ」

「小鬼……」

「あっ、ほら。あそこがそうじゃないですか？」

　見れば、突き当たりにある両開きの扉の前で数人の冒険者が思い思いに休憩していた。最後尾に座り込んで酒らしき物を飲んでいる鍛治人ドワーフの集団に声を掛ける。

「やあ、俺たちはＥランクパーティーの荒野の守人だ。今は何番目かな？」

「おう、こっちもＥランクの"戦鎚"だ。お前らは四番目だから、二時間弱は待ち時間になると思うぜ」

「教えてくれてありがとう。のんびり休みながら待つとするよ」

　迷宮内の不文律マナーとして、門番の間へは基本的にパーティー単位で入ることになっている。これは宝箱の中身を巡って不要な諍いさかいが起こらないようにするための措置だ。深層になると複数のパーティーが共同で門番に挑むこともあるそうだが、それには入場手続きの際に共闘レイド申請をしておかなければならない。

　そして、挑戦する順番は門番の間に到着した先着順となる。門番は倒されても三十分ほどで復活するため、順番が回ってくるまでは嫌でも待機しなければならないのだ。

「しばらくは休憩じゃの。茶でも淹れるわい」

「俺は昼寝でもしてるわ。順番が来たら起こしてくれよ」

　戦鎚と情報交換などをしながら時間を潰し、ようやく順番が回って来た。

　扉を開き、中の様子を覗く。鍋墨なべずみを塗ったような漆黒の室内は広く、天井が異様に高い。所々に大きな柱があり、その一つ一つに松明が設置され辺りを明るく照らしていた。なんというか、邪教の神殿といった雰囲気だ。

「いたぜ。部屋の中央、小鬼が十匹だ」

「魔術は温存しよう。マウリ、クロス、弓で何匹か仕留めてくれ。そのあとは乱戦だ。バルトは一応パメラの護衛を頼むよ」

「マウリ、俺は右側から射る。この距離なら互いに二匹ずつは仕留められるぞ」

「あいよ」

　タイミングを合わせ、二人の矢が同時に放たれる。

　見事頭に命中し、二体が崩れ落ちた。

「「「「グキャッ！！」」」」

　ゴブリンたちがこちらに気が付き駆け寄ってくるが、接近までに更に二体が矢によって倒される。

「やべ、二本目ズレちまった。残り七！　瀕死が一だ！」

「接近戦用意！　来るぞっ！」

　バルトが集団に盾強打シールドバッシュをお見舞いし、三体が吹き飛ばされる。フランツとクロスはそれぞれの相手を即殺し、倒れている小鬼にトドメを刺しに向かう。パメラとマウリも残る一体を協力して危なげなく仕留めた。

「よし、皆お疲れ。討伐証明と魔石を回収して宝箱を探そう」

　宝箱は柱の影ですぐ見つかった。罠が仕掛けられている可能性もあるため、念の為にマウリがチェックする。

「────問題ねえな。へへっ、初の宝箱だぜリーダー。お前が開けろよ」

「一階層だから大した物じゃないのは分かってても、何だかドキドキするね。迷宮に取り憑かれる冒険者の気持ちがちょっと分かったよ」

　フランツは皆にも見えるようにして、ゆっくりと宝箱を開いた。

「何だこれは。小箱？」

「着火の魔道具、ですね……」

「うむ……。微妙じゃのう」

　着火の魔道具は最も広く普及している魔道具の一つだ。生活に欠かせない必需品として、平民でも一家に一つは必ず持っている。銅貨数枚で購入でき、消耗品の小魔石だけ交換すれば数年は壊れない。

「こんな便利な物が銅貨で買えるのか」

「いや、便利っちゃ便利だけどよ。そもそもウチにはパメラがいるんだぜ？」

　パメラに目を向けると、彼女はドヤ顔で人差し指に小さな火を灯して見せた。

「そうか……。日本なら金貨数枚で売れそうな品だがな」

「魔道具がないと生活も大変じゃろうの。普段はどうやって火を熾おこしておったんじゃ？」

　クロスは黙って腰につけていた袋を外し、バルトに手渡す。

「…………なんと、火打鉄か。随分とまぁ原始的じゃのう」

「クロス、よかったらこれ君が使いなよ」

「いいのか？」

「売っても大した金にならないし、パメラも含めて俺たち全員持ってるからさ」

「それなら、遠慮なくいただこう。有難ありがとう」

　魔道具を使って火を付けたり消したりしているクロスをしばらく微笑ましく眺めたあと、一行は広間の先にあった階段を降りる。そこは地図にあった通り、先ほどまでと代わり映えしない洞窟だ。

「ここからは少しペースを上げて進もうか」

　四階層の安全地帯セーフゾーンまでは順調な道程だった。

　魔物の出現率は上がったものの、粘魔スライム・小鬼ゴブリン・犬鬼コボルドと、普段魔の森で戦っている魔物と大差ない上に群れの数も少なく、苦戦することもなかった。

　二階層の門番は小鬼と犬鬼の群れで、宝箱にはただの鉄製の腕輪。三階層の門番は小鬼頭ホブゴブリンが一体だったが、接近する前にクロスとマウリの矢によって仕留められた。宝箱の中身は麻の布で作られた質素なローブ。売れはしないだろうが、野営の時に毛布代わりに使えるだろうと一応回収した。

「結構な人数が野営してんな。おっ、あそこに水場もあるぜ」

「水筒がもう空だったから助かるよ。じゃあ、手分けして野営と夕飯の準備だ。迷宮内では冒険者同士の揉め事も多いらしいから、他のパーティーのテントとはなるべく距離をあけて設営しよう」

　夕飯の準備と言っても、買ってきた保存食を出すだけだ。干し肉、干し果物、堅焼きパン。どれも決して美味いとは言えない食べ物だが、常温で一月以上も携帯できる優れものである。

「かっったいですね、このパン！　ぜんぜん歯が立ちません！」

「石を食っているようだが、味は普通だな。パメラ、寄越せ。砕いてやろう」

「干し肉は硬えし塩辛えし、ひっでえ味だ」

「干し果物はわりとイケるぞい。妙に甘いから晩飯って感じはせんが」

「明日には五階層に入るから、今日だけは我慢しよう。……クロス、俺のも頼めるかな」

　あまり満足とは言えない食事を済ませ、さっさと寝る支度をする。

　クロスは一人用のテントも持ってきているが、洞窟内は雨も降らず気温も快適なため、壁を背にして寝るとのことだ。彼は僅かな物音や気配でも飛び起きることができるため、今夜は不寝番ふしんばんを立てる必要もなく、フランツたちは明日の探索に備えてゴソゴソと寝袋に潜り込んだ。





第33話 お侍さん、仰天する




　眠りについた仲間の寝所ねどこを眺めつつ、黒須は背を預けている迷宮の壁を手の甲で一撫でして、今日聞いた内容を思い返していた。

「…………………」

　お節介な冒険者どもが口々に説明するところに拠よると、ここは巨大な魔物の腹の中だとか。異国を知る前であれば一笑に付していた所だが、いまだ全容の見えないこの国においては、笑止千万、笑い草と断じるのも些いささか憚はばかられる。

　幼い頃、母上が寝物語に語ってくれた御伽草子おとぎぞうしに今と似たような話があった。身の丈一寸いっすんの男が武士を志こころざし旅に出て、出会でくわした鬼に呑み込まれながらも腹の中で暴れまわって退治する、そんな物語。

　耳にした当時でさえ、幼心おさなごころに下らぬ婦女童幼ふじょどうようの読み物だと感じていたが、よもや自分が同じ状況に立たされるとは。"見ぬは極楽知らぬは仏"と言うが、真まことに人の一生とは何が起こるか判らぬものである。

　武の本体は破邪顕正はじゃけんしょうの道を歩み、大義を明らむること。己の常識を何度も覆した国にいる以上、事ことの真偽はこの眼で見極めねばなるまい。

「…………………」

　何にせよ、こんな奇怪な場所で。それも武器を持った冒険者に囲まれた状況で眠る気には到底ならず、黒須は脈動を探る医師のように壁を撫で回しながら一夜を明かした。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




　安全地帯を出発してしばらく、ようやく四階層の門番の間に辿り着いた。扉の前に人影はなく、今回は順番待ちをせずともよさそうだ。

「えーっと、ここの門番は小鬼頭ホブゴブリンが三体だね。上の階層と違って武装してるみたいだ」

「前と同じ作戦でいきます？」

「俺、教わった手裏剣術を試してみてぇんだが、いいか？」

「構わないよ。……俺もせっかくだから寸鉄と袖鎖を使ってみようかな」

「では、儂とパメラで一体引き受けよう」

「小鬼頭なら腕試しには丁度いい相手だと思うが……。俺の獲物がいないな…………」

「なら、クロスには俺の代わりに指示役を頼むよ。今回は訓練ってことで」

「そういうことなら……。承知した」

　扉を開いて中へ入ると、広間の中央にいた三体がこちらに気が付いて駆け出した。

「パメラとバルトは棍棒、マウリは槍、フランツは剣をやれ」

　黒須の指示でそれぞれが相手に向き合う。

「バルト、豚鬼オークの攻撃を防ぎ切ったお前なら小鬼頭など相手にならん。パメラは攻撃だけに集中しろ」

　バルトの盾は相手の棍棒を易々と弾き返し、その隙にパメラの杖が爪先つまさきを強襲する。小鬼頭は鎧兜を装備していたが足元は素足だったため、悲鳴を上げて蹲った。

　パメラが相手の棍棒を杖で打ち、遠くまで転がす。丸腰になった所でバルトが全力の盾強打シールドバッシュを顔面に叩き込むと、ゴキリという鈍い音と共に相手の頭部が引きちぎれるほどに横を向いた。

「マウリ、お前の腕力であの兜は貫けん。狙うなら顔面、胴、脚だ。近付かれる前に仕留めて見せろ」

　マウリは両手に二本ずつナイフを構え、腕を思い切り後ろに振り上げると、力いっぱい放り投げた。一本目が太腿に刺さり、動きを止めた所で二本目、三本目が続けて胴に突き刺さる。小鬼頭は皮鎧を着ていたが、マウリのナイフは根元まで食い込んでいた。

　相手は口から血を吐き膝をつく。最後の一本を顔面に投げ込むと、小鬼頭は猫が伸びをするように突っ張った手足を震わせ、グゥと喉を鳴らして倒れ込んだ。

「フランツ。袖鎖で武器を奪い、寸鉄で止とどめを刺せ。相手はお前よりも鈍のろいが、指を斬られないよう注意しろ」

　フランツは相手が近付くのを待って数撃を盾で防ぐと、上段からの振り下ろしを両手で持った鎖で受け止めた。素早く鎖を刀身に巻き付け引っ張ると、相手の手から剣がすっぽ抜ける。鎖を剣から解き、至近距離から端についた錘すいで頭部を殴打。遠心力の乗った強烈な打撃は鉄兜越しでも相手を昏倒させるに十分な威力がある。

　兜が吹き飛び倒れ込んだ相手に歩み寄ると、左手に隠し持っていた寸鉄を剥き出しの頭頂部に振り下ろした。

「全員、見事な戦いだった。文句なしだ。よくやった」

「なんつーか……。自分で言うのも何だけどよ、思ったより楽勝だったぜ」

「俺もだ。前よりも相手の動きを見る余裕があるというか、動きがゆっくり見えるというか……」

「気持ちにゆとりが生まれたということかの。殴られながら次の手を考えるヒマさえあったわい」

「私も最近は敵に近づかれてもぜんぜん焦らなくなりましたね」

「然もありなん。お前たちは日々の訓練で技を眼に焼き付け、体感し、身に付けるに至った。もうあのような素人の棒振りなど児戯に見えるはずだ」

　フランツたちが互いの健闘を称え合うのを微笑ましく思いながら、黒須は宝箱を探し始める。この宝箱というのもよく分からない代物だ。これまた御伽草子に登場する玉手箱や葛龍つづらのように、開けて年寄りになったりしなければいいが。

「あったぞ、マウリ」

「おう、ちょっと待ってろよ……。げっ、罠つきだ」

「罠のある宝箱は初めてだね。解除できそう？」

「たぶん、振動で作動するタイプだ。全員離れてろ」

　少し距離を空けた位置からマウリがナイフをぶつけると、宝箱の蓋から刃物が飛び出した。

「よし、これで問題ねえはずだ。開けるぜ」

　刃物に気をつけつつ宝箱を開くと、そこには薄汚れた皮袋が入っていた。

「また外れか」

「いや……。これって、もしかして────バルトっ！！」

　フランツがどこか興奮した様子で皮袋を手渡すと、バルトはじっくり時間をかけて調べ、満面の笑みを浮かべた。

「大当たりじゃ！！」

　皆が一斉に歓声を上げる中、黒須だけが意味が分からずポカンとした表情のまま取り残される。

「こんな袋ものが貴重な品なのか？」

「そうですよっ！　これは魔法袋マジックバックと言って、迷宮からしか見つからない超お宝です！！」

「この袋は見た目と違って、大量の荷物を入れられる凄く便利な道具なんだ！　冒険者なら皆が憧れる貴重品だよ！」

「浅い層で見つかるのは相当レアなはずだぜ！　これだけで最低でも金貨二十枚は間違いねえ！」

「詳細な性能は鑑定してみんと分からんが……。とにかく、容量を試してみようぞ！！」

　バルトはそう言うと、持っていた大盾を袋に入れて見せた。明らかに袋より大きいはずの物が、吸い込まれるように収納される。さらに、背負っていた荷物を地面に下ろし、次々と袋へ仕舞っていく。

「これは────……驚いた。信じられん、何だこれは」

「おいおい、容量もそこそこデケェんじゃねえか！？」

「まだ入りそうだね！　手持ちの荷物、全部いけるかな？」

　各自が持っていた荷物を次々に放り込むが、袋は全く膨らむ気配すらない。

「全部入っちゃいましたねー！　すごいですっ！」

　すでに全員分の荷物を入れたにも拘わらず、袋にはまだ余裕がありそうだ。黒須は魔法袋を指でつまみ上げ、何か仕掛けがないか、念入りに観察する。

　以前、小屋掛けの寄席よせで似たような奇術を見たことがあるのだ。あの時は巾着袋に入れた卵を消して見せるという演目だったが、手妻師てづましが明らかに不審な動きを見せたため、『袖を振って見せろ』と無粋を言って場を白けさせてしまった。あとから知ったことだが、手妻とは見物人も仕掛けを分かった上で楽しむ趣旨なのだそうだ。

「あれだけの荷物を入れたのに、重さはほとんどないような物だ。本当にこの中に入っているのか？」

「そうですよ。試しに手を入れてみてください」

　言われるままに手を差し込むと、確かに、色々な荷物の感触がある。確実に袋の底まで手を突っ込んでいるはずなのに、全く底に手が触れない。

　感触を頼りにバルトの大盾を取り出してみると、ずるりと引っ張り出すことができた。

「凄いな……。いや、それ以外の言葉が思い付かん」

「これで探索もずっとラクになりますね！」

「野営の時に湯を入れて、時間経過の有無も試してみんといかんな。もし時間停止の魔法袋なら金貨百五十枚は下らんぞい」

「時間停止とは何だ？」

「魔法袋にも善し悪しがあってね。高性能な物だと中に入れた物の時間が経過せずに、そのままの状態で保たれるんだ。つまり、お湯を入れておけばいつまでも冷めないし、食べ物だって腐らずに持ち運べるんだよ」

　黒須はあまりのことに驚天動地、眼を剥いた。長い旅暮らしをしてきた身としては、その有用性は嫌というほど理解できる。

「学のない俺でも無数に使い道が思い浮かぶ。商人どもには垂涎すいぜんの代物だろうな」

「"商人の格は魔法袋の格と同義"と言われるほどじゃな。一般に流通するモンじゃないからの。何時でも何処でも取り合いじゃわい」

　大興奮の仲間たちと魔法袋についてワイワイと話しながら階層を降りる────が、そこに広がる光景に、期せずして全員の足が止まった。

「…………俺ら、さっきまで洞窟の中にいたよな？」

「ああ。間違いなく洞窟を地下に向かって下ったはずだ」

「道を間違えて外に出ちゃったんじゃないですか？　お空が見えますよ」

「いや、道は合ってるはずだよ。地図には五階層から九階層は"森林地帯"と書いてある。信じ難いけど、ここはまだ迷宮の中だ」

　階段を降りた先は、背の高い木々が生い茂る鬱蒼とした森の中だった。噎むせ返るような緑と土の匂い。空には太陽も浮かんでおり、暖かい日差しや首筋を撫でるそよ風も感じる。とても地下とは思えない。

「…………日本から魔の森に迷い込んだ時と同じ気分だ」

「恐ろしいことを言うでないわっ！　ほれ、ちゃんと帰り道はそのままじゃ」

　振り返った先には岩山があり、そこには降りてきたばかりの階段がしっかりと残されていた。

「ここからは魔物の種類もガラッと変わるみたいだ。樹上からの襲撃も警戒しながら慎重に進もう」

　フランツの号令に、一行は顔を引締めならがら謎の森へ足を踏み入れた。





第34話 貴族さん、凶報を受け取る




「旦那様、そろそろお休みになられては……」

「この書類が片付けば休む」

　深夜の領主城、壮年の男が紙の山に埋もれる執務机から無愛想に返答した。

　もう肌寒い季節にも拘わらず暖炉に火はなく、窓の一つが開けられているおかげで部屋は氷室ひむろのように冷え切っている。老いた家令の目は開け放たれた窓に向けられているが、自らの主が眠気を誤魔化すために行う悪癖と承知しているので忠言はしない。

「冬期対策の報告書だけで一晩明けてしまいますよ。旦那様ももうお若くはないのですから、ご自愛くださいませ」

「アンギラはまだ成長途上にある。これしきの書類仕事で音を上げていられるか」

　アンギラ辺境伯領は領都だけで八万、全体で十四万の人口を抱えるファラス王国でも有数の巨大領地だ。海岸線を持つ特性を活かして他領との海路を開拓し、少数ながら東のレトナーク共和国から商船が来ることもある。魔物の多数棲息する海を渡る遠洋航海は極めて高い危険を伴うものだが、船に腕利きの冒険者を同乗させることによって安全性を宣伝し、二の足を踏む各国各地との貿易路をじわじわと拡大してきた。この街が王国における海洋貿易の玄関口となるのも時間の問題だろう。

　魔の森に隣接する王国最西端の辺境という恵まれない立地でありながら、何故ここまで領地が発展したのか。それは、偏ひとえに辺境伯が冒険者の有効活用に着目したからだ。

　元来、王国貴族は冒険者という存在を重視してこなかった。各地の領主は『民は税を納めるために生きている』と本気で思っている者も多く、税を免除される流民などには目もくれていない。

　そんな中、アンギラ辺境伯領の当代領主であるジークフリート・アンギラは、魔物の素材を外部に輸出する道に辺境領地の活路を見出した。魔の森や迷宮という、領地にとっては一長一短の魔境を多額の費用を掛けて整備し、王都にある本部へ根回しして冒険者ギルドを領内各地に招致。関係商人に便宜を図り、冒険者を集めるためにありとあらゆる優遇措置を講じた。"冒険者の楽園"という異名も、辺境伯が手の者に吹聴させて広めたものだ。

　その甲斐もあって、現在では先代当主の時代を遥かに上回る利益が生まれ始めている。この調子で王国の海運業をアンギラが牛耳れば──────

「もう陞爵しょうしゃくも目の前なのだ。休んでなど、いられるものか」

「…………どうか、ご無理だけはなさいませんよう」

　何を言っても無駄らしいと察し、家令はせめて体を温めてもらおうと、紅茶の入ったティーポットに手を伸ばす。と、そこへドタドタと廊下を走る音が近づいてきた。鎧の擦れる音からして従士の誰かだろうが、この時間にこの慌てよう。ただ事ではない。

　入室を許可する僅かな時間を惜しみ、ジークフリートは家令に目配せして部屋の扉を開けさせた。

「閣下、緊急のご報告ですッ！！」

　執務室に乱入して来た従士長は、呆気に取られる家令を無視して部屋の中央で片膝をつく。

「騒がしい。落ち着いて報告しろ」

「も、申し訳ございません！　つい先ほど、北部地域にオルクス帝国が侵攻したとの報せが届きました！　本日の午前のことです！」

　やはり凶報だったか、とジークフリートは一つ舌打ちをした。

「相手は正規軍か？」

「いえ、ドリス侯爵家の私設兵と確認しております！」

「またか……。成り上がり者の山賊侯め」

　国境には侵略に備えて複数の砦を設置しているが、連中は索敵の目をくぐり抜けてたびたび嫌がらせを行ってくるのだ。

「被害は？」

「ムユリム村の住民、およそ三十名が死亡、五名が重傷！　女子供の遺体が見当たらないため、拉致されたものと思われます！　住居は全て焼かれ、田畑や井戸も荒らされているようです！」

　その報告の内容を咄嗟に理解できず、ジークフリートは固まった。

　数秒の間を置いて口を開く。

「────何だと！？　住民に手を出したというのか！！」

「はっ！　村は壊滅状態とのことであります！！」

　これまでも侯爵領との小競り合いは幾度となくあった。しかし、それは整備した街道を荒らしたり、砦のある土地に捕獲した魔物を放ったりといった、戯れ合いに近いものだ。

「ドリス侯爵、気でも触れたか……！？」

　今回の攻撃はお遊びでは到底済まされない。宣戦布告に等しい暴挙だ。

　覇権主義の野蛮人どもが……ッ！！

「村を焼いた連中の規模と足取りは！」

「騎兵部隊のようですが、規模は不明！　北部国境沿いの川を南へ向かったようです！」

「大至急王都に使者を送れ！　帝国の本格侵攻の可能性があると伝えろ！　周辺貴族とアンギラ領内の各地代官には援軍要請だ！」

「はっ！」

「門兵と衛兵を残し、その他の兵力は戦時態勢へ移行！　傭兵ギルドにも応援要請を出し、三日以内に全戦力を北門へ集結させろ！　行けッ！！」

　尻に火がついたように駆け出した従士長と入れ替わるようにして、寝巻き姿の二人の青年が部屋に入ってくる。

「父上、何事ですか？」

「従士長が血相を変えて走って行きましたよ」

「帝国に北の村が焼かれた。どうやら、今回は本気で我らとやり合うつもりのようだ」

「「──────ッ！」」

「トーマス、お前は私と共に戦地に出ろ。明日の朝一番に先遣隊と北の砦へ向かう」

「……承知いたしました。しかし、父上自ら前線に出向かれるのですか？」

「当然だ。国境を守護するアンギラが破られれば、王国西部に野蛮人どもがなだれ込む。それだけは何としても防がねばならん。ジェイド、お前には私が不在の間、アンギラの一切を任せる。領主代行として振る舞え」

「かしこまりました。先日のボレロ男爵からの奏上はいかがいたしましょうか」

「……減税の嘆願だったか。開戦も有り得る状況だ。丁重に断りを入れておけ」

「袖そでにしてもよろしいのでは？　何せ、あの男爵は────」

「ジェイド、何度も教えたはずだ。この地は王国中から冒険者の集う多様性の街だと。それに、ボレロ男爵は近頃では珍しい高潔な貴族。あの男が嘆願するということは相当の窮地に違いない。無下むげに扱うことは許さん」

「…………分かりました」




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




　翌日、領主の執務室にはよく似た顔の二人の姿があった。顔立ちは双子と見紛まごうほどにそっくりだが、片方は執務机にふんぞり返り、片方はその前で片膝をついている。

「兄様、お呼びでしょうか」

「レナルド、帝国が攻めてきたことは知っているな？」

「はい。騎士たちが話しているのを耳にしました。父様とトーマス兄様が戦地に出られたとか」

「そうだ。その間は私が領主代行を命じられた。で、早速だが……。お前に一つ、仕事を頼みたい」

　ジェイドは冷ややかな、意地の悪い微笑みを口元に浮かべてレナルドを見据えた。

「…………仕事、ですか」

「領主の名代としてナバルへ向かい、代官に減税の件は却下だと伝えろ。急ぎの案件だ。詳細は道中にその書面で確認しておけ」

　拒否権はないとでも言うかのように、バサリと床に数枚の紙束が放り投げられる。

「兄様、ナバルまでの道中にはガレナ荒野があります。ですので、その……。護衛を付けてはいただけないでしょうか。一人か二人でも構いません」

　必死の面持ちの弟の哀願を、兄は嘲るように鼻で笑った。

「お前には立派な専属護衛がいるだろうが。それとも、この有事に兵を貸せと贅沢を言うつもりか？」

「……いえ、申し訳ございませんでした。なるべく急いで出立いたします」




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




「護衛が出せない、ですと？」

「ごめん、ラウル」

　しょんぼりと肩を落として謝るレナルドに、ラウルと呼ばれた大柄な騎士は首を振って答えた。

「レナルド様に非はございません。ですが、ガレナ荒野には魔物だけでなく盗賊も多いと聞きます。我らだけでは心許ないですな……」

「だよね……。アクセルとオーリックは────」

「あの二人にも訓練は積ませておりますが、まだまだ見習いの身です。……致し方ありません。私が護衛を見繕って参りましょう」

「見繕うって、どうする気なんだい？」

「傭兵ギルドのギルドマスターとは旧知の仲です。戦時となれば傭兵たちも招聘しょうへいされるでしょうが、鎮護の者に腕利きがいないか当たってみましょう。……そう暗い顔をなされずとも大丈夫です！　このラウルめに全てお任せください！」

　不安げな主を少しでも元気付けようと、ラウルはドンと胸を叩いて見せた。





第35話 冒険者さん、お侍にキレる




「魔猪ワイルドボアが二体だ！　気付かれてる！　突進して来るぞ！」

「先行してる方に弓だ！　後続は接近戦で仕留める！　バルト、動きを止めてくれ！」

　クロスとマウリの矢が猛スピードで突進して来る巨大な魔猪の後脚に命中し、転倒させた。続く一体の突進をバルトが歯を食いしばって止める。

「ぬぅううッ！　今じゃッ！　やれぃ！！」

　フランツの剣が横腹を抉り、パメラが脳天に杖を叩き込む。フラついた魔猪の脇にクロスが剣を突き刺し、心臓を破壊してトドメを刺した。

「こっちも終わったぜ〜」

　転ばせた魔猪を仕留めに行っていたマウリが、手をプラプラと振りながら戻って来る。

「みんな、お疲れ。やっぱり洞窟の時よりも魔物が手強くなってきたね」

「そうじゃの。あの突進はなかなか堪こたえたわい」

「でも、これでやっと干し肉とはおさらばできますよ！　これ嫌いですっ！！」

　パメラはよっぽど嫌だったのだろう、魔法袋マジックバッグから干し肉を取り出して遠くへブン投げた。

　わざわざ捨てなくてもいいのに…………

「近くに水場もなさそうだし、ここで解体しちまおうぜ。肉と魔石でいいんだよな？」

「たしか牙も売れたはずじゃ。皮は大した値にゃならんが……。荷物には余裕があるからの。回収しておくとするか」

　バルトは豊かな髭ひげを持ち上げるようにしてニッと笑った。

　手分けして猪を解体し、次々と肉を魔法袋へ放り込んでいく。両手を血で汚しながらも、フランツは満悦の表情を隠し切れなかった。

　魔法袋、魔法袋だ…………！

　低位冒険者の憧れであり、高位冒険者には必須とまで言われる逸品。金があれば買えるという代物ではないため、中位の者たちですら血眼になって探しているお宝だ。

　フランツは小汚い皮袋を、まるで生まれたての赤ん坊に触れるかのように大切に手に取り、感動に打ち震えていた。じーんと胸が熱くなって、思わず涙が出てきそうになる。

　栄光の階段を何段かすっ飛ばして駆け昇ったような気分。運良く手に入れたアイテム一つで舞い上がるのも大人気ないと思い、仲間たちの前では平静を装ったが、本当は雄叫びを上げて小躍りでもしたいくらいだった。青臭いと言われてしまうかもしれないが、自分にとって、今、この瞬間が、間違いなく冒険者人生の絶頂期なのだ。

　まさに有頂天。昨日の疲れはどこへやら、体中に充実感が漲みなぎっていた。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




「獣臭くせぇが……。めちゃくちゃ美味うめえな」

「私、今なら一人で丸々一匹食べられそうな気がします」

　ちょうどいい時間だったのでその場で昼食を摂ることにした。

　狩ったばかりの猪肉に香草ハーブと塩をまぶして焼くだけの簡単な料理だったが、ここまで食べていた保存食と比べると、感動してしまうくらい美味しい。皆しばらく無言で食事を続けたほどだ。

「フランツ、次の門番はどんな魔物でしたっけ？」

「蜘蛛猿スパイダーモンキーが一体だね。攻撃力や防御力は弱いけど、動きが素早くて身軽な魔物らしいよ」

「あの広間の中を逃げ回られると厄介じゃな。さて、どうやって仕留めたもんかの」

「とりあえずは弓で狙うとして、それがダメなら全員で連携して広間の隅すみに追い込むしかないかな。今日中に六階層の安全地帯セーフゾーンまでは行きたいから、余計な体力は使いたくないんだけど……」

　フランツが作戦を考えていると、夢中で肉を貪むさぼっていたマウリがクロスの様子がおかしいことに気が付いた。

「おい、どうしたんだよ？」

　クロスは食事の手を止め、目を瞑って静止している。

「…………森の空気が変わった。先ほどまで聞こえていた鳥や獣の鳴き声が止んでいる。近くに何か、大物がいるかもしれん」

　そう言われて耳を澄ましてみれば、確かに、妙に静かだ。全員が示し合わせたように武器を手に取り、警戒態勢に入る。フランツは素早く地図を開いて五階層に書かれている注釈を読み込むと、とある文言に目を付けた。

「まずい……！　この階層にはＣランクの鬼熊マーダーベアが出現するみたいだ。食事の匂いで引き寄せてしまったかもしれない」

「巨人と同格かよ……。どうする？　逃げ────」

　次の瞬間、遠くに見える木々がバキバキと音を立てて大きく揺れたのが見えた。大木を揺らすほどの巨体。まず鬼熊で間違いないだろう。

「かなり距離がある。こっちの存在にはまだ気が付いていないはずだから、気配を消しながら急いでここを離れよう」

　幸いにも手荷物は全て魔法袋の中だ。せっかくのご馳走を捨てて行くのは悔やまれるが、まだまだ肉は沢山残っている。

　フランツの指示を受け、皆がその場から動こうとした。が、クロスの言葉ですぐ足を止める羽目になる。

「俺が狩って来てもいいか？」

「「「「……………………」」」」

　クロスと出会ってからまだ一ヶ月ほどだが、フランツたちは生活を共にする中で彼の性格を概おおむね把握していた。

　一言で言えば、戦闘狂。普段は紳士的で仲間想いの青年なのに、強者の存在を知ると戦わずにはいられない難儀な一面を持っている。

　案の定、彼はキラキラと期待に満ち溢れた少年のような表情をしており、とても断れるような雰囲気ではない。

　フランツは観念したように一つ大きなため息を吐いた。

「クロスなら大丈夫だと思うけど、それなら俺たちもついて行くよ…………」
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　堂々と肩で風を切って歩くクロスの後方を、四人は身を隠しつつ静かについて行く。彼は自らの存在を誇示するように調子外れな鼻歌を歌いながら、時折、手に持った枝でパシパシと木を叩いている。

「た、楽しそうですね。あの歌……。キンタローって何なんでしょうか」

「あの姿だけ見れば子供みたいじゃがの……」

「恐怖心ってモンがねえのか。アイツには」

「クロスからすればただの熊なのかもね……。俺はただの熊でも怖いけど」

　しばらく進むと、周りの木をへし折りながら鬼熊が姿を現した。

「グゥォオオオォオォ────ッッ！！！！」

　周囲の木々が震えるほどの凄まじい咆哮。近くで受ければ卒倒してしまったかもしれない。巨人を上回る巨躯はまるで毛皮の山だ。両手の爪は一本一本がよく研がれた剣のように鋭く、剥き出しの牙は見る者を威圧する。

「立派な熊だな」

　えぇ……？　　あの化け物を見た感想が、それ……？

　鬼熊はその巨体に見合わない機敏な動きで立ち上がると、風切り音を響かせながら腕を振り回した。クロスはひらりひらりと木の葉が舞うように、紙一重で攻撃を躱し続ける。顔のすぐ横を爪が掠めているにも関わらず、剣を抜く気配すらない。

　鬼熊は不機嫌そうに唸りながら四足になり、大口を開けて突進を仕掛ける。が、これもまたヒョイと簡単に避けられた。じゃれつく犬を避けるみたいに。

　そんなやり取りが何度も続き、ついに鬼熊の動きが止まった。

「ブフーッ！　ブフーッ！」

「どうした。もう疲れたのか？　…………おい！　お前たち、出て来い！」

　茂みに隠れていたフランツたちは、その呼び声に顔を見合わせた。すごく、すごく嫌な予感がする。

「この熊はあの巨人よりも弱い！　お前たちで倒してみろ！」

「じょ、冗談だろ……？　Ｃランクだぞ……！！」

「……儂、あの突進は絶対に止められんからの」

「どど、どうしましょう……？　クロスさんが諦めるまで、このまま隠れてます？」

「いや……。クロスは一度言い出したら聞かないよ……。出て行くしかない」

　フランツたちは重い足取りでゆっくりと茂みから出た。優に五十ｍは離れているのに、ここからでも鬼熊の威圧を感じる。

「おお、よく出てきたな！　では、今からそっちに────」

「ちょっ、ちょっと待ってくれクロス！　まだ心の準備ができてないんだ！」

「そうか！　ならもう少し俺が遊ん……相手をしておくから、用意ができたら知らせろ！」

「おい、今アイツ遊んでおくって言ったぞ」

「間違いなく言いましたね」

「そんなことより、どうするんじゃ？　まともにぶつかって勝てる相手じゃあないぞ」

「……あの突進を正面から受けるのは無理だ。バルト、受け止めるんじゃなくて、逸らすことはできる？」

「それならば────……。うむ、何とかしてみよう」

「よし、なら初撃は魔術と弓だ。そのあと、突進が来たらバルトがこっちに逸らしてくれ。俺が正面に立ってどうにか時間を稼ぐから、その間にマウリとパメラは中、遠距離から攻撃を続けて欲しい。二人は絶対に近距離には近付かないように。いいね？」

　全員の目に覚悟の光が灯るのを確認してから、フランツは大声で合図を出す。

「クロス、準備完了だ！　やってくれ！」

「承知した！　……ほら、熊公。あっちに餌がいるぞ」

　クロスは鬼熊の鼻面を蹴飛ばし、無理やりフランツたちの方を向かせる。目の前の手強い相手より、数が多くても弱そうだと判断したのだろう。鬼熊は猛然と駆け出した。

「てめぇクロス、聞こえたぞ！　誰が餌だちくしょうっ！　パメラ、やるぞ！」

「はいっ！　撃ちますよー！」

　パメラの火砲とマウリの矢が頭部を直撃する。鬼熊は一瞬足を止めて怯んだものの、前足で顔を拭うような動作のあと、すぐに疾走を再開した。

「パメラ、弱くても構わねえ！　連射しろっ！」

「火弾ファイアーボールの奇跡を撃ちます！」

　パメラの杖から立て続けに火の玉が飛ぶ。火弾が鼻に当たると、鬼熊は嫌がるように小さく唸った。その間もマウリは矢を射続け、その内の一本が右目に突き刺さる。

「ギャォオオオッッ！！」

「よっし、右目は潰したぜ！　だが矢が切れた！　残りは投げナイフが十本だ！」

「私は残り火砲二発か火炎嵐一発です！」

「二人ともよくやった！　一旦下がって息を整えてくれ！　バルト、頼む！」

「おうッ！！」

　突進を斜めに受けて逸らしたが、その衝撃でバルトは後ろに吹き飛ばされた。

「ぬぁああッッ！！　どうじゃっ！！」

「来いよ、熊野郎！　俺を喰ってみろ！」

　左腕の盾を剣でガンガン叩き挑発すると、その音が気に障ったのか、鬼熊はフランツに狙いを定めた。

　轟音を立てて振るわれる腕を死に物狂いで避ける。頬に強い風圧を受けるほどギリギリの回避。背中に嫌な汗が流れるのを感じる。

　この爪が掠っただけで死ぬ……！

　盾でも剣でも受けられない。躱し続けるしかない！

　明確な死を予感しつつも、目を見開いて躱し続ける。マウリのナイフが刺さるたびに少しずつ動きが鈍くなっているが、それでも依然、一撃必殺の剛腕は変わらない。窒息してしまわないのだろうかと思うくらいの連続攻撃だ。

　"攻撃の拍子は目・肩・膝に顕著に現れる"

　確かに肩と膝を見れば攻撃のタイミングが、目を見ればどこを狙っているかは読めるが、一秒にも満たない間隔だ。こんなのをいつまでも続けられるはずがない。

　そのような必死の回避が何分続いたのか、何時間続いたのか。周囲の音が消え、一秒が永遠にも感じる不思議な感覚に陥おちいっていたが、パメラの声にはっと我に返る。

「撃てますっ！！」

「俺が離れたらすぐに撃て────ッ！！」

　フランツが大振りの一撃を潜くぐるようにして回避し、そのまま目の前の藪に頭から飛び込んだ瞬間、鬼熊の全身が炎に包まれた。夢に出そうなほどの壮絶な断末魔を上げ、誰にともなく爪を数度振るったあと、ようやく鬼熊は崩れ落ちた。
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「クロスさんのアホーーっ！！！！」

「このクソボケ戦闘狂が！！　てめぇ俺らを殺す気かっ！！」

「い、いや……。俺は今のお前たちの実力なら必ず勝てると信じていたからこそ────」

「馬鹿もん！！　勝ちは勝ちじゃが、気力も体力も全部出し切ってしもうたわい！　儂はもうここから一歩も動けんぞ！　ここで寝るッ！」

「クロス。今日は六階層の安全地帯まで辿り着きたいって、今朝予定を話したよね？　　　俺は皆の体力やペースを考えて毎日の予定を立ててるんだよ？　いや、確かにクロスに戦ってもいいって言ったのは俺だ。でも、まさか俺たちに代わりに戦えなんて言うと思わなかったよ。あんな化け物とこんな場所で勝てるかどうかのギリギリ勝負なんて、どう考えても有り得ないだろう？　全員無傷だったのはただの奇跡だ。一歩間違えたら誰かが死んでいたかもしれないんだよ？　だいたい、危険な迷宮の中で突然訓練みたいな全力戦闘だなんて────────」

　フランツの説教は小一時間続いた。





第36話 冒険者さん、仲直りする




「お、おい……。そろそろ機嫌を直してくれ。この通りだ。俺が悪かった」

　ここで野営せよと言わんばかりにぽっかりと空いた森の空閑地くうかんち。上層の安全地帯と比べると人影も疎まばらで静寂がしんと響く中、クロスは珍しい困り顔でフランツたちに頭を下げた。

「う、うむ……」

「えーっと……」

「いや……。何ていうか、こっちこそゴメン」

　彼に向かい合う仲間たちの顔に怒りの感情は毛ほどもなく、逆に、良心の呵責かしゃくに胸が締め付けられるような後ろめたさが浮かんでいる。

　何故かと言うと────────

　鬼熊マーダーベアを倒した翌朝から、『そんなに戦いてえならお前が一人で戦え！』というマウリの言葉を皮切りにして、道中全ての戦闘をクロスがこなしていたのだ。ちょっとした罰のつもりだったため、疲れを見せればすぐに助けるつもりでいたのだが……。なまじクロスの戦闘力が高いために道程はすこぶる順調で、むしろ以前より探索ペースも上がり、現在は九階層の中間地点である。

　たった一日で五、六、七、八階層を踏破するという、高位冒険者も真っ青な進軍速度だ。彼は異常な索敵能力で有象無象の魔物を全て回避し、それぞれの階層の門番すらたった一人で瞬殺してのけた。遠距離、中距離、近距離と武器を使い分け、さらには斥候まで自由自在。改めて"武士"という戦士がいかに万能であるか痛感させられた気分だ。

　クロスは知らないと思うが、上級者に先導してもらって迷宮を進む行為は"寄生"と呼ばれ、冒険者の間では恥ずべき非行とされている。しかし、全く音を上げる気配がないためフランツたちも許すに許せない状況になってしまい────……内心は、罪悪感でいっぱいになっていた。

「まぁ、もう二度としねえって誓ってくれたしな。"武士の頭は軽々しく下げるものではない"んだろ？　頭上げろよ」

「そ、そうですね！　クロスさんがそこまで謝るなら許してあげてもいいですよ！」

「パメラよ。実は『こっちの方がラクチンです！』とか思っておったじゃろ？」

「し、失敬なっ！　そそ、そんなことは微塵も考えておりませんとも！　ええ！　私は純粋に反省してもらいたい一心でした！」

「実際、俺たちはただ後ろを歩いてただけだったしね。クロス、かなり無理をさせたんじゃないか？」

「いや、俺が軽率な行動を取ったせいだ。気にするな」

「ほれ、仲直りした所で腹も減ったじゃろ。そろそろ夕飯にしようぞ」

　空腹は人の心を荒ませるが、満腹はどんな時だって気持ちを豊かにしてくれる。ここまでぎこちない雰囲気だったため、フランツは今晩の料理は豪華にしようと決めた。とは言っても、持ち込んだ調味料には大した種類もないので、調理法と材料を工夫するしかないのだが。

　焼いた肉にも飽きてきたし……煮込み料理がいいかな。

　鍋に肉と香草を放り込み、マウリとパメラが道中で採取していた食用の野草も入れてコトコト煮込んでいく。肉の占める圧倒的な割合に野菜不足の感は否いなめないが、幸いにして荒野の守人は全員が肉好きだ。今晩くらいは栄養よりも味覚優先でいいだろう。

　パンなどの付け合わせもないため、あまり濃くなり過ぎないように注意しながら味を整え仕上げを終えた。

「できたよー。ここまで狩った魔物の肉を全種類入れた肉シチューだ。食べ比べしてみよう」

「わぁー！　美味しそうですねぇ！」

　ゴロゴロと大雑把に切られた具材を山盛りに盛り付け、仲間たちに器を配る。

「こりゃ豚鬼オーク肉だな。普段食ってる慣れた味だ」

「これは何だ？　あっさりとしていて旨い」

「斧鳥アックスビークだよ。ほら、嘴くちばしが斧みたいで凄い速度で走ってた白くて大きな鳥」

「むぅ！？　こりゃあ美味いぞ！　皆もこの肉を食ってみい！」

　バルトが示したのは昨日倒した鬼熊の肉だった。これを食事に出すと気まずい空気になるかもしれないと思って、ずっと温存していた物だ。脂身の多い肉質で、赤身との割合が半分もある。

「美味うめえっ！　なんつーか、高級な味がする！」

「脂身がトロトロで、口の中であっという間に溶けますね！　美味しいですっ！」

「昔食った熊は臭くて硬くて食えたものではなかったが……。確かに、これは絶品だな」

「流石はＣランクだね。全部は売らずに自分たちで食べる分も少し確保しておこうか」

「そうしようぞ。この肉でベーコンでも作ってみるかの」

「やったぁ！　バルトのベーコンは美味しいですからね！」

　ようやく和気あいあいとした雰囲気が戻り、フランツは肩の荷が下りたようにほっと胸を撫で下ろした。

「そういや話は変わるけどよ、ここまでの宝箱の中身って何だったんだ？　俺、罠の確認だけして見てなかったんだよな」

「五階層の蜘蛛猿スパイダーモンキーが鉄のナイフ、六階層の豚鬼の群れが下級治癒の水薬ポーション、七階層の豚鬼頭ハイオークが魔道具っぽい指輪、八階層の魔犬モディ・ドゥーが衝撃波ティルトの巻物スクロールだね」

「ふーん……。指輪と巻物は当たりだな」

　巻物とは、魔術が使えない者であっても一度だけ込められた奇跡を発動できる魔道具だ。使い切りではあるが緊急時の奥の手として冒険者からの需要は高く、特に、攻撃魔術の巻物は人気がある。

「これがあれば俺にも魔術が使えるのか？」

「どうだろう？　全く魔力がない人には使えないって聞くけど……」

「おい、試そうとすんなよ？　それ店で買うと結構高けえんだからな」

　手に持った巻物をじーっと見ているクロスにマウリが釘を刺す。

「ならこの……"指輪"、だったか？　これなら試してもいいか？」

「ダメですよ！　鑑定してもらわないとどんな効果があるか分からないんですから」

「そうか…………」

「まぁ浅層の魔道具なんぞ大した物でもなかろうが、魔法袋の例もあるから妙に期待してしまうわい」

　初探索の成果に夢を見つつ、食事を片付けて野営の準備をする。門番の間まであと僅かだ。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




「次の門番は邪鬼オーガだ。Ｄランク下位の魔物だけど、動きが速いみたいだから気を付けよう」

　地図にある注意事項を共有し、慎重に扉を開く。昨日はずっと戦闘をクロスに任せていたため、なんだか久しぶりに戦う気がする。

「ウォゥオオォゥッッ！！」

　広間に入った途端、邪鬼が奇声を上げながら手を振り回して凄い勢いで向かって来た。角の生えた厳つい顔面に、血管の浮き出た筋骨隆々の体躯。二ｍほどの大きさだが、手足が妙に長いため見た目よりも大きく感じる。

「やかましいわッ！！」

　邪鬼は矢を放つよりも速くこちらへ肉迫したが、素早く前に出たバルトの盾に跳ね飛ばされた。

「クロス、パメラ！　やるぞっ！」

　転がった所にマウリ、パメラ、クロスの遠距離攻撃が雨のように降り注ぎ、邪鬼はそのまま立ち上がることなく絶命した。

「……なんか、呆気なかったですね」

「うむ。やはり鬼熊との死線を越えたあとだと、どうにもな」

「いちおう格上の魔物なんだけどね。俺なんて今回は何もしてないよ」

「血の沸くような修羅場を越えたあとはそんなものだ。生半なまなかな相手では達成感は得られず、逆に虚無感に襲われる。それ故ゆえ武士は自ら死地を探して飛び込むのだ。少しは俺の気持ちが分かってもらえたか？」

「言いてえことは分かるけど、自分もやろうとは思わねえよ」

　恐れいらぬかという顔で鼻息も荒く語るクロスを、マウリはバッサリと斬って捨てた。

「ところでパメラよ。お前さん、魔術の発動が随分と速くなったのう」

「ふふふ、そうでしょうそうでしょう。鬼熊との戦いで必死に連射した時にコツを掴んだのですよ。それに、今まで自分の近くでは怖くて魔術を使えませんでしたけど、何となーく安全な距離感も分かってきました」

　邪鬼は角と魔石しか売れる部位がないのでさっさと解体を済ませ、宝箱の確認に取り掛かる。マウリが罠のチェックを終えて蓋を開くと、そこには一見して使い道の分からない代物が入っていた。

「何だこりゃ？　虫眼鏡か？」

「それにしては小さすぎません？」

「……これ、度が入ってないみたいだ。ただのガラスだよ」

「こりゃあ片眼鏡モノクルじゃな。目の悪い者がこうやって眼窩がんかに嵌はめて使うモンじゃが……。何も見え方は変わらんな」

　バルトは右目に片眼鏡を装着して周囲を見渡すが、左目で見える景色と全く相違ないとのことだった。他の者が試してみても結果は変わらず、これもまた魔道具だろうという結論で魔法袋に放り込む。

　ちなみに、クロスも装着しようとしたのだが、凹凸が少ない彼の顔の構造ではどうやっても目に嵌らず、ポロポロと顔から片眼鏡を落とす姿にフランツたちは大いに笑わせてもらった。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




「これはまた……。急に雰囲気が変わったな」

「わぁー！　綺麗な景色ですねー！」

「ホントだね。風が気持ちいいや」

「ここが迷宮じゃなきゃあ、あそこの丘で飯でも食いたいところじゃの」

　階段を降りた先に広がっていたのは見渡す限りの草原だった。所々に起伏の大きな丘や背の高い草むらはあるが、森に比べれば木々が少なく、通り抜ける風が爽やかに感じる。

　振り返ればいつも通りの岩山に先程降りた階段があるが、今回はその横にもう一つ小さな門が存在していた。あれがきっと地上への直通門だろう。

「で、どうするよ？　ここから先はＤランク推奨の階層だぜ」

「そうだね。とりあえず適当な魔物の討伐証明だけ手に入れて、今回は地上に戻ろうか」

　十階層の直通門を使用するには、この階層の魔物を討伐して許可証を発行してもらう必要がある。

「フランツー！　これって魔物じゃないですかー？」

　タイミングよく、パメラが階段の近くで絶叫草マンドラゴラという植物系魔物を発見した。ぱっと見はただの草だが、よく観察すると葉が脈打つようにウネウネと蠢うごめいているのが分かる。

「こんな魔物もいるのか。引っこ抜いて────」

「待て待て！　やめんかっ！！」

　おもむろに葉を鷲掴んだクロスをバルトが慌てて引き止めた。

「……何だ。狩らないのか？」

「絶叫草は地面から出た途端、とんでもない声で叫ぶんじゃ。気の弱い者が間近で聞けば即死するとすら言われておる」

「叫ぶ……？　草がか」

「そうだよ。でも、絶叫草には簡単な倒し方があるんだ」

　フランツは絶叫草にロープを結び、皆を連れて遠くに離れた。

「ギルドの資料室で読んだんだけど、あいつは日光に弱いから、距離を取って抜くとしばらく叫んだあとに死ぬんだって」

「草の癖に日が苦手とは。道理に合わん生き物だな」

　全員が耳を塞いだことを確認してロープを引くと、天地も張り裂けんばかりの大絶叫が上がる。鳥類を連想させるキィーっという甲高い声が耳を塞いでいても聞こえるが、その声は徐々に小さくなり、十秒も経たない内に消えた。もう一度叫ばないとも限らないので、念の為にしばらく放置してから歩み寄る。

「うーわ……。俺、絶叫草って初めて見たぜ」

「キモいですねぇ……」

　地上に出てきた根の部分は、土塊つちくれでできたしわがれた赤子のような姿をしていた。あまりにも不気味で触れるのも躊躇われたが、葉の部分を指で摘んで何とか魔法袋に入れる。

「これでよし。それじゃ、帰ろうか」

　フランツの掛け声で地上へと向かう長い階段を登っていく。護衛依頼での盗賊の襲撃に始まり、調査依頼の頓挫など散々な目に遭った遠征だったが、久しぶりに帰宅する一行の足取りは軽かった。





第37話 お侍さん、手紙を受け取る




「素材の買取が合計金貨十三枚。そして、こちらが直通門の使用許可証になります。凄いですね！　初回探索で十階層踏破はＥランクパーティーでは快挙ですよ！」

「ありがとうございます！」

　一行は迷宮を出てすぐ素材の買取と許可証の申請を行っていた。アンギラと違って、狩場とギルドが近いというのは便利なものである。

「聞きました？　快挙ですって！」

「後半はクロスのおかげじゃがの」

「でもまぁ、悪い気はしねえよな！」

「……………………」

　受付の女に褒められフランツたちは正まさに喜色満面。嬉しくて堪らないというように顔を輝かせているが、黒須は一人、釈然としない心境だった。迷宮という場所が尋常ならざる魔境だと納得はしたものの、たかが穴蔵を深く潜ることに一体何の栄誉があるのか。正直言って理解に苦しむ。

　巷ちまたの若侍どもの間で肝練きもねりと称した度胸試しが流行っており、冬眠している熊の巣穴に潜り込むような遊び、乃至ないしは胆力鍛錬法があると以前耳にしたが────それと似たような趣意しゅいなのだろうか。

　皆がニコニコと上機嫌なので野暮やぼなことは口にしないが、迷宮探索に金を稼ぐ以上の意味合いがあるとは俄にわかに思えず、むしろ、その受付の言葉には冒険者をより深く潜らせるための取って付けたような作為の意図を感じた。

　ギルドとしては冒険者の狩る魔物の素材。冒険者としては魔物の素材を売った金。互いの利害は一致しているのだろうが、若人わこうどを焚き付けるような姑息な手段は虫が好かない。

　"寸善尺魔すんぜんしゃくま"

　出立の際に兄上が申していたように、人の世とは是これ地獄に似たり。一寸の幸福には一尺の魔物が必ず付いて回るものだ。誰も信用できない旅の身の上だった故ゆえの穿うがった物の見方やも知れないが、仲間に向けられる害意は自分こそが蹴散らしてやらねばなるまい。

「クロスさん？」

「おい、難しい顔してねぇでさっさと行くぞ」

　黒須は腕組みをして考え込んでいたが、二人に袖を引かれてギルドを後にした。次は戦利品を鑑定してもらうための店へ向かうらしい。

「えーっと、どっちだったかな？」

「ガーランドに魔道具屋はいくつかあるが、儂の知っとる店はこっちじゃ」

　バルトの案内で奥まった路地を進み、ひっそりと佇んでいる一軒の店に辿り着いた。大通りに出るとあれほど人でごった返しているのに、ここだけは人を寄せつけない磁場のようだ。人通りがほとんどない。

　立て付けの悪い扉を開いて中に入ると、薄暗い店内には埃をかぶった雑貨が犇ひしめくように置かれており、奥の帳場ちょうばに白髪の老婆が座っていた。

「すみません、鑑定をお願いしたいのですが」

「あいよ。一つにつき銀貨一枚いただくが、構わんかね？」

「お願いします。鑑定してもらいたいのは────」

　フランツは魔法袋、指輪、片眼鏡を取り出して老婆の前に並べた。

「おやおや、魔法袋かい。アンタら随分と運がいいんだねぇ。さて、ちょいと見てみようかね……」

　店主は魔法袋を左手に持つと、右手を翳かざすようにして目を瞑った。はたから見れば胡散臭いト占師そのものだ。

「……おい、眼を閉じたまま鑑定するつもりか？」

「へっ？」

「あっ、いや、すみません。続けてください」

　こちらの問い掛けに店主は鳩が豆鉄砲を食ったような顔になり、フランツが慌てた様子で黒須を店の隅に連れ出す。

「クロス、鑑定アイデンティファイの奇跡っていうのは、哲学者フィロソファス以上の魔術師にしか使えない闇属性の魔術なんだ」

「哲学者？」

「あーっと、そっちはまだ教えてなかったっけ……。パメラが魔術師ギルドにも入ってるのは知ってるよね？」

「いや、初耳だが」

「……うん、その辺は今度パメラから詳しく教えてもらおうか。とりあえず、使い手の少ない珍しい魔術でね────」

　フランツによると"鑑定"とは言葉通りの意味ではなく、この店のように素性の知れない雑貨を買取る場合や、商人が品の真贋しんがんを見極める際に重宝される魔術らしい。

　説明を聞いてもピンと来ないが、要は、よく分からない道具の正体を暴あばくことができるという意味か。どうやら魔術とは想像以上に万能なようだ。

「アンタら、本当にツイてるよ。こりゃ中位の魔法袋だ。容量はだいたい馬車三台分で……重量軽減効果もあるね。時間停止は付いてないみたいだが、ウチで買取るなら金貨六十枚は出すよ。もし王都で競売オークションにかけるなら、運がよきゃ金貨七十枚はいくかもね」

　フランツたちは手を叩いて歓声を上げた。金が足りないと意気消沈だった姿を思い出し、黒須の頬も僅かに緩む。

「たった一回の遠征でこれかよ！　迷宮ってやべぇな！」

「普段受けてる依頼とは比べ物になりませんね！」

「初回探索の成果としちゃあ間違いなく大金星じゃな！」

「おやまあ……。これが初めての挑戦だったのかい？　女神様の祝福だねぇ」

「金貨……七十枚……っ！」

　フランツは感極まったように顔を背け、わなわなと震え始めた。

　本人はあれで隠しているつもりらしいが、黒須も仲間たちも、彼がよく泣いていることには当然気が付いている。今も店主以外はわざとらしくフランツを視界から外し、眼を見合わせて『まただよ』というニヤけ面だ。

　しかし────金貨七十枚、か。

　黒須の認識からすれば、それでもまだ飛び切りに安い。その性能を考えれば文字通りの値千金あたいせんきん。百萬両ひゃくまんりょうに匹敵する価値がある。

　"夜討ち朝駆けは武士の習い"

　もしこの魔法袋を奇襲戦に転用するならば、その威力は絶大だ。この袋がいくつかあるだけで、兵站、軍備の輸送も思うがまま。圧倒的な進軍速度で以もって、町一つと言わず国一つさえ容易く奪とることができるだろう。希少な品らしいが、今後また手に入るようなら是非とも生家への手土産にしたい。

「この指輪は弱いが魔力回復の効果があるね。買い取るなら金貨二枚と銀貨五枚だ。こっちの片眼鏡は────」

　片眼鏡を見つめていた老婆の顔が汚物でも見たかのように急に顰しかめられる。

「最後の最後でツイてなかったね。こりゃアタシらからすりゃあ天敵みたいな魔道具でね、鑑定の片眼鏡だ。使い方を知ってりゃ鑑定料は掛からなかっただろうに。買取金額は金貨六枚だね」

　老婆によると、これを装着した状態で魔力を込めて見れば鑑定の奇跡と同じように品物の詳細が分かるのだと言う。つまり、魔力が何なのかも分からない自分にとっては無用の長物だ。

「で、どうするね？　売ってくれるならアタシとしちゃあ嬉しい限りだが」

「そうですね…………」

　フランツは碁盤にでも向かい合うかのように眉を八字に寄せ、長い間考え込んだ。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




「守護塔が見えましたよ！」

「やっとだな。尻が痛ぇ……」

　ガーランドで一泊し、馬車を二度乗り継いでようやくアンギラの門を潜る。乗合馬車の揺れは筆舌に尽くし難いほど酷く、ロロの御者としての腕前がいかに優れていたか思い知らされた。

「行きに比べたら荷物がない分マシだけどね」

　フランツは大事そうに魔法袋をぽんぽんと叩いて苦笑する。

「……本当に売らなくてもよかったのか？　金貨七十枚は大金だろう」

　一行は魔道具を売ることはせず、老婆に礼を言って持ち帰ってきていた。皆して最後まで頭を抱えて悩んでいたが。

「どれも今後の活動に役立つ物ばかりだからね。それに、魔道具は破損して効果が消えない限り価値も下がらないんだ。いざとなったらその時に売ればいいよ」

「素材の買取額だけでもしばらく安泰じゃからの。よほどの出費がない限り数ヶ月は持つわい」

「三人ともー！　話してないで行きますよー！」

　久々の帰宅に浮かれているのか、パメラに急かされるようにして脚を早める。朝一番にガーランドを出発したのでまだ陽は高いのだが、彼女の気持ちも分かるため、誰も文句は言わなかった。

「やっと帰ってこれたね」

「ただいま戻りましたー！！」

「誰に言ってんだよ」

「風呂に入る」

「儂は酒じゃ！」

　到着するなり黒須は風呂へ入り、バルトは酒を飲み、他の三人は昼寝をすると言って自室へと向かった。

「────ふぅ」

　湯に浸かり、海藻のように頼りなく揺蕩たゆたう髪を弄りつつ、細く長い息を吐く。この風呂桶から眺める景色も今では見慣れ、川瀬のせせらぎに耳を傾けながら過ごすひと時はいつの間にか至福の時間になっていた。

　眼を閉じて、ただただぼんやりと湯に身を任せる。本来この国に帰る場所などないはずの男の顔には、隠し切れない安堵の色が浮かんでいた。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




「みんな、初めての迷宮はどうだった？」

　その日の夕食には、迷宮探索中に各自が恋しいと漏らしていた食べ物が揃っていた。露店で買った豚鬼の串焼き、柔らかいパン、新鮮な野菜のサラダ、瑞々しい果物、葡萄酒。どれも久しぶりのご馳走だ。

「初見の魔物も多かったが、案外危険は少ない印象かの。とにかく、全員が無事に帰れて何よりじゃわい」

「危ねぇ噂もあるから入るまではビビってたけど、聞いてたほどじゃなかったよな。それに、やっぱり普通に依頼を受けるより迷宮は金になるぜ」

「宝箱を開ける時のワクワク感はたまりませんでしたね！　今回は特に運がよかったみたいですけど、便利な魔道具が手に入るのは嬉しいです！」

「魔の森と違って、わざわざ探さなくても魔物がいる環境はよかったな」

　順調な探索だっただけに、皆の反応は概ね好意的だ。

「俺も正直、今回の探索は余裕を持って終われたと思う。でさ……。俺たち、今後しばらく迷宮探索をメインに活動しないか？」

「いいんじゃねぇか？　十階層から先は格上の階層だが、調子に乗らなきゃまだまだ進めると思うぜ」

「俺も異論はない。最近は剣と弓ばかり使っていたからな……。次は槍か薙刀を持って行くか」

「手に入れた魔道具も迷宮探索向きだしの。特に魔法袋があるのは大きい。お前さんの武器くらいならいくらでも持ち込めるぞい」

「今回の探索で足りなかった物も持っていけますからね。柔らかいパンに調味料、雨対策の装備に予備のブーツ。あっ、意外と水場が少なかったから大きな水筒もあった方がいいですね」

「よし。それじゃあ明日からしばらく休息期間にして、その間に長期で迷宮に潜るための準備を整えよう」

　話を総括するようなフランツの言葉に、皆は首肯して同意を示した。

「────ん？　何だこれ」

「どうした？」

　今後の方針も決まり、次は何を持って行くかと話し合っていると、パンを落としてテーブルの下を覗き込んでいたマウリが不思議そうな声を上げた。

　椅子に座り直したその手には、装飾の施された薄い紙。いや、色味からして動物の皮か。

「手紙？　珍しいね。留守の間にドアの隙間から誰かが入れたのかな」

　マウリから手紙を受け取ったパメラがくるりと裏返して観察する。

「これ、クロスさん宛のお手紙ですよ」

「……俺か？　この国にお前たち以外の知り合いはいないはずだが。誰からだ？」

「傭兵ギルドの────サリアさんって人からですね。お知り合いですか？」

　その不愉快な名を聞いて、つい先ほどまで食事を楽しんでいた黒須の眉間に深い皺が刻まれた。





第38話 冒険者さん、お侍に付き添う




「傭兵ギルドの────サリアさんって人からですね。お知り合いですか？」

「…………知り合いと言えば知り合いだが」

　傭兵ギルドからの手紙と聞き、フランツの顔には困惑の色が浮かんでいた。

　自分も長く冒険者をやっているが、ギルドからそんなものが届いたことなんて一度もない。ヘルマンから呼び出された時がそうであったように、通常、何らかの通告がある場合は当人がギルドを訪問した際に直接伝えられるものだ。

「そういやお前、いちおうＣランクの傭兵だったな。忘れてたぜ」

「緊急かもしれないし、とりあえず読んでみなよ」

「ああ」

　クロスは乱暴に封を破り、手紙を取り出して声に出して読み始めたが────

「依頼……ギルド……来い……？」

「クロスさん、貸してください。私が読みますよ」

　彼は毎晩のように共通語を勉強しているが、まだ簡単な単語しか読むことができない。それも、依頼書を読むために冒険者用語を中心に教えているので、知識にはかなり偏かたよりがある。

「『指名依頼が発出されているため、至急ギルドまで来られたし』、だそうです」

「指名依頼とは何だ？」

「依頼者が特定の相手を直接指名して出す依頼のことじゃ。高位の者にはよくある形式じゃが……。お前さん、登録した日から一度も傭兵ギルドに顔を出しておらんよな？　何か妙じゃな」

　バルトは訝しげに首を傾げる。それもそのはず。そもそもＣランクに指名依頼が出ること自体が稀まれも稀まれなのだ。

「誰か、クロスの知り合いからの名指しなのかな？」

「いや、指名依頼って普通に依頼するより手数料も高くなるんだぜ？　知り合いなら、直接コイツに頼めばいいだけじゃねぇか」

　それもそうか…………。

　ギルドを介さずに依頼を受けることは禁止されているが、依頼者が顔馴染みに受注してもらうために、事前に本人と交渉をすることは認められている。ギルドに依頼を提出する時に依頼者と冒険者が揃っていれば、実質、指名依頼と同じ手続きを取ることが可能だ。

「どういうことだろう……」

「差出人のサリアさんはどんな方なんですか？」

「傭兵ギルドのギルドマスターだ。決闘に割り込まれて、少し頭に血が上ってな。その……。殺しかけたが、お前との約束を思い出して和解した、はずだ。────いや待て、そんな顔をするな。俺は怪我ひとつ負わせていないぞ。約束は破っていない」

　クロスの口から飛び出した突然の爆弾発言に、居間の空気が凍りついた。人は心底驚くと咄嗟に声も出せないらしい。

「────は、はぁっ！？」

「殺しかけたって何だよ！？　そんな話聞いてねえぞ！」

「ギルドマスターを……！？」

「クロス！　説明を、ちゃんと説明をしてくれ！　イチから全部だっ！！」

　あの日の出来事について自分たちが聞いたのは『傭兵ギルドで少し揉めたが、大怪我は負わせていない。興味が失せたからもう二度と行かない』、その程度だ。そのあとはいかに傭兵ギルドが下らない場所だったか、心底嫌そうな顔でブチブチと愚痴を零こぼしていたが、ギルドマスターの話なんて微塵も説明されていない。

「……あの日、ギルドに入ってすぐに受付の男が────」

　全員から詰め寄られ、クロスは居心地が悪そうに傭兵ギルドで起きたことを詳細に話した。

「なんともはや……」

「よかった……！　パメラがあの時ああ言ってくれて、本当によかった……！！」

　思い返せば、確かにあの朝、パメラは絡まれても相手を殺すなとクロスに念を押していた。冗談のようなやり取りだったので気にも留めていなかったが…………。

「あの約束がなかったらとんでもねえことになってたな……。パメラ、お手柄だぜ」

　バルトが放心し、フランツとマウリが賞賛する中、パメラはそんなことはどこ吹く風でジーッとクロスの顔を見つめていた。

「クロスさん。さっきサリアさんのお名前を見た時に、ちょっとだけイラッとした顔になりましたよね？　何を考えていたか正直に話してください」

　クロスはパメラからサッと目を逸らしたが、言い逃れはできなさそうだと観念してぽつりぽつりと本音を語る。

「その、だな……。あの時、次に無礼を働いたら手討ちにすると警告したにも拘わらず、詳細を書きもしない文ふみで人を呼びつけるとは何様のつもりなのかと────……」

「フランツ、これはダメじゃ。こやつを一人で行かせれば大惨事になりかねんわい」

「傭兵ギルドが血の海になる未来しか見えねえ」

「そうだね……。しょうがない、明日俺が付き添うよ。皆は予定通り探索の準備を進めてくれ」

　子供ではないのだから付き添いなど要らないと文句を言うクロスをパメラが一喝して黙らせ、フランツの同行が決まった。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




「よく来てくれたわね、クロス。……そちらの方は？」

「はじめまして。クロスの所属するパーティーのリーダーで、Ｅランク冒険者のフランツと申します。彼はこの国の事情に疎うとい部分があるので、俺も付き添わせていただければと」

　傭兵ギルドの受付に手紙を見せるとすぐにギルドマスターの部屋に通された。想像もしていなかった美しい森人族エルフの登場に、フランツは少しドギマギしながら挨拶をする。

「そう……。まぁ構わないわ。座ってちょうだい」

　冒険者ギルドに比べて随分豪華なソファーに腰を下ろすと、クロスが不躾ぶしつけに話を切り出した。

「それで、何の用だ？　俺は傭兵ギルドに関心はないぞ」

「ク、クロス！　相手はギルドマスターなんだから、敬語を────」

「いいえ、大丈夫よフランツさん。クロス、まずは急な呼び出しをお詫びするわ。少し事情があって、貴方の手を借りたいの」

　サリアはクロスに軽く頭を下げたあと、座り直して神妙な顔つきになった。

「………………」

　森人の美貌は有名だが────それにしても、思わず脱力してしまいそうになるほどの絶世の美女だ。フランツは状況も忘れて白痴のようにぼーっと見蕩みとれていたが、次にサリアから出た言葉に、口にしていた紅茶を吹き出しそうになった。

「ここアンギラの領主、ジークフリート・アンギラ様のご子息が二日後にナバルまで視察に出向かれる。貴方にはその護衛をお願いしたいの。報酬は金貨十五枚、ナバルでの宿泊、飲食などの諸経費はギルドで負担するわ」

「ごっ、ご領主様からの依頼ですか！？」

「正確に言えばご子息の専属護衛からの依頼ね」

「……フランツ、ナバルとは何処にある？」

　予想を遥かに上回る内容に不意を突かれ、突然胃の辺りを鷲掴みされたような感覚が走ったが、顔色一つ変えず平然としているクロスを見て少し冷静になる。

「えっと、南に馬車で二日ってとこかな。海に面した漁師町だよ」

「往復で四日か。滞在日数は？」

「一日の予定よ。往復で五日間の行程を計画していると聞いてるわ」

　お貴族様からの依頼には度肝を抜かれたが、ここまでの説明を聞くに、内容としてはよくある要人護衛依頼だ。しかし、バルトも気にしていたように、そもそもの疑問がある。

「あの、どうしてクロスに指名依頼が出たんですか？　ご領主様なら騎士様や領兵に護衛させることもできますよね？」

「…………二人とも、ここでの話は内密に頼むわね。三日前、北の農村がオルクス帝国から焼き討ちにあったのよ。村人はほとんどが殺されて、何人かの女と子供が拉致されたらしいわ。それに領主が激怒してね。昨日、全軍を引き連れて自ら北に向かったのよ。傭兵ギルドにも招集が掛かったから、今手練てだれは全員北に出払っているの。私も今日中には出ないといけない。だから、先方から要請された条件に合う傭兵がクロスしかいなかったのよ」

　その説明にフランツは息を飲む。オルクス帝国と小競り合いが続いているのは知っていたが、それは互いの要塞を攻撃するような、あくまで軍同士の戦闘だと思っていたのだ。

　まさか、民間人を虐殺するとは────

「そんなことが……。その、本格的な戦争が始まるということですか？」

「分からないわ。一般には知られていないだけで、こういった挑発行為は以前から何度も繰り返されているの。でも、領主が戦地に出向くのはこれが初めてのことよ」

「そんな状況で、どうしてご子息様は視察に？　日程をずらせばいいでしょう」

「これもここだけの話にしてね。実は、ナバルは今年に入ってから不漁が続いていて、代官が減税を嘆願していたの。領主も事情を理解して承認の約束をしていたのだけど……。もしかすると今後、戦争に資金が必要になるかもしれなくなった。だから視察と銘打ってはいるけれど、実際は早急に違約の釈明に行く必要があるという話なの。長男は領主代行として動けず、次男は領主に同行したから、貧乏くじを引いたのは三男ね」

「三男、ですか？　ご領主様のご子息はお二人では？」

「…………いいえ、息子は三人いるわよ」

　フランツはサリアの態度に少し違和感を覚えたが、それを言葉にする前にクロスが結論を述べる。

「なるほどな、事情は理解した。……フランツ。俺はこの話引き受けてもいいと考えているが、構わんか？」

「うーん……。今は休息期間中だし、五日くらいの不在はパーティーとしては問題ないんだけどね。ギルドマスター、護衛はクロスだけなんですか？」

「ご子息直属の騎士が三名とメイドが一名同行するわ。本来はこの人数にクロスを加えても、護衛としては不十分なのだけどね」

　いや、逆にクロスだけの方がマシだったのに────……

　フランツは護衛の戦力不足を不安視したのではない。頭にあるのは別のことだ。

「その、クロスは何と言うか、少し気難しい所があります。ご子息様や騎士様に不興を買わないかだけが、俺としては心配なんですが」

「ええ、彼の性格は理解しているつもりよ。……むしろ、貴方に同意を求めている姿にすら私は驚いたくらいだわ。フランツさん、貴方の本音は彼が怒って貴族に手を出さないか。心配しているのはそっちじゃない？」

「……はい。ご明察めいさつです」

　クロスの大暴れを経験しているからか、サリアはこちらの言いたいことをすぐに察してくれた。

「無用な心配だぞフランツ。"騎士"や"めいど"が何かはよく知らんが、俺は貴族に払う敬意くらいは持っている。それに、余程のことがなければ怒ったりはしない」

　いやいやいやいや…………。

　確かにクロスは理不尽に怒ったり暴れたりはしないが、一度逆鱗に触れてしまえば、手が付けられなくなることをフランツは嫌というくらい知っている。

「クロス、私も一応は騎士爵位を持った貴族なのだけれどね。貴方、私が今フランツさんを侮辱したら、どうする？」

「以前警告した通り、この場で手討ちにする。俺にとってそれは余程のことだ。死にたいのか貴様」

　サリアの問い掛けにクロスは即答した。

　やっぱりこうなるよなぁ…………。

　フランツは嬉しいような困ったような複雑な気持ちになる。彼は仲間を害されたり、自らの誇りを傷付けられることを絶対に許さない。その逆鱗は案外多いのだ。

「ギルドマスター…………」

「……ええ。今回同行する騎士は傭兵を見下したりしない、真面目なタイプと聞いているから大丈夫だと思ったのだけれど……。責任者は私の知り合いだから、改めて彼のことを警告──いえ、説明しておくわ。それならどうかしら？」

「そういうことなら……俺も構いません。クロス、帰ってからちょっと話そう」

　何故こいつらはこんな反応なんだ？　という顔をしている戦闘狂の肩に手を置き、フランツは彼が出発するまでに何とかしようと決意するのだった。





第39話 お侍さん、騎士に出逢う




　護衛依頼に出発する日の朝。黒須は指定されていた南門の前で依頼人を待っていた。

「今から来るのは貴族だぞ。お前は人見知りだろうに。もういいから、無理をせず拠点に帰れ」

「ダメですっ！　クロスさんが無茶をしないように、私から騎士様にお話しするんです！」

　朝食を食べ、皆に挨拶をしてから拠点を出た。歩き出してすぐに跡を尾けられていることに気が付き、慌てて逃げようとしたパメラを捕獲したのだが────何を言っても頑かたくなに帰ろうとせず、結局、南門まで一緒についてきてしまったのだ。

「……お前、どのみちまた話せなくなるぞ」

「そんなことないですっ！　お貴族様に失礼があってはいけませんからね！」

　鼻息も荒く興奮しているが、彼女は初対面の相手に挨拶すらできない極度の人見知り。人混みも苦手で、いつもバルトの背に張り付いているほどだ。

　説得を続けていると、大通りの奥から二頭立ての立派な馬車がこちらへ向かってやって来た。家紋らしき紋様が施された馬車の周囲には騎兵が随行ずいこうしている。恐らく、あれが依頼人だろう。

　予想通り集団は南門の手前で停止し、一人の騎兵が下馬してこちらに歩み寄って来た。頭から脚先まで全身を覆う真っ白な甲冑に剣を吊し、手には槍を持っている。

「…………………」

　大鎧を着て歩いているのにガシャガシャと音がしない。甲冑の裏側、接合部に布を張って音を消している証拠だ。十文字槍を逆手に握り敵意がないことを示しているが、これもまた随分と手慣れた様子。

　"似非えせ侍の刀弄いじり"

　実力の乏とぼしい者ほど外見を取り繕つくろうために大袈裟な装備を身に着けるものだが、この者に限っては飾りではないな。

　明らかな歴戦の雰囲気。歩く姿だけを見ても練度の高さが窺うかがえる大柄な"騎士"だ。

「失礼。もしや貴殿が傭兵ギルドから依頼を受けてくれた方であろうか？」

「ああ、Ｃランク傭兵のクロスだ」

「おお、やはりそうであったか！　ご婦人がおられたので人違いかと思ってしまった。……おっと、失敬。我が名はラウル・バレステロス、アンギラ辺境伯家に忠誠を捧げる騎士である。クロス殿、此度こたびの窮地に依頼を受けてくれたこと、心から感謝する」

　ラウルは兜を外して脇に抱えると、敢あえてガシャリと甲冑を鳴らしながら胸に手を当て礼をして見せた。後ろに撫でつけた灰色にも見える白髪と白髭を清潔に整え、意志の強そうな目には笑みを浮かべている。年齢は五十代の中ほどだろうか。全体的に誠実そうな印象の男だ。

「私は今回の視察における護衛責任者の任を拝命している。早速だが、仲間たちの紹介と護衛計画の説明をしよう」

　黒須の会釈を返礼と理解したラウルが集団へ戻ろうと踵を返すと、それまで背中にくっついて隠れていたパメラが声を上げた。

「あっ、あのっ！」

「おや、どうなされたお嬢さん」

「えっと、その……。私はパメラですっ！　あのっ、クロスさんは喧嘩っぱやくて凶暴な所はありますけど、い、いい人です！　どうか、よろしくお願いしますっ！」

「おお、これはこれはご丁寧に。奥方様であられたか。ご安心ください。我らも騎士として彼とともに戦い、互いを助け合うと誓いましょう」

「へっ！？　お、奥方様？　いえ、あの────」

「ラウル殿。これは俺の妻ではなく、冒険者パーティーの仲間だ。すまない、何故かここまでついて来てしまった」

「む、そうであったか。パメラ嬢、思い違いをお詫びする。クロス殿は冒険者もされていると聞いていたが……。わざわざ見送りに出向かれるとは、実にいい仲間をお持ちのようだ」

「ああ、得難えがたい友だ」

　顔を真っ赤にして固まってしまったパメラをどうにか拠点に帰らせたあと、他二名の紹介を受ける。

「自分はアンギラ辺境伯家、私設騎士団所属！　騎士見習いのアクセルであります！」

「お、同じく、オーリックでありますっ！」

　鈍色にびいろの揃いの甲冑に身を包み、剣のみを携えた若者の顔には緊張の色が浮かんでいる。

　黒須も彼らに名乗り返し、次に護衛対象である貴族に挨拶をするように頼まれた。ラウルが声を掛けると御者をしていた獣人女性が馬車の扉を開き、中から豪華な衣装を着た青年が姿を現す。

「アンギラ辺境伯家の第三子、レナルド・アンギラです。こっちは僕の世話をしてくれているメイドのピナ。急な依頼に応じていただきありがとうございます。道中の護衛、よろしくお願いします」

　レナルドは整った顔立ちに長い金髪の、線の細い青年だった。年齢は二十代の前半と言った所だろうか。貴族の子弟にしてはやけに腰が低く、覇気もない。この国の貴族について教えられていた黒須はそんなものかと一人納得し、フランツたちと一緒に考えた口上を短く口にする。

「お初にお目に掛かります。Ｃランク傭兵のクロスと申します。以後、お見知り置きを」

　立ったまま挨拶をした傭兵にピナと呼ばれたメイドが目を釣り上げるが、レナルドはそれを手で制す。

　黒須はフランツたちから跪ひざまずいて挨拶をするように言われていたが、断固として了承しなかった。本来は自分が仕えてもいない貴族に敬語を使うことさえ嫌だったが、あまりにも皆が必死に頼むので仕方なく受け入れたのだ。

「それでは我らは護衛計画について話し合いますので、レナルド様は今しばらくお待ちください」

　ラウルがそう言うと、レナルドはピナを伴って馬車の中へ戻って行った。

「さて、クロス殿。最初に確認しておきたいのだが、貴殿は乗馬は可能であろうか？」

「ああ、馬術はそれなりに嗜たしなんでいる。騎乗戦闘、騎射も問題ない」

「……騎射とはもしや、馬上から矢を射るという意味であるか」

「そうだが？」

「ふむ……。どうやら聞きしに優る凄腕のようだ。いや、重畳ちょうじょう。では、あちらに馬を用意したので使ってくれ」

　ラウルが指差したのは一頭の黒鹿毛くろかげ。黒須の乗り慣れている馬よりも一回り大きく、装備されている馬具も日本の物とは若干異なる。しかし、馬は馬だ。特に支障はないだろう。

「隊列であるが、基本は私が先導し、左右を見習い二名が守る。貴殿には殿しんがりを任せたい。地形によっては適宜変更することもあるので、そのつもりでいてくれ」

「承知した。想定される敵はどんなものだ？」

「ナバルまでの道中は主に山沿いの荒地が続く。魔の森ほどではないが、魔物の襲撃は避けられんだろう。それに、あの辺りには盗賊も出ると聞く」

「野盗は殺してしまっても？」

「構わん。この馬車を襲う者は誰であろうと許しはしない」

　話し合いを終え、出発の準備を整える。久しぶりの乗馬だったが、よく訓練された軍馬のようで、こちらの意のままに動いてくれた。馬上からの高い風景を楽しみつつ、装備されている馬具の調子を確かめておく。

「出立！！」

　ラウルの号令で全体が進み始める。

　通常は街を出る際に門兵による審査を受ける必要があるが、事前に話が通っていたのだろう。兵士たちはただ敬礼をして馬車を見送った。





第40話 騎士さん、傭兵に話し掛ける




　審査を待つ者の群れで混雑している門前、人の海を割るようにして悠々と辺境伯家の馬車が進む。

「お、おい……。何かやべぇのが来たぞ」

「おかあさん、怖いよう」

「ほら、こっちに来なさい。端に避けましょう」

　最初は馬車に施された紋章の威光によるものかと誇らしく思っていたのだが……。過ぎ行く人々の囁きを聞き、それだけが理由ではなかったらしいと気が付いた。

「…………………」

　アクセルは馬車の後方で油断なく目線を飛ばしている傭兵に目を向け、新種の魔物を発見した学者の如ごとくまじまじと観察する。

　確かに、あれでは並の者は近寄れないだろうな────……

　クロスという名の傭兵は、どうやらすれ違う者たちをその鋭い眼光で威圧することによって馬車から遠ざけているようだ。特に武器を持つ者がいた場合には凄まじく、離れた位置にいる自分ですら後髪が逆立つほどの殺気を向けている。

　本来は馬車の左右を守る自分たちが露払いとして群衆を散らす役割を担うはずなのだが、おかげでその負担は大きく軽減されていた。専属護衛を拝任している者として、尊敬の念を禁じ得ない離れ業だ。

　一見して十代の自分と変わらない年齢に見えるが、あれで凄腕の傭兵なのだと隊長から説明を受けた。同時に、ギルドマスターがわざわざ警告するほどの乱暴者だとも。

　しかし、これから数日間は共に力を合わせて主を守る間柄だ。訓練でも、外部の協力者と連携する場合は早期に友好関係を築いておくことが重要だと教わっている。

　どうすべきかと逡巡し、アクセルは馬車の反対側に馬を向けた。

「なぁ、オーリック。クロス殿に話し掛けてみようか」

「そ、そうだね。でも、もう少し人通りが少なくなってからにしようよ。万が一通行人が襲ってきたら、ぼ、僕らがレナルド様を守らなきゃ」

　生真面目な親友は初の護衛任務という状況もあってか、幾分か緊張した面持ちで返答した。

「それもそうだな」

　忠告に従い、素直に馬を元の位置に戻らせる。

　生来の吃音きつおんのせいで臆病者と勘違いされることもあるが、オーリックは誰よりも慎重で用心深い男だ。彼とは年齢が近く、親同士が親しいということもあって兄弟のように育てられた。血を吐くような過酷な訓練を共に耐え、苦楽を分かち合ってきた本物の戦友。

　少し短慮な所がある自分をいつも窘たしなめ正しい方向へと導いてくれる男の言葉に、アクセルは気合いを入れ直して前を向いた。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




「クロス殿、少しお話させていただいても大丈夫でありますか？」

「そ、そろそろ人通りも少なくなってきましたので、今のうちに親交を深めたく……」

　南門を出てしばらく、周囲に人気ひとけが無くなったのを見計らって見習いたちは傭兵に声を掛けた。騒然としていた門前と違い、晴天の街道には馬蹄ばていのカツカツという音だけが響いている。

「ああ、俺もちょうど退屈していた所だ」

「その……。隊長と話されているのを耳に挟みましたが、クロス殿は冒険者としても活動されておられるのでありますか？」

　可能な限り平静を装い、慎重に言葉を選ぶ。この男に対しては絶対に尊大な態度を取ってはならぬと厳命されているため、手網を握る手にはじんわりと汗が滲んでいた。

「俺は主に冒険者として活動している。傭兵として依頼を受けるのは今回が初めてだ。アクセル殿、オーリック殿」

「クロス殿。我らはいまだ未熟な見習いの身でありますので、敬称は不要です。どうか呼び捨てにしてください」

「そうか。では俺のこともクロスと呼んでくれて構わんぞ。近頃は呼び捨てされるのにも随分と慣れた」

「い、いえ、とんでもありません。我らは貴殿にご協力をいただいている立場ですので……。お許しを」

「まぁ、無理にとは言わん」

　主に対して膝をつかなかった時は情報通りの粗暴な男なのかと思ったが────その意外にも友好的な対応に、少しばかり拍子抜けする。

　見下されるのも覚悟していたのだが…………

　騎士見習いは自他共に認める半端者だ。貴族位は持っていないものの、主家に仕える者として一般兵よりは立場のある身分。そんな自分たちに相対した際、平民の反応は往々にして両極端に別れることが多い。

　侮あなどるか、謙へりくだるかだ。

　クロスの態度はそのどちらにも当てはまらず、自分たちに目線を合わせようとしてくれていると感じる。若者相手に使うには不適切な表現かも知れないが、孫の相手をする好々爺のような老練な雰囲気。親子くらい歳が違うはずなのに、ラウル隊長と話しているような不思議な感覚に陥り、見習いたちは思わず背筋を伸ばした。

「クロス殿はＣランクの傭兵でいらっしゃるのですよね？　い、依頼を受けていないのならば、何故？」

「話せば長いのだが────」

　彼の口から語られた話は、事前に聞いていた印象を百八十度変えてしまうほどに衝撃的な内容だった。

「なるほど……。お仲間を侮辱されたことに端を発しているわけでありますか」

「な、仲間を想う気高い精神、大勢を相手に一歩も引かない勇気！　騎士を目指す者として敬服いたします！」

　英雄譚を愛読しているオーリックはキラキラと目を輝かせている。

　しかし、これは一体どういうことだろう。これでは乱暴者どころか、高潔な騎士そのものだ。

「二人は何故騎士になろうと？」

「我らはどちらも代々アンギラ辺境伯にお仕えする家柄の者でありまして。幼い頃より、騎士である父から辺境伯家に相応しい男になるよう言い聞かされて育ったのであります」

「ラウル隊長から日々ご指導いただいておりますが、まだまだ騎士への道のりは遠いです。……じ、実は、実戦経験もありません。不甲斐ない身を恥じるばかりですが、クロス殿にお頼りする場面もあるかも知れません」

「構わん。お前たちはまだ若い。心さえ折れなければ、力などあとからついて来るものだ」

「心さえ……。そういうものでありますか？」

「俺の故郷には"心・技・体"という言葉があってな、三つのうち、どれか一つでも欠けていれば未熟者と看做みなされる。そして、最も重要とされているのが"心"だ。鍛え難く、折れ易い。だが、何かを成すためにはそれがどんなことであれ、強靭な心胆が必要になる。技や体だけに頼っていれば、大きな壁にぶつかった時に容易に諦めてしまうものだ。故ゆえに、志こころざしを持って臨のぞめば成し得ぬことなど何一つない。少なくとも、俺はそうやって生きてきた」

「「………………」」

　二人の若者はその言葉に強い共感を覚えた。彼の言う通り、自分たちが尊敬する騎士は一人の例外もなく心の強い者ばかりだ。

　対して、自分たちはどうだろうか？

　未熟なのは本当に力不足だけが原因だっただろうか？

　親に言われるがまま日々訓練に励んでいるが、そこに確固とした志しはあっただろうか？

　そんな疑問が胸をかすめ、しばし頭を悩ませる。

　無言で馬を歩かせる見習いたちは、先頭を進むラウルが暖かい眼差しを向けていることには気が付かなかった。

　ラウルは目線を前方に戻すと、今の会話に思いを巡らす。

　強靭な心がなければ壁にぶつかった時に諦めてしまう、か。確かにその通りであったな。心をもっと鍛えてさえいれば、私はこんな、晩節を汚すような有様にはならなかっただろうに。

　後悔、悲しみ、切なさ、孤独。そうした押し隠すことのできない幾つもの感情が混ぜこぜになって、べったりとラウルの顔に張りついていた。





第41話 騎士さん、傭兵の実力を知る




「全騎停止せよ！　前方、犬鬼コボルド三体！」

　荒地に入り山が近くに見え始めた頃、街道上に魔物が現れた。ラウルは大声で指示を出しつつ対応を考える。

　護衛はたったの四人。守るべき馬車を放置して全員で向かうわけにはいかん。見習いたちでも十分に倒せる相手であるが、奴らには実戦経験がないため万が一が有り得る。

　となると、馬車を見習いに任せて私が出るか？　いや、それもまた不安である。

　ここは────……

「ラウル殿、ここは俺がやろう」

　こちらの思考を先読みするように傭兵が声を掛けてきた。

「すまぬ。頼めるであろうか」

「ああ。この護衛体制なら、よほどの大群でない限りは俺が戦うのが最善だ」

　言うが早いか、クロスはその場で弓を構えると即座に馬上から速射した。こちらに気付き駆け出そうとしていた犬鬼の眉間に風穴が空く。

「な……っ！？」

　速い────！

　それに何という威力と精度だ……！

　速射性の低い長弓ロングボウを使っているにも関わらず、構えてから射るまで三秒と掛かっていない。それも、不安定な馬上からだ。

　騎士には馬上から弓を射るという様式はないが、たとえ歩射であったとしても、頭部を貫通させるほどの威力を出せる射手は滅多にいない。

　驚愕しているラウルを他所に、クロスは間を置かずに馬を走らせる。手網を手放し腰の剣を引き抜くと、狼狽えている二体の間を縫うように走りながら、すれ違いざまに首を刎はねた。

　これは────想像以上であるな。

　彼の持つ得物は長剣と呼ぶには些いささか刃渡りが短く、騎乗戦闘に向いているとは言えない代物だ。それを物ともせず、まるで鞍くらと下半身が接着しているのではと思えるほど上体を傾けて剣を振って見せた。下肢が未熟な者があんな真似をすれば、瞬またたく間に落馬してしまうだろう。

　正まさに人馬一体じんばいったい。自分たちとは全く系統を異ことにする馬術だが、騎士団の訓練でもお目に掛かれないような神技である。

「いやはや、お見事。クロス殿は剣士と聞いていたが、弓や馬も一流なのだな」

　ラウルは心から感服していた。腕の良さも然ることながら、彼の取った行動は明らかにこちらの心中を察した動きだった。

　あの速射ならば間違いなく三体とも弓で仕留められたはずだ。敢えて突撃したのは、彼の実力を知らない自分にその腕を見せるためだろう。サリアから凄腕と聞いてはいたが、初対面の傭兵の実力を不安視するのは護衛責任者として当然のこと。だが、今の戦闘だけで彼の実力は信頼に足ると否応いやおうなく確信させられた。

「俺の国では騎射は花形、最高位の武芸とされている。馬上弓術は武士たる者の必須技能だ」

「ブシ……？　いや、それでもあの威力は素晴らしかった。クロス殿は生国でも有数の使い手だったのではないか？」

「弓馬の道はそこそこ嗜たしなんだが、俺など鎧三領の射通しが精々せいぜいだ。誇れるほどの腕ではない。故郷の熟練者には八町ちょう……八百七十めーとる先の船の横腹を射抜いて沈める者さえ居る」

「────……なるほど」

　弓の話をしていたつもりが、いつの間にやら投槍ジャベリンの話にすり替わっている？

　いや、投槍器アトラトルを使ったとしても百ｍの射程が限界であるはずだ。共和国から弩砲バリスタを仕入れた際にアンギラの城壁で試射に立ち会ったが、あの大型兵器でさえそこまでの射程はない。

　微塵の笑みもない仏頂面だが、これは冗談と受け取ってもいいのだろうか。

「この国で弓騎兵は珍しいのか？」

「うむ、馬上から弓を射る兵種は存在しておらんな。森人エルフの国にはそのような様式もあると聞き及んでいるが」

「道理どうりで……。何処を探しても尖矢とがりやしか見当たらんはずだ。鏃工やじりこうがいないのか。いや、魔術が存在する故に弓や砲が軽視されていると考えればそれも頷ける。今度オーラフに頼んで柳葉やないばと楯割たてわりだけでも造ってもらうとするか────」

　なにやら突然ブツブツと自分の世界に入ってしまった。束の間話し込んでいると、馬車を警護していた見習いたちも恐る恐るやって来る。

「手網を持たずに脚だけで馬を操るとは……。恐れ入りました」

「い、一体どうやって……。こう、いやっ、こうかな？」

　オーリックは太腿で馬を強く挟んで体を捻ってみるが、馬は嫌そうに鼻を鳴らすだけで思うように動いてくれない。見習いたちも当然騎馬戦闘の訓練は受けているが、両手を離したまま走る馬術は初めて見た。

「いや、この馬が優秀だっただけだ。魔物を全く恐れない。よく訓練されたいい軍馬だな」

「ふはは、ご謙遜であるな。まぁ、貴殿がそう言うならそういうことにしておこう」

　北に全軍を向かわせている状況で優秀な軍馬が残っている訳がない。ラウルたちの乗る馬はどれも一線を退いた老馬ばかりだ。

「クロス殿。そ、それはどうされるのですか？」

　少し目を離した隙に、クロスは犬鬼の死骸に歩み寄りそれぞれの右耳を切り取っていた。

「"事後受注あとだし"と言ってな。討伐証明を持ってギルドへ行き、もしその魔物の討伐依頼が貼り出されていれば受注して即達成となる場合がある。冒険者としての知恵だ」

　…………何故だろう。弓や馬のことを語っていた時に比べると、随分と嬉しそうな満面の得意顔に見える。冒険者としての矜恃のようなものがあるのだろうか。

「冒険者としての知恵でありますか……！」

「ぜ、是非詳しくお伺いしたいです！」

　見習いたちは傭兵もそうだが、冒険者ともこれまでの人生で関わったことがなく、クロスの話に興味津々だった。騎士を目指す者として非常識と言われるかもしれないが、得てして英雄譚とは冒険者を題材にしているものが多い。若い二人が目を輝かせるのも無理のない話だ。

「これ、続きは進みながらにせんか。レナルド様をお待たせしておるのだぞ」

　ラウルは興奮する見習いに一言掛けて落ち着かせると、御者席のピナに目をやって行進を再開させた。





第42話 騎士さん、決意する




「ここで一度休息を取る。お前たちは周囲の警戒に当たれ」

　アンギラを出立してから約半日。一行は街道沿いの空き地で休憩することにした。ラウルが馬車の近くに残り、他の者は散開して警戒を厳にする。

　草も生えない剥き出しの赤土に石ころばかりの荒野が続いていたが、この場所だけは別天地オアシスのように草木が生い茂り空気も澄み切っている。残念ながら水場がないため、馬たちに水を与えてやることはできないが、痩身で疲れやすい主に一息ついていただくには絶好の環境だろう。

　ラウルは草を食はむ愛馬の鬣たてがみを労ねぎらうように一撫ですると、下馬して馬車に歩み寄った。

「レナルド様、ここで一時間ほどの小休止といたします。短い時間ではありますが、少し体をお休めください」

「お茶をお淹れいたします」

「ありがとう、ラウル、ピナ」

　足元をふらつかせながら馬車を降りる主は笑みを浮かべているものの、やはり、その顔色は若干優れないように見えた。

「いやぁ、やっぱりピナが御者だと快適だよ。油断するとうっかり居眠りでもしてしまいそうだ」

「そう仰っていただけると嬉しいです」

「我らに構わずお休みいただいて結構ですぞ。今夜は久々の野営となります。安眠は難しいでしょうからな」

　自分たちを案じさせまいと気丈に振舞う主の心遣いに、ラウルの胸がちくりと痛む。

　舗装されていない道を走る馬車は、乗っているだけでも体力を消耗するものだ。本来、貴族の旅路はもっと細かく休息を挟むものだが、今回は火急の要件のために通常では有り得ないほどの強行軍。主にかなり無理をさせてしまっている自覚はある。

　ピナが荷台から取り出した簡易テーブルセットに座ると、レナルドはこちらに隠すような仕草で腰の辺りをそっと摩さすった。

「それにしても、この辺りは魔物が多いね」

　事前に覚悟していたことだが、ガレナ荒地に入ってからは頻繁に足止めを食らっている。手を焼くほどではないにせよ、煩わしいことに変わりはない。

「人里から離れた街道はどうしても駆除の手が行き届きませんからな。ですが、我々は幸運ですぞ。あの傭兵、相当な手練てだれです」

「ああ、僕も見ていたよ。ほとんど彼が一人で魔物を倒していたね。ラウルの目から見ても強いのかい？」

「極上、と言わざるを得んでしょうな。素性の知れない傭兵でなければ勧誘したいと思うほどです」

「それほどなのか……。話に聞いていた通りの乱暴者では？」

「いえ、むしろ謹厳実直きんげんじっちょく。一貫して友好的な態度です。それに……。アクセルたちと話しているのを聞きましたが、どうやらサリア殿の話は少しばかり、傭兵ギルドに都合のいいものだったようですぞ」

「と言うと？」

　ラウルはクロスが話していた内容を掻い摘んで説明した。

「────それって、完全にギルド側に非があるよね」

「同感ですな。もし私が同じ状況に遭遇すれば、暴れはせずとも同じように激怒したでしょう。あの警告に嘘はありませんが、要点は暈ぼかしていたようです」

　サリアはあたかもギルドを訪れた彼が前触れもなく暴走したかのような口振りだったが、原因を聞けば何のことはない、逆恨みの私刑リンチに対して反撃しただけだ。それも、元を辿れば傭兵が彼の仲間を侮辱したことが発端だと聞けば、十分に情状酌量の余地がある内容だった。

「ずいぶんと誇り高い傭兵なんだね。騎士みたいだ」

「いずれにせよ、私は彼が信用に足る男だと判断しております。小勢の我らにとっては僥倖ぎょうこうかと」

　二人がそんな会話をしていると、噂をすれば影。クロスが馬に乗ったまま近づいて来た。

「馬上から失礼する。視線を動かさずに聞いてくれ」

　彼はこちらが言葉の意味を咀嚼するのを待つかのように一拍置くと、声を低くして続きを述べた。

「……北東の木陰に怪しげな男たちが潜んでいるのを見つけた。武器を持って、こちらの様子を覗うかがっているようだ」

「「──────ッ！！」」

　レナルドたちの顔に緊張が走る。彼が言った方角は、ちょうど自分たちの真後ろだ。忠告されていなければ思わず顔を向けてしまっただろう。

「……人数は分かるか？」

「確認できたのは七人。だが、他にも伏兵がいるやも知れん。俺は気取られぬように周囲を探って来る。その間に対応を考えておいてくれ」

　そう言い残してクロスはさっさと行ってしまった。ラウルは自分の失態に思い至り、顔色を失う。

　恐らく相手は噂にあった盗賊。街から尾行されたのではなく、馬車を止めるには好都合なこの場所で待ち伏せしていたに違いない。つまり、わざわざ自分から盗賊の狩場に飛び込んだようなものだ。

　高所での綱渡りで足場を踏み外したかのような寒気に襲われ、全身の血が冷えて動悸が高まる。

「……相手が徒歩なら、馬車に飛び乗って逃げるのはどうかな？」

　自責の念から呆然と思考の海に沈んでいたが、緊迫した主の声にはっと我に返る。

　いつもの悪い癖だ。主に先に対応を考えさせてしまった。

「二頭立ての馬車では動き出すのに時間が掛かりすぎます。乗り込む素振りを見せれば、その瞬間に襲い掛かって来るでしょう。……私がレナルド様を馬に乗せて逃走します」

「ちょっと待ってくれ、ラウル。ピナはどうするんだ？」

　現在レナルドたちは馬車の近くで椅子に座っており、ラウルの愛馬までの距離は近い。素早く動けば一分と掛からず馬に乗って駆け出せるだろう。周囲を警戒している見習いたちも騎乗しているため、こちらが走ればすぐに追走してくるはずだ。

　しかし、ピナだけは紅茶を入れる湯を沸かすために離れた場所で薪を拾っている。

「…………致し方ありません。どうか、ご理解を」

「ダメだっ！！」

「レナルド様……！　声を抑えてください……！」

「ラウル。ピナは僕が五歳の時から一緒に育った、姉にも等しい存在なんだ。こんな僕を見捨てずに、ずっと仕えてくれている。だから、僕も彼女を見捨てることは絶対にできない」

　主の安全を最優先に考えれるのであれば、二人で遁走するのが最も生存率が高い手段だ。しかし────

「……では、どうにか戦ってみましょう。レナルド様は私の合図で馬車にお隠れください」

　レナルドの表情から不退転の決意を感じ取り、ラウルはその選択肢を捨てた。主の意向に献身で応こたえ、忠義を尽くすことこそが騎士の本懐。主命に背いてまで押し通す己の意見などありはしない。

「すまない、ラウル。元騎士団長がこんな出来損ないのために……」

「何を仰いますか。私はレナルド様に仕えていることを誇りに思っております。それに、老骨とは言えまだまだ現役。こんな所で主を残して死ぬつもりなど毛頭ありませんぞ」

　泣き出しそうな主を少しでも勇気付けるためになけなしの笑顔を向け、ラウルは決死の覚悟で腹を括った。

　今の状態の私がどこまで戦えるかは分からんが…………

　レナルド様だけは、命に替えても絶対にお守りする。

　決意の炎を瞳に宿らせ、あやふやな気持ちを押し潰すようにぎりぎりと拳を握る。

　一度開き、また握る。

　強く、痛いほどに。





第43話 騎士さん、傭兵に敵対される




「南西に二人と南東に一人、弓士が隠れている。アクセルとオーリックにも事情は伝えた。勘付かれぬよう、ラウル殿の合図があるまでは自然に振る舞えと言ってある」

　傭兵は偵察から戻ると、敵を油断させるためか敢えて馬から降りて報告した。

「うむ、苦労を掛けた。貴殿は今しばらく待機しておいてくれ」

　ラウルは頭を動かさないよう気を払いながら、目線だけで見習いの様子を確認する。

　────……まずいな。

　不運にも二人は兜ヘルムを被っておらず、蒼白い顔でチラチラとこちらに何度も目を向けている。それは主を心配しているというよりも、どうすればいいのか分からず、助けを求める仕草に見えた。初陣のため仕方のないことではあるが、どう見ても挙動不審。あれでは盗賊どもに察知されるのも時間の問題だ。

　しかし、北東七、南西二、南東一か…………

　戦力をどう振り分ける？

　ただでさえ少ない護衛人数で三方向を敵に囲まれる。状況としては最悪だ。レナルド様には馬車へ避難していただくとして、業腹だが、護衛全員で一か八かの勝負に出るしかないだろう。

　やむを得ない事態とはいえ主の守護を捨てねばらならない状況に、ラウルは騎士として針を呑むような呵責かしゃくに駆られ、罪を犯す直前のような気分だった。

「北東に私とクロス殿、南西にアクセル、南東にオーリックを配置しましょう」

「アクセルに二人相手は荷が重いよ。役に立たないかもしれないけど……。僕も南西に行く」

「それだけは絶対になりません！　我らはレナルド様を守るための騎士であります。この命ある限り、主に剣を握らせることなど許容できません」

　レナルドは腰に刺突剣レイピアを吊っているものの、それは貴族男子としての装飾品、刃の付いていない真鍮製の模造剣だ。それに、剣術の指導をしている自分が言えた義理ではないが、紅茶を飲みながら優雅にやるような稽古は、詰まるところ実戦を想定していない。

「でも、それじゃあアクセルが────」

「奴も見習いとはいえ騎士の端くれ。このような場合の覚悟はできております」

「僕なんかのために未来ある若者が死ぬ必要なんてない。それなら、僕も含めて全員で一斉にピナの所に向かおう。一塊になって集団戦に持ち込めば…………」

「論外です。我らはともかくとして、レナルド様は鎧をお召しになっておられないのですぞ。弓士に囲まれた状態では自殺行為としか言いようがありません」

　火に身を灼く虫のように、叶いもしない理想を追って主に危険を犯させる訳にはいかない。

「じゃあ────」

　主君の安全を最優先に考えるラウルと、誰一人犠牲にしたくないレナルド。二人の意見は中々折り合いが付かず、しばし小声での押し問答が続く。

「そんな作戦じゃ、結局僕しか助からないじゃないか！」

「御自身のお立場を弁えてください。レナルド様の身に万が一があれば、どのみち我らは閣下の手によって処刑されるのですぞ。であればどうか、主のために栄誉の死を遂げる我儘をお許しいただきたい」

　堂々巡りの口論はいつしか場にそぐわない喧嘩腰となり、気が付けば野良犬の噛み合いのような様相を呈していた。

「だから────！」

「割り込んですまんが、質問してもいいか？」

　目を瞑って大人しく傍観していた傭兵が、主従の緊迫した会話を不躾に遮った。本来ならばその無作法に苦言の一つも言いたい所だったが、レナルドはクロスの雰囲気が先ほどまでと違うことに気付き、思わず首肯してしまう。

「何やら深刻な様子だが、ここらの野盗はそんなに強いのか？　有名な賞金首か何かか？」

「は……？　いえ、そんなことはないと思いま────」

「では、武芸者が四人も揃って敵前で、一体何をもたもたとしている？　これが"騎士"とやらの戦法なのか？　相手はたかが野盗、素人の集まりだぞ」

　彼は組んでいた腕を解き、こちらに大きく一歩近づいた。その気迫に押され、無意識にレナルドは後ずさる。

「先ほどから黙って聞いていれば、まるで窮地にでも立たされたかのような会話だな。……俺を試しているつもりなのか？」

　クロスは徐々に威圧感を放ち始め、こちらを恫喝どうかつするかのように語気を強めた。

　これまで経験したことのない迫力に恐怖を覚え、レナルドは完全に閉口してしまう。ラウルも何を言っているのか理解が追いつかず、返答できずにいると、彼は突然ふっと表情を消した。

「…………もういい、面倒だ」

　その顔は何故か深い失望感で満ち満ちているように見えた。

「ラウル殿、俺は責任者たる其許そこもとに従うよう仲間たちから言われているが、この状況だ。依頼を引き受けた以上、いつまでもお遊びには付き合えん。レナルド殿、俺が攻撃したら馬車に入って大人しくしていろ。ラウル殿は馬車を護れ。では、行くぞ」

　クロスは矢筒から三本矢を引き抜くと、即座に弓を構えて連射しながら大声で叫んだ。

「アクセル、オーリック！　こちらに戻って矢から馬を護れ！　いいか、絶対に怪我一つ負わせるな！　ピナ殿はその場から動くな！」

　茂みからギャッ！と言う悲鳴がいくつか聞こえ、別の方向からは大勢が飛び出した。クロスは弓を投げ捨てると剣を抜き、猛然と集団に突撃する。

「────ッ！　レナルド様、こちらにっ！」

　二人は事態の急変に唖然としていたが、我に返ると傭兵の指示通りに行動した。レナルドが馬車に飛び乗りラウルが扉の前で槍を構えると、見習いたちもこちらに合流する。

「隊長、これはどのような状況でありますか！？　何故クロス殿が一人で特攻を！？」

「わ、我らも加勢すべきでは！？」

　見習いたちは堰せきを切ったように畳み掛けるが、ラウルとて混迷を極めている。

「いや……。私にも分からん。彼が突然、独断で指示を出したのだ」

　こうしている間にも馬車の向こう側からは激しい剣戟と叫喚の声がひっきりなしに上がっているが、混戦の騒音からでは敵味方の区別は付かない。

「お前たちは馬車を守っていろ！　私が援護に向かう！」

　その場を二人に任せ、ラウルは馬車を迂回してクロスの援軍に向かおうとした。しかし、馬車の向こうの光景を目にして足を止める。

「ラウル殿、説明してくれ。先ほどの振る舞いは何の真似だ？　俺を舐めているのか？」

　そこにはすでに息絶えた盗賊たちの死体の山と、剣を握ったまま、こちらに明確な敵意を向ける血塗れの傭兵の姿があった。





第44話 お侍さん、連想する




　高まった期待は失望に変わり、深い失望は爆発的な殺意へと変わる。

「く、くそっ！　何だよこいつ！」

「弓の連中はどうなった！？　殺やられたのか！？」

　花火問屋の火事のような混戦にも拘わらず、憎悪によって勢いを増した剣閃は一瞬の淀みもなく敵の身体を通り抜けてゆく。

「つ、強えぞ！　取り囲んで潰せッ！」

「ダメだ……！　速すぎ────ぐァあッッ！！」

　乱れ髪に土を。全身に血を浴びて、黒須は八つ当たりでもするように斬りまわった。

　一太刀ひとたち、また一太刀。

　刃先が鎧を、服を通過し皮膚に刺さる。肉に食い込み、骨を削るのが感触として腕に伝わってきた。断末魔が上がり鮮血の臭いが鼻を刺激するが、毛ほども気にせず若木を切り倒すが如く淡々と敵を片付ける。

　もう、憎むべき野盗と赤い血しか、何ものも見えなかった。人影と見れば斬り、息遣いを感じれば眼も向けず剣を振る。

　高みに上らされ、散々弄ばれ、挙句の果てに奈落の底に突き落とされたような感覚。フランツたちから散々注意され、出立の直前まで暴走するなと口を酸っぱくして言われていたが、それでも心底腹が立っていた。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




　短い同行の間に、黒須はラウルの所作から百戦錬磨の風格を。その発言から主を想う強い決意を感じ取り、少しずつ敬意を持ち始めていた。

　"武士の三忘さんぼう"

　主君の身を至上の玉体として扱い、発せられる言葉を金科玉条として行動する、打算や損得を超越した滅私奉公めっしぼうこうの精神。レナルドに対するラウルの態度は正まさに忠臣と呼ぶに相応ふさわしく、賞賛したいほど見事な家来振ぶりだった。

　騎士見習いと名乗った二人も胸がすくような若武者わかむしゃだ。力不足に頭を悩ませ経験不足を恥じ入る姿は、見ていて思わず助言をしたくなるような初々ういういしさがある。青さ故の苦悩や葛藤かっとうは若人わこうどなら誰しも必ず通る道、年長者からすれば随分と愛らしく思えるものだ。ラウルの元で一心不乱に励んでいれば、いずれこの蕾つぼみも立派な武芸者として花咲くことだろう。

　仲間たちから聞いていた前評判の通りだ。どうやら"騎士"という身分は武士と共通する部分も多く、彼らと言葉を交わすたびに懐かしさのようなものが言いようもなくこみ上げてくる。黒須家に仕える御家人どもは気性が荒く、獰猛な者ばかりだったため、他家の家来を身近で見られるのは大変新鮮な気分。そんな彼らが忠誠を捧げるのならば、このレナルドという優男にも、人知れぬ魅力があるに違いないと、そう思っていた。

　しかし────

　土壇場でこそ、人の本性は露あらわになるものだ。

「アクセルに二人相手は荷が重いよ。役に立たないかも知れないけど……。僕も南西に行く」

「それだけは絶対になりません！　我らはレナルド様を守るための騎士であります。この命ある限り、主に剣を握らせることなど許容できません」

　侃侃諤諤かんかんがくがく議論する二人の様子を、黒須は冷め切った眼で見つめていた。いざ会敵してみれば、彼らは一向に戦おうとはせず『命に代えても守る』『僕のために死ぬな』などと、やけに芝居がかったやり取りを始めたのだ。

　"腰抜武士の後思案あとじあん"

　各々おのおのの申すことは尤もっともだが、延引するのも時と場合による。今は火急の時だ。分からぬ将来を心配するより、まず目前のことをするのが常道じょうどうのはず。一体いつまで下らない議論を続けるつもりなのか。

　黒須の眼識で見れば、敵はラウル一人でも楽に殲滅可能な相手だ。彼らのやり取りはまるで熊が蟻を相手に命を懸けて戦うなどと大言壮言を吐いているに等しく、酷く滑稽に感じられた。

　それでも、仲間たちから騎士の指示には必ず従えときつく言い付けられていたため、大人しく会話を見守り、指示を待つ。

　だが……。考えれば考えるほど何かがおかしい。

　ラウルの力量であれば、この程度の敵に臆するはずもない。三方を囲まれているとは言え、この場には自分や見習いたちもいるのだ。戦いを躊躇する理由が分からない。もしフランツがこの場を仕切っていれば、即座に戦闘の判断を下しているだろう。

　────時間稼ぎ？　何かを待っているのか？

　そう考えた黒須はあることを思い出し、無言のまま連想を始めた。

　傭兵ギルドでサリアは自分のことを責任者に伝えておくと言っていた。この場の護衛責任者はラウルだ。つまり、この男は自分について何かしらの情報を聞かされている。ラウルが知っているのならレナルドも同様だろう。

　そして、サリアは恐らく自分のことをよく思っていないはず。

　では……。奴は俺のことを何と伝えた？

　黒須にその自覚はないが、仲間からは凶暴、戦闘狂、好戦的などと言われることがある。そういった評価を伝えていたのだとすれば────

　此奴等こいつら……俺がどう動くのかを見ているのか？

　好戦的かどうかを判断するのなら、敵を前にしてどれだけ我慢できるかを見るだろう。飼い犬に芸を仕込むように、餌をチラつかせて"待て"をさせるのだ。

　つまり、俺がどれだけ戦わずにいられるかを観察しているのか。

　黒須はラウルかレナルド。もしくは両者が、自分を試しているのだという結論に至った。

　巫山戯ふざけた真似をしてくれる…………！

　腹の底に湧いた怒りが、ふつふつと音を立てて膨らみ始める。ここまでの道中、魔物相手に何度も戦い、こちらの実力は十分に示したはずだ。依頼人として護衛の力量に疑問を覚えるのは理解できるが、自分の性質まで試される謂いわれはない。

　ましてや、ピナという非戦闘員がいる状況でそんな愚行に及ぶとは、騎士とは所詮そんなものだったのか。傭兵の時と同じで、誇りも矜恃も何もなく、ただ戦うだけの粗忽者そこつものか。

「割り込んですまんが、質問してもいいか？」

　溢れ出る憤懣ふんまんを極力抑え、黒須は精一杯丁寧な口調で会話を遮った。





第45話 騎士さん、傭兵を説得する




「ラウル殿、説明してくれ。先ほどの振る舞いは何の真似だ？　俺を舐めているのか？」

　傭兵はボタボタと血の垂れる剣を握ったまま、一歩一歩、こちらに詰め寄る。

　その心臓を射抜くような殺意は、アンギラの門前で見せたものとは比較にならない濃度だった。海千山千、幾多の戦場を生き抜いてきたラウルの胆力をもってしても、冷たい汗が背筋を伝うほどの強烈さだ。まるで『下手な言い訳をすれば殺す』と言わんばかりの様相に、馬車から降りて来たレナルドや見習いたちも凍りつく。

　この男────人を、殺している。

　それも相当な数を。数え切れんほどの数を。

　いくら傭兵でも、これは異常だ……！

　ラウルはこれ以上接近させるのは危険と判断し、レナルドの前に立って槍を構えた。

「……クロス殿、落ち着いてくれ。突然どうしたというのだ。我らは貴殿を侮あなどってなどおらん。とりあえず、まずは剣を納めてくれ」

「そ、その通りです。お怒りの理由が分かりません。先ほどの振る舞いとは、一体────？」

　自分たちはサリアからの警告を踏まえ、敬意を持って彼に接していたはずだ。実際に彼の実力を目にして信頼もしていた。敵意を向けられる理由に何一つとして心当たりがない。

「敵前でいつまでも与太話よたばなしに興じておいて、本気でそう抜かしているのか？　……惚とぼけるつもりなら、もういい。俺はこの依頼を降りる。馬は置いていくからあとは好きにしろ」

　クロスは剣についた血を払うと、踵きびすを返して来た道を戻り始めてしまった。

「クロス殿、お待ちください！　何か、大きな誤解があるに違いありません！」

「わ、我らには決して貴殿を侮辱する意図などありませんでした！　どうかご寛恕を！」

　見習いたちはクロスの前に立ち塞がり、必死の説得を試みる。ナバルまでの距離を考えれば、残りの道程を自分たちだけで乗り切れるとは到底思えない。ここで彼に離脱されることはそのまま任務失敗を意味していた。

「お前たちに言っているのではない。そこの二人だ。鉄火場で人を試すなど無礼千万ぶれいせんばんにもほどがある。護るつもりのない護衛責任者に、護られるつもりのない護衛対象。こんな茶番に付き合っていられるか」

　クロスは見習いたちを押し退け先へ進もうとする。それを見たラウルも説得に加わるため彼に駆け寄ろうとしたが、背後から聞こえた神妙な声に足を止めた。

「クロス殿、お願いします。どうか話を聞いてください」

「ご主人様！　お止めくださいっ！　そのような────！」

　振り返ると、そこには地面に額をつけて平伏へいふくする主の姿があった。貴族として有り得ない行動に、ピナが肩を掴んで止めさせようとしているが、頭を下げたまま動こうとしない。

　その場にいる全員の視線がレナルドに集まる。

「僕はアンギラ家の者として、何があってもナバルに行かなければならない責務があります。この先も貴方の力が必要です。何卒────！」

「……………………」

　必死に頭を下げるその姿が琴線に触れたのか、クロスは数秒の間を置いて、一つ大きなため息を吐いた。

「俺はこの国の貴族について詳しくはないが、貴族であろうがなかろうが、男子が軽々しく頭など下げるものではない。……謝罪は受け入れよう。だが、依頼を続けるかどうかは説明を聞いてからだ」




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




　殺気を霧散させたクロスを椅子に座らせ、ラウルは試すような魂胆や侮辱の意思は一切なかったことを説明した。

「傭兵ギルドの小娘しろいのから俺の悪評を聞いていたのではないのか？」

　誠心誠意本音を伝えたつもりだったが、クロスは依然として訝しげな表情のままだ。

「いや、サリア殿からは────」

　今さら隠し事をして彼の不興を買うほど愚かではない。サリアから聞いた警告の内容も包み隠さず全て話す。

「若干省略されているが……。概おおむね、事実に反する内容ではないな」

　クロスはアンギラには戻らず、このまま北の戦地へサリアの首を獲りに行くつもりでいたそうだが、一旦その考えを改めると言った。

「だが、まだ分からん。ラウル殿、其許そこもとならあの程度の敵を相手に尻込みすることなどあるまい。何故ああも狼狽うろたえていた？」

「それは────……」

　思わず言い淀んだラウルを見て、レナルドが会話を引き取る。

「クロス殿。それは当家の秘密にも関係することですので、僕の口からご説明いたします」

　レナルドが語ったのは、一般には知られていない、貴族の恥部とも言える内情だった。




　﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏




　ファラス王国では古くから『魔術の才能とは神の祝福である』という考え方があり、それが近年になるにつれて『魔術の強さはその者がどれだけ神に愛されているかを示す』と曲解され始めた。

　そして現在、王侯貴族の間では『貴族の格は神に選ばれし魔術師としての才能で決まる』という選民思想に近い考えが蔓延している。その風潮は特に他国から国境を守る領主貴族ほど顕著になり、魔術の才を持たぬ者は出来損ないと揶揄され、貴族失格とまで言われるほどだ。

　そんな中、アンギラ辺境伯家という大貴族に生まれついたレナルドには、他の兄弟と違って魔術の適性がなかった。教会で適性を調べた度歳以降、メイドとしての教育すら受けていない獣人奴隷の子供、ピナを世話役として与えられ、父母兄弟ふぼきょうだいからはまるで三男など元から存在しなかったかのように扱われた。

　暴力こそ振るわれることはなかったが、家族から向けられる言葉にはいつも無関心や侮蔑ぶべつが含まれていた。兄たちが貴族学院に通う中、レナルドだけは家庭教師を付けられ、屋敷から出ることも許されなかった。社交界に参加することもなかったため、周辺の貴族やアンギラの住人にも、次第にその存在は忘れ去られていった。

　振り返ってみると、それは人生ですらなかったのかもしれない。本当にそれくらい惨めだった。生きているのが嫌になるくらい。

　レナルドが十五歳の成人を迎えた頃、新たに護衛としてラウルが付けられた。

　ラウルは強力無比な身体強化の奇跡を使って戦う騎士団長として名を馳せていたが、ある日、突然魔術が使えなくなった。それは魔術師の間では有名な魔失病という不治の病で、『涜神とくしんにより神の寵愛を失った者の病』と呼ばれるものだった。

　ラウルはそれでも騎士団長として役目を果たそうとしたが、何故か魔術を失った途端、まともに体が動かせなくなってしまった。臆している訳でもないのに、敵前に立つと体が硬直して頭が鈍る。一騎当千とすら呼ばれていた男が、数匹の小鬼ゴブリン相手に二の足を踏むようになったのだ。

　力を失ったかつての豪傑を、他家の貴族や騎士は嘲笑の的にした。ラウルはその蔑視に耐えられず、団長の任を辞して騎士の座を返上しようとしたが、領主は外聞が悪いとその上申を受け入れずレナルドに下げ渡したのだ。

　その日以降、護衛がいるのだから政務を手伝えと言われ、様々な汚れ仕事をさせられてきた。たった三人で東奔西走し、何度も危険な目に遭った。ラウルは必死に領主に護衛の増員を嘆願したが、渋々と与えられたのは、騎士見習いの若者二人だけだった。




　﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏




「ですので、守られるつもりがないと言うよりも、僕は誰かに命を懸けさせてまで守られる価値のない人間だと……。そう、自認しております」

　どこか諦めたような様子で自らを卑下するレナルドのそばには、ピナがはらはらと涙を流しながら寄り添っている。彼は長年蔑まれ続け、すでに自分の心が荒んだことを苦にしないほどに荒んでしまっていた。

「私は魔術に頼りすぎていたのであろうな。魔力を失い、立場を失い、自信さえも失ってしまったようだ。満足に体が動かず、何かが起こるたびに長考する癖がついてしまった。貴殿に手を抜いたと思われても致し方ない」

　ラウルの顔には自嘲の笑みが浮かぶ。人前でいくら騎士として振舞おうと、自分はもう生き恥を晒すだけの出涸でがらしだ。不意に過去の栄光に縋すがろうとする自分に気付き、死にたくなるほどの自己嫌悪に陥ることもある。

「「……………………」」

　後ろに立って話を聞いていた見習いたちは言葉を失っていた。彼らはその境遇を何一つ知らず、父親に言われるがままにレナルドに仕え、ラウルに指導を受けていたのだ。

　その状況に疑問を持ったこともなく、自らを鍛えるのに精一杯で、主や指導者の立場を知ろうと考えたことさえない。自らの浅慮に言いようのない自責の念と強い恥を覚え、二人は足下に視線を落としたまま、何も言うことができなかった。





第46話 騎士さん、お侍に説教される




　ピナのすすり泣く声だけが響く中、それまで神妙な面持ちで話を聞いていたクロスが口を開いた。

「レナルド殿。俺がこの依頼を引き受けたのは、貴公に興味があったからだ。俺も日本という国で領主の三男として生を受けた。同じ境遇の者として、この国の貴族を見極めたかったのだ」

　クロスはまず自らの来歴を明かした。レナルドたちは彼が外国人ということは知っていたが、まさか他国の貴族だとは夢にも思わず、驚愕に飛び上がりそうになった。

　彼はさらに自らが武士という身分であること。武者修行の旅の途中にこの国に迷い込んだことも話した。

「俺の国でも『戦えぬ者は武士として価値がない』と言われている。だが、その"戦い"とは戦闘だけを指す言葉ではない。政治、普請、文筆、勘定。それぞれの分野における戦いを意味する言葉だ。つまり武士としての価値とは、どのような手段であっても領地領民を護る能力があるか否かで決まる。平たく言えば適材適所、人にはそれぞれ違った活躍の場があるということだ」

　クロスはレナルドを見据える瞳に力を籠める。

「俺は貴公の話を聞いて、この国における貴族の価値というのも結局は同じなのでないかと感じた。国境を護る貴族ほど魔術の有無を気にすると言ったな？　それは領地領民を護るための戦場で活躍できるかどうかに由来しているのだろう。無礼を承知で言えば、この国の貴族は"目的"と"手段"を取り違えているのではないか？　自国や自領を護る目的のために、魔術という手段が必要なのだろう？　目的を達するための手段は、決して魔術だけではないと俺は思うがな」

　レナルドはその言葉に心を揺さぶられた。

　幼い頃から役立たずと言われ続けてきた。彼の狭い人間関係の中でそれを否定してくれたのはピナとラウルだけだったが、レナルドは二人に励まされるたび、同情を感じて惨めな気持ちになるだけだった。

　しかし今、クロスは貴族の価値は魔術の有無ではないと言ってくれている。自分対して哀憐の情など持つはずのない男が、確かにそう言っているのだ。

「で、ですが……。魔術を抜きにしても、僕には得意なことなど何もありません。アンギラのためにできることなんて、何も────」

「そうなのか？　では、領主殿には貴公のようにたった三人で危険な街道を進むことができるのか？　長兄殿はメイドや見習いのために命を懸けることができるのか？　次兄殿は責務を果たすために傭兵に土下座することができるのか？　今日逢ったばかりの俺でも、貴公にしかできないことはあると思うがな。存外、自分の能力とは他人からの方がよく分かるものだ。共に育ったピナ殿であれば、レナルド殿の長所を良く知っているのではないか？」

　クロスの問い掛けに、ピナは何度も頷いた。

「ご主人様のいい所なら、一晩でも語り尽くせないくらい存じ上げております」

「貴族の価値とは魔術の有無による絶対的なものではなく、それぞれの長所を活かした相対的なものだと俺は考える。要は、貴公なりの手段で目的を達するために生きればいいのだ」

　レナルドは涙を堪えきれなかった。

　他国の貴族が魔術の使えない自分にも活躍の場があると言ってくれた。自分にしかできないことがあると認めてくれた。彼の言葉には経験に裏打ちされたような重みがあり、レナルドの胸に深く突き刺さった。

　クロスはしばらくレナルドを見つめたあと、ラウルと見習いたちに目を向ける。

「ラウル殿。それにアクセル、オーリック」

　その呼び掛けに、三人は背筋を伸ばして居住まいを正す。

　彼が主に語った言葉は、貴族として大いに含蓄がんちくのある内容だった。並の貴族子弟の発言はではない。

　彼らはクロスが只者ではないと感じ始めていた。

「俺もお前たちと同じだ。物心ついた頃から武士として己に恥じぬ男になれと言われて生きてきた。その経験から言わせてもらえば、武士と騎士との違いとは、生き様の差にあるように思う。我ら武士は、己が護るべき誇りのために如何いかにして死ぬかを追求する生き物だ。諸行無常の生涯の果てに死ぬために。その日必ず死ぬために。今日という日を惜しまず生きる。『朝が来るたびに死を覚悟せよ』と毎朝言われて育ったものだ」

　自分の誇りのために死ぬ……？

　ラウルにはその言葉の意味がよく分からなかった。

　騎士にとっても誇りは大切なものだ。騎士見習いの頃から誰よりも気高く、他の者の模範たれと教わる。それは仕えるべき主に見合う騎士になるためだ。主のために死ぬ覚悟は持っている。だが、主のためなら自分の誇りなど二の次に過ぎない。

「我ら武士は自らの信念を"道"として考えるのだ。その道は人によって様々な進路があるが、行き着く先は皆同じ、必ず死に繋がっている。終着点に死があると知りつつも、己が信じ、己が選んだその道をただひたすらにまっすぐ走り、寄り道や曲がり道には絶対に進まない。道を遮る障害があれば命懸けで乗り越え、立ち塞がる者は撃滅する。その道を、我らは"武士道"と呼ぶ。死に向かって迷わずひた走ること、それこそが誇りある生き様だと考えているのだ」

　死を恐れないどころか、自ら死に向かって進むことが誇り…………

　確かにクロスの語る武士道とは、自分たちとは考え方が大きく違うようだ。死への恐怖を克服しようとする騎士と、死を受け入れることを誇りとする武士。その差は大きいとラウルは感じた。

「いつか必ず来る死ぬべき瞬間のために、その日その日を精一杯に生きる。今日死ぬことになっても迷うことがないように、全力で生きるのだ。武士たる者、布団の上で死ぬつもりなど毛頭ない。積み上げてきた心・技・体で以もって、戦いの中で壮絶に死にたいのだ。己の武士道に適う死地で、陶酔しながら死にたいのだ。剣を持たぬ者からすれば理解し難い思想だとは思う。正気の沙汰ではないと言われることもある。だがな、ラウル殿。我らは周りの声や評価など、心の底からどうでもいいのだ。武士道とは己自身に課し、託し、願うもの。常に見据えるは己のみ。他人に何を言われようとも、自らの武士道に恥じぬ生き様が出来ているかどうか。武士の有り様ようとは、究極的にはその一点に尽きる」

　ラウルは絶句した。

　サリアはクロスのことを頑固で話が通じない人物と評していたが、それもそのはず。彼の中では自分の武士道以上に優先すべきものなど、本当に何もないのだ。

　他人に全く目を向けておらず、己の武士道だけを見据えている。それだけ確固とした信念を持っているからこそ、周囲の意見を重視しないのだ。

「ラウル殿。其許そこもとの誇りとは何だ？」

「それは……。レナルド様にお仕えすることである。騎士として、主のために生きることを誇りに思っている」

「そうか。では、それは誰かに言われて変えられるものか？　領主殿にもうレナルド殿には仕えなくてもいいと言われたら、其許はどうする？」

　ラウルは返答に詰まる。自分はレナルドを終ついの主と定めているが、辺境伯家に仕える騎士だ。閣下に命じられれば逆らうことは────

「答えられないか。では、問いを変えよう。領主殿がレナルド殿を殺そうとしたら、其許はそれを許容できるのか？」

「そんなことは絶対に許さん！　この命ある限り、レナルド様を害する一切を私は許容しないッ！！」

　思わず大声を出してしまったが、ラウルはクロスが暖かい眼差しでこちらを見ていることに気が付いた。

「見事な口上、よくぞ吼ほえた。家来とは主君を盲信する者に非あらず。忠義は強制ではなく、自発的なものでなければ意味がない。己の誇りに値するものに対してのみ頭を垂れよ。要は、決めた方を貫けばいいだけだ」

「決めた方を…………」

「レナルド殿に仕えることを誇りとするならば、領主殿の意見に耳を貸す必要など一切ない。辺境伯家とレナルド殿を天秤に掛けていたのだろう？　　　武士道……いや、騎士にとっては騎士道と言うべきか。其許はまだ自分の騎士道をどちらに向けるべきか決めかねていたのだ。だが、どちらに向いて進むべきか、もう答えは出ているのではないか？」

　そうか。私は、迷っていたのか。

　レナルド様を主と呼びながら、どこかで辺境伯の顔色を気にしてしまっていたのか。終の主と言いながら、いまだ辺境伯家に仕えている気になっていたのか。

「騎士道を見定めさえすれば、あとはただ情熱を傾けて生きるのみ。何も恐れる必要はない。周囲に心乱されず、ただ一向ひたすらに我が道を往け」

　自分の半分ほどの年齢の男の言葉に、ラウルは溜め込んでいた溜飲が一気に下りたような清々しい気分になった。

「そうか────……。それで、よかったのか。そんなに、簡単なことだったのか」

　頭の中の霧が晴れたような、胸のつかえが取れたような気持ちだ。自分は何をいつまでも過去のことに固執していたのか。そんな後悔はもう、どうでもいい。これからの人生をレナルド様のためだけに、ただただ必死に生きればいいのだ。

　騎士として生きて五十余年、ラウルの騎士道が定まった瞬間だった。





第47話 騎士さん、希望を見出す




「先生は十年も旅をされていたのですね！　僕はアンギラの外に出たことがないので、羨ましいですっ！」

　レナルドは馬車の窓から身を乗り出すようにして随行する護衛たちと話していた。誰に見られることもない荒野ではあるが、少々行儀の悪い格好である。

「"先生"は止してくれと言うに……」

　盗賊に襲われた休憩場を出発して以降、まず見習いたちがクロスのことを先生と呼び始めた。彼は心底嫌そうな顔で止めるように言っていたのだが、それを聞き付けたレナルドまでが真似をし始めてしまい、ついに処置なしと諦めたらしい。

　しかし、レナルド様のこんなお顔は初めて拝見するな…………

　その子供のようにはしゃぐ楽しげな様子に、ラウルは思わず相好を崩す。レナルドは泣き止んでから憑き物が落ちたように明るく振る舞うようになり、アンギラを発った時とはまるで別人だった。

　見ていて痛ましくなるいつもの作り笑いではなく、本物の笑顔。御者をしているピナも主の不作法を注意することもなくニコニコと嬉しそうな表情だ。

「武者修行の旅で最も苦戦したのはどのような戦いだったのですか？」

「じ、自分もそれには興味があります！」

「苦戦か。戦場では何度も死ぬような目に遭ったが……。道場破りで相手を怒らせて剣を持った門下生に囲まれた時か、それとも鎖鎌の達人に挑んで腰を抉えぐられた時か、いや、忍どもに寝所を強襲された時か──────」

「"シノビ"とは何でありますか？」

「暗殺者、と言えば分かるか？　奴らは気配を消す術すべに秀でていてな。不覚にも、気が付いた時には十数人の凄腕に囲まれていた。剣に手を伸ばした途端脇腹に穴を空けられて、必死に意識を保ちながら戦ったものだ。腹から血が流れるにつれて手足の感覚が薄れてきてな。最後まで剣を握れていたのは幸運だった。いやはや、あれはなかなかの修羅場だったな」

「「………………」」

　まるで楽しかった思い出のように語るクロスに、アクセルとオーリックはドン引きである。

「戦い終わったあとも腹から血が抜けてくれなくてな……。思い出したくもないが、数日は馬糞を水に溶いて飲み、吐いてはまた飲むを繰り返して過ごした。あれだけはもう二度と御免蒙こうむりたい」

「それは先生が"武士"だから狙われたのですか？　他の武家からの刺客などでしょうか」

　ファラス王国でも稀に貴族の暗殺事件は発生する。利害関係での衝突や、継承権を巡るお家騒動などだ。

「いや、違うだろうな。結局誰の差し金かは分からなかったが────俺には、心当たりが多すぎる。誰かの恨みを買ったか、それとも誰かの仇討ちか。いずれにせよ、何年も人を斬り続けたのだ。誰に命を狙われても文句は言えまい」

　同じ領主の三男だが、あまりにも大きく違う人生。クロスの壮絶な生き様を想像し、レナルドは『これまでに何人斬ったんですか』とは聞けなかった。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




「ラウル殿」

　野営の準備を終え、皆が食事の支度を始めた頃。クロスが声を掛けてきた。

「其許そこもとの話で気になる点があったのだ。体が思うように動かず、判断力が鈍にぶくなったと言っていたな？」

「うむ、魔術が使えていた頃は身体強化を抜きにしてもそれなりに戦えておったのだが……。自分でも何が原因なのかは分からんが、まるで戦い方を忘れてしまったような感覚である」

　各地の治療院を訪ね歩き、高名な神官や小達人アデプタス・マイナー級の魔術師にも診てもらったが、結局、誰にも治すことは叶わなかった。治癒の奇跡をかけてくれた魔術師に肉体的な損傷ではないため打つ手がないと診断され、酒に溺れて悔し涙で枕を濡らす夜を過ごしたものだ。

　自身を襲った不運を受け入れられず、当時は団員たちが近寄り難いほどに荒れていた。

「やはりそうか。俺はその症状に聞き覚えがある」

「なにっ！？」

　彼がまだ生家で暮らしていた頃、長兄殿が似たような症状に苦しんでいた時期があったらしい。その時もやはり医者に見せても原因は分からなかったが、ある出来事を境に突然完治したそうだ。

「兄上は戦から帰って来たら元通りになっていた。死に物狂いで戦っているうちに、気が付いたら元の調子に戻っていたらしい。死際を感じて身体が動きを思い出したようだと申しておられた」

「なるほどな……。確かに体がこうなって以降、危険な戦いからはなるべく遠ざかっていた。レナルド様にお仕えしてからも危うい場面はいくつもあったが、死を覚悟するほどの戦いはしておらんな。だが、戦か────……」

　北部で戦争の兆しがある現状は絶好の機会とも言えるが、守るべき主を置いて一人戦地に出向くことなど、騎士として許されることではない。

「そこで提案だが、俺と戦ってみないか？　其許にも騎士道が定まったのだ。いつまでもそのままという訳にはいくまい」

　クロスの顔はとても輝いて見えた。ラウルはやはり彼には戦闘狂の気質があるのではと疑いながら、その提案について頭をひねる。

　彼の腕前なら自分を死の淵まで追い込むことなど容易いだろう。しかし、ラウルとて長年を騎士団長として戦ってきた経験から、多少の怪我程度では動じない精神力を持ってしまっている。死を覚悟するほどの戦いとなれば、重傷を前提とした殺し合いになることは避けられない。

「体が治るのなら是非とも頼みたい所であるが、護衛任務中に大怪我は負えん────」

「案ずるな。大怪我をさせずとも存分に死を感じさせてやる」

　目をギラつかせてニヤリと笑うクロスに気圧され、ラウルは若干仰け反った。

「やってみようよラウル！　それで治るのなら僕は賛成だ！」

　主は名案だとばかりに笑顔で促してくれた。

「レナルド様がそう仰るのであれば……。クロス殿、頼めるだろうか」

「構わんぞ。俺も騎士の武芸には大いに興味がある」

　もう騎士団長の座などに未練はないが、今後も主の役に立つには、どうしてもあの頃の強さを取り戻したい。あらゆる手を尽くしても回復の兆しさえなかった体。しかし、自分の心を覆い尽くしていた暗雲を吹き払ってくれたこの男なら、あるいは────と、希望の光が僅かに灯る。

「あ、あの、先生！　自分にも訓練をお願いできませんでしょうか！」

「なっ！？　ずるいぞ、オーリック！　それなら自分もお願いします！」

　何故か見習いたちまで便乗し、翌日からクロスによる訓練とは名ばかりの悪夢のような蹂躙劇が幕を開けた。





第48話 騎士さん、ちょっと後悔する




「剣を振るときに眼を瞑るな。もう一度だ」

「じ、自分はもう、ダメです……。頭が、グラグラします…………」

　オーリックは剣を地面に突き立てながら、ばね仕掛けの人形のようにフラフラ歩いてしゃがみ込むと、その場で胃の中身をぶちまけた。水筒を持ったピナが慌てて駆け寄り、背中をさすってやっている。

「「……………………」」

　酸っぱい臭いが周囲を満たすが、ラウルとアクセルの顔には不快さとはほど遠い共感の色が浮かぶ。二人の足元にも、今朝食べたマフィンの成れの果てが赤土の地面に大きな染みを作っていた。

「隊長、これ以上はもう────……」

「言うな……。我らから願い出た訓練である。騎士たる者が今さら中止させてくれなどと、口が裂けても言えるものか」

　一夜明け、騎士たちは休憩の合間を見つけてクロスとの模擬戦を行っていた。本来の使命である警護も疎かにはできないため、レナルドとピナにも側で観戦してもらいながらの訓練だ。

　クロスは当初、怪我を負わせないよう無手での格闘戦を提案してくれたのだが、ラウルたちは彼の繰り出す初見の技に受け身すら取ることが叶わず、一方的に蹂躙される羽目になった。

　そうこうしているうちにクロスは段々と不機嫌になり、物足りないと言い始め、現在は丸腰の彼に騎士たちが順番に斬り掛かるという、狂気じみた取り組みが行われている。

「自分は訓練の時に隊長を鬼と思ったことがありましたが……。クロス先生は悪魔であります」

「お前たちはまだマシだろう……！　私は降参すら許されんのだぞ……！！」

　クロスはラウルには特に容赦がなく、気を失うまで戦うことを止めさせなかった。何度も頭を打っては失神し、何度も絞め落とされ、そのたびに水をかけられ無理矢理起こされては再戦を強制されるのだ。昨夜の宣言通り大怪我はしていないが、すでに精神はズタボロである。

「仕方ない、次はラウル殿だ」

　その声に思わずぎくりと肩が跳ねる。

　早くしろと言わんばかりの表情に、ラウルは渋々と槍を構えた。ガシャンと兜の面甲を下ろし、心臓の辺りを何度か叩いて気合を入れ直す。

「どうした。さっさと来られよ」

「…………」

　挑発の言葉を聞き流し、面甲の隙間スリットから油断なくクロスを見据えて、ジリジリと摺り足で槍に優位な間合いを測る。武器も持っていない棒立ちの相手に何を無様な、と言われそうな及び腰だが、この男を絶対に懐に入れてはならんと嫌というほど思い知らされているのだ。

「往くぞっ！！」

　自身を奮い立たせるように裂帛れっぱくの気勢を上げた途端、クロスの姿が視界から消える。

　またか……！　どこへ行った！？

　顔面を完全に覆う樽型兜フルフェイス・ヘルムは、防御力を得る代わりに視界を大きく犠牲にしている。彼はどれだけこちらが注視していても、毎回、煙のようにふっと死角へ消えてしまうのだ。

　膝の力を抜いて崩れ落ちるように移動する独特な歩法だが、一歩目が速すぎてまるで対応できない。

「ラウル！　後ろだっ！」

「ひ、左に移動しました！」

「下であります！　隊長、攻撃を！！」

「──────────ッ！」

　観戦者の声に従い辺りを見渡すが、影も形も見当たらず、ラウルは苦し紛れに体の周りで槍を無茶苦茶に振り回した。

　熱い吐息が兜に籠り、酷く鬱陶しく感じる。一旦面甲を上げようと槍を止めた瞬間、後頭部に衝撃が走った。

　また一撃。また一撃。 

　ぐらりと景色が回転して平衡感覚がおかしくなる。

　殴られたと気が付くも、全身から力が抜け、少しずつ意識が薄れていく。

「──────あ」 　

　自分の声が、他人の声のように聞える。 　

　頭部を襲う衝撃を五発ほど数え…………あとは何も分らなくなった。

「ラウルっ！！」

　滅多打ちにされた忠臣に駆け寄り、レナルドは膝が汚れることも気にせず急いで兜を脱がせた。無防備なまま何発も肘鉄を浴びていたが、どうやら出血はないらしいとほっと胸を撫で下ろす。

「ただの暈倒うんとうだ。すぐに起きる」

　何でもないことのようにクロスは言うが、レナルドは人が失神する様を見ることすら初めてで、正直言って気が気ではなかった。彼の訓練は本気で殺す気なのか思うような場面も多々あり、心配するあまり座って観戦することもできず、しかし、自分には護衛たちを励ますことしかできない。

　治療のためと頭では理解しているものの、レナルドは何もしてやることができない自分にやり切れない歯痒さを感じ、ただただ涙目でラウルの頬を撫で続けた。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




「せ、先生。先ほどの投げ技はニホンの武術なのですか？」

　道を進みながら休憩中の模擬戦について語り合う。レナルドも積極的に会話に参加するようになり、一行の旅路は昨日とは打って変わって賑やかなものになっていた。

「鎧組討術と言って、お前たちのような大鎧を着た敵を倒すための武術だ。戦場で甲冑相手に斬り掛かれば、一人倒しただけで剣が使い物にならなくなるからな。本来は組み伏せたあとに鎧通しでとどめを刺す」

「隊長、騎士にもそういった技はありますか？」

「いや、騎士にとっては下馬して相手に掴み掛かること自体が無様と言われることもあってな。格闘術はあまり良しとはされておらんのだ。戦場では戦棍メイスなどの対甲冑を意識した打撃武器で対抗する場合が多い」

　ファラス王国の騎士には格闘術や飛び道具を避ける風潮があり、槍を使う者が大多数を占める。騎士というだけあって馬上戦闘を主眼にしているため、特に長柄の武器が好まれるのだ。

「武士にはそういった武器や武術に対する制約は、な、ないのですか？」

「我らは戦いにおいて役立つ手段は何でも取り入れるぞ。あらゆる武術の用法を把握し、それぞれの武器の利点を識る。それができないことこそが武士として嗜みが浅く、無様とされている。だからこそ、俺はこの国で過ごす生活が楽しい。見たこともない武器や武術、魔術などというものまであるからな」

「先生は魔術を使えないのですよね？　それでも気になるものでありますか？」

「当然だ。魔術師は一騎討ちならば脅威には思わんが、戦場では猛威を振るうだろう。俺はまだ火の魔術師しか知らんからな。他の属性とも手合わせしてみたいものだ」

「魔術師は基本的に近接戦闘に弱いからな。近接戦闘をする者は魔術の格が低いからだと馬鹿にされたりもする。私も身体強化だけで戦っていたからか、魔術師としては紛い物だとよく揶揄やゆされたものだ」

「騎士は徒手空拳を恥とし、魔術師は近接戦闘を恥とするのか。そういった矜恃を否定する気はないが……。貴族の魔術に対する考え方といい、どうも、この国には固定観念を持った者が多いようだな。俺の仲間の魔術師も最初は接近戦が弱かったが、柔術や杖術を覚えてからは単独で豚鬼オークとも張り合うようになったぞ。初日に俺と一緒にいたパメラのことだ」

　ラウルは驚きに目をパチクリさせた。

「なんと……。あんな華奢なお嬢さんがか」

「豚鬼と接近戦で戦うのでありますか！？　魔術師が！？」

「ぼ、冒険者とは凄いのですね……」

　ラウルが異端視されていたように、魔術師は後衛職というのがこの国における一般的な認識だ。通常、攻撃までに時間を要し自身を巻込むような大技も近距離で撃てない彼らは、近づいてしまえば何もできない。

　剣や槍を得意とする者にとって、近接戦闘をこなす魔術師など、厄介極まりない存在である。

「それでは、己の"手段"を選り好みするアンギラの者は他国や他領に比べて弱いのでしょうか？」

「どうだろうな。俺はこの国に来て日が浅い上に、比べようにも他の街を知らん。だが、アンギラにはなんとか帝国とかいう外敵がいるのだろう？　であれば、大丈夫なのではないか」

　その発言に、皆がきょとんとした顔つきになる。

「えっと……。外敵がいることが何か関係あるのですか？」

「民草にとっては外敵の存在など厄介事でしかないが、為政者としては悪い面ばかりではないのだ。敵が身近にいれば軍は油断や怠りなく鍛錬に励み、武家は処罰にも心を遣うようになるため政治も正しくなり家も整う。もし敵がいなければ軍は武力の嗜みを欠き、武家は上下ともに己を高く思って恥を恐れる心を失い、弱くなるものだ。故に、黒須家では常に近隣と敵対関係を持つようにしている」

「なるほど……。敵の存在が有ればこそ、常に身が引き締まるということであるか。差し迫る脅威がなければ、真面目に訓練に取り組む者は少なくなるかもしれんな」

「自分はアンギラで生まれ育ったので、敵がいない日常など想像もできないのであります」

「じ、自分もです。幼い頃は敵国に接していない内地の都市を羨ましく思ったこともありますが……」

「確かに、内地の方は軍よりも警邏隊や衛兵が幅を効かせていると聞きますね」

　王都近辺に至っては、領主貴族による圧政や軍の腐敗も蔓延していると耳にしたことがある。あれは平和に慣れすぎた弊害か、とレナルドが心のメモに記していると、御者席から大声が上がった。

「ご主人様！　ナバルが見えました！」





第49話 お侍さん、変なのに出逢う




　小高い丘を登り終えると、眼が痛くなるほど鮮やかな紺碧こんぺきの色が広がっていた。遠浅の、どこまでも澄み渡った珊瑚礁さんごしょうの海だ。白々とした砂浜がそっと海に寄り添って横たわり、遥か弓なりに続いている。

「……アンギラの街並みも美しいが、ナバルも負けていないな」

　丘の上から見下ろす港町も、その絶景に引けを取らない幻想的な麗姿だ。傾斜地に建てられた家々は白壁と明るい青の瓦屋根で色彩が統一されており、潮風に揺れる洗濯物の彩りと相まって実によく海に映えている。一点の雲も留めぬ蒼穹の加減か、町全体が宝玉のように碧くツヤツヤと光って見えた。

　正に風光明媚。浮世絵になりそうなほど見事な風景だ。黒須はしばらくその場に立って、景色に見惚れた。

「僕もここから見る景色が大好きなんです。それに、この町は食べ物も美味しいんですよ」

「ナバルの魚介料理は絶品ですからな。不漁が続いているのは悲劇としか言いようがない」

　ラウルは本気で悲しそうな顔をしていた。海鮮料理が好物なのだろうか。

「隊長、自分は先触れに行って参ります！」

　ラウルの了解を得て、アクセルが門番の所へ先行する。

「そういえば、今回の訪問は代官殿に伝わっているのか？」

「もちろんです。緊急の訪問でしたので、冒険者に特急で手紙を届けてもらいました。ナバルの代官はマグナス・ボレロ男爵という方で、何でも、ご自身でも漁に出る海の男なのだとか」

　レナルドはナバルには何度か訪れているが、代官と逢うのはこれが初めてなのだそうだ。

「み、自らが船に乗られるのですか……。勇敢な代官様なのですね」

「そうだね。僕ならきっと魔物にやられる前に船酔いで動けなくなりそうだ」

　先触れのおかげでナバルの門は素通りも同然だった。審査に並ぶ人々を横目に門を潜り、周囲に眼を光らせながら通りを進む。

「さて、では宿を取りに参りましょう。この時期はどこも空いているはずです」

　その言葉に黒須は首を傾げた。

「貴公らは代官殿の屋敷に泊まるのではないのか？　宿は俺だけだと思っていたが」

　領主の関係者が逗留とうりゅうする場合、日本であればその地の代官には歓待の義務がある。来訪を知りつつ宿に泊まらせるなど、謀叛を疑われても文句は言えないほどの無礼。どれだけ小さな、どれだけ貧しい町であっても、精一杯に饗もてなすのが心粋というものだ。

「はは、先生。大きな街ならそうしますが、小さな町の代官邸には来客を泊められるような広さはありませんよ。ほら、あれが男爵の住む家です」

　レナルドが指差したのは周囲よりは大きいものの、"屋敷"と呼ぶか"家"と呼ぶかは微妙な建物だった。正直、大きさだけなら荒野の守人の拠点といい勝負だ。

　自分を除く五人程度なら十分に泊まれそうなものだが…………　

　いや、これもまた文化の違いか。

　その後、代官の屋敷よりもよほど立派な宿で部屋を取った。アクセルが門兵から町一番の宿と紹介を受けたらしく、広々とした室内に、窓からは海が一望できる贅沢な部屋だ。

「僕たちは会談に向けた準備がありますので、先生は明日の朝までご自由にお過ごしください。海沿いの通りに商店が集中していますよ」

　今回の護衛依頼には往復の道中だけではなく、会談中の身辺警護も含まれている。貴族の会談に傭兵などが陪席していいのかとサリアに尋ねたが、そもそも依頼書に秘密保持の条項が付与されているため、違約すれば傭兵ギルドから処罰されるのだそうだ。

「そうか。なら海を見ながら散策でもさせてもらうとしよう」

　勧められた海沿いの通りを目指し、一人、のんびりと道を歩く。

　海を見るのも久しぶりだ。頬を撫でる心地よい潮風と海の匂いに、見たこともない様式の建造物。行き交う人々は皆良く日に焼けており溌剌はつらつとして見える。アンギラとはまた違った異国情緒に、黒須の足取りは軽かった。

　通りを進むにつれ徐々に磯臭さが強まり、腹が微かにくぅーっと情けない音を発する。

　黒須家の領地は内陸であったため、食卓に上る魚はどれも干物や塩漬けばかり。商店に出回る鮮魚と言えば鯉こいくらいのものだったが、高級魚であるが故に滅多に口に入ることはなく、兄上たちと近くの川で泥臭い鮒ふなを捕まえては焼いて食べていた。

　そんな青春時代を過ごしたからか、初めて港町の屋台で寿司を食った時には眼玉が飛び出すかと思うくらいに感動したものだ。以来、潮の匂いを嗅ぐとどうにも腹が減る体質になってしまった。

　しばらく進むと、小型の漁船がちらほらと停泊している港に出た。

　正面には雄大な大海原。沖に大きな島があるものの、それを除けば水平線が綺麗に見える。左右の通りには先ほどまで見なかった屋台や露天商の姿もあり、食欲を唆る香りが漂っていた。

　波止場には所狭しと釣り人が並び、大きな竿を旗印のように波打ち際に立ててじっと沖合いを睨んでいる。黒須に釣りの経験はないが、海国には釣りを武芸と同等に扱う武家もあるらしい。刀と同じように釣り竿にも執着し、中には"名竿めいかんは名刀より得難し"などと公言するほど熱中する武士もいるそうだ。

「店主、これは何の串焼きだ？」

「へいらっしゃい！　こっちから太巻貝、深海海老、平蛸、大飛魚だ！　どれも今朝獲ったばかりの旬物だよ！」

「旨そうだな。それぞれ一本ずつくれ」

「まいどっ！」

　ナバルでの飲食代は傭兵ギルドが持ってくれることになっているため、躊躇なく銀貨を手渡す。

　この国に来てからは知っている食材の方が少ないくらいの生活だったので、未知の食べ物にもすでに抵抗感はなくなっている。豚鬼オークなどという人型の生物まで食べてしまったのだ。今さら巨大な海老や毒々しい色の蛸など気にするまでもない。

　串焼きは塩を振って焼いただけのものだったが、やはり鮮度がいいのだろう。どれも旨い。特に深海海老は絶品だ。海老は大きいほど大味で不味くなると言うが、これは身が締まっていてプツンという心地よい歯ごたえに加え、噛むたびに甘みがある。以前食べた甘海老が霞むほどの味だった。

　満腹に気をよくしながら露店を冷やかして歩いていると、ふと冒険者ギルドの看板が眼に入った。ナバルのような小さな町にも支部があるのかと思い、暇つぶしに依頼でも見てみるかとフラリと立寄る。

　建物の中はいつも騒がしいアンギラとは違い、閑古鳥が鳴いていた。酒場の方では数人が飲み食いしているが、掲示板の前には誰もおらず閑散としている。

　というより、そもそも貼られている依頼書の数が酷く少ない。知っている単語を頼りに読み解けば、常設依頼の海産物の採取と船の荷の積み下ろしの手伝い、屋台の売り子の募集だけだ。

「お〜い、兄ちゃん」

　その呼び声に振り向くと、酒場で呑んでいる────男？が手招きしていた。

「…………………」

「んー？　何だよ、ジロジロ見て。オレの顔に何かついてっか？」

　ついている。顔と言わず全身に。

「……いや、初めて見る種族だったのでな。気分を害したのなら謝ろう」

「なーんだ、そういうことかよ。オレは蜥蜴人リザードマンのタイメン。Ｅランクだ。よろしくなー」

　親しげに声を掛けてきたのは、筋骨隆々の巨大な蜥蜴トカゲだった。





第50話 お侍さん、高みを知る




　タイメンは鳥獣戯画にでも出てきそうな、筋骨隆々の巨大な蜥蜴トカゲだった。これまでに出逢った種族の中で最も人間離れした姿をしている。

　七尺二.一ｍ近い上背に加え、頭部が小さく見えるほどに盛り上がった筋肉の鎧。二の腕の太さなどは黒須の太腿を悠々上回っているだろう。全身を錆さびのような赤銅色の鱗に覆われ、手には水掻き、金色の瞳に縦に裂けた瞳孔、頭には角のような突起まである。

　酒盃を片手に気さくに話しているから他種族と認識したが、正直、森でばったり出会でくわしていたら魔物と思って斬ってしまいそうな見た目の人物だ。

「Ｅランクのクロスだ。よろしく頼む」

　挨拶を交わし、勧められるままに黒須も向かいの席に腰を下ろす。

「クロス、お前よその街から来た冒険者だろ？　今のナバルにゃ依頼はねーよ。だからオレもこうやって昼間っから酒なんか飲んでんだ。ヒマなんだよ」

「アンギラから今日着いたばかりだ。いつもはもっと依頼があるのか？」

「ここ最近の不漁の話は領都にゃ届いてねーのか？　島亀アスピドケロンが沖に居着いちまってな。水棲魔物の討伐依頼が全滅だよちくしょう。あ〜あ、オレもアンギラみたいな都会に引っ越してーなー」

　悪態を吐きながらタイメンは豪快に酒を呷あおった。唇も頬もないように見えるが、一滴も零すことなく器用に口に運んでいる。

　黒須は珍獣の食事風景を眺めている気分だった。

「島亀とは何だ。魔物か？」

「冒険者のクセに知らねーのかよ！　海に馬鹿デケー島があったろ？　あれがＳランクの島亀って魔物だ。あっちこっち好き勝手に移動する迷惑な亀野郎だよ」

「────冗談だろう？　あれが、魔物だと？」

　港から遠目に大きな島が見えたが、木々が生え、山や崖さえあった。とても生物には見えなかったし、あんなにも巨大な魔物が存在するとは俄に信じ難い。

「冗談だったらいいのになー。アイツは基本こっちが手ぇ出さなきゃ無害なんだけどよ、近くを舟が通ると大暴れする、癇癪かんしゃく持ちの女みてーなヤツだ。他のＳランクもそうだが、まさに動く災害だよ。どっか行ってくれるのを待つしかねーんだ」

「………………」

「んー？　どうしたよ？　おーい」

　黒須は絶句して何も言えなかった。山を斬ろうとするようなものだ。挑もうと思うことすら馬鹿馬鹿しい。

　そして何よりも、冒険者に登録した時のディアナの説明を思い出していた。

『冒険者ランクとは同級の魔物を単独で倒せるかどうかという目安になっている』

　つまり、Ｓランクの冒険者は────あれを一人で倒すことができるのか？

「……すまん、少し驚いてしまった。では、あれを倒すにはＳランクを呼ぶしかないのか」

「バッカ、お前！　あんなん倒せるわきゃねーだろ！！　Ｓランクってのは確かにバケモンみてーに強いって話だが、"偉業を成した英雄"に与えられる称号なんだよ。冒険者ランクは戦闘力だけで上がるもんじゃねーって、登録の時に聞いたろ？」

「依頼の達成率や本人の素行、冒険者ギルドへの貢献度、だったか」

「そうそう。例えば聖国にゃ"聖女"って呼ばれてる冒険者がいるが、ソイツは当代随一の治癒の奇跡で大勢の命を救ってＳランクに認定されてる。だけど、本人は極度のビビりで小鬼ゴブリンすら殺せねーって話だぜ。逆に魔物のＳランクってのは"討伐不可能な魔物"の総称で、純粋な戦闘力だけで評価されてる。何百年も前に一体討伐されたって噂は聞いたことあっけど、それだっておとぎ話みてーなもんだ」

「…………そういうことか」

　安堵したような、落胆したような、複雑な心境だ。

　もしあれを倒せる者がいたとすれば、それは自分よりも遥かに格上。比べるのも烏滸おこがましい雲の上の存在だろう。そんな相手に挑んで死ねたなら、武士として本望だったろうになと思う。

「だからさっきも言っただろー？　あの亀野郎が心機一転して旅に出てくんなきゃ、オレはずーっとここで飲んでるしかねーんだよ。オレの財布と肝臓のためにも、早いとこ出発して欲しいもんだ」

　タイメンはボヤきつつ机にべったりと突っ伏した。黒須は投げ出された頭部についている角に触れてみたい欲求に駆られたが、どうにかそれを我慢する。

「確かに港町で舟が出せんのは辛いな。外で売っている魚介は浅瀬で獲ったものか。あれはいつから沖にいる？」

「今年に入ってすぐだから……。もう一年近くになるんじゃねーか？　だいたい三年以内にゃ移動するらしいんだけどなー。島亀より先に、冒険者が他の街に移住しちまったよ。オレもついて行きゃーよかったぜ」

「それもそうだ。冒険者ならさっさと他所の土地に行けばいいだろうに。アンギラもここから馬でたったの二日だぞ」

「そうなんだけどよー……。オレら蜥蜴人はどっちかってーと水場の方が活動しやすいんだよなー。見ろよ、この素敵な水掻きと立派な尻尾。こんなん陸地じゃ役に立たねーよ」

　タイメンは自分の身長の倍ほどもある尻尾を持ち上げて見せた。尾甲──と呼ぶのだろうか。トゲトゲした鉄の鋲びょうがついた革鎧のような物で先端を覆っている。

「そうなのか？　その尻尾、振り回せば十分攻撃に使えそうに見えるが」

「人族はよくそれ言うけどな、尻尾だって手足と同じで攻撃されりゃー痛いんだぜ？　魔物に噛みつかれたら泣くわ」

　タイメンはペラペラとよく喋り、アンギラの様子や迷宮の話などを聞きたがった。見かけに依らず……。と言うと失礼だが、頭の回転が速く、打てば響くといった会話のできる男で、意外にも話は弾んだ。

　結局、互いに酒を呑みながら日が傾くまで雑談を交わし、色々と情報を教えてもらった礼に代金を奢って黒須はギルドをあとにした。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




「……………………」

　行きがけに通りがかった港で繋船柱に腰を下ろし、夕陽に照らされた沖の島をじっと観察する。

　やはり、どこをどう見てもただの島だ。黒々とした樹木がこんもりと生い茂り、白波の打ち付ける崖の途中には、幾本かの滝が糸を垂らすように降りて水煙を上げている。魚の背鰭せびれのように突き出した岩礁には所々に巣があるらしく、大量の海鳥たちが自由気ままに飛び交っていた。

　タイメンからはこちらを謀たばかろうとするような害意は微塵も感じなかったが……。担かつがれたのだろうか。

　半信半疑の脳裏にチラつくのは、ある伝説の神獣の存在。

　かの有名な竹取物語に、姫が求婚する公達きんだちどもへ出す無理難題の一つとして"蓬莱山ほうらいざんの玉の枝え"という財宝が登場する。

　その蓬莱山を背負うとされるのが万年を生きた大亀。瑞獣ずいじゅう、霊亀れいきだ。

　幸運を齎もたらす四神四霊は美術品の題材としてありふれた物のため、黒須も生家の掛軸に描かれた水墨画で何度もその姿を拝んでいる。しかし、眼前に浮かぶ島はそれとは全く似ても似つかない外観で─────

　と、次の瞬間。

　崖下の海面に巨大な渦潮が発生した。そしてそれが収まったかと思うと、まるで海中が大爆発したかのような凄まじい轟音と共に、水柱が噴き立つ。天にも届くような水しぶきが上がり、遥か遠くにいる黒須の頭上にも雨のように降り注いだ。

「────まさか」

　咄嗟に立ち上がって周囲を見渡すが、住民や釣り人たちは迷惑そうな顔をしているだけで、大騒ぎする者は誰一人としていない。明らかに、この異様な状況に慣れている様子だ。

　一瞬、攻撃かと思い身構えたが、これは…………

　島へ向き直り、改めてまじまじと凝視する。

「────呼吸、したのか？」

　もし舟に乗っている時にそばであれが起きたなら、大型船であっても確実に海の藻屑になる。それどころか、水軍の船団であっても一撃で壊滅するに違いない。

　タイメンは島亀を討伐不可能と言っていたが…………

　万が一この町に襲い掛かってきたら、一体、どんな手段で対抗できるだろうか？

　すでに黒須の中であれが魔物であることは確信に変わっていた。領地を守護する武士の習性によって、ありとあらゆる手段を思い浮かべては否定してゆく。

　弓や鉄砲はおろか、大砲おおづつを百門並べた所で意味があるとは到底思えない。

　然しからばどうにか舟で上陸し、直接頭部を狙う他ないか。

　否いな、頭が水中にあれば手の出しようがない。

　油を撒いて火計を仕掛けるべきか。

　否、ただの呼吸があの威力だ。本気で暴れ始めれば近づくことすらできはすまい。

　ならば────……

　黒須は潮水でびしょ濡れになったことを気にも留めず、腕を組んで考え込みながら帰路についたのだった。





第51話 お侍さん、会談を見守る




　翌朝、宿の食堂で朝食を食べた一行は代官邸へ向かっていた。徒歩で四半刻三十分と掛からない場所だが、貴族訪問の礼儀としてわざわざ馬車と馬での移動である。

「ピナ殿」

　黒須は御者席にいるピナにこっそりと声を掛ける。

「クロス様、どうか私のことはピナと」

「そうか、ではピナ。皆えらく寝不足に見えるが、何かあったのではないか？　……お前も隈くまができているぞ。大丈夫か？」

　朝食の席でレナルドたちは妙な雰囲気だった。

　軽い興奮状態というか、空元気というか。顔は疲れて見えるのに、やたらと声が大きく眼だけがギラついている。不眠不休の陣中武者のような様相だ。

「うふふ、昨晩は明け方まで今後のことを話していたのです。クロス様のおかげで、ご主人様はとても楽しそうに将来への展望を語っておられましたよ。確かに少々寝不足ですが、むしろ気分は絶好調ですのでご心配なく」

「…………そうか」

　晴れやかに笑うピナは、世の中にこれ以上嬉しそうな表情はあるまいと思うほど顔を輝かせていた。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




　代官邸に到着すると、使用人に馬を預け応接室に案内される。

　使用人がレナルドの入室を告げて扉を開いた時──────黒須はそこに立っている人物を見て、思わず声を掛けた。

「「何 （を）して（る）んだ、お前？」」

「タイメン、知り合いか？」

「先生、お知り合いですか？」

　テーブルを挟んで大きなソファーが向かい合っている応接室。その片側にタイメンと、彼よりも少し細身の蜥蜴人リザードマンが立っていたのだ。

「いや、知り合いっつーか……。なぁ？」

　先日の上裸姿ではなく、上等そうな着物に身を包んだタイメンが同意を求めるようにこちらに眼を向けてきた。

　はち切れんばかりにピチピチの上着は、洗濯のし過ぎか糸が酷く痩せてしまっており、所々薄くなって裏からつぎを当てた針の跡が見える。下穿きには無数の細かい皺が寄り、膝に一目で自分で穿き潰したからだと分かる穴が空いていた。

　あまり服飾に頓着しない黒須から見ても、いかにも着慣れていないと気付けるようなちぐはぐな格好だ。

「ああ。昨日、冒険者ギルドで偶然逢った。タイメン、お前代官殿の関係者だったのか？」

「お前こそ、何で領主様のご令息といんだよ？　冒険者じゃねーのか？」

　タイメンがそう言った途端、隣にいた蜥蜴人が彼の頭に拳骨を落とした。

「この馬鹿息子がッ！　レナルド様の従者に対して、何という口の利き方だっ！！」

「いってーな、親父！　殴るこたぁねーだろ！？　アイツはオレの友達ツレだぞ！」

　大声で怒鳴り合う二人は興奮しているのか、尻尾をビタンビタンと床に打ち付けている。

　友人になったつもりはなかったが、確かに、そこそこ長い時間を共に過ごした。素性は知らなかったものの、黒須も彼の剽軽ひょうきんな性格を悪くは思っていなかったため、敢えてその言葉を否定することはせずレナルドたちに昨日の出来事を伝える。

　黒須とタイメンがそれぞれに説明を終え、ようやく会談が始まった。タイメンは隣の蜥蜴人と共に席に着き、こちらはレナルド以外は彼の後ろに立っている。

「改めまして。アンギラ辺境伯閣下よりナバルの代官を仰せつかっております、マグナス・ボレロ男爵でございます。横におりますのは愚息のタイメン。まずは、レナルド様にわざわざ足を運ばせた無礼、伏してお詫び申し上げる所存にございます」

　慇懃に口上を述べる男爵は、その身分に見合うだけの覇気を纏っていた。眼光は鋭く、顬こめかみから右頬にかけて刻まれている大きな面傷おもてきずが一見穏やかな佇まいに不思議な凄味を加えている。

「頭をお上げください、ボレロ卿。無理を言って急に訪問したのです。無礼はこちらにこそありましょう。それに、今回は私の方が頭を下げねばなりません」

　レナルドはそう言って本当に頭を下げた。ラウルやピナが静観しているということは、あらかじめ決めていた段取りなのだろう。

　しかし……"私"、か。

　多少緊張している様子ではあるが、どうやら、この手の会談は初めてではないらしい。格下の相手を見下すでもなく、それでいて謙へりくだるような口調でもない、中々どうして絶妙な物言いである。

　巷ちまたには身分を笠かさに着て大上段から威張り散らす貴族も多いと聞くが、そんな相手に抱くのは敬意ではなく殺意だけだ。レナルドの態度は貴族として堂に入っているように見えた。

「いけません、レナルド様！　辺境伯のご子息が私のような者に何故そのようなことを！？　どうかお止めくださいっ！」

　男爵は大慌てでレナルドを止める。タイメンも彼が頭を下げたことに目を点にして驚いた様子だ。

「男爵、本当に申し訳ありません。実は────」

　レナルドは頭を上げると、オルクス帝国の暴虐を契機とした一連の出来事について丁寧に説明した。

「……という状況です。ついては、以前ご要請いただいていた減税の嘆願を、取り下げさせていただかなくてはならなくなりました」

「────ッ！　いえ、そのような事情であれば致し方ありません。本来は我らも援軍に向かわねばならない所、それを免じていただけただけでも過分なご配慮と存じます。アンギラの非常事態に、ナバルだけが我儘を言うつもりはございません」

　男爵は一瞬動揺を見せたものの、すぐさま取り繕って愛想笑いの出来損ないのようなものを浮かべた。口元は笑みで答えているが、眼は全く笑っていない。

　昨日のタイメンの話によれば、もう一年もまともに漁へ出られていないはず。この地の税法が検見か定免かは知らないが、小さな港町の代官にそれほど多くの貯えがあるとも思えず、不漁に喘ぐ民の税を免じるには限界が近いに違いない。

　察するに、心中は千辛万苦せんしんばんくに満ちているのだろう。

「でもよ、親父……あっ、父上。島亀はいつ動くのか分かんねー、ないんですよ。このままだと、漁師も商人も干上がっちまいますぜ？」

「そうだとしてもだ。万が一北方地域が帝国に侵略でもされれば、それこそ途方もない数の人々が路頭に迷うことになる。タイメンよ、我らがナバルを大切に想うように、辺境伯もまたアンギラ全土のことを考えておられるのだ。閣下のご判断は正しい」

「だけどよ────……」

　タイメンは納得いかないという不満顔でさらに何かを言い募ろうとしたが、口を開く前にレナルドが会話を遮った。

「男爵、ご子息のお言葉はもっともです。私自身としても、北方のためにナバルを見捨てるようなことはしたくありません。ですので、別の形で支援をさせてはいただけないでしょうか」

「別の形……でしょうか？」

「はい。私には領内の色々な地方に足を運んだ経験があり、食料に余剰を持つ小さな町にいくつか心当たりがあります。その中で、戦争の兵站として徴発され難いものをナバルに格安で提供してもらえないか、私から各地の代官に掛け合ってみましょう」

「それは…………。もしそんなことが叶うのであれば我らとしても望外の喜びですが、どの町も戦争に備えて食料を溜め込もうとするでしょう。間もなく食料品の値上がりも始まるはずです。難しい、のではないでしょうか？」

「必ず、何とかしてみせます。今の私には頭を下げて必死に頼むくらいしか手段がありませんが、それでも、命懸けで各地を回って承諾してくれる代官を探し出します。ですからどうか、私に時間をいただけないでしょうか」

　そう言うと、レナルドはまた頭を下げる。彼の言葉や姿には、その決意を表すだけの十分な誠意が感じられた。

　なるほど……。そういう道を選んだか。

　きっと領主や兄たちはレナルドと違って、自ら遠方の小さな町へ足を運ぶことなどしないのだろう。そういった領内の細かな事情に見識を持つのは、確かに彼の特性だ。

　そして、彼の行いは言うなれば領主が切り捨てた者を救う行為。それは間違いなく茨いばらの道になるだろう。

　家中かちゅうで不遇な状況にある者が、当主の意向に反した態度を取るのだ。無事で済むはずがない。

　しかし、主の姿を見つめる家来たちの顔には、隠しようもなく誇らしげな色が浮かんでいた。

　……そうか、全て覚悟の上か。皆いい面魂をしている。

　男爵はレナルドの提案を受け入れ、ナバルの命運を託すことを承諾した。





第52話 お侍さん、変人扱いされる




　詳細を話し合ったあと、代官邸で昼食を共にすることになった。

「島亀のおかげで大したおもてなしはできませんが、近海で採れた魚介を取り揃えております。是非ご賞味ください」

　案内された部屋には趣向を凝らした料理が所狭しと並べられ、何とも言えない良い匂いが充満している。実に美しい色とりどりで、まるで食卓に花が咲いているかのようだ。

「しっかし、驚いたぜクロス。レナルド様の従者だったとはよー。冒険者は世を忍ぶ仮の姿ってヤツか？」

　向かいの席からタイメンが話し掛けてくる。

　レナルドの意向で昼食には護衛も同席することになったのだ。ピナだけは断固として断り、ボレロ家の使用人と給仕をしているが。

「いや、俺は従者ではない。傭兵として護衛依頼を受けて同行しているだけだ。俺はＥランク冒険者だが、Ｃランクの傭兵もやっている」

「はぁ！？　掛け持ちかよ！　ってか、Ｃランクなら中位じゃねーか。そっちがメインなのか？」

「冒険者の方が本業だ。パーティーにも入っているからな。話せば長くなるが────」

　黒須はＣランク傭兵になった経緯を簡単に説明した。

「お前、思ったよりヤベー野郎だったんだな…………」

「こちらこそ驚いたぞ。お前が貴族の息子だとはな。引越したいなどと言っていただ─────」

　小魚の揚げ物をつまみながら何気なく話していると、タイメンは慌てた様子で両手をわたわたと動かした。

「おいッ、声がデケーって！　……親父にゃ言えねーが、田舎に住んでると都会に憧れるもんなんだよ。別にナバルのことが嫌いってワケじゃねーんだ。けどよ、オレは生まれてから一度もこの町を出たことがないんだぜ？　このまま十年もすりゃ代官になってナバルから離れられなくなる。それまでに、一回くらい他所の街を見てみてーんだよ。……分かるか、この気持ち？」

「何となくは分かるが……。俺は生家を出てから十年ほど旅をしているからな。郷愁きょうしゅう────というような洒落たものではないが、故郷を想う気持ちの方が大きい」

「お前ってヤツはつくづく変わった野郎だな。それこそさっさと帰りゃーいいだろ。けど羨ましいぜ、そーゆう生き方もよ」

　力のない笑みの中には嫉妬や羨望でなく、諦観の気持ちが含まれているように見えた。

　腹に一物を隠してじっと抑え込んでいるような表情が、彼と似た境遇にある自身の長兄を想起させる。いつも飄々と軽薄に振る舞っていた兄上も、時たま寂しげな瞳で山頂から他領の景色を眺めておられた。

「そんなに言うなら、一度アンギラに遊びに来ればいい。俺の住んでいる家に泊めてやる」

　タイメンと二人でボソボソ密談していると、それまでレナルドと男爵の会話に相槌を打っていたラウルが話に混ざって来た。

「クロス殿は宿暮らしではなく、家を借りて住んでおるのか？」

「仲間たち四人と借家で暮らしている。目抜き通りからは遠いが、のどかないい場所だ。民家も少ないから好きなように鍛錬もできる────……どうした？」

　話している途中で、ラウルの視線がこちらの口元を凝視していることに気が付く。

「…………貴殿、今、何を口に入れた？」

　仰天したかのように見開かれた双眸。何か妙な物でも食ってしまったかと皿を見るが、これと言って特に変わった物はない。

「これだが……食っては駄目だったか？」

　黒須が示したのは刺身の盛り合わせだ。いかにも新鮮そうな魚や貝が氷片を入れた鉢に贅沢に並んでいる。

「……それ、オレと親父用の料理だぞ。人族って生魚食えねーんだろ？」

「馬鹿なことを言うな。味付けもなしに食うのは初めてだが、俺とて刺身は好物だ。故郷では港町でしか食べられない料理として大人気だったぞ」

　そう話しながら刺身をフォークで突き刺す。

　透き通った綺麗な白身。腹の辺りの少し脂が乗っている所を口に放り込めば、柔らかくひんやりとした舌触り。厚めの身は噛み締めるほどに旨味が広がる。鯛に似た淡白そうな見た目だが、似ても似つかぬ力強い味わいだ。

　懐かしい薬味や調味料の味を思い出し、僅かに舌の根が疼うずく。振る舞い料理に文句をつける気はないが、茗荷みょうがと辛子醤油か、生海苔と酢味噌を合わせればさらに味は昇華するだろう。

「旨い」

　満足げに舌鼓を打つ黒須に、他の面々の反応は様々だった。

「うーわ……。マジで食いやがった。なんだコイツ、人間じゃねーのか？」

「せ、先生……っ！？」

「クロス殿、それ以上は止めておかれよ。腹を壊してしまうぞ」

「じ、自分も試しに一切れ────」

「よせッ、オーリック！　死ぬ気か！？」

「生魚を食すのは我ら蜥蜴人だけの特性と思っておりましたが……。いえ、お気に召したのならもっと持って来させましょう」

　変人を見るような目線が少々癇に障ったが、気前のいい男爵に黒須は感謝の言葉を伝えた。

「先生は胃袋までお強くいらっしゃるのですね……」

「レナルド様、その"先生"とは？　彼は何者なのでしょうか」

　訝しげな男爵に、レナルドは満面の笑みで応えた。

「クロス殿は護衛依頼を受けていただいた傭兵なのですが、僕の人生観を変えてくれました。まだお会いして三日しか経っていませんが、僕が全幅の信頼を置いている先生でもあるのですよ。ボレロ卿」

「我ら騎士にも大変教訓になるお話を頂戴しましてな。空き時間には訓練もつけていただいております。私や騎士見習いたちも彼には心服しておる次第でして」

「左様ですか……。……おい、タイメン」

　男爵は食器を静かに皿の上へ置き、頭の中で何かを計算するように数秒虚空を睨んだかと思うと、神妙な顔で息子の名を呼んだ。

「んー？　なんだよ親父」

「構わんぞ」

「はぁ？　何がだよ？」

「先ほど言っていただろう。代官になる前に他の街を見てみたいと。レナルド様や騎士の皆様がここまで仰るお方だ。クロス殿が預かって下さるのなら、私としても心配がない。一度、アンギラを見て知見を広げてこい」

　その言葉に、タイメンは床を蹴るようにして椅子から立ち上がった。

「きっ、聞いてたのかよ！　いや、それよりホントにいいのかっ！？」

　詰め寄るようにテーブルにバンッ！と両手をつく。その巨躯の振動によって、艶やかに盛り付けられていたいくつかの料理が倒壊した。

「フン、私がお前の考えに気が付いていないとでも思っていたのか？　お前がいつもギルドでくだを巻いているのは、よそから来る冒険者に他の街の話を聞くためだろう。どのみち、あの忌々しい亀がいる間は代官としての業務も少ない。帰ってからは仕事を学んでもらうが、これもいい機会だ。若いうちに他所の土地で揉まれてくるといい」

「マジかよ！？　やったぜ、クロス！　オレもアンギラに連れてってくれっ！」

　男爵からの許しを得て、タイメンは興奮を抑えきれないように尻尾をブンブンと振り回した。どうやら蜥蜴人の尻尾には狗いぬと同じで感情が表れるようだ。

「……代官殿、どこの馬の骨とも知れん冒険者や傭兵などに、大事な跡継ぎを預けて本当にいいのか？　俺たちは迷宮にも潜る。常に危険が伴うぞ」

　一家一門いっけいちもんの徒とにとって、跡継ぎは当主の次に死守すべき存在。兄上がそうであったように、好むと好まざるとに関わらず、その行動は大きく制限を受けるものだ。

「クロス殿、私も愚息も根っからの海男です。ナバルの海は我々に多くの恩恵を与えてくれますが、決して人に優しくはない。船乗りにとって、危険は日常茶飯事なのですよ。中でも遠洋漁業は命懸けの船旅に近く、冷静さを欠いた者から命を落とします。私は息子に、何があっても動じない強い男になって欲しい。どうか、よろしくお願いします」

　その眼差しにはひとかたならぬ決意が漲みなぎっていた。思い付きの判断と考えたこちらが愚かだったらしい。

「代官殿がそう言われるのならば、俺も責任を持ってタイメンの命をお預かりしよう。必ず生かして帰すとお約束する」

　こうして、帰路の旅路に仲間が一人加わった。





第53話 お侍さん、大蜥蜴に呆れる




「なぁぁぁんでだよぉぉぉおおっ！！」

　アンギラへの帰路、一騎の騎馬が隊列を離れて明後日の方向へ爆走して行く。馬は尾と鬣たてがみを長く風に靡なびかせながら、蹄に火花を散らして元来た道へとまっしぐらに狂奔した。

「タ、タイメン様！！」

「オーリック、もう放っておけ。あの阿呆には身体で覚えさせた方が早い」

　追い掛けようとした見習いを制止し、黒須は呆れ顔で豆粒ほどの大きさになりつつある馬の姿を見送った。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




「だからその馬は止めておけと言っただろう。訓練も受けておらん暴れ馬など、未熟者に御せるものか」

　ナバルを発つに当たり巨漢のタイメンを誰かと同乗させる訳にもいかず、彼はボレロ家の所有する馬から一頭を選ぶ必要があった。乗馬には不慣れだと言うので黒須も選別に立ち会っていたのだが、タイメンはこちらの助言に一切耳を貸さず、何故か白馬に拘こだわるという独自の感性で駄馬を選んでしまったのだ。

「アルチェちゃんを悪く言うんじゃねーよ！　この娘こは自分のお家に帰りたがってるだけだろ！　寂しがり屋さんなんだよ！」

「…………………」

　名前まで付けて溺愛しているが、白馬が立派な雄馬であることに気が付いていないのは本人だけだ。レナルドでさえ、その名を聞いた瞬間に馬の股ぐらを二度見していた。

「タイメン様……。無礼を承知で申し上げれば、それは騎馬として致命的な欠点であります」

「違ちげえって！　今はまだ恥ずかしがってるだけだ！　オレが主人に相応しいって認められれば、絶対本気出してくれるはずなんだよ！」

　今日出逢ったばかりの馬相手に一体何を抜かしているのか、この蜥蜴は────……

　"馬は人を見る"などいう言葉があるが、そんなものは戯言たわごとだ。人が外見から馬の性格を読めないように、馬も外見から人の善し悪しなど判断してはいない。

　馬術とは、馬に乗り手の指示を的確に伝え、馬の心を正確に感じ取る意思疎通の術を指す。

　生き物である以上、自由気ままに行動しようとするのは自然の摂理。勝手をしようとする馬の挙動の出鼻を見抜き、手網捌きでこちらの意思を正しく理解させてやらねば、常歩なみあしすらもできはしない。一朝一夕で身に付けられるような技術ではなく、それ故、人も馬も日々訓練に励むのだ。

「だからよ、オレのこの愛がっ！　情熱が伝わりさえすりゃ、アルチェちゃんは誰にも負けねー超名馬に────」

　鬢出びんだししに似た毛櫛けぐしで、雄馬の鬣を不器用に梳すきながら熱弁を振るう大蜥蜴おおとかげを、一行は可哀想なものを見るような眼で眺めていた。

「……この男、粗野に見えて案外箱入りなのか？」

「……先生、いくら貴族の息子でも乗馬くらいは習いますよ」

「……単に甘やかされて育ったのやもしれませんぞ。男爵はタイメン殿をいたく可愛がっておられるご様子でしたからな」

　頓珍漢とんちんかんな講釈に石ころのような無表情で相槌を打つ見習いを他所に、三人はコソコソと膝を突き合わせる。

　男爵はレナルドの見送りというお題目でナバルの門まで同行していたが、その眼は最初から最後まで息子に固定されていた。やれ忘れ物はないか、やれ身体には気を付けろと、会談中の覇気はどこへやら、心配の権化ごんげと成り果てていたのだ。

「僕からすれば、あのような関係は非常に羨ましいものがありますけどね」

「そうか……？　俺も父上を御尊敬申し上げているが……。あれを羨ましいとは思えんな」

　父は黒須の旅立ちの日に顔さえ見せなかった。それは決して自分を軽視しているのではなく、すでに教えることは教え、伝えることは伝えたという信頼の意思表示だ。

　もし父上が男爵のような真似をすれば、黒須家は当主の乱心騒ぎで大混乱に陥る羽目になるだろう。

「さて、前回の野営地までもうひと踏ん張りです。そろそろ出発────」

「隊長っ！　前方から何か来ます！！」

　ラウルが馬に手を掛け行軍再開を告げようとした矢先、アクセルの大声がそれを遮った。

　指差す方向に眼を細めると、荒野の果てにもうもうと土煙が上がっている。かなりの距離があるが……確かに、こちらを目指して移動して来ているようだ。

「何だあれは？」

「魔物の群れ、でしょうか？」

　遠目ではっきりと視認できないものの、黒い体毛と赤ら顔、天狗のような長い鼻があるのは分かる。それぞれは柴犬ほどの大きさだが、二十頭近くの数が固まって走っているために、まるで黒雲の波が押し寄せて来るように見えた。

「ありゃー狂猿ポウン・パウンだな。単体じゃＦランクの雑魚だが、群れの規模によっちゃー最大でＣランクにまでなる群生魔物だ。一度狙った獲物は死ぬまで追うっていう、面倒くせー習性のお猿さんだぜ」

「あ、あれはどう見ても我らに目を付けておりますね……」

　ナバルのギルドでも思ったが、意外とタイメンは博識である。パーティーに属さず活動していたという理由もあるのかもしれないが、どうやら、ただの世間知らずでもないらしい。

「隊長、いかがいたしましょうか？」

「……進行方向から向かって来る以上、撃退するしかあるまいな。レナルド様はピナを連れて馬車へお入りください」

「分かった。みんな、気を付けてね」

「アクセルとオーリックは馬車を死守せよ。なるべくそちらには近寄らせんようにするが、もし敵を相手にする場合は二人で連携して戦うように」

「「はっ！！」」

　ラウルは数秒眉根を寄せて考え込んだが、すぐにテキパキと指示を出し始めた。特訓の成果が僅かにでも出ているのか、もう長考とは呼べない判断の早さだ。

「タイメン殿は私と共に前衛を頼めるだろうか」

「おうッ、任せてくれよ！　接近戦は大好物だぜ！」

「クロス殿……。数を減らしてきてくれるか？」

　ラウルはこちらを向いてニヤリと笑った。意味ありげなその笑みに、求められている役割を察する。

「承知した。では、行ってくる」

　下馬した四人をその場に残し、黒須は群れへ向かって猛然と馬を駆けさせる。

　せっかく馬がいるのだ。相手の到着を待ってから歩射でチマチマと数を削るより、突進騎射で仕留めた方が手っ取り早い。

　猿どももこちらの存在を認識したのか、より一層勢いを速めた。互いに糸で引き合うように、ぐんぐん距離が縮まってゆく。

　"追物射おものい"

　自身の得意とする二丈六ｍの射程に敵が入ったのを確認し、前方に向けて連射する。矢は乾いた鋭い響きを立てて空気を裂き、獲物に命中するたび畳を叩くような音が鳴った。三頭が糸を切られた操り人形のようにぐにゃりと倒れ、後続を何頭か巻き込む。

　"横射よこうち"

　下肢で馬を操り、群れの真横を通過しながら矢を放つ。完全にすれ違うまでに二頭が事切れる。

　"馬静止射ばせいししゃ"

　馬を停めて鐙あぶみに立ち、さらに三頭を立て続けに射殺す。

　"押捩おしもじり"

　群れの矛先がこちらに向いたため、馬を反転させて走らせ、振り返りながら後方を射る。

「よし」

　群れが馬車に向かうものと黒須を追うものに分断された。それぞれ六頭ほどの数だ。あちらは任せてしまっても大丈夫だろう。

「…………童こどもの頃を思い出すな」

　蜘蛛の子を散らすように逃げ回る猿どもの姿に、若き日の懐かしい記憶が想起される。

　馬上弓術の稽古は騎射三物きしゃみつものと呼ばれ、笠懸かさがけ、流鏑馬やぶさめ、犬追物いぬおうものの三種に別れる。いずれも実戦を想定した訓練であるが、黒須は特に、犬追物が好きだった。

　個の武勇を尊ぶ武士の鍛錬は個人技に時を費やすことが多い中、犬追物では動く的を連携して追う訓練のため、兄上たちとも協力しながら犬を追い回すのだ。

　的犬を殺してしまわぬよう刃のない神頭矢じんどうやや犬射蟇目いぬいひきめを使用するが、当然ただ掠かするだけでは有効射とは看做みなされない。検見けみや喚次よばわりから『お見事！』の声が上がるたびに膝小僧を叩きながら笑顔で喜び合い、外せば年相応に空を仰いで唇を噛んだものだ。

　あの時の兄上たちの楽しげな声は、今もはっきりと耳の奥に残っている。

　兄弟仲良く遊ぶことなど許されぬ身の上であったため、世間のしがらみを忘れてただただ熱中することのできるあの稽古は、黒須にとって貴重で、大切な時間だった。

　懐かしき思い出を牛のように反芻はんすうしつつ、縦横無尽に翻弄しながら次々と敵を片付ける。相手の脚は騎馬の速度に全く及ばず、殲滅に大した苦労は必要なかった。

　調子に乗って少々馬車から離れすぎたため、矢の回収は後回しにして急ぎ来た道を戻る。

　苦戦してるようなら加勢に入るつもりでいたのだが────……

「だはははははッ！！！！」

　そこには、群れの中心で鬼神の如く大暴れしているタイメンの姿があった。

　剛力に物を言わせて殴り飛ばし、頭を鷲掴みにしては握り潰している。猿どもも必死になって爪や牙で応戦しているが、強固な鱗は易々とその攻撃を無効化しているようだ。

「これで仕舞いだオラァ！」

　最後の一頭の腕を掴み取り、遠投でもするかのように頭から地面に叩きつける。哀れ、猿は内部から弾けたようにバラバラになった。

　術理の匂いは微塵も感じない野獣のような格闘術だが、思わず眼を見張るほどの凄まじい迫力だ。

　ラウルと見習いたちもそれぞれ一頭を相手に奮戦しているが、この様子なら助太刀は必要あるまい。

「お前……。その得物は飾りなのか？」

　タイメンは目算でおよそ四貫十五ｋｇはありそうな巨大な戦斧を背負っている。常人には振ることすら叶わないだろう代物だ。

「こりゃ大物用の武器だっての！　海の魔物はデッケー奴ばっかだかんな。こんな相手なら殴った方がはえーよ！」

「……………………」

　得意満面で力こぶを作って見せる姿に何となく腹が立ち、言いそびれていたことを伝えることにした。

「ところで、愛馬がどこかへ逃げて行ったぞ」

「アルチェちゃぁぁぁぁぁん！！！！」

　黒須はドタドタと情けない姿で走り去る大蜥蜴を横目に、他の面々の無事を確認しに向かう。

「ラウル殿、大事ないか？」

「…………………」

「ラウル殿？」

「……ん？　おぉ、すまぬ。こちらは問題ない」

　何やら掌てのひらを開いたり閉じたりしながら茫然としていたが──やはり、実戦はまだ早かったか？

　難しい顔で黙り込んでいるラウルの心中を案じつつ、黒須は見習いたちの待つ馬車へと足を向けた。







　﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏

　いつも拙作をお読み頂きありがとうございます。

　更新が遅れてしまい申し訳ございません。

　犬追物などというエゲつない訓練を書いたばかりでアレなのですが……。実は、昨日より子犬と生活を共にすることになり、少々慌ただしくしております。

　小説など生まれて初めて書くド素人につき、拙作にはあらすじや書き溜めもなく、日夜思いつくままに乱文を記しております。そのため、もしかすると今後も更新が遅れる場合があるやもしれません。悪しからず、ご容赦頂けると幸いです。

　今後とも『お侍さんは異世界でもあんまり変わらない』をよろしくお願いいたします。
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　ナバルからの帰路はタイメンという新たな戦力が加わったこともあり、行きよりも遥かに速くアンギラの門を潜ることができた。

「はじめまして！　アンギラ辺境伯家の第三子、レナルド・アンギラです！」

「ボレロ男爵家の長男で、Ｅランク冒険者のタイメン・ボレロだ！　よろしくなー！」

「レナルド様に仕える騎士、ラウル・バレステロスである！」

「騎士見習いのアクセルであります！」

「同じく、オーリックであります！」

「「「「…………………………」」」」

　フランツたちは揃いも揃って大口を開けた間抜け面で硬直している。

　……やはり、連れて来たのは拙まずかったか。

　本来、南門に到着した時点で彼らとは解散するはずだった。しかし、レナルドが仲間たちに一目逢いたいと駄々を捏ねるので、黒須は仕方なく拠点へ案内してきたのだ。

　馬の足音を聞きつけた仲間たちが玄関から顔を出し、今、この状況である。

　こうなるかもと少し予想はしていたが、正直、南門から乗合馬車で帰るのも面倒で、風呂にも早く入りたかった。ナバルの宿は黒須の嫌いな蒸し風呂であった上に、女中どもが湯女ゆなのように乱入して来て怒鳴り散らす羽目になったため、全く寛くつろぐことができなかったのだ。

　貴族相手なら風呂の世話も気遣いになろうが、武士の入浴に無許可で立ち入るとは、高級宿が聞いて呆れる無作法である。一刻も早くいつもの風呂桶に辿り着きたいと考えるのも、仕方のないことと言えるだろう。

　黒須は無言のマウリとパメラに腕を掴まれ、レナルドたちから離れた場所へグイグイと連行される。

「おォォォい！　何で連れて帰って来てんだよ！？　貴族だろアレ！？　送れよ！　城に！」

「何で行きより人数が増えてるんです！？　あの蜥蜴人リザードマンはどこで拾ってきたんですか！」

「奴らがどうしてもお前たちに逢いたいと言って聞かなかったのだ。タイメンはナバルで拾った。家に住まわせたい」

「貴族を捨て犬のように拾ってくるでないわ！　何がどうなればそんなことになるんじゃ！　……どうする、フランツ。貴族だらけじゃぞ」

「とっ、とりあえず……。とりあえずご挨拶をしないと────」

　フランツはガチガチに緊張しながらレナルドたちに向かい合い、絞り出すような声で挨拶をした。

「お、お初にお目に掛かります。Ｅランクパーティー"荒野の守人"のリーダー、フ、フランツと申します。その、本日はどのようなご用向きで……？」

「突然の訪問、失礼いたします。クロス先生のお仲間の皆様にどうしてもご挨拶がしたくて、無理を言って押しかけてしまいました。貴方が先生のリーダーなのですね！」

「クロス、先生？」

　フランツはギギギと音がしそうな動きでこちらに顔を向けた。他の仲間たちも眉をひそめた疑わしそうな眼で黒須を見ている。

「誤解だ。今回は本当に何もしていないぞ」

「と、とにかく、立ち話もなんですので中へお入りください。汚いところですが、お茶でもお淹れいたします」

　フランツは一行を拠点の中へ案内し、居間のソファーを勧めた。そして来客全員が腰を下ろすには場所が足りないことに気が付くと、真っ青な顔で階段を駆け上がって行く。

　恐らく二階の物置部屋に椅子を取りに向かったのだろうが、実戦でさえ見せたことのないような素早い動きだった。

「お、おい……。お貴族様に出せるような茶なんかねえぞ。どうすんだ、いつものでいいのか？」

「フランツがお茶でも淹れると言ってしまった手前、出すしかなかろうよ……。水よりはマシじゃ」

「あの、私はメイドのピナと申します。よろしければこちらの茶葉をお使いください。私もお手伝いいたします」

　逃げるように台所へ向かおうとしたマウリとバルトにはピナがついて行った。

「お前たち、こちらがパメラ嬢だ」

「おお、貴女が！　魔術師でありながら近接戦闘もこなされると先生から拝聴いたしました！」

「な、何でも豚鬼オークとも互角に戦われるとか！　是非お話をお聞きしたいです！」

「えぇ！？　い、いえ、私は、その────」

　パメラは騎士たちに囲まれてあわあわしている。

「クロス、お前スゲーとこに住んでんだな。オレん家よりデケーんじゃねーか？」

「きっと優秀なパーティーなのでしょうね。名のある冒険者は貴族以上に稼ぐと聞いたことがあります」

「いや、この家はだな────」

　修繕した廃墟を安い家賃で借りていることを説明する。

　一見立派に見えるこの屋敷は、その実、黒須が暮らし始めてからも幾度となく手直しが加えられていた。壁の亀裂ひび程度であればバルトが魔術でもって即座に直してくれるのだが、問題は屋根だ。

　とにかく雨漏りが酷く、雨垂れに襲われたパメラが悲鳴を上げる度に『またか』という気分になる。テーブルや床をよく見れば、天井から垂れた水滴が丸い染みを残していることが分かるだろう。

　各々が話をしている内に席の準備が終わり、テーブルには人数分の紅茶が並べられた。穏やかな雰囲気のレナルドに多少は緊張が解ほぐれたのか、フランツが口火を切る。

「レナルド様。道中、クロスがご迷惑をお掛けしませんでしたか？」

「迷惑など、とんでもありません！　先生に依頼を受けて頂いて本当によかったと思っています。また機会あれば、次も必ず指名させて頂きますよ」

「そうですか……。それはよかったです。ええ、本当に」

　フランツは心底安堵したという風に胸を撫で下ろした。出立の朝に心配無用と言ったはずなのだが、この心配性はもう少しどうにかならないものだろうか。

「それで、その"先生"と言うのは一体？」

　嬉しそうな口調で話して聞かせるレナルドとは裏腹に、説明が進むにつれて仲間たちの顔が曇る。

「お貴族様にお説教を……。こ、これはギリギリセーフですかね？」

「本当にギリギリじゃがな。レナルド様が気にしておられんのなら、まぁ良しとしようぞ」

「その、怒って暴れたりはしませんでしたか？」

「えーっと、確かに一度は剣を向けられましたが…………」

「騎士として恥ずかしい限りですが、血だらけでにじり寄って来るクロス殿には戦慄しましたな。本気で殺されるかと思いましたぞ」

　二人が余計なことを言った途端、仲間たちが泡を食ったようにいきり立つ。

「クロスゥゥゥ！！　テメーさっき今回は何もしてねえつってたよな！？　何やってんだ大馬鹿野郎！」

「あれだけ我慢するよう言い聞かせたじゃろうが！　相手は領主様のご子息じゃぞ！？」

「お前ってやっぱヤベー奴なんだな……。高位貴族に手ぇ出したなんてバレたら、処刑されても文句は言えねーぞ」

「ち、違う。あれは野盗どもを斬った直後で、たまたま剣を持っていただけだ。確かに少し腹は立てていたが、彼らに向けていた訳ではない。俺は約束を破っていない」

「レナルド様、ラウル様！　どうかお許しくださいっ！！　彼は外国からやって来たばかりで、まだこの国の常識を知らないんです！！」

　フランツは椅子から立ち上がると思い切り頭を下げた。その顔色は死人のように血の気を失っている。

「おやめください、フランツ殿。ご心配には及びませんよ。罪に問う気などさらさらありません。あれは僕らが勘違いをさせてしまったようなものですから」

「その通りですな。それに今となってはクロス殿の考え……。武士道という精神も理解できました。我らの行動は、彼にとっては侮辱と取られてもおかしくはなかったでしょう」

　無事に黒須の冤罪も晴れ、そこからは和気藹々とした談笑が始まった。

　レナルドがナバルの様子や旅路の出来事を語れば、フランツは迷宮探索や普段の冒険者生活について話す。バルトとマウリは貴族とは眼を合わせようとしないものの、冒険者に興味津々な見習いたちに気をよくしたのか、躍動感たっぷりに鬼熊マーダーベアとの激戦を演じている。

　黒須は特にすることもないので中座ちゅうざして風呂へ向かいたかったが、隣に座っている人見知りに服を掴まれていて逃げられず、仕方なく茶飲み話に付き合った。

　ひとしきり会話を楽しみ、そろそろ解散しようかと皆が玄関に向かおうとした所、不意打ちのようにラウルが黒須の前に立ち塞がる。

「クロス殿。最後に一手、手合わせ願えるであろうか」

「構わんが……。ラウル殿、もしや────」

　壮年の顔に喜色が表れる。

　嬉しくてたまらない悪戯小僧のような笑みだ。

「帰路で魔物と戦って確信した。どうやら、体の感覚が戻ったようである」
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「すごいじゃないかラウル！　本当によかった！！」

「隊長！　おめでとうございます！」

「じ、地獄の特訓の甲斐がありましたね！」

　歓喜が弾け、レナルドたちは誰彼ともなく抱き合わんばかりに沸き上がった。事情を知らぬタイメンと仲間たちはポカンとしているが、黒須も思わずラウルの肩を叩いて祝福する。

「やったな、ラウル殿」

「全ては貴殿の力添えのおかげである。クロス殿…………」

　ありがとうと小さな声で呟き、ラウルは感極まった表情を隠すように顔を背けた。

「礼を言うにはまだ早いだろう。早速、腕を見せてくれ」




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




　外の空き地で二人は向かい合う。黒須は剣、ラウルは槍。どちらも訓練用ではない本身の真剣を手にしていた。

「……なるほど、纏う空気が変わったな。以前よりも強い覇気を感じる」

　眼付き、表情、構え────肩の力はほどよく抜け、背筋がピンと伸びたいい立ち姿だ。こちらの心臓に向けられている槍も無機質な気迫に溢れ、まるで鉄砲を突きつけられているような嫌な感覚に産毛が逆立つ。

　皮膚がヒリつくような心地いい殺意。久々の尋常な立ち合いに胸が高鳴る。

「雰囲気だけではないとご覧に入れよう。……いざッ！！」

　"一騎驀進いっきばくしん"

　ラウルは甲冑の重さを感じさせない風のような突進で間合いを詰めると、凄まじい速度の突きを連続で繰り出した。

　速い────が、ネネットには及ばんな。

　確かに以前に比べると敏捷な動きではあるが、驚嘆に値するほどではない。傭兵ギルドで戦った……名は忘れたが、あの時の槍士といい勝負と言った所だろう。

　するりするりと脚捌きで槍を躱しつつ、どう攻めようかと思案する。ラウルの持つ十文字槍の長さは目算で二間三百六十ｃｍ。こちらより三歩半は間合いが遠い。

　……槍をかち上げてから懐に飛び込むか。

　槍の利点は間合いの長さだが、裏を返せば接近するだけでその優位性は失われる。ラウルたち騎士は格闘術を嫌うため、蹴撃を警戒する必要もない。

　胸を狙った刺突をギリギリまで引き付け、下段から剣を斬り上げ右脚を一歩踏み込んだ、その瞬間────槍先が大きくブレた。

「─────ッ！？」

　太刀筋が外れて手首を斬られそうになり、咄嗟に後ろへ大きく飛び退く。

「…………莫迦ばかな」

　何だ、今の突きは。

　驚愕する黒須を他所に、兜の奥から覗くラウルの双眸そうぼうがギラリと光る。

「まだまだッ！　こんなものではないぞ！！」

　もう隠す意味もないと言わんばかりに、得体の知れない刺突が連発される。

　これは……止められんな。

　ラウルが腕を突き出すたびに、濡れた手拭いを振り回すような轟音が辺りに響く。紙一重で躱し続けるも、螺旋らせんを描くように揺れる穂先の軌道は並外れた動体視力を持つ黒須の眼力を以もってしても捕らえ切れず、追われるがままに後退を続ける。




「クロスが、押されてる！？」

「何だありゃ……。バケモンじゃねーか。狂猿ポウン・パウンの時は手ぇ抜いてたのかよ」

「あの槍の動き、魔術か？」

「いいえ。ラウルは魔力を失っているはず、なのですが……」




　不可視の刺突は風車かざぐるまの如く猛回転する十文字槍の攻撃範囲と相まって、実に凶悪な追い打ちとなっている。安易に受け太刀でもすれば、腕など簡単に千切り飛ばされるに違いない。

　しかし────少々驚かされはしたものの、何度も観察するうちに絡繰からくりには気が付いた。

「早槍くだやりか」

　数多あまたある柄物つかものの中でも最も厄介な部類に入る武器。柄の持ち手に筒状の管を通して握り、掌との摩擦を極限まで減らすことで爆発的な速度と面的な軌道を生む変幻自在の槍である。

　ラウルの槍には管などついていないため、恐らく、仕掛けがあるのは篭手の方だ。

　弓を射ることを想定して指を露出させている黒須と違い、ラウルの篭手は手袋状に五指を鈑金で覆っている。一見すると分からないが、手袋の内側に鉄板を仕込み、それが管と同様の役割を果たしているのだろう。

「む、この技をご存知か。私が独自に編み出した槍術と思っていたのだが……。お恥ずかしい限りである」

　バツが悪そうに構えを解いたラウルに対し、黒須は些いささか呆気に取られた。

　この男────……我流でここまでの技を身につけたのか？

　武技とはつまり、幾千幾万の研鑽けんさんの蓄積だ。あらゆる技が生まれては消え、より実戦的なものだけが型として残る。単身で一つの技術を確立するなど、傑出した才覚と血を吐くほどの努力が必要なはず。

「ラウル殿、非礼を詫びよう。どうやら俺は其許を甘く見積もっていたようだ。ここからは、殺すつもりで行かせてもらう」

「貴殿の本気を引き出せたのなら、私はそれを誇りに思おう。では、仕切り直しであるな」

　どちらからともなく距離を取り、互いに武器を構え直す。数秒の睨み合いのあと、示し合わせたように双方が同時に駆け出した。

　眼前に円形の刃が煌きらめくが、見えずとも、攻撃範囲はもう見切っている。刺突と思わず、大砲の弾を避けるが如く大袈裟に回避すればいいだけだ。

　唸りを上げて耳元を掠める穂先を潜り、槍の間合いの内側に踏み込む。脇構えから逆胴を目掛けて剣を薙ごうとしたが、ラウルは槍を縦に回転させ、石突いしづきを跳ね上げるようにして黒須の顔面を狙った。

　こちらの攻撃を読み切った完璧な合わせ拍子に、思わず舌打ちが出る。ほとんど反射的に身体が防御の姿勢に動くが、迫り来る石突の方がやや速い。

　鎬しのぎに槍が激突し、鏘然そうぜんとした響きと共に瞬く間火花を散らした。

「────当てられたか。まるで別人のような槍捌き、見事だ」

　黒須は右頬から出血していた。




「マジかよ！？　クロスに一撃入れたぜ！」

「二人とも、なんちゅうスピードじゃ……」

「スゲーなラウルさん！　そのままノシちまえっ！！」

「僕には速すぎて何が何やら……。アクセル、オーリック。今の、見えたかい？」

「申し訳ありません。全く見えませんでした……」

「自分もです。ほ、本来の隊長の槍はあんなに速いのですね」




　頬を伝う鮮血をペロリと舐め取りながら、黒須は静かに破顔していた。面傷おもてきずを負わされるなど、一体いつぶりのことだろうか。吹き零れる法悦を堪えきれず、唇が勝手に笑ってしまう。血湧き肉躍る本物の死闘。これこそ、喉から手が出るほどに渇望した戦いだ。

　嗚あ呼あ……。この国に来られて、本当に、本当によかった。

　本能に身を任せ、鎖を引きちぎった虎のような勢いで一直線に走り出す。

　突き出された槍先が肩口を抉るが────どうでもいい。

　毛ほども気にせず全力の前蹴りを放つ。

「ぐうぅッ！」

　純白の鎧が歪み、踵が肝臓に食い込む感触。

　ラウルが仰向けに転倒する。

　兜の隙間を狙い、顔面を刺し貫かんと両手で剣を振り下ろす。

　ゴロゴロと横に転がって躱された。

「もう私の刺突は通用せんようだな。ならば…………」

　黒須が地面に深く突き刺さった剣を引き抜いている間に、ラウルは体勢を立て直し、柄の先端を掴んで風切り音を立てながら振り回し始めた。

　その速度はどんどん加速し、ついには槍が視認できないほどになる。

「はは、槍を鞭のように扱うとは。初めて見る槍術だ。心が踊るな」

　黒須は心底嬉しそうに笑うと、腰に装備しているナイフを投げつけた。甲高い音と共にナイフは弾かれ、明後日の方向へ飛んでいく。

「攻防兼ね備えた技という訳か。これは小手先の技では崩せんな」

　持っていた幅広剣ブロードソードを捨て、愛刀の柄に手を掛ける。姿勢を低くして左脚を大きく後ろへ引き、短く息を吸う。その姿は力いっぱい引き絞られた弓のようだった。

　弾かれたように飛び出し、二人の姿が交錯する。

「「……………………」」

　槍で巻き上げられていた砂埃が晴れた時。そこには槍を地面にめり込ませたラウルと、その喉元に剣を突き付けている黒須の姿があった。

「────どうであっただろうか？　少しは貴殿を驚かせることができたか？」

「素晴らしい剛槍だった。これまで戦った槍使いの中でも類を見ない技の冴えだ。其許に戦いを離れていた期間がなければ、勝負の結果は分からなかったかもな」

　ラウルは兜を脱ぐと、胸に手を当てて頭を下げた。

「クロス殿。私は騎士として、この大恩を生涯忘れないと誓う。いつか必ず、受けた恩義に報いてみせよう」

　ラウルはこちらに右手を差し出した。

　握れ……という意味だろうか。

「よせ、水臭い。我らは共に誇りのために生きる者、言わば同胞はらからだ。其許はただ己の騎士道に邁進まいしんされよ」

　二人は固い握手を交わし、少年のような笑顔で互いの健闘を讃え合った。





第56話 冒険者さん、感動する




　とんでもない戦いを見てしまった…………。

　この辺鄙へんぴな空き地で行われた立ち合いは、後々まで、いや、死ぬまで忘れられないほど衝撃的な名勝負だった。想像を遥かに超える絶技の応酬を目の当たりにして、ぼーっと突っ立っていただけなのに、運動したあとみたいに体が熱っぽい。

　限界まで集中していたつもりだが、それでも、自分程度の剣士ではきっとやり取りの一割も理解出できていないという確信めいた思いがあり、行き場のない無念さと焦がれるような憧れの気持ちがもやもやとして胸の中に鬱積する。

　しかし、今はそんなことよりも──────

「やっぱり、そうだ……」

　フランツはクロスと親しげに話している大柄な騎士を尊敬の眼差しで見つめていた。

　ご挨拶させていただいた時には気が付かなかったが、その流麗な槍捌きを見て思い出したのだ。十八年前に終結したオルクス帝国との大戦を勝利に導き、たった一人で戦局を変えるとまで言われた王国最強騎士の勇名を。

　大英雄、ラウル・バレステロス。

　王家直属近衛騎士団への勧誘を蹴り、飽くまで西方の守護に拘ったとされる言わずと知れたアンギラの偉人である。当時、身体強化の奇跡において大陸で右に出る者はおらず、敵国からは恐れをもって"ファラス王国の魔槍騎士"と呼ばれていたそうだ。

　自分がまだほんの小さな、五歳か六歳の頃の伝説だが、ギルドの資料室にある王国戦記にもその名はしっかりと記されている。

　戦後、唐突に前線から姿を消して行方不明となったことから、王国の弱体化を他国に知られないために戦死を隠匿されたなどと実まことしやかに噂されていたが…………

　紛れもなく、本物の英雄が目の前にいる。その現実味のない状況に、頬をつねればまともな風景に変わるんじゃないかとさえ思えた。

「フランツよ。ありゃあ、まさかとは思うが────」

　自分と同じような表情をしている所を見るに、バルトもその正体に思い至ったらしい。

「うん、俺も今気付いたよ。あの人、"魔槍"だ」

「では、クロスがヘコませたあの鎧は……。陛下から下賜されたという総魔銀製の────」

「いや、やっぱり別人なんじゃないかな」

　ラウル様は魔術を使用していなかった。

　レナルド様が魔力を失ったと言っていた気もするが…………

　人違いだ。うん、そうに違いない。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




　別れを惜しみつつレナルドたちが去り、すっかり静かになった拠点には陽気な蜥蜴人だけが残された。屋敷を囲む鉄柵の中を狂ったように爆走していた彼の愛馬を何とか木に繋ぎ、改めて居間のソファーで向かい合う。

「俺は風呂に…………」

「馬鹿もん、止血が先じゃ！」

　さりげなく席を立とうとしたクロスをバルトが捕獲し、肩口に布を押し当てる。それほど重い傷には見えないので、初対面の貴族を残して消えられては困ると気を回してくれたのだろう。

「それで、タイメン様は────」

「おいおい、"様"は止めてくれよ！　鱗が逆立っちまうぜ！　冒険者同士なんだから呼び捨てで構わねーって」

「なんか……。貴族ってもっとこう、偉そうなヤツらだと思ってたぜ」

　同感だ。クロスのような例外は別として、これまで貴族と面と向かって話す機会などなかったが、レナルド様やラウル様も意外なほど気安い雰囲気だった。

　ご領主様の演説や騎士団による旗行列パレードの印象が強いため、先入観があったのかもしれない。

「田舎貴族なんか平民とたいして変わんねーって。オレも親父も漁師と船乗って漁に出てんだぜ？　親父はまだしも、ナバルにゃオレを貴族扱いするヤツなんか一人もいねーよ」

「じゃあ、タイメン。クロスからここに住みたいって聞いたけど、事情を教えてもらってもいいかな？」

「オレは生まれてから一度もナバルを出たことがなくてよー」

　タイメンの語った話は、故郷を飛び出してきたフランツたちにとって共感を覚える内容だった。

　田舎で暮らしていると、なんだか自分だけが世界に取り残されているような、大きな可能性をふいにして生きているような。そんなやり切れない想いに駆られることがあるのだ。

　身分は違えど、同じ田舎者として都会に憧れる気持ちは痛いくらいによく分かる。

「島亀アスピドケロンのせいで今は代官の仕事もねーから、その間だけでもアンギラで暮らしてみてーんだ。オレも冒険者として少しは稼いでたから、もちろん家賃も払わせてもらう。だから頼むっ！　少しの間だけ、オレを仲間に入れてくれ！」

　目を瞑り、意を決したような面持ちで頭を下げるその姿には、相違点よりも共通点の方が多いように思えた。

「……分かった。タイメンを荒野の守人の臨時メンバーとして歓迎するよ。気難しいクロスが連れてきたってことは、信頼もできるだろうしね。じゃあ、二階の物置部屋を片付けるからそこを使ってくれ」

「やったぜ！！　ありがとなー！」

　タイメンは喜びで尻尾を床に打ち付けた。その音でパメラがビクッとなり、悪い悪いと苦笑している。

「それにしても島亀か……。ナバルも大変なんだね」

　島亀はＳランクの中では比較的温厚な魔物だ。手出しさえしなければ害はないのだが、その背には希少な鉱石や植物が存在するとされており、過去、一攫千金を夢見た小国の王が軍を派遣して国ごと滅ぼされたという逸話がある。

　そのため、出現した場合は絶対に攻撃してはならないという法がどこの国にも定められているのだ。

「話にゃあ聞いたことがあるが、見たことはないのう。クロスよ、お前さんもその姿を見たのか？」

「ああ、マウリが一万人乗っても平気なほどの巨大な島だった」

「フランツならどうですか？」

「…………三千人だな」

「おいコラ。俺がフランツの三分の一サイズのチビだって言いてえのかテメー」

「マウリンって旅行小人ハーフリングだよな？　それにしちゃー……」

「何だよ？　言いてえことがあんなら言ってみろよ蜥蜴野郎」

　憐れむような表情で口を濁したタイメンをマウリが睨み付ける。

　なんというか、実に対称的な二人だ。蜥蜴人にしては大柄なタイメンと旅行小人にしては小柄なマウリ。圧倒的な体格差も相まって、大人と子供のように見える。

「あっ、そうだ。俺たち、もうすぐ二回目の迷宮探索に入る予定なんだけど、タイメンはどんなタイプの戦い方をするんだ？」

「オレは重戦士だ。魔術は水の適性を持ってっけど、使えるのは創水クリエイトウォーターの奇跡くらいだなー」

「……飲み水が出せるのは助かるよ。前は意外と水場が少なくて困ったんだ」

　ちょうど昨日、トトの店で大きな水筒を買ってしまったばかりなので少しショックだが、返品を頼むしかないか。

「遠征の準備はどうなっている？」

「ほぼほぼ完了ってとこかの。あと足りんのは防水用のテントと────」

「水薬ポーションだ。トトの店は売切れで、エリオの店も増産中だとよ。ガーランドで買うと高ぇし、領都こっちで用意しときてえよな」

「よし。じゃあどうにか明日一日で準備を終わらせて、明後日の朝に出発しようか」

　フランツの立てた方針に仲間たちは首肯して同意を示した。







　﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏




　いつも拙作をお読み頂き誠にありがとうございます。

　昨日、総閲覧数が１００万ＰＶを突破いたしました！！

　ここまで応援して頂いた読者の皆様に心から感謝いたします。

　今後とも『お侍さんは異世界でもあんまり変わらない』をよろしくお願いいたします。

　P.S.

　最近、他の作者様の小説を読んでいて拙作は一話あたりの文字数が多過ぎる（五千〜七千）ことに気が付きましたので、今回は出来るだけ短めにしてみました。

　筆者自身はあまり気にしたことがないのですが、一千〜二千文字くらいの方が気軽に読めますでしょうか？

　手探り状態の素人仕事につき、ご意見を頂ければ幸いです。

　※ヘタレのため返信は出来ておりませんが、頂いたコメントは全て拝読しております。





第57話 お侍さん、思い悩む




「人族って変わってるよなー。熱湯なんか入って何が楽しいんだか。料理されてる気分にならねーの？」

「……………………」

　小川を蛙のようにスイスイと泳ぐ大蜥蜴を鬱陶しそうに眺めながら、一つ大きなため息を吐く。

　ようやく話し合いから解放され風呂に浸かって寛いでいた所に、部屋の片付けが済んだらしいタイメンが行水にやって来たのだ。水場が得意と言っていただけあって、長い尻尾を器用に使い、水音も立てることなく滑るように泳いでいる。あの筋肉の塊のような肉体が何故水に浮くのか不思議でならないが、体内に鰾うきぶくろでも持っているのだろうか。

「その顔から出てんのって"汗"ってヤツだろー？　熱いなら我慢しねーで水に入りゃいいのによー」

「お前、……………」

　反論の科白せりふが喉元までせり上がったが、蜥蜴には風呂のよさなど理解できまいという気持ちが言いかけた言葉を咽喉に押し戻した。

　代わりに、以前から気になっていたことを尋ねる。

「そもそも、暑さや寒さを感じるのか？」

　先日の狂猿戦、タイメンは引っ掻かれようが噛み付かれようが、気にする素振りさえ見せなかった。全身を覆う無機質な鱗には痛覚どころか、感覚そのものがなさそうに思えたのだ。

「あったりめーだろ！　蜥蜴人リザードマンを何だと思ってんだ！　むしろ、寒さにゃめちゃくちゃ弱えーよ！」

「バルトがもうすぐ雪が降ると言っていたが……。冬眠、しなくてもいいのか？」

　寒さに弱い蜥蜴と聞いて当然の疑問を口にしたつもりだったが、タイメンはやや不快げな表情になり、眉の辺りに嫌な線を刻む。

「お前さー……。オレは平和を愛する優しい男だから構わねーけど、それって異種族への差別発言だから気ぃつけろよ？　特に獣人族にゃー動物扱いされるとブチ切れるヤツも多いからな。人種差別主義者レイシストだと思われちまうぜ？」

「人種差別……？」

　言っている意味がよく分からない。いや、言葉自体は理解できるが、"人種による差別"という概念を図りかねる。

　"花は桜木さくらぎ、人は武士"

　花の中では桜が最も美しいとされているように、人の世に位階があるとするならば、論ずるまでもなく武士が最上位。

　黒須が人を測る尺ものさしは武士かそれ以外かしかない。

　父上もたびたび階級観念については申しておられた。支配階級である武士と被支配階級であるその他に区別はあるが、武士以外の者の間に上下関係は存在しないと。乞食であろうが豪商であろうが、我らからすれば大した違いはないのだと。

　父の教えに疑問を持ったことはなかったが────俺は、タイメンの言うような差別主義者なのだろうか。

　人間のみが暮らす日本とは違い、この国には外見の異なる様々な種族が生活している。そこに優劣があるとは思わないが、最近は相手の武力を推量おしはかるために獣耳や福耳の有無を確認する癖が身についた。

　人種によって相手を値踏みすることを差別と呼ぶのであれば、立派な差別主義者とも言えようが……。

　要は、自分にとって敵になり得るか否かだ。敵対するなら誰であろうと等しく同じ、斬り捨てるのみである。その判断に種族などという視点が介在する余地はなく、老若男女、貧富貴賤ひんぷきせん、士農工商しのうこうしょうも全く関係ない。

「まー確かに寒いと動きが鈍くなんだけどよー。……あっ！　この川、魚いるじゃねーか！！　ちょっと捕まえて来るわ！」

　顎に手を当て考えを巡らせていると、タイメンは完全に潜水した状態で上流へと旅立って行った。

「…………………」

　突然の遁走に、ポカンとしてそれを見送る。

　呆れるほどの遊泳速度だ。確実に陸を走るよりも速かった。

　武芸十八般の一つに数えられるように、武士にとっても水泳術は極めて重要な武技である。戦となれば敵陣に迫るため海や川、堀を突破しなければならないからだ。

　黒須も幼い頃から嫌というほど水練は叩き込まれた。

　真しん、草そう、諸手伸もろてのび、小抜手略体こぬきてりゃくたい、大抜手おおぬきて、巻足まきあし、雁行がんこう、蓮華鴨れんげがも、諸手日傘もろてひがさ、扇返おうぎがえし、水書すいしょ……。ありとあらゆる型をはじめとして、甲冑を着たまま泳ぐ着衣泳法、立ち泳ぎのまま弓や鉄砲を撃つ水中射撃、さらには捕虜化を想定して手足を縛られたまま泳ぐ全身絡ぜんしんがらめまで。

　水責めや溺水への耐久訓練も兼ねていたため、滝壺に巻かれて何度も死の淵を彷徨ったものだ。

　溺れるというのは、単純な刀剣による痛みとは別種の苦しみがある。水中で平静を失うと、人は一心不乱に動かす手足と同じほどの忙せわしさで間近に迫った死から逃れ出る道を本能的に考えてしまう。

　肺に水が入った瞬間その混乱は極致に達し、もはや水面が何方どちらにあるのかさえ分からなくなる。いっそ気を失うか狂ってしまった方が楽なのに、嫌悪感が身体の中に充満し、抗うことのできない吐き気が込み上げて来るのだ。

　数多ある鍛錬の中でも、垢離水行こりすいぎょうの練れんは時間を忘れるほど過酷な修行だった。

　嫌な思い出が怱忙そうぼうとして脳裏に蘇よみがえり、快適なはずの湯が重く伸し掛ってくるような錯覚を覚える。

　黒須は眉間に皺を寄せ、急かされるように風呂を済ませた。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




「わぁ……！　お魚なんて久しぶりです！」

「儂もじゃ。美味そうじゃの」

「俺、海の魚って初めて食うぜ」

　夕飯は食卓から溢れんばかりの魚料理で埋め尽くされていた。

　残念ながら刺身は見当たらないが、揚げ物や焼き物からは食欲を刺激する芳ばしい香りが漂い、ひとりでに鼻腔がいっぱいに広がる。魚の焼ける匂いは何故だろうか、いつも恐ろしいくらい幸福な気分にさせてくれるものだ。

「こんな高級品……。嬉しいけど、ホントによかったの？」

「おうよっ！　いっぱい持って来たからガンガン食ってくれ！」

　心配そうな顔で尋ねるフランツに、タイメンはドンと胸を叩いて答えた。

　聞く所によると、ナバルを立つ際に男爵が土産として大量の食材を持たせくれたのだとか。『息子をよろしく頼む』という気遣いだろう。流石は貴族、如才じょさいない。

「うおぉっ！？　これ、めっちゃ美味ぇ！」

「脂の乗りはやはり川魚とは比べもんにならんの。葡萄酒ともよく合うわい」

　マウリとバルトは青魚の味醂みりん干しのような物を絶賛した。黒須もボレロ家の昼食で食したが、甘辛い味付けが魚の濃い旨みと相乗し、特に焦げかけた部分が絶品なのだ。

「………………っ！！」

　フランツは無言のまま好物のシチューを掻っ込んでいる。鱒ますのような淡い紅色の切身と野菜を牛の乳で煮込んだ料理だ。その眼には薄らと光るものが見え、感想は聞くまでもない。

「美味しいですっ！　ぜんぜん生臭くありませんね！」

「だろー？　その魚オレが捕まえたんだぜ」

「タイメンさんが！？　すごいですね……！　どうやって捕ったんですか？」

　話し合いの席ではずっと黙り込んでいたパメラも無事に餌付けされたようだ。

　黒須は仲間たちの様子を満足げに眺め、魚肉の腸詰めに手を伸ばす。

　───旨い。

　ほどよく火に炙られたパキッとした食感。香料の使い方が豊富で荒っぽく、以前マイカの宿で食った豚鬼オークの腸詰めと比べると薄味ではあるものの、その分あっさりとしていていくらでも食べられそうだ。

　思わず玄米飯が恋しくなる。

「そういえば、タイメンさんってお貴族様なのに何で冒険者になったんですか？」

「オレんちは海の治安維持も大事な仕事でよー。魔物狩りを手伝わされてる時に思ったんだ。どうせ毎日魔物と戦うなら、冒険者になりゃー小遣い稼ぎになるんじゃね？　ってな」

「よく親父殿が許してくれたもんじゃの」

　自慢げに語るタイメンに対し、バルトは得心がいかないような顔つきになる。

「バッカ！　そんなんナイショで登録したに決まってんだろ！」

「ギルドの受付はどうやって誤魔化したんだよ？　代官の息子ならツラは割れてんだろ？」

「幼馴染が職員やってっから余裕だったぜ！　親父にバレた時にゃー二人して死ぬほど説教食らったけどな…………」

「それからはずっとソロで活動してたの？」

「パーティー探したこともあったんだけどよー……。やっぱ、誰も貴族なんかと組んじゃくれなかったわ。だからよ、オレにとっちゃ荒野の守人が初めての冒険者仲間なんだ！　受け入れてくれてホントにありがとなー！！」

　タイメンは隣に座るフランツの背中をバシバシと叩き、ちぎれそうな勢いで尻尾を振る。

「ど、どういたしまして。こっちこそ、これからよろしくね」

　痛そうに顔を歪めながら苦笑するフランツに、食卓は言いようもなく暖かい空気に包まれた。







　﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏

　いつも拙作をお読みいただき誠にありがとうございます。

　文字数の件、様々なご意見をいただきありがとうございました。気にしなくていい、むしろ長い方がいい等のお声を多く頂戴いたしましたので、従前通りに続けていこうと思います。

　引き続き『お侍さんは異世界でもあんまり変わらない』をよろしくお願いいたします。

　※お詫び※

　昨日、自身のコロナ感染が判明したため、少しバタバタとしております。そんなに辛くはないのですが、しばらく投稿が不定期になると思いますので、悪しからずご了承くださいませ。





第58話 お侍さん、街を散策する




「こちらが報酬の金貨十五枚、それと経費分の金貨二枚と銀貨八枚でございます。お確かめくださいませ」

　アンギラに帰宅した翌日、黒須は依頼の達成報告のために傭兵ギルドを訪れていた。

　戦時中とあってか、随分と人が少ない。いつも喧しく声を掛けてくる連中の姿も見当たらず、建物内は墓場のように静まり返っている。

「本当に言い値で構わんのか？」

　眉根を寄せ、疑いの眼差しを新顔らしき受付の男へ向ける。

　ナバルでの飲食代はギルド持ちという約束であったものの、使った金額を証明する手段などあるはずもない。どうするのかと思えば、なんと、こちらが申告した通りの金がそのまま差し出されたのだ。

　傭兵ギルドにはいい印象を持っていないこともあって、上手くでき過ぎている、何か裏がありそうだと妙に勘繰ってしまう。

「え、ええ。ギルドマスターからそうするよう指示を頂いておりますので、ご心配なく。お疲れ様でございました」

　受付の男はそう言って慇懃いんぎんに頭を下げた。

「……そうか。なら、遠慮なく受け取ろう」

　瞳の奥には僅かな怯えが映って見えたが、害意は感じなかった。財布として使っている皮袋に受け取った硬貨を仕舞い込み、ギルドをあとにする。

「いやー、やっぱし都会のギルドはデッケーな！　依頼の数も半端ねーしよ！！」

「あれでも北のゴタゴタせいで少ない方らしいのう。ほれ、次は買い出しに行くぞ」

　アンギラの街を散策したいと言ったタイメンと、迷宮ダンジョンに潜るための買い物があったバルトも一緒に来ていた。あれこれ街のことを質問するタイメンに物知りなバルトは相性がいい。

「買い物は水薬ポーションだったな。魔道具屋か？」

「いや、水薬の専門店じゃ。前に行った時はちょうど治癒の水薬だけ売り切れでの。今日はあるとええんじゃが」

　フランツたちが別行動で防水テントを探しに行っているため、こちらの買い物は水薬だけだ。特に急ぐ必要もないので、タイメンの観光も兼ねて寄り道しながら街をぶらつく。

「はー……。あの城にレナルド様が住んでんのか。辺境伯って金持ちなんだなー」

　街の中央、雲一つない青空を突き刺すように聳そびえ立つ尖塔を見上げて、タイメンが感嘆の吐息を洩もらす。見る者を圧するが如きその威容、初めて眼にすれば驚くのも無理はないだろう。

　黒須も街に来た当初、この城と戦になった場合どうやって攻め落とすかと、そんなことばかり考えていた。内部に乱波透波らっぱすっぱを忍ばせておけば城壁は突破できようが、街中に逆虎落さかもがりや乱杭を敷かれてしまえば、城に到達するのは至難の業わざだ。文字の練習と称して日夜書き付けている愛用の冊子には、これまでに思い付いた攻略法がびっしりと綴つづられている。

「アンギラは王国でも有数の規模を誇る巨大領地じゃからの。領内に迷宮を三つも抱えとるのはここだけじゃ」

「はぇー……。それって、スゲーのか？」

「……お前さん、一応は辺境伯家の寄子よりこじゃろ。そんなことも知らんのか」

「親父みてーなこと言うなよなー。寄子っつったって、辺境伯に会ったのなんか大型船が完成した時にやった進水式の宴会パーティーくらいだぜ？　ガキの頃で直接話したこともねーしよ」

　バルトは大口を開けて呆れたような表情になったが、黒須は特に驚かなかった。武家に仕える奉公人も似たようなものだからだ。

　同心どもは有事となれば武家の指揮下に入るが、平時において主従関係にある訳ではない。帯刀を許されるような上級奉公人は例外として、遊里の妓夫ぎふ、髪結、板前、大工衆など、入れ替わりの激しい浮動的な町方奉公人に至っては、寄親の顔すら知らぬ者も多いはずである。

「おい、あそこの広場に屋台があるぞ。そろそろ昼飯にしよう」

　屋台で定番の豚鬼肉の串焼きと葡萄酒を買い、空いている長椅子ベンチに腰を下ろす。

「やっぱ屋台はどこも肉ばっかなんだなー。ナバルで獲れた魚もアンギラに売ってるはずなのによ」

「魚は輸送中に腐ってしまうからの。ほとんどは干物にされて食料品店に並んでおるぞ。たまに海水ごと活かしたまま運ばれてくる物もあるにはあるが、儂ら庶民には手が出し辛い高級品じゃな」

　以前トトの店で魚の干物を見掛けたが、確かに、ナバルの五倍以上の値が付いていたと記憶している。噂に聞く時間停止の魔法袋があれば話は別なのだろうが、魔物のうろつく荒野を馬車で二日の道程だ。高値が付くのも仕方なかろう。

「ナバルの串焼き屋は旨かったな。また訪れる機会があれば食いたいものだ」

「羨ましいのぅ。昨日の料理も美味かったが、新鮮な魚介なんぞ久しく口にしとらんわい」

「いつかみんなで遊びに来いよ！　オレが案内してやっから！」

　賑やかな食事を終え、散策を再開する。この辺りまで来ると黒須にとっても初見の場所だ。

「バルト、あの店は？　用心棒がいるぜ」

　タイメンが指差した店は外観こそ他と変わりないものの、入口に槍を持った大男が二人、周囲を威圧するようにして立っている。武器を手にしたままこちらを睥睨したのが癇に障り、殺気を込めて睨み返すとサッと眼を逸らされた。

「ありゃあアベール商会の奴隷店じゃな。辺境伯家の御用商人が運営しとる大店おおだなじゃ」

「へ〜あれが奴隷店か、初めて見たぜ。クロスのいたニホンにも奴隷店ってあったか？」

　昨夜のうちにタイメンには自分の生い立ちを話している。彼は黒須が領主の息子だと知っても取り立てて騒ぐことはなかったが、むしろ日本の実態に興味津々な様子で、あれこれと質問攻め合って難儀した。

「俺の国では表向き人身売買は禁じられている。大戦おおいくさのあとは裏町で奴隷市が開かれることはあったが……。こんなに堂々と往来に店を構えてはいなかった」

「ファラス王国は奴隷の売買を禁じておらんから、別に後暗い商売ではないぞ。まぁ、一般人が買えるのは金で身を堕とした"借金奴隷"だけじゃがな」

　バルトが言うには、罪を犯した者や敵国の捕虜などからなる"犯罪奴隷"という身分もあるらしい。危険な奴隷なので平民への販売は禁じられており、主に領主や各地の貴族が買い取って、力仕事や汚れ仕事に従事させているそうだ。

「オレんちは貴族だから犯罪奴隷でも買えるんだけどよ、一番安い盗手小人ケンダーの奴隷でも金貨十数枚はするらしいぜ。親父が積荷の運搬用に買おうとして諦めてたわ」

「人の値段として考えれば、高いのか安いのかよく分からんな」

「高位の冒険者が荷運びポーターとして買うこともあるらしいが、いずれにせよ、儂らにゃ縁遠い店よ」

　そんなことを話していると、ふと、通りの向かいにある建物が気になった。

「あそこの大きな店は何だ？　看板もないが」

「ありゃ店ではなくルクストラ教の教会じゃ。その左側が孤児院、右側が治療院じゃな」

「…………孤児の暮らす向かいで奴隷を売っているのか。悪趣味な」

「えっらい年季の入った教会だなー。ルクストラ教は清貧が信条なんだっけか？」

　その建物は周りと比べて明らかにボロボロだった。ひび割れが目立つ黒く煤すすけた外壁には触手のようなツタがびっしりと絡みつき、なんとも不気味な雰囲気を醸し出している。

「儂は火神ジギルヴァルトの信徒じゃからの。調和神の教えはよく知らんが……。フランツがやたらと金に細かい所を考えると、当たらずとも遠からずではないか？」

　言われてみれば────……

　廃墟を借りて修復したり、盾が壊れただけで酷く落ち込んだり、安い品を街中探し回ったり。フランツは少々ケチ臭い所がある。

　本人の性分かと思っていたが、あれは信仰に篤あつい故の行動だったのか。

「ナバルは海神テオの信者が多いから、そもそも教会自体がねーんだよな。海に祈ったり、酒を撒いたりするだけだぜ」

「………………」

　黒須はあまり信仰心を持っていないため、黙って話を聞いていた。

　黒須家は母がとても信心深かったが、男性陣は形程度にしか付き合っていなかったのだ。ある時、次兄が母に『よくもまあ見たこともない存在にそこまで熱心に祈れるものですね』と言うと、母は大泣きしながら激怒し、父が止めに入るまで次兄を折檻せっかんしたこともあった。そのあまりの怒りっぷりに、猛者どもの覇気を物ともしない黒須と長兄が唖然と見ていることしかできなかったほどだ。

　懐かしい思い出に浸っていると、唐突に聞き覚えのある大声が通りに響いた。

「あーっ！　クロスじゃないかー！！」

　教会の前から凄まじい速度で駆けてきたのは─────以前ギルドで手合わせをした、豹獣人パンテーラのネネットだった。





第59話 お侍さん、調べてもらう




「ネネット、何故こんな所にいる？　……おい、離れろ」

　駆けて来た勢いそのまま。ネネットは黒須の腹に頭突きをするようにして抱きつくと、髪の毛を擦り付けるようにグリグリ頭を動かした。

　もし腰の刀に指一本でも触れれば膝蹴りをくれてやるつもりだったが────……流石に武芸者としての一線は弁わきまえているらしく、別段敵意も感じないので首根っこを掴んで引き剥がす。

　何がそんなに嬉しいのか。宙に吊るされているに、きゃあきゃあと小鳥のような楽しげな声を上げている。

「ここはアタシの実家だからなー！　バルトもいるのか！　何してるんだー？」

　ネネットは孤児院へ入ろうとしていた。

　つまり、そういうことなのだろう。

「久しいの、ネネット。買い物ついでにこやつに街を案内しておったんじゃ。ナバルから来たばかりでな」

　バルトが隣を顎でしゃくって示したので、黒須はタイメンにネネットを手渡した。巨体の大蜥蜴は親指と人差し指で彼女を摘み、顔の前に持ち上げてしげしげと観察する。

「冒険者でいいんだよな？　Ｅランクのタイメンだ！　よろしくなー！」

「Ｂランクのネネットだ！　よろしくぅー！」

「Ｂランク！？　高位冒険者じゃねーか！　スゲーな嬢ちゃん！！」

「そうだぞー！　アタシはすごいんだっ！！　クロスには負けちゃったけどなー！」

　初対面にも拘わらず、二人はわいわいと楽しそうに話している。

　タイメンはどんな相手でも物怖じせずに仲良くなれる、人好きする性格だ。その明け透けな部分を黒須は彼の長所だと捉えていた。

「よぉーし！！　お前らアタシの実家に招待してやるぞー！　ついて来ーい！」

　ネネットはそう言うと、こちらの同意を待つこともなく教会の大きな扉を開き、ズカズカと中へ入って行ってしまった。

「……なぁ、オレら異教徒だけど入って大丈夫なのかな。怒られねーか？」

「火神の寺院なら問答無用で袋叩きじゃな。調和神は平和と安寧を司る神じゃから問題ないとは思うが……」

「ネネットがいれば何とかなるだろう」

　空家を狙う盗人ぬすっとのようにこっそり中を覗き込むと、そこは外観に反して神域然とした空間だった。

　背の高い建物なので複数階かと思いきや、予想に反して吹き抜けの大広間。奥には祭壇と美しい女の石像があり、そこへ向かうようにして多くの長椅子が並べられている。

　高い窓から射し入る陽の光が色とりどりのびいどろガラスの加減で、虹ともつかず、花明りともつかない表象の世界を幻出させており、眺めていると心が虚うつろになって、肉体が幻の彩りのままに染め上げられてしまいそうな危険を感じた。

　趣おもむきはまるで違うが、山奥にひっそりとある神社を思わせるような、杉や楠の巨木の前に立った時のような。自然と合掌したくなる神聖な雰囲気だ。

「あの石像……。もしや、硬貨に彫られているものと同じか？」

「よく気付いたの。ルクストラ教はファラス王国の国教なんじゃ。それもあって、この国には調和神の信徒が多い」

「つっても聖国みてーに強制されてるワケじゃねーけどな。宗教なんざ、種族によって様々だからよ」

　三人がボソボソ話していると、高い天井へ一直線に届かんばかりの大きな声が広間に響く。

「シスター！　ただいま！　友達を連れて来たんだー！！」

「ネネット！？　お静かになさい！　儀式の最中ですよっ！」

「「「…………………」」」

　教会の入口からも見えていたが、祭壇の下で獣人の男が跪き、その頭にシスターと呼ばれた黒衣の女が手を翳している。不信心者の自分でさえ、何らかの儀式と理解して声を落としていたのだが…………。

　ネネットは叱られてしょんぼりとしながら、長椅子の一つに腰を下ろした。黒須たち三人も隣に並んで座る。

「あれは何をしている？」

「"祝福の儀"と呼ばれる魔術適性を調べる儀式じゃな。ルクストラ教の祭事を見るのは初めてじゃが、火神の典礼も似たような形式じゃわい」

　────レナルドが言っていた儀式か。

「へー、海神のはこんな堅っ苦しい感じじゃねーけどな。どっちかってーと祭りに近けーし」

「子供が受ける儀式ではなかったのか？」

　レナルドから五歳の頃に適性を調べたと聞いていたため、宮参りのようなものを想像していた。しかし、真剣な面持ちで跪いている男はどう見ても四十近い中年である。

「む……？　そんな風習はないはずじゃが」

「いや、貴族ならお披露目も兼ねてっから、その年五歳になるガキが集まって一斉に受ける決まりらしいぜ。ナバルじゃ身分関係なしにやってっけどなー」

「そういうことか。知らんかったわい」

「祝福の儀なんてご大層な名前だけどよー。結局あんなん、光属性の精察アナリューゼの奇跡を使ってるだけだろ？　貴族だけでコソコソやるような大袈裟なモンじゃねーよ。寄付さえすりゃー誰でも調べてもらえるって話だしな」

　タイメンの口振りはまるで、貴族の慣例なんぞ下らんと言わんばかりの言い草だった。レナルドは大貴族ほど魔術の有無を重視すると言っていたが、やはり彼のように思想に染まっていない者もいるようだ。

　さもありなんと考えていると、ようやく儀式が終わりを迎える。

「残念ながら調和神の祝福はございませんでした。しかし、女神ルクストラはいつでも貴方を見守っていらっしゃいますよ」

「そうですか……。ありがとうございました」

　男はがっくりと肩を落とし、落ち込んだ様子で帰って行った。

「さて、おかえりなさいネネット。そちらの方々がお友達かしら？　私わたくしはシスター・オルガと申します。お待たせしてしまって申し訳ありませんでした」

　五十を少し過ぎたくらいの年齢だろうか。面長の優しげな顔立ちで、真直ぐに伸びた鼻梁びりょうからは上品な印象を受ける尼あまだ。

　こちらも揃って名を名乗り、挨拶を返す。

「皆さま、ネネットに無理やり連れてこられたのではないですか？　この子ったら、小さな頃から気に入った人を教会に引っ張って来るクセがあるものでして────」

　オルガによると、ネネットは赤ん坊の頃から孤児院で育てられたそうだ。道理でいつもの元気はどこへやら、膝に抱えられて大人しく頭を撫でられている。

　この国では困窮による捨て子は珍しくないらしく、アンギラのような大きな街でも度々起こることなのだとか。日本においても寺に吾子を捨てる者はあとを絶たないため、その点はどこの国でも似たような事情なのだろう。

　さて、それはそうと…………

「オルガ殿、頼みがあるのだが」

　世間話の途中で、思い出したように黒須は会話を遮った。

「どうされましたか？　私にできることならなんなりと」

「俺にも、祝福の儀というのをやってもらえんだろうか？」

　この国の神々がどういった存在モノなのかは知らないが、自分のような人間────人斬りが、易々と受け容れられないことは分かっている。

　己の眼で見た物しか決して信じず、宗教を真面目に考えたことさえ一度もない。神からすれば、そんな相手に天罰を下すことはあっても、祝福を与えてやる義理など微塵もないだろう。

　しかし、せっかく眼の前に強くなれる機会が転がっているのだ。一縷の望みだとしても、みすみす見逃す手はない。

「クロスよ、お前さん全く魔術を使えんじゃろう？　適性がある見込みは薄いぞ」

「分かっているが、先ほどの男もそれを知った上で儀式を受けたのだろう？　俺も可能性が少しでもあるなら、やってみたい」

　世界は自分のためにある訳ではなく、不運も幸運も、詰まるところは運否天賦うんぷてんぷである。丁半ちょうはんどちらが出るか自分の力では決められないが、試す価値はあると判断しただけだ。

「私は構いませんよ。ただ、その前に……。あの────」

「あの盆に代金を入れるんだぞ！！　銅貨五枚だー！」

　口ごもるオルガの言葉を途中で奪い、ネネットは広間の端にある白い陶器を指差した。

「ネ、ネネット！　代金ではありませんと何度も言っているでしょう！　ご寄付と言いなさいっ！」

　指定より少し多めの額を盆に入れ、剣を三本ともバルトに預ける。何となく、神前での帯刀は不敬であるような気がしたのだ。

「それでは、こちらに跪いて目を瞑ってください。私が声を掛けるまでは決して瞼を開かないように」

「承知した」

　膝をつき、眼を瞑る。宗教儀式であるならば、誰かに跪くのも抵抗はない。

　頭の上に手が翳される気配があると同時に、身体中をまさぐられるような嫌な感覚が訪れた。

「………？　………っ！？」

　──────何だ？

　眼を閉じているので判然としないが、何やら、驚きや焦りの感情が伝わって来る。不思議に思いつつも無言でじっとしていると、先ほど聞いたオルガのものとは別人のような声が耳元で聞こえた。

『この世界を精一杯楽しんでね！』

「シスター！？　大丈夫かー！？」

　ネネットの焦るような声に思わず眼を開くと、オルガがぐらりと倒れかかっていた。咄嗟に抱きとめる。

「…………魔力欠乏症じゃな。二人連続は厳しかったかの？」

「んなアホな。精察の奇跡が使えるってことは予備門ポータル以上の魔術師だろ？　十人連続でも余裕のはずだぜ」

　皆でオルガの身を案じていると、彼女はしばらくして弱々しく口を開いた。

「クロスさん、申し訳ございません……。奇跡は確かに発動したのですが……。通常分かるはずの適性が全く読めませんでした。こんなことは初めてです……」

　オルガは立ち上がれないほどに疲弊していたため、その場をネネットに任せて三人はお暇することにした。

　教会を出る直前、黒須は祭壇を振り返る。

「……………？」

　強い視線を感じたような気がしたのだが────気のせいか。





第60話 冒険者さん、連れ去られる




「おぉー！　歩いてるヤツみんな冒険者だなー！」

「ハシャぐんじゃねえよタイメン。見られてんじゃねぇか」

「お上のぼりさんですねぇ」

　迷宮探索の用意を終えた一行はガーランドにやって来ていた。ギルドの受付に直通門の使用許可証を提示し、長い階段を降りて行く。

「じゃあ今のうちに今日の予定を伝えておくよ。十階層はＤランク推奨、俺たちにとって格上の階層だ。今日一日は無理に進まず、とりあえず様子を見る。もし余裕がありそうなら明日からが本格的な探索の開始だ。いいね？」

　大切な部分を強調し、暴走しがちな仲間の一人を名指しするように見つめる。

　フランツは遠征の準備と並行して、アンギラの冒険者たちに迷宮の情報を聞いて回っていた。その結果、やはり前回の探索はでき過ぎなほど幸運に恵まれていたことが判明したのだ。宝箱の中身はもちろん、十階層に至るまでの戦闘回数もどうやら通常の半分以下だったらしい。

　危険を冒して深い階層に潜らなくても、生活するのに十分な収益は得ることができる。同じ階層に留まったり、逆に浅い階層に戻って門番を狩り続ける"周回"という手法もあるのだ。

　冒険者としてさらなる深層へ挑戦したい気持ちはあるが、仲間の命を預かるリーダーとしては危機管理リスクマネジメントを優先すべきだと考えていた。

「クロスさん、聞きましたね？　ムチャは絶対ダメですよ！」

「分かっている」

「強い魔物が出ても戦わずに逃げる。分かっとるな？」

「わ、分かっている」

「……前に何かあったのかー？」

「何かあったどころじゃねえよ。この馬鹿、前に鬼熊を見つけて────」

　階段を降りながら暗号のように同じ言葉を何度も繰り返し、念のためクロスには復唱までさせた。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




「魔牛ワイルドブルの群れだ！　数十三、気付かれてる！　アイツに矢は刺さらねえ！」

「パメラ、群れの中央に火砲！　マウリは投げナイフで撹乱！　鼻先を狙え！　前衛は二人を囲うように展開しろ！」

「撃ちますよー！」

　集団の中央が炎に包まれ、直撃を食らった数頭がその場で煙を上げて倒れた。群れ全体が混乱したように散らばり、バラバラになって突進して来る。

「ぬぉおおッ！　今じゃ、タイメン！」

「任せとけ！　オラァッ！！」

　バルトが盾で止めた相手にタイメンが戦斧を叩き付ける。が、角に当たって跳ね返された。

「頭と首周りは硬い。前脚の付け根か股関節の血管を狙え」

　クロスは魔牛の間をすり抜けながら、剣で太腿を撫でるようにして次々と戦闘不能にしていく。フランツとマウリもそれに倣い、倒れた敵はパメラの魔術とタイメンの強撃によってトドメを刺された。

「一匹一匹は大したことねぇけど、これだけ数がいると大変だな」

「範囲攻撃ができるのはパメラだけじゃからの。気取られる前なら罠を仕込むのが有効かもしれん」

「この階層に入ってから群れてる魔物が多くなったよね」

　話しながら魔牛を肉のブロックに解体し、"防腐紙"で包んでいく。

　これは迷宮探索のために新たに購入した道具で、防腐効果のある植物を使って作られた特殊な紙だ。使い切りの消耗品ではあるものの、少し濡らして包むだけで一ヶ月近く食材を保存可能な優れものである。

「足の肉は安いんだったよな？」

「脛すね肉はそうじゃな。腿ももと肩の肉はそこそこ高値で売れるぞ」

　一頭につき二百キロ以上はありそうな牛なので、高く売れる部位だけを厳選して回収することにした。魔法袋の容量に余裕はあるが、探索初日から肉だけで満タンにするつもりはない。

「すまねー……。オレ一匹も倒せなかったわ」

　タイメンは単独で相手を倒せなかったことを気にしているらしく、落ち込んだ様子だ。自慢の尻尾もすっかり垂れてしまっている。

「相性が悪かったな。その戦斧では細かい部位は狙えんだろう」

「デビュー戦だから華々しく活躍してやるつもりだったのによー……。迷宮の中って外よりあったけーから、体の調子はいいはずなんだけどなー」

「タイメンさん、こっちにもお水をお願いします！」

「あいよー」

　タイメンが手の平を向けると、そこから噴水のように清水が噴き出して血だらけの肉を洗浄した。飲み水を出す程度の力しかないと言っていたが、流石は貴族と言うべきか、彼の魔術は自分やバルトよりも遥かに優れているようだ。

「タイメンって、魔力量はどれくらいあるんだっけ？」

「日に大樽二杯分ってとこだ。頑張りゃもうちょいイケっけど、なんでかお湯になっちまうんだよなー」

「えっ？　それって────」

「火の適性も持ってるんですか！？」

　"形質変化"

　二つ以上の属性を持つ大魔術師にのみ可能な技術だ。

「一応なー。つっても火の魔術はからっきしだし、魔力量はあっても出力が弱ぇーから戦闘にゃ何の役にも立たねーんだけどよ」

「それでもすごい才能ですよ！！　うらやましいですっ！」

「お前さん、魔術学校に行こうとは思わんかったのか？　キチンと学べば魔術師も目指せたじゃろうに」

「いやいや、この体格ガタイだぜ？　魔術師なんてガラじゃねーって。親父にゃ散々勧められたけどよー。小難しい勉強なんざ、考えただけで吐きそうになるわ」

　タイメンはそう言って露骨に顔を歪めた。ものすごく嫌いな食べ物を無理やり口に押し込まれたような表情だ。

「もったいない……。魔術学校って、確か複数属性があれば学費も免除されるんだよね？」

「そうですよ。私なんて学費を稼ぐために冒険者になったんですから」

「……その"学校"とやらに通えば俺にも魔術が使えるようになるか？」

「いや、お前さんの場合はそもそも祝福の儀があんな結果だったからの。シスターの調子が悪かったのかもしれんが……。魔力の有無すら分からん者に入学の許可は出んじゃろうな」

「オルガ様が直々にやってくれたんだよね？　俺もお会いしたかったなぁ」

　聞くところによると、昨日クロスは教会で祝福の儀を受けたのだとか。

　それも、あのシスター・オルガに。

　彼女はアンギラに暮らすルクストラ教徒で知らない者はいないほどに高名な人物だ。現場に強い思い入れがあるらしく修道女シスターと名乗ってはいるものの、実際には管轄司祭に叙聖されており、領都近辺に点在する教会を統括するような立場の女傑である。

　フランツは拠点から近い別の教会に通っているため、直接言葉を交わしたことは一度もない。同じ教区に属しているので何度か祭日行事でお見掛けしたが、遠くから説教を聞いていただけだ。

「有名な神官なんだよな？　そんなヤツが失敗したのかよ」

「魔力欠乏症みてーだったし、オレらが来る前に魔力を使い切ってたんじゃねーか？」

「そうだと思うよ。オルガ様はあの辺一帯の祭事を一人で担当されてるから、数人くらいじゃ絶対に失敗なんてしないだろうし」

「そうか……。なら、また日を置いて行くとしよう。俺も魔術を使ってみたい」

「次は火神の寺院に連れて行ってやるわい。儂が頼めば儀式もやってくれるはずじゃ」

「解体終わりましたよー！」

「こっちもこれで最後────ん？」

　全ての肉を包み終えて探索を再開しようとした矢先、マウリが何かに気が付き空を見上げた。

「…………おい、何か飛んで来てんぞ」

　指差された方向に目をやれば、巨大な鳥の群れが低空飛行でこちらに向かって来ている。一匹一匹が大きいため、直下の地上には巨大な影が差していた。

「Ｅランクの大鷲グロウイーグレットの群れだ！　遠距離攻撃用意！！」

　フランツの指示にクロス、マウリ、パメラが構え、その他は彼らを守るように陣形を組む。

「射程に入り次第撃て！　大鷲は地上には降りて来ない！　滑空からの爪攻撃に注意しろ！」

　矢と魔術が次々に放たれるが、矢は刺さっても効いている様子がない。魔術に当たった個体だけが悲鳴を上げて墜落する。

「三体落ちた！　残り……八体！！　矢は効いてねえ！」

「パメラはそのまま撃ち続けろ！　他は攻撃にきた所を叩くぞ！」

　大鷲たちは上空をグルグルと旋回しながらこちらを狙っている────かと思えば、一体が翼を畳んで猛烈な速度で突っ込んで来た。

「儂が止める！」

　大鷲は両足の爪を大きく開き、掴みかかるようにしてバルトの盾に衝突する。

「よしっ、思ったより軽いぞ！　やれぃ！」

「おっしゃあ、今度こそっ！！　ドラァッ！！」

　タイメンの戦斧が一撃で頭部を粉砕した。

「いいぞ！　残り七！　この調子で続けろ！」

　同じようにしてさらに四体を仕留め、その間にパメラも二体を撃ち落とした。

「あっ……！　危ないっ！！」

　悲鳴に近いパメラの叫びに振り返ると、魔術で焼かれた大鷲が炎を纏ったままこちらへ墜ちて来るところだった。

「──────避けろッ！！」

　全員がその場から大きく跳んで距離を取る。大鷲はきりもみ回転しながら急降下し、轟音を立てて地面に激突した。

「全員無事────」

「クソ鳥が！！　離しやがれっ！！」

　こちらの隙を狙ったかどうかは分からないが、唯一健在だった最後の大鷲がマウリのベルトに爪を引っかけ、そのまま空に舞い上がろうとしていた。マウリは腰のナイフを抜こうと藻掻いているが、体勢が悪くうまく動けていない。

「マウリンッ！！」

　タイメンが捕まえようとマウリの足に手を伸ばす。が、僅かに届かず上空へ逃げられた。

「マウリ、動くな！！」

　クロスが脇差を引き抜き、大鷲に向けて思い切り投擲する。

「ピィイィイイィィ────ッ！！」

　右脚に突き刺さったが……大鷲は少し高度を落としただけで、そのまま飛んで行ってしまった。







　﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏




　いつも拙作をお読みいただき誠にありがとうございます。

　コロナに感染して1週間ほど経過致しました。肺炎と言う割に咳の症状はまったく無いのですが、微熱がずっと続いているので少々しんどいです。

　筆者が言えるような立場ではございませんが、皆様も感染対策は十分お気を付けくださいませ。





第61話 お侍さん、追い掛ける




　油断した────！

　黒須は背後から大鷲が飛んで来ていることには気が付いていたが、マウリが回避行動を取るのを見て、躱し切れると高を括ってしまったのだ。

　自分が間近に付いていながら、鳥風情に足元をすくわれた。その耐え難い屈辱と自責の念が身体を包み込み、握り締めた拳が小刻みに震える。

「くそっ！！」

「ちょっ……！？　連れて行かれちまったぞ！！」

「う、撃ち落としますっ！」

「よせパメラ！　マウリに当たる！！」

「追うぞッ！！　あの傷じゃあ遠くへは飛べんはずじゃ！！」

　倒した魔物の死骸を放置して五人は疾走する。大鷲は怪我を負った上に荷物をぶら下げているため、幸いにもフラフラと空を這うように飛んでおり、見失うほどの速度ではない。

　しかし──────

「はっ……はっ……はぁ……！」

「パメラ、まだ走れるか？」

「よゆー……ですよ……っ！」

　四半刻三十分も走った頃、パメラの息が切れ始めた。

「くっそ……！　オレも、キツい……っ！」

　続けてタイメンも遅れ始めたが、それもそのはずだ。黒須、フランツ、バルトの三人は訓練の一環として、重しを付けた状態で毎朝拠点近くの丘の上まで走り込みを続けている。

　フランツとバルトは最初こそ這う這うの体だったが、今では余裕を持って往復できるまでに成長していた。パメラやタイメンが彼らの体力についてこられる訳がない。

「フランツ、このままではマウリを見失う。二手に別れた方がいい」

「そうだね……。バルト、二人を頼める？」

「仕方あるまい。フランツ、クロス、必ずマウリを助けてやってくれ。儂は二人を連れて遅れて向かう。場所が分かるよう合図を頼むぞい」

「……ご、ごめん……なさい……！　マウリをお願いしますっ！」

「悪い……頼むっ！　絶対……あとから追いつく……！」

「任せろ」

「必ず助けるから、心配せずにゆっくり来てくれ」

　三人をその場に残し、黒須とフランツは速度を上げた。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




「あの崖に降りたね」

　岩肌を剥き出しにした見上げるほど大きな丘陵。大鷲はその中腹にある洞窟の中へと姿を消した。

「様子を見てくる。少しここで待っていてくれ」

　黒須は突き出た岩を掴んですいすいと器用に絶壁を登り、洞窟の中をそっと覗き込む。

　二階建ての家がすっぽりと入りそうな広い空間。鳥の糞で各所に斑模様が描かれており、風が通っているのか、奥からは強烈な悪臭が漂ってくる。人が焼ける時のような生臭い臭いだ。

「…………………」

　勾配はない────が、横穴が多い。

　かなり深い洞窟のようだ。

　水滴の垂れるポタリポタリという音が反響して気配が探り辛く、そこら中に残された足跡は数が多すぎてどれが目的の相手なのか特定できそうにない。

　追跡には時間を食いそうだと、思わず舌打ちが出る。

　腰の荷物入れから縄を取り出し、近くの岩に括り付けて崖下へ投げ落とす。眼下のフランツに登って来るように合図を出して合流した。

「奥から微かに物音が聞こえるが、どうやら複数だ。奴らの巣穴かもしれん」

「早く助けないと……。慎重に、でも、極力急いで移動しよう」

　身体を屈めて気配を消し、薄暗い洞窟の中を忍び足で静かに進む。胸の悪くなるような異臭に顔を顰めながらも、二人は油断なく周囲を探り、横穴を一つ一つ丁寧に確認していった。ところどころに空気穴のようなひび割れがあるため、真っ暗と言うほどではないが、奥に進むにつれてだんだんと視界が悪くなる。

「松明たいまつを作るか？」

「いや、明かりで魔物に気付かれるよ。今は交戦してるような時間もないし、このまま進もう」

　横穴を探りながら進むことしばらく。

　広間のようなだだっ広い空間に出た。一部天井が吹き抜けているため、見上げれば小さな青空が拝める。そこかしこに枯れ木と落ち葉を組み合わせた巨大な鳥の巣が作られており、卵らしき物は幾つか見えるが、生き物の気配は感じない。

「…………いたぞ。あそこだ」

　その中の一つにマウリは転がされていた。

　急いで駆け寄り、フランツが抱き起こして脈を確認する。大きな傷はなさそうだが、気絶しているのか、ピクリとも動かない。

「息はあるな？」

「大丈夫、気を失ってるだけだ。あぁ……よかった……！」

　二人して顔を見合わせ、ほっと胸を撫で下ろしたのも束の間────

「キュォオオォオ────ッッ！！！！」

　広間の上部にある横穴から、大鷲とは似ても似つかない魔物が姿を現した。

「────鷲獅子グリフォン！？」

　その魔物は大鷲よりもさらに二回りは大きく、鷲の上半身に獅子の下半身という奇天烈な外見をしていた。横穴から音もなくふわりと飛び降りると、猛禽類特有の気難しい老人のような瞳で敵意の篭った眼差しを向けてくる。衝動的に襲い掛かって来ない所を見るに、どうやら知能も高そうだ。

「フランツ、俺が相手をする。お前はマウリを連れて崖下で待っていろ」

「……………ッ！」

　ギリリ、と奥歯を噛み締める音が聞こえた。

「……分かった。クロス、鷲獅子はＣランクの魔物で風の魔術を使うと聞いたことがある。目に見えない斬撃に注意してくれ」

　フランツはサッとマウリを抱えると、出口へ向かって駆け出した。

　──────いい判断だ。

　苦悶に顔を歪めながらも、彼は余計な問答はしなかった。その様子に、黒須は何故だか無性に誇らしくなる。

　フランツは人生を泳ぐのが下手だ。

　狡ズルもできないし嘘も吐けない。

　ただ、上に立ったらやる漢だ。

　仲間を置いて行かざるを得ない状況に後ろめたさや悔しさを感じたが、まずはマウリを安全な場所へ逃がすべきだと優先順位を考え、勇気を持って決断したのだろう。ようは、自分を信頼してこの場を任せたのだ。

　心が満たされ、黒須は敵前にも関わらず嬉しそうに顔を綻ほころばせる。

　彼らと出逢って、もう、ひと月ばかりが経っただろうか。何かが少しずつ深くなっている気がする。何がと聞かれても困るが、言葉にしたら浅くなってしまうようなものが、自分たちの間で深くなっていく。血の繋がり以外では感じたことのない感覚だ。

　強敵を前にした際の昂ぶりとは違う、胸が膨れるような充実感が全身を満たす。黒須は腰に突き出た二本の柄をちらりと見て、最近あまり使っていなかった愛刀を選択した。

「さて……。闘やるか？　鳥」

「クォオオォォオン！！！！」

　まるで望む所だと返答するような鳴き声。鷲獅子は獲物が逃げたことに腹を立てたのか、その場で威嚇するように翼を広げてバッサバッサと羽ばたき始めた。

　油を引いたように濡れた黒い羽根がはらはらと宙に舞う。一際大きく翼を振ったかと思えば───抜け落ちた羽根が一斉にこちらへ向かって殺到した。

「ただの羽根ではなさそうだ」

　数は多いが、躱し切れないほどではない。大半を避けつつ、試しに刀で数枚を叩き落とす。

　刃から伝わってくる感触は金属と大差なく、やはり避けて正解だったと考えていると───唐突に左の上腕から鮮血が噴き出した。

「なるほど……。こういうことか」

　羽根には一枚も当たっていない。つまり、これがフランツの言っていた不可視の斬撃なのだろう。

　昔どこかで聞いたことのある妖怪"鎌鼬かまいたち"のようなものか、と傷口を一瞥いちべつしながら冷静に思考する。出血は多いものの、骨まで達するような深手ではなく、動くに支障はない。

　軌道が見えないという点では鉄砲に似た攻撃だが……。目視できる羽根と混ぜ込んで飛んで来る分、こちらの方が厄介だな。

　ナイフを抜いて投げつけてみるが、翼を一振りしただけで逸らされた。どうやら飛び道具も役に立たんらしい。

「クォオオォォ────ッッ！！！！」

　鷲獅子が羽ばたくたびに暴風が巻き起こり、黒須の全身を切り裂いていく。流石に革鎧を貫通することはなかったが、庇っている顔以外の箇所からはダラダラと血が流れる。

「距離を取っていても刻まれるだけか」

　どのみち切り裂かれるのならと、負傷を覚悟で相手に向かって突撃する。

　振り下ろされる前脚を躱して首元へ一閃───まるで鎧を斬ったような手応え。全力を出せば斬れそうではあるが、愛刀の損傷が心配だ。

「獅子の身体の方ならどうだ？」

　側面に回り込み、尻尾の付け根に刀を叩き込む。

「ギュァアアアアッッ！！」

　鮮血が散り、葦あしのような獅子の尾がボトリと落ちた。

「胴体が弱点か」

　追撃しようと刀を振り上げる。が、鷲獅子は翼を打ち下ろすようにして地面に叩き付けた。

「─────ッ！」

　先ほどまでの斬撃と違い、空気の塊をぶつけられたような衝撃に大きく吹き飛ばされる。上手く受身を取ったため怪我はないが、せっかく詰めた距離を離されてしまった。

　ただ、今の一撃で気が付いたことがある。

「その風、自分の後ろには飛ばせないのか？」

　風の塊は尻尾側には発生していなかった。で、あるならば────……

　黒須は鷲獅子の周囲を回るようにして走り出す。相手も胴体を狙われていることに気が付いたらしく、背後を取られないよう必死に食らいついてくる。

　こうなれば持久戦だ。呼吸法を二重息吹ふたえいぶきに切り替え、ただひたすらに脚を動かす。

　容赦なく降り注ぐ暴風の嵐は最早こちらを狙っておらず、四方八方、あちこちの岩壁を無茶苦茶に傷付け始めた。身体を裂かれる痛みには耐えられるが、巻き上げられた風塵で眼を開けているのも辛く、息を吸うたびに口の中がざらざらする。

　しかし、もう周辺の地形は把握した。眼を瞑っていても、爆風の発生源は手に取るように感じることができる。

　しばし鬼子事おにごっこのようなやり取りが続いたが───不意に、鷲獅子が苦しげな呻き声を上げて羽ばたきを緩めた。

　体力か、気力か、それとも魔力か。

　奴の中で何が尽きたのかは知らないが────……

「……これまでに戦った魔物の中では一番愉しかった。さらばだ」

　黒須は突き出た岩に脚を掛けて大きく跳び上がると、空中で前転するように勢いをつけて刀を振り下ろした。





第62話 お侍さん、治療される




「別々の魔物のようだな」

　上半身は鷲、下半身は獅子。胴から真っ二つに両断された鷲獅子グリフォンを眺めてボソリと感想を漏らしつつ、黒須は周囲の確認を始めた。

　酷い疲労で身体が二つに折れそうだが、まだマウリを攫った大鷲グロウイーグレットを仕留めていない。奴には仲間を害したツケを支払わせなければならない上に、阿久良王わきざしを持っていかれている。

　休息も治療も、全ては敵を斃たおしてからだ。

　広間にある横穴を一つ一つ丁寧に調べていく。全身からはいまだ鮮血がボタボタと滴り落ち、黒須の歩いたあとには血潮が刷毛で線を描いたように地面に長く続いていた。

　これまでの旅路で失血も随分と経験している。末端の触感が失せ、身体が震え、眼が霞み始めると、次第に身体が"物"に変わってゆくような感覚が訪れるのだ。少しばかり寒気は感じているものの、手足に力が入るうちはまだ問題ない。

　しかし、洞窟に入る前に聞こえていた物音はすでになく、見上げれば青空に繋がる大穴が空いている。この場を探して見つからなければ、最悪、外へ逃げ出されたことも視野に入れておかねばならないだろう。

　粗方の横穴を調べ終え、残すは鷲獅子が飛び降りて来た場所だけだ。軋む手足に顔を顰めつつ、岩肌を登って中を確認する。

「…………共生していたのではなかったのか」

　そこには、後脚に脇差の刺さった大鷲がバラバラに引き裂かれて息絶えていた。

　似たような魔物だったのでてっきり同じ巣穴で暮らしていたのかと思ったが、大鷲の頭はスッパリと綺麗に切断されており、至る所に羽毛が散って胴体には啄ついばまれたような痕跡が見える。

「……ん？」

　刀を返してもらおうと大鷲の死骸に近づくと─────

　穴ぐらの中に大量の剣や槍、荷物入れなどが散乱していることに気が付いた。暗がりに眼を凝らせば、奥の方まで箪笥たんすをひっくり返したような雑然とした有様だ。古い物から新しい物まで、かなりの数の装備が転がっている。

　人骨が一つも見当たらないため、鴉からすが光り物を集めるのと似た習性かとも考えたが……。そういえば、迷宮の中では死体が消えると誰かから訊いたような覚えがある。

　自分一人では到底運べる量ではなく、魔法袋と鑑定の片眼鏡があった方がいいだろうと考え、一旦外へ出て仲間たちと合流することにした。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




「クロス！　無事だった────！？」

　暗い洞窟から外に出ると、入口にはすでに全員が集合していた。野火の煙が真直に上がっていることから察するに、フランツが狼煙のろしを焚いて合図を送ったのだろう。

「マウリ、怪我はないか？」

「いや、俺は平気だけど……それよかお前だっ！　全身血まみれじゃねぇか！！」

「ぎゃああぁぁああ！！　クロスさんがぁぁぁぁ！！！！」

「おっ、お前！！　大丈夫なのかよ！？」

　ふらりと登場した黒須を見て一行は大騒ぎになった。本人は平然としているものの、手足がズタズタに引き裂かれて今も鮮血が滴っている。

「水薬ポーションじゃ！！　頭からぶっかけろ！　ほれ、クロス！　これを飲め！」

　バルトが魔法袋からありったけの治癒の水薬を取り出し、皆が手分けして黒須に振り掛け始める。

　油……とまでは言わないが、やや粘り気のある液体だ。植物を煮詰めたような独特の臭気に、思わず眉根に皺が寄る。

「皆落ち着け。出血は多いが浅い傷ばかりだ。致命傷は一つも受けていない」

「何でお前はそんな落ち着ついてられんだよ！？　い、痛くねーのか！？」

「痛いことは痛いが……。慣れているからな」

「クロス、装備を外して服を脱ぐんだ！　水薬は傷ついてすぐに使わないと効果が薄くなる！」

　フランツに言われた通り、革鎧や荷物入れを外して着物を脱ぐ。パメラがいるため下は履いたままだ。

「「「……………………」」」

「どうした？」

　上裸になった途端、仲間たちは突如として息を呑み、水を打ったように静まり返ってしまった。何か妙な物でもついているのかと自らの上体に視線を向けてみるが、これといって特に変わった点はない。

「クロスさん……それって…………」

「お前さん……。そりゃあ全部、これまでの戦いで負った傷か？」

　黒須の身体は一部の隙もなく鍛えられ上げた肉体だが、最早まともな部分を探す方が難しいほどに傷痕だらけだった。

　刃傷、刺傷、火傷、擦過傷、裂挫傷、挫滅傷……。刀剣によって負った傷が皮膚全体を埋めつくし、赤黒く変色した蚯蚓脹みみずばれが痛々しく痕を残している。放射線状に拡がる火傷が肉を盛り上げ、傷の上に傷が重なり合い、まるで出来の悪い地図のような様相を呈していた。

「あぁ、これか。武者修行の旅に出たばかりの頃は傷の手当てもまともにできなかったからな。その辺の小僧に駄賃をやって縫わせていた。武士として恥ずかしい限りだが、未熟だった頃の名残だ」

「お前、そんな体で冒険者やってんのかよ……。人間族ってそんなに頑丈だったっけ……？」

「……普通の人間には無理だよ。肉体的にも精神的にも、これだけ傷ついたら動けなくなる」

「いや、人族とか関係ねえだろ。こんな状態でまともに生活できる種族なんかいねえって」

「戦闘の直後で細かい傷が目立つだけだ。酒を呑んでも浮いてくる。見た目ほど大したことはない」

　"黄金こがねと侍は朽ちても朽ちぬ"

　不覚傷は決して誇れるようなものではないが、この程度の傷痕は武士であれば珍しくもない。湯屋に行けばもっと悍おぞましい、眼を覆いたくなるような身体をしている者もザラにいる。

「と、とにかくケガを治しましょう！」

　水薬に濡れた傷は即座に出血が止まり、ほとんど治りかけと言っても過言ではないほどに薄くなった。痛みも完全に引き、若干痒みは残っているが動く分には全く支障ない。

「この水薬というのは凄いな……。わざわざ何度も店に通うのも頷ける」

　黒須も武士の嗜みとして金創医術や戦陣医術には多少の心得があるが、それは傷口の縫合や鉄砲の弾抜き程度の技術だ。調薬に関する知識は持ち合わせてないものの、これが異常な性能であることくらいは訊かなくても分かる。

　一瓶につき銀貨三枚ほどの値だったと記憶しているが、この効能なら安すぎる金額だ。

「傷は塞がるが失った血液まで戻ったわけじゃあないからの。今日一日は安静にしとくんじゃぞ」

「とりあえず体を拭いて着替えなよ。タイメン、桶に水を出してくれる？」

「任せとけ！　クロスの好きな熱湯にしてやんよ！」

　手拭いで身体についた血を落とし、魔法袋に入れて持って来ていた服に着替えてようやく一息吐いた所で───マウリがガバッと頭を下げた。

「みんな、悪かった！！　俺がしくじったせいで迷惑掛けちまった……」

「こっちこそすまんかったの。ありゃあ儂が守ってやるべき場面じゃった。盾役として不甲斐ないわい」

「あれは仕方なかったよ。それに、魔物から目を離した俺たち全員の責任だ」

「そうですよ！　私が捕まっててもおかしくありませんでした！」

「とにかくマウリンが無事でよかったぜ！　大鷲に食われちまったかと思ったわ」

　恐縮しきった様子のマウリを皆が口々に励ます。

「クロスもすまねぇ……。俺のためにそんな傷だらけになっちまって」

「謝るな、マウリ。こんな怪我ものは時があれば癒える。お前の命に比べれば安いものだ。それに、なにも悪いことばかりではないぞ」

「どういうことだよ？」

　微笑を浮かべる黒須に対して、マウリは不思議そうに小首を傾げた。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




「うぉおお！　スゲー！！　お宝の山だ！」

「攫われた冒険者たちの持ち物か……。魔道具も混ざっていそうじゃの」

「門番の宝箱より豪華かもしれませんね！」

「バルト！　鑑定の片眼鏡で見てみろよ！」

　手に手に拾った道具を持ってはしゃぐ仲間たちを、フランツが笑いながら窘たしなめる。

「いや、装備と素材を回収して早めに野営の準備をしよう。今日はみんな疲れてるからね。そのあとでゆっくり鑑定すればいいよ」

　まだ日は高いが、必要な物を回収して崖の近くで野営の準備に取り掛かる。

「しかし、クロスをここまで切り刻むとは……。鷲獅子グリフォンは巨人トロルや鬼熊マーダーベアと同格のはずじゃろう？」

「あの見えない斬撃は厄介だったぞ。それに、飛び道具も通じなかった。洞窟の中だからよかったが、上空からあれをやられたら手の出しようがない」

　火砲の類たぐい……鉄砲か石火矢、棒火矢でもあれば暴風を無視して撃ち落とせるだろうが、この国ではどうやら砲術は流行っていない。水薬などという高度な薬術がある以上、火薬たまぐすり自体が存在しないとは考え難いため、今後のために一丁手に入れておきたい所である。

「他の魔物と比べて、攻撃力が弱くて対策が簡単だからＣランクになってるみたいだよ。魔物大全に風属性の魔術師なら完封も可能って書いてあったと思う」

「そーいや、お前の鎧も貫通はされてなかったよな」

「確かに、攻撃力という点では他に劣るか」

　革鎧に傷はついているが、どれもナイフで撫でた程度の浅いものだ。このくらいなら補修も必要ないだろう。

「テントの準備終わりましたよー！」

　設営を完了し、いよいよ回収した品物を調べることになった。







　﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏

　いつも拙作をお読みいただき誠にありがとうございます。

　更新が大変遅くなり申し訳ございません。数日前に体調が急変し、現在入院生活を送っております……。

　完全にコロナを甘く見ておりました。ただのしつこい風邪程度の認識でしたが、深夜突然呼吸が上手く出来なくなり、救急搬送されて現在に至ります。子供の頃に肺炎で入院したことがありますが、それとは全く別種の苦しみでございました。

　お医者様はじめ、医療スタッフの皆様のおかげで体調は安定しましたが、未だに全力疾走した時のように肺がチクチクと痛みます。この機会に禁煙を始めようかなどと前向きに考えておりますが、やはり恐い病気なんだと再認識いたしました。

　しばらくは更新が不定期になりますが、何卒ご容赦いただければ幸いです。

　皆様も感染対策には十分お気をつけくださいませ。





第63話 冒険者さん、地上に戻る




　沈みかけた夕日を浴びて絶壁の岩肌が茜色に染まる。西空はまだぼんやりと明るいが、辺りにはもう夜の帳とばりが下りようとしていた。

「よし。これで今回の準備にかかった経費は十分補填できそうだよ」

「「「おぉ〜……」」」

　車座になって座る面々に向かってフランツは嬉しそうに報告したが、返ってきたのは気だるげな、力のない歓声。やれやれと苦笑し、中身を計算し終わった皮袋をジャラリと地面に置く。

　いくつかの鞄から財布が見つかり、それだけでも合わせて金貨十五枚分はあった。今回の遠征準備には金貨五枚ほどしか使っていないため、装備の補修費用を考えてもこれで黒字は確定である。

「ほら、貴重品もたくさん見つかったんだからさ。もう少し喜ぼうよ」

　輪になった一同の中央に所狭しと並べられた戦利品を手で示すも、仲間たちの反応は今一つ盛り上がらない。

　鑑定をしている最中は大騒ぎしていたのだが、切羽詰まった状態で長距離を走り続けたのはやはり相当に堪えたらしく、疲労困憊といった様子だ。緊張し続けていた気が弛み、みな背中を丸めて疲れを露あらわにしている。

　例に漏れずフランツも全身の筋肉がぶちのめされたようにクタクタだが、どちらかといえば心労の方が大きかったため、マウリとクロスの無事が分かって肩の荷が下りたように感じていた。

「武器防具の類は残念じゃったが……。魔銀ミスリルのナイフは大収穫じゃの」

　白銀色の美しいナイフを片手で弄びつつ、バルトは乱雑に積み上げられた廃材の山を無念そうに眺める。

　湿気の多い洞窟であったことが災いし、残念ながら回収した金属製の装備品は、その多くが朽ちてしまっていた。元は豪華な装飾が施されていたと思われる立派な甲冑には赤銅色の錆が孔を穿ち、突き立てられた武具には所々に青カビのような物が浮いている。辛うじて使えそうなのは両手剣と槍が一本ずつと、小型のナイフが数本だけだ。

　屑鉄くずてつも鍛冶屋に持ち込めば売れるには売れるのだが、運ぶのに苦労する割には大した金にならない。話し合いの結果、魔法袋の容量を廃材に使うのは無駄だと判断して捨てていくことに決めていた。

「土壁クレイウォールと盲目ブラインドの巻物スクロールも当たりですねぇ……」

　地面に腹ばいに寝転がって、足をパタパタさせながらパメラは笑みを零した。その目は半分閉じてしまっており、頭はウツラウツラと揺れている。

　前回手に入れた衝撃波ティルトの分も合わせると、これで荒野の守人が所有する巻物は三本目だ。管理は魔術師であるパメラに任せているが、そろそろ巻物差スクロールホルダーの購入を検討してもいいかもしれない。

　寺院系の神官────武僧モンクや侍僧アコライト、祈祷師シャーマンは複数の巻物を携帯して変幻自在の攻撃をすると聞いたことがある。巻物を自作することが可能な彼ら独自の戦闘形態スタイルではあるが、手札は多いに越したことはないはずだ。

「ちょっとそれ貸してくれって！　順番だろ！！」

「五月蝿うるさい、今は俺の番だ。お前はそっちの腕輪でも試していろ」

「どうやって試せっつーんだよ！？　こんな小っせー腕輪、オレに使えるわきゃねーだろ！」

　魔道具に興味津々な二人は"魅了無効の首飾り"と"毒耐性の腕輪"を奪い合っている。興奮したタイメンは尻尾をベシベシと地面に打ちつけているが、クロスはそれを横目でチラリと一瞥しただけで、譲るつもりはないようだ。

「尻尾の先にでも嵌はめればいいだろう」

「ハッ！　その手があったか……！」

「二人とも……。さっきも言ったけど、その魔道具は実際に危険な状況に遭わないと発動しないからね？　身につけるだけじゃ何も起きないよ」

　ため息混じりに忠告してみるも、フランツの言葉は彼らの耳を右から左へ素通りしただけのようだった。クロスは首にぶら下げた首飾りを無言のまま凝視し続け、タイメンはいそいそと尻尾を保護する革鎧を取り外し始めている。

「お前さんら。遊ぶのは構わんが、絶対に壊してくれるなよ。特にタイメン、腕輪は少しでも歪めたらお終いじゃからな」

「わ、分かってるってー」

　太い尻尾を腕輪に無理矢理ねじ込もうとしていたタイメンの動きがピタリと止まる。

　状態異常耐性の魔道具は一般的だが、その中でも無効系は希少レアだ。生憎と"魅了"は需要が少ない部類に入るが、それでも売れば金貨十枚にはなるだろう。

　ただ、洞窟で見つけた中で最も高価な魔道具は腕輪でも首飾りでもない。

「へへへ……」

　目を細めて手に持った魔道具を灯りにかざしながら、マウリは夢見るような表情を浮かべていた。

　"俊足のブーツ"

　使用者の脚力を倍近くまで引き上げる常時発動型パッシブの魔道具だ。脚部限定ではあるが、身体強化ブーストの奇跡とほぼ同等の強化バフを常に得ることができる、冒険者垂涎すいぜんの逸品。

　身体能力を向上させる魔道具は戦闘に携わらない一般人からも人気が高く、希少性は魔法袋に劣るものの、非常に高値で取引されている。特に全身を強化するタイプは目を剥くほどの高級品らしく、噂でしか知らないが、並の冒険者の年収を遥かに上回るような馬鹿げた価格なのだとか。

　ブランドンの持つ魔剣や、ラウルが装備していた甲冑が同様の効果を持つ魔道具だったはずだ。

「いいなーマウリン。オレも強化装備使ってみたかったなー」

「手に持つだけでは意味がないと言ったな。爪先立ちで履いても駄目なのか？」

「部位強化系の魔道具はキチンと装備せん限りは無効じゃ。儂らにゃどうやったって使えまいよ」

「俺……今日ほど旅行小人ハーフリングでよかったと思ったことねえよ」

　女性用か子供用か、それとも元から小人族ホビットのために作られたのか。その靴は二十ｃｍくらいの可愛らしいサイズで、ちょうどマウリが履いている物と同じタイプのショートブーツだった。

　鑑定の片眼鏡モノクルでも素材までは分からなかったが、魔物の革を鞣なめしたと思われる艶消しの焦茶色で、しっかりとした造りの上等そうな代物である。放置されていたため多少薄汚れてはいるものの、磨けば十分今後も使用できそうだ。

　他のメンバーには当然履ける大きさではなく、自然とマウリの手に渡った。彼も手足の打撲や細かい傷を負っているので、試すのは明日にするよう忠告したが、この様子ではきっと売却することにはならない気がする。

「さて、早いけど今日はもう寝ようか。タイメン、パメラをテントまで運んでくれる？」

「あいよー。パメラちゃん、こんなとこで寝たら風邪引くぜー」

「……むにゃ……」

「クロスよ、今夜の不寝番は儂らでやるからちゃんと寝るんじゃぞ。お前さん、迷宮内では一度も眠っておらんじゃろう」

「…………………」

「そんな顔してもダメだよ。立派な怪我人なんだから」

「せっかく一人用の防水テントも買い直したんだぜ？　使わねえともったいねぇだろ」

「…………承知した」

　渋々、嫌々という感情を、これでもかと顔に浮かべたクロスがテントに潜り込むのを見届け、フランツたちも交代で眠りについた。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




「もう治った」

「治ってないですっ！」

「傷が消えただけだってば。失った血はすぐには戻らないんだよ？」

「自分の体調は自分が一番よく分かっている。これだけ動ければ探索には申し分ない」

　翌朝、バルトが作ってくれた鬼熊ベーコン入りのサンドイッチを頬張りながら、荒野の守人の一行は揉めていた。フランツとしては朝から地上へ撤収する心算でいたのだが、それを伝えた途端にクロスがまだ帰りたくないと駄々をこね始めたのだ。

「あれだけの出血だったんじゃ。普通の人間は動けるようになるまで最低でも二日、完全回復にゃ二週間はかかるわい」

「俺は普通の人間ではないから大丈夫だ」

　ぐっ……妙に説得力のある言葉だ。

　たしかに一見して顔色はよく、呼吸も正常。食欲にいたっては普段よりも旺盛なのではと思えるほどに食べている。猫科の猛獣を思わせる鋭い眼光は黒々とした生気に溢れ、俺を馬鹿にしたら殺すとでも凄んでいるような強烈な威圧感もいつも通り。

「コイツ、朝イチで素振りなんかしてやがったぜ」

「そのあとマウリンと競走してたじゃねーか。例のブーツで遊んでたんだろ？　負けたー！ってデッケー声で叫ぶから、目ぇ覚めちゃったっつーの」

「馬鹿野郎！　余計なこと────」

「安静にしておれと言ったじゃろうが！！」

　怒鳴りつけられ、マウリはサッとタイメンの背に隠れた。

「治癒の水薬ポーションもなくなったし、どのみちこれ以上は進めないよ」

「そうですよ！　次に誰かがケガしてもどうにもならないんですからね！」

「…………………」

　朝食を食べ終えて野営地の片付けをしながら、フランツたちは同じことをゆっくりと穏やかに、繰り返し言って説得を続ける。クロスは反論しないまでも、真一文字に結ばれた口元には物足りないという不満がありありと表れていた。

　しかし、迷宮に立ち入る時にも言った通り、今回はあくまで十階層の様子見が主な目的だ。

　マウリが死にかけ、クロスが大怪我を負った。これだけの危機に瀕しておいて、このまま探索を続けようなどとリーダーとしては絶対に言えない。

　Ｄランク階層の恐ろしさを学び、十分な成果も得られたのだ。今回の挑戦はここまででいい。

「オレだってもうちょい進みたいけどよー、水薬なしじゃ流石にヤベーって」

「もしこのデカブツがぶっ倒れたら、地上まで引きずって行くハメになるんだぜ？」

「何で引きずるんだよ！　おんぶしてくれよ！！」

「アホかテメー。自分の体重考えろよ」

「こう見えても二百キロくらいだぜ！？　バルトかクロスならギリいけるって！」

「儂は無理じゃ。潰れるわい」

「米俵三つほどか。担げはするだろうが、走るには少々辛いな」

　マウリとタイメンが上手く話題を逸らしながら、何気ない仕草でクロスを伴い直通門の方向へ歩き出す。ギャーギャーと騒ぎつつも、彼らは後ろを歩くフランツに向けて背面で親指を立てていた。

　その見事な連携プレーに思わず吹き出しそうになったが、不意に、遠くから風に乗って微かな叫び声が耳に届く。

「───中の───者は───地上───！」

　示し合わせたように全員の足が止まる。

　風の加減だろうか。音節の一つ一つを区切って発音するような、途切れ途切れに聞こえる奇妙な叫びだ。

「この声……。拡声の魔道具を使っとるな」

「何でしょうね。クロスさん、何て言ってるか聞き取れます？」

「………いや、距離が離れすぎている」

「これ、どんどん遠ざかって行ってねーか？」

「みてえだな。どうする、フランツ？」

「何かあったのかもしれない。行ってみよう」

　フランツの号令で一斉に走り出す。俊足のブーツの効果が発揮されているらしく、指示を出さなくても自然とマウリが先頭になった。一歩一歩の歩幅が大きいため、まるで宙を飛んでいるかのような速さだ。

「マウリ！　少しスピードを落としてくれ！」

「あっ、悪りぃ！　まだ慣れてなくてよ！」

　声の主はなかなかの健脚らしく、追い付くまでに結構な時間が掛かってしまった。

　後ろ姿を捉えるのと同時に、ふさふさとした灰色の尻尾と尖った獣耳が視界に入る。狼獣人ウルガルドだ。

「繰り返す！　迷宮探索中の冒険者は至急地上へ帰還せよ！」

「Ｅランクパーティーの荒野の守人だ！　何があった！？」

「強制依頼が発動された！　今すぐ街に戻ってくれ！」

「────ッ！　大量発生スタンピードか！？」

「そうだ！　不死者の迷宮が溢れた！！」







　﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏

　いつも拙作をお読みいただき誠にありがとうございます。

　ご心配をお掛けして申し訳ございません。小康状態が続いておりますが、何とか生きております。

　暖かいコメントを多数いただき感謝の念に堪えません。いつもスマホで小説を書いているので執筆活動に支障はないのですが、なかなかどうして気分が乗らず、毎日をぼんやりと無為に過ごしてしまっています。

　元々拙作にはプロット(あらすじのようなもの？)は無かったのですが、この期間に先の展開をメモしておき、退院後に一気に書こうと計画しておりますので、もうしばらくお待ちいただけると幸いです。

　Ｐ.Ｓ.

　先日Twitterにて拙作のキャラ絵を描いてくださった方がおられ、それを見ながらニヤニヤするのが日課になっております。ご許可をいただいておりませんのでお名前は伏せますが、この場を借りて御礼申し上げます。





第64話 冒険者さん、アンギラへ急ぐ




「急げ急げッ！！」

「うるせえ！　乗り合い馬車が来ねえんだよ！」

「うちのパーティーは馬でガーランドに来てる！　二人乗りでよかったら乗せてくぞ！」

「おぉ！　頼むわ！」

「こっちも乗せてくれ！」

　迷宮から地上に戻ると、ギルドは蜂の巣をつついたような大騒ぎになっていた。誰も彼もが殺気立ち、猿みたいにわあわあ吠えまくっている。

「正門からアンギラ行きの特急便が出ています！　馬がいない冒険者の皆様は城門へ向かってくださいっ！」

　時折ギルド職員のものと思われる声が建物内に響き渡るが、それは最早悲鳴に近い絶叫に聞こえた。

「俺たちも急いで城門に向かおう！」

「オレが道を空ける！　マウリン、パメラちゃん、肩に乗れ！」

「────きゃあっ！」

「うおぉ！　高っけえ！」

　どこもかしこも押し合い圧へし合いの大混雑。タイメンはひょいと二人を両肩に座らせると、芋洗い状態の群衆を力ずくでかき分け始めた。

「オラオラ、邪魔だ！　どきやがれっ！　踏み潰すぞオメーら！！」

「な、なんだコイツ！」

「押すんじゃねえよバカ野郎！！」

　無理やり追い立てられた冒険者たちから抗議の罵声が飛ぶが、彼は知ったことかと言わんばかりに人混みを割ってズンズンと出口へ進む。

「……まさかこやつが貴族だとは誰も思わんじゃろうな」

「……だね」

　あまりにも乱暴な振る舞いだ。タイメンの背に張り付くようにして歩きながら、フランツは周囲の冒険者たちに申し訳ない気持ちでいっぱいだった。

「殺気を垂れ流したまま俺の間合いに入るな。叩たたっ斬るぞ貴様」

「ひぃ……！」

「クロス！　今はそれどころじゃないからっ！！」

　森人族エルフの男を脅しつけていたクロスを引っ張り、どうにか外に出ることができた。先を争う冒険者の群れが城門に向かって殺到しているため、大通りは混乱した人の波で埋め尽くされている。

「裏通りから迂回して行こう！　タイメン、東側の脇道に向かってくれ！」

「よっしゃあ！　二人とも、掴まってろよー！！」

　一際目立つ格好で吼えるタイメンに人々の視線が集中する。パメラは両手で顔を隠して固まってしまっているが、対照的にマウリは目を輝かせて楽しそうな様子だ。

　前回魔道具を鑑定してもらった店がある細い路地に入ると、人のざわめきが急に遠のいた。前に歩いた時にも思ったが、普通の通行人のためではないような薄暗い隘路あいろだ。道幅は一ｍほどと狭く、垣根がせり出していたり色んな物が路上に置かれているせいで、体を横に向けないことには通り抜けられない場所も何ヵ所かある。

「あっちだ、あっち！！」

「角つの引っ張んじゃねーよマウリン！　折れちゃったらもう生えて来ねーんだぞ！」

　複雑に入り組んだ路地をしばらく走り、ようやく城門が視界に入る。

　そこには、ギルドが手配したものと思われる大量の馬車が長蛇の列をなしていた。一頭立てから四頭立て。乗用馬車だけではなく、荷馬車、幌馬車、果ては御者席のない二輪馬車までが、冒険者を満載した状態でずらりと並んでいる。

　恐らくはガーランドに暮らす商人たちが協力をしてくれたのだろうが、それにしても随分と仕事が早い。

「アンギラへ向かう冒険者はどれでも構いません、空いている馬車に乗ってください！　満員になり次第順次発車いたします！」

　案内担当と思おぼしき女性の指示に従い、小型の荷馬車が空いていたので御者に一言掛けて全員で乗り込む。先に四人組が乗っていたため、これで荷台は満員だ。

「出発しますぜ！」

　御者の男がピシャリと手網を振るい、行進する行列に割り込んだ。

「失礼。僕たちはＦランクパーティーの"西岸の要塞"です。よろしくお願いします」

「こっちはＥランクの"荒野の守人"だ。よろしく頼むよ」

　声を掛けてきたのは濃紺のローブを身に纏った魔術師風の青年だった。見る限り杖を持っておらず、連射力重視の短杖ショートワンドか官杖バトンの使い手と推察する。彼の仲間たちも揃いのローブを着ているため、四人全員が魔術師という珍しい構成のパーティーだ。

「────あれ？　ティルタン？」

「ん？　……うわっ！　パメラさんじゃないですか！　お久しぶりです！」

「きゃーっ！　卒業式以来じゃない！？」

「おい！　元気にしてたかよ！！」

「相変わらず可愛いねぇ」

「ファディア、ロス、モルカー！　みんな冒険者になってたんですね！」

　彼らは嬉しげに手を取り合い、笑顔を弾けさせた。どうやら魔術学校の同級生のようだ。

「宮廷魔術師の試験に落ちちゃいまして……。僕らは地元もこっちですし、就職先が決まるまでってことで一緒に活動しているんですよ」

「そうだったんですか……。あっ、私の仲間を紹介しますね！」

　パメラを介してお互いに名乗り合う。やはり彼女とは同じクラスで学んだ学友なのだそうだ。

「君たちも探索中に呼び戻されたの？」

「いえ、僕らはついさっきローズミルから到着したばかりです」

「着いていきなりこの騒ぎで驚いたねぇ」

「聞いた話だと、先週くらいから兆候はあったみたいッスよ」

「「「…………………」」」

　ロスという青年の何気ない一言に、フランツたちは目を見合わせて苦りきった表情になる。

　やけに馬車の手配が早いと思ったが────そういうことか。

　迷宮における大量発生スタンピードには明確な前兆がある。通常決まった階層に生息しているはずの魔物が、突如として別の階層にも出現し始めるのだ。

　浅層探索中に深層の魔物を見かけた場合はギルドへ報告の義務があり、現在では、その内容を分析することによって大量発生の大まかな日時も予測可能となっている。

　そして、そういった兆候に関する情報は即座に各地のギルドへ共有され、依頼書と並んで掲示板に掲載される仕組みなのだが………。

　最近は迷宮探索にかかりきりで、ロクに掲示板を確認していなかった。ガーランドのギルドでも迷宮専用の窓口にしか目を向けておらず、見逃してしまったに違いない。

　駆け出し冒険者がやりがちなミスの代表格に、フランツは思わず赤面しそうになるほどの羞恥の情に駆られた。

「大量発生とは魔物の群れが押し寄せる現象だと言っていたな。しかし、何故アンギラへ向かうと分かる？」

　ただ一人、失態に気が付いていないクロスが澄まし顔のまま尋ねる。

「理屈はいまだによく分かっていないんだけど、奴らは人が大勢いる場所を目指して進むんだ。不死者の迷宮から一番近い街はアンギラだからね」

「………………途中にある村々は見殺しか？」

　彼は不愉快そうに目を尖らせたが、そうではない。

「そもそも道中に人里は一つもないぞ。迷宮の周囲にゃあ防衛目的以外で村や町を築いてはならんと、王国法で決まっておるからの。ガーランドに来る途中にも集落は見掛けんかったじゃろう？」

「それに、不死者の迷宮の近くには人っ子一人住んでねえって噂だぜ。監視用の駐屯地と冒険者ギルドだけが並んで建ってるって……前に誰かから聞いたよな。戦鎚の連中だったか？」

　実際に見たことはないが、不死者の迷宮は石造りの廻廊と玄室が連なる巨大な陵墓りょうぼで、常に瘴気しょうきが吹き出しているために周辺は不毛の大地と化しているのだそうだ。

　探索どころか、近づくにも専用の装備が必須となる攻略難易度の高い迷宮として知られている。長期滞在には多額の費用が掛かる上に、光属性の魔術師がいなければ対処できない魔物も多く、その攻略は何十年も前から遅々として進んでいないらしい。

「物見ものみがいるのか。ならば何故わざわざ冒険者をアンギラに集める？　籠城戦は有利だが、後始末が面倒だぞ。敵の所在が分かっているのなら、直接出向いて叩き潰せばよかろうに」

「元からアンギラいる連中はそうしてんじゃねーか？　オレらの場合は一旦戻んなきゃなんねーんだよ」

「強制依頼への参加は冒険者の義務ですからね。依頼を発動したギルドで参加報告をしないと、除籍処分にされちゃいます。だからみんな急いでアンギラに向かってるんですよ」

　強制依頼への参加の有無は、事後、執拗なほど徹底的に調査される。冒険者の活動履歴は、各地の門兵やギルドに提示する冒険者証によってある程度把握されているため、よほどの理由がない限り不参加は厳罰に処せられるのだ。

　去年の夏頃だっただろうか。パメラが里帰りで不在にしている間に強制依頼が発動され、その数日後、ギルド本部の職員を名乗る男が拠点にやって来たことがある。

　リーダーとしてフランツが自室で対応したのだが、それはもう、完全な取り調べだった。狭い部屋で一日中職員の男と向かい合って、同じことを繰り返し繰り返し質問されるのだ。

　パメラが里帰りをした理由から始まり、前後三日間の生活、彼女と交わした会話の一言一言など、かなり高圧的な態度で叱りつけるように何度も訊かれた。こちらも街を出た記録があるはずだから調べてくれと一生懸命に説明したのだが、頭ハナから逃走を決めつけている様子で全く理解してもらえず、そんな詰問が食事の時間を除いて朝から晩まで延々と続いたのである。

　最終的に、パメラが地元のギルドに顔を出していたことが証明されて無罪放免となったものの、冒険者になったことを後悔するくらい酷い尋問だった。

　忌まわしい記憶が古井戸の底から這い上がってくるように蘇り、胸が詰まって少し息苦しさを感じる。心の傷は思った以上に癒えておらず、どうやら、今だに血を流し続けているらしいと気が付いた。

「義務、か。お前たちは今までに何度参加している？」

「俺とマウリが四回、パメラは今回が三回目だね」

「儂はこれでちょうど十度目じゃな。昔は今よりも頻度が多かったからの」

「オレは初めてだなー。ナバルの海で大量発生が起きたのは見たことあっけど、ガキの頃だったからあんま覚えてねーし」

「実は、僕たちも初参加なのですが……。低位ランクでも最前線に出ることはあるのでしょうか？」

　ティルタンは怯えた子犬のように目と口をパチパチさせた。

　しかし、初めてであれば不安に思う気持ちも当然である。腕を組んでまた何か別のことを考えていそうな戦闘狂と、ぼんやりと特に何も考えていなさそうな図太い大蜥蜴の方が異常なのだ。

「うんにゃ。戦況にもよるが、基本的に下っ端は補給や救護を担当することが多いからの。直接戦闘に携わることは滅多にないぞ。それに、心配せずとも魔術師は後方に配置されるわい」

「私は経験者ですからね！　みんなを案内してあげますよ！　分からないことがあったら何でも聞いてください！」

　パメラは鼻息も荒く自慢げに胸を張る。いつも一人は嫌だと不安そうにしていることが多いのだが、友人の前なので気が大きくなっているらしい。

「ありがとね、パメラ。心強いわ」

　大量発生への対応はパーティー単位で動くのではなく、各自の技能や特性ごとに部隊へ振り分けられる。そのため、荒野の守人では魔術師のパメラと弓士のマウリが別行動になることが多く、きっと彼ら以外は前線での支援活動が主になるだろう。

　ただ……今回の強制依頼に限っては、少し気がかりな点がある。

　いつもであれば領軍と共同戦線を張るのだが、現在、兵士たちは北の戦地へ出払っているはずだ。つまり、冒険者だけで魔物の軍勢に相対することになる。

　そんな状況で、果たして自分たちは戦わずに済むのだろうか。

　よくないことが起きそうだという言い知れない不安が胸を掠かすめ、フランツは自分の心がざわざわと波立つのを感じていた。







　﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏

　いつも拙作をお読みいただき誠にありがとうございます。

　皆様の応援のおかげで、なんとか無事にカクヨムコンの中間選考を突破することが出来ました！

　手探り状態で書き始めた拙作ですが、少しだけ誰かに認めていただけたような感覚で、選考結果を目にした時には思わず声が出てしまいました。また、いつの間にやら総閲覧数が２００万ＰＶを上回っており、どちらも遅くなりましたが改めて御礼申し上げます…！

　引き続き『お侍さんは異世界でもあんまり変わらない』をよろしくお願いいたします。





第65話 冒険者さん、仲間を見送る




　アンギラの尖塔が視界に入る頃。すっかり陽は落ち、辺りは宵闇に包まれていた。城壁の上に灯された松明の明かりが水平に横たわる星河のように並び、忙しなく動き回る門兵たちの姿をぼんやりと映し出している。

「旦那がた！　正門が開放されてるみてぇなんで、このままギルドに向かいますぜ！」

　御者の声に首を伸ばしてみると、城門が両開きに大きく開かれ、行進する馬車列は少しも速度を落とすことなく街の中へ続々と進んでいた。門を潜りながら周囲へ視線を巡らしてみるが、兵士たちは城壁の上からこちらを熱意もなく目で追っているだけだ。

「何やってんだ門兵アイツら？　仕事しろよ」

「審査もなしに門を完全開放するとは。随分と不用心なことじゃの」

「今なら犯罪者も入りたい放題ですね……。治安が悪くならないか心配です」

　緊急事態のための処置だとは思うが、これまでに一度も聞いたことのない非常識な対応だ。もし盗賊などが街に入り込めば、状況が更に悪化すると誰にでも想像ができそうなものだが…………。

　ご領主様の不在が少なからず影響しているのかもしれないと、漠然とした不安が胸に広がる。

「夜半にしてもやけに静かだな。住民どもはどこへ消えた？」

「地下の避難所だと思うよ。こういう事態に備えて街中に地下通路への入口があるんだ」

「私たちの拠点の近くにはありませんけど、ヤナさんのお店の横とかギルドの訓練場にある小さな階段が入口になってるんですよ」

　大量発生スタンピードが頻発するアンギラの地下には、水路を兼ねた通路が蟻の巣のように張り巡らされており、各所に長期間の滞在を想定した大型避難所が設置されている。流民である冒険者は利用することができないものの、地下通路に発生する大鼠スクィークの駆除は新人冒険者にとって定番の依頼になっているため、フランツたちも嫌になるくらいその構造は熟知していた。

「戒厳令が布告されとるようじゃの」

「この時間帯に鍛治人よっぱらいが一人もいねえってことは、そういうことなんだろうな」

「辺境伯がいねーなら……指揮執ってんのは長男のジェイド様か？　留守番の時にツイてねーよなー」

　無人の大通りを駆け抜けてギルドの前まで辿り着くと、建物の前は大勢の冒険者たちで埋め尽くされていた。どうやら外に臨時の窓口を作って対応しているらしく、みな大人しく列に並んで順番を待っている。

「強制依頼の参加報告はこちらです！　部隊ごとに状況説明をいたしますので、まずは受付をお願いします！」

　聞き慣れた声に目を向けると、ギルドの二階の窓からディアナが身を乗り出すようにして指示を飛ばしていた。流石に何度も強制依頼を経験している熟練の受付嬢だけあって、その表情は冷静そのもの。堂々たる大音声だいおんじょうには風格すら感じられる。

　普段と変わらず頼もしい彼女の姿を見るだけで、フランツは何故だか少しだけ冷静になれたような気さえした。

「よし、じゃあ俺たちも並ぼうか」

　御者に礼を言って馬車を降り、ガチガチに固まってしまった筋肉を解しつつ列の最後尾に並ぶ。周囲の冒険者たちは無事に領都へ到着できたことにほっとしたのか、場違いにも和やかな様子で談笑していた。

「"不死者"が溢れたのは何年ぶりだ？」

「四年前の夏が最後だな。ほら、伝染病対策かなんかでしばらく西門が封鎖されてた時期があったろ」

「……あぁ、思い出した。あの辺、秋頃までヒデー臭いだったよな。依頼で通りがかったあとメシ食えなかったもん」

「そんだけ久々なら今回は大群かもしれねぇな……。嫌になるぜ」

　そんな会話に聞き耳を立てながら、フランツも当時のことを思い出していた。

　あの時はまだＦランクで、城壁の上に弩砲バリスタの矢を補充する任務に就いていたが、高所から見えるおぞましい光景に足が震えて止まらなかったものだ。そして、魔物の群れへ果敢に突撃する冒険者たちに尊敬の念を抱くと同時に、いつかは俺もと焦がれるような夢を見た。

　しかし、現実とは非情なもので、僅かにも自分が出来た貢献と言えば、戦後処理の依頼で酷い嘔吐感に襲われながら死骸の清掃をしたくらいだ。

「フランツ？　私たちの番ですよ」

「……あぁ、ごめん」

　腐臭漂う凄惨な記憶に眉をひそめていると、いつの間にか順番が回って来ていたらしく、冒険者証を取り出して受付に提出する。

「Ｅランクの荒野の守人ですね。……パメラ様は魔術師隊へ、マウリ様は伝令隊へ、その他の皆様は前衛隊への参加をお願いいたします」

　受付担当は自分たちの評価書と思われる書類を手早く確認し、それぞれの行き先を立て続けに言い渡した。さっさと行けと言わんばかりの早口に、一行は急き立てられるようにしてその場をあとにする。

「弓士隊じゃねえのかよ、俺。伝令は走りっぱなしだからキツいんだよなぁ……」

「いいじゃねーか。せっかく手に入れたブーツもあんだからよー」

「不死者アンデッドにゃ矢はあまり効果がないからの。仕方あるまいよ」

　自分たちの後ろに並んでいた西岸の要塞も受付を終えたようだ。馬車の中では不安げに顔を蒼ざめさせていた彼らの顔にも、ここに来てようやく安堵の色が浮かんでいる。

「バルトさんが言われていた通り、僕ら全員後方に配属でした」

「よかったですね！　なら、私たちは魔術師隊に合流しましょうか」

「俺も行ってくるわ」

「パメラ、マウリ、無茶だけはしないようにね。終わったら拠点で集合しよう。気を付けて」

　二人を見送り、フランツたちも集合場所へと足を向ける。前衛は最も人数が多いため、探さなくても人だかりを見れば一目でそこが本隊だと分かった。

「もう何人か揃ったら出発すんぞ！　お前ら気合い入れとけよ！！」

「「「うおおぉぉ────っ！！！！」」」

　馬車の荷台に立って部隊に発破を掛けているのは"強撃"のブランドンだ。彼の代名詞である魔剣を頭上で振り回し、居並ぶ冒険者たちを鼓膜も破れんばかりの砲声で激励しているが………。剃り上げた頭部と元来の強面が相まって、正直、盗賊のお頭にしか見えない。

「あの金柑頭ハゲが足軽大将か？」

「"足軽"が何かは知らないけど、この部隊はブランドンさんが率いるみたいだね」

　前衛隊は百名一部隊として行動することが多く、その中で最も高いランクの者が指揮を執るのが慣例となっている。元Ａランクの彼が指揮官ということは、この場にいる現役冒険者の中ではＢランクが最高位なのだろう。

「強そうなオッサンだなー。アレなら結構当たりなんじゃねーの？」

「指揮官としちゃあ大当たりじゃな。あやつなら冒険者それぞれのランクや個性にも精通しとるからの。無理な命令は下さんじゃろう」

　噂に聞くところによると、血の気の多い者が指揮官になった場合には、低位冒険者を巻き込んで敵群へ特攻を仕掛けるような馬鹿げた指示を出すこともあるらしい。

　当然そんな自殺行為に従う義理はないのだが、指揮官に命令違反や敵前逃亡とギルドへ報告されれば処罰の対象となってしまうため、所属部隊を誰が率いるのかは冒険者にとって死活問題と言える。

　しばらくその場で待機していると規定の人数が集まったらしく、斥候と思われる獣人族の男が状況説明を始めた。

「昨日未明、西から不死者アンデッドの群れが押し寄せて来るのを複数の冒険者が目撃しました。現時点で確認できている構成は、死人ゾンビ、骨人スケルトン、屍人グール、その他の混成。数およそ二千、ギルドマスター率いる先発隊が交戦中ですが、遅くとも数時間以内に城壁へ到達する見込みです」

　告げられた内容に、鳥が一斉に飛立つようなざわめきが起こる。

「屍人グールもいんのかよ。じゃあ────……」

「吸血鬼ヴァンパイアがいやがるな。銀武器と聖水が必要になるぞ」

　二千体……大量発生の群れとしては中規模に相当する数ではあるものの、死人や骨人はＦランクの雑魚だ。屍人もＥランクとはいえ、さほど強力な魔物ではない。

　ただし、奴らには必ず宿主と呼ばれる存在がいる。

　"吸血鬼ヴァンパイア"

　個体によってＤランクからＳランクまで脅威度に大きな振れ幅がある、非常に危険な魔物だ。他の生物を吸血することによって眷属化し、自身の血族領域コロニーを拡大させるという極めて厄介な習性を持っている。さらに上位個体は銀武器を使用しない通常攻撃を完全に無効化する上、人類には未知の魔術を行使することもあるそうだ。

「各教会、寺院の協力で聖水はある程度確保していますが、銀武器は数に限りがあるためＢランク以上の冒険者に支給させていただきます。ですので────」

「自前で銀武器を持ってるヤツは名乗り出ろ！　俺と最前線で暴れるぞ！」

　ちらほらと手が挙がり、十数人が前に出る。フランツたちも迷宮で手に入れたばかりの魔銀製のナイフを持ってはいるが、これはあくまで解体用の道具であって武器とは呼べない代物のため、挙手することはしなかった。

「いいか！　俺らの仕事は敵が西の城壁に到着するまでに可能な限り数を減らすことだ！　また清掃依頼に駆り出されたくなきゃ、全滅させるつもりで戦え！」

　その言葉に、大勢の冒険者たちから苦しそうな唸り声が洩れる。どうやらあの時の情景を古傷として抱えているのは、自分だけではなかったらしい。

「それでは今から各自の任務をお伝えしますので、それぞれの馬車へ分乗してください」

　皆が落ち着くタイミングを見計らっていたのか、斥候の男が書類を片手に部隊内での役割を割り振り始めた。補給、救護、前線、最前線と、ランクに応じて任務を与えているようだ。

「よぉ」

　今か今かと緊張しながら自分たちの番を待っていると、どういうわけかブランドンが意味ありげな顔で近寄って来た。

「ブランドンさん。どうしたんですか？」

「フランツ、聞いたぜ。Ｃランクの鬼熊を仕留めたんだってな？　お前らにも今回は前線で働いてもらうぞ」

「────っ！」

　覚悟はしていたつもりだったが………思わずゴクリと生唾を飲む。

　自分も今やＥランク、一端いっぱしの冒険者なのだ。街の危機に怖じける訳にはいかないと、フランツは自らを奮い立たせるようにぎゅっと拳を握り締めた。

「分かりました。やっぱり人手が足りていないんですか？」

「ああ、領軍は出払っちまってるからな。魔術師ギルドが協力してくれちゃいるが、前衛はいつもよりしんどいぜ」

「なんと、魔術師ギルドの学者連中がか？　珍しいこともあるもんじゃの」

「アイツらって年中引きこもってるイメージだよなー」

　魔術師ギルドの領分は専もっぱら研究・開発だ。魔術や魔道具、魔物など、ありとあらゆる未知を調べ、論文を書き発表する。

　研究対象が魔物の場合は現場に出ることもあるとは聞くが、戦闘に加わるような姿はなかなか想像し難い。会員であるパメラの前では言えないが、総じて気位が高く、虚栄心や名誉心の入り交じった病的傾向を持つ個性的な者が多い印象のギルドである。

「それと、コイツ借りてもいいか？　最前線で戦える奴が一人でも多く欲しい。銀武器も渡すからよ」

　ブランドンは興味深げに八頭立ての大型馬車を観察している男を顎で示した。

「……クロス？」

「構わんぞ。迷宮探索は尻切れとんぼに終わったからな。物足りんと思っていたところだ」

　気負うことも、張り切ることも、ましてや怯える様子も全くない。彼は馬車から目線を逸らすことさえせず、淡々として応えた。

「えぇ〜何でコイツだけなんだよ。オレも行きてーなー」

「…………新顔か？　増える分にゃ構わねえが、そりゃリーダーの判断次第だろ」

「フランツ〜」

　タイメンは子供が玩具をねだるような仕草でにじり寄ると、意識してか否か、こちらの手首に尻尾を巻き付けギリギリと締め上げ始めた。悩む時間はなさそうだ。

「クロスのそばから離れないって約束するなら行ってもいいよ」

　彼ら二人は敵を見ると突撃するタイプなので心配ではあるが、ブランドンが一緒なら任せてしまっても大丈夫だろう。

「するするっ！！　絶対離れねー！」

　大はしゃぎするタイメンを余所に、フランツとバルトは二人を会話に加わらせないような小声でブランドンへ耳打ちする。

「ブランドンさん、クロスは昨日大怪我を負ったばかりです。水薬で治療はしていますけど、ムチャしないように見張っててくださいね」

「それと、あの蜥蜴人はボレロ男爵家の長男じゃからの。万が一があればお前さんの首が吹っ飛ぶぞ」

「…………なんか、お前らのパーティーって変な奴が集まるよな。分かった。目ぇ離さねえように近くに置いとくわ」

　ブランドンは誘ったことを少し後悔するように額に手をあてて重い息を吐くと、小躍りしている大蜥蜴と勝手に馬車に乗り込もうとしていた狂戦士を引き連れ去っていった。
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　…………よく分からんな。

　アンギラへ向かう荷馬車に揺られながら、黒須は腕を組んで考えを巡らせていた。

　"大量発生スタンピード"

　話を聞いて戦いくさのようなものかと思っていたが、フランツたちの口振りや同乗している小僧どもの様子を見るに、どうやら少々趣おもむきが違う。

　彼らの雰囲気は戦端の火蓋が切られている状況にしては、どことなく、余裕のような緩・み・を感じるのだ。

　負けることを想定していないと言うべきか、自身の命が脅かされることはないと確信していると言うべきか。明らかに、己の立場が有利であると知っている者の顔付きである。

　いくら旧友と再会したからとはいえ、あのパメラが花の咲くような微笑を浮かべていることからしても、その認識に間違いはないだろう。

「強制依頼への参加は冒険者の義務ですからね。依頼を発動したギルドで参加報告をしないと、除籍処分にされちゃいます。だからみんな急いでアンギラに向かってるんですよ」

「義務、か」

　これまでに、雑兵として戦に参陣する農民どもを何度も見てきた。半農半士、先祖代々の足軽胴を着込んで意気揚々と馳せ参じる下級武士もいるが、奴らの大半は量産品の御貸具足おかしぐそくを与えられ、ただ義務として漫然と従軍しているだけの素人だ。

　"剣抜弩張けんばつどちょう"

　戦地へと向かう行軍の最中さなか、日々を平穏に過ごしている連中の纏う空気は冷たく、重苦しく、ピリピリと張り詰め、開戦間際、ついに精神は極限に達する。

　恐怖に耐えきれず蒼白になって昏倒する者、現実から眼を逸らすようにゲタゲタと笑い転げる者、後に忘恩ぼうおんの徒と誹そしりを受けることを承知で逃げ出す者も珍しくはない。

　戦とは尋常な勝負に非あらず。卑怯も正々堂々もない、糞のような殺し合いだ。人の生命をまったく塵芥のように無視して初めて成立する。個の武勇は意味を成さず、権謀術数けんぼうじゅっすうが物を言い、生きるか死ぬか、喰うか喰われるかの修羅場。

　そんな死地に赴くにしては、仲間たちの様子はあまりにも呑気に過ぎる。害獣の群れを駆除するような取組みなのかも知れぬと、黒須は一人、悶々と想像を膨らませていた。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




「ほれ、お前らの得物だ。今のうちに手に馴染ませとけや」

　フランツたちと別れ、普段街で見掛ける物の倍はあろうかという巨大な馬車の荷台の上。ブランドンは端に積まれた荷物の山をゴソゴソと漁ると、黒須とタイメンにそれぞれの武器を投げて寄越した。

「…………何だこれは。玩具か？」

　鞘を払い、冷たく輝く銀色の長剣を眺めながら、黒須は不快げに鼻を鳴らす。

　軽かるい、脆もろい、柔やわい、鈍にぶい、弱よわい────……

　ただ剣の形をしているだけで、魂が欠片も入っていない。振るまでもなく、一眼見てうんざりするほど愚にもつかない粗悪品だ。

　茶の間に飾る美術品としてなら価値もあろうが、武器としては失格もいいところ。実戦において爪の垢にも値しない瓦落多がらくたである。

　重い刀を腰に差すことを嫌う化粧武士が竹に銀箔を貼った銀紙竹光を身につけると聞いたことがあるが、こんな剣とも呼べぬ雑な刃物であれば、竹光の方がまだ有用とさえ言えるだろう。

「たしかに銀武器はナマクラだがな、そう見えて不死者アンデッドにゃよく効くんだよ。逆に言やぁ連中は普通の剣じゃ斬っても死なねぇ」

「……よく分からんが、こんな棒切れでは一振りしただけで折れてしまうぞ」

「そこを加減して使うのが腕ってもんよ。お前ならできんだろ？」

「…………………」

　"隔靴搔痒かっかそうよう"

　こちらを煽るようにニヤリと笑って見せた金柑頭に、腹の虫がむずむずと疼うずく。武士たる者、そこまで挑発されてできないとは口が裂けても言えず、不承不承ふしょうぶしょう、唇をへの字に曲げながら剣を鞘へ納めた。

「なぁなぁ、それよりオレの武器ってコレしかねーの？　つーか、何コレ？　どーやって使うんだよ」

　閉口した黒須と入れ替わるようにして、今度はタイメンが渡された武具を両手に不満を漏らす。

「拳鍔ナックルダスターって武器だ。手に嵌めて殴るだけの単純なモンだが……。見たとこ剣士ってガラじゃねぇだろ？」

「あっ、ここ握ればいいのか。……クロス、どーよ？」

　似合ってる？　と、得意満面で拳を構えて見せる大蜥蜴に、投遣なげやりに頷いて応える。

　拳頭拳面に鋭い棘がついた、鉄拳てっけんと鉄貫てっかんの間あいの子のような武器だ。似合うかどうかはさておきとして、怪力のタイメンになら相性は悪くない。

「それはそうと。お前、まさか剣四本とも持ってくつもりじゃねえよな？」

「そのつもりだが？」

「いやいや、流石に重てぇだろ。せめて二本にしとけ。荷物になっちまうぞ」

「オッサン、言ってもムダだと思うぜ。コイツってば武器大好きっ子だからよー」

　武具好きを否定するつもりはないが、これから向かう先は魔物との戦場なのだ。通常の戦であれば、刀槍など死体から奪うことで幾らでも替えが利く。しかし、犬畜生の分際がまともな武器を持っているとも考え難い。

　そもそも、二千という数からして本来は剣にそぐわん状況だ。長柄ながえとまで贅沢は言わずとも、せめて先日の洞窟で手に入れた素槍をフランツから受け取っておくべきだったかと少し後悔が頭をよぎる。

　後方部隊として小荷駄こにだが同行していることは承知しているが、生命線たる武具の補給を名も知らぬ相手に頼るつもりは毛頭ない。所詮、奴らは兵種による組分けや備そなえのような系統だった部隊編成すらされていない、急拵きゅうごしらえの寄せ集め。まともに指揮命令が機能するかも怪しいものだ。

「少なく見積もってもこっから数時間は戦いっぱなしなんだぜ？　お前の体力は知ってっけど、途中でヘバっても助けちゃやれねえぞ」

「構わん。戦場で他人に頼るような恥を晒すくらいならば死を選ぶ」

「オレは戦斧置いてくかなー。コレ重てーし」

　しばらくブランドンと押し問答を続けていると、御者をしていた鍛治人の男から夜のしじまを切り裂くような声が上がった。

「ブランドンさん！　見えて来たぜ！！」

　冒険者たちの視線が一斉に前方へ集中する。

　小高い丘を登る坂道の道中。真夜中にも関わらず、頂上の辺りだけが日の出を迎えたかのように明るく浮き上がっていた。乳白色の、霧が漂っているような薄ぼんやりとした明るさだ。

　八頭が連なる馬車馬の騒音で気づくのが遅れたが、耳を澄ませば微かに戦いの喧噪らしき叫びも聞こえる。

「光属性の照光リュミエールの奇跡か。丘向こうが戦場で間違いねぇな」

　体力を温存するように座り込んでいた者たちも中腰になり、隣合った相手と思い思いに話し出す。

「神官が前線に出てんのかね？」

「んなわけねーだろ。あいつら今頃聖水作りでテンテコ舞いしてるはずだぜ」

「中級魔術が使えるような冒険者って……誰だ？」

「ギルマスだろ。あの人、ああ見えて内陣級インナークラスの魔術師だからな」

　坂を登り切ると、眼下は草原が緩やかに起伏するだだっ広い盆地だった。いくつかの小さな太陽のようなものが上空をふらふらと浮遊し、地上を昼間の如く鮮やかに照らしている。

　ちょうど今いる場所からは戦場を俯瞰して見渡すことができるが───そこには、阿鼻叫喚の地獄絵図が月夜に顕現したような光景が広がっていた。

「うへぇ〜。不死者って初めて見たけど、ハンパねーなこりゃ」

「………………」

　"鬼哭啾啾きこくしゅうしゅう"

　臓物を垂らしながら腐れた四肢を緩慢に動かす者、歯を剥き出しにして獣のように四つ足で駆ける者、完全に白骨化しながら平然と歩く者、さらには蒼白く光り漂う鬼火まで。そんな亡者の軍勢が、方円陣を組んで戦う冒険者どもへ蟻のように群がっている。

　これは────……百鬼夜行というやつか？

　思いもよらない状況に、食い入るように戦場を凝視する。

　具足が統一されていない上に、旗印も合印もないため敵味方の判別がし辛いが、ざっと見て五百対百ほどの合戦のようだ。小勢の冒険者も奮戦してはいるものの、こちらと反対側の丘からは敵の増援が坂を転がり落ちるようにして続々と舞い込んでいる。

　静かな月輪がちりんの下、激しい太刀音と喚叫の声とが一塊になった敵味方の中からひっきりなしに上がり、時折、花火のように炸裂する色とりどりの魔術の閃光が場違いにもやけに美しく思えた。

「あれが魔物なのか？　人の姿をしている者もいるぞ」

「アイツら元は冒険者なんだよ。迷宮の中で死んで、その死体が魔物化した成れの果てが不死者アンデッドだ。……知り合い見つけても容赦すんなよ」

　誰にともなく呟いた問いに、横にいた見知らぬ男が泥を噛むような苦々しい顔で答えた。

　しかし────実に興味深い話である。

　魔物とは凶暴ではあるものの、あくまでも獣の延長線上にある生き物だとばかり思っていた。つまり、人も魔物になり得るということか。

「奴らは一度死んで蘇よみがえったのか？」

「違げぇな。ありゃ単に死体が動いてるだけだ。下位の不死者に意識はねえよ」

　少々落胆する回答だったが、それでも依然関心は薄れない。

　"死"とは、森羅万象の全てに分け隔てなく、平等に訪れるべき天運である。人の身ではどうすることもできないが、魔物になることによってその運命さだめに抗うことが叶うなら……。それは、死の克服とも言えるのではないか。

「死してなお戦う兵か。夢のある話だな」

「────怖ぇえこと言うなよお前。発想が死霊術師ネクロマンサーと同類じゃねぇか」

「死霊術師……？」

　男は怯えと軽蔑が等分に混じり合ったような表情でこちらの顔を斜めに見返した。まるで穢けがれたものでも見るかのような白い眼だ。

　不思議に思っていると、離れた場所からタイメンが手招きしていることに気が付く。

「あのな、死者蘇生ってのはどこの国でも絶対にやっちゃならねー禁術扱いなんだよ。口に出すのもヤベーんだ」

　タイメンは黒須の肩に腕を回すと、内緒話でもするかのようにボソボソと耳打ちした。

「何故だ？　誰でも蘇らせたい者の一人や二人いるだろう」

「宗教上の理由ってのが一番だけど……。つーか、お前って無神論者じゃねーのかよ？　蘇りなんか信じてんのか？」

「輪廻転生は存在すると思っている」

　母上のように熱心な信者からは、御仏みほとけを信じぬ者は総じて不信心者だと同断されることがあるが、必ずしもそうではないのだ。神仏を信じていないだけで、地獄、極楽、吉凶、縁起、日の善し悪しなど、他にも色々と信じている。

「お前って、自分で見た物以外は信じねータイプだと思ってたわ」

「あの世は一度、覗いたことがあるからな」

「はぁっ！？」

　以前紛れ込んだ戦で落ち武者狩りに追われた際、不覚にも身体の調子を見誤ったらしく、飲まず食わずの十日目に黒須は一度死んでいる。

　あの時のことは今もはっきりと覚えているが、少し休もうと身を隠した深い森の洞穴の中、岩壁を背にして座り込み、眼を閉じた途端に真っ暗な所へ意識がどんどん沈んでいった。

　海底に堕ちるような心地いい感覚に身を任せていると、何やら見知らぬ蝶々のようなものが急に眼の前を飛び始め、慌ててそれに掴まった拍子に生き返ったのだ。

　極限状態で見た幻覚やも知れないが、あれこそ伝説に聞く黄泉比良坂よもつひらさかの一端なのではと自分では考えている。

「ようするに不可知論者ってヤツかよ？　相変わらず変わってんなー」

「ふかち……？」

　この男、普段おちゃらけている割に時たま難しい言葉を使う。

「全員降りろ！　仕事の時間だ！！」

　馬車は戦地から三町三百三十ｍほど離れた場所で停車した。皆がそれぞれの武器を携え降車したのを見計らい、ブランドンが破われ鐘がねのような怒鳴り声で号令を掛ける。

「いいか！　まずは今戦ってる部隊と合流する！！　てめぇら、俺のケツだけ見失わねぇように追っ掛けて来い！！　……行くぞッ！！」

　猛然と駆け出した金柑頭に続き、十数人の同勢は天地も裂けよとばかりに鬨の声を上げて疾走した。





第67話 お侍さん、怒られる




「オオォォオォッッ！！！」

　ブランドンは跛足はそくを感じさせない速度で敵に肉迫すると、獣の遠吠えのような雄叫びを上げて長大な剣を叩き込んだ。

　たった一振り。

　それだけで五体もの敵がバラバラになって吹き飛ばされる。

「……………」

　斧を木の幹に打ち付けるが如き大振りの一刀───躱すことは容易なれど、受ければ武器具足ごと粉砕されるに違いない。野太刀のだちとは騎乗戦闘のために在る刀剣と思い込んでいたが、剛力無双の武者が振るえば斯かくも凄まじい威力になるのか。

　黒須は戦場を疾走しながら大人しくブランドンの動向を見守っていた。

　通常の戦であれば他者に先頭を譲ることなどしないが、客分の分際で一番槍の誉ほまれを奪うほど無粋な真似をするつもりはない。また、手柄にならない魔物の首級くびよりも、この国における軍学や戦法の方に関心があった。

「ブランドンさんに続けっ！！」

「「「おおぉぉおぉ────ッッ！！！！」」」

　歓声が轟とどろき、同勢の空気が渦を巻くように上昇していく。

「スゲーなあのオッサン！！」

「さっすが"強撃"だぜ！！」

「元Ａランクはダテじゃねえなっ！」

　冒険者どもは千両役者を観る童子のように興奮し、舌なめずりでもせんばかりに勢いを増した。

　新人講習の時にも思ったが……やはりあの金柑頭、ただ者ではないな。

　味方の士気を上げるには、先陣を切る将の存在が必要不可欠。逆に言えば、先頭を走らぬ者に誰も続くことはない。猛将が眼の前にいるだけで、その背を見る者は自分まで強くなったような気分になるものだ。

　個人戦だけでなく集団戦にも造詣が深く、気性の荒い冒険者どもの羨望を集め、剣客としても極上の部類に入る。ネネットとの立ち合いの際は見逃したが、この依頼が済んだなら是非とも一度手合わせを願い出てみなければなるまい。

「道ができたぞ！！　全員突っ込め！！」

　剛剣によって拓かれた活路へ我先にと味方が殺到する集団の中央辺りを駆けながら、黒須はふと思い出したように横を向いた。

「タイメン、俺は代官殿にお前を生かして帰すと誓約している。絶対に俺から離れるなよ」

「言われなくてもわーってるって。フランツとも約束したしなー」

　タイメンは乞食を断るようにプラプラと手を振って、面倒臭そうな口ぶりで答えた。

　……戦場は初めてと言っていたはずだが、随分と肝の座っている蜥蜴だ。

　一直線に走ることしばらく、先発隊の姿を視界に捉える。丘の上から見ていた時よりも周囲を囲う敵の群れはその数を増しているようだ。

「おい」

「了解っす」

　ブランドンが並走していた男に声を掛けると、男は懐ふところから何かを取り出して口に銜くわえた。

　ピィー！という、能管のうかんに似た高音が戦場に響く。数瞬の間を空け、敵の壁の向こう側からも同じ音色が返ってきた。

　なるほど……合図か。

　好奇心がもぞりと動く。日本の合戦でも陣笛による合図はよく使われるが、動物の角を用いた角笛や法螺貝を加工した陣貝など、大型で取り回しの悪い物がほとんどだ。あれだけ小型で大きな音を出せる笛は寡聞にして知らず、魔法袋やマウリのブーツといい、やはりこの国には便利な道具が溢れている。

　旅の最中には感じたこともなかったが、無性に手に入れたいと思わせられる、これが物欲というものか。

「俺を中心に左右に展開しろ！！　先発隊の連中と挟み撃ちにすんぞ！！」

　号令に従い、縦一列に進行していた味方が横陣を組み武器を構える。ようやく戦闘かと、黒須も幅広剣ブロードソードを抜いて眼前を蠢く敵に集中した。

「………………」

　以前、僧兵と死合うために訪れた寺で"女体九相図にょたいくそうず"なる絵を見たことがある。僧侶が煩悩を断ち切る修行に使う死屍観想図の一つで、女人が死んでから灰になるまでの経過を描いた絵画だ。

　それに則のっとれば、屍人グールは壊相えそう、死人ゾンビは膿爛相のうらんそう、骨人スケルトンは骨相こつそうに相当する。

　吸血鬼ヴァンパイアとやらは見当たらないようだが、九相図に準じるのならば青瘀相しょうおそうか噉相たんそうあたりの姿をしているのだろうか。

「……あれ？　お前、銀武器使わねーのかよ？」

「とりあえずはな。虎の子は温存してこそ価値がある」

　不死者によく効くという意味を理解した訳ではないが、どのみち、数回振れば折れてしまうような頼りない剣だ。使い所は敵を見極めてからにした方がいいと判断した。

「行くぞッッ！！！！」

　ブランドンの掛け声に合わせ、冒険者と亡者の軍勢が衝突する。

　黒須の相手は暗い洞穴のような眼でこちらを睨みつけている骨人スケルトンだ。筋肉も腱も全くなく、下手糞が操る糸繰いとくり人形のようなギクシャクした動きの完全なる骸骨。錆だらけの短剣を頭上に掲げ、威嚇でもしているつもりなのか、カタカタと顎を打ち鳴らしている。

　急所も何もあったものではないため、とりあえず物は試しにと胸骨の辺りへ一太刀。

　パキン、パキンと、鋭く澄んだ音を残して骨人の上体は呆気なく砕け散った。水気がなく、枯れ木を手折るような乾いた手応え。案山子かかしでも斬り倒しているような気分である。

　お次は白濁した眼球をあらぬ方向に向けた────恐らく、獣人だったと思われる男。

　土色の革鎧は健在だが頭部の損傷が激しく、頭髪と共に獣耳は腐り落ちてしまっている。股の間から覗く鼠のような毛の抜けた尻尾だけが、元々の種族を判別できる唯一の部位だ。

「……あァ……ヴぁアー……」

　何かを言おうと口を動かしているように見えるが、掠れた声は不鮮明で、ほとんど意味を成していない。

「ぐろず……やべ……はぎぞう……」

「口で息をしろ」

　隣で戦っていたタイメンが両手で鼻を押さえながら泣き言を漏らす。相手を思い切り殴りつけたらしく、色々なモノを全身に浴びて悲惨な姿になってしまっていた。

　しかし、その気持ちも分からんでもない。

　死人ゾンビはみな腐爛して蛆が湧き、堪らなく臭いのだ。死臭など嗅ぎ慣れているはずの黒須ですら、頭痛を覚えるほどの凄まじい臭気である。

　馬車に同乗していた者たちが揃って面布めんぷのような物で顔を覆っていたが、あれはこの臭いを誤魔化すための対策だったのか。

　腰の荷物入れから手拭いを取り出し、手早く鼻と口を隠す。侠客どもが好んで使う"鉄火"という頭巾の巻き方だ。

「これを使え。多少なりともマシになる」

「……あでぃがどぅ……」

　予備の手拭いを渡し、改めて敵に向かい合う。

　ここに来るまでに激しい天日に照りつけられたせいか、変色した皮膚の所々が紫がかった肉を剥き出しにし、それでいて水晶のようなよく分からない体液を至る所からたらたらと垂らしている。

　さて、話によれば斬っても死なないとのことだったが…………

　こちらを掴もうと無用心に突き出された腕を斬り落としてみる。が、相手はまるで気にした様子がなく、相も変わらず呻き声を上げてのそのそと近寄って来た。出血はしているものの、どうやら本当に意識もなければ痛みも感じていないらしい。

　で、あるならば────

　喉仏の辺りが瘤こぶのように腫れ上がった太い首へ剣を一閃。生物である以上、頭を失えばそれまでだ。

　刃先が首の皮膚に突き刺さり、肉に食い込み、頸動脈を切り、骨を割るのが感触として伝わってくる。手応えは普通の人間を斬るのと何ら変わらない。

　剣速が速すぎたのか、棒立ちの胴体を残して頭部だけがゴロリと地面に転がって────……！？

「………どういうことだ」

　驚愕に眼を見開く。なんと、頭を失った胴体はそのまま平然と歩を進めたのだ。

　よく見れば、転がった頭部も、先に斬った髑髏しゃれこうべさえも、恨めしそうにまだガチガチと歯を鳴らしている。

「これは────」

　足下に落ちていた死人の腕を拾い上げる。露出した遺体の肌は半刻ほどで冷え切るものだが、気味の悪い虫のように指を動かすその腕には微かに温もりを感じた。

　皮膚はやや硬いものの筋肉は強直しておらず、腐敗の状態からしても死後数週間は経っているように思える。いや、単に身体を動かしたことで熱を持っているのかもしれない。

「そっ、そんなもん素手で触んじゃねーよ！　変な病気になったらどーすんだ！」

　切断面を念入りに観察していると、タイメンに腕をはたき落とされてしまった。どのような理屈で動いているのか興味があるのだが…………。

　いずれにせよ、斬っても死なないとはこういう意味か。

　首もなく歩き回る男を、黒須は憐憫れんびんを含んだ眼差しで見詰める。死してなお戦う兵と聞き、あわよくば自分もなどと胸を躍らせていたが、これはそんな面白おかしいものではないな。

　死なないというより、死ねないのだ。

　望まぬままに魔物と成り果て、自我もなく、ただただ人を襲うだけの哀れな生き物。散り際を美学とする武士の思想とは根本的に相容れない存在である。

　死屍に鞭打つとは正にこのこと。こちらを見据える胡乱げな眼が、行き場のない無念さを、やり切れない怨念を顕しているように思えた。

　となれば、さっさと極楽浄土へ送ってやるのが武士の情けか。

　黒須は無言のまま左手で銀剣を抜き、御魂安かれと願いつつ振り下ろした。

「ちょ……っ！　終わったんならコッチ手伝ってくれよ！！　この数の屍人グールは流石にキツいって！！」

　語尾の高ぶった慌て声に振り返ると、タイメンが四つ脚で動く敵の群れに囲まれていた。必死の面持ちで拳をブンブンと振り回しているが、蛙のように低く跳ね回る相手には掠りもしていない。

「あの時の猿と大して変わらんだろう。落ち着いて一匹ずつ潰せ」

　屍人は所々肌が破れているものの、他と比べれば損傷も少なく、死にたてと言った風情だ。

　白眼がなくなるほど真っ赤に充血した眼球、狼のように長い犬歯。即身仏の如く皺枯れているが、いまだ人の面影を残している。

「バッカ、お前！　どこがだよ！？　狂猿ポウン・パウンより断然強えーっての！　助けてー！」

「………………」

　わざわざ志願して戦地に出向いておいて、物見遊山でもしに来たのか、この阿呆は。

　今にも泣き出しそうな情けない表情で助けを求める大蜥蜴に、一つ大きなため息を吐く。

「包囲を崩す。俺の後ろについて走れ」

「お、おうっ！」

　言うが早いか、黒須は両手に持った剣を振りかざして集団へ斬り込む。左右に太刀を握るのは奇妙な感覚だが、肝心の銀武器がいつ折れるかも知れない鈍なまくらである以上、この構えが最善だ。

　右で斬り、左で仕留める。

　襤褸ぼろを纏った屍人どもは乱入してきた黒須を見るや、警戒するように距離を取った。死人や骨人と違い、獣程度には知性があるらしい。

「お、おい！　逃げんのかよ！？」

「いいから走れ」

　背後から聞こえるバタバタというタイメンの足音を意識しつつ、集団を牽引するように駆け回る。こちらの後を追う屍人の群れが数珠繋ぎに連なるのを見計らい、黒須は唐突に足を止めた。

「……釣れたぞ。振り返って先頭を殺れ」

「────っ！　そーゆーことか！　おっしゃあっ！！」

　"八方分身"

　多勢を同時に相手取る場合、たとえ敵の数が千だろうが万だろうが、こちらに斬り掛かれる人数は多くて一度に八人まで。周囲八方を取り囲まれたとしても、敵の包囲を斬り抜けさえすれば残りは全て一方向から向かって来る。さすれば後は純粋な腕比べ。こちらへ追い付く脚の速い者から順に斬ればいい。

　八方の敵を斬り払うためには八人を一遍いっぺんではなく、一人一方八遍に分けて戦うべし。

「要するに、常に一対一の形勢になるように立ち回る。遮蔽物のない戦場での基本的な兵法だ。覚えておけ」

「なるほどな！　タイマンならこんなヤツら屁でもねーよ！！」

　二人横並びになって向かって来る屍人を斃してゆく。身体能力は生前の人物に由来しているらしく、速力も腕力もまちまちだ。

　獣人はそれなりに手強いが、鍛治人や小人は取るに足らない────……？

「おい。今、腕が生えたぞ」

「そりゃそーだ。他と違って屍人は再生すんだよ。無限じゃないらしいけどなー」

　当たり前だとでも言わんばかりの口ぶり。

　反射的に銀剣を振って仕留めてしまったが……。切断した小人の腕が竹の子のようにニョキニョキと生えてくるのを目撃し、黒須は唖然とした。死人や骨人と違い、これこそ正に想い描いていた不死である。

　海の彼方にあるとされる常世の国には、非時香菓ときじくのかぐのこのみという不老不死の霊薬が存在すると聞く。古来より数多の支配者が欲した霊薬、まさか、この国に在るのか？

　否いな、もし霊薬がなかったとしてもだ。この屍人だけでも相当に利用価値は高い。

　例えば据物すえもの斬りや御様御用おためしごよう。試し斬りの相手としては最適だ。

　刀の切れ味を試すには処刑された罪人の死体を使用するが、当然死体の数よりも刀の数の方が多いため、通常は斬った死体を何度も縫い直して使う。この屍人が一匹いるだけでそんな手間は一切不要となる。

　それに、いくら斬っても再生するなら実戦稽古の相手にもってこいだ。

　百聞は一見に如かず

　百見は一考に如かず

　百考は一行に如かず

　百行は一果に如かず

　型の素振りを百回繰り返すより、実際の敵を相手に一度戦う方が遥かに有意義と言える。獣人の屍人であれば、フランツたちにとってはちょうどいい稽古相手になるだろう。

「…………一匹捕まえて拠点に連れ帰るか」

「オメーまさか屍人のこと言ってんじゃねーだろうな！？　絶対ダメだ！！　バルトに怒られるぞ！！」

「裏の物置小屋に隠せば…………」

「ふざけんなボケ！！　あそこにはアルチェちゃんの寝床が─────」

「そこの馬鹿二人！！！！　遊んでねぇで戦えっ！！！！」

　大混戦の戦場に、ブランドンの雷のような怒号が木霊した。





第68話 冒険者さん、葛藤する




「フランツよ、ありゃあクロスとタイメンではないか？」

　戦場を見下ろす小高い丘の上。バルトの指さした方向へ目を向けると、大勢の中でも一際よく目立つ巨大な蜥蜴人リザードマンの姿をすぐに見つけることができた。

　不死者たちのド真ん中でクロスは何故か剣を地面に突き立ててロープを手にしており、それを綱引きでもするかのようにタイメンが必死に引っ張っている。さらにその脇ではブランドンが二人を怒鳴りつけているように見えるが────

「みたいだけど……なんだろうね？　戦闘の方針で揉めてるのかな」

「おおかた、剣に飽きたから縄術で戦わせろとでも言っておるんじゃろ」

　言いそうだなぁ……。

　思い返せば一回目の探索を終えた日の夜、クロスは"薙刀なぎなた"という武器を迷宮に持って行きたいと話していた。聞けば槍に近い武器らしく、バルトですら知らない得物だったので今度一緒に探しに行こうと約束していたのだが、結局、本人がナバルへ出かけてしまったこともあり時間が取れずに終わっている。

　色々な武器を使いたいという欲求は剣士であるフランツにはよく分からない感覚だったが、あらゆる武術を習得している彼だからこその願望なのかもしれない。

「おぉーい！　こっち手伝ってくれー！」

「はーい！　今行きまーす！」

　睡眠不足で朦朧としている頭を再起動させるように自らの頬をピシャリと叩き、気合いを入れ直す。仲間たちの様子も気になるが、今は仕事に専念しなければ。

　フランツたちに割り当てられた任務は最前線から逸れてきた敵を処理することだ。魔物には人だかりに集まる習性があるため大部分は先発隊に群がっているが、戦列を組んで行儀よく行進している訳ではないのでどうしても討ち漏らしが出る。丘の頂上付近に広く展開し、坂を登ってくる相手を索敵、殲滅を繰り返していた。

　広い盆地を隔てて向こうに見える丘からは敵の増援が次から次へと舞い込み、未だ途切れる気配がない。二千体規模との情報からして、夜明けまでに終わるかは微妙な所だ。

　篝火は焚かれているが冬も間近なこの季節、痛さを感じるほどの冷たい空気が氷のように肌にしみる。駆け足で向かう二人の弾む息には、白い靄もやが漂っていた。

　フランツは口の辺りを両手でまるく囲み、ハアーっと息をかけて冷え切った指先を温める。ここ最近ずっと暖かい迷宮内で過ごしていたのが祟り、防寒装備を準備していないのは失敗だった。

「にしても、今回はやけに屍人グールが多いの」

「ホントだね。もしかして吸血鬼が複数いるのかな？」

「だとしたら厄介じゃが……。バラバラに動いとる所を見るに、おったとしても中位までじゃろうな」

　屍人の性能は宿主の強さに比例する。上位個体が使役している場合は知能が高く、それこそ人間の軍に匹敵するほどの連携を取ることもあるらしい。

「くっそ！　コイツ速ぇぞ！」

「矢が当たんねぇ！　誰か動きを止めてくれっ！」

「聖水ぶっ掛けてみるか！？」

　喧騒のもとに駆けつけると、十人ほどの冒険者が一匹の屍人を相手に苦戦していた。完全に包囲はしているものの、この場にいるのはいずれも低位ランクの者ばかり。囲んだはいいが決め手に欠けると、二の足を踏んでいるらしい。

「バルト」

「うむ」

　一声掛けると、バルトは背負っていた大盾を手にして集団へ割り込んだ。

　パーティーの中で最も付き合いが長い彼とは、多くを語らずとも意思疎通を図れる。同じ価値観を持った者同士、以心伝心、熟年夫婦のようなものだ。

「儂らがやる。ちょいと退いとれ」

「お、おう」

　バルトの低く、落ち着いた声に自然と冒険者たちは従った。

　フランツも攻撃に備えて剣を抜き、背後に立って構える。支給された聖水を鞘の中に注いでいるため、右手に持つ片手剣からはポタポタと雫が垂れていた。

「行くぞッ！」

　バルトが猛然と突進する。屍人は横っ跳びに避けようとしたが、それを見越していたかのように即座に追走。先回りして逃げ道を塞ぐ。

　日々の訓練の甲斐もあり、今のバルトは極短距離であればフランツよりも素早く動ける。特に前後左右への小回りは徹底して鍛えられているため、瞬時の方向転換などお手の物だ。

　案の定、屍人はすぐに槍を突き出す人の壁まで追い詰められ、やけを起こしたように牙を剥いてバルトに飛び掛かった。

　金属の大盾と頭部が激突し、鈍い音が周囲に響く。

「軽いわいッ！　フランツ、やれッ！！」

　その言葉を聞き終わらないうちにフランツは動き出していた。バルトの影から出て片足軸回転で屍人の背後を奪うと、渾身の斬撃に遠心力を加えて首元を狙う。

　力任せに振るのではなく、ほどよい脱力、刃筋、角度を意識し────接触の瞬間を見極めて、刃を滑らせるようにして引き斬る。

　────ぼとり。

　大きな木の実が地面に落下するような音を立て、屍人の頭部が転がった。

「うおぉぉ！！　すげーなオメーら！！」

「一撃かよ！！」

「片手剣で屍人の首を……！？」

「アンタらホントにＥランクなのか！？」

　夜の帳も張り裂けんばかりの大喝采が巻き起こる。しかし、手を挙げて愛想笑いで応えるフランツの顔には僅かに苦い色が滲んでいた。

　称賛されるのは悪い気分ではないが、チヤホヤされて自惚れるほど不遜にはなれない。自分たちのパーティーには最前線へ引き抜かれるような猛者がいるのだ。彼であれば、屍人など意に介することもなく瞬殺してのけるだろう。

　自身の成長を実感することは、同時に、クロスとの実力差を痛感することに繋がっていた。洗練された"剣術"というものを学んだ今だからこそ分かる。彼我の間にあるのは、少し訓練したから埋まるなどという生易しい差ではない。

　どの程度距離が離れているのか想像もできないが…………。きっと天と地、赤ん坊と兵隊、小鬼ゴブリンと龍ドラゴンくらい隔絶した差だ。

　マイカへの道程で盗賊を撃退し、迷宮でもそれなりに戦えていると思っていた。実力がついたなんて下らない勘違いをして、高慢にも思い上がっていたのだ。

　自分は巨人の時から何も変わっていない。いや、もしかすると小鬼相手に逃げ出したあの日から、何一つ変わっていないのかもしれない。

　また───大切な場面で戦えなかった。

　自分にはこれまでのように同じＥランクの冒険者と背比べをしている暇などない。いざという時に仲間を守るには、クロスと対等に並び立つには、血を吐くような努力と死を覚悟するほどの修羅場が必要だ。

　それが、鷲獅子グリフォンとの戦いで逃げることしかできなかったフランツの抱いた覚悟だった。

「うげっ……。まだ動いてるぜコイツ」

「やっぱ聖水だけじゃ仕留め切れねえな。誰か銀武器持ってねぇか？」

　頭を失った屍人はバタバタと地面を泳ぐように手足を動かしていた。聖水の効果で再生はしていないが、このままではいずれ復活する。

「俺がやるよ」

　魔法袋から魔銀ミスリルのナイフを取り出して手早く処理をしていると、いつの間に現れたのか、唐突に集団の後方から大声が響いた。

「伝令ですっ！！」

「あれ？　あの子は…………」

　小柄な兎獣人ラピヌの青年。名前は失念してしまったが、たしかクロスと同じ新人講習を受けていた子だ。

「フランツ」

　バルトは自分の冒険者証を指先で摘んで青年を顎でしゃくる。

「………………」

　彼の首元には自分たちと同じ、銅の冒険者証が輝いていた。

　新人講習に参加できるのはＦランクまで。つまり、この短期間でＥランクに昇格したのか────

　言っていたそばから、これだ。

　"種族が違う"

　"才能が違う"

　"あの子が特別で"

　"どうせ俺なんか"

　人に嫉妬する自分自身に、負け犬根性の染み付いた思考回路に、言いようのない自己嫌悪を覚える。

　フランツは胸に込み上げてくる毒々しい感情を振り払うように頭を振った。

　振り捨てようとすればするほど、この手の邪念は執拗に取り憑いてくると経験則で知っているが、このままではダメだ。何か、根本的な部分から考え方を改めなければ、自分はこれ以上先へ進めない。

　他人と比べるのではなく、自分自身と向き合って生きるのだ。

　誰よりも自らに厳しく生きる、彼のように。

「魔術師部隊の編成が完了！　三十分後に到着する見込みです！　この高台から攻撃するとのことですので、前線部隊は丘の麓で待機せよとの指示です！！」

　青年は同じ言葉を二度繰り返すと、そのまま風のような速度で戦場へ走り去って行った。





第69話 お侍さん、いい物を発見する




「これ預かっとくかんな！　他に予備とか持ってねーだろうなお前！？」

「……それだけだ」

　フランツたちの稽古相手にはどの屍人がいいかと品定めしていたところ、タイメンに縄を奪われてしまった。単純な力比べでは分が悪い。

　この程度の魔物であれば腰に巻いた帯革ベルトでも十分拘束できるが、ここまで嫌がるのなら断念した方がいいか。

　渋々と地面に突き立てた剣を引き抜いて鞘へ納め、小腹が空いたので兵糧袋から堅焼きパンを取り出して齧る。以前、迷宮で仲間たちが食べ残した物をいくつか仕舞っておいたのだ。

「…………お前、ここが戦場だってことくらいは分かってんだよな？」

　ボリボリとパンを噛み砕く黒須をブランドンは呆れたような顔で眺めた。

「だからこそだ。腹が減っては戦ができぬ」

　戦陣食での腹ごしらえは空いた時間に手早く行う。本来は糒ほしいいや餅もち、炒った生米などが好ましいが、この国に来てから米を見掛けた試しがない。携帯に便利な兵糧丸ひょうろうがんや味噌玉みそだま、忍どもが使う飢渇丸きかつがんや水渇丸すいかつがんは作り方を知らん。

「この臭いの中でよく食えるよなー。……いや、いらねーって。オレそれ嫌いだし」

　一つどうかとタイメンに差出したが、迷惑顔で断られてしまった。いつ終わるかも知れない戦場では食える時に食い、寝れる時に寝るべきなのだが…………。

　日本の合戦場であれば、商人どもが見物がてら雑炊の屋台を出したりもするが、アンギラの住民は全員避難したとフランツが言っていた。戦況が落ち着いたところで温かい飯など望むべくもないだろうに。

「………………」

　しかしこの堅焼きパンという食い物、腹持ちはいいが口内の水分を全部持っていかれる。黄粉きなこでも食ったかのように口の中がパサパサだ。

　水筒に手を伸ばしかけ、そういえば随分前に飲み切ってしまったことを思い出す。仕方なく懐から取り出した小瓶を傾けて喉を潤していると────唐突にブランドンが慌て声を上げた。

「おいっ！！　後ろ────！」

「分かっている」

　背後から飛び掛ってきた屍人を逆手で抜いた銀剣で斬り払う。噴き出る鮮血を潜るようにして躱し、続けざま右側に接近していた死人の両腕を切断。返す刀で首を落とした。

「…………文句言ってたわりに使いこなしてやがんな」

　そろそろこの剣にも慣れた頃合だ。豆腐を扱うように優しく握り、氷柱つららを扱うように軽く振れば、よほどの無理をしない限り折れることはないだろう。

「って、ちょっと目ぇ離した隙にお前は何してんだ！」

　振り向けば、タイメンがふらふらと浮かび漂う火の玉を捕まえようと追いかけ回している所だった。

　夢中になって鞠のようにピョンピョン跳ねるその姿。『玉や、玉や、吹けば五色の玉が出る』と唄いながらさぼん玉を売り歩く行商人へ群がる童子によく似ている。

「それは何だ。人魂ひとだまか？」

　タイメンは浮遊していた火の玉を乱暴に掴み取り、そのまま握り潰した。掌てのひらから水を出したらしく、熱された刀を焼入れするような音が鳴る。

「あちちっ……。鬼火ウィル・オ・ウィスプって魔物だ。水掛けるだけで死ぬ雑魚だけど、自爆特攻して来るから気ぃつけろよー」

「聖水使えや！！　馬車ん中で配っただろうが！！」

「こんなん相手なら素手の方が早えーって」

　黒須たちは銀武器と共に、小瓶に入った水を受け取っていた。不死者に浴びせ掛けるか武器を濡らして使えと言われていたが、使い道が杳ようとして分からず、毒気も感じなかったので────

「ていうかコイツ、さっき聖水ソレ飲んでやがったぜ？」

「うまい水だな」

「……よぉーし、分かった。お前ら本物の馬鹿野郎なんだな？」

　ブランドンは顔を真っ赤にして額にむくむくと青筋を這わせた。まるで茹で蛸だ。

「つーかお前、水筒空っぽなら早く言えよ。入れてやるから貸せって」

「いや、要らん」

「…………なぁ、何で毎回断んの？　ちょっと傷つくんだけど」

　フランツたちはいつも平然と飲んでいるが、黒須はタイメンによって生み出された水を口したことは一度もない。魔術であるとは知りつつも、他人が汗や小便のように放出した液体で喉を潤す神経が理解できないからだ。

「それにしても」と、取って付けたような言い方で話題を逸らす。

「不死者とやらが厄介なのは分かったが、この程度の数であれば街に着くまでに殲滅できるのではないか？」

「こんな雑魚ばっかならそうなんだけどよ……。お前ら、吸血鬼ヴァンパイアって一匹でも見たか？」

「オレは見てねーな。クロス、お前は？」

「そもそも吸血鬼がどれか分からん」

「…………」

　ブランドンは腑に落ちないという風に首を傾げたが、それ以上尋ねようとはしなかった。

「何か気になることでも────」

「突破したぞっ！　今のうちに突っ込め！！」

　いつの間にやら先発隊との間にいた敵は討ち滅ぼされ、冒険者たちはこちらを待たずに走り出していた。黒須たちも眼を見合わせて後を追う。

「ブランドン、早かったな」

　集団の中央まで進むと、仁王立ちのヘルマンに迎えられた。

　いつもの質素な格好ではなく、派手な深紅の鎧に身を包み、背丈を超える程の細長い銀の棍棒……いや、戦棍メイスという武器だったか、を手にしている。

　周囲には負傷者と思われる者が何人か座り込んでいるが、流石に冒険者ギルドの長というだけあって疲れの色は毛程も見せず、威風堂々、毅然として落ち着いた様子だ。

「ギルマス、状況は？」

　ヘルマンは不快げに敵勢を睨みつけると、顎に手をやって一瞬考え込むような仕草を見せた。

「今回の大量発生スタンピード、何か妙だ。屍人が異常に多いにも関わらず吸血鬼は下位個体レッサーばかり。あんな下等種カスにこれだけの数を使役できるはずがない」

　戦場という状況もあってだろうか。普段の気取った口調は鳴りを潜め、神経質な尖った声だ。吐き捨てるように言った"下等種"の部分が特に尖っている。

　誰一人として気にする素振りも見せないことから察するに、こちらの方がこの男の素・なのかも知れない。

「下位個体は何体いたんで？」

「すでに四、五匹は滅けしている」

「たったそんだけですか。そりゃたしかに妙だ」

　二人のやり取りを聞いていた冒険者が一斉に深刻な雰囲気になったが、一体何が妙なのかさっぱり分からず、黒須は説明を求めるようにタイメンに眼を向けた。

「いや、オレも詳しくねーけどな。下位の吸血鬼って屍人五匹使役するぐらいが精々らしいんだよ。今回二千体の群れって言ってただろ？　全部が屍人じゃねーけどよ、普通に考えりゃ数が合わねーんだ」

「敵軍が想定より弱いという意味か？　朗報ではないか」

「吸血鬼ってのは上位個体ほど悪知恵が働くからな。何かの罠ってこともあり得るっつー話だろ」

「罠……？　魔物がか」

　黒須の見る限り、敵の布陣に軍学の気配は全く感じられない。むしろ最悪手と言われる横並び。戦線を伸ばし過ぎている。

　とても帥すいがいるとは思えんが…………

　野戦において陣形とは動く城である。本丸としての本陣があり、二の丸、三の丸などに相当する複数の部隊が周囲を固め、城壁や城門の役割までも果たす。指揮を執る意志が存在するのであれば、帥を護るべく臨機応変に機動するのが常道のはず。

　本丸の位置を悟らせぬよう、敢えて不規則に展開する戦法もあるにはあるが、それは数に不利がある場合や劣勢に立たされた終盤戦にこそ効果を発揮する兵法だ。

「何にせよ、一度負傷者連れてあそこの丘まで引いてください。俺らが代わりに戦線を張りますわ」

「勘繰っても時間の無駄か。分かった、ともかく今は────……何事だ？」

　集団の後方がにわかに騒がしくなった。黒須の位置からは人混みで見えないが、ざわめきは徐々に悲鳴へ変わり、ついには絶叫に近い大音声になる。

「何か見えるか？」

「なんか、黒っぽいのが────」

　背の高いタイメンならば見通せるかと尋ねてみたが、その返答は猛烈な衝突音によって遮られた。同時に、群衆の頭上に血飛沫を撒き散らしながら三人の男が放り上げられる。

「「「〜〜〜〜〜〜！！」」」

　さらに二発、三発と、立て続けに人が舞う。冒険者だけではなく、死人や骨人も諸共もろともだ。

「なっ、なんだッ！？」

「吸血鬼か！？」

「どうなってやがる！！」

「ちくちょうっ！！　何人やられた！？」

　"狂瀾怒濤きょうらんどとう"

　細切れになった肉塊と臓物が雨のように降り注ぎ、冒険者たちは瞬く間に恐慌状態に陥った。

「────ッ！！　生リビングき鎧アーマーの群れだ！！」

　血を浴びながら現われたそれは、一見して騎士によく似た姿をしていた。

　漆黒の全身甲冑に槍と斧を掛け合わせたような長柄の武器、身の丈はタイメンに引けを取らず、擦り切れた腰布をたなびかせて悠々とこちらに向かって歩いて来る。槍先を揃えて整然と行進する様子は武人然としていて、見掛けだけではなく練度も高そうだ。

　……こんな魔物もいるのか。

「総員傾注────ッッ！！！！」

　蟻の巣を踏みつけたような大混乱の中、ピーンと耳をしびらすような大声が辺りいっぱいに炸裂し、全員の視線がヘルマンに集まる。

「先発隊は周囲の敵を足止めしろ！　負傷者は中央へ固まれ！　ブランドン、私の魔力が回復するまで時間稼ぎを頼む！」

「増援組は左右を警戒しつつ俺に続け！！　アイツらにゃ斬撃は効かねえ！　打撃武器を持ってる奴が前衛だ！！」

　どの程度の時間を戦っていたのかは知らないが、ヘルマン率いる先発隊は明らかに疲弊している。即断即決、悪くない判断だ。

「タイメン、あれはどんな魔物だ？」

「Ｂランクの不死者アンデッドで……たしか、怪力とバカみてーに硬い防御力が特徴だったかな。名前の通り動く鎧だ。中身は空っぽらしいぜ」

「…………………」

「おい、なんだその顔。何考えてんだお前」

「あの槍、いいな。一本欲しい」

「盗賊かよ！　……まーいいや。じゃーそろそろ、オレらも本格的に暴れっか？」

「応おう」

　鮫のような歯を剥き出しにして、ニンマリと獰猛に笑うタイメンに破顔して返す。つまらん相手に飽き飽きしていた二人は、魔物の群れに向かって猛然と突撃した。







　﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏

　いつも拙作をお読み頂き誠にありがとうございます。

　更新が滞っており申し訳ございません。仕事が忙しいという理由もあるのですが……。

　ゾンビ関係で何か参考になる物はないかとNetflixを検索しておりました所、有名な海外ゾンビドラマに行き着きました。タイトルは知っていましたが未視聴だったので何気なく見始め……どハマりした次第でございます。

　特殊メイク、CG技術、荒廃した街並みのリアリティもさることながら、主人公を始めとした登場人物の演技が素晴らしい！寝る間も惜しんで視聴し続け、現在シーズン4まで進んでおります。ダ〇ルとミ〇ョーンがかっこいい……

　未視聴の方がおられましたら、是非おすすめしたい作品です。

　今後とも『お侍さんは異世界でもあんまり変わらない』をよろしくお願いいたします。





第70話 お侍さん、槍をゲットする




「────おい、もう少し急げ。我らの獲物がいなくなる」

「こ、これでも全力疾走だっつーの！！」

　隣をドタバタと走る大蜥蜴に聞こえない程度の舌打ちを一つ、黒須は前方へ視線を戻した。

　二…四…六……全部で八体か。

　戦列を組んで前進する敵の数を数えつつ、ふーっと細く長い息を吐く。しかし、腹の奥から出てきた吐息は熱く、剣を握る手はカタカタと小刻みに震え、身体全体がどうしようもなく火照ほてっている。

　いかんな……。悪い兆候だ。

　十分な休息をとっていない身体はすぐに疲れて熱を持つものだが、それにしても、無性に血が騒ぐ。猛火に炙られるように感情が昂たかぶり、どこか冷静さを欠いているような気がする。

　寝不足、疲労、もしくは先日の負傷の影響か。あるいは、新たな強敵の登場による興奮か。

　Ｂランク、つまり単体であの鷲獅子グリフォンよりも手強い相手だ。それがこれだけの数とくれば、武士として滾たぎらざるをえない状況である。昨日あれだけ失血してなお血の気の多い身体に自分でも呆れるが、いずれにせよ、戦場においてこの精神状態は危険だ。

　以前紛れ込んだ合戦でも強敵との斬り合いに熱中しすぎ、気が付くと味方は全滅、一人ぽつんと敵陣のど真ん中にいたことがある。あの時は咄嗟に馬を奪って難を逃れたが、背後から鉄砲隊の斉射を受けて肝を冷やした。せっかく刈り獲った首級しるしも逃走中に全て落としてしまい、しばらくは腹が立って眠れなかったほどだ。

「……………」

　眼を閉じ、冷たい空気を肺に送り込み、そこにある曖昧な暗闇の中でゆっくりと経きょうを唱えて気を鎮める。眉間と鼻先からまっすぐに棒が伸びるのを想像し、それらが交わる点に全神経を集中させるのが雑念を払う瞑想のコツだ。

　武者震いが止まり、心臓の鼓動が聞こえなくなった辺りで瞼を開き、周囲の状況に視線を巡らす。

　こういった突発的な会敵の際、気にすべきは敵よりも味方の動き。混乱した頭では指揮官の命令を十分に理解できず、ともすれば利敵行為となり得る行動を取る者が出ることがあるからだ。

「うおぉぉおぉおっ！！！！」

「行け行け行けッ！　ぶっ潰せ！！」

「仇討ちだ！　絶対逃がすなァ！！」

　しかし、その心配は杞憂きゆうだったようだ。

　"切歯扼腕せっししゃくわん"

　戦友ともがらを殺やられて激墳しているのだろう。冒険者たちの眼光はギラギラとした仇視に染まり、敵愾心を隠すこともなく濁流のような勢いで相手に向かって一心不乱に殺到していた。

「ヤツの攻撃は防御不可だ！　受けずに躱せ！！　行くぞッ！！」

　先頭を駆けるブランドンは短く指示を飛ばすと、敵へ向かって大きく跳躍。そのまま兜に大剣を振り下ろした。

　空気を断ち切るような鋭い金属音が響き────黒須の眼が驚愕に見開かれる。なんと、ブランドンの剣は兜の中ほど、頭頂部つむじから鼻の辺りまで食い込んでいたのだ。

　………まさか、実戦で"兜割り"をやってのけるとは。

　黒須家の剣術は初伝、中伝、奥伝、皆伝、秘伝の五つの伝位に分かれており、中伝許しの免許要件として兜割りの成功が義務付けられている。しかしながら、豪傑犇めく黒須家門下でさえ鉄兜をあそこまで割れる者は滅多におらず、完全両断にまで至ったのは黒須三兄弟を含む数名のみだ。

　そもそも、兜割りや斬鉄とはあくまでも試技。実戦で使用する類の技ではない。どんな名刀でも鋼を斬れば刃こぼれを起こす、はずなのだが────

「ちくしょう！　やっぱ硬ってぇな！！」

　敵から距離を取ったブランドンの剣は、刃こぼれどころか曲がってすらいなかった。

　……この依頼が済んだら、あの剣の出処でどころを問いたださねばなるまいな。

　そんな感想を抱いているうちに、最前線にたどり着く。ブランドンが相手にしている生き鎧は僅かによろめいたものの、依然しっかりと両の脚で立っていた。

　大きく斬り裂かれた兜の隙間から見えるのは、タイメンが言った通りのがらんどう。多少動きはぎこちなくなったようだが、出血もなく、意気軒昂といった様子である。

「あれも不死なのか？」

「いや、アイツの場合は負傷ダメージを与え続けりゃ死ぬらしいぜ。どの程度で倒れんのかまでは知らねーけど」

　なるほどなと相槌を打ち、さっそく各々の獲物を値踏みする。周囲を囲む冒険者どもは武器を掲げて口やかましく野次を飛ばしているものの、いずれも二の足を踏んでいるため、まだまだ敵は選り取り見取りだ。

「オレこいつな！」

「なら俺はこっちをもらおう」

　それぞれが見定めた相手に向かい合う。敵が密集しているので、図らずも隣り合った相手を選択する形となった。

「………………」

　七尺二ｍ近い上背うわぜいの大鎧。近くで見るとそれなりに迫力がある。まずは様子見と相手の間合いに一歩踏み込んでみたところ、微かに腕がピクリと動き────次の瞬間には槍先が眼前に飛んできた。

　黒須の顔から一寸三ｃｍと離れぬ空間を白刃が掠め通る。髪の一部が斬り落とされ、はらりと宙へ舞った。

　さらに刹那の引き戻し。背後から足首を狙った一閃を片足を上げることで回避する。

　なるほど……。面白い槍術だ。

　槍自体は大した速さではなく、刺突の速度に関してもラウルには遠く及ばないだろう。しかし、予備動作が極端に少ないため、実際よりも随分速く感じる。軽く身体を揺するように動いた途端、踏み込みもなく槍先が飛んでくるのだ。

　俗に言う"無拍子"。通常、勢いのある動作を取るには全身の筋肉が稼働するため、反動をつけたり、踏ん張ったり、腰を回したりと、身体中のあちこちに溜・め・が発生する。素人が相手に殴りかかる時に腕を振りかぶる、あれだ。

　それでは敵にこちらの思惑が筒抜けになってしまうため、熟練の武芸者は構えの中で予備動作をある程度省略し、隠す努力をするのだが、それをさらに追求すると筋力ではなく自重を使って加速するという発想に至る。

　地面を踏みしめず、膝の力を抜き、四肢の均衡をあえて崩すことによって、完全に弛緩した状態から爆発的な初速を生み出すのだ。

　熱い湯のみに触れた際、咄嗟に腕を引くかのような一瞬の加速。決して自然と身に着けられる武技ではない。

　……魔物が修行でもしているのだろうか。

　さらに、引き戻しの速度が異様に速い。槍の極意は"突き三分、引き七分"と謳うたう流派もあるが、一度突いて戻す時に鎌首のような突起でこちらを引き倒すことを狙っている。技巧を感じさせる、見事な二段攻撃だ。

　魔物など所詮は狗畜生いぬちくしょうと高を括っていたが、探せばいるものだな……。死合うに足るような強敵も。

　好奇心がもぞりと動き、吊り上がりそうになる口元を手で押さえる。

　知らないことは知りたい。そう思う。じりじりするほどそう思う。旅の初めに抱いていた、あの遮二無二な探求心が甦よみがえったようだ────

　黒須が恍惚の表情で生き鎧を眺めていると、隣から短い悲鳴が発せられた。

「いッッてーな……！　こんにゃろ！！」

　槍の横薙ぎをモロに食らったらしく、タイメンは脇腹を押さえて片膝をつく。

「…………その鱗うろこ、打撃には弱いのか」

「いや、違げーって！　なんかヘンだコイツの攻撃！　めちゃくちゃ痛てえ！！」

「防御不可だって言っただろうが！！　ちったぁ人の話を聞きやがれ馬鹿ども！！」

　敵と激しく斬り合いながら、ブランドンはこちらを見もせずに怒号を張り上げた。

「………………」

　攻撃を受けてやるつもりはなかったが、ここまで騒がれると逆に興味が湧く。さっそく自ら相手に近づき、突き出された槍先を逆手で握った幅広剣の鞘で受けてみた。

　獣が角を打ち付けるような重い衝突音が響く。

　鞘の一部が粉々になってはじけ飛び、掌てのひらから伝わった震動は腕から肘、肩へ届いて炸裂した。身体の芯、骨や臓腑を直接揺さぶられるようなじんわりと深い衝撃。どこか覚えのある鈍痛だ。

　琉球からきたという武芸者の当破あてはを腹に食らった時や、古流剣術の合撃がっしを拳に当てられた時にも似たような感覚を味わった。

　たしか大陸の────発勁はっけい、などと呼ばれている技だったか？

　主に徒手格闘や杖術で多様される技法である。剣術でも一部の流派が鍔迫り合いからの派生技として使うこともあるが、何にせよ、高等技術であることに違いはない。

　出鱈目デタラメな耐久力に加え、無拍子、発勁まで使いこなす。Bランクに分類されるのも頷けるというものだ。

　黒須は一人心中で納得し、敵に向かって疾駆した。

　大振りの振り下ろしを半身で躱し、間合いの内側へ侵入する。槍先の斧が地面に激突、爆発したかのように土煙が舞った。

　右手で剣の柄を掴み、相手の眼前でくるりと半転。鞘先を鳩尾みぞおちへ叩き込む。

　鐘を突いたような感触。僅かに反響音も聞こえた。胴体も空洞ではあるようだが、この手応えは────……

　一般的に、雑兵が着る足軽胴は機動性を失わないよう三厘一ｍｍほどの厚みで造られることが多く、重量は二貫七.五ｋｇに満たない。大将が着る大鎧でも鉄砲対策のため厚さ二分五ｍｍ、重さは五貫十八ｋｇといった所だ。

　恐らくだがこの生き鎧、厚さ二寸六ｃｍ、重さは六十貫二百ｋｇを軽く超えている。

　人が着ることを想定していない馬鹿げた造りだ。斬撃が効かないと言っていたが、これでは打撃であっても大した効果は見込めないだろう。

　ただし……攻撃は激烈だが、防御は疎おろそか。重厚な鎧を着ているという自負から来る怠慢だろうか。反応がやけに鈍にぶい。

　これならば、殺やりよういくらでもある。

「タイメン、縄を寄越せ」

「つ、連れて帰んじゃねーぞ！？」

「分かっている。これはフランツたちにはまだ早い」

　受け取った縄を両手でピンと張り、すり足気味に相手へにじり寄る。

　すでに見切った刺突を余裕をもって躱し、突き出された左手首にくるりと縄を一周。引かれた腕に合わせて素早く背後を奪う。

　背面から首に縄を巻き付け、振り返ろうとする相手の動きを利用して左腕を確保。同時に膝裏を蹴って跪ひざまずかせる。

　低くなった背中へ体当たりしてうつぶせに転がし、右足首にも縄を一周、背中を膝で踏みつけるようにしてギリリと縄を締め上げた。

　捕縄術ほじょうじゅつ、早縄はやなわ。まだ右腕と左脚は自由だが、背面で交互の手足を縛られればもう立ち上がることはできない。鷲獅子と違い、人の形をしている分こちらの方がよほど単純だ。

　ガシャガシャと音を立てて暴れる生き鎧を押さえつけ、引きちぎられないよう念入りに縛り上げる。後の作業のことも考え、ぐるぐると幾重にも縄を重ねた。

　過剰なくらい相手を縛り終えたところで、何となく中身が気になり、兜を外してみようと手を掛ける。

「…………取れんな」

　ラウルたちは手軽に着脱していたが、この兜は胴体と一体化しているらしく、いくら引っ張っても外れなかった。つまらん。

「すっげー早業はやわざ……。でも、そっからどーすんだよ？　タコ殴りにすんのか？」

「こうする」

　黒須は腰の物入れから刀の手入れをするための油と着火の魔道具を取り出すと、躊躇うことなく油を掛けて火を放った。

　腰布に引火した炎はシュルシュルと音を立て、さらに勢いづいていく。縄が燃え落ちることを懸念して簀巻きにしたが、この調子ならどうにか持ってくれそうだ。

「えげつねぇー……」

　悲鳴も上げずに燃え盛る生き鎧に、タイメンは哀れむような眼差しを送った。

「敵に情けなど掛けるな。貸してやるからさっさと仕留めろ。油は無駄に使うなよ」

　黒須が持っている油は丁子油ちょうじあぶらといい、菜種油や椿油と違って高級品だ。どの油でも錆止めにはなるが、丁子特有の強い香りが気に入っている。

　茫然としている大蜥蜴に道具を投げ渡し、黒須はいそいそと戦利品の槍を拾い上げた。




　﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏

　いつも拙作をお読み頂き誠にありがとうございます。

　すでに近況ノートではお知らせしましたが、この度、第７回カクヨムＷeb小説コンテストにおいて、拙作、『お侍さんは異世界でもあんまり変わらない』が異世界ファンタジー部門【特別賞】および【ComicWalker漫画賞】をいただきました！！

　全ては拙作を応援していただいた読者の皆さまのお陰です。

　本当に、本当にありがとうございました…！！

　まだまだ初心者のため至らない点も多いかとは存じますが、皆さまのご期待に添えますよう、お力添えを頂きながらより一層活動に精進して参りますので、今後とも何卒宜しくお願い申し上げます。

　Ｐ.Ｓ.

　予想外の事態に色々とテンパってしまい、投稿を止めてしまって大変申し訳ございませんでした…。





第71話 お侍さん、衝撃の事実を知る




「さてさて……」

　落ちていた槍を拾い上げ、お宝の査定でもするかのようにしげしげと観察する。

　約八尺二．五ｍ、残念ながら長槍と呼べる代物ではない。が、軽い割には頑丈そうな拵こしらえだ。穂先の左右にはそれぞれ斧と、鎌に似た鉤部かぎぶが備え付けられている。握った柄つかの形状は真円ではなく、楕円形。刃の角度が手の感覚だけで分かるよう、敢えてこのような造りになっているのだろう。

　"突けば槍、払えば薙刀なぎなた、引けば鎌"

　初見の柄物つかものだが、よく考えられたいい武器だ。差し当たり斧槍おのやりとでも名付けようか。

　さっそく手に慣らそうと身体の前後で槍を振り廻しつつ、足元で白煙を上げている敵の姿に眼を向ける。炎の消えた生リビングき鎧アーマーは光沢を失い、見るからにボロボロといった風情。

　ただし────

「……死んでいるのか？」

　元より生身の相手ではないため、一見して生死は不明。ピクリとも動かないが、劫火に巻かれても悲鳴一つ上げなかったことを考えるに、屍人のように何事もなく立ち上がってくることも十分あり得る。

　確かめてみるかと、土下座のような体勢になっている鎧の肩につま先を引っ掛け、仰向けに転がそうとした────途端、予想外の軽さに、勢い余って蹴り上げてしまった。

「！？」

　大きく宙を舞った生き鎧は背中から地面にぶつかり、くしゃりと、紙風船が潰れるような乾いた音を立てて粉々に砕け散る。あれだけ重厚だった鎧が、あたかも最初はなから砂や灰でできていたかのような呆気なさだ。

　魂の抜けた肉体は生前よりも軽くなると聞くが、これは…………？

　不意の出来事に眼をパチクリしながら、変わり果てた鉄屑の山へ歩み寄る。そこには焼け焦げた縄と、拳大こぶしだいの魔石だけが埋もれるようにして残されていた。

「「「「「うおぉぉぉ────っ！！！！」」」」」

　遠巻きに観戦していた冒険者から一斉に歓声が上がる。なんとも拍子抜けする幕切れだが、どうやらこれで終幕しまいらしい。

「オイ、やったなクロス！」

「強えって評判は聞いてたけど、お前すげえな！　一人で勝っちまうなんてよ！」

「よっしゃ！　俺らも負けてらんねぇぞ！！」

「……………………」

　随分と馴れ馴れしいが、誰だ、こいつらは。

　武器を持ったままバシバシと背中や肩を無遠慮に叩かれ、些いささか機嫌が悪くなる。目に余る無礼に文句の言葉を口にしようとした、その矢先。

「ゴルァアアアァァ────ッッ！！！！」

　鼻息も荒く息巻いていた連中がしんと静まり返るほどの砲声。立て続けに金属を打ち付ける鋭い音が響き、その場にいる全員の視線が一箇所に集まる。

「しッつけーんだよ！！　いい加減倒れろテメーッ！！」

　相手の槍を奪い取ったタイメンはそれを遠くへ投げ捨てると、生き鎧と正面切っての殴り合いを始めたのだ。

　敵の鎧はあちこちがベコベコに凹んでいるが、タイメンの銀武器もまた同様。尖っていたはずの鋲びょうは潰れ、すでにただの銀塊になってしまっている。

「オラァ────ッッ！！」

　腕を振り上げ、腰が回り、唸る拳を相手の顔面めがけて全力で振り抜く。物を遠投するときのような体重の乗った殴打だ。

　対して生き鎧は正拳突きのような小さな挙動。タイメンの背中の鱗うろこが弾け飛んでいるところを見るに、素手でも発勁は使えるらしい。

　殴り、殴り返され、また殴る。血飛沫ちしぶきが舞い、豪音が轟とどろき、目まぐるしく攻守が交代する。

「何だよあれ……。Bランクと殴り合いって、イカれてんのかアイツ」

「見ねぇツラだな。誰だ？」

「よその街から応援で来た冒険者だろ。アンギラに蜥蜴人リザードマンの拳闘士なんかいねーよ」

「いや、こないだエリオの店でバルトと一緒にいるとこ見たぜ。守人もりびとの仲間なんじゃねえか？」

「また増えたのかよ！？　フランツの野郎、凄腕ばっか集めてやがんな……」

　口々に褒めそやす声が耳に届いたのか、タイメンの拳に勢いが増す。たしかに、素人のど突き合いと違ってそれなりに見応えはあるのだが────……

「おい、いつまで遊んでいる。大鎧などと正面から打ち合うな。時間の無駄だ」

「つってもオレ、ロープとか使えねーもんよ！！」

　口から鮮血を撒き散らし、へし折られた牙を剥き出しにして、吠えるような返事が返ってくる。

「力も重さもお前が上だ。引き倒してさっさと潰せ」

　以前から思っていたがこの男、せっかくの怪力を活かし切れていない。徒手格闘とは当身あてみなどの打撃技よりも、締め技や極め技、投げ技の方が敵を仕留めるのに向いている。

　ここは戦場で、やっているのは殺し合いだ。角力取すもうとりでもあるまいに、わざわざ同じ土俵で力比べをしてやる必要はない。

「んなこと言ってもコイツ頑丈すぎ！　全然効いてねーんだわコレが！！」

　そうこうしているうちに生き鎧が反撃に出た。タイメンの首に腕をかけて持ち上げ、頭から地面に叩きつける。

「ぐへェ！」

　角の生えた後頭部が激突し、その衝撃で首がおかしな方向に曲がったように見えた。

　お手本のような"首投げ"。魔物あいての方がよほど格闘戦というものを解っている。

「助勢じょせいは要るか？」

　武芸者にとって戦場いくさばでの助太刀は死に値する汚名。しかし、このままでは本当に殺されかねん。

「お、お願いします…………」

　こちらからの問い掛けに、タイメンは間を空けることなく弱々しい声で即答した。そして同時に、黒須は僅わずかばかりの落胆を覚える。

　…………なるほど。これは心胆を鍛え直さねば、どうにもならんな。

　厚顔無恥こうがんむちは言い過ぎになるかもしれないが、恥を恥とも思わぬ、助けてもらうことが前提の弱音。あの時の言葉の真意がようやっと腹に落ちた。

『私も愚息も根っからの海男です。ナバルの海は我々に多くの恩恵を与えてくれますが、決して人に優しくはない。船乗りにとって、危険は日常茶飯事なのですよ。中でも遠洋漁業は命懸けの船旅に近く、冷静さを欠いた者から命を落とします。私は息子に、何があっても動じない強い男になって欲しい。どうか、よろしくお願いします』

　代官殿は息子の本質を見抜いた上で、これを危惧きぐしておられたのだろう。

　タイメンには、命を捨ててまで戦うという覚悟がない。度胸はある。身体は立派。力も強い。だが、何よりも精神こころが弱いのだ。

　どれだけ才覚に恵まれていようとも、それでは宝の持ち腐れ。

　"人の上に立つべき者は、不動明王と愛染明王の如くあれかし"

　土壇場で一歩前に出られぬ者に続く臣下などいはしない。臣下から信頼されぬ者に得られる人心などありはしない。

　いざとなれば危険を顧かえりみず、損得を度外視できるその性根しょうね、その気概きがい。それこそに人は魅みせられる。

　要するに、跡継ぎに足る器に達していないと判断されているのだ。

　現時点では武芸者と呼ぶにも値しない、半人前の未熟者。大負けに負けてその評価が妥当だろう。

「……退のいていろ」

　小さな嘆息を一つ、黒須は前に出て槍を構える。

　豪放磊落ごうほうらいらくな振舞いや血気盛んな性格から、一端いっぱしの武人かと期待を寄せていたのだが……。少々、高く見積もり過ぎたか。本能のまま勢いに任せて戦うなど、童わっぱの喧嘩も同然で…………？

　────そういえば。バルトを含めた三人で街を散策していた際、タイメンは妙なことを口にしていた。

『アンギラは王国でも有数の大きさを誇る巨大領地じゃからの。領内に迷宮を三つも抱えとるのはここだけじゃ』

『はぇー……。それって、スゲーのか？』

　あの時は疑問に思わなかったが、これだけ魔物に詳しく、冒険者としての知識に深いこの男が"自国の迷宮の数を知らない"などということがあり得るのか？

　言行の不一致といい、何かがずれているような、釈然としないちぐはぐ感。思い返してみれば、他にもいくつか違和感はある。

　まともに馬に乗れず、貴族の息子なのに敬語どころか礼儀作法すらままならない。あの過保護な男爵がその程度の教育を怠おこたるか？

　領主の顔を見たのは幼い頃にナバルで開かれた進水式での一度きりだと言っていた。レナルドとラウルの東奔西走が始まったのは十五の成人を迎えてからという話だ。レナルドはどう見ても二十を少し過ぎたくらいの年頃。つまり、辺境伯が僻地に足を運ばなくなくなったのは、ここ数年のはずではないのか？

「────時に、タイメン。お前、歳はいくつだった？」

「あん？　えーっと、十一歳かな。あれ、待てよ？　今年で十二だったかも」

「…………………………」

「オレたちゃ人族と違ってイチイチ歳なんか数えねーからなぁ。つーか、何で今そんなこと聞くんだよ？」

　相槌も打てないほどの衝撃に絶句し、思わず思考が停止する。

　マウリやサリアの年齢を訊いたときにも驚いたが、まさか、この図体で、元服にも至っていないとは────

　黒須は猛然と疾走してくる生き鎧には眼もくれず、口を開いたまま、キョトンとした表情の大蜥蜴をしばし見つめた。





第72話 お侍さん、手本を見せる




「さてはお前……蜥蜴人リザードマンと巨人トロルの間あいの子か」

「いきなりなに言ってんだテメー！！　お袋ならオレんちで会ってるだろーが！」

「何？」

　タイメンいわく、会食の席でピナと共に給仕をしていた蜥蜴人が彼の御母堂ごぼどうなのだとか。騎士たちから馬を預かり、追加の刺身を運んできてくれた、あの人物。

　一言も発さなかったので、てっきり男爵家の使用人だとばかり……

　それに大変失礼ながら、雌雄しゆうの見分けが全くつかなかった。頭髪はなく、体格や服装にもこれといった特徴はない。代官殿と比べて多少小柄で、鱗の色が若干薄かったような覚えがあるが、敢えて違いを挙げるとしてもそれくらいのものだ。

「いや、にしてもだ。たかが十二でその図体、納得がいかん」

「んなこと言われても……。まぁ確かにオレって、卵の頃からやたらとデカかったらしいんだよなー」

「た、卵？　蜥蜴人は卵から孵かえるのか？」

　蜥蜴である以上、卵生らんせいでも不思議ではない……のか？

　前に動物扱いして苦言を呈されてしまったので尋ねづらいが、そうなると自切じせつ、尻尾も生え替わるのでは────

「そーだけど……って、後ろ後ろ！　来てんぞっ‼︎」

「おっと」

　右手の槍を支柱にして、上体をさっと後ろへ反らす。眼前を大振りの拳が猛烈な速度で通過した。

　……いかん、完全に気が抜けてしまっていた。

　柄を脇で挟むようにしてグルリと槍を半回転、遠心力を乗せた斧部を相手の横面へ叩き込む。生き鎧は拳を振り終えたばかりで体勢を崩していたため、そのまま横倒しに転倒した。

　胸のすくような清々しい手応え。これこそ柄物つかものの美点だ。全力で叩きつける際の爽快感は、やはり刀に勝るものがある。

　槍士の中には"槍は突くための武器である"と勘違いをしている未熟者もいるが、集団戦での槍は刺突よりも、こうして叩いて使うことの方が多い。この槍のように斧が一体となっている拵えは、実に理に適っているのだ。

「持っていろ」

　タイメンに槍を投げ渡し、縄を取り出して生リビングき鎧アーマーを縛り上げる。壮絶な殴り合いによってすでに瀕死の状態だったのか、大した抵抗は受けなかった。

　ただし────

「もうこの手は使えんな」

　一体目に浪費してしまったため、これで縄は品切れだ。捕具として使うのに袖鎖そでぐさりでは短すぎる。このような魔物も多くいるのであれば、今後は鎖分銅くさりふんどうでも持ち歩くべきだろうか。

「あっ！　斧のトコ割れちゃってんぞコレ。せっかく手に入れたのにもったいねー」

　全力で振ったので当然と言えば当然なのだが、鉄兜に衝突した刃は大きく欠け、蜘蛛の巣のような亀裂が全体に広がってしまっていた。

「捨て置け。まだ代わりはある」

　油を受け取って火を放ち、タイメンが投げ捨てていた二本目の斧槍を拾い上げる。幅広剣ブロードソードには愛着が湧いているので荒く扱う気はないが、拾ったばかりの槍や銀武器など、どうなろうと別に構わん。

　敵が沈黙したのを確認し、魔石を回収しつつ周囲の戦況に視線を走らせる。

　ブランドンは二体を仕留め終え、三体目と交戦中だ。他の生き鎧にも冒険者が群がり、苦戦はしているものの助太刀が必要なほどではない。

　むしろ長時間の連戦が祟っているのか、続々ぞくぞくと押し寄せる屍人や骨人と戦う先発隊が劣勢を強いられている。

「…………………………」

　ヘルマンは魔力が回復するまでの時間稼ぎをしろと言っていた。恐らく何か奥の手があるのだろう。であれば、ここは味方の数が減らないよう立ち回るべき場面。助けに入るならこちらの方か。

　瞬時にそう判断し、キョロキョロと所在なげに辺りを見回している大蜥蜴に向き直る。

「いいか、小僧」

「誰が小僧だ！！」

「……いいか、タイメン。これから先発隊の加勢に入るが────」

　年齢の件を知り、黒須はタイメンに対する評価を再度改めた。その歳であれば未熟も当然、武人としての下地が整っていないだけだ。

　"啄木鳥きつつきの子は卵から頷く"

　現時点でこれだけの武威を誇るのであれば、それこそ破格の部類に入る。大成する人物は大器晩成と栴檀双葉せんだんふたばに別れると聞くが、タイメンは明らかな後者。いわゆる麒麟児きりんじという奴に違いない。腑抜けと断じたのは早計だった。

「その有様では武器はお釈迦だろう。俺のを使うか？」

　右手に斧槍、左手に銀剣を差し出しつつ尋ねる。タイメンの拳鍔ナックルダスターは見るも無残に潰れ、すでに武器としての体ていを成していない。

「いや、槍なんか使ったことねーし、その剣オレが振ったら一発で折れちまうだろ。効くかどうか分かんねーけど、とりあえずこのまま戦ってみるわ」

　タイメンは両の拳をガンガンと打ち鳴らし、歪な形の拳鍔を平らに整えた。

　…………あんな得物でも、無いよりはマシか。

　まともな武器を持たずに戦うなど正気の沙汰ではないように思うが、丸腰で刀剣と渡り合う武芸者も大勢見てきたため、徒手格闘そのものを否定するつもりはない。

　黒須家においても次兄が組討術の達人だった。

　甲冑同士の戦闘では一刀両断など滅多に起きず、十度に七度は揉み合い掴み合いになる。そのため組討は武士の必須技能と言えるのだが、鎧を着込んだ状態の兄上には終ついぞ一度も勝てたことがない。とにかく具足の扱いに長たけている上、異様なほど力が強く、組み伏せられたまま丸裸に剥かれてしまったこともあった。

　要するに、極めさえすれば無手でも十分に戦えるのだが────……

「……殴るにしても場所は選べよ。先ほどのような殴り合いは素人の喧嘩と変わらんぞ」

　これまでの戦闘を見る限り、タイメンには武術の心得がない。生まれながらの強靭な肉体でもって本能的に暴れているだけだ。

「場所？  急所を狙えって意味か？」

「そうだ。お前も武芸者を志すのであれば、敵を倒すためではなく仕留めることを意識しろ。人体は頑丈にできている。鍛錬を続けた武人であれば尚更な。殴り殺すには大変な手間が掛かるものだ」

　これほど育て甲斐のある人材は滅多におらず、指南の言葉にも自然と熱が入る。

「そりゃなんとなく分かってっけど……。屍人あいつらの急所ってどこよ？　顔？」

「都合よく練習相手は大勢いる。少し、手本を見せてやろう」

　槍を地面に突き立て、屍人の群れへ歩み寄る。集団から数匹が飛び出して向かってきた。

「まずは当身で動きを止める。狙うのは正中線の急所。顎、喉、水月、金的だ。どれを叩いても構わんが、正面ではなく斜め下から打ち込め。その方が効く」

　人差し指から小指、四指の関節を屈折させ、平拳ひらけんで相手の喉を殴りつける。グシャリと喉仏が潰れる感触。くぐもった呻き声が上がった。

「これらを不意に打たれると敵は一瞬硬直する。その隙を突いて組み付き、ここからさらに戦力を削ぐ。一番に狙うべきは眼玉だ」

　素早く背後へ周って首を締め上げ、右手の親指を眼球にねじ込む。グリグリと掻き回してやると、屍人は喉も張り裂けんばかりに絶叫した。

「うわ……っ！！　おいマジか……！？」

　嫌がるように伸ばされた手を払いのけ、躊躇うことなくもう片方も潰す。この様子から察するに死人ゾンビや骨人スケルトンと違い、多少なりとも痛覚は残っているらしい。

「慣れないうちは必ず親指を使え。他の指だと折られてしまうことがあるからな」

　バタバタと暴れる相手の背におぶさるようにして地面へ組み伏せる。背中から馬乗りになってやれば、後は煮るなり焼くなり、思うがままだ。

「敵が素人の場合はこれでほぼ無力化できるが、武芸者であればここまでやってもまだ足掻あがく。お前の巨体を跳ね除けられる者などそうはいないだろうが、気は抜くなよ」

　両腕で抱え込むように頭部を掴み、相手の首に力が入る前に勢いよく回す。ゴキリと頚椎がへし折れる鈍い音が聞こえた。

「絞め殺してもいいが、頸くびを折る方が早くて確実だ。最後にとどめを刺すことを忘れるな」

　立ち上がって土に塗まみれた着物を払いつつ、後頭部に向けて踵かかとを踏み抜く。茶碗を砕くような感触と共に、屍人はピクリとも動かなくなった。

「そら、すぐに再生して起き上がるぞ。次はお前が殺やってみろ」

「────いやっ！！　ムリムリムリムリッ！！！！」

　前に突き出した両手を忙しく振り、不快感をできるだけ表したいと努めているかの如き表情。全身の鱗は膨らんだように逆立ち、取り乱した口調も僅かに震えている。

「……何故だ。お前、さっきは平然と殴り殺していただろう」

「そ、それとはなんか違うじゃねーか！  目ん玉潰すとか────いくら魔物相手でも、やり方がエグすぎんだって！  罪悪感っつーか、なんつーか……分かんだろ！？」

「分からん。猿の頭は握り潰せるのに、屍人が相手だとどうしてそうなる」

「猿は猿だろ！！  コイツら、元はオレらと同じ冒険者だぞ！？」

「知ったことか。敵は敵だ」

　通常、罪悪感とは距離に比例するものだ。素手よりも剣、剣よりも槍、槍よりも弓、弓よりも鉄砲……遠ければ遠いほど罪の意識は希薄になる。だからこそ、覚悟のない農民兵には三間五．五ｍ槍を持たせるのだ。

　そういった連中が敵を憐れみ、良心の呵責かしゃくに苛さいなまれるのは理解できる。しかし、タイメンは普段から頻繁に素手で戦っている上、曲がりなりにも貴族の跡取り息子。民を守護すべき護国の兵に、そのような道徳心は必要ない。

　自分のものを護らなければ、いずれ人のものになる。土地や財、家も国も全てだ。それこそが世の原理原則であり、絶対不変の真理。

　フランツの不殺の信条といい……どうにも、この国の者は歪いびつな思想を抱えているように思えてならない。平和な国で日々を安寧に過ごしていると、自然界の掟すら忘れ去られてしまうものなのだろうか。

「憐れむのであれば死に恥を晒している今の姿を憐れんでやれ。さっさと逝かせてやるのが情けというものだ」

「殺すにしてもやり方があんだろって話をしてんだよ！　わっかんねーヤツだな！！」

「自分を喰い殺そうとしている相手にそんな綺麗事が通じると思うのか。ここは戦場だぞ。世間知らずも大概にしろ」

　価値観の異なる者同士、不毛な論争は尽きることがない。喧嘩腰の会話が続いている間に、周囲を屍人の群れに囲まれてしまった。

「……もういい。話はこいつらを片付けてからだ。好きに戦え」

「言われなくてそうするっての！！」

　二人して八つ当たりでもするかのように敵を蹴散らして暴れ回る。意見はまるで合わないが、腹を立てると破壊衝動に駆られる点は共通しているらしい。

「…………………………」

　縦横無尽に槍を振りつつ、聞き分けのない腕白坊主をどうしたものかと頭を捻る。ああだのこうだの屁理屈を並べ立てているものの、結局は"敵に対する罪悪感"をどう克服するかという問題だ。

　…………帰ったらあれを試してみるか。

　黒須一門の若侍わかざむらいを対象とした胆力鍛錬法の一つに"熟柿じゅくしノ業"という修練がある。仰向けに寝転んだ者の眼球の上に熟した柿の実を置き、そこへ指を突っ込む。悲鳴を上げ、もがき苦しむフリをする相手を力ずくで押さえつけ、見事柿の実を潰してみせよという内容。

　傍はたから見れば下らぬ飯事ままごとに思えるが、何度も繰り返していると、これが意外に効果的なのだ。

　アンギラの市場にも唐柿からがきに似た"とまと"なる野菜が売っていた。マウリが好んでサラダに使うため、拠点にもいくつか備蓄があったはず。

　練習台には────やはり、フランツが最適か。

　敵を殺さないという信念はさておきとして、いざという時に躊躇わぬよう、訓練だけでもしておいた方がいい。理由は知らないが、近頃のフランツは妙にやる気に漲っている。巨体のタイメンを相手にすれば寝技を鍛えることにも繋がり、一石二鳥だろう。

　さっそく明日の鍛錬に取り入れようと決め、魔物の群れに意識を戻す。










　この時の黒須は、仲間と再会できる未来を信じて疑っていなかった。





第73話 お侍さん、再会する




「総員、戦闘を中断して中央に集まれ！！　繰り返す！　総員、中央へ────！」

　雑魚を相手に半刻六十分ほど暴れただろうか、戦列の後方から指示の声が聞こえてきた。

　広大な草原の端々にまで響き渡り、思わず耳を塞ぎたくなるような大音声。拡声の魔道具を使っているらしい。あれも使い所によっては有用な品だと思うのだが、声が大きすぎて、逆に相手との距離感が分からなくなるのが難点だ。

　それにしても────

「…………ようやくか」

　不愉快げに一言呟き、乱れた服装に視線を落とす。

　返り血を浴びた着物は膠にかわで固めたようにガビガビになり、よく分からない肉片がこびりついていて正視に耐えない。足元を這いまわる死人ゾンビの群れと比較しても相違点より共通点の方が多く、もはや同化なかまいりしたと言っても過言ではない不潔さである。

　実際、仲間だと思われたのか、何度も真横を素通りされた。どことなく小馬鹿にされたような気分になり、一匹残らず始末したが。

　連中は嗅覚に頼って獲物を判別しているのかもしれないな────などと、どうでもいい考察をしていると、ドタバタ慌ただしい足音が近寄ってきた。

「クロス、何匹仕留めた？　見ろよ！　オレ五十三匹だぜ！！」

　こちらの返答を待たず、自慢でもするかのように膨らんだ皮袋がジャラリと眼前へ差し出される。もう鼻が麻痺してしまっているのか、あるいは死臭に慣れたのか。強烈な臭気を発しながらもタイメンの表情は明るかった。

「知らん。手柄にならん首の数など、いちいち数えていない」

「えっ！？　お前、魔石は！？」

「……………………………」

　途中から面倒になり拾っていなかったため、何体屠ったのか正確には分からない。ただ、フランツが知れば青褪めるだろうなと思うくらいの数を放棄したのは確かだ。

「強制依頼の報酬ってクッソ安いんだぞ！　魔石拾わなきゃ大損だろーが！　……おい、こっち見ろテメー！！」

　強制依頼の報酬は配属される部隊と入手した魔石の数で決まる。しかし、ギルドに所属する冒険者のほぼ全員が参加するため、往々にして一人当たりの報酬は極めて安くなるのだそうだ。指揮官に活躍を認められた場合には多少の上乗せがあるらしいが、それを加味したとしても微々たるものなのだとか。

　そもそも緊急で発令されるという状況が故に、依頼のランク自体も事後設定。そのため冒険者は強制依頼の危険度も、予測される報酬額も分からないまま参加する形となっている。

　バルトの言葉を借りるなら『努力と成果が見合っておらん。普通に依頼を受けておった方がなんぼかマシじゃ』とのことだ。

　事前にそう説明を受けてはいたものの────敵を斃すたびに腹を裂く手間が阿呆らしくなり、なんなら後半、再生しない死人と骨人は脚だけ斬って放置していた。

　周囲に芋虫のような連中が大勢いるのはそのためだ。

「……そんなことより、ブランドンが睨んでいる。さっさと行くぞ」

　ぎゃあぎゃあと口やかましく騒ぎ立てている大蜥蜴を無視して、黒須は集団の方へと足を急がせた。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




「諸君、よく耐えてくれた。じきに援軍が到着するだろう。これより我々は仲間の遺体を回収し、この場から速やかに撤退する」

「最後の仕事だ！　テメェら、気合い入れ直せ！！」

　円陣を組んだ冒険者の中央で指揮官二人が采配を振る。

　彼らの右隣には負傷者が三十名ほど座り込み、互いに傷口を洗ったり、水薬を掛けあったりして治療を施しているようだ。そして左隣には、負傷者と同数に近い死体が累々と横たえられていた。

「わざわざ遺体を持ち帰る？　撤退戦では荷を捨てるのが基本だぞ。敵を片付けてから迎えに来てやればいいだろうに」

　円陣の外周で中央を覗くようにつま先立ちをしながら、黒須は率直な疑問を口にする。

　当初二百いた兵のうち、三十が手負い、三十が討ち死に。馬車でもあれば話は別だが、残る百四十で運ぶには骨の折れる人数だ。

「────……フツーならそうなんだけどな。こんだけ不死者アンデッドが密集してっと、死体がすぐに死人化しちまうんだよ」

　タイメンは視線を一点に縫い付けたまま、若干の間を空けてそう答える。死体の山を見慣れているわけでもないだろうに、その瞳には怯えや悲哀の色はなく、ただただ呆然としているように見えた。

　…………まだ、現実味がないのだろうな。

　初めて悲劇に直面した者は、一人の死には敏感だが、大量の死には鈍感になる。そのように残酷で、無残なことが身近で起こり得うるとは俄にわかに信じられないからだ。

　遠い砂漠の物語のように、遥かに霞かすんだ悲しい世界の出来事であって、そんな辛いことは自分の人生には関係がない。地獄を眼にしたことがない者は、そういう楽園に自分だけは住んでいるつもりでいる。

　ところが戦後、ふとした瞬間に思い出す。何故あのとき自分は悲しまなかったのか、どうして涙を流せなかったのか。

　思考と感情の矛盾は自己否定に繋がり、大きな傷となって心に残る。生き残ってしまってよかったのか、自分も死んでおくべきではなかったのか、と。

　酒や女に溺れる者、抜け殻のようになってしまう者。その傷跡がどう精神に影響を及ぼすかは人それぞれだ。

「────おい、嘘だろ！？　オリバー、目ェ開けろ！　オリバー！！」

「あぁ、ちくしょう……！　誰か、コイツの最後を見た奴はいねぇか！？」

　仲間の亡骸に縋すがり付いて泣き叫んでいる男たちがいるが、案外、ああやって素直に感情を発露させる方が尾を引かず、数日後にはけろりとしている場合が多い。

　"滅びの美学"

　年端もいかぬ若人わこうどには理解し難いかもしれないが、武人には、ある種の狂気が必要なのだ。散り様を戦場の華として誉ほまれに想い、見事な最後だったと痛快に笑ってやれる、常軌を逸した気構えが。

　…………心の傷が癒えるまで、しばらく休ませてやるべきだな。

　横眼でタイメンの様子を窺いつつ、フランツに休息期間を進言してみるかと思案していると────

「お、おい！」

「何だコイツ！？」

　唐突に、円陣の反対側でざわめきが起きた。生き鎧が現れた際と酷似した状況に、全員が武器を構えて臨戦態勢に入る。

　またかと地面に突き立てていた槍を引き抜いた矢先、人の壁を飛び越え、独楽こまのようにクルクルと猛回転する白い塊が集団の上空へ舞った。

　不測の事態に皆がどよめく中、その物体はストンと、指揮官二人の前に音もなく着地する。

「────伝令です！！」

　場違いに甲高い少年のような声が張り上げられたのと、ブランドンの振り下ろそうとした大剣が動きを止めたのは、ほとんど同時だった。

「あれは…………」

「ん？　知り合いかよ？」

「ああ、前に少しな」

　あのふにゃふにゃと揺れる耳には見覚えがある。新人講習を共にした兎獣人、ユリウスだ。

　しかし…………今見せた軽業かるわざは、以前とはまるで別人に思えるような動きだった。ネネットに近いと言っても大袈裟ではない。

　さらに、単身で亡者の群れを走破しただけでなく、ブランドンの一閃もあえて避けなかった。相手の力量を理解した上で、太刀筋を完全に見切っていた証拠だ。

　どうやら、しばらく見ないうちに劇的な成長を遂げたらしい。

　あの凄まじい蹴りも────さぞや強靭になっていることだろう。

「…………………………」

　ユリウスを見つめる黒須の顔には、懐旧かいきゅうの念とは程遠い、獲物を狙う捕食者のような獰猛な笑みが浮かんでいた。




　﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏

　いつも拙作をお読みいただき誠にありがとうございます。

　短い上に、変な所で終わってスミマセン・・・・！

　一話のつもりで書いていたら9,000字を越えてしまい、さすがに長すぎるので二話か三話に分割して投稿します。。。





第74話 お侍さん、撤退する




　皆が静かに見守る中、ユリウスはたたたと指揮官二人に走り寄り、密談でもするかのように何事かを耳打ちした。

「────────とのことです」

「そうか。報告ご苦労だった」

　相変わらずの仏頂面が労ねぎらいの言葉を口にする。その顔色からは感情が読み取れず、伝令の是非善悪は予想がつかない。もともと表情が欠落しているのだ。もしこの男には魂がないと言われても、特に驚きはしないと思う。

　ヘルマンとブランドンは顔を近づけて二言三言ふたことみこと言葉を交わすと、再び冒険者の方へ向き直った。

「諸君、朗報だ！　まもなく魔術師部隊が現着し、総攻撃を開始する！　動ける者は遺体を担げ！　巻き込まれる前に撤退するぞ！！」

「自力で走れねえ奴はこっちに集まれ！　いいか、一人も見捨てんなよ！！」

　有無を言わさぬ命令を受け、全体が一斉に慌ただしく動き始める。その様子はいち早く指示に従ったというよりも、何かに追われて焦っているように見えた。

「おい急げッ！　魔術師ギルドの変人ども、こっちがモタついてたらお構いなしにブッ放してくんぞ！」

「だから俺アイツら嫌いなんだよ！！」

「ウダウダ言ってねぇでそっち持てって！　早くしろ！」

　……どうやら、本気で同士討ちをしかねない援軍のようだ。

　パメラが所属しているギルドだということは承知しているが、逆に、それ以外の情報は何も知らない。初めて魔道具屋を訪れたときに後日説明すると言われたものの、結局、護衛依頼ナバルの一件のせいで有耶無耶うやむやになってしまっていた。

　ラウルやレナルドも毛嫌いしているような口ぶりだったが、そんなにも血気盛んな集団なのだろうか。

「タイメン、なるべく生気がある者を選んで連れてこい。俺は遺体を一つ取ってくる」

「変な気ぃ回すんじゃねーよ。オレだって、死体くらい──────」

「撤退中大群に囲まれたらどうする。お前、遺体にもつを捨てて逃げられるか？　負傷兵なら自力で動ける分、まだ生き残る可能性が高いというだけだ」

「…………わ、分かったよ」

　タイメンは一瞬苦しそうに表情を歪めたが、反論することなくブランドンの元へ駆けていった。

　黒須も腰の物入れから襷たすきを取り出し、どれにするかと遺体を選ぶ。大半はパーティーの仲間が連れて行ったらしく、残っているのは十体程度だ。

「軽そうだな。これにするか」

　眼を付けたのは細身の獣人。喉を食い破られたのか、流れた血の筋が腹の辺りまで続いている。苦悶の色はない。薄く開いた唇からは赤く染まった犬歯がわずかに覗いて見えた。

　…………これが敵になると考えれば、たしかに厄介だな。

　全軍総出で最前線にぶつかるのではなく、わざわざランク別に部隊を分けたことを不思議に思っていたが、弱兵の戦死を避けるための戦略だとすれば頷ける。

　味方が減れば減るほど敵の数が増すとは、まるで将棋の持ち駒だ。ある意味、土壇場で友軍に寝返られる構図に近い。相手に取られるくらいなら、最初から"駒落ち"で戦う方がマシということだろう。

　いや……。それだけでは済まないか。

　つい先ほどまで共闘していた仲間があんな姿で向かってくるとなれば、士気の低下は避けられない。戦意を失った軍勢は二の足を踏み、必ずその場しのぎに終始する。

　たかだか二百に満たない部隊が敗滅し、数の暴力で圧し潰されるだけならまだいい。波瀾があるとすればそのあとだ。

　仮にこの場の全員が亡者の群れに加わり、アンギラへ辿り着いたとする。籠城戦に備えている連中が精鋭の変わり果てた姿を眼にすれば、大混乱に陥おちいるのは火を見るより明らか。

　バルトの言動を見ていれば分かる。強制的に徴兵された冒険者に、命を賭してまで街を護ろうという気概はない。絶望してなお戦ってくれと期待する方が酷な話だ。最悪の場合は敵前逃亡、脱走兵の続出で、戦闘にすら至らないまま街は落とされてしまうだろう。

「おーい！　こっち集まれってよー！」

　魔物との合戦の奥深さに考えを巡らしていると、すぐ後ろから声を掛けられた。

「お前…………」

　振り返って見た予想外の姿に、思わず一瞬思考が停止する。

「んだよ！　ケガ人なら文句ねーんだろ！？」

　タイメンは背に二人背負い、両脇に二人を抱えた状態だった。

　"大男 総身に知恵が 回りかね"

　脳味噌まで筋肉でできているのか、この阿呆は。

「コイツら気絶してっけど、みんな軽傷だぜ。どうせ助けるなら多い方がいいだろ？」

　"生き残る可能性が高い"と言ったのは、傷兵の身を案じたではない。それを運ぶタイメンが、という意味だ。

　しかし────

「……………そうだな」

　手伝いを褒めてもらいたい童子のような笑顔。邪心など欠片もなく、純粋さと単純さがありありと浮かんだその表情には、喉元まで出かかった文句を押し戻すだけの輝きがあった。

　あまりにも無邪気で、屈託くったくがなさすぎる。

　自分自身が捻じくれ、遠い昔にそのような心を失ってしまったからだろうか。不思議と反感は消え、奇妙な感情が芽生えた。

　自分の中にある、自分の知っている何とも繫がらない感情。これまで選択してきたものが一切蓄積されていない真新しい地平に、突然立ち上った感情。

　無垢むくだからこそ無下むげにできない、そんなこともあるらしい。

　────お人好しも、ここまでくれば大したものだ。

　愚かで、滑稽で、憐れみを越えて愛らしさすらある。

　呆れたが、決して嗤わらう気にはなれなかった。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




「五列縦隊だ！　死体を担いでる奴を中心にして、盾持ちが左右両側を守れ！　手ぶらの野郎は前に来い！　丘の上まで一気に駆け抜けるぞ！」

　ブランドンの号令が轟き、全体が足早に隊列を組む。やや膨らんだ先頭の後ろに一列になって隊が続く、矢印のような陣形。戦国八陣の一つにも数えられる"鋒矢ほうしの陣"だ。

「なあ、これって今から突撃する流れだよな？」

「だろうな」

「……無理臭くね？」

　背の高いタイメンでなくとも見えている。視界を埋め尽くすように蠢うごめく亡者の群れが。

「このまま敵陣に突っ込むつもりなら、半壊も覚悟の上だろう」

「マ、マジかよ……。もっと前の方並んどくんだった……」

　いくら数を減らしたとはいえ依然として敵勢は千に近く、黒須もこの状況をどう切り抜けるのか疑問だった。

　一点突破を図るにしても、徒歩かちでの速度などたかが知れている。鋒矢ほうしの陣は騎馬が狭い谷間を抜けるような場面で有効なのであって、横からの攻撃には滅法弱く、平地で使用されるような陣形ではない。

　かつて天下分け目の戦いで壮絶な前進退却を敢行し、天下に名を馳せ鬼と呼ばれた猛将がいたが、あれは兵馬ともに極めて高い練度を誇っていたからこそ成せた偉業。要は、例外中の例外であるが故に不朽の金字塔して後世に語り継がれているのだ。

　無鉄砲に突っ込めば、途中で分断されるのは明々白々、自明の理。

　通常の軍略なら決死隊……殿しんがりに敵を食い止めさせ、本隊を逃がす。当然ながら囮おとりになった部隊は全滅するが、最終的な損害を抑えるためにはやむを得ない犠牲だと割り切るしかない。

　万策尽きた────というわけでもなさそうだが。

　隊列の先頭に立つ二人の姿を、黒須は値踏みするかのように観察する。土俵際に追い込まれ、もう後がない展開。まさに兵を率いる武将の本領、腕の見せ所である。

　…………さて、御手並み拝見といこう。

　怒声を張り上げて発破をかける金柑頭とは対照的に、ヘルマンは呼吸をしているのか疑わしいほどに静かだ。両手で戦棍メイスにしがみついて膝をつき、祈るような体勢のまま、顔を伏せてブツブツと何かを囁いている。

　神前で大誓願に臨む切支丹きりしたんによく似た、他者からの邪魔立てを許さない独特な空気。魔術を放つための集中に見えるが、それにしても、やけに永い。

　と、思っていた矢先。ヘルマンは不意に顔を上げ、何事もなかったかのように立ち上がった。

「ブランドン、私はこの一撃で魔力切れになるだろう。理由は不明だが、残っているのは雑魚ばかりだ。増援が到着し次第、作戦目標を遅滞戦闘から殲滅戦に切り替えろ。この草原で奴らを全滅させる。アンギラの城壁には近づかせるな」

「了解。また城門閉鎖なんてことになったら、お偉方から嫌味も言われちまいますしね」

　以心伝心、あるいは阿吽の呼吸と言うべきだろうか。二人の交わした眼配せは、言葉以上の内容を伝えあっているように思えた。

　上下関係や主従関係ではなく、まるで友人同士のような…………

「─────聖浄光芒セレスティアル・レイ」

　ヘルマンがボソリと呟いた途端、戦棍の先が直視できないほどの光を放った。その光は球状に収縮し、打ち上げ花火のように夜空へ突き抜ける。

「…………誤射か？　何故敵でなく、空に向けて撃った？」

「嘘だろ、この状況でミスるとか────うわっ！！」

　上空に漂う光球を見上げながら訝しんでいると、前触れもなく球が弾け、天空から大地を貫く巨大な閃光が降り注いだ。

　雲の切れ間から陽光が柱を立てる情景に似ているが、その規模は比べ物にならない。暗闇の中、いきなり白い爆発が起きたようさえ感じた。

　光の柱はゆっくりと筆を引くように戦場を縦断し、丘まで一直線の道を描く。

「「「「「…………………………………」」」」」

　閃光を浴びた敵の軍勢がおぞましい悲鳴を上げ、蒸発するかのように崩れ去っていく。人知を超える超常を目撃した全員が、棒のように突っ立たまま、ただただ呆気にとられてその様子を眺めていた。

「なんだありゃ……」

「上級魔術って初めて見たけど、とんでもねぇな……。今ので軽く二百は死んだぞ」

「俺決めた。ウチのパーティーも魔術師募集するわ」

「アホか。内陣級インナークラスの魔術師はBランクパーティーなんか見向きもしねぇって」

　我に返った者たちが口々に感想を漏らし始める中、黒須は他人事のようにその言葉を聞き流していた。耳が受けつけない。

「…………………………」

　今の今まで、心のどこかで魔術師を侮あなどっていた。集団戦であれば脅威になるが、所詮しょせん、大砲おおづつと同程度の存在だろうと。

　しかし、たった一撃でその考えは完全に覆された。パメラの行使する魔術とは明らかにケタが違う。

　発動までの準備時間に仕留めればいいと高を括っていたが、そうではない。準備時間に仕留め切れなければ、その時点で必敗なのだ。

　あの光線にどれだけの威力があるのかは分からない。ただ、規模と速度からして、回避ができるような類たぐいの攻撃ではないことは確かだ。

　"元Aランク"でこれほどということは──────……

　丘へ向かって疾走しつつ、黒須はまだ見ぬSランク冒険者の実力に思いを馳せた。





第75話 お侍さん、申し込む




「はぁ～っ、やっと着いた……。ダメだ。もう一歩も動けねー」

「四人も担いで走れば当然そうなる。自業自得だ」

　丘の上に辿り着いた途端、タイメンは負傷者を下ろして大の字に寝転んだ。汗こそ掻いていないものの、荒い息遣いで胸を上下させ、口の端からはダランと長い舌が垂れている。

「よぉ、お疲れさん」

　疲れ切った狗いぬのようだなと思っていると、親しげに片手を挙げながら金柑頭がやってきた。例によって全身血濡れの有様だが、その表情にはまだまだ余裕が窺える。

「お前ら、初参加にしちゃイイ働きだったぜ。特に生き鎧二体討伐は助かった。報酬は期待しててくれや」

「オッサン、まさか……まだ戦えとか言わねーよな！？」

「おう、あんだけ数が減らせりゃ上等だ。時間も十分稼げたみてえだしな」

　横たわったまま不安そうに尋ねるタイメンに、ブランドンは顎をしゃくるようにして丘の麓ふもとを指し示した。扇状に広がる平地には到着したばかりと思われる援軍が所狭しと整列し、今も追加の馬車列が果てしない長さで連なっている。

　暗闇の中にぽつぽつと続く馬車の燈火ともしびが、祭りに向かう提灯行列ちょうちんぎょうれつのようにも、丘の屈曲に沿って蛇行する多足類の行進のようにも見えた。

「あれが魔術師ギルドの連中か？」

　ゆったりとした着物……ろうぶ、と言っただろうか。隊列を組む者たちは皆、判で押したように同じ格好をしている。

　いや、服装だけでなく所持品も似ていた。長さや形状はそれぞれ違うが、手にしているのはほとんどが杖だ。

「だな。先頭にニヤケ面の闇森人ダークエルフがいるだろ？　あれが魔術師ギルドのギルドマスター、"奇人"バルムンクだ。見た目は若けぇが、アンギラにいる支部長の中でも最古参の一人だぜ」

　後ろ手を組み、部隊に背を向けてこちらを見上げる男がいる。

　道中合羽のような洋套を纏まとい、長い両耳が水平に傾くほどの大量の耳飾り。栄養不足によるものか毛髪に光沢はなく、水気を感じられない褐色の肌からは不健康な印象を受ける。

　しかし、最も特徴的なのはその眼光だ。左眼は眼帯で塞がれているが、薄黒く隈どられた右眼は明らかにブランドンを狙っていた。

　ただ漫然と見据えているのではない。獲物を見つけた鷹のように、視線から害意がはっきりと読み取れる。

「────……ちっ、地獄耳め。アイツは年に数回しか外出しねぇ引きこもりだが、街で出くわしてもなるだけ近づくんじゃねえぞ。魔物の研究に人生捧げてるド変態で、魔術師ギルドに関する悪評の大半はあの野郎が原因だからな」

「なんでそんな危ねーヤツがギルドマスターやってんだよ……」

　然さもあらん。

　口元には明け方の三日月のような嗤笑えみが浮かんでいるものの、瞳に宿る光は隠し切れない狂気を孕はらんでいた。というより、最初はなから隠す気もなさそうな様子。上辺うわべを取り繕わず、開き直っているのだ。

　"出る杭は打たれる"という言葉もあるように、人は異物を嫌い、排除しようとする生き物。常識や社会通念という名の枠組みで他者を縛り、三匹の猿に倣ならえと強しいる。

　眼を瞑つむり、口を塞ふさぎ、耳を押さえていればよいと。そうしていれば天下泰平、なべて世は事もなしと。

　安逸あんいつをむさぼり、保身ばかりを考える腰抜けがよく口にする妄言もうげんだ。

　そんな世間の風潮や同調圧力の中、ありのまま本性を剥き出しに生き、我儘勝手に振る舞うのは強者の証明あかし。つまるところ武家と同様、それを押し通して許されるだけの何かが、あの男にはあるのだろう。

「ほれ、お前らんトコのべっぴんもあそこにいるぜ」

「あ、ホントだ。……パメラちゃん、めちゃくちゃ楽しそうだけど状況分かってんのかな」

　隊列の最後尾。パメラは丘の方を指差して頭を振ったり、奇妙な手真似や身ぶりを織り交ぜたりして、何かしら一所懸命に話している。

　友人たちは真面目な顔で相槌を打っているように見えるが────時たま欠伸を嚙み殺していることから察するに、興奮した彼女が一人空回り、延々と演舌を振るっているのは想像に難くない。

　パメラは内弁慶うちべんけいというか、身内と判断した者に対してやたらと饒舌になる傾向がある。普段は聞き上手なバルトが構ってやっているが、放っておくと、壊れた絡操からくり人形のように際限なく喋り続けるのだ。

　あの年頃の娘であれば年相応なのかもしれないが、周囲を警戒しながら進むような場面でもその調子なので、しびれを切らしたマウリが怒り出すのがいつもの流れになっている。

「んじゃ、お前らは負傷者と一緒に引き上げてくれや。俺ァ最後まで残んなきゃなんねえからよ」

「……それは大丈夫なのか？」

　黒須はブランドンの背でぐったりと動かない人物に視線を向ける。眉間に皺を寄せたまま微動だにせず、眠っているというよりも、昏睡している状態に近い。

「枯渇状態で大技使っちまったから、朝までぐっすりだろうな。ま、ただの魔力切れだ。心配するほどじゃねえよ」

「そうか……」

　日頃からずっと不機嫌そうな顔をしていると思っていたが、苦しんでいるわけでも、腹を立てているわけでもなく、これがヘルマンの地顔なのか。

「ところでだ、ブランドン。話は変わるが、お前に果し合いを申し込みたい」

　ふと思いついた言葉を口にしたような、自然で、さりげなく、軽い言い方だった。しかし、それでも────────

「いいぜ。今、ここでやっか？」

　落ち着いた、感情を挟まない口調。まるでこの展開を予期していたかのように、ブランドンは眉一つ動かさず大剣の柄に手を伸ばした。

「お、おいっ！？ なんだよいきなり！ やめとけって！！」

　唐突な場の急転に、寝転んでいたタイメンが跳ね起きる。

　だがその声は、極限まで集中している二人の耳には届いていなかった。

「「………………………………」」

　絡む視線が空中戦を繰り広げ、"先手"の二字が全ての思量を支配してゆく。

　両者の呼吸は緩やかに同調し、次第に、奇妙な一体感が生まれた。今、同じことを考えているという、確信に満ちた一体感。

　────この切り替えの迅速はやさ、やはり良い。

　"笑裏蔵刀しょうりぞうとう"

　機先を制すために意識の間隙かんげきを突いたつもりだったが、毛ほどの動揺も与えられなかった。

　治にいて乱を忘れず、誰に対しても油断していない。見込み通り一級品の武芸者だ。

　汗が引いたはずの全身が再び熱くなるのを感じる。

　不敵な表情の下に透けて見える、燃え盛るような闘志の炎。煌きらめくようなものではなく、ひん曲げられた唇に違和感を抱くほどに、粘り気のある赤黒い炎だ。

　ブランドンの気魄きはくは、溶岩の溢れ出る火山の噴火を黒須に幻視させた。自尊心を傷つけられた憤りによるものか、はたまた、これこそこの男の本来の姿か。

「────って言いてえのはやまやまだが」

　互いの放つ殺気が触れ合う直前、ブランドンは剣の柄からパッと手を離して肩を竦すくめた。

「日を改めろ。強制依頼の最中だ。勝負なら、いつでもギルドで受けてやる」

　………………心変わり、ではないな。

　どうやらただの威嚇おあそびだったらしいと承服し、黒須も臨戦態勢を解く。

「承知した。俺もお前とは万全の状態で戦いたい。後日、ギルドへ伺うとしよう」

　わずか数秒の睨み合いだったが、一点の曇りもなく、手に取るように理解した。ブランドンは自分と同類。こちら側の人間だと。

　疲弊した身体で立ち合うにはあまりに惜しい。じらしてじらして、じらし抜いた挙句に、その反動から来る蜜のような歓喜を思いきり味わいたい衝動に駆られた。

　そして同時に、かすかな希望が胸に芽生える。絶望と幻滅で塗り潰されていた武者修行の旅路に、一筋の光明が差し込んだような気分だ。

　黒須の刀法、その正統後継者に課せられた鉄鎖禁戒てっさきんかい。この漢おとこの力量なら、あるいは────────

「ほ、ほらっ！ もういいだろ！ 疲れたしさっさと帰ろうぜ！！」

　両肩を掴まれ、背後から凄まじい力でグイグイと押される。一刻も早く両者を引き離さなければと、童子なりに慌てているらしい。

「そう急かずとも、もう戦うつもりはない。さすがに今日は草臥くたびれた。それに……先に味見をしておきたい相手もいるしな」

「ふぁっ！？」

　前触れもなく視線を向けられ、奇声と共に長い耳がふわりと揺れる。

　ユリウスは声をかけるかどうか迷っていたらしく、先ほどからずっと三人の周りを行ったり来たりしていたのだ。





第76話 お侍さん、感動する




　ブランドンに別れを告げ、三人は街に帰還する馬車へと向かう。

「げっ、順番待ちかよ。疲れてんのにメンドクセーなー」

　負傷者を優先して運んでいるらしく、乗車待ちの冒険者が長い列を作っていた。皆みな申し合わせたように皺が深く、表情に乏とぼしい。強烈な腐臭と厳しい肉体労働が彼らの顔から表情を奪いとってしまったようだった。

「皆さまお疲れさまでした！ 銀武器はこちらで回収しますので、到着後はそのままお帰りください！ 報酬は後日ギルドにてお支払いいたします！」

　ギルド職員と思われる集団が列の周囲を動き回り、大声で叫びながら銀武器を回収している。しばらく待っていると、こちらにも一人の男が近寄ってきた。

「はい、これ」

「……ありがとうございます」

　職員はタイメンの差し出した"拳鍔だった銀塊モノ"を見て一瞬眉を顰ひそめたが、特に文句は言わなかった。ギルドとしても、冒険者に無理をさせているという自覚や負い目があるのだろう。

「魔物から奪った品なのだが、これは？」

　黒須も銀剣を返却し、斧槍の処遇について尋ねる。

「戦場での取得物は魔石と同じ扱いになりますので、お持ち帰りいただいて結構です。ギルドでは買い取っておりませんが……街の武器商に持ち込めば、いい値がつくかもしれませんよ」

「そうか」

　気に入ったため、もとより売却するつもりはない。持ち歩くには少々不便だが、魔法袋にしまっておけばいいだけの話だ。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




　四半刻三十分ほど待たされただろうか。ようやく黒須たちの前に一台の馬車が停車する。

「おい、真ん中に座れ。お前が端にいると荷台が傾く」

「わーってるって。つかコレ、踵かかと削れそうでちょっと怖いんだけど」

「足を組んでれば大丈夫ですよ」

　気を失った負傷者が山積みにされた荷台。疲れて果ててはいるものの、さすがに怪我人を押しのけてまで座るのは忍びなく、後ろ端で進行方向とは逆向きに腰を下ろし、横並びで足をブラブラとさせている格好だ。

　そういえば、出発してから訊くのもなんだが…………

「ユリウス、お前も御役御免おやくごめんでよかったのか？」

「はい、伝令後は現場指揮官の指示に従うよう言われてますから」

　ガタガタと荒っぽい音を立てて走る馬車に負けまいと、やや大きめの声量で返事が返ってくる。

　タイメンを間に挟んだだけの至近距離でこの状態。おぞましい戦場から急いで離れたい気持ちは理解できるが、御者がいかに乱暴な運転をしているか分かろうというものだ。

　荷台に背を預けるようにして座らされた負傷者の首が、壊れた羽子板のようにガックンガックンと上下に振れている。

　…………この馬車が致命トドメにならないといいが。

「しっかし、コイツ以外にも特例昇格者がいたとはなー。地元ナバルじゃ聞いたことねーけど、都会のギルドじゃフツーなのか？」

「どうでしょう？ ボク、冒険者の知り合いってあまり多くないので…………」

　順番待ちをしている間に自己紹介は済んでいる。

　聞くところによると、彼も新人講習の直後に昇格を言い渡され、現在はEランク冒険者として活動しているのだそうだ。あの実力であれば当然と言えるため、特に驚きはなかった。

「あ、そっか。ユリウスもソロなんだっけ。オレも守人の仲間になる前はずっと一人だったんだぜ」

「海の魔境でソロ……。陸地とは別の意味で大変そうですね」

「そうなんだよ！ あんまし沖の方には出ねーようにしてたけど、巨蟹カルキノスの討伐依頼じゃ死にかけたし、呪歌魚セイレーンの群れに囲まれちまったこともあってよー」

　ユリウスは当初、巨体の蜥蜴人が貴族だと知って、幾分か緊張した面持ちだった。しかし、タイメンが持ち前の社交性の高さを発揮し、『クロスとどんな関係？』『出身どこ？』『好きな食べ物は？』『耳触っていい？』などと、無遠慮にベラベラと話しかけるので、今ではすっかり気を許したようだ。

　ちなみに、耳の件はやんわりと拒絶されていた。承諾されれば便乗しようと考えていたため、少し残念である。

「そういや、フランツとバルトって先に帰ったのかな？」

「一時間くらい前に丘の上で見かけましたよ。魔術師ギルドと入れ替わりで撤退命令が出たみたいです」

　何気なく交わされたその会話に、黒須は僅かな違和感を覚える。

「お前、二人と面識があったのか？」

　新人講習の際、仲間たちが観戦に来た時点でユリウスは気絶していたはずだ。走り込みで脱落した小娘以外の新人は、皆そろって訓練場の隅に転がされていたと記憶している。

「いっ、いえ、その────ボクが一方的に知っているだけですっ！」

　視線を逸らして口ごもったかと思えば、畳みかけるような早口が続く。

「…………なるほどな」

　ネネットとの模擬戦で、やけにあっさり倒されていたが……。

　狸たぬき寝入りならぬ、兎うさぎ寝入りだったか。

　人遁術、無息忍むそくにん。

　呼吸音がしなかったので、全く気配に気付けなかった。魔物との戦闘を避けるために自然と身についた技なのだろうが、やはり、ユリウスは隠形おんぎょう術に優れている。

　…………遁法や陰法だけでなく、陽法や足並十法でも覚えさせれば、忍者として大成しそうだな。

　と、思った矢先。遥かに遠ざかっていた丘の辺りに激しい閃光が走った。

　少し遅れて、ドォーン、ドォーン、ドォーンという雷鳴のような轟音が連続する。

「始まったみたいですね」

　朱色しゅいろ、柿色かきいろ、瑠璃色るりいろ、菫色すみれいろ────色とりどりに明滅する無数の細い光の線が、弧を描くように打ち上る。

　よく晴れた夜空を覆い尽くす光の波濤はとう。まるで空中に滝が流れているかのようだ。

「はぇ〜……。こうやって見るとキレイなもんだなー」

　────『然しかり』と、自分だけに聞こえる声で同感する。

　"光彩離陸こうさいりくり"

　丘向こうに撃っているので炸裂する瞬間は目視できないが、それを差し引いたとしても圧倒的に美しい。

　亡者を駆逐くちくする魔術の攻撃とは知りつつも、自然と無言になり、しばし心を奪われる。

　ふと横に眼をやると、二人も瞳を大きく開けて夜空を見上げていた。まさに夢見心地、うっとりとした表情だ。

　無筆の身では何も思いつかないが、もし歌とか俳句とかいうものをやっていたら…………こんな時に気の利いた、面白いことが云いえるのだろうな。

　以前どこかの町で遭遇した橙だいだい一色の花火とは比べ物にならない絶景に、黒須も感動せずにはいられなかった。

　花火は好きだ。

　流星、狂い獅子、七ツ傘、柳、五葉牡丹、花車。花火に重なる花火、爆音につづく爆音、滅茶滅茶な火の乱舞、光の狂射、色の躍り。

　鮮やかな光をぶちまけて咲く、あの一瞬がいい。消えた後しんと静まり、いつもより広く感じる、あの空がいい。

「………………………………」

　若かりし頃、どのような仕組みで打ち上げているのかがどうしても気になり、花火屋を訪ねたことがある。




　﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏




「花火好ずきたァけったいなお武家がいたもんだ。あんたら玉薬の使い道っていや、戦につぎ込むことしか眼中にねえと思ってたぜ」

　火薬と糊のりの臭いが充満する薄暗い店内。あれやこれやと質問攻めに遭った壮年の煙火師は、やや辟易した様子で二本差しを眺めていた。

　どっこらしょと、相手に聞かせるために発したようなわざとらしい掛け声。頭に巻いていたねじり鉢巻きを解き、やれやれといった風に汗をぬぐいつつ、無造作に置かれた大樽の一つに腰掛ける。

「俺ァてっきり、享楽きょうらくなんぞに無駄遣いすんじゃねえつって、根こそぎブン奪どりにきたふてえ野郎なのかと早とちりしてよ……。どうせスッテンテンにされんなら、ど派手に刺し違えてやらあ！ってなもんで、腹ァ括ってたところだったんだぜ？ 脅かしやがって、べらぼうめ」

「…………………」

　煙火師が後ろ腰に隠していた匕首あいくちを地面に放り投げたため、こちらも刀の柄から手を放す。

　自分の口下手が原因なので文句は言えないのだが、暖簾のれんをくぐった途端、突然訪問した武士に蜂の巣をつついたような大騒ぎになってしまったのだ。

　が、問答を続けるうちに『本気で花火に興味があるだけの変わり種』だと察してくれたらしく、出逢ったばかりの腫物はれものに触るような口調はすでに見る影もない。

「敵陣に撃ち込む大砲はなびにも風情はあるが、兜を脱いで見る火煙もたまには悪くない。田舎侍でもそれくらいの"粋"は心得ているつもりだ。同じ叫びを添えるにしても、悲鳴より歓声の方が華もあるしな」

　乾燥中と思われる"星"という名の粒を勝手に拾い上げ、くんくんと臭いを嗅ぎながら答える侍に、煙火師は呆れたような表情を浮かべた。

「俺らも世間様にゃ命知らず呼ばわりされる身分だけどよ、やっぱし、荒事あらごとじゃ武家に敵わねえな。大砲なんぞに風情を見出みいだすたァ、発想がぶっ飛んでいやがる」

「爆薬の上に座って平然としているあたり、そうでもなさそうに思えるが。ここらの樽は全部火薬だろう。この量、間違って点火すれば隣三軒もろとも粉微塵だぞ」

「……冗談でもよしてくんな。火事と黒玉は花火屋の御法度ごはっと。やらかしちまったら、もう町にゃいられねえんだ」

　眉間に深い皺を刻み、苦々しく、吐き捨てるような口ぶり。不快さがありありと滲んだ言い方だった。

「火事は分かるが……。黒玉とは何だ？」

　"橋の上  玉屋玉屋の声ばかり  なぜに鍵屋と  いわぬ情なし"

　かの有名な玉屋の凋落ちょうらくしかり、火事を起こした花火屋が追放されるのは周知の事実。しかし、もう一方は耳にしたことがない。

「未練玉とも言うんだがな。打ち上げた花火が外殻からァ破らずに、そのまま落っこちちまうことがあんのさ。そいつァだいたい手汗で湿気しけたってのがお決まりでよ。ようは、自分てめえの仕上げた花火に怖ビ気ビッちまった証拠っつうわけだ」

「不発弾か……」

　砲術を学んだ者なら誰でも識しっている。火薬がどれだけ水気に弱いかを。

　雨が降ると戦が長引くのはそのせいだ。多少の霧雨きりさめであれば雨火縄で凌しのげるが、ざあざあ降りの大雨では火砲の類たぐいは使い物にならなくなる。

　それほどまでに繊細な代物。たまたま発火しない一発があったところで、非難されるような話ではないように思えた。

　ましてや、町を追われるなど──────

「ンなことでかよって面つらァしてんな。じゃあ訊くが、あんた、手汗って掻くかい？」

「…………いや」

　幼少からの酷使によって荒れに荒れ、もはや足の踵に近い触感の両手。定期的に小柄や短刀で皮を削っているが、いつしかほとんど汗は出なくなった。

「だろ？ 大工だろうが百姓だろうが、そもそも本職ってのァ滅多なことじゃ手汗を掻けねえんだ」

　男はこちらに掌てのひらを向け、どこか誇らしげにそう言った。

　多くを語らずとも雄弁に分かる、長年使い続けてきた職人の手。幾度も火傷を繰り返したのだろう。その肉のひきつりは蜈蚣むかでのような形をしていた。

「分かるかい？ 煙火師おれらにとっての花火は、武士あんたらにとっての刀みてえなもんでよ。刀ァ怖がる侍なんざ、お払い箱にされてもしかたあるめぇ」

　生憎あいにくそこまでの内股武士には出逢ったことがないが────仮にいたとすれば、臆病者との誹笑そしりは免まぬがれぬだろう。

　"系図侍不包丁けいずざむらいぶぼうちょう"などという言葉もあるように、血筋だけが自慢の腑抜けは大勢いる。人切包丁を腰にぶら下げていながら、虫も殺せないような連中だ。

「所詮、俺らァ気負いの稼業よ。こちとら恥晒して生きてけるほど堅気かたぎな商売してねんだ。あんたらだって一緒おんなじだろ？」

　────たかだが花火の不発ごときを、そこまで絶大な恥辱とするとは。

「…………そうだな」

　武家おれと同格のつもりかと、本来であれば怒いかるべき場面。しかし、煙火師の語った覚悟や誇りは武士と比べても遜色ないようにさえ思え、反論しようとする感情を跡形もなく霧散させた。




　﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏




「おーい、起きろー。そろそろ着くぜー」

　脇腹をツンツンと肘でつつかれ、ゆっくりと瞼まぶたを開く。

　………いかん、珍しい景色に気が逸れていた。

　眼を閉じたまま永いこと考え込んでいたので、眠っていると勘違いされたらしい。戦場慣れするのも考えものだなと、黒須はふやけた気持ちを引き締め直した。





第77話 お侍さん、迷子を拾う




「ユリウスってどの辺に住んでんの？」

「ギルドの近くにある〝踊る仔猫亭″って宿に部屋を借りてます」

　他愛のない雑談を交わしつつ、無人の目抜き通りを歩く。乗ってきた馬車でギルドまで送ってくれるものかと思いきや、ひっきりなしに戦地へ向かう車列が優先されているらしく、開け放たれた正門の横で降ろされてしまったのだ。

　普段は露店が賑わう門前広場には数多くの天幕てんまくが張られ、到着した負傷者が次から次へと運び込まれていた。服装からして治療にあたっているのは大半が宗教関係者のようだったが、不思議と男がほとんどおらず、修道女ばかり。

　女の医師など聞いたこともないが────これもまた、お国柄というものだろう。

　馬車から放り出された冒険者たちは明らかに不服そうな様子だったものの、必死の面持ちで治療に勤いそしむ金創医の気迫に負けたのか、大っぴらに文句を口にする者はいなかった。不満げな表情を浮かべたまま、皆とぼとぼと帰路についたというのが事の顛末あらましだ。

「…………………………」

　東の空がぼうっと青みがかっている。夜明けは近そうだが、この時間ではまだ乗合馬車が走っていないため、面倒でも歩いて帰るしかない。

「こんな都会で中央暮らしかよ？ ……さっすがEランクのソロ、金持ってんなぁ」

「ちっ、違いますよ！ あそこ、冒険者割引で格安なんですって！」

　皮肉めいたタイメンの言葉を、ユリウスはワタワタと大袈裟に両手を振って否定した。出世の幸運に恵まれた者はえてして天狗になりがちだが、彼の場合はそうでもないらしい。実力で勝ち取った評価、謙遜する必要はないと思うが。

「あ、でも……。今日は孤児院に寄ろうかな」

　人波行き交ういつもの喧騒が嘘のように、星の瞬またたく音さえ聞こえてきそうなほどの静寂。その小さな独り言は聞くともなしに耳に飛び込んだ。

「孤児院って？」

「傭兵ギルドの近くにあるルクストラ教の施設で、弟妹がお世話になっていまして。二人とも怖がりだから、きっと心配して寝ずに待ってると思うんです」

「それって────」

「オルガ殿の教会か？」

「あ、ご存知ですか？ 先月まで北区の貧困街スラムで三人宿暮らしだったんですけど、ネネット教官に無理やり……いえ、ご紹介いただきました」

　気まずそうな顔で言い直したが、その様子で言わんとしたことは何となく分かる。恐らく、弟たちと散歩でもしてるところをネネットに拉致されたのだろう。世間は広いようで狭いとはよく言ったものだ。

「でもよ、いちおうユリウスが親代わりなんだろ？ それでも孤児扱いになんのか？」

「ボクもそう思っていたんですけど、ご領主様の方針で、保護者が流民の場合には例外的に認めてもらえるそうなんです」

「いつ死んでもおかしくない冒険者は、後盾うしろだてとして不足ということか」

「ヤな言い方すんじゃねーよ……。多分、そういう意味なんだろうけど」

　自らがその分類に属してるつもりは毛頭ないが、‶流民″という身分について思う処ところはある。しかし、あれだけ気に掛けていた弟妹を預けられるのであれば、後顧の憂いなく仕事に励めるということだ。結果的には──────

「よかったな、ユリウス」

「はいっ！ 」

　ユリウスは大きな丸い瞳を細め、周囲がふんわりと明るくなるような人懐こい笑みを浮かべた。最高に幸せ、これ以上の満足はないというかのように。

　言外の意味を過分に含んだ短い言葉だったが、気持ちは伝わってくれたようだ。

「地下の避難所にも入れてもらえましたし、やっぱり弟たちには冒険者じゃなく、普通の住民として生きてほしいと────」







　──────カタカタカタ。







　会話に割って入るような拍子で乾いた音が鳴る。無人の通りなのが災いし、やけに大きく響いてしまった。

「おほんっ！ ……うんっ！ ううんっ！」

「えっ？ 今のって────」

「おい、オメーまさか…………」

　咄嗟に咳払いで誤魔化そうとしたが、少し遅かったようだ。タイメンは黒須の腰にある物入れにサッと手を伸ばした。

「おっ、お前マジでイカれてんのか！？　こんなん街中に持って来てんじゃねーよボケ！！」

　笑うように歯を打ち鳴らす、つるりと白い骨人の髑髏。叩き壊されては困るので、急いで奪い返す。

「動けないのだから一つくらい構わんだろう。……もう名前もつけた。骨丸ほねまるだ」

　黒須は赤子でも抱えるように頭骨を庇いつつ抗弁する。

　いつか生家に帰った時、この国の奇譚きたんを信用させるのにこれほどおあつらえ向きのものはない。魔石もしっかり確保しているため、それさえ壊れなければ半永久的に保持することが叶うのだ。

「大バカ野郎！！ 街に魔物連れ込んでいいのはギルドから許可された従魔師テイマーだけだ！ 分かってんのか！？ これ重罪だぞ！！ ヘタすりゃ処刑台行きだ！」

「許可を取ればいいのか。では、明日にでもヘルマン殿に頼んでみよう」

「不死者アンデッドなんか認められるワケねーだろ！ また死霊術師ネクロマンサーって言われてーのか！？」

「俺は武士だ。他人から何と呼ばれようとも気にすることはない」

　冒険者、傭兵、そして流民。この国に来てから随分と肩書きが増えたが、正味、そんなものはどうでもいい。

　‶一合取っても武士は武士″

　世間の風評が耳障りに感じるのは、自らの地位や立場に疑念を持つ者だけだ。たとえ他者からどう評されようとも、武家の誇りと本分さえ忘れなければ武士の身分が揺らぐことなど有り得ない。

「オレは止めたからな！ フランツに怒られても知らねーぞ！！」

「自分の部屋で飼う。お前たちに迷惑を掛けるつもりはない。……ところで、骨人こいつは餌を喰うのか？」

「知るかッ！！」

　そこからしばらくユリウスを放置した言い争いが続いたが、ギルドの少し手前、大通りの分岐に差し掛かったあたりで口論は終焉を迎えた。

「じゃ、アルチェちゃん迎えに行ってくるわ。オレが帰る前に説明しとけよ！」

「分かっている」

　迷宮に出発する際、タイメンは東門の近くにある博労ばくろうに愛馬を預けていた。

　この国では馬が生活に欠かせないため、御者や馬丁、馬医などが所属する‶運送ギルド″などというものまであるのだ。馬小屋に一日置くだけなら銅貨三枚で餌や水の面倒をみてもらえる上、よほどの長期間でない限りは無期限で馬を預けることができる。

　ただし、引き取る場合は受付で渡された割符わりふを提示しなければならないのだが────

「あの、タイメンさん。やっぱり夜が明けてからにした方が……。この時間だと店番がいるかどうかも分かりませんし」

「いいんだよ！ アルチェちゃん、一人ぼっちで寂しがってるかもしんねーだろ！」

　後日にすればいいものを、終始この調子で聞く耳を持たないのだ。

　ちなみにあの駄馬だば。雌馬めすうまに囲まれたことが相当に嬉しかったらしく、熟練の馬丁が厩舎に入れるのを躊躇ためらうほどに興奮していた。隔離されている可能性ならあるが、寂しがっているとは到底思えない。

「念のために言っておくが、乗って帰ろうとするなよ。あの暴れ馬はまだお前には御ぎょせん────」

「暴れ馬って言うな！！」

　…………にべもない、という言葉はこういうときに使うのだろう。タイメンは尻尾を怒らせながらこちらに背を向け、颯爽と夜の闇に消えて行った。

「一緒に行かなくてよかったんですか？ タイメンさんってお貴族様なんじゃ……」

　不安げに尋ねるユリウスに対し、黒須は鳥のように両手を広げて答える。

「この姿ナリを見ろ。俺は一刻も早く風呂に入りたい」

「……相変わらずむちゃくちゃですね、クロスさんは」

　足取り荒く去っていく大蜥蜴を見送りつつ、ユリウスは力なく苦笑した。少し遠回りにはなるものの、孤児院を経由しても拠点に帰れるため、二人は同じ方向へ歩き出す。

「お前は随分といい面構えになったな。見違えたぞ」

「えへへ……。実はね、先週はじめて討伐依頼も達成したんですよ」

　彼は首から下げていた銅板を握り、照れくさそうに鼻をかいた。馬車の中では謙遜してたが、やはり昇格は嬉しいのだろう。

「そうか。では、名実ともに立派なEランク冒険者だな」

「ギルドで〝栄光の剣″に会うと、ちょっぴり気まずい感じなんですけどね」

「栄光の……何だ？」

「お、覚えていないんですか？ ほら、新人講習でボクらと一緒だった────」

　ユリウスは口やかましいタイメンに遠慮していたのか、あるいは、普段こうして語り合う仲間に不足しているからか、別人のようによく喋った。

　聞き上手とはお世辞にも言えず、話題を暢のびやかに提供する性質たちでない武士が会話の相手で、楽しいかどうかは分からないが。

「わざわざ送っていただいてありがとうございました。久しぶりにお会いできて嬉しかったです。じゃあ、また────」

「ときに、ユリウス。明日は手隙ひまか？」

　孤児院の玄関前でぺこりと頭を下げ、別れを告げようとした言葉を遮る。

「え？ すみません、明日は伝令部隊の報告会に参加しないといけなくて」

「明後日は？」

「えっと……」

「明々後日は？」

「あの、遊びのお誘いとかじゃ────……ないですよね？」

　ブランドンとのやり取りを聞いていたのだろう。すでにこちらの要求を察しているらしく、ユリウスは逃げ場を求める小動物のようにキョロキョロと視線を彷徨わせた。怯えで瞳が揺れている。

「あの時の蹴り。俺は勝ち逃げされたような気分でな。あれからどうにも寝つきが悪い」

「そんな、とんでもないですよ！ ボクなんてまだクロスさんの足元にも及びません！」

　‶まだ″────か。

「お前、ネネットに師事しじしているな？」

「ど、どうしてそれを────」

「戦場での動きが酷似していた。いい修業ができている証拠だ」

「いえ、修行なんて大したものじゃ……。遊びの延長というか、なんというか」

「まあそう嫌がるな。不安なら、ギルドの訓練場でネネットに立会人を頼んでも構わん」

「う、うーん……」

「剣や槍が苦手だと言うなら、無手での格闘戦でもいいぞ」

「それなら……」

　渋るユリウスを半ば強引に口説き落とし、二日後の夕刻に対戦が決まった。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




　ユリウスにブランドン。強者二人との立ち合いが実現するとあって、鼻歌まじりに帰路を行く。

　さてさて……どちらから先に味わうべきか。

　ブランドンを相手に無傷で勝てるとは思わない。しかし、互いに丸腰となればユリウスも善戦してくるはず。無手での殴り合い、そういった趣向の力比べは久方ぶりだ。

　で、あるならば————

　ぼんやりと宙を見つめ、夢のような未来に想像を膨らませていたが、不意に漂ってきた喇蛄ざりがにのような臭気に思わず現実に引き戻される。

　前を見ると、濁った水に一ひらの板橋がかかっていた。以前バルトたちと散策した際にも思ったが、この辺りはやけに水路が多い。

「……………………」

　なんとなく橋の上に立ち止まり、甘美な夢想を途切れさせた原因を探る。

　たもとの、いつも日陰になっている一角から、小便や嘔吐物の湿っぽい悪臭がたちのぼっていた。対照的に美しい建物の翳かげを宿して、流れるか流れないかの速度で西へ動いていく川の水が、夜の月光を吸っている。

　川の水音の他には何も聞こえない。

　街全体が眠り込んでしまったようだった。

「ちょいちょい、お兄さん」

　………………何だ？

　唐突に聞こえた場違いに甲高い呼び声に周囲を見渡すが、当然、誰もいない。

「こっち来て、コッチ。早く！」

　声のする方向を追って橋の下を覗き込む。月明かりに照らされた水路、橋の影から小さな青白い手がにょっきりと伸び、急かすようにこちらを手招きしていた。

　……こんな夜更けに、童子こども？

　不審に思いながらも、通りの端に設けられていた階段で水路へ降りる。

「こんなところで何をしている？」

「へっ！？ ……うわ、同族やん」

　橋の下にいたのは想像通りの女童。いや、外見で年齢は判断できないが、少なくとも耳は普通だ。

　心持ち吊り上がった血のように赤い緋色ひいろの瞳、薄桃色に近い白金の長髪。身長はマウリと大差ないが、露出した腕と脚の痩やせ細りが目立つ。顔色も死人のように青白いため、長い間満足に食えていないのだろう。みすぼらしい貫頭衣かんとういに身を包み、覆面のつもりか、顔の下半分を布で覆っている。

「えと、同郷ちゃうよな？ 見たことないし。どっから来たん？」

　上方言葉かみがたことば……？

　生国を尋ねられたのだろうか。

「日本国だ」

「ニホン？ どっかで聞いたような……。まあええわ、ボチボチかかったかな？」

　覆面の下の口元が、ニヤリと歪ゆがめられたような気がした。

「片足立ちで右手挙げてみ」

「………………？」

　いきなり何が始まったのか、さっぱり意味は分からないが、何らかの童子遊びだと思い素直に従う。

「よぉーし、いけてんな。あー、めっちゃ久しぶりやから同族相手に上手いコトいくか不安やってん」

　こちらが遊びに付き合ってやったことに安堵したのか、少女は『はへぇ～』と気の抜けるような溜息を吐いた。

「ほな、とりあえずお兄さん家ちいこか。しばらくそこで潜伏して……そっからどうするか考えるわ」

「お前、親はどうした」

　なにやら勝手に話を進めようとするので、そもそもの疑問を口にする。

「はぁ？ そんなんずぅーっと昔にバイバイしたきりや。生きてんのか死んでんのか知らんけど」

「……いくら無人とはいえ、童わっぱが一人で出歩くような時間ではない。家はどこだ。送ってやる」

「行くトコないからこんな臭っさい場所でコソコソしてんねやろ！ 帰れるんやったらハナから帰ってるっちゅうねん！」

　てっきり地下にあるという避難所から這い出てきたのかと思ったが、迷子、そのうえ孤児か。不憫ふびんな。

「つか何なんコイツ！？　魅了されてんのに何でこんな普通に喋ってんの！？」

　————どこかで聞いた単語だ。

「これのせいか？」

　黒須は迷宮からずっと身につけていた首飾りを取り出して見せる。本来、戦利品はフランツかバルトが管理しているのだが、強制依頼のゴタゴタで渡しそびれていたのだ。

「何それ？」

「魅了無効の首飾り、だそうだ」

「「………………………………」」

　奇妙な沈黙が流れる。

　少女は急に眼の焦点を失って、だらだらと脂汗を垂らし始めた。

「あの、つかぬことをお聞きしますが————お兄さんも吸血鬼……です、よね？」







　﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏

　いつも拙作をお読みいただき誠にありがとうございます。

　本当は73話から今話（77話）までが一話の予定だったのですが、長々と書いてしまってすみません。。。蛇足的な文章が弱点だという自覚はあるものの、なかなか上手に話がまとめられず・・・・皆さまからご紹介いただいた書籍を拝読し、勉強していく所存にございます。

　Ｐ.Ｓ.

　昨夜、寝ぼけて数十話先のエピソードの下書きを公開してしまいました。すぐに消したので目にされた方は少なかったと思いますが、どうか記憶から抹消していただけると幸いでございます。。。





第78話 吸血鬼さん、変な男に捕まる




　─────くぅぅ………。

　薄い月明かりに照らされた悪臭漂う橋の下、情けない腹の虫の声が響く。

「………あかん。死んでまう」

　不死者の迷宮から逃げ出して丸二日、水以外、何も口にしていない。少女の空腹は限界に達しようとしていた。

　不安と飢えを少しでもまぎらわそうと、胸の中央に小さな拳をぎゅうっと押し当てつつ、どうしてこんな事態になってしまったのか、その原因に思いを巡らせる。

　大量発生スタンピードの混乱に託かこつけて、地上へ出たところまではよかったのだ。しかし逃げ出すことに精一杯で、愚かにも、出てからのことを一切考えていなかった。

　地上に親しい友人はいないし、家族はもちろん、約束を待っている恋人もいない。行く当てなんてあるはずもないのに、冒険者による襲撃で同胞たちとは逸はぐれてしまった。

　屍人の群れに誘導されるように、逃げに逃げ、走りに走り、たまたま見つけたヒト族の街。巨大な城門が、不用心を通り越した大胆さで開け放たれていた。城壁の上に門番らしき兵士は数人うろついていたものの、その視線は遙か西の地平線へ釘付けになっていて、街に逃げ込む集団はまったく見向きもされておらず────　

　先を争う避難民の群れ、そのまま人混みに紛れ込んだ。

　しばらく街の中心へ向かって大通りを進んでいたが、群衆は突然パタリと足取りを緩めた。不思議に思って列の先を覗いてみると、路地の脇にぽっかりと大きな穴が空いており、先頭から順に地下へ姿を消している。その様子はまるで、蟻ありの行列が巣穴に群がり入るようだった。

　入り口の両側には武装した兵士たちが立っていて、なにやら一人一人、身分証のようなものを確認されている。何を基準に選別しているのかは知らないが、どうやら人によって、避難を許される者とそうでない者がいるようだった。

　このまま並んでたら見つかってまう…………。　

　とうの昔に鼓動を止めたはずの心臓が、ドキドキと動き始めたように感じた。吸血鬼の特徴である牙は覆面によって隠しているが、こんな怪しい格好の人物が素通りさせてもらえるとは到底思えず、当然、顔を見せろと言われてしまうだろう。それに、ヒト族の街には魔族を探知する魔道具が多く出回っているとも聞く。

　急速に焦燥感が高まり、思わずキリリと歯軋りが鳴る。

　すぐ隣を歩いていた兎獣人ラピヌの双子が不安げな瞳をこちらへ向けた、その瞬間────少女は踵を返して逃げ出した。

「はぁっ……はぁっ……！」

　罪を知らない幼子の無垢な視線。こちらを心配する眼差しにも見えたが、緊張状態にある少女にとっては見咎みとがめられているようにしか思えず、狭い路地を自分の足音に追われるように走り続け、橋の下へと身を隠す。

　運悪く汚水の流れる川だったらしく、覆面をしていても胃液がこみ上げてきそうな不潔な場所。しかし、ただでさえ惨めで情けない気分がよりいっそう悪化してしてしまい、これ以上移動する気力はどうしても湧いてこなかった。　

「くっそ、どっからや……。どこで間違まちごうた？」

　そう小さく呟いた直後、少女はハッとし、涙ぐみそうになって力なく首を横に振る。ふいに口をついて出た自問が、いまさら考えるまでもない、分かりきった内容であることに気が付いたのだ。

　けっして突発的な失敗ミスではない。ずっと自覚がありながら、改善することのできなかった過あやまち。この状況は日頃の間違いが積み重なった結果だと、結論は明快に頭に浮かんでいた。

〝ぼっち吸血鬼″

そんな風に自分を卑下ひげするようになったのは、一体いつからだっただろう。

　きっと、孤高を気取って周囲と群れなかったのがいけなかったのだ。

　本当はちっとも独りでいたくないのに、友達とか愛情とか恋愛だとか、斜しゃに構えた自分にはみんな縁遠いもののような気がして。誰かがはしゃいで話をしている横で、そこへ混ざろうと一歩踏み出す勇気もなく、まるで興味のないフリをして。目の前にあるものが全部、嘘で塗り固められた造り物のように見えていて。

　それは生来の性分というわけではなく、幼稚で下らない自己演出だったのかもしれない。それを悟られたくない気持ちと、理解されたい気持ち。相反する感情を二つ同時に抱えていた。いつも独りぼっちでいるくせに、他人の優しい言葉をほしがっていた。

　誰かに話しかけられればきちんとそれに答えたし、幾分かぎこちなさはあったにせよ、愛想よく振る舞うことだってできた。でも、自分から率先して人に話しかけることはしていなくて、だからこそ、周囲は自分に対してあまり気を許そうとはしなかった。

　まさか、大量発生に乗じて各々の保有する屍人を暴走させる計画があったとは────……

　自分一人がはみ出し者で、異端者で、常識外れな存在だと思っていたのだ。ここは自分が本来いるべき居場所ではないと、自由を求め、逃げ出したいと考えているのも、自分だけだと信じ切っていた。

　同じ価値観を持った者同士、それを仲間と呼ぶのなら、自分に仲間はいなかった。

　収拾のつかない後悔と自己嫌悪で涙が零れそうになる。避けるべき方法はあとから思えば幾らでもあり、だからこそ、少女は余計に苦しんでいた。

　こんな気持をどう言えばいいんだろう。

　まるで一人小舟に乗って、当てもなく、広大な夜の海を進んでいるような気分だった。誰かに無理やり乗せられたのか、それとも自分で勝手に乗り込んだのか、そのへんの事情は今でもよく分からない。周りを見回しても誰もいなくて、でもとにかく漕ぎ進めるしかなくて、もう岸に戻ることはできなくて。　

　なんて傷つきやすい心だろう。

　他のみんなは何をしているんだろう。

　この孤独の海をどうやって進んでいるんだろう。　

「あっ……」

　ふと水路から地上を見上げると、橋の上でぼーっと月を眺めている男がいた。同時に強烈な血の匂いが鼻孔をくすぐり、抑えようのない本能的な食欲の炎に襲われる。

　いてもたってもいられないほどの渇望。もう、我慢の限界だった。　

　……あの男にしよう。

　そう決意して水路に誘い込んだはいいものの────間近で対面して驚いた。

　かなり微弱、しかし、明確な不死族の気配。

　言葉が通じているため吸血鬼どうぞくだとは思うが、珍しい黒髪黒眼に見覚えはなく、軽く日に焼けた肌の具合からしても、同じ迷宮から逃げてきた者ではないのは明らかだった。

　……これ、もしかして土着の魔人？　

　閉鎖された環境に嫌気がさし、外の世界を求める魔族は古来から一定数いる。中でも、ヒトとの共生を望む魔人が、正体を隠して街で暮らしているのは有名な話だ。彼らは真の姿が露見することを極度に嫌い、あくまでも一住人としての生活を死守しようとする傾向があるらしい。

　────ど、どないしょ……。

　こんな腹ぺこ状態で戦っても絶対に勝てない。　

　事情を話して匿かくまってもらう？

　正体をバラすぞと脅してみる？　

　いや、それよりも確実なのは…………　

　少女の赫眼かくがんが妖しく光る。

　闇属性の固有魔術、〝魅了チャーム″。

　一部の魔族だけが行使することのできる、強力な催眠魔術だ。この魔術をかけられると、対象者は術者を自分の家族や友人であるかのように思い込む。同族が相手の場合は抵抗レジストされる可能性が高いものの、少女はこの魔術の腕前には自信を持っていた。

　久しく使っていないが、相手が油断している今なら──────




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




「ちゃうねん」

「チャウネン？」

　男は小首を傾げながらこちらの言葉を繰り返した。

　とても中立的な声だ。特に友好的でもないし、敵対的でもない。

「いやいや、冗談キツいって……！　気配も匂いもバッチバチに不死族やし、言葉も普通に通じてるし。こんなん誰でも同族やと思いますやん？　ウチ悪わるないやろコレ。ていうか、そもそも何で耐性の魔道具とか持ってんの？　しかも街中で。意味分からんし！　詐欺やんこんなん！」

　言葉が、べらべらと止めどなく薄い唇をついて迸る。男の気が変わるのを恐れるように、まじめな会話になるのを避けようとするかのように。

　淋しさや孤独が躰の芯まで喰い込んでいたせいか、相手が味方ではないと分かってなお、勝手に口が動いてしまう。それはもう、少しでも黙っていると息が止まってしまうのではないかというような切羽詰った喋り方で、自分でも止めようがなかった。

「……いくつか、訊きたいことがある」

「しょ、正直に答えたら見逃してくれたり？」

「内容次第、と言っておこう」

　否定とも肯定ともとれるその発言に、少女はゴクリと生唾を呑む。

　見たところ銀武器は所持していないようだが、耐性の首飾りと一緒に胸元から出てきたアレは、〝冒険者証″というやつに違いない。今、この状況において最も避けるべき種類の相手だ。それも、吸血鬼を前にしてこの余裕、かなり戦闘慣れしていると思った方がいい。

「吸血鬼とは、種族の名称だったのか？　俺はてっきり魔物の類たぐいだとばかり思っていたのだが」

「────はえ？」

〝魔族と魔物は同一種なのか″

　過去から現在に至るまで、幾千幾万と繰り返されてきただろうその質問に、待ち構えていた気合がへにゃへにゃに緩む。

　魔族とヒト族が大陸の覇権をかけて争ったあの大戦。魔族が敗れ、大陸に残された者の大半が迷宮という地下世界へ追いやられたのも、突き詰めればその一点が原因だったと言える。

　何千年も前の出来事ではあるが、自分たち敗者側にとっては大きな歴史の転換点。しかし、勝者側にとってはその程度の認識なのだろうか。

「そらぁドッチ側から見るかによるわな。ウチらからしたら種族名やけど……。ヒト族って、魔物も魔族も一緒ごっちゃにしてんねやろ？」

「魔族……？」

　魔物とは、自然界の植物や動物に魔素が取りつくことで生まれる化け物たちの総称だ。理性もなく、欲望のままに行動する。

　対して、魔族は種族ごとに体系を異ことにするものの、言語を操り、知能や文化を有する存在。必ずしもヒト型ではないが、ヒト型である者は〝魔人″と自称したりする。

　子供でも知っているような当たり前の常識を、少女は簡単に説明した。

「よく分からんな。聞いた話では、吸血鬼どもは人を襲って喰らうような言い草だったが」

「もしかしてお兄さん『吸血鬼とはなんぞや』って話ししてる？」

　なんだか、妙にチグハグとした男だ。吸血鬼特効ともいえる魔道具を所持していながら、その相手のことを何も知らないとは。

「いや、実際そんなアホもおるっちゃおるけど、みんながみんなそうじゃないで。たしかに血は飲むし、そもそもウチらって血がないと生きていかれへんねん。でも別に、相手が死ぬほど飲む必要ないし……。あっ、アレよ。ヒト族にとってのお酒、みたいな？　飲みすぎると逆に気持ち悪くなったりハイになったりするから、マトモな吸血鬼はそんな一気飲みせえへんよ」

　吸血鬼の強さは生きた時間と飲んだ血の量で決まる。

　不死であるため無茶さえしなければ年齢はいくらでも重ねられるが、現在の環境下で血の摂取はそう簡単な話ではない。冒険者を呼び寄せるために一生懸命迷宮を改装したり、不死者特有の問題である瘴気をできるだけ抑える研究をしたり……。

　冒険者から血をもらう時だって、昔のように直接首に噛み付いたりしない。気絶させた相手にあとから気付かれない程度に、専用の注射器を使って決められた分量を採取するのだ。もし無限に血が飲めるなら、それこそ、この世はすでに吸血鬼たちの支配下にあるだろう。

　たぶん、男が言っているのは地上で暮らす野良吸血鬼の悪行のことだ。『ヒトを家畜化すべきだ！』などと主張する一部の過激派が外へ出れば、そんな馬鹿をやらかすのも想像に難くない。

　男はこちらの説明を遮ることなく、半ば目を閉じるようして熱心に耳を傾けていた。

　一度も行ったことのない、興味深い風習を持った国の話を聞くみたいに。あるいは耳を澄まして、その説明の中に何か別の意味を見出そうとしているみたいに。　

「そうか。では、お前は何故こんなところにいる？　わざわざ地上に出てこずとも、迷宮で暮らしていれば平穏に生きられたのだろう。殺されるかもしれない場所へ、何のために来た」

　その質問に、少女は正直に回答すべきかどうか、若干のためらいを覚える。

　この男、無愛想で口数も少ないが、恐らく相手の感情や心中を探りながら話すタイプだ。人の顔色ばかり気にしていたからよく分かる。この手の輩は、嘘を見抜く。きっと下手な言い訳は通用しないだろう。

「そ、そのぉ────」

　危険であると知りながら、地上へ出たかった理由。　

　他人に自分の本音を告白するのは初めてで、視線は徐々に足元へ落ち、語尾がモニョモニョと小さくなってしまった。

　男が怪訝そうに眉をひそめるのを見て、覚悟を決める。

「ヒト族となら……と、友達になれるかなって、思いまして…………」

　呆れられただろうか。惨めなやつだと思われただろうか。

　どうにか最後まで言い切ることには成功したが、頬が熱く、耳まで真っ赤になってしまっている感覚があり、男の反応を直視することはできなかった。

「……お前、名は？」

「ルナマリア・ガルサ・ノクテュルヌ＝ヴルヴィエガレ────」

「長い」

「ル、ルナでいいっす……」

　くそお……！

　自分は名乗りもせえへんくせに…………‼

「ついてこい」

　男は急に背を向け、さっさと歩きだした。その唐突な行動が理解できず、少女は橋の影に立ち止まったまま問を投げる。　

「どこ行くん？」

「俺にはお前をどう扱えばいいのか分からん。仲間のもとへ連れて行く」

「仲間って冒険者やろ!?　絶対殺されるやつやんそれ！」

「早合点するな。吸血鬼がそこらの魔物と違うことは理解したつもりだ。命だけは保証しよう」

「やっ、約束やで！　絶対守ってな‼」

「ああ」

「ホンマにホンマ⁉」

「くどい」

　しばらく悩み、少女は意を決して奇妙な男の背中を追った。

　もうどうにでもなあれと、そんな気分で。　




﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏

いつも拙作をお読みいただき誠にありがとうございます。

ご無沙汰してしまって申し訳ありません。

ようやく書籍作業が一段落し、仕事も落ち着きましたので、投稿を再開していく所存にございます。小説って、本文書いてお終いではないんですね・・・。

近況ノートではすでにお知らせしましたが、本作の第一巻がいよいよ２月２４日(金)に発売されます！！

カクヨムの特設サイト（https://kakuyomu.jp/special/entry/web_novel_007）に一作だけ女の子が一人もいない浮いた作品がありますので、表紙だけでも見てみてください。

レーベルはMFブックス様、イラストは天野英先生。

書店で見かけた際はお手にとっていただけると嬉しいです。





第79話 吸血鬼さん、様子を窺う




「なぁなぁ」

「……………………」

「なあなあ！」

「何だ」

　足音の絶えた夜更けの通りに男女の声が木霊こだまする。片方は暖かい桃色で、もう片方は冷たい水色。温度差のあるそれらの声が混ざり合い、二人の間にはぬるま湯のような、極めて微妙な空気が漂っていた。

「もっぺん聞くけどさぁ。クロさんてホンマに人間なん？」

「お前には俺が豚鬼か犬鬼にでも見えるのか」

「だーかーらー！　見た目の話ちゃいますて！」

　橋の下を出発して三十分くらい経っただろうか。まだ警戒心という名の幕を一枚隔ててはいるものの、並んで話しているうちに、二人の距離感はほんの少しだけ縮まっていた。

　会話の割合は八対二。『何か話さなきゃ……！』と、不穏な沈黙に耐えられない片側が、一方的に喋り続けているような状態ではあるのだが。

「ウチかて別にカワイイだけで魔物には見えへんやろ？　カワイイだけで！」

「……………………」

「いや、無視はキツいんすけど。せめてこっち見よう？」

　感情のコントロールを絶え間なく要求する緊密な関係。ここしばらく、けっして活発ではないけれど、辛うじて他愛のない世間話だけが続いている。

　これまでに会った中で、最も寡黙で無愛想な人物かもしれない。素性に言及する話題はことごとく知らんぷりされるので、名前を聞き出すことでさえ、それはもう大変な苦労を要した。しつこくしつこく食い下がり、三回くらい同じ質問を繰り返して、面倒くさそうな回答を得る。ずっと、そんな感じのやり取りだ。

　でも、本当は話題なんてどうでもよかった。せっかく出会った友達候補の第一号。口と耳と皮膚と目と匂い。まずは五感をくすぐるほど近くにいることが大切だと、以前、何かの教本で読んだことがあったから。

　そっけない態度のクロスの真横を歩きながら、ルナは再度くんくんと鼻を鳴らす。

「おっかしいなぁ……。この血の匂い、吸血鬼どうぞくっぽい感じなんやけどなぁ」

　そんな独り言を漏らした途端、足早に歩いていたクロスが急停止した。

　図らずも追い抜いてしまい、おっとっとと、つんのめるようにして後ろを振り向く。

「…………なにその顔」

　それは、驚きと困惑が等分に入り混じったような表情だった。

　眉間に寄せられた皺の本数が増え、ただでさえ威圧的な風貌がよりいっそう凶悪に見える。

「お腹下してんの？　下痢ぴーぴー？」

「不死族というのは……なんだ。死人や屍人に対して、仲間意識があったりするのか？」

　こちらの質問を無視した返答。　

　やや気まずげな、奥歯にものが挟まったような言い方だった。

「さっき話したばっかりやろ。アレ魔物、ウチ魔人。ヒト族ってサルとかブタに仲間意識あったりすんの？」

「────そうか。なら、いい」

　険しかった眉は解ほどけ、止まっていた足が歩みを再開する。

　ほっとしたみたいに。

「大量発生とやらの現場にいてな。その時に少し、血を浴びた」

「なんや、そゆことかぁ。……少しって量とちゃう気もするけど」

　不死族と人間の血が混ざるとこんな匂いになるのか。知らなかった。

　飢餓状態だからか、圧倒的に多いはずの前者より、後者の匂いを敏感に感じる。

「あ、鼻かゆっ。ものすご鼻かゆいなぁ〜」

　誤魔化すように呟きながら、二の腕の袖そでに鼻先をこすりつける。実際はこするフリなので、ゴシゴシではなく、フガフガと。

　やっぱりどこか似た匂いだなと思う反面、早急に水浴びと洗濯をしなければという危機感に駆られた。あんな不潔な場所に二日もいたから当然ではあるのだけれど、自分から発せられている体臭が信じられなくて。

　クサイと思われていないかなと、若干の不安を感じつつ隣を盗み見る。

　ついさっき見せた動揺が嘘だったかのように、クロスはもう平静さを取り戻していた。

　……ウチの仲間殺やってもうたと思て、言いづらそうにしてたんかな？

　一連のやりとりを経て、なんとなく分かってきた。

　この冒険者、無愛想なだけで無感情ではないのだ。

　あのヘンテコなしかめっ面も、この男なりの困り顔だったのだろう。

　察するに、これは噂に聞く"ツンデレ"とかいうヤツに違いない。

　打ち解けていくにつれて徐々に心を開いてくれる、用心深い猫みたいな性格の人物。いや、どちらかといえば猫じゃなく、虎っぽい雰囲気の男だけど。

「ふへへ……。ちょー、置いて行かんとってやぁ」

　自分で自分の考えが可笑しくなり、ルナは小さく忍び笑いをしながら、たたたと駆け足でクロスを追う。

　嬉しいような、恥ずかしいような。不思議な気持ちだ。

　赤の他人の域を出てはいないが、ゆっくりと、着実に距離が縮まっている。

　相手の心情を理解し始めているという、その感覚がむず痒い。

　やっぱり、勇気を振り絞って地上へ来たのは正解だった。

　ヒト族となら、こうやって仲良くなれる可能性があったのだ。

　社交的な相手ではないけれど、それが逆によかったのかもしれない。

　自分のペースで会話を進められるというか、無理して会話を盛り上げる必要がないというか。同族でなかったとしても、ある種、同類なのだと思う。人付き合いが苦手という部分で。

　ただ、そんな共通点があるにせよ、この男の正体についてはいくつか疑問が残っていた。

「なぁなぁ。ほんなら、不死族の気配がすんのはなんでやの？」

「気配か。恐らく、こいつのせいだろう」

　クロスは特段考え込む様子もなく、おもむろに腰の後ろへ手をやって、取り付けられた大きなカバンを漁り始めた。

「……んん？　ってのあぁあぁぁあッッ！！」

　間近に差し出された予期せぬ物体を目撃して、ルナは逃げるようにバッと飛び退く。乙女にあるまじき悲鳴が出てしまった。

「なんやその骸骨！　気色の悪いっ！」

「ただの骸骨ではない。骨人だ。名を骨丸ほねまるという」

「名持ちネームド！？　そ、そんな強そうには見えへんけど……」

「俺が名付けた」

「意味が分からん！！」

「……………………」

「えっ、説明してくれへん感じ！？」

　こちらの反応に傷ついたのか、クロスは無言のまま、少しだけ悲しそうな表情で骨丸を元の場所へ戻した。せっかく縮まった距離が、また離れてしまったような気がする。

「あぁビックリしたあ。怖いわこの人、やっぱ逃げていい？」

　聞こえなかったはずはないのに、クロスはルナの言葉を無視してスタスタと道を歩いて行く。

「骸骨持ち歩いてる系男子とか、しょうもないキャラ付けしてもモテへんと思うで？」

　何の反応も返ってこない。

　壁に向かって語りかけているのと同じだ。

「……おこ？　おこなん？」

　まずい。どうやら機嫌を損ねてしまったらしい。

　正面から視線を剥がそうと顔を覗き込んでも、まったく目を合わせてくれなくなってしまった。

　でも、いきなり骸骨を見せられて、どんな反応をすればよかったのだろう。

　正解が分からない。

　自分は何も知らないのだ。

　クロスの好き嫌いを何一つ知らないし、これからも理解できそうにない。

「で、でもよかったぁ。最初に会ったんがクロさんみたいないい人で」

　空気を変えねばと、歯の浮くようなお世辞を言ってみる。

　関係修復を目的とした、精一杯のご機嫌取り。ちょっとあざとい、取ってつけたような言い方だったかもしれないけれど、褒められることが嫌いな人はいないと信じて。

「いい人……？」

　そんな思惑に反して、向けられたのはキョトンとした不思議顔。

　やっとこっちを見てくれたのはよかったが、コイツは突然何を言い出したんだ……と、追加の説明を求めるような顔つきだった。

「なんだかんだ言いながら、結局ウチのこと助けてくれてるやん？　吸血鬼知らんってのはビックリしたけど、ちゃんと話も聞いてくれたし。冒険者って、もっと凶暴な生き物やと思ってたからさぁ。ぶっちゃけ、いきなり襲いかかってきたらどないしよって考えてて………………」

　少しでも笑ってくれたかな、とルナは喋りながら横を見て────硬直した。

　そこにあったクロスの表情が、あまりにも冷たかったから。

　思わず、語尾を呑み込んでしまうくらいに。

「何か、思い違いをしていそうだから訂正しておく」

　愛想を振りまく道化に叩きつけられたのは、背筋の凍るような低い声。

　嫌悪や憎悪とは違う、白け切ったような声だった。

「お前を助けるか否いなか、その判断はこれからだ。我が身かわいさに出鱈目でたらめを言っているとも限らんからな。今の時点で無害と断じたわけではない」

　ズキン、とナイフで刺されるような痛みが胸を走る。

　『仲間のもとへ連れて行く』

　クロスのその発言を、都合よく解釈していた。自分の身の振り方について、相談に乗ってくれるのかもしれないと。もしかすると、友人たちに紹介してくれるのかもしれないと。

　でも、違った。ただ単に、判断材料が不足していただけ。

　助けるどころか、まだ、味方ですらなかったのだ。

「俺は俺の都合で救うべき命を選ぶ。人に危害を加えたことはないと、お前はそう説明したな。あの話が虚偽であれば、当然ながら約束は白紙なしだ。魔物として滅するつもりでいるが、それでも俺は"いい人"か？」

　まるで路傍ろぼうの石でも見るような目つき。

　不信感や拒否感といった他人へ向ける感情ではなく、汚物へ向けるのに近い、軽蔑の光をはらんだ眼差しだった。

　咄嗟に言葉が返せず、ルナは胸の中が奥底からぶるぶると震えるのを必死でこらえる。恐怖したのではない。その眼差しにトラウマが刺激され、嫌な記憶が蘇ってきたから。

　いつもそうだ。いつもいつも。

　他人を極度に恐れていながら、それでいて、他人の好意をどうしても諦められなかった。甘い期待を勝手に抱いて、裏切られた気分になって、独りぼっちで泣いて。毎回毎回、その繰り返し。

　こんなに淋しいのに、どうして他人が怖いのだろう。　

　こんなに淋しいのに他人が怖いなら、いったいどうすればいいのだろう。

「逃げたければ好きにしろ。追ってまで斬るつもりはない」

「え……？」

　そう言われて初めて、自分がジリジリと後ずさっていることに気付く。

　本能的な衝動というか、逃げる気なんてさらさらないのに、意図せず体が動いたような感覚だった。

「う、嘘なんか、ついてへんし……」

　どうにか反論できたものの、泣き出しそうになるのをぐっと耐え、震えを帯びた声は、自分の声じゃないみたいだった。

「それなら堂々としていればいい。俯仰天地ふぎょうてんちに愧はじず。たとえ真実を語っていたとしても、媚びを売るような真似は人の信頼を損なうだけだぞ。全ての言葉が嘘臭くなる」

「……………………？」

　なんだろう、まるで、大人が子供にする助言のような。

　遠回しに『消えろ』と言われたのかと思ったが、もしかして────……

「吸血鬼なんかと、な、仲良くなれるかって、意味じゃなくて……？」

「誰がそんな話をした？　吸血鬼かどうかは知らんが、少なくとも、俺は種族などという括くくりで人品骨柄じんぴんこつがらを評価するほど狭量なつもりはない。お前自身の礼節の問題、薄ら寒い御為倒おためごかしを続けるようなら、これ以上は付き合えんという意味だ」

　距離の詰め方を誤って叱られた────のだと思う。

　絶対に改善しようのない事柄。つまり、種族的なことが原因でないと知り、多少、心が軽くなる。そして同時に驚いた。吸血鬼という大きな枠で一括りにするのではなく、自分という、一個人を見てくれていることに。

「しかし……。まさか、小言の一つ二つで泣くとは思わなかった。許せ」

　ズビズビと鼻をすするルナの正面に立ち、クロスは短く謝罪した。

　先ほどの態度から一変、こちらを気遣うような表情で。

　口調にも、ほんのりと申し訳なさが漂っている。

「泣いてへんし。ぜんぜん、これっぽっちも泣いておりませんし？」

　注意されたくらいで取り乱したのが急に恥ずかしくなり、赤面した顔を背けて涙を拭う。

　無口で気難しい男だと認識していたが、たぶん、そうじゃない。

　嫌味なのではなく、並外れて率直なのだ。

　裏表がないというか、思ったことをそのまま口にしているだけ。

　本音しか言わないから口数も少ないし、必然、言い方もキツくなる。

　そう考えると、これまでの立ち振舞いにも一本筋が通っているように感じた。

「────って、ちょっと待って」

　そんな風に生きられたらどれほど楽だろう。開放的ともいえる生き様に無垢な憧れを抱いていたが、クロスの発言の中に、聞き捨てならない点があったことに気付く。

「クロさん、さっき『吸血鬼かどうか知らんけど』って言ってたやんな。それ、どゆコト？」

「そもそも、俺はお前が人間ではないという部分からして、まだ納得がいっていない」

「そっから！？」

「何を驚くことがある。お前も俺が人間かどうかを疑っていただろう」

　要するに、こちらはあちらを吸血鬼かもしれないと、あちらはこちらを人間かもしれないと、互いに互いの種族を疑い合っているという、意味不明な状況である。なんでやねん。

「え、じゃあずっとウチのこと人間やと思てたん？」

「というより、虚言癖のある浮浪児かもしれんとな」

「なんで！？」

「自分で自分の身なりを見てみろ。それに、これまでに逢った他種族は何かしら身体的な特徴を持っていた。お前は耳も普通なら尻尾もない。どこを見て信じろと言うつもりだ」

「ええわ！　ほな証拠見せたるわ！！」

　隠していたのが馬鹿らしくなり、ルナは鼻から下を覆っていた覆面を引き下げ、ンアーっと大きく口を開けて見せる。

「……………………舌か？」

「牙や！！」

　たっぷり十秒ほど観察した上で、トンチンカンな感想が返ってきた。

　口の中を見せるの、ちょっとだけ恥ずかしかったのに。

「ベロは別に普通やろ！？　人と見比べたことないから不安になるわ！」

「多少大きいとは思うが、世間はそれを八重歯と呼ぶ。他には何かないのか」

「いや、他って言われても……」

　吸血鬼最大の特徴をあっさり否定され、ムムムと唸りながら頭を抱える。　

　"身体的な"と言われてしまうと、正直、他に見せられるものがない。

　魅了させてくれと言うとまた怒られそうな気がするし、血を吸わせてくれなんて言えば、それこそブチギレられそうで怖いし。体をどこか傷つけて、瞬時に治る様子を披露するのが一番手っ取り早いかもしれないが、痛いのはイヤだ。

「紅眼こうがんは？　吸血鬼ってみんな目ぇ赤いし、コレ特徴ちゃう！？」

「たしかに見たことはないが、青や緑の瞳があるなら、赤があっても不思議ではないだろう。俺と同じ黒い瞳を持つ者にも逢ったことがないしな」

「た、太陽の光とかちょっと苦手やし！」

「そんな女はザラにいる。それに真夜中だ、今は」

「あっ！　飛べる……やつもおる！」

「お前は？」

「ウチはまだ成長期というか、なんというか────」

「もういい、分かった。知り合いに孤児院をやっている者がいる。今日は拠点に泊めてやるから、明日そこへ行くぞ。治療院も隣接しているから、ついでに頭も診てもらえ」

「吸血鬼のことナメてんなぁ！？　こちとら不死者の王ノスフェラトゥって呼ばれてんねんで！！」

「臭そうな王だな」

　ヒト族ってみんなこんな感じなんかな……？

　初めて出会った人間がかなりの特殊事例だと気付かぬまま、少女は一抹の不安を抱えつつ、一生懸命力説を続けた。




﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏

いつも拙作をお読みいただき誠にありがとうございます。

四辻いそらでございます。

明日８月２５日（金）、拙作の第二巻が発売されます！

前巻よりもずいぶん頑張って加筆いたしましたので、書店でお見かけになった際は是非お手にとっていただけると幸いです！

また、近況ノート、X（旧Twitter）ではお知らせいたしましたが、今回は各店舗様のご購入特典SS以外にも、MFブックス様の十周年記念SS、初回出荷分限定の特別しおりSSなどがございます。詳しくはMFブックス様特設HP（https://mfbooks.jp/anniversary/10th/）をご確認くださいませ。

さて、筆者は来週から世間様とは周回遅れの夏休みが始まります。

第三巻の原稿は１０月末が締切と言われておりますので、ようやくWeb連載へ復帰できそうな展望となりました。せめて一回くらいどこかへ遊びに出掛けたいとは思いますが、執筆も頑張りますので、どうか気長にお付き合いいただけますと幸甚でございます。





第80話 冒険者さん、帰宅する




　月明かりに照らされた農場沿いの畦道あぜみちに、二人分の足音が寂しく響く。

　小砂利が塩を撒いたように凍てつき、乾いた空気を吸うたびに、鼻の奥がツンと痛むような冷たい初冬の匂いがした。

「そういえば俺、門から歩いて帰るのってこれが初めてかも」

「…………儂もじゃな」

　間を持たせるつもりで言ったフランツの言葉に、ため息を吐くような調子の短い同意が返ってくる。喋るのも億劫おっくうと言わんばかりの、会話を広げようとする意志の感じられない、心底気だるそうな声だ。

　ちらりと様子を窺ってみると、案の定、バルトの表情はこれ以上ないくらいに疲れ切っていた。深く落ち窪くぼんだ瞼まぶたと薄い隈くま。肉付きのよかった頬にも皺が増え、三つ四つ老けたような酷い有様かおである。

　しかし、それも仕方のないことだと思う。

　文字通り、飲まず食わずの不眠不休。昨日の朝迷宮を出発したときから数えれば、もうほとんど丸一日動き続けている計算になるのだ。

　マウリの誘拐から始まり、クロスの負傷、強制依頼への参加。立て続けのトラブルに加えて、長丁場の戦闘が終わってやっと一息ついたところに『歩いて帰れ』と無慈悲な宣告をされた。頑丈タフが取り柄の鍛冶人ドワーフだって、こんな顔になって当然だろう。

　暗い夜道を延々と歩み続けることしばらく。足が棒のようなるという表現が、まったく実感のある形容だということがよく分かった。いつも乗り合い馬車が走っている通りから外れ、広大な休耕地のど真ん中を突っ切る近道を選択したのだが、そもそもこれが失敗だったのかもしれない。

　見覚えのある畑、見覚えのある小川、見覚えのある星空。

　虫の鳴き声すら聞こえない農道は、歩いても歩いても同じ景色ばかりで、まるで時が止まってるような感覚だった。周囲の景色が単調なせいか、数分前に見た光景を繰り返している気分。着実に家路を進んでいるという達成感や満足感が、これっぽっちも得られないから。

「「…………………………」」

　倦怠期を迎えた夫婦みたいな沈黙。先ほどの短い会話から数秒が過ぎ、さらに数十秒が経過したが、どちらも何も話さない。

　ザッザッザッと足を引きずるような重く乾いた音をたてながら、二人はろくすっぽ口もきかず、ただただ懸命に歩き続けた。満天の星空が、ほんのわずか白んできたように見える。そろそろ夜明けが近い。
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「一番乗りじゃなかったみたいだね」

「うむ。やけに早いが……誰かの？」

　ようやく麗うるわしのオンボロ屋敷を視界に捉えたのだが、一階の窓から蜂蜜色の明かりが漏れ、煙突からはもうもうと白い煙があがっている。どうやら誰かが先に帰っているらしい。

「ただいまー」

　建付けの悪いドアを開け一歩中へ入る。と同時、ぶわりと湿気を含んだ暖かい空気の波が頬を撫でた。暖炉には火が焚かれ、冷え切った外とはまるで別世界。バラバラだった心と体がやっと一つに戻るような気さえする。

「ん？　もふぁえい〜」

　挨拶を返したのは、食卓でスープらしきものを食べているマウリだった。

　奇妙な言い方だなと思ったら、スプーンを咥くわえた口をモグモグさせたまま、両手でパンをちぎっては次々と皿へ放り込んでいる。

　よっぽどお腹が空いていたのだろう。こちらに目もくれず、テーブルの上は『アヒルが食べたの？』と思えるくらいとっ散らかった状態だ。

「お前さん一人か？」

「まあな。思ったより早く片付いてよ。そっちは────……」

　マウリはゴックンと口の中を空にして、プラプラとスプーンを振りながら答えた。が、すぐに煙たそうな顔で動きを止める。

「湯沸かしてあるから、先に裏で汚れ落としてこいよ。ひっでぇ臭いだぜ、二人とも」

　煮込まれた牛骨と香味野菜。

　こちらからは食欲をそそる香りしか感じなかったが、どうやら鼻が馬鹿になっていただけだったらしい。

「ありがとう。そうさせてもらうよ」

　風呂の用意をして勝手口から外へ出ると、湯鍋が火にかけられたまま沸騰していた。いまだに辺りは仄暗いが、気がつくと星々はすっかり消え、東の空も青白い。流石にこの時間から湯船に浸かる元気はないので、川の水を直接鍋に足して温度を調節する。

「バルト、肩のところアザになってるよ」

「このごろ頭でなく肩で盾を支えるようにしとるからの。どってことないわい。お前さんこそ、脇腹が少し腫れとるぞ」

　互いの負傷を確認しながら、二人してジャブジャブと体を洗う。肌から薄っすら立ちのぼる湯気が、焚火の明かりに照らされて陽炎みたいだ。

「しっかし、こんなに落ち着いて風呂に入れるのも久々じゃな」

「ホントだね」

　実は、最近こうして風呂に入っていると、アルチェが誰彼構わず凝視してくるという問題が悩みのタネになっていたのだ。

　薪置場の横にある物置小屋をバルトが厩舎きゅうしゃっぽく改装してくれたのだが、彼はその入り口から頭を半分だけ覗かせた状態で、ジーッと粘り気のある視線を向けてくる。いつもいつも騒がしいくせに、その瞬間に限ってひっそりと。まるで気配でも殺すみたいに。

　気味が悪いというのは少し強すぎる表現かもしれないけれど、単なる馬の習性と判断するには納得のできない部分があった。どことなくゾワゾワするというか、興味本位で眺めているんじゃなくて、こっちが隙を見せれば襲いかかってきそうな、そんな雰囲気。小屋の場所を移設しようかなんて話し合うくらいには、みんな本気で嫌がっている。

　タイメンには申し訳ないが、今夜はアルチェが留守でよかった。

「ところで、今さらなんだけどさ。コレ、勝手に使っちゃってよかったのかな？」

「分からんが、元に戻しておけばバレやせんじゃろ」

「いや、うーん…………」

　周囲に漂う甘ったるい香り。

　風呂を囲む衝立にぶら下げっぱなしになっていた石鹸を拝借したのだが、普段使っている獣脂と木灰を混ぜた安物と比べて泡立ちがいい上、精油のような強い香りまでする。おしゃれな風に言うとフローラルな香りというべきか。染み付いた死臭を誤魔化すのにちょうどいいやなんて思っていたけれど、後から匂いでバレるのは目に見えていた。

　察するに、クロスかパメラの私物だろう。ただ、彼らがこんな大切なものを放置するとは思えない。となれば、無断で持ち出した犯人にはおのずと目星がつく。

「嗅いだことのない匂いだし、たぶん新品だと思うんだよね。コレ」

「パーティーの揉め事を解決するのも、リーダーの立派な仕事じゃと思わんか？」

　バルトは面白いことが起きそうだと言わんばかりに、いじわるそうな顔で笑った。

片眉を上げ、髭ひげの中でニッと微笑むような意味ありげな表情。

　元気になってくれたのは嬉しいけど──────

「都合がいいなぁ…………」

　だいぶ目減りしてしまった石鹸を手に、フランツは物憂げなため息を吐く。勝手に使ってしまった以上、自分たちも同罪だ。

　もしこれがパメラのものだった場合、彼女はきっと大騒ぎするだろうが、同じ石鹸を贈ると言って誠心誠意謝れば、それで許してくれると思う。

　問題はもう一人の方だ。彼の怒りを買った場合、次の訓練がどんな厳しさになるか、想像するだけでぐったりする。

「クロスはお風呂入りたいって言うだろうし、準備しとこうかな」

　まだどちらの所有物かは分からないものの、用心するに越したことはない。

　フランツは少しでも彼の機嫌を損ねまいと、湯冷めを厭いとうことなく風呂桶の掃除を始めた。
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　一通り装備品の洗浄も終え、二人は寝巻きに着替えて拠点の中へ戻る。

　いや、終えたというより、諦めたという方が正しいか。軽く水で流したくらいでは全然臭いが落ちなかったので、本格的な整備は夜が明けてからにしようということになった。布地と革が多く使われた装備は専門家に任せないとダメかもしれない。

「……ちったぁマシになったな。食うだろ？」

「ありがとう。腹ペコだったんだ」

「いただくわい」

　マウリはもう食べ終わったらしく、二人分の食事を用意してくれていた。先ほどのスープとパンに加え、サラダとホットワイン、ステーキまで。

　生肉の備蓄なんてしてたっけ、と一瞬不思議に思ったが、よく考えれば風呂へ向かう前に魔法袋を棚の上に置いていた。魔牛ワイルドブルの肉を取り出して、わざわざ料理してくれたのだろう。

　靴の裏側くらいの大きさで、厚さも一センチに近い肉。正直、この時間から食べるには重たすぎる料理だし、あのおぞましい戦場を見たあとにステーキはキツい。それでも、フランツにこの好意を断る勇気はなかった。

「それで？　やけに元気そうに見えるが、伝令隊そっちはどんな塩梅あんばいだったんじゃ？」

　酒杯を空にしてふうと一息ついたあと、ほどよく体が暖まったのか、バルトはやや紅潮した顔で話題を振った。

「どうもこうもねえ、グッダグダだよ。ラクできたのはいいんだが、結局、伝令で走ったのも一回こっきりだったしな」

「たったの一回……？　担当はどこだったの？」

「ギルドから前線基地までだ」

　それを聞いた二人は目を丸くした。なぜなら、マウリの言った区間は通常最も忙しく、最も多くの人員が配置される場所だったから。

　都市の命運を左右する大量発生スタンピードでは、当然ながら領軍が指揮権を握っている。各ギルドはその傘下に入り、あくまで実働部隊として戦っているだけだ。つまり指揮命令系統の最上位は領主となるため、領主城からギルド、ギルドから前線、前線から最前線へと大枠の指示が飛ばされ、現場の状況はまた逆の道のりを辿って報告される仕組みとなっている。

　ただし、目まぐるしく変わる戦況にいちいち領主の指示を仰ぐ暇いとまはなく、実質的な指揮拠点を担っているのは前線基地だ。今回でいえば、自分たちが一時撤退した丘の麓ふもとあたりに布陣していただろうか。最前線の指揮を執りつつ、ギルドへ適時支援を要請。中間地点としての役割を果たすため、必然、そこへ多くの人員が割かれることになる。

「いつもの強制依頼なら、アッチ行けコッチ行けって、ウザいくらい指示が飛んでくるもんだろ？　今回、お前らのトコに伝令って来たか？」

「そういえば…………」

　戦闘要員として参加するのは初めてだったので、あまり気にしていなかったが、たしかに、言われてみると伝令に来たのはあの兎獣人ラピヌの子一人だった。

「指揮が混乱しとったのか？」

「たぶんな。領軍の兵士が話してんの聞いた感じだと、どうも、城の方からの連絡がパッタリ途絶えちまってたみてえだ。俺が前線に送られたのだって、他の伝令が行ったっきり戻ってこねえから、その原因だけでも調べてこいって指示だったんだぜ？」

　マウリによると、戦略方針の定まらない前線基地は、現場の指揮官、つまりギルドマスターたちに対応を丸投げするという結論を下していたらしい。領主不在の影響があるとはいえ、ずいぶんとお粗末な話である。

「そんだけ長く待機させられてりゃ、誰だって眠くなんだろ？　なのにディアナがずーっと不機嫌で、居眠りしてるヤツらに怒鳴り散らしたりしててよ。散々だったぜ」

　はっきりそう言わなかったものの、その表情は明らかに怒鳴り散らされた側の顔だった。元気いっぱいなのはそういうことか。

　ちなみに、ギルドは続々と集結する冒険者たちを、いつ、どこへ、どれだけ送り込むかなど、前線基地からの情報をもとに随時部隊編成を行っている。その報告が滞っていたとすれば、彼女の心情も分からなくはない。

「何時間も待ちっぱなしかぁ……。それはそれでしんどそうだね」

「今の体調なら、魔物より睡魔と戦う方が不利かもしれんわい」

　バルトは冗談めかして笑ったが、それは、何度も強制依頼を経験している彼だからこそ言える言葉だと思う。

　あれだけ大規模で長時間に及ぶ戦闘。自分なんて、いまだに『起きろ』という警報が頭の中でわんわん鳴っている。こういうのを一種の興奮状態と呼ぶのだろうか。高ぶった精神と疲れた肉体が上手につながっていないような感覚だ。

「そっちも見たとこ無傷みてえだな。明日からはどうする？」

「詳しくは全員揃ってから相談だけど……。迷宮の戦利品がそのままだし、いつも通り装備の整備と並行して売却する流れかな」

一番鳥いちばんどりが鳴きわたる時刻。朝日はまだ姿を見せていないものの、夜明けと呼べるだけの明るさが窓の外にある。

　もう"明日"ではなく"今日"じゃないかなと思ったが、どのみち皆の無事を確認してから一旦眠るつもりだったので、あえて訂正はしなかった。マウリ以外のメンツはクタクタだろうし、本当の意味で明日から行動開始になるかもしれない。

「今回は魔物の素材が多い。整備組と売却組、二手に分かれて動くのがええじゃろ。お前さんのブーツも、一度しっかり魔導具師に調整してもらわんとな」

「俺、午前中はギルドで報告会に参加しなくちゃなんねえからよ。悪りぃが、それ終わってから合流しても──────」

　マウリはそこまで言って口をつぐみ、玄関の方を振り向いた。

　突然、何かを察知したみたいに。

　数秒の間を置いて、コンコンコン、と規則正しいリズムでドアを叩く音が響く。

「…………ウチの連中なら、わざわざノックなんてしねえよな」

「でも、こんな時間に来客なんて────」

　密談でもするかのように声を落とし、テーブルの中央に顔を寄せて話す。

　深夜と早朝の境目。人の家を訪ねるにはあまりにも非常識な時間帯に、否いやが応おうにも警戒心が強まる。

「待て待て。ティルタンたちがパメラを連れて帰って来たのかもしれんぞ」

「「あー……」」

　台本でも用意していたように二人の声が重なった。　

　彼女は旧友との再会をことのほか喜んでいたし、魔力切れになるくらい調子に乗った可能性は高い。

「なんか、目に浮かぶなぁ。それ」

「あの馬鹿、ハリキリすぎて寝ちまったパターンか？」

　フランツはやれやれと苦笑しつつ玄関へ向かう。

　ガチャリと、いつもより重たく感じるドアを開けた、その瞬間────綺麗に磨かれた革靴が勢いよく捩ねじ込まれた。

「どーもどーも、夜分に失礼！」

　耳障りな甲高い声。訪問者はグッと強い力で無理やりドアを開き、隙間から体を滑り込ませるようにして勝手に中へ入ってきた。

　見ず知らずの男だ。背丈が低く、色白の小太り。ギョロギョロした大きな瞳と膨れ上がった下腹が、どことなく蛙カエルっぽい印象を抱かせる。

「人間、鍛冶人ドワーフ、小人ホビット……。残念至極、三人だけか」

　男は呆気にとられる面々の顔をゆっくりと順に見回し、真横で立ちすくむフランツにニッコリと笑いかける。

「さてさて。フランツくんというのはキミのことだね？」

　決めつけてかかるような断定口調。

　表情は一見穏やかでも、言葉の端々に高圧的な態度が見え隠れしていた。

「そうですが……。あの、どちら様で────？」

「確保しろ」

　その一言を待っていたかのように、開け放たれたドアからドカドカと数名が踏み込んできた。背後から急に羽交い締めにされ、フランツは反射的に振り払おうとする。

「ちょっと、何を────！？」

「抵抗するなッ！！」

「おいっ！　いきなり何のつもりだてめぇら！！」

　マウリはテーブルの上にあったステーキナイフを手に、椅子を蹴飛ばして威嚇する。が、侵入者たちはそれを一切気に留める様子もなく、淡々と会話を続けた。

「副長、この二名は？」

「放っておけ。連行対象はこの男一人だ。それより二階を捜索してこい」

「了解」

「連行じゃと……！？　何者じゃ貴様ら！　名乗らんかッ！！」

「はぁ……。いつだって騒々しいね、冒険者ってのは。せせこましい家なんだから、そんなに大声で喚わめかなくたって聞こえてるよ」

　面倒そうな顔でツカツカと歩み寄ると、男はバルトの鼻先に一枚の紙を示した。

　次にマウリ、最後にフランツ。まるで住み慣れた家にでもいるかのように、好き勝手に歩き回る。

「キミらが文字を読めるかどうかは知らないが、この書類の意味は分かるだろう？」

　男が元の位置に戻るころには、怒号を上げ、殴りかからんばかりに勢いづいていた三人の顔から血の気が引いていた。部屋は吐息が聞こえるほど静まり返り、二階の個室を荒らし回る音だけが虚しく響く。

　突き出された書類には、よく見覚えのあるものが描かれていたのだ。

　城門や広場や大通り。この街に暮らす者なら誰もが知る紋様。そう、ちょうど先日、レナルド様が乗っていた馬車に刻まれていたのと同じ家紋だ。

「私はアンギラ領軍所属、衛兵部隊副長のニコラス。領主代行の命により、Eランク冒険者フランツを国家転覆罪の嫌疑で逮捕する」

　男は何ら感情を交えず、事務的に逮捕状の内容を読み上げた。





第81話 お侍さん、約束を守る




「ほな第九問！　吸血鬼女子はいっつもだいたいスッピンです！　その理由は！？」

「…………紅べにや白粉おしろいが高価だからか？」

「残念ブブーッッ！　正解は"鏡に映らないからお化粧したくてもできない"でした〜っ！！」

　人を食ったような口調と大げさな身振り手振り。

　眼をキラキラさせた表情は満足げで、芳香を嗅ぐように鼻孔が広がっている。

「こう、キメ顔でグッと気合入れてたら映るんやけどな。でも逆に、そこまでしてお化粧してたら必死感あるやん？　うわ見てあの子、今日絶対デートやでアレ……みたいな。だからみんなここ一番ってときしかせえへんねん。おもろない？」

「……そうだな」

「せやろー？　不死者の迷宮って深層が居住区になってるから、お化粧してくれるお店とかも一応あったりすんねんで。入るの恥ずいし、いつ見てもガラッガラやけど。あっ、これ内緒のやつな？　絶対誰にも言うたらあかんで」

　この女童じょどう────本当に、感心してしまうくらいずっと喋っている。

　「第二回吸血鬼講座や！」と謎の宣言をしてから、訊いてもいない魔族の生態を延々と。

　『あんなー』『ほんでなー』『あとはなー』『他にもなー』と、勝手気ままに話しているのをぼんやり聞き流していたところ、どうやら、こちらの反応の悪さを見て作戦を変えたらしい。第一回がどこからどの部分だったのかは覚えていないが、長ったらしい講釈では関心を誘えないと判断したようで、唐突に謎掛け問答へ移行し現在に至る。

　かれこれ半刻一時間以上は休みなく喋り続けているだろうか。

　はしゃいでいる風にも見えるが、それだけではあるまい。

　"眼は口ほどに物を言う"とはよく言ったもの。つい今しがたの発言にしても、秘密にしろという言葉に反して、チラチラと期待感のこもった眼差しが向けられていた。それはもう、「こんな話題なら食いつくかな？」と言わんばかりに。年齢を訊いてもはぐらかされてしまったが、そういった挙動を隠せていない未熟さからして、大して年寄りでもないような気がする。

　いずれにせよ、少しでも信用されたいという思惑が見え透いていた。

　そこまで肚はらの中うちが読めているのなら、雲煙過眼うんえんかがん、黙殺するのも一つの手段だろう。そもそも、知りもしない生き物の習性について答えられるはずがなければ、こんな茶番に付き合ってやる義理もない。

　しかし、この自称吸血鬼。構わずに放っておくと、猫が鳴くようになーなーなーなー騒ぎまくるのだ。その喧やかましさたるや、吸血鬼には喋り続けないと死ぬ病やまいでもあるのか、と黒須が本気で疑い始めるほど。無視できず、かといって、また泣かれると面倒なので叱りつけることもできず。こうして不毛なやり取りを余儀なくされていた。

「どうどう！？　ボチボチ吸血鬼に興味でてきたんちゃう！？」

「…………………………」

　否定すると話が長くなりそうなので、頷くか頷かないかくらいの首肯でもって応える。

　大きな抑揚をつけて語尾を長く曳ひく上方言葉かみがたことばは、馴染みが薄いからか、随分と奇妙なものに感じられた。語法が独特で、まるで狂言の台詞を聞いている気分。一つ一つの所作が芝居じみているというか、実際の感情以上に仰々しく話しているというか。嘘を吐いているわけではないものの、常に要所要所を誇張するため、少なからず演技的に思える要素がある。

　だからこそ真意を正確に捉えきれず、確信が持てなかった。

　この魔族と名乗る小娘が、自分たちとは大きく異なる存在であると。

　黒須にとって、ルナの正体が吸血鬼か否いなかはさしたる問題ではない。相手が何であれ、敵対するなら斬り捨てるのみ。ただ一点、頭の隅すみにひっかかっているのは、会話の中にあった何気ない一言だ。

『ヒト族って、魔物も魔族も一緒ごっちゃにしてんねやろ？』

　化粧がどうのと年相応の話題に花を咲かせ、他人から信用を得ようと試行錯誤するその姿。人間と────いや、そこらの町娘と一体何が違うというのか。

　実を言うと、以前にも似たような疑問を抱いたことがある。身分証欲しさに冒険者ギルドを訪れ、ディアナに逢った、あのときだ。小鬼が魔物で獣人は他種族。フランツたちの語るその"曖昧な線引き"が、黒須にはよく理解できなかった。

　魔族と他種族、その相違点はどこだ。

　外見が基準ではないだろう。口を閉じれば隠れる程度の牙と、頭から生えた大きな獣耳。どちらがより異形に見えるかは論を俟またん。蜥蜴人さえ他種族と認識され、代官に据えられている。

　仮に善悪をその境界とするならば、それこそ、種族などという単位では量はかれないもののはず。なぜなら人間の中にも、生きる価値のない塵芥クズは大勢いる。野盗のように、笑いながら平然と赤子を踏み殺すような連中だ。

　となれば、評価すべきは"群ぐん"でなく"個こ"。

　一人一人の性質であって然しかるべきではないのか。

　黒須は無言のまま隣を見つめ、じっと注意深く観察する。

　次はどんな問題を出してやろうかと、眼をつむり、腕組みしてウンウン唸る魔族の様子を。

　…………魔物どころか、仲間の誰かが友人だと言って連れてくれば違和感すら持たんだろうな。

　ルナの言葉を全て鵜呑みにしたわけではない。ただ、この能天気な顔つきからして悪意がないのは確実だ。他の吸血鬼がどうかは知らんが、人を襲ったことがないという件も恐らく事実。

　それはつまり、善良な魔族が存在することの証左なのでは────？

「よぉーし！　決めたっ！」

　答えの出ない逡巡は、無邪気な掛け声によって掻き消された。

　今にも歌い出しそうな、明るく、二弦琴にげんきんのように弾んだ声だ。

「いよいよ最終問題……。これを逃すと賞品の獲得はなし！　クロさん、まだ頑張れるか？　準備できてる！？」

「引っ張るな。着物がずれる」

　興奮しているのか、グイグイと遠慮会釈のない手付きで袖を引かれる。

　たしかに媚を売るような真似は好かんと言った。それにしても、いきなりここまで馴れ馴れしくなるとは予想外だ。

　ちなみに、賞品というのは『美少女から直接血を吸ってもらえる権利』のことらしい。自信満々に美少女だの権利だのと言ってのけるあたり、自己評価が高いのか低いのかよく分からん小娘である。

　一問でも正解すれば獲得できるそうだが、心底不要ものすごくいらない。さらに言えば、不正解のたび悲しそうに腹をさする様子からして、単に自分が血を吸いたいという本音も見え隠れしていた。

「じゃあ行くで！　第十問！　吸血鬼には屍人グール以外にも使役できる動物がいます！　それを一種類でいいから答えなさ────」

「待て」

　ルナの意気揚々とした出題を、黒須は片手を挙げることで制した。

　その手をそのまま耳に添え、全神経を集中する。

「どしたん？」

「……この音は何だ？」

　北区の住宅街を抜け、間もなく畑の多い地域に差し掛かろうかというところ。どこか遠くから、カランカランという澄んだ音が聞こえてきた。鈴よりは大きいが鐘よりは小さい。神社の参拝で鳴らす本坪鈴に近い音色だ。

「それウチに聞く？　何時ですよ的なアレちゃうの。知らんけど」

「時の鐘は夕刻までだ。こんな真夜中には鳴らん」

　それにこの音、一つではない。黒須たちの進む三叉路の正面、二股に分かれた通りの左右両側から近づいてくる。まるで、こちらへ迫るように。

「…………嫌な予感がする。覆面をしておけ」

　黒須の真剣な言い方に危機感を覚えたのか、ルナは何も言わず忠告に従った。

　顔を隠している最中も音は絶え間なく鳴り続ける。静まり返った街にそぐわない音量は徐々にその大きさを増し、やがて靴音や怒鳴り声、鎧の上下するガシャガシャという騒音までもが加わった。

「クロさん、あっちあっち。なんか光ってるで」

　夜目が利くのか、先に気がついたのはルナだった。

　右の通路の暗がりに、ぼうっと浮かぶ小さな明かり。以前フランツが買ってきた角灯ランタンの揺らめきに似ているが、一点、大きな違いがある。

「気味の悪い色だな」

　明滅する赤紫の炎。道や人家をほのかに照らすその灯火は、季節外れの紫陽花のような色をしていた。

「急げ！　こっちだ！」

　距離が近づき、建物の影に隠れていた姿が月明かりによって暴かれる。鎧の音から予測はしていたが、角灯を持って先頭を駆けているのは兵士だった。

　あの身なり……。衛兵、と言ったか。面倒だな。

　諸所の警衛に当たる、日本の番士に相当する役職だったと記憶している。数は五人。いや、左の通りから来る連中も合わせれば十人か。それぞれ角灯を持つ先頭とは別に、小型の鐘を振って走る者がいる。初めて見たが、どうやら警鐘けいしょうの一種だったらしい。

「やり過ごすぞ。お前は黙っていろ」

「で、でも────」

　弱々しい怯え声。向かってくる連中がどんな相手かも知らないだろうに、ルナは眉を曇らせ、酷く不安げな顔をしていた。

「案ずるな。仲間の意見を訊くまでは護ってやるという約束だ」

「…………ウチのこと、信じてくれるん？」

　不信、動揺、狼狽、憂苦。

　こちらをまっすぐ見上げる赤い瞳に映るのは、臆病な童子こどもの感情そのものだった。それ以外の何者でもない。まさに、打ち捨てられた迷い子の眼だ。

「吸血鬼云々うんぬんは眉唾だが、友が欲しいと願うその目的は信じていいと思っている」

　ルナの頼りない表情は、黒須がそう結論を下すに足る十分な理由となった。

　寄る辺べのない無告の窮民きゅうみん。弱き者。戦えぬ者。これを護らずして、何が武家か。何が武士か。ここでこの眼を信じねば、祖神英霊から嘲笑わらわれよう。

「お前、俺を……人間を怖がっていただろう。不死だなんだと言いながら、震えて、べそをかくほどに。それでも懸命に訴えたな。自分は悪辣あくらつな存在でないと」

　この国の人間と魔族の間に何があったのかは知らん。種全体を害獣と同列に見做みなすなど、余程の事情があるに違いない。ただし、そんな軋轢あつれきも、確執も、対立も、他所者たる俺には関わりのないことだ。

「踏み出した勇気の分だけ、お前自身を信用しよう」

　背中にルナを隠すようにして、黒須は一歩前へ出る。

　庇護欲をくすぐられたわけではない。ただ、武家の本領が童子を見捨てるという選択を許さなかった。それだけだ。

「そこの男、止まれッ！！」

　衛兵どもはこちらへ到着するやいなや、開口一番そう叫んだ。

　やけに離れた位置で停止したかと思えば、なるほど、全員が弩いしゆみを携えている。

「伍長、この色は……？」

「暗紅色ローズマダー、か？　完全な赤色反応せきしょくはんのうではなさそうだが……。油断するな」

　角灯と警鐘を持つ兵が密談でもするかのように顔を寄せる。

　この様子からして、隊を仕切っているのはこの二人か。

「おい、人を呼び止めておいて何をぼそぼそ話している。用がないなら行くぞ」

　いつまで経っても話しかけてくる気配がないので、あえてこちらから声をかける。

　すると突然、困惑するようなざわめきが起きた。

「────聞いたか、今の？」

「共通語を話したぞ」

「どうなってる……。魔道具の誤作動か？」

「二つ同時に？　まさか、ありえん」

「いや待て……。後ろにもう一人いる」

　無数の視線が一斉に黒須の足元へ注がれる。

　できるだけ身を縮めてしゃがみ込み、黙りこくっていた小さな影に。

「いくつか聞きたいことがある！」

「何だ。先を急ぐので手短に頼む」

「お前じゃない！　そっちの子供にだ！」

「悪いが、この娘は生まれつき口が利けん。話なら俺が────」

　舌先三寸で煙に巻こうとしたところ、ふいに、声をかけてきた兵士の顔が強張った。ぎょっと、氷で背筋を撫でられたような驚愕の表情だ。

「そ、その瞳……っ！？」

　振り返ると、ルナも兵士と同じような顔で硬直している。

　互いの視線の向きからして、どうやら足の隙間から眼が合っているらしい。

「吸血鬼だ！　総員、射撃用意！！」

「──────ッ！？」

　慌て者め、問答無用か……！

　衛兵が弩を構えた瞬間。脳が危険を察知したせいか、時間の感覚が大幅に延伸された。ゆるやかになる視界と裏腹に、思考速度は加速する。

　この距離、この数────躱かわしきれん。

　ルナを掴んで横へ跳ぶより、矢の届く方が数段早い。

　斧槍で弾くか？　否いな、それで防げるのは己の身一つ。下手に動けば背後に被害が。

　永遠のように長い一瞬。衛兵どもの指が引き金にかかった。

　もう悩んでいる暇はない。

「撃てぇッッ！！」

　号令に合わせ、斉射が実行される。

　斧槍を投げ捨て両手を広げる、黒須の全身に向けて。
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「ふざけるなァッッ！！」

　明け方の領主城にヒステリックな怒号が轟く。やや裏返ったその声には、執務室の前を通りがかったメイドが思わず足を止めてしまうほど感情的な響きがあった。

「私は減税の件を却下してこいと命じたんだ！　それが、食料支援だと！？　出来損ないの分際で余計な真似をしてるんじゃない！！」

「────繰り返しになりますが、それとこれとは話が別です」

　本来なら、朝食の準備に追われる使用人を除く誰もが寝静まっているべき時間帯。部屋の中には二人の青年貴族と、それぞれの従者が睨み合うように相対している。

「こちらの報告書はお読みにならなかったのですか？　ボレロ卿は嘆願の取り下げに応じられました。アンギラの危機を憂うれい、ナバルだけが我儘を言うつもりはないと」

　床に撒き散らされた書類を一枚一枚拾いながら、レナルドは毅然とした態度で立ち向かう。これまでのオドオドした雰囲気から一変、兄の目をまっすぐに見据えて。

「しかしながら、ジェイド兄様。今回の島亀アスピドケロンがそうであるように、代官の力量ではどうにもならない事態があります。そんな窮地を救うことこそ、彼らを率いる主家の責務ではないでしょうか」

「言うにことかいて"主家の責務"だと？　はっ、笑わせる！　雑用ばかりしてきたお前に大局が見えているとでも！？」

　口を挟む余地のない喧嘩腰の討論。室内の空気が重みを持っていて、四方から圧し縮まってくるような息苦しさがある。そんな中でもラウルは主あるじを勇気づけるため、半歩後ろからレナルドの背中にそっと手を当て支えていた。対して、ジェイドの側近は難しい顔で押し黙ったまま、唇を噛んだり、腕組みをして天井を見上げてたりしているだけだ。

「現地の声を聞いたから見える局面もあります。ナバルは単なる海路の中継地点ではなく、漁獲量も領内随一。もし水夫や漁民がよその町へ逃げ出しでもすれば、失った損害は二度と取り戻せないのですよ？　事実、冒険者たちの流出はもう始まっている様子でした」

「馬鹿が！　そんなものは移住を禁止すれば済む話だ！！」

「帝国の恐怖政治に倣ならうおつもりですか？　移住制限は領主自治権の範囲外でしょう。圧政に繋がりかねないと、王国法で明確に禁じられているはずです」

「………………っ！」

　筋の通った正論をぶつけられ、ぐっと形勢が傾く。レナルドの指摘に狼狽うろたえたことを誤魔化したかったのか、ジェイドは執務机に強く拳を叩きつけた。

「そもそもッ！！　私の了解を得ず勝手な提案をしたこと自体が問題行動だと言っているんだ！　いつ誰がお前にそんな権限を与えた！」

「ジェイド兄様は領主の名代としてナバルへ赴くようお命じになりました。僕は父様に代わり、必要な判断をしたまでです」

　レナルドがそう言った瞬間。ふいに会話が途切れ、奇妙な間が空いた。二人は向かい合ったまま、しばらく互いの顔を凝視する。

「…………なるほど。よくできた言い訳だな」

　苦々しげな表情でドサリと椅子の背に身体を預け、尊大に足を組む。一見ふんぞり返るような姿勢だが、ジェイドはやや驚いた様子だった。弟の発した、そのいかにも貴族らしい詭弁こじつけに。

　交渉事では口を滑らした方の負け。言わずもがな、これが権門勢家けんもんせいかの常識しきたりだ。相手に言質げんちを取られるな。その場しのぎで安請け合いはするな。証文なしに契約を交わすな。慎重に言葉を選び、常に警戒して発言せよ──────……

　殴られそうになったら咄嗟に身構えるのに近い、反射的な心の動き。油断ならない敵と認めた、あるいは、臨戦態勢に入ったと言うべきだろうか。幼い頃から叩き込まれたそれらの教養が、二人の間にある空気を急速に冷やしたようだった。

　腹の読み合い探り合い。ある種の飛躍ひやくや言外の意味を推し量り、含みのある表現を咀嚼そしゃくするために生まれた数秒。先ほどの沈黙はまさしく、貴族特有の駆け引きだったから。

「その屁理屈、ナバルからの帰路で一生懸命考えたのか？　それとも、身の程知らずの誰かに入れ知恵でもされたか」

　ギロリと、矛先がラウルに向く。

　が、レナルドはその身で視線を遮るように忠臣の前へ出た。

「僕が、そう判断したと申し上げております！」

「なあ、弟よ。ここには口やかましい父上も、クソ真面目なトーマスもいないんだ。お前の本音を聞かせてくれ」

　慈愛をこめた柔らかい眼差し。ジェイドは突然態度を軟化させ、猫なで声で理解ある兄を演じ始める。人を手懐け、飼い馴らす。懐柔を誘うその微笑みは実に堂に入っていて、しっくりと彼自身に馴染んでいた。

「どうしてあんな片田舎の港町に肩入れする？　だって、不思議じゃないか。この歳までダラダラ穀潰しをやってたお前が、急にやる気を出すなんて。あの蜥蜴人リザードマンに金でも握らされたのか？」

「この支援策はナバルに限定した応急処置ではありません。アンギラ全土の困窮地域を対象として、新たにご提案させていただく永続的な公共事業です。もちろん父様のご意向を伺ってから、後日、お話しようと思っておりました」

　レナルドは日程の部分を強調しつつ、丁寧ながらも鋭い声で言い放つ。

　誰が聞いても分かるくらいに、非難を含んだ語勢でもって。

「ジェイド兄様。本当に今、この件について議論する必要があるのでしょうか。領主代行として、他に優先すべきことがおありでは？」

　兄を見つめる弟の瞳には、はっきりと怒りの色が浮かんでいた。

　いや、レナルドよりむしろ、横に並び立つラウルの方が凄まじい。隠しきれない苛立ちがにじみ出ているのか、ギリギリと歯を食いしばり、ひたすらに平静を装う憤怒の表情。口出しする立場にないという騎士の分別から生じたその忍耐は、かえって大きな迫力となり、そのまま顔に表れていた。ジェイドの側近が直視を避け、ずっと天井を眺めていなければならないほどに。

　二人がここまで憤いきどおっている理由。

　それは、当主宛に書いた提案書てがみを盗み見されたことでも、積み重なった恨み辛みが爆発した結果でもない。大量発生スタンピードという危機的状況の中、最も尽力すべき領主代行が何もしていないことを耳にしていたからだった。
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　遡ること、およそ一時間半。

　レナルドたちは例によって何も指示を受けていなかったが、せめて地下避難所の慰問に出向こうと私室で準備を進めていた。そこへ、一人の使用人から密告があったのだ。

　いわく、戦地から指示を求める伝令が列をなしているのに、誰も対応してくれないと。長々と待ちぼうけを食らった冒険者たちが怒り狂い、自分たちだけでは収拾できない状態になりつつあると。催促にたまりかね、泣きつくような告発だった。

　見習いとピナに対処を任せ、レナルドはラウルを伴い兄のもとへ。

　真意を問うため、慌てる側近の静止を振り切り執務室に乗り込んだ。

　ところが──────……

　大量発生の件を口にした途端、ジェイドはいきなり激高し、まるで関係のない支援策について喚わめき始めた。独断専行だの、賄賂わいろをもらっただの、一方的に捲まくしたて、話題を戻す隙を与えない。

　ただ、レナルドにとってその鼻息の荒さは『都合が悪いから聞くな』と告げられているに等しかった。棘のある会話ばかりしてきた兄弟だからこそ分かる。ちょっとした足の置き方や、椅子のもたれ方。物を投げたり、机を叩いたり。これは兄が言い逃れや責任転嫁を考えているときの癖だ。あれやこれやといくつも理由を張り付けているが、野菜の皮を剥くように一枚一枚引っぺがしていけば、最後に残るのは保身だけ。いつだってそうだったから。

　となれば当然、関心は別のところへ移行する。ジェイドが見せまいと必死に隠している部分。そこに、知られてはまずい何かがあるはずだと。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




「ジェイド兄様。本当に今、この件について議論する必要があるのでしょうか。領主代行として、他に優先すべきことがおありでは？」　

「何を優先するかは、私がっ、領主代行が決めるんだ！　お前にそこまで干渉される筋合いはない！！」

　疑っているぞと言わんばかりの詰問口調に、せっかく落ち着いていた神経がたちまち張り裂けそうになる。しつこく責め逆らってくる末弟から心理的に追い詰められ、ジェイドはとうに自制心を失ってしまっていた。

「しかし、兄様。事は急を要しま──────」

「黙れ黙れ黙れッッ！！　お前は聞かれたことにだけ答えていればいいんだ！　話を逸らすな！」

　何かを投げつけたい衝動に駆られたが、適当なものがないので仕方なく言葉をぶつける。ぱっと思いついた単語をかき集めるようにして。貴族に求められる思慮深い会話からかけ離れている自覚はあるが、もう、自分で自分の気持ちの振り幅についていけない。

　返り討ちだ…………。私は今、レナルドに返り討ちにされかけている。

　こう考えると、たまらなく忌々いまいましかった。顔を見るだけでむかむかした。胸の奥底にある熱くて濃い液体が、ぼこぼこと音を立てて膨らんでいく。

　取り澄ました物腰と噛みつくような追求。何があったのかは知らないが、ナバルから戻った弟はまるで別人だった。人の顔色ばかり気にして、何事にも欲望を見せず、自分で判断することを放棄し、怒鳴られれば萎縮いしゅくする。子供の頃からずっと、ずっとそうなるよう躾しつけてきたのに。いつの日か邪魔にならないよう。毛ほども当主の座に興味を示さなくなるよう。何度も何度も自尊心を踏みにじり、徹底的に痛めつけてやったはずなのに。

　わずらわしい。わずらわしい。わずらわしい。

　行き場のない悔しさが全身を押し包んでくるのが分かり、再ふたたび机を殴りつける。ティーカップに残った紅茶が浮き上がってこぼれるほどの強さで。それでも一向に気は晴れなかった。焦燥と、緊張と、屈辱と、不安と、恐怖と…………喜怒哀楽のどれか一つでは言い表せない感情が合併症を引き起こし、心の中をめちゃめちゃに荒らし回っている。

　ジェイドはレナルドが乗り込んでくるまで、北の戦争も、大量発生スタンピードも、自分の身を焼かれる心配のない火事場見物の立ち位置から見ていた。城内の兵や街の民衆が右往左往する様を楽しむ、野次馬の一人として。しかし、このままでは当事者にされてしまう。とても無関係ではいられなくなる。

　こいつ一体、何をどこまで知っている…………！？

　不審の眉を寄せる弟の顔を睨みながら、頭脳をありったけ回転させる。いまだ核心を突く発言はないものの、この臆病者がここまで威勢よく詰め寄ってくるなら、確実にそれなりの根拠を持っているはず。問題は、自分が命取りになるような秘密をいくつも────いちいち数えるのも面倒になるくらい抱えすぎていて、どれを掴まれたのかが全く予想できないという点だ。

　横領の件か。密輸の件か。水増し徴税の件か。

　北部砦の警備情報を流し、帝国軍を手引したことか。

　戦地で父上を後ろから刺せと、トーマスに命じてあることか。

　当主の座を簒奪さんだつしたあと、一時的に亡命するつもりでいることか。

　無数の可能性が次から次へと脳裏に浮かび、一気に冷や汗が吹き出す。濡れたシャツが背中や首元にへばりつき、鬱陶しいことこの上ない。苛立ちで胃が焼けてしまいそうだ。

　情報が漏れたとすれば、ナバルへの道中、ガレナ荒野で撃退されたクズどもからに違いない。まさか老いぼれ騎士に十人もの刺客を退しりぞけられるとは思わず、かなり近しい者に手配をさせてしまった。全員あっさり死んでくれていればいいが、訓練すら受けていないような盗賊崩れの犯罪奴隷だ。厳しく尋問された場合、あることないこと喋りまくり、回り回って自分の名前にたどり着くことも十分にあり得る。

　レナルドに対する暗殺計画が露見しただけか…………？

　その程度なら、まだ取り返しはつく。人はそう簡単に変われない。涙を流し、謝罪する演技フリでもしてやれば、少なくともこの場は逃れられるだろう。こんな出来損ない、態勢さえ整え直せばいつだって始末できる。護衛が離れた隙を狙ってもいいし、なんなら、こいつが大切にしているメイドを買収して毒殺させたっていい。

　むしろ、厄介なのは横にいる古狸ふるだぬきの方だ。救国の英雄、バレステロス。この骨董品は前線を離れて十年以上経つくせに、依然やたらと顔が広い。貴族社会の表と裏に精通し、王都近辺に限定すれば、知名度は父上すら凌駕する。国王が演説でその名を引用したこともあるくらいだ。中央政府の高官どころか、王族に伝手を持っていたとしてもなんら驚きはない。

「兄様、黙っていては分かりません。どうかご説明を」

「…………………………」

　これ以上の時間稼ぎは難しそうだと、ジェイドは片手で前髪を鷲掴みにするようにして頭を抱えた。前にも進めないし、後ろにも下がれない。会話の中で探りを入れようにも、単なるこちらの思い違いであった場合、酷く面倒な立場に置かれる。

　いや、大人しく断罪されるのを待つくらいなら────……いっそ、賭けに出てみるか。

　追い詰められた虚勢が、開き直った大胆さへと変わっていく。長年かけて綿密に立てた計画を達成直前で潰されてたまるかと。前向きな姿勢が好機チャンスを生み出すきっかけを作るのだと。諦める者に勝利はない。勝者は決して諦めない。これまでの悪行どりょくを無駄にしないためにも。

　暗かった心の中に一条の活路を得たような気がした。股ぐらの辺りがワクワクして、激しく脈打っているのを感じる。

　仮に王族まで情報が届いていたとすれば、完全にお手上げ。万事休すだ。どうあがいても絞首台へ向かう道しかない。そう結論づける一方、頭の片隅にはまだ一縷いちるの望みが残されていた。この二人が底抜けの大間抜けで、入手した秘密を秘密のまま、誰にも伝えずこの場にいるという極小の可能性。何が何でも当主になってやるという夢が、いつか必ず王座に座ってやるという野望が、僅かな希望に縋すがりつきたくなる気持ちをどうしようもなく強くする。

　小さな咳払いを一つ。ジェイドは静かに机の引き出しを開け、官杖バトンを取り出す。合図に気づいた側近は目を剥き、ふるふると素早く首を横に振った。『自殺行為だ！』と、今にも叫び出しそうな焦り顔で。

　…………役立たずめ。堕ちた英雄ごときの威圧に怖気づいたか。

　机の下で杖を構え、ゆっくりと魔力を練り込んでいく。魔術を使えない者に察知されることはないだろうが、用心深く、念には念を入れて。

　次だ。次にもう一度老いぼれがまばたきをしたら、その瞬間に最大火力をお見舞いしてやる。官杖の発動速度であれば反応できたとしても無傷では済まない。本命はバレステロスだが、標的はレナルド。騎士という連中は必ず主を守るために動く。邪魔な番犬を先に片付けて、そこからは憂さ晴らし、お愉たのしみの時間だ。私に逆らったことをあの世で後悔ような、極上の苦痛を味わわせ、嬲なぶり殺しにして────────

「ジェイド様！！　ジェイド様、ご在室でしょうか！？　衛兵より急報です！！」

　ドア越しの呼び声にハッと意識を取り戻す。極限まで集中するあまり、ノックの音にも気づかなかったらしい。周囲の状況に目を走らせると、あろうことか、側近が足早にドアへ向かっていた。自分の主から許可も取らず、まるで前触れなくやってきた助け舟へ駆け寄るように。制止する間もなく従士が部屋に転がり込んでくる。

「お取り込み中申し訳ございません！　北区住宅街に吸血鬼が侵入しました！！」

　息を切らせた若い従士は取り乱した口調でそう報告した。

　何の因果か、踏んだり蹴ったり、不運続きにもほどがある。何か一つがうまくいかないと、何もかもが連鎖的に悪い方向へ流れていくという典型的な一日だ。

「次から次へと……ッ！　状況は！？」

「警邏任務にあたっていた二部隊によって、すでに包囲は完了しております！　た、ただ…………」

　思わず出た大きな舌打ちでこちらの不機嫌を察したのか、従士は急に口ごもり、言いかけた言葉を飲み込んだ。膝をついたまま視線を泳がせ、言おうかどうかを迷っているように見える。

「ただ、何だ！？　報告もまともにできんのか貴様！」

「失礼しましたっ！　ぼ、冒険者と思おぼしき男が討伐を妨害しているとのこと！　それにより、現場が混乱しております！」

　想定外の内容に、報告の意味を図りかねる。色々なことが立て続けに起きすぎていて、もう訳が分からない。

「冒険者が邪魔を……？　何だその馬鹿は！？　二部隊もいてなぜ制圧できない！？」

「素性は現在冒険者ギルドへ照会中！　風変わりな黒髪黒目の外見からして特定は早いと思われます！　道理の通らない外国人らしく、説得が難航している模様！」

「流民による執行権の妨害は重罪だろうが！　説得などする暇があったら、さっさと殺してしま────」

「その男の身なりについて詳細を！！」

　窓ガラスが割れるのではと思うくらいの甲高い声が、ジェイドの言葉を途中で奪う。レナルドは突如として血相を変え、掴みかからんばかりの勢いで従士に詰め寄った。気取った仮面をすっかり脱ぎ捨て、見るからに切羽詰まった表情。年齢、種族、服装、武器。あれこれ問い質ただす調子にも、酷く差し迫った雰囲気がある。

「僕が向かいます！　案内してくださいっ！！」

　何やらバレステロスと意味ありげな視線を交わしたかと思えば、二人は急き立てられるような速さで部屋を飛び出していった。事情を説明するどころか、こちらに一瞥いちべつもくれることなく。

「「…………………………」」

　急に静かになった執務室には、ポカンとした顔のジェイドと側近だけが残された。何がなんだか分からないが────これは、助かったと考えるべきなのだろうか。

「あ、あの……。ジェイド様？　先ほどは申し訳ありませんでした。じ、実は、私の杖に不具合が起きてしまったようでして────」

　沈黙が気まずくなったのか、側近が会談中の振る舞いについてしどろもどろの弁解を始める。しかし、ジェイドはあやふやな相槌を打ち、その自己弁護を右から左へ聞き流していた。捨てることに決めた味方よりも、敵の言動の方に興味があって。

　あの慌て方は誰がどう見ても異常だ。レナルドだけならまだしも、バレステロスまで動揺していた。発端は明らかに従士が口にした報告内容。吸血鬼ではなく、冒険者に関する部分に反応していたように思う。

「他国出身の冒険者…………？」

　頭のどこかに似たような単語が引っかかっている。なかなか思い出せないが、そう古い記憶ではない。つい最近見聞きした何かだ。

　頬杖をついて考え込むジェイドの傍かたわらには、レナルドが拾って整頓した報告書の束が置かれていた。







﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏

すみません、また長くなったので二話に分けます！！





第83話 貴族さん、駆けつける




「レナルド様、お、お早くっ！」

「一刻を争います！　お急ぎを！！」

「分かってる……ッ！」

　倒木でも起こすような力で背後うしろの方からぐいぐい押される。馬車移動に頼りきりの生活が祟たたり、レナルドは馬に乗るだけで一苦労だった。見習い二人がしっかり支えてくれているものの、気持ちが焦るばかりでうまく足が上がらない。あっという間に騎乗したラウルも急かすような目でこっちを見ている。

「こちらです！」

　レナルドが馬に乗るやいなや、案内役の従士が勢いよく駆け出した。通常、一般の従士は騎乗を許されない身分なのだが、緊急事態という名目で貸与している。戦時下に置いてきぼりを食うような老馬であっても、人が走って向かうよりは遥かにマシだ。

「お前たち二人は左右を守れ！　後方警戒には私がつく！」

「「はっ！！」」

　先行する案内役に四騎が続く。レナルドを中心に据え、ひし形を作って囲うような陣形。隊列走行のため全速力ではないものの、早朝の凍てついた空気のせいで手や顔の皮膚がびりびり痛む。乗馬服に着替える数分じかんを惜しんだ結果だが、せめて、手袋ぐらいはしてくるべきだった。

「レ、レナルド様……。先ほどのお話、やはり先生のことだと思われますか？」

「残念だけどそう思う。予想通りじゃない方が嬉しいけどね」

　出発して間もなく。馬を寄せて不安げに尋ねるオーリックに対し、レナルドは自信を持って答えた。従士から聞いた外見的特徴に加え、その行為自体に既視感があって。

「衛兵に歯向かう冒険者なんて、他にいないよ」

　兄が言っていたことは一部正しい。冒険者や傭兵など、流民による執行妨害。これは裁判を経ず処罰される次元レベルの重罪だ。現行犯であれば警告なしの実力行使さえ正式に認められている。一見過剰な厳罰に思えるかもしれないが、そこまでしないと常に武装して暮らす彼らにとって、抑止力にはなり得ないから。

　だからこそ、普通、冒険者は衛兵に逆らわない。いや、ギルド側の内部規定でも資格剥奪と定められていることを念頭に置けば、反抗の余地がないと言った方が正確だろうか。

　いずれにせよ、それが誰もが知る常識で、当たり前だと考えている共通認識であればあるほど、間違いないという想いは強まる。

　クロスの中にある『一線を踏み越えることへの歯止め』は、たぶん、自分たちが想像している以上に脆もろい。価値観や倫理観、優先順位や思想信条。見ている世界が他人とあまりに違いすぎるからだ。

　普通なら踏みとどまるはずの一歩を、既成概念に囚われず易々やすやすと踏み越えていく。それは常人と比べ行動の選択肢が格段に多いということ。どんな状況でも行き詰まることを知らない。相手が騎士だろうが貴族だろうが、気に入らなければ全部ひっくり返して前へ出る。払うことになる犠牲や代償に何ら躊躇ちゅうちょを覚えることなく。きっと、守るべきもののためなら率先して地獄にだって堕ちるだろう。

　ただし、それは長所であると同時に短所でもある。不合理、かつ、無秩序。武士道という未知の哲学に基づくクロスの言動は、誰にも理解できないし、共感もされない。損得勘定で動く大半の人々、特に打算的な性質の者にとって、熱意や信念を優先して生きる彼は紛まごうことなき異端者。理解の範疇はんちゅうの外側にいる。

　そして最大の問題は────彼自身が、他人からの評価に無頓着であることだ。

『我らは周りの声や評価など、心の底からどうでもいいのだ。武士道とは己自身に課し、託し、願うもの。常に見据えるは己のみ。他人に何を言われようとも、自らの武士道に恥じぬ生き様ができているかどうか。武士の有り様ようとは、究極的にはその一点に尽きる』

　クロスはかつて、自分たちの前ではっきりとそう宣言した。大切な記憶だ。脳裏に深々と焼き付くように、一言一句、今も鮮明に覚えている。

　こんなことを言うと嫌われるかもしれない。拒絶されるかも、否定されるかも、悲しませるかも、怒らせてしまうかも。誰しもが他人に対して抱くそういった一連の葛藤かっとうが、彼の中には存在しない。

　折り合いをつけようとか、落としどころを探ろうとか。周囲を納得させる必要性を一切感じておらず、そもそも、理解されることを求めていないのだ。眼中にないと言い換えてもいい。

　度を越した独りよがり、孤立を恐れないからこその大胆な言動。それが非常識の一言で済むくらいの些細な事象なら表面化しないが、ともすれば、取り返しのつかない"すれ違い"を引き起こす。そう、今回のように。

「しかし……。い、いくら先生でも、魔物の討伐を妨害するというのは────」

「何か理由があるんだよ。先生にしか分からない、そんな理由が」

　結果には原因が付随するように、行動の裏には必ず根拠がある。クロスは後先考えず動く節はあっても、決して支離滅裂な人物じゃない。彼の言動が常識外れに見えるのは、目的のためなら手段を選ばないからだ。

　自分たちの役割はその目的を知り、説得によって手段を代えさせること。それができるだけの信頼関係はあるはずだと、レナルドはそう信じていた。




・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




「兵たちが多少……いえ、かなり荒れているようです。まず私が様子を見て参りますので、レナルド様はこちらでお待ちを」

　寒さに凍えながら走り続けることしばらく。不測の事態を警戒したラウルの指示によって、街路の交差点から少し離れた場所で馬を降りる。

「レナルド様。念のため、我らの後ろへお下がりください」

「た、手綱をお預かりいたします」

「これは────……」

　途端に物騒な気配が神経をざわざわと刺激した。三叉路の最奥、行き止まりを埋め尽くす衛兵の群れ。皆こちらに背を向け、とある一点に集中しているため到着には気づかれていないらしい。

「いい加減にしろ貴様ァ！！　大人しくそいつを引き渡せ！！」

「じき身元も割れるぞ！　無駄な抵抗はやめて投降しろ！！」

「伍長、もういいでしょう！？　射殺の許可をッ！！」

「まだだ！！　城からの連絡を待て！」

　混乱しているとは聞いていたが、現場の空気は遠目に見ても分かるくらい殺気立っていた。何があればここまで兵が興奮するのか、まるで戦場のような大騒ぎ。幾人もの怒声罵声が重なり合い、地鳴りとなって周囲を揺るがしている。

「──────驚いた。こんな凶徒が道中同心を気取っていようとは」

　はっとレナルドは顔を上げる。畑と住宅地を区切る大きな石垣の前。衛兵たちによる半円包囲の内側から、聞き覚えのある声が響いたのだ。隙間なく並ぶ人の壁で姿こそ見えないが、喧騒の中でも不思議とよく通る、力強い低音。それは自分の世界観を一変させるほどの衝撃を刻み、耳に残って離れない、あの声だった。

「揃いも揃って武器を手に、娘を差し出せと吠え立てる。勾引かどわかしや辻強盗おしこみさながら、随分殊勝な振る舞いだな。恥はないのか、伍長とやら」

「こちらのセリフだ冒険者！　不死者アンデッドを守って恥ずかしいとは思わないのか！！」

「思わんな。何を護り、何を斬るかは俺が決める。誰の指図も受けん」

　反省の色は欠片も見受けられず、むしろ挑発的な口調。これに対し衛兵も負けじと言い返している。会話がしっかり成立しているところからして、吸血鬼に魅了されたことによる暴挙というわけではなさそうだ。

「人の持つ尺度ものさしは千差万別。誰が何を重んじるかなど、赤の他人があれこれ干渉すべき領域ではない。その考えの一体どこが悪いのか……。全くもって理解に苦しむ」

「善い悪いの前に違法行為だと言っている！　魔物の討伐を邪魔することも、我々の指示に従わないこともだ！」

　永遠に繰り返されそうな押し問答に思えたが、ここで不意に、ため息まじりの呟きが聞こえた。またか、と一言。嘆くような、呆れるような言い方だ。

「番士というのは何処の国でも変わらんな……。何かにつけ、禁令や戒律をさも世の理ことわりの如く押し付けてくる。自ら定めた法でもなかろうに、よくそこまで心酔できるものだ」

「当然だ！　国や種族の区別なく、皆が法に従うことで世界の平和は維持されている！　各国各種族が我儘勝手に行動してみろ！　大陸は群雄割拠へ逆戻りだぞ！」

「…………帝国とやらに攻め込まれていても、そんな寝言を嘯ほざくのか」

　ぎりぎり聞き取れた吐き捨てるような独り言。それは顔を見なくても分かるくらい、不快感を凝縮した声だった。

「眠たくなるような絵空事だな。国の平和を保つのはいつの時代も武力のみ。丸腰の法度はっとなど糞の役にも立ちはせん。現に今、俺が剣を抜いたとして、法がお前を助けてくれるか？」

　脅すような発言にざわめきが起こる。いや、この反応。本当に剣を抜いたのかもしれない。

「無法者め……ッ！　この期ごに及んでまだ抵抗するつもりか！？」

「俺はお前たちに何かしようとは思っていない。お前たちが何もしなければ」

　声の調子に凄みが加わる。と同時、先ほどまでのざわめきが嘘のように消えた。

「互いの主張が相容れぬことはよく解わかった。かといって、こちらの譲歩は期待するな。文句があるならさっさと撃て」

　その言葉には『撃てば即開戦だ』と言わんばかりの予言的な含みがあった。しかし非難を浴びせるどころか、誰も彼もが硬直したまま突っ立っている。息が詰まりそうなほど濃密な静寂。咳の音一つしない。小刻みに震え始めた者までいるが、きっと、原因は寒さのせいではないだろう。

　────────ああ、やっぱりだ。

　レナルドの中で自信が確信に変わる。自分たちのときもそうだったから。

　激高した彼が喋り出すと、いつだって皆が口を閉ざして凍りつく。もちろん、黙りたくて黙っているんじゃない。およそ人間の発するものとは思えない重圧が、猛獣の唸り声に近い声色が、聞く者から静聴それ以外の選択肢を奪い去ってしまうのだ。

　目は見えるし、息もできるのに、とにかく身体の自由が利かなくなる。まるで白昼、金縛りにでもあったかのように。

「一応言っておくが、俺はこれまで番士と剣を交えたことがない。箸の上げ下げすら自らの意志で行えず、与えられた命令に唯々諾々いいだくだくと従うだけの傀儡かいらい。そんな輩やからは斬るに値せんと考えるからだ」

　ジャリジャリと足を引きずるような音。完全なる沈黙の中、彼が衛兵たちに向かって歩み始めたことが分かった。それでも誰ひとり微動だにしない。ピンで刺された昆虫のように立ち竦んでしまっている。

「課された役儀に背そむけんのは"衛兵"とて同じだろうからな。罪人と見れば誅罰ちゅうばつも已やむなし。よって、出会い頭に矢を射掛けたことは不問に付す。しかし生憎、俺は御仏と違って二度目三度目の狼藉ろうぜきを赦ゆるすほど寛容ではない。それに何より……不毛な問答にはもう飽きた」

　足音が止まり、後を追う形で語り口も止まる。何か、重要なことを言い出す前みたいに。

「──────退かぬなら逝け。路こ傍こで」

　ゾッと、薄い刃物で撫でられるような寒気が頸部くびもとを襲う。距離があるからと油断していた。突き上げてくる恐怖に抗おうとしたが、ただただ夢中で呼吸することしかできない。破裂しないか心配になるくらい、心臓の鼓動おとが大きく聞こえる。

「受け売りの正義に酔いしれ、己以外の正義を認めず、果てはそれが侮辱と気づかぬまま、他者の正義に口を出す。貴様らは虎の尾を踏んだ。半端な信念の強制おしつけがどんな結果を招くのか、その身をもって知るがいい」

　視線を逸らした者。逃げ出そうとした者。何かを口走った者。皆と異なる行動を取った誰かが一番最初に殺される。彼の放つ圧倒的な殺意は、レナルドを含めた全員に数秒先の未来を幻視させていた。

「この場は騎士、ラウル・バロステロスが指揮を執る！　道を開けろッ！！」

　一触即発の危機を察したラウルが声を張り上げた瞬間、唐突に金縛りが解け、失われていた手足の感覚が回復した。目をぎゅっと閉じ、しばらく待ってから、開く。長い間まばたきすらできなかったため、乾燥した瞳に涙が滲にじんだ。

「────バ、バレステロス卿！？」

「おお、魔槍だ……！」

「みな喜べ！　英雄が応援にきてくれたぞ！！」

　衛兵たちは突然登場した騎士に少し戸惑う様子を見せていたが、相手が誰だか認識すると、すぐ指示通り包囲を緩めた。レナルドと見習い二人も目配せして頷き合い、急ぎ足で現場へ向かう。

「そこを通してくださいっ！！」 

「な────ッ！　レナルド様まで！？」

「お待ちを！！　その男、正気まともではありません！　危険ですっ！」

　せっかく緩んだ包囲が再び閉じそうになる。しかし、三人は僅かな隙間に飛び込むようにしてそのまま突っ切った。無茶をしている自覚はあるが、この場面において守られるべきは自分たちの方じゃない。もし衛兵側に犠牲が出れば、その時点で手遅れ、打つ手なしだ。話し合いによる解決の見込みは確実に絶たれてしまう。

「……………………ッ！」

　群衆を抜け、クロスの姿を視界に捉えた途端、レナルドは思わず息を呑んだ。

　一目で分かるくらい明らかな重傷。表情こそ冷静そのものだが、特に、左半身が酷い。太腿から脇腹、前腕から肩にかけて矢が何本も突き刺さっている。しっかり剣を握ってはいるものの、どこかの矢を無理やり引き抜いたのか、彼の通った石畳には血溜まりが点々と跡を残していた。

「ひ、ひとまず治療を！　アクセル、水薬ポーションは！？」

「非常用に上級を持参しております！　先生、こちらをお使いくださ────！」

「寄るな」

　明確な拒絶の言葉に、駆け寄ろうとした三人の足が止まる。

「こんな青臭い連中が加勢か？　やけに練度が低いと思えば、よほど人手が足りんと見える」

「口を慎め無礼者がァ！！　この御方をどなたと心得る！」

「知るか。小僧どもの出る幕ではない。死にたくなければ下がっていろ」

　レナルドは二の句をつぐことさえ忘れ、唖然としていた。彼の意図するところが分からない。あたかも初対面の人に接するような他人行儀よそよそしさ。こちらを蔑む発言に絆はまったく感じられず、よく見れば、今なお剣を構え続けている。一切変わらない臨戦態勢。鋭く細められた瞳も執拗に衛兵を狙ったままだ。

「我々が交渉を引き継ぐ！　総員、その場から後退！　射撃姿勢で待機せよ！」　

　ラウルはそう命じつつ、槍を大きく振って両者の間に割って入る。そして部隊が十分に離れたことを横目で確認すると、衛兵たちを会話に加わらせないような小声で話し始めた。

「……クロス殿、これで話し合いには応じてもらえるか？」

「気遣い痛み入る、ラウル殿。まさかこんな形で再会するとはな」

　クロスはふっと態度を和らげ、剣を逆手に持ち替えた。鞘へ納めはしないまでも、刃を自分の方に向けて。友好の証……は言いすぎになるかもしれないが、敵意がないことを示す動作に見える。

「しかしまあ、この状況だ。茶飲み話と洒落込むわけにもいくまい。話があるならそこから頼む」

「せ、せめて水薬だけでも受け取っていただけませんか？　いくらなんでも、その傷は────」

「よさんか、オーリック。クロス殿の配慮を無下にするな」

　再度近づこうとしたオーリックをラウルが手で制す。

「敵対関係にある騎士と罪人。少なくとも、兵たちの目にはそう映っている。従者の行いは主の意思によって為されるもの。我らが治療をすることで、レナルド様がどう思われるかを思考せよ」

「………………！」

「も、申し訳ございません！　そこまで考えが及ばず……！」

　ここで初めて自らの失態に思い至る。見習い二人はしまったという顔で恐縮しているが、先に動いたのは自分だ。とにかく何とかしなければと必死で、体裁や外聞なんて気にも留めていなかった。あの小芝居にそんな意味があったとは。

「貴殿らが連中の上役うわやくであっても退けんものは退けん。その意味で敵対しているのは事実だがな。ままならぬものだ、人生は」

「…………先生？」

「久しいな、レナルド殿。先ほどは失礼つかまつった」

　改めて声をかけると、クロスは親しみを表すような目礼を返した。彼のことを知らない人には分からないと思うが、ホッとしてしまうくらい柔らかい表情で。

「理由を教えてください。どうして、このようなことを……？」

「護ってやると約束したからだ。この娘に」 

　彼は自分に向けるのと同じ表情のまま、しゃがみ込む吸血鬼の頭に血だらけの手を乗せた。まるで傷つきやすい壊れ物を扱うような優しい手付きで、そっと。

「………………っ！」 

　先生の性格だ。こちらがどんな正論を並べたとしても、約束を破ることなんて絶対に許さないだろう。

　レナルドはどうしたものかと頭を巡らしながら、何気なく、彼の足元で丸まっていた小さな存在に目を向ける。赤い瞳と視線がぶつかった、次の瞬間────吸血鬼それは突然、地面を蹴るような勢いで立ち上がった。

「＊＊＊＊＊＊！　＊、＊＊＊＊＊＊！！」

「何をするつもりか知らんが、要らぬ世話だ。手を出すな」

　こちらへ向かって両手を伸ばす吸血鬼を、クロスがぐいと押し退ける。 

「＊＊＊＊＊＊＊＊！？　＊＊＊＊＊＊、＊＊＊＊────！」

「黙れ、魔物に成り下る気か。俺は無事に送ると言った。武士に二言はない」

　たった十秒にも満たない会話。それを見たレナルドたちは絶句していた。

 「ラウル、あれって…………？」

　かろうじて喉から漏れた空気が声になる。それでも、目撃したものを適切に表現する言葉が見つからず『あれ』としか言いようがなかった。彼と関わることで受ける通算二度目の衝撃。前回とは種類が違うが、正しいと思っていたこととか、信じていたこととか。そういう常識全てが覆くつがえってしまったような気がする。

「そんな馬鹿な……。いえ、ありえぬことです」

　ラウルや見習いたちも目を釘付けにして驚愕の表情を浮かべている。

　それもそのはず。吸血鬼だけじゃない。ありとあらゆる魔物に対して"意思疎通を図る"という行為。それ自体が、かつて無数の国や機関が挑戦し、絶対に実現不可能と結論づけられた世界の常識なのだから。

　いきなり誰かが犬と話し始めたら？　そういう次元の現実味のなさ。四人は当初の目的も忘れ、呆気にとられた間抜け面のままクロスの奇行を眺め続けた。




﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏

ご無沙汰しております。四辻いそらでございます。

皆さまの応援のおかげで「サムライ転移」第二巻の重版が決まりました！いつも本当にありがとうございます。実は、来月か再来月には別のお知らせができそうな予定も……。拙作に関するちょっとしたご案内となりますが、個人的にはとても嬉しい内容だったので許可が出ましたら追ってご報告いたしますね。

さて、毎年のことながら師走で仕事が爆発しており、年内の更新はこれが最後になるかもしれません。書籍化作業もままならず、第三巻の刊行をやや延期する可能性も浮上してきております。まさか年末年始に休めると思ってないよね？という圧を上司が発しているのを感じつつ、通勤や移動時間に書くプロットばかりが増え続け、いっそ勤務中に執筆してやろうか！などと悪い考えが頭をよぎる日々。そんな至らぬ筆者ではございますが、どうか今後ともお付き合いのほどよろしくお願い申し上げます。

それでは皆さま、よい年の瀬をお過ごしください。

Ｐ.Ｓ.

ご存知の方がいたら教えていただきたいのですが、既存エピソードを編集すると拙作をフォローいただいている読者さま全員に何かしらの通知が飛んでしまうのでしょうか？

読み直していると誤字脱字を多数発見したので折を見て修正したく思うのですが、そのたびに通知が来ると鬱陶しいかな……と懸念しております。作者側の設定画面にはそれを止められそうな項目が見当たらず。。。

もしカクヨムに詳しい方がいらっしゃったらコメント欄にてご教示くださると嬉しいです。

＜追記＞

教えていただきありがとうございます！

さっそく数カ所修正してみました。通知が飛んでいないといいのですが。





第84話　お侍さん、諦める




「…………先生？」

「久しいな、レナルド殿。先ほどは失礼つかまつった」

　好転したのか悪化したのか……。どちらとも言えん状況だな、これは。

　心の中で舌打ちを一つ。傍目には分からない程度の軽い会釈を返しながら、黒須はつま先から順に力を入れて身体の調子を吟味し始める。

　矢傷はどうということはない。臓腑への損傷は避けられた。深手を負ったのは左腕くらいだ。骨か筋か。当たりどころが悪かったらしく、矢を引き抜いた肘窩が錆さびついたようにぎこちなく軋きしむ。致命傷と引き換えに多少の代償を払う羽目になったが、まあ、腕など一本残っていれば剣は振れる。 枯樹生華こじゅせいか、咄嗟の回避にしては上々の首尾と見るべきだろう。

　差し当たり拙まずいのは──────失血か。

　いくらなんでも連日血を流しすぎた。朝日が赤黒く霞かすみ、指先は冷え、脚元が浮いているような感覚がある。肺が胸壁にへばり付くような息苦しさも。吸ったり吐いたりすることに意識を向けていないと、うまく呼吸できない。全身を襲う激痛がちょうどいい気付け薬になってくれているものの、早々に決着けりをつけねば、身動きが取れなくなるまでさほど猶予はなさそうだ。

「理由を教えてください。どうして、このようなことを……？」

「護ってやると約束したからだ。この娘に」

　不調を悟られぬよう、取り繕つくろった澄まし顔のまま会話を引き伸ばす。

　本来は衛兵どもを威圧して距離を詰め、斧槍を拾ってさっさと離脱する算段でいた。整えられた揃いの装備、伍長なる序列、同数の部隊編成。規律ある軍勢は引き際を事前に指示されているもの。番士は斬らんという信念を曲げてまで無益な殺生をする必要はない。半数、いや、数人を蹴散らせばそれで追手はかからんだろうと。

　しかし、レナルドたちの介入でその目論見は崩れ去った。機を逸いっしたと言うべきか。連中は体勢を立て直し、ラウルの登場で眼に見えて士気が上昇。こうなると強行突破も容易ではない。

　さて、どうしたものか────……

　白々しい顔で世間話を続けているものの、その実、黒須はすでに"交渉による解決"を念頭に置いていなかった。儀礼として対話に応じただけで、もう肚はらは決まっている。

　刀は断じて虚仮威こけおどしの道具ではない。抜刀した時点で終わっているのだ。敵対の意思表示は。

　傍かたわらに人無きが若ごとし。死地において他を頼らず、独力で生き抜くことを旨むねとする単孤無頼たんこぶらいの独人にとって、レナルドたちの存在は邪魔でしかなかった。

　正確には敵でも味方でもなく、第三勢力という認識に近い。どこぞの茶坊主のように為政者へ擦り寄ったり、友誼ゆうぎを盾に救命を乞こう。そういった発想を微塵みじんも持たないが故ゆえに、ただただ、扱いに困っている。たとえ自分の身を案じて駆けつけてくれた厚意を、十分に理解できていたとしても。

　彼らの立場は敵方の上役うわやく。決してこちら側に立つ相手ではないが、かといって、親交のある知己ちきに剣を振るうほど落ちぶれているつもりもない。だからこそ、余計に厄介なのだ。端的に言えば有難迷惑。布陣している弩兵などより余程始末に負えん。

　単独なら迷わず背後の石垣を飛び越えるところだが、吸血鬼ルナという名の荷物を抱えているうえ、満身創痍で手札も少ない。何か一手、隙を作るための呼水きっかけが要る。

「………………………」

　黒須は悩ましげに考え込むレナルドと見つめ合いつつ、眼の焦点のみをずらすことで彼の背後を探り────とある一点に照準を合わせた。気になったのはレナルド一行の向こう側、弩を構えて並ぶ衛兵どものさらに後方。

　もしやあれは…………？

　と、不意にレナルドの視線がこちらの顔から下に逸れた。その瞬間、にわかに状況が動く。

「クロさんどいて！　ウ、ウチが戦やるっ！」

「何をするつもりか知らんが、要らぬ世話だ。手を出すな」

　いきなり飛びかかろうとした小さな身体を肩で押し退ける。それでも無理やり前へ出ようとするルナは足を滑らせ、石畳に勢いよく尻もちをついた。

　慌てて立ち上がり、ふたたび前へ。黒須がそれをまた制す。先を争っているかのような押し合いが無言のまま何度か繰り返された。

「………………………」

　衛兵と眼を合わせただけ。たったそれだけのことで矢を射られ、心に傷を負ってしまったのだろう。レナルドの視線に対するルナの反応は、過剰に思えるほどだった。自暴自棄やぶれかぶれに近い取り乱し方。張り詰めた顔には溢れんばかりの焦燥感が含まれている。

　"落ち武者は薄すすきの穂にも怖おず"

　彼らとの会話を聞けば友好関係にあると分かりそうなものだが、ひとたび臆病風に吹かれた者は小枝が揺れても嵐がきたぞと騒ぎ立てる。あまりにも強烈な体験をすると、目の前の景色ががらりと変わって見えてしまうからだ。

　まさしく典型的な天手古舞てんてこまい。自らの影を怖がる狗いぬのように、ありもしない幻想に怯え、冷静さを失っている。とはいえ、初めて訪れた人里で突然これだけ大勢から追い詰められれば、こうなっても無理はないか。

「このままじゃクロさんまで殺されるやろ！？　ウチが時間稼ぐから、その間に逃げ────！」

「黙れ、魔物に成り下る気か。俺は無事に送ると言った。武士に二言はない」

「もういいっ！！　もう十分やって！！　そのケガじゃ……ッ！」

　そう叫ぶルナの瞳から大粒の涙がこぼれた。ただでさえ蒼白い顔は完全に色を失い、手足はガタガタとみっともなく震えている。

「………………お前」

　この場面で────他人に縋すがろうとするのではなく、心配することができるのか。怖くてたまらないだろうに、自分の身を犠牲にしてまで。

　絶体絶命の窮地でこそ人の本性は剥き出しになるものだ。生来の悪党でなくとも、食うに食えない切羽詰まった状況に陥れば、人は容易く盗みに手を染める。道を外した行為というのは、それを起こす者の視野が非常に狭くなっているときに生じるのが常。にっちもさっちもいかなくなったり、あるいはカッとなって我を忘れたりして凶行に及んでしまう。

　飢饉に襲われた村を見れば嫌でも理解させられることだ。人は所詮、毛のない猿に過ぎんのだと。猫も杓子しゃくしも裏の顔は似たり寄ったり。身分の高下こうげを問わんどころか、仏道を説くような者であってもさしたる違いはないのだと。

　しかしどうだ、この娘の心根は。

　恐慌状態てんやわんやでまともな判断ができないにしても、生き残れないことは百も万も承知のはず。衛兵どもの罵詈雑言を聞けば明らかなように、連中は最初はなから捕縛するつもりがない。仮に降伏したとしても、泣いて命乞いしたとしても、平気でルナを射殺すだろう。虫螻むしけらでも潰すように、あっさりと、無慈悲に。

　これを気高さと呼ばずして何と呼ぶ？

「ここでお前を見捨てれば、俺はもう武士と名乗れなくなる。いいから、じっとしていろ」

　なおも暴れ続けるルナの首根っこを鷲掴み、強制的に下がらせる。

　不死族と言うからには屍人のように身体を再生できるのかもしれん。そうだとしても、真に完全無欠の不死ならばこうも怯えはしないだろう。

　恐らく、死ぬのだ。吸血鬼も。

　生き鎧のように限界があるのか、銀武器のような弱みがあるのかは知らん。ただ、痛みすら感じないような存在が取る態度ではないのは確実と言える。

　このちっぽけな勇者に世間の汚れきった常識つごうを押し付けて、一体どんな言い訳が立つというのか。

「せ、先生？」

　黒須はしきりに感心していたが、レナルドのか細い呼び声に眼を向ける。会話に割り込む隙をうかがっていたような、迷いに迷って口にしたかのような、酷く遠慮がちな声色に耳を引かれて。

「…………どうした？」

　四人の方へ向き直ると、彼らは何とも言えない奇妙な表情をしていた。驚愕と当惑が半々の、面白いくらい困った顔。あれだ。男爵邸で刺身を食ったときに見せた、あの変人へ向けるような眼差しによく似ている。

「その子の────吸血鬼の言葉が、理解できるのですか？」

「…………？　ああ、まあな」

　やけに重々しい口ぶり。そこまで驚くことかと一瞬疑念を抱いたが、思い返せば、レナルドはアンギラの外に一度も出たことがないと言っていた。他に比べると聞き取りやすい上方言葉でも、今のルナのように早口で話されれば理解できぬのも仕方あるまい。

「どうして…………」

「前にも言ったが旅暮らしが永いものでな。こう見えて、御国言葉には通じている方だ」

　隠しようもない得意顔で誇らしげに答える。戦うことしか能がない黒須にとって、数少ない自慢の一つ。それなりに努力をして身につけた知識だったから。

　"訛なまりは国の手形"

　一昔前は公家くげの話す京言葉こそ至高とされていたが、武家が政治の実権を握って以降、各地の方言も大っぴらに話されるようになってきている。初めて他家の領地へ足を踏み入れた際には、そういった時流をまざまざと痛感させられたものだ。

　夢か現うつつか。誰も彼もが訳の分からぬ言葉を発しており、まるで異界に迷い込んでしまった気分。途方に暮れるのを通り越して、腹が立つのが先だった。どうして山を三つ四つ越えただけで会話が成立しなくなるのか、と。

　通詞つうじを雇うような金があるはずもない。悩みに悩んだ挙句、能の謡曲うたいや義太夫節ぎだゆうぶしを嗜たしなむ者を捕まえて、その台詞を代用することで意思疎通を図るという手段を思いついた。『これなるは諸国一見の武者にて候そうろう。宿を借らばやと思ひ候。いかにこれなる宿場の内へ案内申し候』、といった具合に。

　芸能の文語は書き言葉で各地に伝わっている。つまり、方言の入り込む余地がない。能を学ばぬ武士などそうそういないことも相まって、我ながら見事な妙案を閃いたものだと得意になっていたのだが──────……

　道々で話すたび向けられる数多あまたの視線、陰口、言笑。

　当初は田舎にありがちな二本差しを珍しがる連中の仕業と考えていたが、どうにも少し、様子が違う。監視ではなく観察、薄ら笑いではなく忍び笑い。好奇心に満ちた空気と表現すべきだろうか。小さな動作にも可笑おかしさを見出みいだそうとして、遠くから眺めているような雰囲気だった。

　時が経つにつれ、連中の態度はどんどん露骨になっていく。どこからともなく集まる群衆、所構わずできる人だかり。あろうことか同じ日に、そんな状況が何度も起これば、いかに察しの悪い唐変木とうへんぼくといえど流石に気づく。ああ、見世物にされているのだなと。

　こちらを指さして笑っていた町人を何人か締め上げてみたところ、案の定、武家を詐称する放浪俳人として噂されていたらしい。往来おうらいで謡曲を披露する変わり種がいるぞと、瞬く間に評判になり、わざわざ隣町から見物しにきた者までいたのだとか。

　今なら世間の声など気に留めず、どこ吹く風と受け流すだろう。しかし、当時は若かった。結局、その日のうちに自分自身ですら『いつの時代の侍だ俺は』と、恥を覚えるようになってしまい…………。

　これでは果たし合いどころか道も尋ねられんと判断し、"浜荻"やら"類物称呼"やら"大和口上物語"やら、何日も旅籠に引きこもってあらゆる方言集を読み漁ったものだ。この国の文字を挫折することなく学べているのも、あの頃の苦労の賜物たまもの。脳味噌が石になるほどの奮励を重ねたおかげと言える。

「御国言葉……？　いいえ違います。訛りや方言などといった次元の話ではなく────」

「レナルド様。兵たちが焦じれ始めております。お気持ちは分かりますが、今はそれよりも」

　レナルドは腑に落ちないという表情でさらに何かを言い募つのろうとしたが、遠くからこちらを睨む衛兵どもをちらりと見て、ラウルが話題の転換を促うながす。

「ご、ごめん。そうだね。先生、その子をどうされるおつもりですか？」

「決めかねていたところだ。こいつがそこらの魔物と同じには思えなくてな。どうすべきか、仲間の意見を訊くつもりだった」

「たしかに吸血鬼は普通の魔物ではありません。……より危険、という意味ですが」

　ルナを凝視するレナルドの瞳には、はっきりと恐怖の色が浮かんでいた。つい先ほど襲いかかろうとしたせいだろう。まばたきすら恐ろしい、近くにいるだけで気が休まらないと、そのまま顔に書いてあるようだ。

「知性を有する魔物は"魔族"と呼称されているが、奴らは姿容が人に近いほど賢く、驚異的な力を持つ。クロス殿、吸血鬼はその代表格である」

「あくまで魔物の同類、ということか」

「いかにも。獣の一部を"猛獣"と呼ぶのと同じで、便宜上、特に危険な魔物を区別しているに過ぎん」

　後ろめたさをまるで感じない、叩きつけるような口調でラウルはそう断言した。誰に対しても常に紳士然と振る舞うこの男が、当の本人を目の前にして。

「騎士団を率いていた頃、私は人を欺あざむこうとする魔族を何体も見てきた。子供の姿に情けをかけ、命を落としてしまった団員もいる。だからこそ、貴殿には彼らと同じ末路を辿たどってほしくない」

「誑たぶらかされていると？」

「私ならそう考え即座に交戦するだろう。しかし…………」

　こちらの瞳をまっすぐに見て、ラウルはううむと低く唸うなった。

「並外れて警戒心の強い貴殿がそう簡単に籠絡ほだされるとは思えん。であれば、何か別の……。精神に干渉する魔術の影響下にある可能性を疑っている」

　口では疑っていると言いつつ、顔は『そう望んでいる』と言わんばかりに苦しげに歪ゆがめられていた。

　ラウルの立場、板挟みの胸中を考えればその逡巡も分からなくはない。轡くつわを並べた戦友が罪人として配下に包囲されているのだ。願わくば自分の意志ではありませんように。誰かの掌てのひらの上で踊らされていますようにと、神仏に祈りたくもなるだろう。

「先生、僕を信じて身柄を預けてはいただけませんか？」

「できん相談だな。無抵抗の童を死ぬと知りつつ引き渡すなど鬼畜の所業しょぎょう。武士道に反する」

「形だけです！　悪いようにはいたしません！」

　泣きつくような必死の説得。下手に対話に応じたせいか、どうやら思い違いをさせてしまったらしい。

「誤解のないように言っておくが、これでも貴公らのことは信頼しているつもりだ。冒険者も殊更ことさらに吸血鬼を敵視していたからな。存在そのものが人にとって脅威、これは真実なのだろう。しかし同時に、今の問答でよく解わかった。この国の人間は全ての魔族を一括りに見ているということが」

　彼らの語り口で思い出したのは、以前タイメンが言っていた"人種差別"なる概念。奴は俺を差別主義者と称したが、これこそ、その最たる例ではないのか。

「たとえ世界中の誰もが口を揃えて悪だと言っても、俺は己の眼で見極めたものを信じることに決めている。同じ種族だからと一緒くたに語るのはお門違いだ。他の吸血鬼が仕出かした悪行は、こいつを断罪する理由にはならん」

「おっしゃることは分かります。分かりますが────……」

　レナルドは否定こそしないものの、小さく首を傾かしげ、納得いかないという顔をしていた。どこに引っかかっているのかは明白。やはり、彼らは吸血鬼を種族や人種として認識していない。

「…………あの伍長と名乗った兵」

　黒須はくいと顎をしゃくるようにして、通りの奥にいる人物を示す。

「"獣人だから"という理由で俺があれを斬ったとして、この国では罪に問われるか？」

「急に何を……？　当然でしょう」

「当然と思うか。しかし俺の国に獣人が現れれば、まず間違いなく妖怪変化として叩き殺されることになるだろう。誰にも咎とがめられんどころか、退治した者は護国の英雄として歴史に名を残すかもな」

　実際、初めて冒険者ギルドを訪れたときディアナを斬るべきか迷った。さらに言えば、もし最初に魔の森で出会ったのがタイメンであった場合、確実に斬り捨てていたと断言できる。

「何が言いたいか分かるか？　同じ存在ものを見ていたとしても、それぞれの常識を通して見れば真実は変わるということだ。俺と貴公らでは根本的にものの見方が違う。どちらが正しいという話ではない」

「「……………………」」

　────ここまで言っても伝わらんか。

　訳が分からないという風に顔を見合わせるレナルドたちを見て、黒須は観念したかのように一つ大きなため息を吐いた。

　まあ、気持ちは分かる。彼らはこの国に来る前の自分と同じだからだ。『異人は獣の同類』という吹聴を信じ切っていた頃の自分と。

　どこかで聞いた噂を鵜呑みにして、ただぼんやりと知った気になっているだけ。実態を知ろうとはしていないのだ。自分たちの敵視する相手が、本当はどのような存在なのかを。

　この溝は深い。絶望的なまでに深い。先入観が我々を真実から遠ざけている。立ち話をした程度で埋まるものか。

　黒須は諦めに似た感情を覚え、刀を逆手から順手に持ち替えた。

「さて、話は終わりだ。これ以上は埒らちが明きそうにないのでな」

「お待ちを！！　こちらもはいそうですかとは引き下がれません！　争わずに済む道があるはずです！」

「貴公らには前に話しただろう。俺は、俺の道に立ち塞ふさがる者を許さんと」

「クロス殿、頼むッ！　貴殿とは敵対したくない！！」

「すまんが手遅れだ。押し通らせてもらう」

　黒須はそう言うと、血だらけの指を口に咥えた。

「──────うああっ！！」

「なっ、何だッ！？」

　甲高く響いた指笛の音に呼応するように、レナルドたちの後方から悲鳴が上がる。

　衛兵の列を背後から強襲したのは、一頭の黒鹿毛くろかげ。どうしてこの場にいるのかは知る由よしもないが、ナバルへの道行みちゆきをともにした、あの優秀な軍馬だった。

「ラウル殿、遠慮はいらん。貴殿は貴殿の騎士道を全まっとうしろ」

　大混乱の最中さなか。ただ一人陽動に意識を取られず、こちらを注視し続ける騎士に声をかける。

「………………酷なことを言う」

　悔恨とも落胆ともつかぬ、消え入るような声。ラウルは苦しげにそう呟くと、構えを解いて槍先を正門の方向へ向けた。

「さんざん中傷された名であるが、恩知らずという汚名まで付け加えるつもりはない。まだ城門は開放されているはずだ。クロス殿、貴殿に女神ルクストラの加護があらんことを」

　一気呵成に言い切るやいなや、ラウルはレナルドと見習いたちの背を押して三叉路の片側へ走った。馬の衝突を回避するにしてはやけに大げさな位置取りで。まるでもう一方の道を空け、弩の射線に割り込むように。

「かたじけない。この礼はいずれ、必ず」

　衛兵の包囲を蹴散らし、黒鹿毛が突っ込んでくる。唖然としているルナを抱えて素早く騎乗すると、黒須は振り返ることなく無人の街路へ馬を駆けさせた。
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「逃げられてしまいましたな」

「いやいや、僕にも聞こえてたからね？　二人が話してるの」

　芝居っ気たっぷりの口調で残念がる忠臣に、レナルドは呆れたような眼差しを送った。

　きっとラウルはあらかじめ、この展開を予期していたのだと思う。案内役の従士に貸し出した馬。今から思えばあれだって、準備したのは彼だった。

「して、いかがなさいますか？」

「衛兵たちが落ち着いたら、一度城に戻ろうか。勝手に判断するなって叱られたばかりだからね。追跡するかどうかもジェイド兄様に決めてもらわないと」

　レナルドは意趣返しのつもりでいたずらっぽく笑う。最善ではないものの、最悪の結果は避けられた。時間さえあれば、まだまだ打てる手はあるはずだ。

「とりあえずラウルは皆を集合させてくれる？　アクセルとオーリックは荒野の守人に伝令を────……」

　さっそく動き出そうとした矢先。レナルドは見習いたちの様子を見て、何かがおかしいと感じた。二人してこちらと目を合わせようとせず、気まずげに腕を組んだりほどいたり。そして何よりも、直前まで手に持っていたはずの物が消えている。

「アクセル、水薬ポーションは？」

「申し訳ありません。紛失してしまったようであります」

「……オーリック？」

「あの混乱で慌ててしまい、じ、自分も……。どこかに落としてしまったのかもしれません」

　とぼけた顔で二人揃って頭を下げる。交渉中、ずっと静かにしていると思っていたが、いつの間に──────

「失くしたのならしょうがないね。じゃあ、二人は伝令を。こちらから説明に出向くって伝えておいてくれるかな」

「「はっ！！」」

　話をするためにわざわざ流民の家を訪ねるなんて、他の貴族に聞かれれば失笑されるに違いない。でも、彼らを城に呼び出すのは避けなければ。

　クロスは表向き逃走犯という扱いになる。実害がないので指名手配まではされないと思うが、パーティーの仲間も事情聴取くらいは受けることになるだろう。

　ただ、もし兄が自分と彼らの繋がりを知れば、絶対にそれだけでは済まない。陰湿で、粘着質で、病的なほど執念深い感情家。あの性格を考えれば、不当な手段を使ってでも荒野の守人を潰しにかかるはずだ。

「では行って参ります！」

「よろしく。僕とラウルは先に戻って兄様の相手をしておくよ」

　このとき、レナルドは完全に失念していた。何日も前に書き終え、提出したナバル遠征の報告書。そこにたった一節だけ、外部協力者の情報を記載してしまっていたことを。




﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏﹏




今月から拙作のテレビCM放送が始まりました！！

YouTubeにも動画がアップされておりますので、是非是非ご覧ください！

詳細は近況ノートにて。





底本： https://kakuyomu.jp/works/16816927859243142802

変換日時： 2026/11/07 19:08:50
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